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凡  例 

一 本 訳書は、 スタ ー リン IW1 まの 指導の もとに、 ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 中央 委員 # ^ 趴豸 員 # が 編 
集した 『ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 歴史 小 教程』 —— 一九 三 八 年 版 —— の 全訳です。 

一 本 訳書が あえて 一九 三 八 年 版を 新訳した わけは、 「訳者 あとがき」 でのべ ています。 

一 翻訳に あたり、 できるかぎり やさしい 文章に する ため 努力し ました。 また、 中国語 訳と 英訳、 とくに 
中国語 訳を 参照し ました。 

1  編者 注の ほかに、 訳注を 一部 おぎない、 どちらも その 箇所の 文末に のせて います。 

1  原文の ィタリック 体の 箇所は、 訳文では 傍点に して これを しめしました。 

一 原文では、 ? I 用 文献は ロシア語 版に よるべ ー ジ双が しめされて いますが、 これを すべて 文献 名に かえ 
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4  ^0 . . . It 

第一章  ロシアに おける 社会 民主 労働党 結成の ための 闘争 . 一九 

(一八 八 三年— 一九 〇一 年) 

1 •:  p & 止 ; i 口— シア . ; 〇 産業資本 主義の 発展  近代 産業 プロ 

レ タリア 階級の 出現  労働運動の 第一歩 ：… - - :: 彳| •卜 . 一九 

ニ  ロシアに おける ナロ ー ド ニキ 主義と マルクス主義  プレ ハーノ 
フ とその 「労働 解放 団」  ナロ  ー ドニ キ 主義との プレハ ー ノフ 

の 闘争  マルクス主義の ロシアでの 普及 . 一一 七 

三 レ ー ーー ンの 革命 活動の 開始  ベ テルブ ルグ r 労働者階級 解放 闘 

s a J . 一 . 三 九 

四 ナロ ードニ キと 「合法 マルクス主義」 にたいする レ 1 ーンの 闘争 
レーニ ンの 提起した 労働者階級と 農民の 同盟の 思想  ロシ 
ア 社会 民主 労働党 第一 回 大会 . 四 三 


5 


五 「経済 主義」 にたいする レ ーニン の 闘争  レーニ ンの 新聞 『ィ 

ス クラ』 の 誕生 . 四 八 

0  ^ . . . 五一 一 

第二 章  ロシア 社会 民主 労働党の 成立。 党内に おける ボリ シヱ ビ 

キ 派と メンシ ヱビキ 派の 出現 . 五 五 

(一九 〇 一年— 一九 〇四 年) 

一  一九 〇 一年から 一九 〇四 年に いたる ロシア 革命運動の 高揚 . 五 五 

ニ レーー ーンの マルクス主義 党 建設の 計画  「経済 主義者」 の 日和 
見 主義 的 立場  レ 丨- ーンの 計画の ための 『ィス クラ』 の 闘争 
レ ーニン の 著書 『なにを なすべき か？』  マルクス主義 党の 

思想 的 基礎 . 六 0 

三  ロシア 社会 民主 労働党 第一 一回 大会  綱領、 規約の 採択と 統一的 
党の 創立  大会での 意見の 相違と、 党内に おける ボリシ ェ ビキ、 

メン シヱ ビキニ 派の 出現 . 七 四 

四 第二 回 大会 後に おける メンシェビキ 首脳の 分裂 行為と 党内 闘争の 
先鋭化  メンシ H ビキの 日和見主義  レー ニンの 著書 『一歩 
前進、 二 歩 後退』  マルクス主義 党の 組織的 基礎 . 八 一 

0  ^ . 九 四 


6 
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次 


第三 章 日露戦争と 第一 次 ロシア 革命の 時期に おける メン シヱ ビ 

キとボ リシェ ビキ . 九 七 

(一九 〇四 年— 一九 〇七 年) 

一 日露戦争  ロシアに おける 革命運動の いっそぅの 高揚  ぺテ 
ル ブルダの ストラィキ  ー九 〇五年 一月 九日の 冬 宮まえ での 労 

働 者の デモ  デモ 大衆の 射殺  革命の はじまり . 九 七 

二 労働者の 政治 ストと デモ  農民の 革命運動の 成長  戦艦 r ポ 

チョ ム キン」 の 蜂起 . .…一 〇 四 

三ボ リシ H ビキと メンシェビキの 戦術 上での 意見の 相違  第三 回 
党大会  レ 丨- ーンの 著書 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 

二つの 戦術』  マルクス主義 党の 戦術 的 基礎 . 二 〇 

四 革命の いっそぅの 高揚  一九 〇五年 十月の 全 ロシア 的な 政治 ス 
ト  ッァ ー 政府の 退却  ッァー の 詔書  労働者 代表 ソビェ 

卜の 出現 . . . ニー ーー ー 

五十二 月の 武装蜂起  蜂起の 失敗  革命の 退却  第一 次 

国会  第 四 回 (統一 期成) 党大会 . 一三 七 

六 第一 次 国会の 解散  第二次 国会の 召集  第五 回 党大会 

第二次 国会の 解散  第一 次 ロシア 革命の 敗因 . 一四 八 
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0  S . . . 一 五八 

第 四 章 ストルィピン 反動 期に おける メンシ ヱ ビキと ボリ シヱ ビ 

キ 。ボリ シヱ ビキ 、独立した マルクス主義 党を 結成 . 一六 I 


(一九 〇八 年— 一九 一二 年) 


ー ストルィピンの 反動  反政府 的 知識 分子の 腐敗  退廃  一 
.部 知識 分子 党員の、 マルクス主義の 敵陣への 移行と マルクス主義 
理論を 修正し よぅとす る 企て  レーニ ン の、 その 著書 『唯物論 
と 経験 批判 論』 における 修正主義 者にたい する i と マルクス 主 

義 党の 理論的 基礎の 擁護 . 一六 一 

二 弁証法的唯物論と 史的唯物論に ついて . 1 七三 

三 ストルィピン 反動 期に おける ボリ シヱ ビキと メンシェビキ  解 

党派と 召還 派にたい する ボリ. シヱ ビキの 闘争 . 三 三 

四 トロッキズムにたい する ボリ シヱ ビキの 闘争  反 党の 八月 連合 …… 三 九 
五. 一九二 一年に ひらかれた ブラー ダ 党 会議  ボリ シヱ ビキ 、独立 

した マルクス主義 党を 結成 . 一三 四 

要  約 . 一一 三 一 
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第五 章 第一 次 帝国主義 戦争 前の 労働運動の 高揚 期に. おける ボリ 

シエ ビキ党 . 一一 三 五 

(一九 一二 年丄九 一四 年) 

一  一九 一二 年から 一九 一四 年に いたる 革命運動の 高まり . 一一 三 五 

ニ ボリ シヱ ビキの 新聞 『プラウダ』  第 四国 会に おける ボリ シエ 

ビキ 議員 団 . 一一 四 I 

三 合法的 組織に おける ボリ シ X ビキの 勝利  革命運動の いっそぅ 

の 高揚  帝国主義 戦争の 前夜 . 一一 五一 

要  約 . 一一 五六 

第 六 章 帝国主義 戦争の時 期に おける ボリ.， シ H ビキ 党。 ロシアに 

おける 第二次 革命 . . 二 五 七 

(一九 一四 T 一九 一七 年 三月) 

一 帝国主義 戦争の 勃発と その 原因 . 一一 五 七 

二 自国 帝国主義 政府の 側に 走った 第ニ ィンタ ー ナショナルの 諸 党 

個々 の 社会 排外 主義 諸 党に 分裂した 第ニ ィンタ ーナシ ョ ナル …… 一一 六 一一 
三 戦争、 平和 おょび 革命の 問題に かんする ボリ シ H ビキ 党の 理論と 

$ . . . 一一 六 七 


四 前線に おける ッァー の 軍隊の 敗北  経済的 破綻  ッァ— 制度 

の 危機 . 一一 七 六 

五 二月 革命  ッァ ー 制度の 倒壊  労働者 •兵士 代表 ソビニ トの 

樹立  臨時政府の 成立  二重 政権 . 二 七 九 

要  ^ . 天 七 

第 七 章 十月 社会主義 革命の 準備と 遂行の 時期に おける ボリ シ H 

、ビ S  . . …ーー 八 九 

(一九 一七 年 四月— 一九 一八 年) 

一 二月 革命 後の 国内 情勢  党の 地下からの 脱出と 公然たる 政治 活 
動への 移行  レーニ ンの ペトロ グラ ー ド 到着  レーニ ンの四 

月 テ— ゼ  社会主義 革命への 移行に ついての 党の 方針 …… . 一一 八 九 

二 臨時政府の 危機のは じ まり  ボリ シヱ ビキ 党の 四月 会議 . 二 九 八 

三 首都での ボリ シ X. ビキ 党の 成功  前線に おける 臨時政府 軍の 攻 

撃の 失敗  労働者、 兵士の 七月 デ モンス トレ ーシ ヨンの 弾圧 . 三 〇 五 

四 ボリ シェピ キ 党の 武装蜂起 準備の 方針  第 六 回 党大会 . 三 一〇 

五 コル- 1 丨ロフ 将軍の 反革命 陰謀  陰謀の 壊滅  ペトロ グラー 

ドと モスクワの ソビエトの ボリ シヱ ビキ 側への 移行 . 三 I 七 

六 ペトロ ダラ ー ドの 十月 蜂起と 臨時政府 員の 逮捕  第二 回ソビ ェ 
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百 


次 


卜 大会と ソビエト 政府の 成立  第二 回 ソビエト 大会の 平和 法令 
と 土地 法令  社会主義 革命の 勝利  社会主義 革命の 勝利の 原 

H . 三 一一 四 

七 ソビエト 権力を かためる ための ボリ シエ ビキ 党の 闘争  ブレス 

卜 講和  第 七 回 党大会 . ： . 芎一八 

八 社会主義 建設に 着手す る レ I ニ ンの 計画  貧農 委員会と 富農の 
抑制  社会 革命 党 「左派」 の 反乱と その 消滅  第五 回ソ ビエ， 

卜 大会 おょび ロ シア •ソビエト 連邦 社会主義 共和国 憲法の 採択 . 三 四 七 

0  ^ . 三 五一 一 

第 八 章 外国の. 武力 千 渉. と 国内 戦争の時 期に おける ボリ シェピ キ 

《兄.… . 三 五 五 

(一九 一八 年— 一九二 〇 年) 

一 外国の 武力干渉の 開始  国内 戦争の 初期 . 三 五 五 

ニ ドイッの 軍事的 敗北  ドイツの 革命  第三 インタ ーナシ ョナ 

ルの 創設  第 八 回 党大会 . 三 六 一一 

三 干渉の 強化  ソビ H 卜 国家の 封鎖  n ル チャックの 進撃と そ 
の 粉砕  デニキンの 進撃と その 粉砕  三 力 月間の 息つ ぎ 
第 九 回 党大会 . 三 七 一 
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四 ポー ランド 地主の ソビエト 国家にたい する 攻撃  ゥランゲリ 将 
軍の 襲撃  ポー ランドの 計画の 失敗  ゥランゲリの 壊滅 

干渉の 終結 . 三 七 八 

五 ソビエト 国家は、 どのよぅに して、 また なにゆえに、 ィギリス. 

フランス •日本 •ポー ランドの 干渉と ロシアの ブルジ ョア 階級 • 

地主 •白衛 軍の 反革命との 連合 勢力に ぅちかった か？ . 三 八 三 

要  ^ . . . 三 八 八 

第 九 章 国民経済 回復の ための 平和的 活動への 移行 期に おける ボ 

リシ H ビキ党 . 三 九 | 

(一九二 一年— 一九二 五 年) 

一 干渉と 国内 戦争の 終結 後の ソビエト 国家  回復期の 諸 困難 . 三 九 一 

二 労働組合に かんする 党内の 論争  第 十回 党大会  反対派の 敗 

北  新 経済政策 〔ネ ップ〕 への 移行 . 三 九 五 

三 新 経済政策の 初歩 的な 結果  第 十一 回 党大会  ソビ ニ ト 社会 
主義 共和国 連邦の 形成  レーニ ンの 病気  レ丨- ーンの 協同 組 

合計 画  第 十二 回 党大会 . 四 〇 七 

四 国民経済の 回復の 困難と闘 争  レ ー ニ ンの 病気に 乗ずる トロ ッ 
キ ストの 活動の 強化  党内の 新たな 論争  トロッキストの 敗 
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北 レ 1 ー ンの死 レーニ ン 記念の 党員 拡大  第 十三 回 党大会 …… 四 一 五 
五 回復期 末の ソ連  わが国の 社会主義 建設と 社会主義の 勝利の 問 
題  ジノビエフと ヵーメ ネフの 「新 反対派」 第 十四 回 党大会 

国の 社会主義 工業化の 方針…： . . . 四 一一 四 

0  ^ . . 四 三 六 

第 十 章 国の 社会主義 的 工業化の ための 闘争に おける ボリ シヱ ビ 

+ 党 . . …… . . 四 三 九 

(一九二 六 年— 一九二 九 年) 

一 社会主義 的 工業化の 時期に おける 困難と それとの 闘争  トロ ッ 
キー •ジノビエフ 反- i 人口の 成 & この 連合の 反 ソビエト 的 行 

動  連合の 敗北 . ’ . 四 三 九 

二 社会主義 工業化の 成功  農業の たちおくれ  第 十五 回 党大会 
農業 集団 化の 方針  トロ ッキ！ ジノ ビ H フ 連合の 潰滅  政 

治 的 二 面 派の 手管 . . . 四 四 八 

三 富農に にたいする 攻撃  ブハー リン •ルィコフ 党 グル ー プ 

第一 次 五 力 年 計画の 採用  社会主義 競争  大衆 的な コル ホー 
ズ 運動の 開始 . 四 五六 
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0  ^ .  s ハ 七 

第 十一 章 農業 集団 化の ための 闘争に おける ボリ シエ ビキ党 . 四 六 九 

(一九 三〇 年— 一九 三 四 年) 

一  一 九三〇—一九三四 年の 国際情勢 ■資本#! 義 諸国の 経済 恐慌 
日本の 満州 侵略  ドィツに おける ファシストの 政権 獲得  戦 

争の 二つの 根源 地 . 四 六 九 

二 富農 的 要素 制限の 政策から 階級と しての 富農 一掃の 政策へ  n 
ル ホ I ズ 運動に おける 党 政策の. 歪曲との 闘争  資本主義 的 要素 

にたいする 全 戦線に わたる 攻撃  第 十六 回 党大会 . 四 七三 

三 国民経済の すべての 部門を 改造す る 方針  技術の 役割  コル 
ホ I ズ 運動の いっそぅの 発展  機械 トラクタ ー •ステ ーシ ヨン 
の 政治 部  五 力 年 計画の 四 力 年での 遂行の 総括  社会主義の 

全 戦線に わたる 勝利  第 十七 回 党大会 . 四 八 六 

四ブ ハー リン 派の 政治的 二 面 派への 変質  トロツキスト ニ 面 派の， 

暗殺者と スパィの 白衛派 徒党への 変質  キーロ フにた いする 凶 

悪な 暗殺  ボリ シヱ ビキの 警戒心を つょめる ための 党の 措置 . 五 〇 四 

要  約 . 五 11 
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第 十二 章 社会主義 建設の 完成 おょび 新 憲法 実施の ための 闘争に 

おける ボリ シ H ビキ党 . 五一 三 

(一九 三 五 年— 一九 三 七 年) 


1  一九 三 五 丄九三 七 年の 国際情勢  経済 恐慌の 一時的 緩和 
新しい 経済 恐慌の 開始  イタリアの H チ オビア 侵略  ドイ 
ツ •イタリアの スペイン 干渉  日本の 中国 中部への 侵入  第 

二次 帝国主義 戦争の 開始 . 五一 三 

ニ ソ連に おける 工業、 農業の いっそぅの 高まり  第二次 五 力 年 計 
画の 期限 前の 達成  農業の 改造と 集団 化の 完成  幹部の 意義 
スタ ハ ー ノフ 運動  人民の 福祉の 向上  人民の 文化の 向 

上  ソビエト 革命の 力 . ： . 五一  一 0 

三 第 八 回 ソビエト 大会  ソ連 新 憲法の 制定 . 五三 0 

四 ブハー リン 派 •トロツキストの スパイ、 妨害 者、 売国奴の 残党の 
一掃  ソ連 最高 ソビニ ト 選挙の 準備  党内 民主主義を 拡大す 

るた めの 党の 方針  ソ連 最高 ソビ H 卜の 選挙 . . 五三 六 

結  語 . 五 g 

訳者 あとがき . 五六 三 
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まえがき 

ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) は、 ロシアで 一九 世紀 八〇 年代に 最初に あらわれた マルクス主義の 小さな サ ー 
クル や グル ープ から、 いま、 世界 最初の 労働者 農民の 社会主義 国家を 指導して いる 偉大な ボリ シエ ビキ 党に な 
るまで、 ながい 光栄 ある 道を たどって きた。 

ソ連 共産党 (ボ) は、 革命 前の ロシアの 労働運動を 土台に し、 そして 労働運動と 結びつき、 それに 社会主義 
意識を つぎこんだ、 マルクス主義の サ ー クル や グルー プから 成長して きた。 ソ連 共産党 C ホ) はこれ まで も、 
またい まも、 マルクス •レー ニン 主義の 革命的 学説を 指針と している。 ソ連 共産党 C ホ) の 指導者たち は、 帝 
国 主義、 帝国主義 戦争、 および プロレタリア 革命の 時代と いぅ 新しい 条件の もとで、 マルクス •エンゲルスの 
学説を より いっそぅ 発展 させ、 新しい 段階に たかめた。 

ソ連 共産党 C ホ) は、 労働運動 内部では、 小 ブルジ ョア諸 党派、 すなわち、 社会 革命 党員 〔エス •エル〕 
(それより まえには、 その 先行 者であった、 ナロ ー ド-ー キ 人民主義 者〕)、 メンシ ヱビキ 、無政府主義者、 各種 
の ブルジ ョア 民族主義 者との 原則的な 闘争の 中で、 また、 党内では、 メンシ H ビズム 、日和見主義の 諸 潮流、 
すなわち 、トロッキスト、 ブハ ー リン 派、 民族主義 偏向 者、 そのほかの 反 レ丨- ーン 主義 グル ー プ との 原則的な 
闘争の なかで、 成長し、 強固に なった。 

ソ連 共産党 C ホ) は、 労働者階級の あらゆる 敵、 勤労大衆の あらゆる 敵、 すなわち、 地主、 資本家、 富農、 


17 


陰謀家、 スパィとの 革命的 闘争の なかで、 包囲して いた 資本主義 勢力の あらゆる 手先との 革命的 闘争の なかで、 
強固に なり、 きたえられた。 

ソ連 共産党 (ボ) の 歴史は、 三回の 革命、 すなわち、 一九 〇五 年の ブル ジョァ 民主主義 革命、 一九 一七 年 二 
月の ブル ジョァ 民主主義 革命、 一九 一七 年の 十月 社会主義 革命の 歴史で ある。 

ソ連 共産党 C ホ) の 歴史は、 ッァ ー 制度の 打倒、 地主と 資本家の 権力の 打倒の 歴史で あり、 国内 戦争 時代に 
外国の 武力干渉を 粉砕した 歴史で あり、 わが国に ソビエト 国家、 社会主義 社会を 建設した 歴史で ある。 

ソ連 共産党 (ボ) の 歴史を 研究 すれば、 わが国の 労働者、 農民が、 社会主義の ために 奮闘した ゆたかな 経験 
を、 会得す る ことができる。 

ソ連 共産党 (ボ) の 歴史の 研究、 すなわち、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の あらゆる 敵、 勤労大衆の あらゆる 敵 
とたたかった わが 党の 歴史を 研究 すれば、 ボト シ*ビ ズム b 体得す る ことを たすけ、 政治的 替 戒心を たかめる 
ことができる。 

ボリ シ H ビキ 党の 英雄的な 歴史の 研究、 それは、 社会 発展と 政治 闘争の 法則に ついての 知識、 革命の 原動力 
についての 知識に ょって、 われわれを 武装す る。 

ソ連 共産党 C ボ) の 歴史を 研究 すれば、 レ 1-1 ン •スタ ー リンの 党の 偉業の 最終的 勝利、 全世界に おける 共 
產 主義の 勝利にたい する 確信を、 強める ことができる。 

本書は、 ソ連 共産党 (ボ) の 歴史を、 簡潔に のべた ものである。 
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第一章  ロシアに 知け る 社会 民主 労働党 
結成の ための 闘争 

(一八 八 三年— 一九 〇 一年) 

一、 農奴 制度の 廃止と ロシアの 産業資本 主義の 発展  近代 産業 
プロレタリア 階級の 出現  労働運動の 第一歩 

ッァー •  a シアが、 資本主義 発展の 道には いったのは、 ほかの 諸国に くらべて おそかった。 一九 世紀の 六〇 
年代 以前には、 ロシアの 工場の 数は まだ ひじょぅに 少なかった。 当時は、 貴族 •地主の 農奴 制 経済が、 おもな 
地位を 占めて いた。 工業は、 鹛奴 制度の もとでは、 真に 発展す る ことは できなかった。 農業では、 農奴の 強制 
労働が 労働生産性を きわめて 低い ものにして いた。 当時の 経済発展の 全 過程は、 農奴 制度の 消滅を ぅながした。 
ッァ ー 政府は、 クリミ ャ 戦争の時 期に、 軍事的 敗北を なめて 勢力が おおいに 弱り、 また 地主に 反抗す る 藤 民の 
「.一揆」 におび えて、 一八 六 一年には、 農奴 制度を 廃止せ ざるを えなく なった。 

しかし、 農奴 制度の 廃止 後 も、 地主は ひきつづき 農民を 抑圧した。 農民を 「解放」 したと き、 地主は、 農民 
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が 以前に 耕して いた 土地の 大部分を 切りと り、 とりあげて、 農民を すっかり 略奪した。 それで、 これらの 土地 
を、 農民は 「切取り 地」 とよんだ。 農民は、 自身を 「解放」 する ために、 二 十億 ル ー ブル 近くの 買 取 金を 地主 
にお さめなくて はならなかった。 

農奴 制度の 廃止 後、 農民は、 もっとも ひどい 条件で、 地主の 土地を 小作し なくて はなら なくなっ た。 農民 
は、 地主に 現金で 小作料を おさめる ほかに、 自分の 農具 や 馬を つかって、 地主の 一定の ひろさの 土地を 強制的 
に、 無報酬で しばしば 耕作 させられた。 これを 「雇 役」 あるいは 「賦役」 といった。 農民は おおくの 場合、 小 
作 料と して 収穫の 半分を 現物で 地主に おさめなくて はならなかった。 これを 「折半」 労働と いった。 

これから も わかる ように、 当時の 状態は、 以前の 農奴 制度のと きと ほとんど 同じであった。 ただち がう とこ 
ろと いえば、 農民は 身分 上は 自由に なって いて、 もう 品物の ように 売買され る ことが なくなった という だけで 
あった 0 

地主は いろいろな 略奪 手段 (小作料 や 罰金) を もって、 たちおくれた 農民 経済から しぼれる だけの ものを し 
ぼり とった。 大部分の 農民 大衆は、 地主の 抑圧の ために 自分の 経済を 改善す る ことができなかった。 そのた 
め、 革命 前の ロシアの 農業は、 極度に たちおくれ、 しばしば 凶作 や 飢饉に みまわれた。 

農奴 制 経済の 残り かす、 そして、 農民 経済の 収入を うわまわる 重い 租税 や、 地主に 支払う 土地 買 取 金の ため 
に、 農民 大衆は 破産し、 貧困に くるしみ、 賃仕事を さがしに 農村を はなれなくて はならなかった。 これらの 農 
民は 工場には いった。 そして 工場 主は、 安い 労働力を 手に いれる ことができた。 

労働者と 農民の 頭上に のしかかって いた 郡發 察の 署長 や聚員 、憲兵 や 警察官、 村 巡査は、 一団と なって 勤労 


20 


第 1 章 1883 年 —— 1901 年 


者 や 被捧取 者に 敵対し、 ッァ I、 資本家、 地主を 擁護した。 体刑は、 一九 〇 三年まで つづいた。 農奴 制度は 廃 
止された が、 農民は ささいな 過失 や、 租税 未納の かどで、 あ いもかわらず 鞭で うたれた。 労働者 もまた、 しば 
しば 警察 やコ サックに ひどくな ぐられ た。 とくに、 工場 主の 酷使に たえ きれずに 仕事を 放棄し ストラィキを お 
こなった ときに、 それは ひどかった。 ツァー •ロシアの 時代には、 労働者と 農民は、 なんらの 政治的 権利 もも 
っ ていなかった。 ッ ァー 専制 制度は、 人民の もっとも 凶悪な 敵であった。 

ツァー •ロシアは、 諸 民族の 牢獄であった。 ッァー •ロシアに 住んで いた ロシア 民族 以外の 多くの 民族は、 
まったく 無 権利で、 つねに ありと あらゆる 軽蔑 や 侮辱を うけていた。 ツァ ー 政府は、 各 民族 地区に 住む 土着民 
族を 下等な 人種と みなす ように、 ロシアの 住民を 習慣 づけ、 これらの 民族を 公然と 「異 民族」 とよび、 さげす 
み 憎悪す るよう しむけた。 ツア ー 政府は、 わざと 民族 間の 反目を あおり、 ある 民族を そそのかして 他の 民族に 
反対 させ、 ユダヤ人にたい する 暴虐 行為を 組織し、 後 ヵフ ヵズでは、 タタ ール 人と アルメニア 人と が 殺し あう 
ようにけ しかけた。 

民族 地区の 国家の 職務は、 全部 あるいは ほとんど 全部を ロシア 官吏が 担当した。 政府機関 や 裁判所の すべて 
の 事務には、 ロシア語が 使われた。 各 民族の 言葉で 書籍 や 新聞を 出版す る ことは 禁止され、 学校では、 自分の 
民族の 言葉で 授業す る ことが 禁じられた。 ツァ ー 政府は、 民族 文化の あらわれと あれば どんな ものにたい して 
も 極力 おさえつけ、 ロシア 民族 以外の すべての 民族に 「ロシア 化」 を 強制す る 政策を とった。 ッァ ー 制度は、 
非 ロシア 民族の 死刑執行 人、 および 迫害者と して ふるまった。 

農奴 制度の 廃止 後、 ロシアの 産業資本 主義は、 農奴 制度の 残り かすに なおさ また げられ は L たが、 かなり 急 
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速に 発展して いった。 一八 六 五 年から 一八 九〇 年までの 二十 五 年間に、 大工 場と 鉄道の 労働者 だけで、 七十 万 
六 千 人から 百 四十 三 万 三千 人に、 つまり 二倍 以上に ふえた e 

九〇 年代には、 ロシアの 資本主義 的 大工 業は、 いっそう 急速に 発展した。 九〇 年代の 末には、 大工 場、 鉱 
業、 鉄道の 労働者は、 ョー ロッパ •ロシアの 五十 県 だけで も、 二百 二十 万 七 千 人に、 全 ロシアでは、 二百 七十 
九 万 二 千 人に ふえた。 

これらの 労働者は、 すでに 近代的 産業 プロレタリア 階級であった。 かれらは、 資本主義 大企業の 労働者に そ 
なわった 団結 性の 点から も、 戦闘的 革命的 性質の 点から も、 農奴 制度 時代の 工場 労働者、 小 工業、 家内工業 労 
働 者 や、 そのほかの すべての 労働者とは、 まったく ことなって いた。 

九〇 年代の 産業の 興隆は、 主として、 さかんな 鉄道 建設と 結びついて いた。 十 年間 (一八 九〇 年から 一九 〇 
〇 年までの) に、 あわせて 二 万千 露 里 以上の 新しい 鉄道が 建設され た。 鉄道には、 レー ル、 機関車、 車両 用の 
大量の 金属が 必要だった し、 ますます おおくの 燃料、 石炭、 石油を 必要と した。 その 結果、 冶金 工業と 燃料 産 
業が 発達した。 

革命 前の！！ シアで も、 すべての 資本主義 国と 同じょうに、 産業の 好景気の 時期の あとには、 つねに 産業の 恐 
慌や 不景気の 時期が つづいた。 それで、 労働者階級は、 ひどい 打擊 をう け、 数十 万の 労働者が、 失業と 貧困に 
おちいった。 

ロシアの 資本主義は、 農奴 制度の 廃止 後、 かなり 急速に 発展は した ものの、 やはり、 ロシアは 経済の 発展で 
は、 ほかの 資本主義 諸国に くらべて、 大いにたち おくれて いた。 大部分の 住民は、 あいかわらず 農業に 従事し 
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ていた。 レー -1 ンは 、その 有名な 著作 『ロシアに おける 資本主義の 発展』 のなかで、 一八 九 七 年の 全国 国勢 調 
査の 重要な 数字を 引用して、 当時 農業に 従事して いた ものは 総人口の 約 六 分の 五 だが、 大小 工業、 商業、 鉄 
道、 水上 運輸 業、 建築業、 木材 伐採 業 その他に 従事して いたのは、 総人口の 約 六 分の 一にす ぎなかった ことを 
指摘して いる。 

これから わかる ように、 ロシアは、 資本主義は 発展した が、 まだ 農業国で あり、 経済的に たちおくれた 国で 
あり r 小 ブルジ ョア 的な 国であった。 つまり、 小 所有者 的な、 生産性の いたって 低い、 個人 農 経済が まだまだ 
支配的な 国であった。 

資本主義は、 都市 だけでなく、 農村に も 発展して いった。 農民と いう、 革命 前の ロシアで 人口の もっとも 多 
がった 階級は、 日 ましに 分解し、 分化して いった。 農村では、 もっとも ゆたかな 農民の なかから 富農の 上層、 
つまり 農村 ブルジ ョア 階級が 生まれる 一方、 また、 数多くの 農民が おちぶれて いった。 貧農、 農村 プロ レ タリ 
ア 、半 プロレタリアの 数が、 しだいに ふえてい った。 中農の 数は、 年 ごとに へって いった。 

一九 〇三 年には、 ロシアに およそ 一千 万戸の 農家が あった。 レ ー ニンが その 小冊子 『貧農に 訴える』 のなか 
で 算出して いると ころに よると、 農家 総数のう ち、 すくなくとも 三百 五十 万戸は、 馬を もたない 農民で あっ 
た。 普通こう した 極貧の 農家は、 猫の額 ほどの 土地し かつ くらず、 残りの 土地は 富農に かして、 自分では 出 稼 
ぎに でて いた。 これらの 極貧 農は、 その 地位から いえば、 プロレタリア 階級に ひじょうに 近かった。 レ ー ニン 
は、 かれらを、 農村の プロレタリア 階級、 または 半 プロレタリア 階級と よんだ。 

一方、 百 五十 万戸の 富農 (一千 万戸の 農家 総数の 一 五パー セントを しめた) は、 全 農民の 耕地 面積の 半分を 
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もっていた。 この 農民 ブル ジョア 階級は、 貧農 や 中農を しぼりぁげ、 作男 や 日雇い 農の 労働を 棒 取す る ことに 
よって 金持ちに なり、 農業 資本家に かわって いった。 

すでに 一九 世紀の 七〇 年代、 とくに 八〇 年代に、 ロシアの 労働者階級は めざめは じめ、 資本家との 闘争を す 
すめた。 ッァー •ロシア 時代の 労働者の 生活は、 きわめて 苦しかった。 八〇 年代には、 工場の 労働時間は すく 
なくても 十二時 間 半で、 繊維 産業では、 十四— 十五 時間に およんだ。 婦人 労働者と 少年労働 者の 労働にたい す 
る 搾取は、 ひじょうに 広範に おこなわれた。 少年労働 者は、 成年 労働者と 同じ 時間は たらいた が、 その 賃金は、 
婦人 労働者と 同じように、 成年 男子 労働者と くらべ、 きわめてす くなかった。 賃金の 水準は、 おどろく ほど 低 
ぐ、 大部分の 労働者は、 毎月わず か 七— 八 ル ー ブル、 金属加工 工場 や铸造 工場の 最高 給の 労働者で も、 多くて 
毎月 せいぜい 三 五 ル ー ブルし かもら えなかった。 労働 保護な どまった くなかった ので、 不具に なったり、 死亡 
したりす る 労働者が、 ひじょうに 多かった。 労働 保険な ども 全然なかった ので、 労働者は、 料金を 払わな けれ 
ば 医療を うけられなかった。 住居の 条件 も、 きわめて ひどい ものだった。 労働者 宿舎の 天井の 低い 狭い 「うす 
ぐらい 小 部屋」 に、 十 人から 十二 人の 労働者が 住んで いた。 工場 主は、 しばしば 労働者の 賃金を ごまかした 
り、 労働者に 工場 主 経営の 店で 髙い 値段の 食料品を 買う ことを 強制したり、 また 罰金 制を とって 労働者を しぼ 
りぁげた 0 

それで 労働者は、 たえがたい 生活を 改善す るた めに、 仲間同士 話 合って、 共同で 工場 主に 要求を だした。 労 
働 者たち は、 たびたび 仕事を 放棄した。 つまり、 ストラィキを 宣言した。 七〇 年代と 八〇 年代に おきた 初期の 
ストラィキは、 ふつう、 工場 主の 法外な 罰金 や、 賃金の 支払の さいの 詐欺 •ごまかし や 賃金 基準の 引下げな ど 
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によって おこった。 

初期の ストライキの ころは、 労働者は、 堪忍袋の 緒を きって、 しばしば 機械を こわし、 工場の 窓ガラスを 叩 
きわり、 工場 主の 店舗 や 工場 事務所を 破壊したり した。 

先進 的な 労働者は、 資本家との 闘争を 有利に すすめる ためには、 組織し なければ ならない ことを さとりは じ 
めて いた。 それで、 労働者の 同盟が、 つぎつぎに 現われた。 

一八 七 五 年、 オデッサに 「南 P シア 労働者 同盟」 がつ くられた。 この 最初の 労働者の 組織は、 わずか 八、 九 
力 月 存在した だけで、 ツァ ー 政府に よってつ ぶされ てし まった。 

一八 七 八 年、 ぺ テルブ ルグ に、 建具 師の ハル トゥ ー リンと 仕上工の オプノ ルス キーの 指導す る 「ロシア 北部 
労働者 同盟」 が 組織され た。 この 同盟の 綱領には、 同盟は その 任務の 点で 西ヨー ロッパ の 社会 民主 労働党と 類 
似す る ものである、 という ことが 指摘され ていた。 同盟の 最終目的は、 社会主義 S を 実現す る こと、 つま 
り、 「きわめて 不公平な 制度で あるから、 国内に 現存す る 政治 経済 制度を くつがえす こと」 であった。 同盟の 
組織 者の 一人 オプノ ル スキ ー は、 外国に しばらく 住んで いた ことがあり、 そこで、 マルクス主義 的 社会民主党 
や、 マルクスに 指導され た 第ー インタ ー ナショナルの 活動を 知る ようになった。 この ことは、 r p シア 北部 労 
働 者 同盟」 の 綱領に 影響を あたえた。 同盟は、 当面の 任務と して、 人民の ために 政治的 自由と 政治的 権利 (言 
論の 自由、 出版の自由、 集会の 権利な ど) を かちとる ことを あげていた。 労働時間の 制限 も、 同盟の うちだし 
た 当面の 要求の 一つであった。 

同盟の 加盟者は、 二百 人に およんだ。 同 倩 者 も、 同じく らいいた。 同盟は、 労働者の ストライキ 闘争に 参加 
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し、 闘争を 指導し はじめた。 そのご、 この 労働者 同盟 も、 ッァ ー 政府に よってつ ぶされ た。 

しかし、 労働運動は、 ひきつづき 発展し、 ますます 多くの 新しい 地区に ひろがって いった。 八〇 年代には、 
ひじょうに 多くの ストライキが おきた。 五 年間 (一八 八 一年から 一八 八 六 年までの) に、 四十 八 回 以上の スト 
ラ イキが おき、 八 万人の 労働者が 参加した。 

一八 八 五 年、 オ レホボ •ズ 1M ボの モロゾフ エ場で 大規模な ストライキが おこった。 この ストライキは、 革 
命運 動 史上と くに 重要な 意義を もっていた。 

当時、 この 工場には およそ 八 千 人の 労働者が いた。 労働条件は、 日 ましに 悪くな っていた。 一八 八 二 年から 
一八 八 四 年までの あいだに、 賃金は 五 回 も 引下げられた。 一八 八 四 年のと きには、 賃金 基準が いっきょに 四 分 
の 一、 つまり 二 五 パー セント 引下げられた。 そのうえ 、工場 主の モロゾフは、 罰金で 労働者を 搾取した。 スト 
ラ イキの あと、 裁判所の 調べで 判明した ところに よると、 工場 主は、 労働者の 賃金 ー ル ー ブル ごとに、 三〇力 
ペイ ヵから 五 〇力ぺ イヵを、 罰金と いう 名目で 差 引いて いた。 労働者は、 こうした 強奪に たえ きれな くな り、 
一八 八 五 年 一月に ストライキを 宣言した。 この ストライキは、 事前に 準備され ていた。 ストライキを 指導した- 
のは、 先進 的 労働者 ピョ ー トル •モ .イセ エン コだっ た。 かれは、 以前は 「ロシア 北部 労働者 同盟」 の 一員で、 
すでに 革命 活動の 経験を もっていた。 ストライキの 直前、 モイ セ エン コは 、もっとも 自覚の たかかった 他の 数. 
人の 織物 エた ちと 協力して、 工場 主に だす 多くの 要求を きめ、 これらの 要求を、 労働者の 秘密会議に かけて 承 
認を えた。 労働者の だした 第一の 要求は、 略奪 的な 罰金を やめろ という ことだった。 

この ストライキは、 武力に よって 弾圧され た。 六 百 余人の 労働者が 逮捕され、 そのうちの 数十 人は、 裁判に 
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かけられた。 

一八 八 五 年には、 イヮ ノボ •ボズネセンスクの いくつかの 工場で も、 同じよぅな ストライキが おきた。 
そのつ ぎの 年、 ッァ ー 政府は、 労働運動の もりあがりに おどろいて、 罰金に かんする 法律を 公布せ ざるを え 
なかった。 この 法律には、 罰金は 工場 主が ふところに いれて はならず、 労働者 自身の 必要な ことに 使わなくて 
はならない、 とか かれて いた。 

労働者は 、モロゾフ エ場 やその ほかの ストライキの 経験から、 組織され た 闘争に よって 多くの ものを. かちと 
れる ことを 知った。 労働運動は、 その 隊伍の なかから、 労働者階級の 利益を 断固 まもる 有能な おおくの 指導者 
や 組織 者を うみだしは じめ た。 

同時に、 国内の 労働運動の もりあがりと、 さらに 西 ョーロ ッ パの 労働運動の 影響もう けて、 ロシアに 最初の 
マルクス主義の 組織が 創立され はじめた。 


二、 ロシアに おける ナロ ー ドニ キ 主義と マルクス主義  プレハ ー 
ノフ とその 「労働 解放 団」  ナロ— ド-ー キ 主義との プレ ハーノ 
フの 闘争  マルクス主義の ロ シアでの 普及 

マルクス主義の グル I プが あらわれる まえ、 ロシアでは、 マルクス主義の 敵であった ナ P 1 ドー ーキ が、 すで 


27 


に 革命運動を おこなって いた。 

ロシア 最初の マルクス主義 グル I プ は、 一八 八 三年に あらわれた 「労働 解放 団」 だった。 それは、 プレハ ー 
ノフが 、革命 活動を おこなった かどで ッァ ー 政府に おわれ、 やむなく 国外に のがれて ジュネ ー ブに 住む ように 
なった とき、 つくられた ものである。 

プレハ ーノフ 自身、 もとは ナロ ー ドニ キ であった。 国外で マルクス主義を 知って から、 ナロ ー ドニ キ 主義と 
手を切り、 マルクス主義の すぐれた 宣伝 家に なった ので ある。 

「労働 解放 団」 は、 ロシアで マルクス主義を 普及させる うえで、 きわめて 多くの 仕事を した。 「労働 解放 
団」 は、 マルクスと H ンゲ ルスの 著作 『共産党宣言』、 『賃 労働と 資本』、 『空想から 科学への 社会主義の 発展』 
などを ロシア語に 訳し、 国外で 印刷して、 ロシア 国内で 秘密に ばらまいた。 ブレハ ー ノフ 、ザス リッチ、 アク 
セリ ロ ー ド やその ほかの この 団の 参加者は、 また マルクス •エンゲルスの 学説を 解説し、 科学的 社会主義 思想 
を 解説した おおくの 著作を かいた。 

プ卩レ タリア 階級の 偉大な 教師 マルクスと H ンゲ ルスは、 空想的 社会主義者とは 反対に、 社会主義が、 夢想 
家 (空想家) のつ くり 話では なく、 現代の 資本主義 社会の 発展の 必然的な 結果で ある ことを、 はじめて 解明し 
た。 そして、 農奴 制度が すでに 崩壊した ように、 資本主義 制度が かならず 崩壊す る こと、 資本主義が 自己の 墓 
掘 人、 つまり プロレタリア 階級を うみだす ことを 指摘した。 マルクスと H ンゲ ルスは、 プロレタリア 階級の 階 
級 闘争に よっての み、 プロレタリア 階級が ブル ジョア 階級に うちかつ ことによっての み、 資本主義の もと か 
ら 、掉取 制度の もとから、 人類を 救いだ す ことができ ると 指摘した。 
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マルクスと H ンゲ ルスは、 プロレタリア 階級に、 自己の 力を 知り、 自己の 階級 的 利益を 認識し、 団結して ブ 
ルジ ョア 階級と 断固た たかうよう おしえた。 マルクスと K ンゲ ルスは、 資本主義 社会の 発展の 法則を 発見し、 
さらに、 資本主義 社会の 発展と その 社会での 階級闘争が、 かならず 資本主義の 崩壊、 プロレタリア 階級の 勝 
利、 プロレタリア 階級 独裁を もたらす ことを、 科学的に 証明した。 

マルクスと エンゲルスは、 つぎのように おしえて いる。 資本の 権力から ぬけだし、 資本主義 的 所有を 社会的 
所有に かえる ことは、 平和的 手段では 不可能で ある。 それを 実現す るた めには、 労働者階級は、 革命的 暴力に 
よつ て ブルジ ョア 階級に 反対し、 プ u レ タリア 革命を 実現し、 自己の 政治 支配、 つまり プロレタリア 階級 独裁 
をう ちた てて、 摊取 者の 反抗を おしつぶし、 階級の ない 新しい 社会で ある 共産主義 社会を 樹立 L なくて はなら 
ない、 と。 

また、 マルクスと エンゲルスは、 つぎのように おしえて いる。 産業 プロレタリア 階級が、 もっとも 革命的な 
階級で あり、 したがって また 資本主義 社会で もっとも 先進 的な 階級で ある。 プロレタリア 階級の ような 階級 だ 
けが、 資本主義に 不満を もつ 全勢力を 自分の まわりに 結集し、 それを みちびいて 資本主義に 向かって 突撃で き 
る、 と。 しかし、 旧世界に うちかち、 階級の ない 新しい 社会を うちたてる ためには 、プロレタリア 階級は、 マ 
ルクス •  H ン ゲ ルスが 共産党と よんだ 自己の 労働者の 党を つくらなくて はならない。 

マルクス •エンゲルスの 見解の 普及と いう 仕事に あたった のは、 ロシアでの 最初の マルクス主義の グル ー 
ブ 、すなわち ブレハ ーノフ が 中心に なった 「労働 解放 団」 であった。 

「労働 解放 団」 が、 国外で P シア 語の 出版物に よって、 マルクス主義の 旗を かかげた ときには、 ロシアには 
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まだ 社会民主主義 運動はなかった。 この 運動を すすめる ためには、 なにょり もまず、 理論 上. 思想 上で 道を き 
りひら かなくて はならなかった。 当時、 マルクス主義の 普及と 社会主義 運動の 拡大の 途上で おもな 思想 的 障害 
となった のは、 先進 的 労働者と 革命的な 気分を もった 知識 分子の あいだに、 もっとも ひろまって いた ナロ ー ド 
ニキ 主義 的 見解であった。 

ロシアでの 資本主義の 発展と ともに、 労働者階級は、 すでに 組織的な 革命 闘争を すすめる ことので きる 強大 
な 先進 的 勢力と なって いた。 しかし、 それに も かかわらず ナロ ー ドニ キは 、労働者階級の 先進 的 役割を 理解し 
なかった。 ロシアの ナロ ー ドニ キ は、 おもな 革命 勢力は、 労働者階級ではなくて、 農民で あり、 農民の 「一 
揆」 だけで、 ッァ ー と 地主の 権力を くつがえす ことができる、 という あやまった 考えを もっていた。 ナロ 4 ド 
ニキは 労働者階級を 知らなかった。 かれらは、 農民が 労働者階級と 同盟せ ず、 労働者階級の 指導を うけずに 自 
身の 力 だけでは、 ッァー 制度と 地主に うちかつ ことができない ことが わからなかった。 ナロ ー ドニ キは 、労働 
者 階級が 社会で もっ とも 革命的な 先進 的な 階級で ある ことを 理解して いなかった。 

はじめ、 ナロ ー ドニ キは 、農民を たちあがらせて ッァ ー 政府にたい する 闘争を すすめょうと した。 この 目的 
をはた すため に、 革命的な 知識 青年は、 農民の 服を きて、 農村、 つまり、 当時い われて いた 「民衆の なかへ」 
はいって いった。 これから 「ナロ ー ド-ー キ」 という 名称が うまれた。 しかし、 農民は かれらに ついていかな か 
った。 それは、 かれらが 農民に ついて 正しい 知識を もっていなかった し、 理解 もして いなかった からで ある。 
ナロ ード ーー キの 大多数は 官憲に 捕えられた。 そこで、 ナロ ー ドニ キは 人民を ぬきにして、 自分たち の 力 だけで、 
ッァ ー 専制 制度にたい する 闘争を つづける ことを きめた。 その 結果、 さらに 重大な 誤りを おかした。 
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ナロ ー ド ニキの 秘密結社 「民衆の 意志 〔ナロ ー ド ナヤ •ボ ー リ ヤ〕」 が、 ッァ ー 暗殺の 準備を はじめた。 は 
たして、 一八 八 一年 三月 一日、 「民衆の 意志」 派の 投じた 爆弾で ッァー •アレクサンドル ニ世は 暗殺され た。 
しかし それは、 人民に 少しも 利益を もたらさな かった。 個人を 暗殺す る ことによっては、 ッァ ー 専制 制度を く 
つがえ す こと も、 地主 階級を 消滅させる こと もで きなかった。 ッァ ー が 暗殺され ると、 すぐ 別の ッァ ー、 すな 
わち アレクサンドル 三世が それに かわった。 アレクサンドル 三世の 支配の もとで、 労働者、 農民の 生活は、 さ 
らに 苦しくな ってい った。 

ナロ ー ド-ー キが とった こうした 個人 暗殺、 個人 テロに よる ッァ ー 制度との 闘争 手段は、 革命に 有害な 誤った 
ものであった。 個人 テロ 政策の 出発点と なった のは、 いわゆる 積極的な 「英雄」 と、 消極的な 「群集」 とを、 
対立させる まちがった ナロ ー ド-ー キの 理論で あり、 「群集」 は、 「英雄」 がす ばらしい 功績を たてる のを 待て、 
という ものであった。 このまち がった 理論に よれば、 個々 のす ぐれた 人物 だけが 歴史を つくる ことができ、 大 
衆、 人民、 階級、 あるいは ナロ ー ドニ キの 作家たち が 軽蔑して いう 「群集」 は、 自覚 的な 組織的な 行動を とる 
ことができず、 盲目的に ただ 「英雄」 について いく だけ だとい うこと になる。 だから、 ナロ ー ドニ キは 、農民 
や. 労働者階級の なかでの 大衆 的な 革命 活動を すてて、 個人 テ ーーの 闘争 手段を とる ようになった ので ある。 ナロ 
1 ド ニキは、 当時の 最大の 革命家の 一人 ステパン •ハル トゥ ー リンに、 革命的な 労働者 同盟を 組織す る 仕事を 
やめて、 もっぱら テロ 活動を やる ように させた。 

ナロ  I ドニ キ は、 抑圧 階級の 個々 の 代表的 人物の 暗殺と いう 革命に 無益な 行動を とって、 抑圧 階級との たた 
かいから 勤労大衆の 視線を そらせた。 かれらは、 労働者階級と、 農民の 革命的な 自発性と 積極性の 成長を さま 
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たげ た。 

ナロ ー ドー ーキ は、 労働者階級が 革命に おける その 指導 的 役割を 理解す る ことを さまたげ、 労働者階級の 独自 
の 政党を 結成す る ことを さまたげた。 

ナロ ー ドニ キの 秘密 組織は、 ッァ ー 政府に ょってつ ぶされ たが、 ナロ ー ド-ー キの 見解は、 革命的 気分を もつ 
知識 分子の あいだに、 なお 長い あいだの こった。 ナロ ー ドニ キの 残党は、 ロシアに おける マルクス主義の 普及 
に 頑強に 抵抗し、 労働者階級の 組織化を さまたげた。 

だから、 当時 ロシアの マルクス主義は、 ナロ I ド-ー キ 主義と 闘争す る ことにょっての み、 はじめて 成長し 強 
固になる ことができた。 

「労働 解放 団」 は、 ナロ ー ド ニキの 誤った 見解にたい する 闘争を くりひろげ、 ナロ ー ドニ キの 学説と その 闘 
争 方法が、 労働運動に どんなに 大きな 害を もたらして いるかを あきらかにした。 

ナロ ー ド-ー キに 反論して かいた 著作の なかで、 プレハ ー ノフ は、 ナロ ー ドニ キも 社会主義者 だと 自称して い 
るが、 ナロ ード ニキの 見解が、 科学的 社会主義と なんの 共通点 もない ことを 指摘した。 

プレハ ーノフ が 最初に、 ナロ ー ドー I キの 誤った 見解に マルクス主義 的 批判を くわえた。 プレハ ーノフ は、 ナ 
ロ ー ドー ーキの 見解の 急所に 痛擊を あたえる とともに、 マルクス主義の 見解を りっぱに まもった。 

プレハ ー ノフが 壊滅 的な 打撃を あたえた ナロ I ドニ キの 誤った 基本的 見解とは、 一体 どんな 見解だろぅ か？ 

第一に、 ナロ ー ドニ キは 、資本主義は ロシアでは 「偶然 的な」 現象であって、 ロシアに おいては、 発展し な 
いので、 プロレタリア 階級 も 成長し ないし 発展し ないだろぅ、 と 主張した。 
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第二に、 ナロ ー ド-ー キは 、労働者階級が 革命に おける 先進 的な 階級 だとは みなさなかった。 かれらは、 プロ 
レ タリア 階級を ぬきにしても 社会主義を 実現で きる と 夢み ていた。 ナロ ー ド ニキは、 知識 分子の 指導す る 農民 
と、 社会主義の 萌芽で あり 基礎で あると かれらが みていた 農民 共同体と が、 おもな 革命 勢力 だと 考えて いた。 

第三に、 ナロ ー ドニ キは 、人類の 歴史の 全 過程に ついて、 誤った 有害な 見解を もっていた。 かれらは、 社会 
の 経済と 政治の 発展 法則を 知らず、 また 理解し なかった。 かれらは、 この 面では まったく おくれた 人間で あっ 
た。 ナロ ー ド ニキの 意見に よると、 歴史は、 階級 や 階級闘争が つくりだす ものではなくて、 個々 のす ぐれた 人 
物、 すなわち、 いわゆる 「英雄」 だけが つくりだす ものであって、 大衆、 「群集」、 人民、 階級は、 こうした 
「英雄」 に 盲目的に ついていく だけ だとい うこと になる。 

プレハ ーノフ は、 ナロ ード- ーキ とたた かい、 それを 暴露す るに あたって、 マルクス主義の 多くの 著作を かい 
た。 当時の ロシアの マルクス主義 者は、 これらの 著作から 学び、 育てられて いった。 ブレハ ーノフ の 『社会 主 
義と 政治 闘争』、 『われわれの 意見の 相違』、 『歴史に おける 一元論の 発展に かんする 問題に ついて』 などの 著書 
は、 ロシアに おける マルクス主義の 勝利の ために 地なら しを した。 

プレハ ーノフ は、 その 著作の なかで、 マルクス主義の 基本 問題に ついての ベて いる。 一八 九 五 年に 出版され 
たかれの 『歴史に おける 一元論の 発展に かんする 問題に ついて』 は、 とくに 重要な 意義を もっていた。 レー ーー 
ンは 、この 著書に よって 「ロシアの マルクス 主義者の 全 世代が 教育され た」 (レー ニン 『 r フぺ リョ ー ド 派」 
の 分派に ついて』) と 指摘した。 

プレハ ーノフ は、 ナロ ー ド-ー キ のように 資本主義が ロシアで 発展す るか どうかと いうよう に 問題を たてる こ 
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とが、 どんなに ばかげ ている かを、 ナロ ー ド ニキに 反論して かいた 著作の なかで 立証した。 プレハ ーノフ は、 
この ことを 事実を もって 立証しながら、 つぎのようにの ベた。 問題は、 ロシアは 資本主義 発展の 道を すでに 歩 
んでお り、 しかも、 どんな 力 もこの 道から それを そらす ことは できない、 という ことで ある 

革命家の 任務は、 けっして ロシアの 資本主義の 発展を おくらせる ことでは なかった。 —— たとえ、 そうしよ 
うとしても、. できる ことではなかった。 革命家の 任務は、 資本主義の 発展に よってう みだされる 強大な 革命 勢 
力、 すなわち 労働者階級に 依拠し、 労働者階級の 階級意識を たかめ、 労働者階級を 組織し、 労働者階級を たす 
けて 独自の 労働者の 党を 結成させる ことであった。 

プレハ ーノフ は、 ナロ I ドー ーキの 第二の 基本的に あやまった 見解、 つまり 革命 闘争に おける プロレタリア 階 
級の 先進 的 役割を 否定す る 見解を も、 うちやぶった。 ナロ ー ドニ キ は、 プロレタリア 階級が ロシアに あらわれ 
たことは 一種の 「歴史的 不幸」 だとみ なし、 著作の なかで 「ブロ レ タリア 禍」 などと 書いた。 ブレハ ーノフ 
は、 マルクス主義の 学説を まもり、 マルクス主義の 学説が ロシアで 完全に 適用で きる ことを 弁護し、 農民が 数 
のうえ では 優位を しめ、 プロレタリア 階級が 少数では あるが、 革命家は おもな 希 a を、 プロレタリア 階級に こ 
そ、 その 成長に こそた くすべき である ことを 立証した。 

なぜ、 ブロ レ タリア 階級に こそた くすべきな のか？ なぜなら、 プロレタリア 階級は、 いまは まだ 数 も 少な 
いが、 もっともす すんだ 経済 形態、 すなわち 大規模 生産と 結びついて おり、 そのために 大きな 将来性を もった 
勤労者 階級 だからで ある。 

なぜなら、 プロレタリア 階級は、 年 ごとに 増大して i る 階級で あり、 政治的に 発展して い ^ • 階級であって、 
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し かも 大規模 生産と いう 労働条件に よって 組織され やすいから であり、 革命で 失う ものは 鉄鎖 だけ だとい うプ 
ロレ タリアの 境遇に あるので、 もっとも 革命的な 階級で あるから である • 

農民に なると、 事情が ちがう。 

農民 (ここでは 個人 農を さ^ - 編者 注) は、 数は 多かった が、 それは もっとも おくれた 経済 形態、 すな わ 

ち 小規模 生産と 結びついて おり、 したがって 大きな 将来性を もっていなかった し、 またもつ ことので きない 勤 
労 者 階級で ある。 

農民は、 増大して いく 階級で ない ばかり か、 逆に 年々 ブル ジョア 階級 (富農) と 貧農 (プロレタリア、 半プ 
ロレ タリア) に 分解して いく。 それだけで なく、 農民は、 その 分散 性の ために プロレタリア 階級に くらべて 組 
織す る ことが むつ かしく、 また 小 所有者 的 境遇に あるので、 プロレタリア 階級の ように 革命運動に すすんで は 
いつて こない。 

ナロ ー ドー ーキ は、 ロシアに おいて 社会主義に 向かう 道は、 ブ P レ タリア 階級 独裁では なく、 かれらが 社会主義 
の 萌芽で あり 基礎で あると みていた 農民 共同体で あると 主張した。 しかし、 共同体は、 社会主義の 基礎で も萌 
芽で もなかった し、 そうなる ことは ありえなかった。 それは、 共同体で 支配的 地位を しめていた のは、 富農す 
なわち、 貧農 •雇 農 や 経済力の 弱い 中農を 搾取して いた 「寄生虫」 だった からで ある。 共同体 土地 所有 制が 形 
式 上は 存在して おり、 頭 わりによ る 土地の 再分配が ときどき おこなわれた が、 すこしも 事態を 変えなかった。 
土地を 利用で きたのは、 共同体の 成員で 役畜、 農具、 種子を もっていた もの、 つまり 富裕な 中農 や 富農 だっ 
た。 馬を もっていない 農民、 貧農 や 一般に 経済力の 弱い 農民は、 やむなく 土地を 富農に ゆずり、 自分では 賃仕 3 


事に でたり、 日雇い 農夫に なったり した。 農民 共同体は、 実際には 富農の 圧制を おおいかくす 都合の いい 形態 
であり、 ッァ I 政府が 連$ 任の 原則に ょって 農民から 税金を まきあげる ための 便利な 道具であった。 だか 
ら 、ッァ ー 政府は、 農民 共同体に 一指 も ふれなかった ので ある。 こうした 共同体を、 社会主義の 萌芽と か 基礎 
とかと みなす のは、 もちろん まったく ばかげた ことであった。 

プレハ ーノフ は、 ナロ ー ド ニキの 第三の あやまった 基本的な 見解、 つまり 「英雄」、 すぐれた 人物と その 思想 
が、 社会の 発展に 最大の 役割を はたす が、 大衆、 「群集」、 人民、 階級の 役割は とる にたりない もの だとみ る 見 
解を も、 うちやぶった。 プレハ ーノフ は、 ナロ ー ド ニキを 唯心論 者 だと 非難し、 正しい のは 唯心論ではなくて 
マルクス •エンゲルスの 唯物論で ある ことを 立証した。 

プレハ ーノフ は、 マルクス主義 的 唯物論の 観点を 展開 させ、 論証した。 かれは マルクス主義 的 唯物論の 観点 
にしたがって つぎの ことを 証明した。 社会の 発展を 決定す る ものは つまるところ、 すぐれた 人物の 願望 や 思想 
などでは なく、 社会に 現存す る 物質的 条件の 発展、 社会の 存続に 必要な 物質的 財貨の 生産 様式の 変化、 物質的 
財貨の 生産 面での 各階 級の 相互関係の 変化、 物質的 財貨の 生産と 分配の 面での 役割と 地位を めぐる 階級 間の 闘 
争で ある ことを 立証した。 思想が 人び との 社会的 経済的 状態を 決定す るので はなく、 人び との 社会的 経済的 状 
態が 人び との 思想を 決定す るので ある。 もしもす ぐれた 人物の 思想 や 願望が、 社会の 経済的 発展と 逆行し、 先 
進 的 階級の 要求に 反するなら、 こうした すぐれた 人物は 無用の ものになる。 これに 反し、 もしす ぐれた 人物の 
思想と 願望が、 社会の 経済的 発展の 要求、 先進 的 階級の 要求を 正しく あらわして おれば、 それは ほんとうにす 
ぐれた 人物と なる。 
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ナロ ー ド ニキが、 大衆を 群集と みなして、 英雄の みが 歴史を つくりだし、 群集を 人民に かえる ことができる 
と 主張 L たと き、 マルクス主義 者は かれらに 答えた。 英雄が 歴史を つくりだす のでは なく、 歴史が 英雄を つく 
り だすので あり、 つまり、 英雄が 人民を つくりだす のでは なく、 人民が 英雄を つくりだし 歴史を おしすすめる 
ので ある、 と。 英雄、 すぐれた 人物は、 かれらが 社会の 発展 条件を 正しくつ かみ、 これらの 条件を どのょうに 
改善す るかを 理解した とき、 はじめて 社会生活の なかで 重要な 役割を はたす ことができる ので ある。 英雄 やす 
ぐれた 人物が、 社会の 発展 条件を 正しくつ かむ ことができず、 社会の 歴史的 要求に さからって すすみながら、 
歴史の 「創造者」 だと 自負す るなら、 かれらは、 笑止千万な 無用の ばかげた 人物に なって しまう。 

ナロ  I ドー ーキ とは、 まさにこう したば かげた 英雄の 部類に ぞくする ものである。 

プレハ ー ノフの 著作、 かれの ナロ ー ドー I キ との 闘争は、 f 的 知識 分子の あいだに あった ナロー ド-ー キの影 
響を 根本的に たたきこわした。 しかし、 ナロ ー ドニ キ 主義を 思想 上から 粉砕す る ことは、 まだ 不十分で あっ 
た。 マルクス主義の 敵で ある ナロ ー ド-ー キ 主義に とどめを さすと いう 任務は、 レー ーー ンの 肩に かかって きた。 

「民衆の 意志」 党が 壊滅す ると、 大多数の ナロ ー ド ニキは、 ッ ァー 政府に たいする 革命的 闘争を すぐに や 
め、 そして、 ッァ I 政府との 協調、 妥協を 説教し はじめた。 八〇 年代と 九〇 年代には、 ナロ ー ドニ キは 富農の 
利益の 代弁者に かわって しまった。 

「労働 解放 団」 は、 ロシア 社会民主主義 者の 綱領 草案を 二つつ くった (第一の 草案は 一八 八 四 年に、 第二の 
草案は 一八 八 七 年だった)。 これは、 ロシアに おける マルクス主義 的 社会民主党 創立の 準備に とって、 ひじょ 
うに 重要な 一歩であった。 
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，しかし、 「労働 解放 団」 には、 重大な 誤り も あった。 その 第一の 綱領 草案には、 まだ ナロ I ド-ー キの 見解の 
残り かすが あり、 個人 テロの 戦術を うけいれて いた。 つぎに、 プレハ ーノフ は、 プロレタリア 階級が、 革命の 
過程で 農民を みちびいて 前進す る ことができ るし、 そうしなければ ならず、 また 農民との 同盟に よっての み、 
ジア ー 制度に うちかつ ことができる ことを 考慮し なかっ た。 さらに、 ブレハ ー ノフ は、 自由主義 的 ブル ジョア 
"階級を、 もろい けれども 革命に 支持を あたえる 勢力と みなして いたのに、 農民に ついては、 一部の 著作の なか 
セ、 それを まったく 無視して いた。 たとえば、 プレハ ーノフ は、 「反政府 連合、 あるいは 革命 連合が より どこ 
ちとで きる 社会的 勢力は、 わが国では、 ブルジ ョア 階級と プロレタリア 階級の ほかには、 みあたらない。」 
(『プ レ ハ ーノフ 著作 集』) とのべて いる。 

ブレハ ー ノフ のこれら の 誤った 見解 こそ、 かれの そのごの メンシ X. ビキ的 見解の 芽 ばえ であった。 

「労働 解放 団」 も、 当時の マルクス主義 諸 グル ープ も，、 まだ 労働運動と 実際に 結びついて いなかった。 それ 
はま だ、 マルクス主義の 理論、 マルクス主義の 思想、 社会民主主義の 綱領 原則が、 ロシアで うまれ 強固に なっ 
でい く 時期だった。 一八 八 四 年から 一八 九 四 年までの 十 年間、 社会民主主義 派は、 まだ 個々 の 小さい グル ープ 
やサ ー クルで しかな く、 大衆 的 労働運動とは、 まだ 結びついて いない か、 ほんの 少しし か 結びついて いなかっ 
た。 当時の 社会民主主義 派は、 まだ 生まれで てはいない が、 もう 母親の 体内で 発育しつつ ある 胎児に 似て、 レ 
11 ンが かいている ように 「胎内で 発育して いる 過程」 にあった。 

「労働 解放 団」 は、 「ただ 理論 上から 社会民主主義を 基礎 づけ、 労働運動に むかって 第一歩を ふみだ L ただ 
けで ある」 とレー ーー ンは 指摘して いる。 
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u シアに おいて、 マルクス主義と 労働運動と を 結びつけ、 「労働 解放 団」 の おかした 誤りを ただす 任務は、 
レー ニンに ょって 解決され るのを まつ ほかなかった。 

三、 レーニ ンの 革命 活動の 開始  ぺ テルブ ルグ 「労働者階級 解放 
闘争 同盟」 

ボリ シ H ビズム の 創始者 ゥラ ジミ ル •ィリ ィッチ •レー ニ ン は、 一八 七〇 年に シン ビルスク 市 (現在の ゥリ 
ヤノフ スク 市) に 生まれた。 一八 八 七 年、 レー ーー ンは 、ヵザン 大学に 学んだ が、 まもなく 革命的 学生運動に く 
わ わった ため 捕えられ、 退校 処分に あった。 レー ーー ンは 、ヵザンで フヱド セーエ フの 組織した マルクス主義 サ 
1 クルに 参加した。 レー ニンが サマ ラに 転居す ると、 レー -1 ンを 中心に すぐに サ マラに 最初の マルクス 主義者 
サー クルが つくられた。 その 当時す でに、 レーニ ンはマ ルクス 主義を 深く 理解して いる ことで みなを 驚かせ 
た。 

一八 九 三年の 末、 レー ーー ン は、 ぺ テルブ ルグに うつった。 レ丨- ーンが ベ テルブ ルグで 最初に おこなった 数回 
の 講演は、 ベ テル ブルダの マルクス主義 サ ー クルに 参加して いた 人び とに 強烈な 印象を あたえた。 レー ニン 
は、 マルクスを ひじ , 2 うに 深く 認識し、 マルクス主義を 当時の ロシアの 経済と 政治の 情勢に 巧みに 適用し、 ま 
た 労働者の 事業が かならず 勝利 するとい う 熱烈な かたい 信念を もち、 卓越した 組織 能力を もっていた が、 これ 
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ら すべての ことが、 レ ー -1 ンをぺ テルブ ルグの マルクス 主義者の おしもおされもせぬ 指導者に させた。 

レ 11 ンは 、かれが 指導した 諸サー クルの 先進 的な 労働者たち に 心からした われた。 

労働者 パブ ーシュ キンは、 レ ー ニンが 労働者 サ ー クルで 講義を したと きの 模様を 回想して 「わたしたち のき 
いた 講義は、 ひじょう にいき いきと してたい へん 興味の ある ものだった。 みんなは、 講義に すっかり 満足し、 
講師の 学識に いつも 感服して いた」 と 語った。 

一八 九 五 年、 レー -ーン は、 ベ テルブ ルグ のす ベての マルクス主義 労働者 サ ー クル (当時こう した サー クルは 
すでに およそ 二十 も あった) を 「労働者階級 解放 闘争 同盟」 に 統一した。 こうして、 レーニ ンは 革命的 マルク 
ス 主義 的 労働者 党の 創立を 準備した。 

レ ー ニ ン は、 大衆 的 労働運動と さらに 密接に 結びつき、 それを 政治的に 指導して いくこと を、 「闘争 同盟」 の 
任務と した。 宣伝 的サ I クルに 集まった 少数の 先進 的 労働者に だけ マルクス主義の 宣伝を する ことから、 労働 
者 階級の 広範な 大衆の なかで 切実な 政治的 扇動を する ことにうつっ ていく よう、 レー -1 ンは 主張した。 大衆 的 
扇動 活動へ という この 転換は、 ロシアの 労働運動の その後の 発展に とって、 重要な 意義を もっていた。 

九〇 年代は、 産業の 高揚の 時期に あった。 労働者の 数は 増加した。 労働運動は 強化され た。 一八 九 五 年から 
一八 九九 年の あいだに、 ストラィキに 参加した 労働者の 数は、 きわめて 不完全な 統計に よっても、 二十 二 万千 
人を くだらな かった。 労働運動は、 全国の 政治 生活の なかで 重要な 勢力と なった。 マルクス主義 者が ナ P 1 ド 
ニキとの 闘争で まもった 見解、 すなわち 労働者階級が 革命運動で 先進 的 役割を はたす ことができる という 見解 
は、 ■実際の 生活 そのものに よって 立証され た。 
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レー ニンの 指導の もとで、 「労働者階級 解放 闘争 同盟」 は、 労働条件の 改善、 労働時間の 短縮、 賃金の 引 上 
げな どの 経済的 要求の ための 労働者の 闘争を、 ッァ I 制度にたい する 政治 闘争と 結びつけた。 「闘争 同盟」 は、 
政治的に 労働者を 教育した。 

レーニ ンの 指導の もとで、 ベ テルブ ルグの 「労働者階級 解放 闘争 同盟」 は、 ロシアでは じめ て 社会主義と 労 
働 運動と を 結びつけは じめ た。 ある 工場で ストライキが 起きる と、 「闘争 同盟」 は、 自分たち のサ ー クル 員を 
つうじて 企業の 状況を よくつ かんで いるので、 すぐに ビラ や 社会主義 的 檄文を 刷って くばり、 これに 呼応し 
た。 これらの ビラには、 工場 主によ る 労働者 虐待の 事実が 暴露され、 労働者が 自己の 利益の ために どのように 
奮闘すべき かが かかれ、 労働者の 要求が かかげられて いた。 これらの ビラには、 資本主義の 害悪、 労働者の 生 
活の 貧困、 毎日 十二時 間から 十四 時間に およぶ 途方 もな くきつ い 労働、 労働者の 無 権利な 状態な どの 実状が、 
あますところなく 暴露され ていた。 同時に、 これらの ビラには、 適切な 政治的 要求が うちだされて いた。 一八 
九 四 年末、 レ ー -1 ン は、 労働者 バブ ー シュ キンの 参加の もとで、 ベ テルブ ルグの セ ミ ヤン- 1 n フエ 場の スト ラ 
イキ 労働者に あてて、 はじめて この種の 扇動 ビラと よびかけを かいた。 一八 九 五 年の 秋、 レーニ ン は、 ソーン 
トン エ場の ストライキ 中の 男女 労働者に よびかけた ビラを かいた。 この 工場は、 イギリスの 資本家が 経営して 
いた もので、 巨万の 利益を あげていた。 ここでは、 労働時間は 十四 時間 以上に およんだ が、 織物 エの 毎月の か 
せぎ は、 約 七 ル I ブルに すぎなかった。 ストライキの 結果は、 労働者の 勝利に おわった。 短期間に、 「闘争 同 
盟」 は、 各種の 工場の 労働者に むけて この種の ビラ やよ びかけ を 何十 種 も 刷って くばった。 どの ビラ も、 労働 
者の 意気を 大いにた かめた。 労働者は、 社会主義者が 自分たち をた すけ、 守って いる ことを 知った。 
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一八 九 六 年の 夏、 「闘争 同盟」 の 指導の もとでべ テルブ ルグの 紡績 労働者 三 万人の 大 ストライキが おこっ 
た。 おもな 要求は、 労働時間の 短縮であった。 この ストライキの 圧力で、 ッァ I 政府は、 一八 九 七 年 六月 二日 
に、 労働時間を 十一 時間 半に 制限す る 法律を 公布せ ざるを えなかった。 この 法律が でるまえは、 労働時間は 一 
般に 制限され ていなかった。 

一八 九 五 年 十二月、 レ丨- ーン はッァ ー 政府に ょって 捕えられた。 しかし、 レー ニンは、 監獄の なかで も 革命 
闘争を やめなかった。 レ！ ーン は、 いろいろな 意見 や 指示を だして 「闘争 同盟」 を 援助し、 獄中から 自分の か 
いた 小冊子 や ビラを 送った。 レーニ ンは 、獄中で 『ストライキに ついて』 という 小冊子と、 ッァ ー 政府の 暴虐 
な 圧政を あますところなく 暴露した 『ッァ ー 政府に あたう』 という ビラを かいた。 同時に また、 レ丨- ーン は獄 
中で 党 綱領 草案を かきあげた (かれは、 医学 書の 行 問に 牛乳で かいた)。 

ベ テル ブルダの 「闘争 同盟」 が 力強い 刺激と なって、 P シアの そのほかの 都市 や 地方で も 労働者 サー クルが 
こうした 同盟に 合同して いった。 九〇 年代の なかごろ、 後 カフ カズに マルクス主義の 団体が つくられた。 一八 
九 四 年、 モスクワに モスクワ 「労働者 同盟」 が 組織され た。 九〇 年代の 末に、 シベリアに シベリア 「社会 民主 
主義 同盟」 が 組織され た。 九〇 年代には、 イワ ノボ •ボズネセンスク、 ヤロスラブリ 、コストロマな どに マル 
クス 主義の グル ープが 生まれ、 のちに これらの グル ープ は、 「社会民主党 北部 同盟」 に 統一され た。 九〇 年代 

の 後半には、 ドン 河畔の ロストフ、 エカチェリノスラフ、 キエフ、 ニコラエフ、 トゥ I ラ、 サ マラ、 カザン、 
オ レホボ •ズー H ボ 、その他の 都市に も、 社会民主主義の グル ー プや 同盟が 結成され た。 

ベー X- ル ブルグ の 「労働者階級 解放 闘争 同盟」 の 意義は、 レーニ ンが のべた ょうに、 それは 労働運動に 依拠し 
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た 革命 政党の 最初の 重要な 芽 ばえ だった という ことに ある。 

レ ーニ ンは 、のちに ロシアに マルクス主義 的 社会民主党を 創設す る 仕事の なかで、 一貫して •へ テルブ ルグ 
「闘争 同盟」 の 革命的 経験を よりどころに した。 

レ 11 ンとそ の もっとも 親しい 戦友が 捕えられた あと、 ぺ テルブ ルグ 「闘争 同盟」 の 指導部の 顔ぶれは 犬い 
にかわった。 新しい 人物が あらわれ、 自分たち を 「若 もの 連中」 と 称し、 レーニ ン やその 戦友を 「年寄り 連 
中」 とよんだ。 かれらは、 誤 〇 た 政治 路線を 歩みは じめ た。 かれらは、 もっぱら 工場 主にたい する 経済闘争 だ 
けを すすめる よう 労働者に よびかければ いいし、 政治 闘争は 自由主義 ブル ジョア 階級の やる ことで、 政治 闘争 
の 指導 権は 自由主義 ブルジ ョア 階級に ある、 と 主張した。 

このような 人び とが、 「経済 主義者」 とよ ばれる ようになった。 

それは、 ロシアの マルクス主義 組織の なかに 最初に あらわれた 協調主義 的、 日和見主義 的な グル ー プ であっ 
た。 

四、 ナロ ー ドニ キと 「合法 マルクス主義」 にたいする レ ーー ーンの 闘 
争  レーニ ンの 提起した 労働者階級と 農民の 同盟の 思想  口 
シア 社会 民主 労働党 第一 回 大会 

すでに 八〇 年代に、 プレハ ーノフ が ナロ ー ド-ー キの 見解の 体系に 重大な 打擊を あたえた が、 ナロ  I ドニ キの 
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見解は、 九〇 年代の 初期には、 まだ 一部の f 的 青年の あいだで 共鳴を えていた。 一部の 青年は、 ロシアは 資 
本 主義 発展の 道を 通らずに すむ し、 また、 将来の 革命で 主要な 役割を はたす のは、 労働者階級でなくて、 農民 
だと あいかわらず 考えて いた。 ナロ ー ドー ーキの 残党は、 ロシアに おける マルクス主義の 普. 及を あらゆる 手を つ 
かって さまたげ、 マルクス主義 者を 攻擊 し、 いろいろと 緋謗 する ことにつ とめた。 それで、 マルクス主義 思想 
の いっそうの 普及を はかり、 社会民主党 創立を 可能に する ために、 思想 上から ナロ ー ドニ キ 主義を 徹底的に 粉 
砕す る ことが 必要であった。 

この 任務は、 レー ニンに よってな しとげられた。 

レ 1-1 ン は、 『「人民の 友」 とはな にか、 そして かれらは どのように 社会民主主義 者と たたかって いるか？』 
(一八 九 四 年) という 著書の なかで、 「人民の 友」 だとみ せかけ、 実は 人民の 敵で ある ナロ ー ド ニキの 正体を 
徹底的に 暴露した。 

九〇 年代の ナロ ー ド ニキは、 実際には とっく にッァ ー 政府にたい する いっさいの 革命 闘争を すてさ ってい 
た。 自由主義 的な ナロ ー ドニ キ は、 ッァ ー 政府との 協調 妥協を 宣伝 普及した。 レーニ ン は、 当時の ナ P 1 ドニ 
キにつ いて 論じた とき つぎのようにの ベた。 「この 政府に できるかぎり 丁重に おねがいし さえ すれば、 政府が 
万事よ ろしく やってくれ る、 とかれら は ひたすら 考えて いた」 (『「人民の 友」 とはな にか』)。 

九〇 年代の ナ ーー I ドニ キは 、農村の 貧農の 状態、 農村の 階級闘争、 富農の 貧農にたい する 摔取を わざと 一切 
抹殺して、 富農 経営の 発展を 讃美した。 かれらは、 実際には 富嫠の 利益の 代弁者に なった。 

同時に、 ナロ I ド- 1 キは また、 自分たち の 雑誌で マルクス主義 者を さかんに 攻擊 した。 ナロ ー ドニ キ は、 口 
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シアの マルクス 主義者の 見解を わざと 歪曲し、 白を 黒と いいなし、 マルクス主義 者が 農村の 破産を のぞんで い 
ると か、 「農民を 一人ひとり 工場の ボィ ラ ー で 煮つめよう」 としてい る、 とか、 といい くるめようと した。 レ 
11 ン は、 ナロ ー ド-ー キのこ うした まちがった 批判を 暴露して、 問題は マルクス 主義者の 「願望」 にある ので 
はなく、 ロシアでは 資本主義の 発展が 実際に 進んで いる 点で あり、 この 過程の なかで プロレタリア 階級の 数は 
必然的に ふえる、 そして、 プロレタリア 階級は 資本主義 制度の 墓 掘 人になる であろう、 と 指摘した。 

レ ー ーー ンは 、資本家と 地主の 抑圧を 絶滅し、 ッァ ー 制度の 絶滅を ねがって いる 真の 人民の 友は、 ナロ ー ド-一 
キ ではなくて、 マルクス 主義者で ある、 と 指摘した。 

レーニ ン は、 『「人民の 友」 とはな にか』 という 著書の なかで、 労働者階級と 農民の 革命的 同盟が、 ッァ I 制 
度を くつがえし、 地主、 ブル ジョア 階級を 打倒す る 主要な 手段で あると いう 思想を、 はじめて 提起した。 

レ i ーン は、 この 時期に かいた 多くの 著作の なかで、 ナロ ー ドニ キの 主要な グル I プ である 「民衆の 意志」 派 
が 用い、 その後 また ナロ  I ドニ キの 継承者で ある 社会 革命 党員が 用いた ナロ ー ド-ー キの 政治 闘争 手段、 とり わ 
け 個人 テロ 戦術を 非難した。 レ 11 ンは 、こうした 戦術は、 個々 の 英雄の 闘争を もって、 大衆の 闘争に すり か 
える もの だから、 革命運動に 有害 だと 考えた。 こうした 戦術は、 人民の _ 運動にたい する 不信を 意味した。 

レ 11 ン は、 『「人民の 友」 とはな にか』 という 著書の なかで、 ロシアの マルクス 主義者の 基本的 任務を きめ 
た。 レ ー  ーー ンの 意見に よれば、 ロシアの マルクス主義 者は なにより もまず、 分散して いる マルクス主義 諸 グル 
1 ブを 、単一の 社会主義 的 労働者 党に 組織し なければ ならなかった。 さらに レ 11 ンは また、 ロシアの 労働者 
階級 こそ 農民と 同盟を 結んで、 ッァー の 専制 制度を くつがえす ことができ、 その あと ロシアの プロレタリア 階 
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級は 勤労者 および 被携取 大衆と 同盟を 結び、 諸外国の プロレタリア 階級と 肩を ならべ、 公然たる 政治 闘争の ま 
っす ぐの 道に そって 勝利に かがやく 共産主義 革命に 向かう ことができる であろう、 と 指摘した。 

このように、 レ Ill ンは 、すでに 四十 年 以上 もまえ に、 労働者階級の 闘争の 道を ただしく さししめし、 労働 
者 階級の 役割を 社会の 先進 的な 革命 勢力と 規定し、 農民の 役割を 労働者階級の 同盟 者と 規定した。 

レーニ ン とその 擁護 者が ナロ ー ドニ キ 主義との 闘争を すすめた 結果、 すでに 九〇 年代に ナロ ー ドニ キ 主義は 
思想 的には 決定的に 粉碎 された。 

「合法 マルクス主義」 にたいする レ 1 ーンの 闘争 も、 きわめて 大きな 意義を もっていた。 歴史のう えで つね 
に みられる ように、 大きな 社会運動には、 一時的な 「同伴者」 がいつ もま ぎれ こんで くる ものである。 いわ ゆ 
る 「合法 マルクス 主義者」 なる もの も、 こうした 「同伴者」 であった。 ロシアでは、 マルクス主義が ひろく 普 
及され るよう になった。 それで、 ブルジ ョア 階級の 知識 分子は、 マルクス主義の 衣を まといは じめ た。 かれら 
は、 よく 合法的な、 すなわち ッァ I 政府の 許可した 新聞 や 雑誌に 自分たち の 論文を 発表した。 それで、 かれら 
は 「合法 マルクス 主義者」 とよ ばれる ようになった。 

かれら も、 かれら 流に ナロ I ドニ キに 反対す る 闘争を すすめた。 しかし、 かれらの 目的は、 この 闘争と マル 
クス 主義の 旗を 利用して、 ブルジ ョア 社会の 利益と ブルジ ョア 階級の 利益に 労働運動を 服従 させ、 順応させる 
ことに あった。 かれらは、 マルクス 学説の なかから もっとも 主要な もの、 すなわち プロレタリア 革命に ついて 
の 学説、 プロレタリア 階級 独裁に ついての 学説を すてさった。 合法 マルクス 主義者と して もっとも 知られて い 
るピ mlF ル •ストル ー ベは、 ブルジ ョア 階級を さかんに 賛美し、 資本主義にたい する 革命 闘争を すすめる か 
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わりに 「われわれの 非 文明 性を 認めて 資本主義に 見習ぅべき だ」 とょび かけた。 

レ II ンは 、ナロ ー ド- 1 キ 反対の 闘争では、 「合法 マルクス 主義者」 と 一時的な 協定を 結んで、 かれらを ナ 
ロ ー ド-ー キ 反対の ために 利用す る、 たとえば 共同で ナロ ー ド ニキ 反対の 論文 集を 出版す る、 ことは 許される も 
のと 考えた。 しかし、 レーニ ンは 同時に また、 「合法 マルクス 主義者」 をき わめて 痛烈に 批判し、 自由主義 的 
ブル ジョア 階級と しての かれらの 本質を 暴露した。 

のちに、 これらの 「同伴者」 の 多くは、 立憲 民主党 〔ヵ デ ット〕 (ロシアの ブル ジョア 階級の 主要な 政党) 
の 党員と なり、 国内 戦争の時 期には 狂信的な 白衛 派に なりさがった。 

ベ テル ブルダ 、モスクヮ、 キエフな どの 「闘争 同盟」 の ほかに、 11 シア 西部の 各 民族 地区に も、 社会 民主 主 
義の 組織が ぅまれた。 九〇 年代には、 マルクス主義 分子が ポー ランド 民族主義 党から 分れて、 「ポ ー ランド • 
リトアニア 社会民主党」 を 結成した。 九〇 年代の 末には、 ラトビアの いくつかの 社会民主主義の 組織が つくら 
れた 。一八 九 七 年 十月には、 ロシアの 西部 諸 県に ユダヤ人 社会民主主義 総 同盟 (略称 ブンド) が 成立した。 

一八 九 八 年に、 いくつかの 「闘争 同盟」、 すなわち ベ テル ブルダ 、モスクヮ、 キエフ、 エヵ チ X. リノス ラフな 
どの 「闘争 同盟」 と ブンドと が、 一つの 社会民主党に 統一す る 最初の 試みが おこなわれた。 そのために、 一八 
九 八 年 三月に ミンスクで、 tl シア 社会 民主 労働党 第一 回 大会が ひらかれた。 

ロシア 社会 民主 労働党 第一 回 大会に 出席した のは、 全部で 九 人だった 。レ—  - ーン は、 当時 シベリアに 流刑に 
なって いたので、 この 大会には 参加し なかった。 大会で 選出され た 党 中央委員会は、 まもなく 検挙され た。 大 
会の 名で 発表され た 『宣言』 は、 まだ おおくの 点で 満足で きない ものであった。 『宣言』 は、 プロレタリア 階 
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級の 政治 権力 奪取の 任務を ぬかして おり、 プロレタリア 階級の 指導 権の 問題に まったく ふれて おらず、 ッァー 
制度と ブル ジョア 階級にたい する 闘争での ブロ レ タリア 階級の 同盟 者の 問題 も、 ぬかして いた。 

大会は、 その 決議と 『宣言』 のなかで、 ロシア 社会 民主 労働党の 創立を 宣言した。 _ 

ロシア 社会 民主 労働党 第一 回 大会の 意義は、 大会と いう 正式の 手続きを とる ことによって、 大きな 革命的 宣 
伝の 役割を 演じた という 点に ある。 

第一 回 大会は ひらかれた が、 ロシアの マルクス主義 的 社会民主党は、 実際には、 まだ 樹立され ていな か 〇 
た。 この 大会は 個々 の マルクス主義 的 諸サー クル や 諸 団体を 統一し、 これらを 組織的に 一つに 結びつける こと 
はでき なかった。 各地 方 組織の 活動には まだ 統一した 方針が なく、 党の 綱領 や 規約 もな く、 単一の 中央部から 
の 指導 もなかった。 

こうした こと やその 他の 多くの 原因に よって、 各地 方 組織 内の 思想 的 混乱が ひどくな りは じめ、 その 結果、 
労働運動 内で 日和見主義 的 潮流で ある 「経済 主義」 を 強める 好適な 条件を あたえて しまった。 

レー ニンと かれが 組織した 新聞 『ィス クラ 〔火花〕』 の 多年に わたる 緊張した 活動に よって、 はじめてこう 
した 混乱は 克服され、 日和見主義の 動揺 思想が うちやぶられ、 ロシア 社会 民主 労働党 創立の 基礎が ととのえら 
れた のであった。 

五、 「経済 主義」 にたいする レ丨- ーンの 闘争  レー ニンの 新聞 
『ィス クラ』 の 誕生 
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レ 11 ンは 、ロシア 社会 民主 労働党 第一 回 大会に 出席し なかった。 レ ー ニ ン は、 そ のとき シベリアの 流刑地 
にいた。 つまり、 「闘争 同盟」 事件で ベ テルブ ルグに ながく 投獄され た あと、 ッァ ー 政府に よって 追放され た 
シュシ h ンス コ エ村 にいた ので ある。 

しかし、 レ 11 ンは 流刑地で も 革命 活動を つづけた 。レ 11 ンは 、流刑地で きわめて 重要な 科学的 著作 『H 
シアに おける 資本主義の 発展』 を かきあげ、 思想 的に ナロ ー ド-ー キ 主義を 粉砕す る 仕事を やりとげた。 レ丨- 1 
ンは また、 そこで 『ロ シア 社会民主主義 者の 任務』 という 有名な 小冊子を かいた。 

当時 レーー ーン は、 直接の 革命的 実際 活動と きりはなされて いたが、 つねに 実際 活動家とは なんらかの 連絡を 
たもち、 流刑地から 文通して、 種々 の 状況を きき、 いろいろな 意見を だして かれらを たすけた。 当時 レーニ ン 
がと くに 関心を もっていた のは、 「経済 主義者」 の 問題であった。 「経済 主義」 が 協調主義、 日和見主義の 基 
礎と なる もので あり、 「経済 主義」 が 労働運動で 勝利す る ことは、 プロレタリア 階級の 革命運動の 破壊と マル 
クス 主義の 敗北を 意味す る ことを、 レー ニンは だれよりも よく 知っていた。 

だから レーニ ン は、 「経済 主義者」 が あらわれた 最初の 日から、 かれらに 猛烈な 攻撃を 開始した ので ある。 

「経済 主義者」 は、 労働者は 経済闘争 だけを やるべき で、 政治 闘争は 自由主義 的 ブルジ ョア 階級に まかせ、 労 
働 者は 自由主義 的 ブル ジョア 階級を 支持すべき だと 主張して いた。 レ 1 ーン は、 「経済 主義者」 のこう した 主 
張は、 マルクス主義を 裏切る もので あり、 労働者階級の 独自の 政党の 必要性を 否定す る もので あり、 労働者 階 
級を ブル ジョア 階級の 政治的 付属物に かえよう とする ものである、 とみな した。 

一八 九九 年、 「経済 主義者」 の ー グル ー プ (あとで 立憲 民主党 員に なりさがった プ p n ポ ビッチ、 クスコ ヮ 
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その他) が、 かれらの 宣言を 発表した。 かれらは、 公然と 革命的 マルクス主義に 反対し、 そして、 プロ レ タリ 
ア 階級 独自の 政党の 樹立を 放棄す る こと、 労働者階級 独自の 政治的 要求を 放棄す る ことを 要求した。 「経済 主 
義 者」 は、 政治 闘争は 自由主義 的 ブル ジョア 階級の やる ことで、 労働者は 工場 主にたい する 経済闘争を やる だ 
けで 十分 だと 主張した。 

レ ーニ ンは 、この 日和見主義の 文書を ょむ と、 すぐに 近くの 各地に 流刑に なって いた マルクス主義 者を 集め 
て 会合を ひらいた。 そして、 レーニ ンを はじめと する 十七 人の 同志は、 「経済 主義者」 の 見解を 暴露した はげ 
しい 抗議文を 採択した。 

レーニ ンの 起草した この 抗議文は、 全 ロシア 各地の マルクス主義 組織の あいだにつ た わり、 ロシアに おける 
マルクス主義 思想と マルクス主義 党の 発展の ために 大きな 意義を もたらした。 

ロ シアの 「経済 主義者」 が 宣伝 普及した 見解は、 外国の 社会民主党 内で マルクス主義に 反対した いわゆるべ 
ルン シュタイン 派、 すなわち、 日和見 主義者べ ルン シュタインの 信奉者た ちの 宣伝 普及した 見解で も あった。 

それで、 「経済 主義者」 にたいする レーニ ンの 闘争は、 同時に 国際的 日和見主義にたい する 闘争で も あっ 
た。 

「経済 主義」 に 反対し、 プロレタリア 階級の 独自の 政党を 樹立す る 闘争は、 主として、 レ丨- ーンの 組織した 
非合法 新聞 『イス クラ』 にょって おこなわれた。 

一九 〇〇 年のは じめ、 レーニ ン とその 他の 「闘争 同盟」 員が、 シベリアの 流刑地から ロシア (ョー ロッパ 
部) にかえって きた。 レーニ ンは 、マルクス主義の 大規模な 全 ロシア 的 非合法 新聞の 創刊を 決意した。 当時 口 
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シアには、 おおくの 小さい マルクス主義の サ— クル や 団体が あった が、 しかし 相互に まだ 連絡がなかった。 当 
時は、 スタ ー リン 同志が のべた ように 「手工業 的な やり方と サ I クル 主義と が 上から 下まで 党を むしばんで お 
り、 思想 上の 混乱が 党内 生活の 特徴と なって いた」 時であった。 だから 全 ロシア 的 非合法 新聞の 創刊は、 ロシ 
アの 革命的 マルクス主義 者の 基本的 任務であった。 このような 新聞 だけが、 個々 ばらばらに なって いる マルク 
ス 主義 組織の 連絡を とり、 真の 党の 樹立を 準備す る ことができた ので ある。 

しかし、 こうした 新聞を、 ッァー •ロシア 内で 発行す る ことは、 警察の 追求の ためにで きなかった。 一、 二 
力 月 もたてば、 新聞は、 ッァー の スパィに よって 嗅ぎつ けられ、 つぶされて しまう に 違いなかった。 それで、 
レー ニンは、 国外で この 新聞を 発行す る ことを きめた。 この 新聞は、 もっとも うすい 丈夫な 紙で 国外に おいて 
印刷され、 秘密に ロシア 国内に 送り こまれた。 『ィス クラ』 の 何 号 かは、 ロシア 国内の バク ー、 キシニョフ、 
シベリアな どの 秘密 印刷所で 複製した こと も あった。 

一九 〇〇 年の 秋、 レ ー ニンは、 国外に いき 「労働 解放 団」 の 同志たち と 全 ロシア 的 政治 新聞の 創刊に ついて 
話 合った。 この 考えは、 レー ニンが 流刑 中に、 ひじょうに こまかく、 慎重に 計画した のであった。 レーニ ン 
は、 流刑からの 帰途、 ゥファ、 プスコフ、 モスクヮ、 ベ テル ブルダ などで、 この 問題に ついて なんどか 会合を 
ひらいた。 いたるところで、 レーニ ンは 、いつも 同志たち と、 秘密 通信の 暗号 や、 印刷物の 宛先 その他に つい 
て 打合せ、 また 将来の 闘争の 計画に ついて 討議した。 

ッァ ー 政府は、 レ丨- ーン という 人物が かれらの もっとも 危険な 敵 だとい うこと を さとっ た。 ッァー の 保安 課 
員で ある 憲兵 ズバ トフは、 秘密の 報告書に 「いま 革命の なかで ゥリ ヤノフ (レ ーニ ン) 以上の 大人物は いな 
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い」 と 書いて おり、 だから、 かれは、 なんとかして レーー ーンを 暗殺し なければ ならない と 主張した。 (訳注： 
保安 課は、 革命運動 取締の ため ッァ ー 政府が もぅけた 秘密 替 察) 

レ ー ニンは、 国外に いくと、 「労働 解放 団 J、 すなわち、 プレハ ー ノフ 、アク セリ ロ  I ド、 ベ •ザス リッチら 
と 『ィス クラ』 の 共同 発行に ついて 話し あった。 発行の 全 計画は、 レ丨- ーンが 一から 十まで きめた。 

一九 〇〇年 十二月、 『ィス クラ』 紙の 創刊号が 国外で 発行され た。 新聞の 題字の 下には、 「一点の 火花 も 燃 
え あがる 焰 となる」 といぅ 格言 (題 詞) が 書かれて いた。 この 言葉は、 十二月 党員 〔デ カブ リスト〕 が、 かれ 
らの シベリア 追放に 挨拶を おくった 詩人 プ ー シキ ン にあて て 書いた 返事の なかから とった ものである。 (訳注 
: 十二月 党員は、 貴族 出身の 革命家で、 一八 二 五 年 十二月、 ツア ー 政府と 農奴 制度に 反対して 蜂起した ので、 
この 名が うまれた) 

はたせる かな、 レ丨- ーンの 点火した 「火花」 は、 そのご ほんとうに 偉大な 革命の 焰 となって 燃え あがり、 貴 
族 •地主の ツア ー 制度と ブル ジョア 階級の 権力を 焼きつ くして 灰に してし まった。 


要約  I 

P シアの. マルクス主義 的な 社会 民主 労働党は、 なにょり もまず、 ナロ ー ドニ キ 主義との 闘争、 ナ P 1 ド ニキ 
主義 〇. 誤った、 革命 事業に とって 有害な 見解との 闘争の なかで 創立され た。 
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思想 的に ナ 13 1 ド-ー キの 見解を うちやぶって はじめて 、ロシアに おいて マルクス主義 的な 労働者 党を 樹立す 
るた めの 地盤を 切り ひらく ことができた。 一九 世紀の 八〇 年代に、 プレハ ーノフ とその 「労働 解放 団」 は、 ナ 
ロ ー ドニ キ 主義に 決定的な 打聲 をく わえ た。 

レ ーニ ン は、 九〇 年代に、 ナロ ー ド-ー キ 主義を 思想 的に 粉砕す る 任務を はたし、 ナロ ードニ キ 主義を 徹 !£• 盼 
にう ち やぶった。 

一八 八 三年に 創立され た 「労働 解放 団」 は、 マルクス主義を ロシアに 普及させる うえで ひじょうに 多くの 活 
動を やりとげた。 それは、 理論 上から 社会民主主義の 基礎を きずき、 労働運動に むかって 第一歩を ふみだし 
た。 

ロシアの 資本主義の 発展に つれて、 産業 プロレタリア 階級の 数は 急速に ふえた。 八〇 年代の なかごろには、 
労働者階級は、 組織され た 闘争の 道には いり、 組織され た ストラィキに よって 大衆を たちあがらせる 道には い 
った。 しかし、 当時の マルクス主義の 諸サ ー クル、 諸 グル ー ブは 、ただ 宣伝に たずさわる だけであって、 労働 
者 階級の なかには いって 大衆 的 扇動を おこなう やりかたに うつる ことが 目的に 適って いる ことを 理解して いな 
かった。 だから、 かれらは、 労働運動との 実際の 結びつきが なく、 労働運動を 指導して いなかった。 

ベ テルブ ルグの 「労働者階級 解放 闘争 同盟」 (一八 九 五 年) は、 労働者の あいだで 大衆 的 扇動を おこない、 
大衆の ストラィキを 指導した が、 この 同盟が レ丨- ーン によって 結成され たことは 新しい 段階を 意味した。 すな 
わち、 労働者の あいだで 大衆 的 扇動を おこなう やり方への 移行、 マルクス主義と 労働運動との 結合、 という 新 
しい 段階を きりひらいた ことを 意味した 。ベ テルブ ルグの 「労働者 解放 闘争 同盟」 は、 ロシアに おける 革命的 
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ブロ レ タリア 階級 政党の 最初の 芽 ばえ であった。 ぺ テル ブルダの 「闘争 同盟」 が 結成され た あと、 おもな 工業 
中心地 や 各 辺境 地区に も、 マルクス主義の 組織が 創設され た。 

一八 九 八 年、 マルクス主義 的な 社会民主主義の 諸 組織を 一つの 党に 統一し ょぅとす る 最初の 試みが、 成功は 
しなかった が、 おこなわれた。 つまり、 ロシア 社会 民主 労働党 第一 回 大会が ひらかれた。 しかし、 この 大会で 
は 党を 創立す るに いたらなかった。 それは、 まだ 党の 綱領 や 規約を きめなかった し、 単一 中央部からの 指導 も 
なかった し、 個々 の マルクス主義 的諸サ ー クル、 諸 グル I プのあ いだには ほとんどなん らの 連絡 もなかった か 
ら である。 

個々 ばらばらの マルクス主義 諸 組織を 一つの 党に 統一し、 結合させる ために、 レ ー ーー ンは 、革命的 マルクス 
主義者の 最初の 全 ロシア 的 新聞 『イス クラ』 を 創刊す る 計画を たて、 それを 実現した。 

この 時期に 単一の 労働者 政党 創立に 反対した 主要な 敵は、 「経済 主義者」 であった。 かれらは、 こぅした 党 
の 必要性を 否定した。 かれらは、 個々 の グル ープの 分散 状態と 手工業 的 やり方を 支持した。 レ 丨- ーン とかれの 
創刊した 『イス クラ』 は、 とくに 「経済 主義者」 に 砲火を 集中した。 

『イク クラ』 の 最初の 数 号 (一九 〇〇 年から 一九 〇 一年の あいだ) を 発行した ことは、 新しい 時期、 つまり 
個々 ばらばらだった グル ー プやサ ー クルを、 単一の ロシア 社会 民主 労働党に、 実際に 組織して いく 時期への 移 
行を 意味した。 
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第二 章， ロシア 社会 民主 労働党の 成立。 党 
内に 知け る ポリシ ニ ビキ 派と メン 
シヱ ビキ 派の 出現 

(I 九〇 一年 丄九〇 四 年) 

一、 一九 〇一 年から 一九 〇四 年に いたる ロシア 革命運動の 高揚 

一九 世紀の 末、 ョ 彳ロッ パに 産業 恐慌が 勃発した。 この 恐慌は、 たちまち ロ シアに 燃え ひろがった。 恐慌の 
期間に (一九 〇〇 年から 一九 〇 三年まで) 倒産した 大小の 企業は、 ほぼ 三千に たっした。 街頭に 投げ だされた 
労働者は、 十万 余人を かぞえた 9 工場に 残った 労働者の 賃金 も、 大幅に 切り下げられた。 労働者が さきにねば 
りづ ょい 経済 ストで 資本家から かちとった わずかな 譲歩 も、 いまや ふたたび 資本家に 奪い かえされた。 

産業 恐慌と 失業は、 労働運動を おしとどめ もしなかった し、 弱め もしなかった。 それとは 反対 1C 、 労働者の 
闘争は ますます 革命 性を もつ ょぅになった。 労働者は、. 経済 ストから 政治 ストへ ^ 移りは じめ た。 最後には、 
労働者は デモ 行進を おこない、 民主的 自由の 政治的 要求を かかげ、 「ッ ァー 専制 制度 打倒」 のスロ ー ガンを ぅ 
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ち だすに いた 〇 た。 

一九 01 年、 ベ テル ブルダの ォブホフ 兵器廠で ぉきた 乂 1 デ I の ストは、 労働者と 軍隊の 流血の 衝突に 発展 
した。 労働者たち は、 石と 鉄片 だけで、 ツァ— の 武装した 軍隊に 立ちむ かった。 労働者た ちの 頑強な 抵抗は、 
搫 破され た。 ついで、 残酷な 懲罰が くわえられた 。おょそ A 百 人の 労働者が 捕えられ、 多くの ものが 牢獄に ぶ 
ち こまれ、 懲役に 処 せられた。 しかし、 英雄的な 「オブホフ 防衛 戦」 は、 P シアの 労働者に きわめて 大きな 影 
響を あたえ、 労働者の あいだに 同情の 波を まきおこした。 

一九 〇二年 三月、 バッー ミ 労働者の 大規模な ストと デ吒が おきた。 それは、 •バ ッーミ 社会民主党 委員会が 組 
織した ものであった。 バツー ミの デモは、 後 カフ カズの 労働者、 農民を ふるいたたせた。 

同じ 一九 〇二 年、 ドン 河畔の ロストフで も大が かりな ストライキが おきた。 はじめに ストライキには いった 
めは 鉄道 労働者で、 つづいて 多くの 工場の 労働者が これに くわわった。 ストライキは 全 労働者を ふるいたたせ 
た。 市外で 数日間 つづいた 大衆 集会には、 三 万に のぼる 労働者が 参加した。 これらの 大衆 集会では、 社会 民主 
党の 宣言が 読み あげられ、 多くの 人たち が 演説した。 醫察や コサ ック軍 も、 何 万と いぅ 大衆の 参加した 労働者 
集会を けちらす 力はなかった。 数人の 労働者が 瞀官 にょって 殺される と、 翌日の 葬儀には 大が かりな 労働者の 
デモが おこなわれた。 ツァ ー 政府は 近くの 都市から 多数の 軍隊を 出動 させて、 やっと この ストライキを 鎮圧す 
る ことができた。 P ス トフの 労働者の 闘争を 指導した のは、 ロシア 社会 民主 労働党 ドン川 地区 委員会で ある。 

一九 〇三年 の ストライキ 運動は、 いっぞ ぅ 大規模な ものと なった。 この 年には、 南部で 大衆 的な 政治 ストが 
おき、 後 カフカ ズー 帯 (パク ー、 チ フリス、 バツー ミ) や ウクライナの 大都市 (オデッサ、 キエフ、 エカ チ* 
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リノス ラフ) に ひろがった。 スト も、 ますます 頑強で、 組織的な ものに なった。 これまでの 労働者階級の 行動 
とはち がって、 いまでは ほとんどいた ると ころで、 労働者の 政治 闘争を 社会民主党 委員会が 指導す るょぅ にな 

った。 

ロシアの 労働者階級は、 ッ ァ I 権力にたい する f 闘争に たちあがった。 

労働運動は、 農民に 影響を あたえた。 一九 〇二 年の 春と 夏には、 ゥクラィナ (ポル タヮ 県と ハリコフ 県) や 
ボルガ川 一帯で 農民運動が おこった。 農民は、 地主の 家屋に 火を つけて 焼きは らい、 地主の 土地を 奪いと り、 
憎しみの まとだった 地方行政 長官 や 地主を 殺害した (訳注： 地方行政 長官とは、 ッ ァー 政府が 貴族の なかから 
任命した 地方 長官で、 警察権、 行政権、 司法権を 一手にに ぎっ ていた)。 政府は、 軍隊を 出動 させて、 これら 
の 蜂起した 農民に 発砲し、 おびただしい 数の 農民を 捕え、 農民の 指導者 や 組織 者を たくさん 牢獄に ぶちこんだ 
が、 しかし、 革命的な 農民運動は ひきつづき もりあがって いった。 

労働者と 農民が： 一4<& に 立ち あがった ことは、 ロシアの 革命が 日 ましに 成熟し、 近づいて いる ことを 物語って 
ぃた。 

学生の 反政府 運動 も、 労働者の f 闘争の 影響の もとで 強まった。 政府は、 学生の デモと ストに 対抗して、 
大学を 閉鎖し、 数百の 学生を 投獄し、 最後には、 屈服し ない 学生を 兵役に とる ことまで 考えた。 政府の こぅし 
たやり かたに こたえて、 全国の^! 大学の 学生は、 一九 〇一 年から 一九 〇二 年に かけて 冬に ゼネストを おこな 〇 
た。 この ストには、 三 万人が 参加した。 

労働者と 農民の 革命運動、 とくに 学生にたい する 政府の 弾圧に ょって、 自由主義 的 資本家と、 いわゆる 地方 
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自治会 〔ゼ ムスト ボ〕 を 牛耳って いた 自由主義 的 地主たち も、 やむなく 行動を おこし、 大学で 勉強中の かれら 
の むすこを 弾圧した ッ ァー 政府の 「ゆきすぎ」 に 「抗議」 せざる をえ なくなった。 

地方自治 派の 自由主義 分子は、 地方自治 会を かれらの 拠点として いた。 地方自治 会とは、 村の 住民に かかわ 
りのある 純然たる 地方 的 事務 (道路の 敷設 や 病院、 学校の 建設) を 管理す る 地方 管理 機構であった。 自由主義 
的 地主は、 地方自治 会で 大きな 勢力を もっていた。 かれらは、 自由主義 的 資本家と 密接な 連係を もって おり、 
ほとんど 一体と なって いた。 それらは、 かれらが 自分たち の 所有地を、 半農 奴 制 的 経済から、 いっそう 有利な 
資本主義 経済に 移しは じめ ていたから である。 との 二つの 自由主義 グル ー プ は、 もちろん、 ッァ I 政府を 擁護 
L ていたが、 同時に、 ッァ ー 政府の 「ゆきすぎ」 には 反対して いた。 こうした 「ゆきすぎ」 が 革命運動を 強め 
る ことを おそれて いたから である。 かれらは、 ッァ ー 政府の 「ゆきすぎ」 を おそれて いたが、 それより もっと 
革命を おそれて いた。 自由主義 派が ッァ ー 政府の 「ゆきすぎ」 に 抗議した のには、 一石二鳥の ねらいが あった。 
その 一つは、 ッァ ー を 「啓蒙」 する ことで ある。 その 二は、 ッァー 政府にたい する 「大きな 不満」 という レヅ 
テルを 自分に はって、 人民の 信頼を かちとり、 人民 あるいは 一部 人民を 革命から ひきはなして、 革命を 弱める 
ことで ある。 

たしかに、 地方自治 派の 自由主義 運動は、 ッァー 制度の 存在に とってなん の 危険 ももたら しは しなかった。 
だが、 それにしても V この 運動は、 やはり ッ ァー 制度の 「永遠」 の 支柱が、 あまり おもわし くな くな ってい る 
ことを 示す きざしでは あった。 

地方自治 派の 自由主義 運動の 結果、 一九 〇二 年に、 ブル ジョア 階級の 「解放 団」 〔オス ボボ ジュ デ* 二* 〇 
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がつ くられた。 この 「解放 団」 は、 のちに ロシアの おもな ブル ジョア 政党、 つまり 立憲 民主党の 中核と な 〇 
た。 

ッ ァ1 政府は、 労働者と 農民の 運動が 日 ごとに おそろしい 勢いで 全国に もえひろがる のをみ て、 なんとか 革 
命運 動を 阻止し ようと 必死にな った。 労働者の スト や デモにたい して、 ますます 頻繁に 武力が つかわれ るよう 
になった。 銃弾 や 鞭は、 立ち あがった 労働者と 農民にたい する ッァ ー 政府の 常套の 報復 手段と なり、 監獄 や 流 
刑 地は いっぱいに なった。 

ッ ァー 政府は、 弾圧の 強化の ほかに、 弾圧の 性格を もたない かなり 「柔軟な」 方法 もつ かって、 労働者を 革 
命運 動から ひき 離そうと した。 かれらは、 憲兵 や 警察の 保護の もとに ニ セの 労働者 組織を つくろう とした。 こ 
うした 組織は、 当時、 r 替察 社会主義」 の 組織、 あるいは ズバ トフ 組織 (この 瞀察的 労働者 組織を つくった 憲 
兵 大佐 ズバ トフの 名を とった) とよ ばれた。 ッァー の 保安 課は、 自分たち の 手先を つかって、 ッァー 政府は 労 
働 者に 援助を あたえて、 経済的 要求を かちとらせる 用意が あるかの ように 思い こませようと した。 ズバ トフ 分 
子は、 r ッ ァー 自身が 労働者の 側に 立って いるのに、 君たち はな ぜ 政治 活動を したり、 革命を やったり する の 
か」 などと 労働者に いった。 ズバ トフ 分子は、 いくつかの 都市に 自分たち の 組織を つくった。 一九 〇四 年、 司 
祭 ガボン も、 ズバ トフの 組織を みならい、 同じような 目的で、 r ベ テルブ ルグ •ロシア エ場 労働者 会 謹」 とい 
う 組織を つくった。 

しかし、 労働運動を 取締ろうと した ッ ァー 保安 課の このた くらみは、 成功し なかった。 ッ ァ1 政府は、 日 ま 
しに もりあがる 労働運動に こうした 方法で 対抗す る ことは できなかった。 ひきつづき もりあがって いく 労働者 


階級の # 運動は、 こうした 警察 組織を その 行く手から 一掃して L まった ので ある。 

二、 レ！ 「 ンの マルクス主義 党 建設の 計画  「経済 主義者」 の 日 
和 見 主義 的 立場  レ—- ーンの 計画の ための 『ィス クラ』 の 闘争 
レーニ ンの 著書 『なにを なすべき か？』  マルクス 蠢党 
の 思想 的 基礎 

一八 九 八 年に ロシア 社会民主党 第一 回 大会が ひらかれ、 党の 成立を 宣言した にもかかわらず、 党は やはり 創 
立され てはいなかった。 党の 綱領 も 規約 もなかった。 第一 回 大会で 選出され た 党の 中央委員会は 検挙され、 そ 
れ きり 再建され なかった。 再建に 手を つける ものが 全くい なかった からで ある。 それだけで なく、 第一 回 大会 
の あと、 党内の 思想 的 混乱と 組織的 分散 性が いよいよ ひどくな った。 

一八 八 四 年から 一八 九 四 年までは、 ナロ ー ドニ キ 主義に うちかって、 思想 的に 社会民主党の 創立を 準備した， 

時期、 一八 九 四 年から 一八 九 八 年までは、 個々 の マルクス主義 的 組織を 社会民主党に 統一し ようと 試みた - 

失敗の 試みでは あっても —— 時期と するなら、 一八 九 八 年 以後の 時期は、 党内の 思想、 組織的 乱脈が いっそう 
ひどく なった 時期と いう ことができる。 マルクス主義の ナロ— ド-ー キ 主義にたい する 勝利と、 労働者階級の 革 
命 的 行動に よって、 マルクス 主義者の 正し さが 立証され たため、 革命的 青年は マルクス主義に ますます 共鳴す 
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各よう にたった。 マルクス主義は、 一種の 流行と なった。 この だめ、 知識 界の 多くの 革命的 青年が、 ぞくぞく 
と マルクス主義の 組織に くわわった。 かれらは、 理論に とぼしく、 _ 的、 政治的な 経験 もな く、 ただ そのと 
ろ 出版界に あふれて いた 「合法 マルクス 主義者」 の 日和見主義 的な 文献の なかから、 マルクス主義に ついての 
あいまいな、 大部分が 正しくない 観念を いくらか 頭に いれて いただけで あった。 そのため、 1 ルクス 主義 的 組 
織 t 理論的、 政治的 水準が 低下し、 内部に 「合法 マルクス主義 的」 日和見主義の 気分が はいりこみ、 思想 的な 
混乱、 政治的な 動揺、 組織的な 乱脈が いっそう ひどくな った。 

労働運動が ますます もりあがり、 革命の 時機が あきらかに 近づいて いたた め、^^ 運動を 指導で きる 統一し 
た 集中 的な 労働者階級の 政党を 創立す る ことが 要求され ていた。 しかし、 党の 各地 方 機関 や 各地 方 委員会、 団 
体、 グル ー プが 、きわめてな げか わしい 状態に あった し、 その 組織的 分散 性と 思想 的 混乱 も ひじょうに ひど か 
っ たので、 こうした 党を 創立す る 任務は はなはだ 困難な ものに なって いた。 

この 困難は、 組織の すぐれた 活動家が ッァ ー 政府に よっ てつね に とらえられ、 流刑、 監獄、 徒刑 場に おくら 
れ ていたよ うな、 ッ ァ1 政府の 残酷な 迫害の あらしの なかで 党 建設を すすめなくて はならない という この 点 だ 
けに あった のでは ない。 その 困難は また、 当時の 大部分の 地方 委員会と その 活動家が、 その 地方の せまい 実際 
的な 仕事の ほかは なにも 知ろうと せず、 党の 組織的、 思想 的 . iffi 一が かけて いるた めの 弊害を 理解せ ず、 党の 組 
織 的 分散 性と 思想 的 混乱に なれて しまい、 統一的 集中 的な 政党がなくても やって いける、 と 考えた という この 
点に も あった。. 

集中 的な 政党を つくる ためには、 地方 機関の こうした 立ち おくれ、 沈滞、 せまい 事務 主義を 一掃 L なくて は 
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ならな かった。 

しかし、 それだけではなかった。 当時、 党内には、 ロシアには 『ラボ I チャ ャ •ムィス リ』 〔労働者の 思 
想〕、 国外には 『ラボ— チ M  •デ I  口』 〔労働者の 事業〕 という それぞれの 機関紙 誌を もった 大きな 一団が あ 
って、 党の 組織的 分散 性と 思想 的 混乱を 理論的に 弁護し、 しばしばこう した 状態を 賛美 さえし、 統一的、 集中 
的な 労働者階級の 政党を 創立す る ことは 不必要で、 観念的な 課題で あると みなして いた。 

これは、 「経済 主義者」 とその 追随 者たち であった。 

統一的な プロレタリア 階級の 政党を 創立す るには、 なにより もまず 「経済 主義者」 を 粉碎 しなければ ならな 
かった。 

これらの 任務の 遂行と 労働者階級 政党の 建設に とりかかった のが、 レーニ ン である。 

統一的な 労働者階級 政党の 建設を なにからは じめ るべき かとい う 問題に ついては、 いろいろ 違った 意見が あ 
った。 一部の 人たち は、 党の 建設は、 第二 回 党大会の 召集からは じめ るべき だ、 それに よって、 各地 方 組織を 
統一し、 党を 創立す る ことができる、 と 考えた。 しかし、 レ 11 ーン はこうした 意見に 反対した。 レー ニンは、 
つぎのように 考えた —— 大会を 召集す る まえに、 党の 目的と 任務の 問題を はっきりさせる 必要が ある。 われ わ 
れが 建設し ようとして いるのは どんな 党で あるかを 明確に する 必要が ある。 「経済 主義者」 と 思想 的に 一線を 
画す 必要が ある。 党の 目的と 任務に ついて 二つの 異なる 意見、 すなわち 「経済 主義者」 の 意見と 革命的 社会 民 
主 主義者の 意見が ある ことを、 率直に、 公然と 党に つげる 必要が ある。 「経済 主義者」 がその 機関紙で かれら 
自身の 観点を 宣伝して いるよう に、 われわれ もまた 革命的 社会民主主義の 観点を 出版物で 広範に 宣伝す る 必要 
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が ある。 各地 方 組織が この 二 潮流の 一つを 意識的に 選べる ようにさせる 必要が ある。 こうした 必要な 準備を し 
た あと、 はじめて 党大会を 召集す る ことができる —— レー -ーン はこう 考えた。 

レ I ニンは、 きっぱりと いった。 

「統一す る まえに、 そして 統一す るた めには、 なにより もまず 断固と して、 はっきりと 境界線を ひく 
必要が ある。」 (レー ニン 『なにを なすべき か？』) 

だから、 レ 丨-1 ンは 、労働者階級の 政党を うちたてる には、 革命的 社会民主主義の 観点を 宣伝、 扇動す る 全 
ロシア 的 戦闘的 政治 新聞を 創刊す る ことから はじめる べきで、 こうした 新聞の 創刊 こそ、 党 建設の 第一歩で な 
ければ ならない、 と 考えた。 

レ 11 ンは 、その 有名な 論文 『なにからは じめ るべき か？』 で 党 建設の 具体的な 計画を たて、 そのご、 名著 
『なにを なすべき か？』 でさら に それを 発展 させた。 

レーニ ン は、 その 論文で つぎのように のべて いる。 

「われわれの 意見に よれば、 全 ロシア 的 政治 新聞の 創刊は、 活動の 出発点と なり、 われわれが 望んで 
いる 組織の 創立 (党 創立の ことで ある —— 編者 注) への 実践的 第一歩と なり、 そして 最後には、 われわれ 
が この 組織を たえず 発展、 深化、 拡大させる ことので きる 基本的な 糸口と なる ものである。 …… この 新 
聞がなくて は、 原則的に 一貫した 全面的な 宣伝と 扇動を、 系統的に すすめる ことは できない。 こうした 
宣伝と 扇動は、 社会 民主 派の 一般の 経常 的な 主要な 任務で あり、 現在に おいては とくに 切実な 任務で あ 
る。 なぜなら、 現在は 最も 広範な 住民 層が、 政治 や 社会主義の 諸問題に 興味を よびさまされて いるから 
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である。」 (レ ーニン 『なにを なすべき か？』) 

レ ー ニ ンは 、こうした 新聞は、 党を 思想 的に 団結させる 手段と なる ばかりでなく、 各地 方 組織を 組織的に 統 
一す る 手段と もなる、 と 考えた。 この 新聞の 代理 員辋と 通信員 網は、 各地 方 組織の 代表で あるから、 党を その 
周囲に 組織的に 統一す る 骨幹と なる。 なぜなら 、レー ーー ン ものべ ている ように 

「新聞は、 集団 的な 宣伝員、 集団 的な 扇動 家で ある だけでなく、 また 集団 的な 組織 者で も ある。」 からで あ 
る 0 

レ—  - ーン は、 同じ 論文で つぎのように のべて いる。 

「この 代理 員 網は、 われわれが 必要と する 組織の 骨幹と なる であろう。 それは、 全国を 包括で きる ほ 
ど、 巨大で ある。 それは、 厳密で 綿密な 分業を おこなう ことができる ほど、 広範で、 多面的で ある。 そ 
れは 、どんな 状況の もとで も、 どんな 「転換」、 どんな 不測の 事態の もとで も、 自己の 活動を 確固と L 
て 遂行で きる ほど、 断固と している。 それは、 敵が 全力を 一力 所に 集中して いると き、®® な 勢力を も 
つ、 この 敵との 公然たる 闘争を さける ことに ひいでて いる 一方、 この 敵の 遅鈍 さを 利用す る ことが で 
き、 敵が 最も 攻擊を 予測し にくい 場所と 時を えらんで、 不意打ちを かける ことができる ほど、 柔軟性に 
とんで いる。」 (レー ニン 『なにを なすべき か？』) 

『ィス クラ』 は、 このような 新聞に ならなくて はならなかった。 

そして、 たしかに 『ィス クラ』 は、 こうした 全 ロシア 的な 政治 新聞と なり、 党の 思想 的、 組織的な 団結を 準 
備した ので ある。 
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党 自体の 構成と 成員に ついては、 党は 二つの 部分から なりたたなくて はならない、 と レ 丨- ーンは 考えた。 

(ィ) 数は 多くない が、 つねに 活動を おこなう 基幹 的な 指導 要員で、 そのな かには 主として 職業 革命家が ふく 
まれる。 職業 革 とは、 党の 活動 以外は、 ほかの どんな 仕事 もやる 必要の ない 人たち で、 また、 必要 最低限 
の 理論 知識、 政治 経験、 組 _ 力、 ッ ァ| 警察と たたかう 技術、 發 察の 目を たくみに くらます 技術を 身に つけ 
た 人たち である。 (口) 広範な 党 地方 組織 網で あり、 数千 数百 万の 勤労者の 同情と 支持を うけてい る 多くの 党 
員大 衆で ある。 

レ 11 ンは つぎのように かいている。 

「わたくしは、 つぎのように 主張す る。 (一) 安定した、 継承 性の ある 指導者の 組織がなければ、 どん 
.な 革命運動 も 強固には なりえない。 (二) 自然発生 的に 闘争に まきこまれる 大衆が …… 広範に なれば な 
る ほど、 こうした 組織の 必要性は ますます 切実と なり、 この 組織は ますます 強固で なければ ならな くな 
る。 …… (三) こうした 組織に 参加す るのは、 主として、 職業的に 革命 活動に したがう 人び とでな けれ 
ばなら ない。 (四) 専制 制度の 国では、 この 組織の 成員の 範囲を、 職業的に 革命 活動に したがい、 政治 
替 察と 闘争す る 技術を 専門的に 訓練され た 党員 だけが その 成員と なりうる という 程度にまで せばめれば 
せばめる ほど、 この 組織を 「つかまえる」 ことは ますますむ つかしく なり、 (五) 労働者階級 やその ほ 
かの 社会 階級の なかから この 運動に 参加し、 そのな かで 積極的に 活動す る ことので きる 人び とも、 ます 
ます 多くなる であろう 0 」 (レ ー ニ ン 『なにを なすべき か？』) 

創立すべき 党の 性質、 労働者階級にたい する その 役割、 および 党の 目的と 任務に ついては、 党は 労働者階級 


65 


の 先進 部隊で あり、 労働運動の 指導力であって、 党は プロレタリア 階級の 階級闘争を 統一し、 指導すべき だ、 
と レ ー -1 ンは 主張した 。党の 最終的 目的は、 資本主義を くつがえし、 社会主義を うちたてる ことで ある。 当面 
の 目的は、 ッ ァー 制度を くつがえし、 民主主義 制度を うちたてる ことで ある。 資本主義を くつがえす ために 
は、 まず ッァ ー 制度を くつがえさなくて はならない の だから、 党の 当面の おもな 任務は、 労働者階級を たちあ 
がらせ、 全人 民を たちあがらせて、 ッ ァー 制度と たたかい、 人民 革命の 運動を くりひろげて、 ッ ァー 制度に 反 
対し、 社会主義への 道に よこたわる 第一の 重大な 障害と しての ッァ ー 制度を 打倒す る ことで ある。 

レ丨- ーン はいった。 

「歴史が いまわれ われに 課して いる 緊急の 任務は、 そのほかの いかなる 国の プロレタリア 階級 も 当面 
する あらゆる ^ • 急 任務の なかで も もっとも 革命的な 任務で ある。 この 任務を 遂行 すれば、 つまり、 ョー 
ロッパ だけでなく、 アジアの (いまは、 このように いう ことができる) 反動 勢力の もっとも 強大な 碧を 
うちやぶれば、 ロシアの プロレタリア 階級は、 国際 プロレタリア 階級の 前衛と なる であろう。」 (レ ー 
ニン 『なにを なすべき か？』) 

そして、 さらに 

「個々 の 要求の ために 政府と たたかい、 個々 の 譲歩を かちとる こと、 これは 敵との こぜりあいに すぎ 
ず、 ちっぽけな 前哨戦に すぎない のであって、 決戦は まだ 将来に 残されて いると いう ことを、 われわれ 
は 銘記し なければ ならない。 われわれの 前には、 強力な 敵の 要塞が ならんで いて、 砲弾の 雨を ふらせ、 わ 
れわれ の 優秀な 戦士を 奪い さって いる。 われわれは、 この 要塞を 奪い とらなければ ならない。 もしも 目 
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ざめ つつ ある プロレタリア 階級の 全勢力を、 ロシアの 革命家の 全勢力と ともに、 ロシアの あらゆる 生気 
ある もの、 誠実な ものが ひきつけられて いる 一つの 党に 統一す るなら、 われわれは この 要塞を かならず 
奪いと る ことができる。 そのと きこ そ、 ロシアの 労働者の 革命家 ピョー トル •アレク セーエ フの 偉大な 
予言 —— 『数百 千万の 労働者 大衆が たくましい 鉄拳を ふりあげた とき、 兵士の 銃剣に まもられ ている 専 
制の くびきは、 こなごなに 粉砕され るであろう』 という 予言は 実現され るので ある。」 (レー ニン 『われ 
われの 運動の 緊急な 諸 任務』) 

以上が、 ッァ ー 専制 ロシアの 条件の もとで 労働者階級の 政党を 創立す るた めの レー ーー ンの 計画であった。 

「経済 主義者」 は、 すぐさま レーニ ンの 計画に 砲火を あびせて きた。 

「経済 主義者」 は、 つぎのょうに 主張した。 ッァー 制度にたい する 一般的な 政治 闘争は、 あらゆる 階級の や 
るべき ことで あり、 なにょり もまず ブルジ ョア 階級の やるべき ことであって、 この 政治 闘争は 労働者階級には 
あまり 重要で ない。 なぜなら、 労働者の 主要な 利益は、 賃上げ や 労働条件の 改善を はかる ため 工場 主と 経済 闘 
争を する ことに あるから である。 したがって、 社会民主主義 者の 主要な、 当面の 任務は、 ッァ ー 制度にたい す 
る 政治 闘争で も、 ッァ I 制度を くつがえす ことで もなくて、 「工場 主と 政府にたい する 労働者の 経済闘争」 を 
組織す る ことで ある。 しかも、 このばあい 政府にたい する 経済闘争と いうのは 、工場 法の 改善を 要求す る 闘争 
であった 。「経済 主義者」 は、 こうした やり方で 「経済闘争 そのものに 政治 性を あたえる」 ことができる、 と 
いいはった。 

「経済 主義者」 は、 労働者階級が その 政党を 必要と している ことを、 もはや 正式には 否定で きなかった。 し 
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か L、 かれらは つぎのように 考えた —— ^ は 労働運動の 指導力であって はならない。 党は 労働者階級の 自然 発 
生 的な 運動に 干渉して はならず、 それを 指導す るな どもっての ほかで ある。 党は、 労 i 動の あとから ついて 
いき、 それを 研究し、 そのな かから 経験を くみとるべき である、 と。 

「経済 主義者」 はさら に、 つぎのように 主張した —— 労働運動の なかで 意識的 要素のは たす 役割、 社会主義 
意識と 社会主義 理論のは たす 1 上、 指導 上の 役割は、 とる にたらない ものである か、 あるいは ほとんど とる 
にたらない ものである。 社会民主党は、 労働者を 社会主義 意識の 水準にまで 高めるべき ではなく、 逆に 自分の 
方が 労働者階級の 中間層 か、 もっと おくれた 層の 水準に 適応し、 そこまで 下がって いかなければ ならない。 社 
会 民主党は 労働者階級に 社会主義 意識を つぎこむ べきで なく、 労働者階級の 自然発生 運動が 自分の 力で 社会 主 
義 意識を 育て あげる まで まつべき である、 と。 

党 建設に かんする レーニ ンの 組織 計画に ついては、 「経済 主義者」 は、 レーニ ン のこの 計画を なに か 自然 発 
生 的 運動にたい する 強制の ような もの だ、 とみな した。 

レ 丨- ーン は、 『ィス クラ』 の 紙上、 とくに その 名著 『なにを なすべき か？』 のなかで、 「経済 主義者」 のこ 
うした 日和見主義 的 哲学を こっぱみじんに 粉砕した。 

(一) レ 1-1 ンは 、つぎのように 指摘した。 労働者階級を ッ ァー 制度にたい する 一般 政治 闘争から ひきはな 
して、 その 任務を 工場 主 や 政府にたい する 経済闘争に 限定し、 工場 主 や 政府に 一指 も ふれない こと I これ 
は、 労働者を 永久に 奴隸的 地位に おと L いれる ことで ある。 工場 主 や 政府にたい する 労働者の 経済闘争は、 よ 
りよい 条件で 労働力を 資本家に 売る ための 組合主義 的 闘争で ある。 ところが、 労働者の 闘争の 目的は、 たんに 
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自分の 労働力を よりよ い 条件で 資本家に うるた めだけ でな く、 自分の 労働力を 資本家に 売って 搾取を たえ -L の 
ばざる をえない ように させて いる 資本 主 i 度 そのものの 息の根を とめる ためで も ある。 しかし、 労働運動の 
まえに、 ッァ 度と いう 資本主^^ 度の 忠実な 番犬が 立ちはだかって いるかぎ り、 労働者は、 資本主義 反対 
の 闘争を くりひろげる. こと. もで きな •い. し、 社会主義を かちとる 闘争を くりひろげる こと もで きない。 したが 〇 
て、 党と 労働者階級の 当面の 任務は、 ッァ ー 制度を 一掃 . L て ' 社会主義への 道を 打開す る ことに ある。 

(二)  レ 1-1 ンは 、つぎのように 指摘した。 労働運動の 自然発生 的 過程を 賛美し、 党の 指導 的 役割を 否定し 
て、 党の 役割を 事件の 記録係り の 役割に してし まう こと —— それは、 「追随 主義」 を 宣伝す る ことで ある。 そ 
れは 、党を 自然発生 的 過程の しっぽに してし まい、 運動の 消極的な 勢力に かえて しまい、 ただ 自然発生 的 過程 
を 静観し 成行きに まかせる ことし かで きない 勢力に かえて しまう ことを 宣伝す る ことで ある。 こうした 宣伝を 
する ことは、 党の 解消を はかる ことで ある。 いいかえれ •は、 労働者階級を、 党な しに すておく こと、 つまり 武 
器な しに すておく ことで ある。 だが、 あらゆる 闘争 手段を そなえた ッァ I 制度 や、 近代的に 組織され て、 自分 
の 政党の 指導の もとで 労働者階級との 闘争を すすめる ブル ジョァ 階級の ような 敵が 目の まえにたち はだかって 
いる こんにち、 労働者階級を 武器な しに すておく ことは、 労働者階級にたい する 裏切りに ひとしい。 

(三)  レ ー -ーン は、 つぎのように 指摘した。 労働運動の 自然発生 性の まえに ひざまずき、 意識 性の 役割を 引 
さげる こと、 つまり、 社会主義 意識と 社会主義 理論の 役割を 引き さげる こと —— それは、 第一には、 光明を も 
とめる ように 意識 性を めざして いる 労働者を 愚弄す る ことで あり、 第二には、 党に 理論を さげすむ ように させ 
る こと、 つまり、 現在を 認識し 将来を 予見す る 武器を さげすむ ようにさせる ことで あり、 第三には、 完全に、 


69 


そして、 最終的に 日和見主義の 泥沼へ 転落す る ことで ある。 

レー ニンは、 いっている 0 

「革命的 理論な くして は、 革命的 運動 も ありえない。 …… 先進 的 理論に 導かれる 党 だけが、 先進 的 戦 
士の 役割を はたす ことができる。」 (レー ニン 『なにを なすべき か？』) 

(四) レーニ ンは 、つぎのように 指摘した。 「経済 主義者」 は、 社会主義 的 イデ ォロ ギーが 労働者階級の 自 
然 発生 的な 運動の なかから うまれる と 主張して、 労働者階級を あざむいて いる。 なぜなら、 実際には 社会主義 
的 イデ オロ ギー は、 自然発生 的な 運動の なかからで はなく、 科学の なかから うまれる もの だからで ある。 「経 
済 主義者」 は、 労働者階級に 社会主義 意識を そそぎこまなければ ならない ことを 否定して、 ブル ジョァ •イデ 
オ ロ ギーの ために 道を 掃き 清め、 それを 労働者階級の なかに もちこみ、 根づか せる ことを 容易に して おり、 し 
たがって、 労働運動を 社会主義に 結びつける という 思想を 葬って しまい。 ブル ジ S ァ階 級を 援助して いる。 

レ 11 ンは 、つぎのように いっている。 

「労働運動の 自然発生 性の 前に ひざまずく ことは すべて、 また 「意識的 要素」 の 役割、 社会民主党の 

役割を 軽視す る ことは すべて —— 軽視す る 人が のぞむ と のぞまない にか かわら - 労働者にたい する 

ブルジ S ア •イデ オロ ギ—の 影嚮を 強める ものである 〇」 ( レ ー -I ン 『なにを なすべき か？』) 

レ 11 ン はさら に、 つぎのように のべて いる。 

「問題は こうで しか ありえない。 ブル ジョァ •イデ オ ロギー か、 それとも 社会主義 的 イデ オロギ I か、 
と。 そこには、 中間の 道な どと いう ものは ない。 …… だから、 社会主義 的 イデ ォロ ギー にたい するどの 
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ような 軽視 も、 どのような 離反 も、 ブル ジョア •ィデ オ P ギ ー を 強める ものである。」 (レ I- ーン 『なに 
をな すべき か？』) 

(五)  レーニ ン は、 「経済 主義者」 のこう したす ベての 誤りを 総括して、 つぎの ような 結論を ひきだした。 
「経済 主義者」 は、 労働者階級を 資本主義の もとから 解放す る 社会 革命の 党では なく、 資本主義 支配の 温存を 

考える 「社会 改良」 の 党を 樹立し ようとし ている。 したがっ て、 「経済 主義者」 は、 プロレタリア 階級の 根本 
的 利益を 売り わたす 改良主義 者で ある、 と。 

(六)  レ 11 ンは 最後に、 つぎのように 指摘した。 「経済 主義者」 は、 ロシアに 偶然に うまれた 現象では な 
い。 「経済 主義者」 は、 労働者階級の なかに ブルジ ョア 階級の 影響を ひろめる ものである。 「経済 主義者」 は、 
西 ml ロ ッパ 諸国の 社会民主党の 内部に、 修正主義 者、 つまり 日和見主義 ベルン シュタィンの 支持者と いう 同 
盟者を もっている、 と。 当時、 西ョー a ッパ 諸国の 社会民主党の 内部では、 すでに 日和見主義の 潮流が ます ま 
す 強まって おり、 マルクスにたい する 「批判の 自由」 という 旗印を かかげて 、「修正」、 すなわち マルクス 学説 
の 修正 (ここから 「修正主義」 の 名が うまれた) を 要求し、 革命の 拒否、 社会主義の 拒否、 プロレタリア 階級 
独裁の 拒否を 要求して いた。 レ ーニ ンは ロシアの 「経済 主義者」 も、 同じように 革命 闘争、 社会主義 、プロ レ 
タリア 階級 独裁を 拒否す る 路線を とって いる、 と 指摘した。 

レー ニンが その 著書 『なにを なすべき か？』 のなかで 展開した 基本的な 理論的 原理は、 以上のと おりで あ 
る 0 

『なにを なすべき か？』 が f 読まれた 結果、 その 出版 一年 後 (出版され たのは、 一九 〇二年 三月)、 ロシ 
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ァ 社会民主党 第二 回 大会のと きには、 「経済 主義者」 の 思想 的 立場と しては、 思いだ すの もい やな 印象し か 残 
って おらず、 「経済 主義者」 という 名は、 党内の 大多数の 活動家から 侮辱と うけとられる ようになっ ていた。 

それは、 「経済 主義者」 の 完全な 思想 的 壊滅で あり、 日和見主義、 追随 主義、 放任主義の 思想の 完全な 壊滅 
であった。 

しかし、 レ 11 ンの 著作 『なにを なすべき か？』 の 意義は、 これ だけではなかった。 

『なにを なすべき か？』 の 歴史的 意義は、 レー -I ンが この 名著の なかで？ つぎの 諸 点を なしとげた ことに あ 
る 0 

(一)  マルクス主義 思想の 歴史上 はじめて、 日和見主義の 思想 的 根源を 徹底的に えぐり だし、 その 根源は な 
によりも まず、 労働運動の 自然発生 性の まえに ひざまずき、 労働運動に おける 社会主義 意識の 役割を 引き さげ 
た 点に ある ことを 明らかにした。 

(二)  自然発生 的な 労働運動を 革命 化し、 指導す る 力と して、 理論、 意識 性、 党の 意義を それに ふさわしい 
高い 地位に ひきあげた。 

(三)  マルクス主義 党は 労働運動と 社会主義との 結合で ある、 という マルクス主義の 根本的 原理を あざやか 
に 論証した。 

(四)  マルクス主義 党の 思想 的 基礎を 天才 的に きずきあげた。 

『なにを なすべき か？』 で 展開され た 理論的 原理は、 のちに ボリ シ X ビキ 党の ィデ オロギ ー の 基礎と なっ 
た。 


72 


第 2 章 1901 年 一一 1904 年 


こうした 理論的な 宝を もっていた からこ そ、 『イス クラ』 は、 「経済 主義者」 に 反対し、 ありと あらゆる 日 
和 見 主義者に 反対し、 さまざまな 修正主義 者に 反対して、 レ丨- 1 ンの党 建設 計画の ため、 党勢 力の 結集の た 
め、 第二 回 党大会の ため、 革命的 社会民主主義の ために、 広範な 運動を 展開す る ことができた し、 また 実際に 
展開した ので ある。 

『イス クラ』 の もっとも 重要な 任務は、 党の 綱領 草案を つくる ことであった 。周知の ょうに、 労働者 党の 綱 
領は 、労働者階級の 闘争の 目的と 任務を、 科学的に 簡潔に 説明した ものである 〇綱領 は、 プロレタリア 階級の 
革命運動の 最終目的と、 この 最終目的への 途上で 党が かちとるべき 諸 要求と を 規定す る 〇だか ら 、綱領 草案の 
作成は、 とりわけ 重要な 意義を もっていた。 

党の 網領 草案の 作成に あたって、 『イス クラ』 の 編集局 内部では、 レ丨- ーン とプレ ハー ノフお ょび その他の 
編集 との あいだに、 重大な 意見の 相違が うまれた。 こうした 意見の 相違と 論争は、 レ 111 ンとプ レ ハーノ 
フとが あやうく 完全に 決裂す ると ころまで いった。 しかし、 そのと きには まだ 決裂には いたらな かった。 レ ー 
ニンが 頑張りと おした 結果、 綱領 草案には、 ブ II レ タリア 階級 独裁に ついての もっとも 重要な 条項が 書き こま 
れ 、革命に おける 労働者階級の 指導 的 役割が はっきりと 指摘され た。 

党 綱領の 農業に かんする 部分 もす ベて、 レ 1 ーンが 提起した ものであった 。レ ーー ーン は、 そのと きすで に 土 
地の 国有化を 主張して いた。 しかし、 闘争の 第一 段階では、 「切取り 地」、 つまり 地主が 農民を 「解放」 したと 
きに 農民から 切り とった 土地を、 農民に かえせと いう 要求を だす ことが 必要で ある、 と レーニ ンは 考えた 〇ブ 
レ ハ ー ノフ は、 土地の 国有化に 反対した。 
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党 綱領に ついての レ I  -I ンとプ レ ハ I ノフの 論争は、 ボリ シ H ビキ とメン シヱ ビキ との あいだの その後の 意 
見の 相違を、 あるて いど 決定 づける ものであった。 

三、 ロシア 社会 民主 労働党 第二 回 大会  綱領、 規約の 採択と 統一 
的 党の 創立  大会での 意見の 相違と、 党内に おける ボリ シヱ ビ 
キ 、メン シヱ ビキニ 派の 出現 

こぅして、 レ ーニン の 原則が 勝利し、 レーー | ンの 組織 計画の ための 『ィス クラ』 の 闘争が 成功した ことによ 
って、 党の 創立 一 ^ るいは 当時の いい 方に よると、 真の 党の 創立 —— に 必要な すべての 基本的 条件が ととの 
えられた。 『ィス クラ』 の 方向は、 ロシアの 社会民主党の 諸 組織の あいだで 勝利を おさめた。 いまでは、 第二 
回 党大会を 召集す る ことができる よぅになっ た。 

一九 〇 三年 七月 十七 日 (新暦 七月 三十日)、 ロ シア 社会 民主 労働党 第二 回 大会が ひらかれた。 大会は、 国外 
で 秘密 裏に ひらかれた。 その ム 33: 議 は、 さいしょ ブリュッセルで 何回 かお こな われた が、 そのご、 ベル ギー の警 
察が 大会 代議員に ベル ギ— からの 退去を せまった ので、 大会は ロンドンに 移された。 

大会には、 二十 六の 組織を 代表す る 四十 三人の 代議員が あつまった。 各 委員会は 代議員を 二人ず つ だす 権利 
を もっていた が、 一部の 委員会は 代議員を 一人し かおくらなかった。 それで、 四十 三人の 代議員が、 議決権の 
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ある 五十一の 票数を もっていた。 

大会の おもな 任務は、 「『イス クラ』 にょって 提起され、 つくりあげた 原則的 •組織的 基礎に てらして 真の 党 
を 創立す る」 (レ 1 ーン 『一歩前進、 二 歩 後退』) ことであった。 

大会の 構成は 一色ではなかった。 大会には、 公然とした 「経済 主義者」 の 代議員は 出席し なかった。 かれら 
はすで に 敗北して いたから である。 しかし、 この ころ、 かれらは たくみに 姿を かえて いたので、 何人 かの 代議 
員を 大会に まぎれこませる ことに 成功した。 このほか、 ブンドの 代議員 も、 口先 だけは 「経済 主義者」 とちが 
っていた が、 実際には 「経済 主義者」 を 支持して いた。 

だから、 大会には 『イス クラ』 の 支持者 だけでは なく、 『イス クラ』 の 反対者 も 出席して いた。 『イス クラ』 
の 支持者は、 三十 三人で、 多数を しめていた。 しかし、 イス クラ 派と 称して いた ものが みな、 真の レー ニン 派 
の イス クラ 派 だとは かぎらなかった。 大会の 代議員は、 いくつかの グル— プに わかれて いた。 レー -ーン を 支持 
する 人び と、 すなわち 確固と した イス クラ 派は、 二十 四 票を もっていた。 九 人の イス クラ 派は、 マルトフを 支 
持して おり、 イス クラ 派の 動揺 分子であった。 また、 一部の 代議員は、 イス クラ 派と 反 イス クラ 派の あいだを 
ふらふらして いた。 これらが 十 票を もっていて、 それは 中間派であった。 公然とした 反 イス クラ 派は、 八 票 
(「経済 主義者」 三、 ブンド 派 五) を もっていた。 いったん イス クラ 派の 内部に 分裂が おこれば、 『イス クラ』 
の 敵は 優勢を 占める ことができた。 

ここから も わかる ょぅに、 大会の！^ はき わめて 複雑であった。 レ 1 r ノは 、大会に おける 『イス クラ』 の 
勝利を 保証す るた めに 全力を かたむけた。 
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大会の もっとも 重要な 任務は、 党 綱領の 採択であった。 党 綱領の 討議に あたって、 大会の 日和見主義 分子の 
反対を ょびおこした 主要な 問題は、 プロレタリア 階級 独裁の 問題であった。 日和見主義 者は、 綱領の その他の 
多くの 問題で も 大会の 革命的 部分の 意見に 賛成し なかった。 しかし 日和見主義 者は、 主として プロレタリア 階 
級 独裁の 問題に 砲火を 集中す る ことを きめた。 国外の 多くの 社会民主党の 綱領には プロレタリア 階級 独 栽の 条 
項がない の だから、 ロシア 社会民主党の 綱領に もこの 条項は いれなくても ょい、 というの がその 理由で ある。 

日和見主義は、 また、 農民 問題に ついての 要求を 党 綱領に いれる ことに も 反対した。 これらの 人たち は、 革 
命を やろうと 考えて いなかった から、 労働者階級の 同盟 者で ある 農民を 差別 あつかいし、 毛嫌いして いた。 

ブンド 派と ポ ー ランド 社会民主主義 者は、 民族自決 権に 反対した。 レー ーー ンは 、労働者階級は 民族 抑圧と た 
たかう 義務が ある、 とつねに 教えて いた。 この 要求を 党 綱領に いれる ことに 反対す るのは、 プ P レ タリア 国際 
主義を すて、 民族 抑圧の 援助 者になる ことを 提案す るのと 同じであった。 

こうした すべての 反対意見に、 レ 1 ーンは 致命的な 打撃を あたえた。 

大会は、 『ィス クラ』 の 提案した 党 綱領を 採択した。 

この 綱領は、 二つの 部分、 すなわち 最高 綱領と 最低 綱領から なって いた。 最高 綱領には、 労働者階級の 主要 
な 任務、 すなわち 社会主義 革命、 資本家 権力の 打倒、 プロレタリア 階級 独裁の 樹立に ついての ベら れ ていた。 
最低 綱領には、 資本主義 制度を くつがえす まえ、 プロレタリア 階級 独裁を 樹立す る まえ、 党が 遂行すべき 当面 
の 任務、 すなわち ッァ I 専制 制度の 打倒、 民主 共和国の 樹立、 労働者の 八 時間 労働 制の 実施、 農村に おける 農 
奴 制の あらゆる 残り かすの 消滅、 地主が 奪い とった 農民の 土地 (「切取り 地」) の 農民への 返還に ついての ベら 
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れて いた。 

その後、 ポリシ* ビキ は、 「切取り 地」 返還の 要求の かわりに、 すべての 地主の 土地 没収の 要求を うち 出した。 

第一 一回 党大会で 採択され た 綱領は、 労働者階級の 党の f 的 綱領であった。 

C の 綱領は、 わが 党が プロレタリア 革命の 勝利 後、 新しい 党 綱領を 採択した 第 八 回 党大会のと きまで 存続し 
た。 

第二 回 大会は、 党 綱領を 採択した あと、 党規 約 草案の 討議には いった。 綱領を 採択して、 党の 思想 的 統一の 
基礎を きずいた の だから、 大会は、 手工業 性 や 派閥 主義、 組織 上の 分散 性、 党内の 厳格な 規律の 欠如な どに 終 
止符を 打つ ため、 党規 約を も 採択す るの が 当然であった。 

ところが、綱領の採択はかなり順調だづたのに、党規約の問題は大会ではげしい論争をまきおこした。もっ 
ともは げしい 意見の 対立は、 党規 約 第一条、 つまり 党員の 資格に ついての 規定を めぐっ て 発生した。 党員と な 
りうる のは どのような 人間 か、 党の 構成は どう あるべき か、 党は 組織的に どのような ものであるべき か— 組 
織され た 統一 体 か、 それとも 無定形の もの か I これが 規約 第一条を めぐって もちあがって きた 問題で ある。 
そのと き、 二つの 定式が 対立した。 一つは、 レーニ ンが 提起し、 プレハ ー ノフと 確固と した ィス クラ 派が 支持 
した もので、 もう 一つは、 マルトフが 提起し、 アク セリ ロ  I ド、 ザス リッチ、 動揺 的な ィス クラ 派、 トロッキ 
1、 大会での すべての 公然たる 日和見主義 者が 支持した ものである。 

レ i rr ンの 定式に よると、 党の 綱領を 認め、 党を 物質 面で 支持し、 党の 一組 織の 成員と なる ものは、 すべて 
党員と なること がで きる、 とされて いた。 ところが、 マルトフの 定式は、 綱領の 承認と 党にたい する 物質的 支 
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持を 党員の 必要条件とは していた が、 党の 一組 織に 参加す る ことを 党員の 条件とは 認めず、 党の 一組 織の 成員 
でなくても よいと していた。 

レー ニンは、 党を 組織され た 部隊と みなした。 その 成員は、 自分勝手に 入党す るので はなく、 党の 一組 織に 
よっ て 党に 採用され、 したがっ て、 党の 規律に したがわなければ ならない、 とされる。 ところが、 マルトフ 
は、 党を 組織 上な にか 無定形の ものと みなした。 その 成員は、 自分勝手に 入党す るので あって、 党内の どの 組 
織に も 参加し なくて よく、 党の 規律に 服従す る 必要 もない、 とされる。 

このように、 マルトフの 定式は レー ニンの 定式と ちがって、 動揺 的な 非プ P レ タリア 分子に 党の 門戸を 大き 
くひら くもので あった。 ブル ジョア 民主主義 革命の 前夜、 ブルジ ョア 知識層の なかには、 一時的に 革命に 同情 
をよ せる 人たち がいた。 かれら も、 ときには、 党に ちょっ とした 奉仕を する ことがある。 しかし、 こうした 連 
中は、 組織に 参加し ようと もしなければ、 党の 規律に 従おうと もせず、 党から 託された 任務を はたそう ともし 
ない。 また、 こう L たこと から おきる 危険に 身を さらそうと もしない。 ところが、 マルトフ やその 他の メンッ 
X. ビキ は、 こうした 連中を 党員と 認める よう 主張し、 この 連中に 党内の 仕事に たずさわる 権利と 機会を あたえ 
るよう 主張した。 かれらは、 当時 ストラィキに 参加した ものの なかに 非 社会主義者、 無政府主義者、 社会 革命 
党員が いたに も かかわらず、 ストラィキに 参加した ものは だれでも 自分を 勝手に 党に 「編入」 する 権利が ある 
とさえ 主張した。 

マルトフ 派が のぞんで いたのは、 レーニ ンや レーニ ン派が 大会で 目 ざした ような、 しっかりと 一つに 結びつ 
いた 戦闘的な 厳密な 組織を もった 党ではなくて、 種々 雑多な 要素を ふくむ、 分散 的な 無定形の 党であった。 こ 
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うした 党は、 種々 雑多な 要素を ふくみ、 かたい 規律を もちえない という こと だけから でも、 戦闘的な 政党と な 
る ことは できな かった。 だが、 動揺 的な イス クラ 派が 確固と した イス クラ 派からは なれて、 中間派と 同盟を む 
すんだ うえに、 公然たる 日和見主義 者が それに 合同し 戈た め、 マルトフは この 問題で 優位を しめる ことと なっ 
た。 大会では、 規約 第一条の 採決に あたって、 賛成 二 十八 票、 反対 二十 二 票、 棄権 一票で、 マルトフの 提起し 
た 第一条の 定式で 採択され た。 

規約 第一条の 問題で イス クラ 派に 分裂が おきてから、 大会での 闘争は ますますは げしくな った。 大会が いよ 
いよ 終わりに 近づき、 全 党の 指導 機関 —— c 兄 中央 機関紙 (『イス クラ』) 編集局と 中央委員会を 選出す る ことに 
なった。 ところが、 大会が 選挙には いるまえ に、 いくつかの 事件が おこって、 大会での 力関係が かわった。 

党規 約に 関連して、 大会は ブンドの 問題に も 取りく まなければ ならなかった。 ブンドは、 党内で 特殊な 地位 
を 手に いれようと していた。 かれらは、 ロシア 各地の ユダヤ人 労働者の 唯一の 代表と 認められる ことを 要求し 
ていた。 ブンドの この 要求を うけいれ ると 党 組織の 内部で 労働者を 民族 別に 区分す る ことにな り、 労働者階級 
の 統一的、 階級 的な 地域 別 組織を 拒否す る ことになる。 大会は ブンド 派の こうした 組織 問題での 民族主義 的 立 
場を しりぞけた。 そこで、 ブンド 派は 大会から 出て いった。 二人の 「経済 主義者」 も、 かれらの 在外 同盟を 大 
会が 党の 在外 代表と 認めなかった ため、 大会から 出て いった。 

七 人の 日和見主義 者が 大会から 出て いったので、 力関係は レ 1 1 ン 派に 有利に かわった。 

党 中央 機関の 構成は、 レーニ ンが はじめから もっとも 重視して いた 問題であった。 レ丨- ーン は、 確固と し 
た、 徹底した 革命家を 中央委員会に 入れる 必要が ある、 と 主張した。 マルトフ 派は、 日和見主義の 動揺 分子に 
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中央委員会で 1 をし めさせようと した。 大会の 多数は、 この 問題で レーニ ンの 意見を 支持 L た。 中央委員会 
に 選出され たのは、 レーニ ンを 支持す る 人び. とで あった。 

レ ー ニンの 提案に もとづいて、 『イス  >ラ』 の 編集局には、 レ J ニ ン、： ブレハ I ノフ 、マルトフの 三人が 選 
ばれた。 マルトフは、 『イス クラ』 の 旧 編集 委員 六 人を ぜんぶ、 『イス クラ』 の 編集 委員に 選ぶ よう、 大会に 
要求した。 それは、 そのうちの 大多数が マルトフの 支持者だった からで ある。 大会は 多数を もってこの 提案を 
否決し、 レーー ーンの 提案した 三人が 選ばれた。 そこで、 マルトフは、 中央 機関紙 編集局には はいらない、. と 声 
明した。 

こうして、 大会は、 党 中央 機関の 問題での 投票に よって、 マルトフ 派の 敗北と レーニ ンの 勝利を 確かな もの 
にした 0 

このと き 以来、 大会の 選挙で 多数の 票を 獲得した レ 丨- ーンの 支持者は ボリ シ X. ビキ 、少数の 票し か 獲得で き 
なかった レー ーー ンの 反対者は メンシェビキと 呼ばれる ようになった。 (訳注： ボリ シヱ ビキは 多数派、 メンシ 
X ビキは 少数派の 意味で ある) 

第二 回 党大会の 活動を 総括す ると、 つぎの ような 結論が えられる。 

(一)  大会は、 「経済 主義者」 すなわち 公然とした 日和見主義にたい する マルクス主義の 勝利を 強固に した。 

(二)  大会は、 綱領と 規約を 採択し、 社会民主党を 創立して、 統一的な 党の 枠組みを うちたてた。 

(三)  大会は、 組織的で 重大な 意見の 相違が ある ことを あきらかにした。 このため、 党は ボリ シ * ビ キとメ 
ンシ H ビキ という •二 づの 部分に 分かれた 〇  -C のうち、 前者は 革命的 社会民主党の 組織 原則を 堅持し、 淤 者は 組 
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織 上の 分散 性の 泥沼、 日和見主義の 泥沼に 落ち こんでいった。 

(四)  大会は、 新しい 日和見主義、 つまり メンシ ュビキ が、 党に ょってす でに 粉砕され た ふるい 日和見主義 
者、 つまり 「経済 主義者」 にと って かわりつつ ある ことを しめした。 

(五)  大会は、 組織 問題の 分野で 任務を はたす ことができず、 動揺を みせ、 ときには メン シヱ ビキに 優勢を 
ゆずっ. たこと さえ あった。 大会が 終わる ときにはい くら か 立ちなおっ たとは いえ、 やはり、 組織 問題に おける 
メンシェビキの 日和見主義を あばきだす ことができず、 また かれらを 党内で 弧 立させる ことができなかった だ 
けで なく、 こうした 任務を 党に 提起す る こと もで きなかった。 

この 最後の 点は、 ボリ シ H ビキと メンシ ヱ ビキ との 闘争が、 大会 後 おさまらなかった だけでは なく、 かえつ 
ては げしく なって いった おもな 原因の 一つで も ある。 


四、 第二 回 大会 後に おける メンシェビキ 首脳の 分裂 行為と 党内 闘争 
の 先鋭化  メンシェビキの 日和見主義  レ ーー ーンの 著書 『一 
歩 前進、 二 歩 後退』  マルクス主義 党の 組織的 基礎 

第二 回 大会の あと、 党内 闘争は いょいょ するどく なった。 メンシェビキは、 第二 回 大会の •決議を ふみにじ fi 


り、 党 中央を のっとろう として、 全力を あげた。 メンシ H ビキ は、 『イス クラ』 編集局では 多数、 中央委員会 
では ボリシ H ビキと 同数になる よう、 かれらの 代表を 編集局と 中央委員会に いれる ことを 要求した。 それは、 
第二 回 大会の 決議と 根本的に あいいれない こと だから、 ボリ シヱ ビキは メンシェビキの 要求を 拒否した。 そこ 
で、 メンシ H ビキは 党に かくれて、 マルトフ、 トロ ッキ I、 アク セリ ロ ー ドを はじめと する かれらの 反 党 分派 
組織を つくり、 マルトフ も かいている ように 「レ ーニン 主義に 反対す る褰 動を 起こした」。 かれらが 党にたい 
する 闘争 手段と して 選んだ のは、 「すべての 党 活動を 攪 乱し、 事務を 妨害し、 あらゆる ものに ブレ ー キを かけ 
る こと」 (レー ニ ンの 言葉に よる) であった。 かれらは ロシアの 実際 活動から かけ 離れた 在外 知識 分子が 九 割 
を しめていた 「ロシア 社会民主主義 者 在外 同盟」 に 立て こもり、 そこから 党、 レ！ ニ ン 、レー ニ ン 派に 砲火を 
あびせは じめ た。 

ブレハ ーノフ は、 メンシェビキに 大いに 手を かした。 第二 回 大会では、 プレハ ーノフ は レーニ ンの 側に 立っ 
ていた。 しかし、 第二 回 大会 後、 プレハ ーノフ はメン シヱ ビキの 側からの 分裂の おどかしに 胆を つぶした。 プ 
レ ハ ー ノフ は、 是が非でも メンシェビキと 「和解」 しようと 決意した。 プレ ハ— ノフが メンシ 1 ビキの 側に 引 
きずり こまれた のは、 かれ 自身が 前々 から もっていた 日和見主義 的 誤りの 重荷であった。 日和見 主義者 メンシ 
ヱ ビキ との 調停 派であった プレ ハ— ノフ は、 またたくまに、 自分自身が メンシェビキに かわって しまった。 プ 
レ ハ ーノフ は、 大会で しりぞけられた メンシ * ビキの 編集 委員を、 全員、 『イス クラ』 の 編集に いれる よう 要 
求した。 レーニ ンが これに 同意で きなかった のは、 もちろん である。 レー ニンは、 『イス クラ』 編集局を 去っ 
た。 それは、 党 中央委員会での 地盤を かため、 この 陣地から 日和見主義 者に 打撃を くわえる ためであった。 プ 
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レ ハ ー ノフ は、 大会の 意志に そむいて、 自分勝手に、 メンシ * ビキの 前編 集 委員を 『イス クラ』 編集局に 追加 
した。 メンシェビキが 『イス クラ』 を その 機関紙に かえ、 『イス クラ』 を 通じて その 日和見主義 的 観点を 宣伝 
する ようになった のは、 このと き、 つまり、 『イス クラ』 第五 十二 号からで ある。 

このと き 以来、 党内では、 レ ー -I ンのボ リシ X ビキ的 『イス クラ』 を 旧 『イス クラ』 とよび、 メンシェビキ 
の 日和見主義 的 『イス クラ』 を 新 『イス クラ』 とよぶ ようになっ た。 

メンシ H ビキの 手に うつって から、 『イス クラ』 はレー ニンに 反対し、 ボリ シ ヱ ビキに 反対す る 機関紙、 と 
り わけ 組織 問題の 分野で メンシ ュ ビキの 日和見主義 的 観点を 宣伝す る 機関紙と なった。 メンシェビキは 、「経 
済 主義者」 が ブンド 派と 結びついて、 『イス クラ』 紙上で、 かれらの いわゆる レーニ ン 主義にたい する 犬々 的 
な 攻撃を はじめた。 ブレハ ーノフ は、 調停 主義の 立場に とどまる ことができず、 やがて 自分 もこの 攻撃に くわ 
わった。 日和見主義 者との 調停を 主張す る ものは、 自分自身が 日和見主義に 転落し なければ ならない I これ 
は 必然の なりゆき である。 新 『イス クラ』 の 紙面は、 ぞくぞくと 発表され るつ ぎの ような 声明 や 論文で うずめ 
つくされた。 すなわち、 党は 組織され た 全体であって はならない。 党内には、 党 機関の 決議に 従わなくて もよ 
い 自由な グルー プや 個人の 存在を ゆるすべき である。 党に 同情して いる どの 知識 分子に も、 「それぞれの スト 
ラ イキ 参加者」 、「それぞれの デモ 参加者」 と 同様、 自分から 党員と 名のる 権利を あたえるべき である。 党の す 
ベての 決定に 従うよう 要求す るのは、 「形式的 官僚主義 的」 態度で ある。 少数に 多数への 服従を 要求す るのは、 
党員の 意志を 「機械的に 抑圧す る」 ものである。 —— 指導者た ると | 般党員 たると をと わず、 すべての 党員に 
同じように 党の 規律への 服従を 要求す るのは、 党内に 「農奴 制 を 設ける ものである。 党内で 「われわれ」 
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に 必要な のは、 集中 制では なく、 個々 の 党員 や 個々 の 党 組織に 党の 決定を 遂行し なくても よい 権利を あたえる 
無政府主義 的 「自治 制」 である。 

これは、 組織 上の 放漫 性 や、 党 性、 党規 律の 破壊を 無軌道に 宣伝す る もので あり、 知識 分子の 個人主義を 賛 
美す る もので あり、 無政府主義 的に 無規律を 弁護す る ものである。 

メンシ H ビキは あきらかに、 党を 第二 回 大会から、 組織の 分散 性、 派閥 主義、 手工業 性へ とひき もどした の 
である。 

メンシェビキにたい しては、 断固たる 反撃を あたえる 必要が あった。 

レ i ーン は、 一九 〇四年 五月に 出版した 名著 『一歩前進、 二 歩 後退』 で、 かれらに そうした 反撃を くわえ 
た。 

以下に かかげる のは、 レーニ ンが この 著書で 展開した 基本的 組織 原則で、 のちに ボリ シ X. ビキ 党の 組織的 基 
礎と なった ものである。 

(一) マルクス主義 党は、 労働者階級の I 部分で あり、 その 一 部隊で ある。 しかし、 労働者階級には、 多く 
の 部隊が ある。 だから、 労働者階級の あらゆる 部隊が 労働者階級の 党と よばれる わけでは ない。 党が 労働者 階 
級の その他の 部隊と 違って いる 点は、 なにより もまず、 党が 普通の 部隊ではなくて、 労働者階級の 先進 的 部 
隊 、意識的 部隊、 マルクス主義 的 部隊で あり、 社会生活の 知識、 社会生活の 発展 法則の 知識、 階級闘争の 法則 
の 知識に よって 武装され、 したがって また、 労働者階級を みちびき、 その 闘争を 指導す る 能力が ある、 という 
点で ある。 だから、 部分と 全体と を 混同して はいけ ない のと 同じように、 党と 労働者階級と を 混同して はいけ 
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ない。 また、 ストライキ 参加者の だれもが 自分勝手に 党員 だと 名のって いい、 などと 要求す る ことは ゆるされ 
ない。 なぜなら、 党と 階級と を 混同す る ものは、 党の 意識 水準を 「それぞれの ストライキ 参加者」 の 水準に ま 
で ひきさげ、 労働者階級の 先進 的、 意識的 部隊と しての 党の 役割を 破壊して しまう からで ある。 党の 任務は、 
その 水準を、 「それぞれの ストライキ 参加者」 の 水準にまで ひきさげる ことでは なく、 労働者 大衆を、 「それ ぞ 
れの ストライキ 参加者」 を、 党の 水準にまで ひきあげる ことに ある。 

レーニ ンは 、つぎのょうに かいている。 

「われわれは、 階級の 党で ある。 だから、 ほとんど 全 階級が (戦争のと き、 国内 戦争の時 代には、 完全 
に 全 階級 さえ もが)、 わが 党の 指導の もとに 行動し、 できるかぎり ぴったりと わが 党に ついて こな けれ 
ばなら ない。 しかし、 もしも、 資本主義 制度の もとで も、 いつかは、 ほとんど 全 階級が、 もしくは 全 階 
級が、 その 先進 部隊、 つまり、 その 社会民主党の もつ 自覚 性と 積極性にまで たかまる ことができ ると 考 
えるなら、 それは、 マニ ロフ 精神で あり、 『追随 主義』 である (訳注： マニ ロフ 精神は、 ゴ I ゴリの 長 
編 小説 『死せ る 魂』 にで てく る 人物 マ-一ロ フから とった もので、 ばかげた 妄想に ふけって ばかりい る こ 
と)。 資本主義の もとでは、 労働組合 組織 (おくれた 層の 意識で も、 かなりた やすく うけいれられる、 
ょり 初歩 的な 組織) です らも、 ほとんどす ベての、 もしくはす ベての 労働者階級を、 包括す る ことは で 
きない。 この ことにつ いて、 もののわかった 社会民主主義 者で 疑いを いだいた ものは、 これまで ひとり 
もい なかった。 先進 部隊と、 それに ひきつけられて いるすべ ての 大衆との 違いを わすれる こと、 ます ま 
す ひろまって いく 層を この 先進 的 水準にまで ひ t- あげる という 先進 部隊の 不断の 義務を わすれる こと 
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は、 ただ 自分を あざむき、 われわれの 任務の 大きさに 目を とじ、 これらの 任務を せばめる ことに ほかな 
ら ない。」 (レ ーニン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

(二) 党は、 労働者階級の 先進 的、 意識的 部隊で ある ばかりでなく、 同時に また、 労働者階級の 組織され た 
部隊で も あり、 党員が 守らなくて はならない 規律を もっている。 だから、 党員は、 かならず 党内の 一組 織の 成 
員でなくて はならない。 もし 党が 階級の 組織され た 部隊で もなければ、 組織的 体系で もな く、 自分勝手に 党員 
と 名のりは する が 党の どの 組織に も 参加せ ず、 したがって 組織され て おらず、 また 党の 決定に したがう 義務 も 
もたない という、 こうした 連中の たんなる 集まりに すぎないなら、 このような 党は、 永遠に 統一した 意志を も 
つ ことができず、 永遠に 党員の 行動の 統一を 実現す る ことができない。 したがっ て、 このような 党は、 労働者 
階級の 闘争を 指導す る 可能性 ももたないで あろう。 党は、 全 党員が 意志の 統一、 行動の 統一、 規律の 統一に よ 
っ て 団結した 統一的な 共同 部隊に 組織され たば あいには じめ て、 労働者階級の 闘争を 実際に 指導し、 労働者 階 
級を 一つの 目標に むける ことができ るので ある。 

メンシ X ビキ は、 これに 反駁した —— そうなる と、 多くの 知識 分子、 たとえば 大学教授 や 大学生、 中学生な 
どは、 党の そとに とりのこされる だろう。 かれらは、 党の 規律に たえられない か、 あるいは プレハ ーノフ が 第 
二回 大会での ベた ように、 「なんらかの 地方 組織には いるのは、 自分の 顔に 泥を ぬる こと だ」 と 考えて いるた 
め、 党内の なんらかの 組織には いる ことを 望まない からで ある、 と。 しかし、 メンシェビキの こうした 反駁 
は、 語る に 落ちる ものである。 それと いうの も、 党は、 党規 律に たえられなかったり、 党 組織への 加入を おそ 
れた りする ような 党員を、 必要と しないから である。 労働者は、 規律 や 組織を おそれない ので、 党員と なる 決 
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意を すれば、 よろこんで 組織には いってく る。 規律 や 組織を おそれる のは、 個人主義 的な 気分を もつ 知識 分子 
であり、かれら'はたしかに党のそとにとりのこされるであろう。しかし、それは、きわめて結構なことであ 
る。 なぜなら、 ブル ジョア 民主主義 44^ の 高揚が はじまりつつ ある 現在、 動揺 分子が 党内へ 殺到す る 現象が と 
くに ひどくな ってい るが、 それを 党は まぬがれる ことができる からで ある。 

レ I ニンは、 つぎのように かいている。 

「党は、 組織の 総計 (しかも、 たんなる 算術 的な 総計では なく、 集合体) でなければ ならない とわたし 
がいう ばあい、 …… わたしは、 それによ ってつ ぎの ような 自分の 希望と 要求と を、 きわめて 明確 かつ 的 
確に いいあらわして いるので ある。 つまり、 階級の 先進 部隊と しての 党は、 できるだけ よく 組織され た 
ものである こと、 また 党は、 たとえ 最低 ® • にもせ よな) らかの 組織 性 ^ • うけいれる 分子 だけを 加入 させ 
る こと、 これで ある …… 0 」 (レー ーー ン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

さらに、 

「口先では、 マルトフの 定式は、 プロレタリア 階級の 広範な 階層の 利益を 擁護して いるが、 実際には、 
この 定式は、 プロレタリア 階級の 規律 性と 組織 性を おそれる ブル ジョ T- 階級の 知識 界の 利益に 奉仕す る 
ものである。 現代 資本主義 社会に おける 特別の , 層と しての 知識 界が 、一般的、 全体 的に みて、 まさに 
個人主義の 特徴を もち、 規律 や 組織を うけいれる ことので きない ものである ことは、 だれ 一人と して 否 
定 する ものが いない。」 (レ 11 ン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

さらに また、 
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「プロレタリア 階級は、 組織 や 規律を おそれない。 …：. プ a レ タリア 階級は、 組織に 加入す る ことを 
のぞまない 大学教授 連 や 中学生 諸君が 党 組織の 監督 下で 活動した という こと だけで、 かれらを 党員と し 
てみ とめようと 気を もんだり はしない。 …… 組織 や 規律の 面で 自己 教育に かけて いるものは、 プロ レタ 
リア 階級ではなくて、 わが 党内の 一部の 知 i 分子で ある。」 (レ 丨- ーン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

(三) 党は、 たんに 組織され た 部隊で ある ばかりでなく、 労働者階級の その他す ベての 組織の なかの 「最高 
の 組織 形 磬 であり、 労働者階級の その他す ベての 組織を 指導 するとい う 使命を もっている。 党は、 先進 的な 
理論 や 階級闘争の 法則に ついての 知識、 さらには 革命運動の 経験に よって 武装され た、 その 階級の 優秀 分子で 
構成され ている 最高の 組織 形態で あるから、 労働者階級の その他す ベての 組織を 指導す る ことが 十分に できる 
し、 また 指導す る 義務が ある。 メンシ H ビキ は、 党の 指導 的 役割を 引き さげ、 ひくめようと はかっ ている が、 
それは、 党の 指導す る その他の すべての プロレタリア 階級の 組織を よわめる ことにな り、 したがって また、 プ 
ロレ タリア 階級を よわめ、 その 武装を 解除させる ことになる。 なぜなら、 「ブロ レ タリア 階級は、 権力を めざ 
す 闘争に おいて、 組織の ほかには、 なんらの 武器 ももたない」 からで ある。 (レ I- ーン 『一歩前進、 二 歩 後 
退』) 

.(四) 党は、 労働者階級の 先進 部隊と 労働者階級の 何百 何千 万の 大衆との 結びつきを 体現した ものである。 
党は どんなにす ぐれた 先進 部隊で あり、 どんなに よく 組織され ていたと しても、 もし 非 党員 大衆と 結びつか 
ず、 この 結びつきを ふやさず、 かためないなら、 やはり 生存し、 発展す る ことは できない。 もし 自分の 殼にと 
■,1: こもり、 大衆から かけはなれ、 自分の 階級との 結びつきを うしない、 さらには この -M びつ きをよ わめる よう 
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な ことまで するなら、 党は 大衆の 信頼と 支持を うしなわざる をえず、 したがって また、 滅亡を さけられないで 
あろう。 もし 充実した 生活を おくり、 発展を つづけようと するなら、 党は 大衆との 結びつきを 強め、 自分の 階 
級の 何百 何千 万の 大衆の 信頼を えなければ ならない。 

レー ニンは、 「社会民主党で あるた めには、 ほかならぬ 階級の 支持を 獲得し なければ ならない。」 (レ 
丨- ーン 『一歩前進、 二 歩 後退』) といっ ている。 

(五) 正しく 行動ん、 計画的に 大衆を 指導す るには、 党は、 集中 制の 原則に もとづいて 組織され なければ な 
らず 、統一的な 規約を もち、 統一的な 党規 律を もち、 統一的な 指導 機関 一 ^ 大会で あるが、 大会と 大会の あ 
いだには 党 中央委員会 である —— を もち、 少数は 多数に、 個々 の 組織は 中央に、 下級 組織は 上級 組織に それ ぞ 
れした がわなければ ならない。 これらの 条件がなければ、 労働者階級の 党は、 真の 党と なること がで きず、 階 
級を 指導 するとい ゲ 自己の 任務を はたす ことができない。 

もちろん、 当時、 党は ッァ ー 専制 制度の 条件の もとで 非合法の 地位に おかれて いたから、 党の 組織を 下から 
の 選挙に もとづいて 建設す る ことは できない。 そのため、 党は ひじょうに 秘密 的な 性格を もたざる をえ なか 〇 
た。 しかし、 レーー ーン は、 わが 党の 生活に おける この 一時的な 現象は、 ッァ ー 制度が くつがえされる とすぐ に 
なくなって、 党は 公然とした 合法的な 党に なり、 党 組織は 民主的な 選挙制度の 原則、 民主 集中 制の 原則のう え 
にう ちた てられる であろうと 考えた。 

レ ーニン は、 つぎのように かいている。 

「以前には、 わが 党は、 まだ 正式に 組織され た 全体では なく、 個々 の 部分的な グル I プの 総計に すぎな 
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かった。 だから、 これらの グル ー プの あいだには、 思想 的な はたらきかけの ほかには、 なにも 関係は あ 
り 七なかった。 いまでは、 われわれは 組織され た 党と なった。 つまり、 これは 一種の 権力が つくりださ 
れた こと、 思想の 権威が 権力の 権威に かわった こと、 党の 下級 機関が 党の 上級 機関に したがうよう にな 
ったこと を 意味す る。」 (レ ー ニン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

レ il ン は、 メンシ ヱビキ を、 自己の 頭上に 党の 権力と 規律を 認めようと しない 組織的 虚無主義、 貴族的 無 
政府 主義と 非難し、 つぎのように かいている。 

「この 貴族的 無政府主義は、 Q シアの 虚無主義 者に 特有の ものである。 党の 組織は、 かれらに とって 
は、 怪奇な 『工場』 のように おもわれ、 部分の 全体への 服従、 少数の 多数への 服従は、 かれらに とって 
は、 『奴隸 化』 のように おもわれる …… 。かれらは、 中央の 指導の もとでの 分業と きくと、 滑稽な 悲鳴 
を あげて、 人間を 『歯車 やネジ 釘』 にかえる こと だと 反対す る (かれらは、 なかで も 編集者を 平 i に 
かえる ことは、 とくに 胆を つぶす ほど 驚くべき こと だと 考えて いる)。 かれらは、 党の 組織 規約に 誰かが 
ふれる と、 馬鹿にし きった 顔つきで、 相手を みくだした 小言 (『形式主義 者』 にむ けた) を 吐き、 規約 
など 全然なくても いいの だとい う。」 (レー ニ ン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

(六) 党は、 もし 隊伍の 統一を たもとうと するなら、 その実 際 活動の なかで 統一的な プロレタリア 的 規律を 
実施し、 指導者と 一般 党員との 区別な くす ベての 党員が 同じく 守る ようにし なければ ならない。 したがって、 
党内には、 規律に したがう 必要の ない 「エ リ I 卜」 と、 規律に したがう 義務の ある 「非 エ リ ー ト」 との 区別な 
どは、 あっては ならない。 こうした 条件がなければ、 党の 全 一 性と その 隊伍の 統一 性を たもつ ことは できな 
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レーニ ン はつぎの ように かいている。 

「マルトフ とその 仲間には 大会の 任命した 編集局に 反対す る、 道理に かなった 論拠が まったくな いと 
いう こと —— これは、 「われわれは 蟲 奴では ない！」 という かれらの ひとことが、 もっ ともよく 物語っ て 
いる …… ここには、 ブル ジ H ア 階級の 知識 分子の 心理が、 ひじょうに はっきりと さらけだされて いる。 
かれらは、 自分を、 大衆 組織 や 大衆 規律を 超越した 「H リ ー ト」 だとみ なして いる。 …… 知識 分子の 個 
人 主義に とっては …… プロレタリア 階級のから ゆる 組織 や 規律が、 どれ も 農奴 制度の ようにみ える ので 
あろう。」 (レ 1 ーン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

さらに 

「われわれの 真の 党が つくりあげられる のに つれて、 意識の 高い 労働者は 、プロレタリア 階級 軍の 戦 
士の 心理と、 無政府主義 的 言辞を ひけら かす ブルジ ョア 階級の 知識 分子の 心理と を 見 わける ことを 学び 
とらなければ ならず、 また、 一般 党員 だけでなく、 『上層の 人び と』 にも 党員の 義務を はたす よう 要求 
する ことを 学び とらなくて はならない。」 (レ 丨- ーン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

レ 11 ンは 、意見の 相違に ついての 分析を 総括して、 メン シヱ ビキの 立場を 「組織 問題に おける 日和見 主 
義」 と 規定す るに あたり、 メンシ ヱ ビズム の 基本的な 罪悪の 一つは、 プ P レ タリア 階級の 解放 闘争の 武器と し 
ての 党 組織の 意義を 過小評価 する 点に ある、 とみな した。 メンシェビキは 、プロレタリア 階級の 党 組織は 革命 
の 勝利に とって 大きな 意義を もつ ものでは ない、 とみて いた。 レー -1 ン は、 メンシェビキに 反対して、 勝利を 
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かちとる ためには、 プロレタリア 階級の 思想 的 統一 だけでは 不十分で あり、 さらに プロレタリア 階級の 「組織 
の 物質的 統一」 によって 思想 的 統一を 「かため」 なければ ならない、 と 考えた。 レーニ ンは 、プロレタリア 階 
級は、 この 条件の もとでは じめ て 無敵の 力と なること がで きる、 と 考えた。 

レ 11 ンは 、つぎのように かいている。 

「プロレタリア 階級は、 権力を めざす 闘争に おいて、 組織の ほかには、 いかなる 武器 ももたない。 ブ 
ル ジョア 世界の 無政府 競争の 支配に よって 分散 させられ、 資本の ための 奴隸的 労働に よって おし ひしが 
れヽ まったくの 貧困と 野蛮と 退化の 「どん底」 にた、 えず 投げ こまれて いる プロレタリア 階級は、 マルク 
ス 主義の 原則に よる 思想 的 統一が、 何百 何千 万の 勤労者を 労働者階級の 大軍に 結集させる 組織の 物質的 
統一に よってう ちかた めら れて はじめて、 無敵の 力と なること がで きる し、 また かならず そうなる であ 
ろう。 この 大軍を 前にして は、 ロシアの ッ ァ1 専制 制度の 老衰した 権力 も、 また 国 S 本の 老衰しつつ 
ある 権力 も、 もちこたえる ことができない ので ある。」 (レー ニン 『一歩前進、 二 歩 後退』) 

レ ー -I .ン は、 このような 予言 的 言葉で その 著作を 結んで いる。 

これが 名著， 『一歩前進、 二 歩 後退』 のなかで レーニ ンの 展開した 基本的な 組織 原則で ある。 

この 著書の 意義は、 なにより もまず、 それが、 派閥 主義に 反対して 党 性を まもり、 携乱 者に 反対して 党を ま 
もり、組織問題におけるメンシ*ビキの日和見主義を粉砕し、ボリシヱビキ党の組織的基礎をおいた、という 
点に ある。 

しかし、 この 著書の 意義は それにと どまらない。 その 歴史的 意義は、 レ 11 ンが この 本のな かで、 マルクス 
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主義の 歴史上は じめ て 党に ついての 学説を つくりあげ、 党は プロレタリア 階級の 指導 組織で あり、 プロ レ タリ 
ア 階級の 手に にぎられた 基本的 武器であって、 この 武器がなければ 、プロレタリア 階級 独裁の ための 闘争で 勝 
利を おさめる ことができない ことを 説明した 点に ある。 

レ 1-1 ンの 著書 『一歩前進、 二 歩 後退』 が 党の 活動家の あいだに 普及す ると、 多数の 地方 組織が レ ーニ ンの 
まわりに 結集す るよう になった。 

しかし、 各 組織が ボリ シェ ビキ のま わりにます ます^ 3 に 結集 すれば する ほど、 メンシェビキの 指導者たち 
の 行為 も、 ますます あくどくな ってき た。 

一九 〇四 年の 夏、 メンシェビキは、 ブレ ハ— ノフの 援助と、 二 人の 腐敗した ボリ シ ユ ビキ —— クラシン、 / 
ス n フの 裏切りに よって、 中央委員会の 多数を しめる ようになった。 メンシェビキが 分裂を つくりだそうと し 
ている ことは、 すでには っきり していた .0 ボリ シ H ビキ は、 『ィス クラ』 と 中央委員会を 失った あと、 困難な 
立場に たたされた。 自分たち の ボリ シ H ビキ的 新聞を だす 必弯か あった。 新しい 大会、 すなわち 第三 回 党大会 
を ひらいて、 党の 新しい 中央委員会を つくり、 メンシ H ビキと 手を きる 必要が あった。 

この 仕事に 取り かかった のが、 レ I ニ ン であり、 ボリ シヱ ビキ であった。 

ボリ； SH ビキ は、 第三 回 党大会 召集の ための 闘争を くりひろげた。 一九 〇四年 八月、 スィスで、 レー ーーン の 
指導の もとに、 二 十二 人の ボリ シ H ビキの 出席す る 会議が ひらかれた。 この 会議では、 「全 党に うったえる」 
よびかけが 採択され、 第三 回 党大会 召集の ために 奮闘す る ボリ シ X. ビキの 綱領と なった。 

二 11 つの 地： 区 (南部、 ヵフ ヵズ、 北部) で ひらかれた ボリ シ H ビキ 委員会の 代表 会議で、 多数派の 党 委員会 事 
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務局が 選出され、 この 事務局が 第三 回 党大会の 実際の 準備を すすめた。 

一九 〇五年 一月 四日、 ボリ シ * ビキの 新聞 『フぺ リョ ー ド』 〔前進〕 の 創刊号が 出た。 

こうして、 党内には、 ボリシ H ビキ 、メ ンシ H ビキ という 対立した 二 派の 組織が つくられ、 それぞれの 中央 
と 機関紙を もつ ことにな った。 

要  約 

一九 〇一 年から 一九 〇四 年に いたる 期間、 革命的 労働運動の 成長と いう 基礎のう えで、 ロシア 各地の マルク 
ス 主義 社会 民主 組織 も 成長し、 強固に なって いた。 「経済 主義者」 とのねば りづ ょい 原則的な 闞争 のなかで、 

レ I ニンの 『イス クラ』 が おしすすめた 革命 路線は 勝利し、 思想 的 混乱と 「手工業 性」 が 克服され ていった。 

一 T イス クラ』 は、 ばらばらに なって いた 社会民主主義の サ I グルと グル— ブを 結びつけ、 第二 回 党大会を 準 
備 し た。 一九 〇三 年に ひらかれた 第二 回 大会では、 ロシア 社会 民主 労働党が 成立し、 党の 綱領と 規約が 採択 さ 
れ 、党の 中央 指導 機関が うちたてられた。 

第二 回 党大会では、 イス クラ 派の 方針の 決定 勝利を めざして すすめられた 闘争の なかで、 ロシア 社会 民主 労働 
党の 内部に 二つの グル I プが あらわれた。 ボリシ H ビキの グル I プと メンシェビキの グル ー プが それで ある。 

第二 回 党大会の 後、 ボリ シヱ ビキと メンシェビキとの あいだの おもな 意見の 相違は、 組織 問題を めぐって 展 


94 


第 2 章 1901 年 一 1904 年 


開され た。 

メンシ H ビキは 「経済 主義者」 に 接近し、 党内で 経済 主義者の 役を つとめた。 メンシ H ビキの 日和見主義 的 
な 立場は、 そのと きには また 組織 問題の 分野に 現われて いた。 メンシェビキは レーニ ン 型の 戦闘的、 革命的な 
党に 反対し、 分散 的な 無 組織の、 追随 主義 的な 党を つくる ことを 主張した。 かれらは、 党内で 分裂 路線を すす 
めた。 そして、 プレハ ーノフ の 手助けを うけて、 『ィス クラ』 と 中央委員会を のっとり、 これらの 中央 機関を 
利用して、 その 分裂 主義の 目的を はたそうと した。 

メンシ X. ビキ にょる 分裂の 危険を みて、 ボリ シヱ ビキは 分裂 派を おさえつける 方策を とり、 第三 回 党大会 召 
集の ため 地方 組織を 動員し、 自分たち の 機関紙 『フ ベリョ ー ド』 〔前進〕 を 創刊した。 

こうして、 ロシア 第一 次 革命の 前夜、 すでには じ まっていた 日露戦争の 時期に、 ボリ シ H ビキ とメン シ H ビ 
キは 、対立す る 二つの 政治 集団と して 行動す るょう になっ たので ある。 


第三 章 日露戦争と 第一 次 ロシア 革命の 時期に 
知 ける メンシェビキと ボリ シェ ビキ 
(一九 〇四 年— 一九 〇七 年) 

一、 日露戦争  ロシアに おける 革命運動の いっそぅの 高揚  ぺ 
テルブ ルグ Q ストライキ  ー九 〇五年 一月 九日の 冬 宮まえ での 
労働者の デモ  デモ 大衆の 射殺  革命のは じ まり 

一九 世紀の 末い らい、 帝国主義 諸国は、 太平洋の 支配権 確立、 中国 分割の ための 闘争に 拍車を かけは じめ 
た。 ツァー •ロシア も、 この 闘争に くわわった。 一九 〇〇 年、 日本、 ドイツ、 イギリス、 フランスな どの 軍隊 
と 共同して、 ツァー の 軍隊は、 外国 帝国主義に 矛先を むけた 中国人 民の 蜂起に、 かつてみ ない 残酷な 弾圧を く 
わえ た。 これょり さき、 ツ ァー は 中国に せまって、 遼東 半島と 旅 順 港の 要塞を ロシアに 割譲 させて いた。 ロシ 
アは 、中国の 領土に 鉄道を 敷設す る 権利を 獲得した。 ロシアは、 北満に 中東 鉄道を 建設し、 これを まもるた め 
に 軍隊を 進駐 させた。 北満は、 ツァー •  ロシアに ょって 軍事的に 占領され た。 ツア ー 政府の 勢力は、 朝鮮に ま 
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でしの び よった。 P シアの ブルジ ョア 階級は、 満州に 「黄色 ロシア」 をつ くる 計画を たてて いた。 

ッア ー 政府は、 極東の 侵略に あたって、 もう ひとりの 強盗で ある 日本と ぶつかった。 そのころ、 日本は、 急 
速に 帝国主義 国と なり、 やはり 中国を 1 にして アジア 大陸を 侵略し ようとして いた。 ッアー •ロシアと 同じ 
ように、 日本は 朝鮮、 満州を わがものに しようと やっきに なって いた。 日本は、 すでに サハリンと 極東 地区の 
占領を 夢み ていた。 ィギリスは、 極東で ロシアの 勢力が 強まる のを おそれ、 ひそかに 日本を 援助した。 日露 戦 
争は 近づいて いた。 新しい 市場を もとめて いた 大 ブルジ ョア 階級と もっとも 反動的な 地主 層は、 この 戦争に ッ 
ァー 政府を かりたてた。 

日本は、 ッァ ー 政府の 宣戦布告を またず、 機先を 制して 戦争を はじめた。 日本は、 ロシア 国内に すぐれた ス 
パィ 網を もっていた ので、 この 戦いで 敵の 準備が ととのって いない ことを 知っていた。 一九 〇四年 一月、 日本 
は 宣戦布告を しないで、 突如 ロシア 軍の 要塞の 旅 順 港を 襲撃し、 旅 順 港に いた ロシア 艦隊に 大損 害を あたえ 
た。 

こうして 日露戦争が はじまった ので ある。 

ッア I 政府は、 戦争に よって かれらの 政治的 地位が つよまり、 革命は 阻止され る ものと あてこんで いた。 し 
かし、 ッァ— 政府の あては はずれた。 戦争は、 ッ ァ| 政府を、 いっそう ぐらつかせた。 

装備が 貧弱で、 訓練が わるく、 無能で 金に 目の ない 将軍 連に 指揮され ていた ロシア 軍は、 敗北に つぐ 敗北を 
かさねた。 

資本家、 役人、 将軍 連は、 戦争で ボ ロもう けを した。 公金横領が いたるところで おこなわれた。 軍隊への 補給 
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はき わめて わるかった。 砲弾が 不足して いると き、 まるで 人を 小馬鹿に する かの ょうに、 聖像を つんだ 貨車が 
つぎつぎと 軍隊に おくられて きた。 兵士たち は 苦々 しげに いった、 「日本軍は おれたちに 砲弾を うちこん でく 
るのに、 おれたちは 奴ら に 聖像を ぶちこむ のか。」 専用 列車は、 負傷 兵を 運ばないで、 ッァー の 将軍 連が 略奪 
した 財産を 運ぶ のにつ かわれた。 

日本軍は、 旅 順 港の 要塞を 包囲し、 ついで それを 占領した。 かれらは ッァー •ロシア 軍隊を つぎつぎと 擊破 
し、， ついに 瀋陽 付近で これを 粉砕した。 ッァー の 三十 万の 大 軍は、 この 会戦で •、.死傷者と 捕虜 あわせて 十二 万 
を だした。 つづいて、 旅 順 港の 包囲を とくた め バルト海から 派遣され た ッァー の 艦隊 も、 対 馬 海峡で 完全に 粉 
•碎 され、 壊滅した。 対 馬 海峡での， 敗北は、 •完全な 破局を 意味した。 ッァ が 派遣した 二十 隻の 軍艦のう ち、 擊 
.沈、 撃破され たものは 十'- 三 隻 、拿捕され たも •のは. 四隻に ©: ぼった，。 戦争は、 ッァ I  •ロシアの 決定的な 敗北— に 
年； e:? た .〇 •: .  ,.•-々， *■: :  ：：： •. -•: .| :  / 

女 ァ ー 政府は、 やむな C 日本と 屈辱的な 講和条約を 結んだ。 日本は、 朝鮮を 占領し、 ロシアの 手から 旅 順と、 
サバ .9 シの 半分を うばい どった。.- •. ._、  , 
'人民 大衆は、 こ. •の 戦争を のぞんで いなかった し、 この 戦争が ロシアに 有害な ことを 知っていた。 ッァー •口 
シアが たちおくれ t い. たた. め、. 人民は 障い 代価を i わな-ければ ならなかった。  - 
ボリ- シ H ビキ とメン シ H ビキは 、この 戦争に た： いし -t ちがっ. た 態度を とった。 

トロ ッキ ー を もふく. め. てメン シ H ビキは 、祖国 防衛 論の 立場、 つまり、 ッァ ー や 地主、 資本家の 「祖国」 
防衛 するとい ヶ •立場に 転落 L ていた。 ::: ;• r:\: 
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レ 11 ンとボ リシ H ビキ は、 これとは 反対に、 この 略奪 戦争で ッ ァ I 政府が 敗北 すれば、 ッ ァ I 制度が 弱ま 
り、 革命が 強まる ことになるから、 それは 有益で あると、 •みていた。  一 

ッァ I 軍隊の 敗北は、 広範な 人民 大衆の まえに ッァー 制度の 腐敗ぶ りを あばきだした。 ッァ ー 制度に むけら 
れた 人民 大衆の 憎 -L みは、 日 ごとに はげ . L くな って いった。 旅 順 港の 陥落は 専制 制度 陥落の はじまり である、 
と レ丨- ーン はかいて いる。 

ッ T I は、 戦争に よって 革命を つぶそうと 考えて いた。 だが、 ッァ ー のえ たものは 反対の 結果であった。 日 
露 戦争は、 革命を はやめた ので ある。 

ッアー •ロシアでは、 資本主義 的 抑圧が、 ッァ I 制度の 抑圧に よって さらに 強められて いた。 労働者は、 資 
本 主義 的 搾取に よる 苦しみ、 苦役 的 労働に よる 苦しみ だけでなく、 全人 民の 無 権利に よる 苦しみを なめてい 
た。 だから、 意識の 高い 労働者は、 都市と 農村の あらゆる 民主的な 人び との、 ッ ァー 制度に 反対す る 革命運動 
を 指導す る ことに 力を いれた。 農民は、 土地が なく、 農奴 制度の 多くの 残り かすに しばりつけられて、 あえい 
でいた。 かれらは 地主 や 富農の ため、 奴隸 のように こきつかわれて いた。 ッァー •ロシア 各 民族の 人民は、 そ 
の 民族と ロシア 民族との 双方の 地主、 資本家から 二重の 抑圧を うけて 苦しんで いた。 一九 〇〇 年から | 九〇三 
年に いたる 経済 恐慌は、 勤労大衆の 苦しみを さらにつ のらせ、 戦争は それを さらには げしく した。 敗戦は ッァ 
丨 制度にたい する 大衆の 憎しみを いっそう かきたてた。 人民の 忍耐 も、 ぎりぎりのと ころまで きていた。 

ここから も あきらかな ように、 の おきる 原因は ありあまる ほど あった。 

一九 〇四年 十二月、 パク ーの労 働 者は、 ボリ シヱ ビキの バター 委員会の 指導の もとで、 しっかり 組織され た 
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大規模の ストライキを おこなった。 この ストライキは 労働者の 勝利に おわり、 労働者と 石油 業者との あいだ 
で、 P シア 労働運動 史上 最初の 団体 協定が 結ばれた 0 

パク ーの ストライキは、 後 カフ カズと ロシアの 多くの 地区に おける 革命運動の 高揚の 口火を ぎった。 

つ ハク ー の ストライキは、 全 P シアに わたる 一月から 二月に かけての かがやか しい 進出の 合図と な 〇 
た。」 (スタ ー リン) 

この ストライキは、 偉大な 革命の あらしの おとずれを つげる 稲妻の ょうな ものであった。 

I 九 〇五年 一月 九日 (新暦 二十 二日) のべ テルブ ルグ での 事件は、 革命の あらしの はじまりであった。 

一九 〇五年 一月 三日は ぺ テルブ ルグ 最大の 工場 —— プチ P フエ 場 (現在の キ 1P フエ 場) で ストライキが は 
じ まった。 この ストライキの 原因は、 工場が 四 人の 労働者を 解雇した ことに あった。 プチ ロ フエ 場の スト ライ 
キは 、急速に ひろがって いき、 ベ テル ブルダの その他の 工場 も つぎつぎと これに くわわった。 ストライキは、 
ゼネストと なった。 運動は、 すさまじい 勢いで もりあがった。 ッ ァー 政府は、 運動を 最初のう ちに おしつぶ そ 
うとした。 

一九 〇四 年、 プチ P フエ 場の ストライキの まえに、 蝥察 機関は、 挑発 者の 司祭 ガボンを 手先に つかって、 労 
働 者の あいだに 「ロシア エ場 労働者 会議」 という 御用 団体を つくった。 この 団体は、 ベ テル ブルダ のす ベての 
地区に 支部を もっていた。 ストライキが はじまった とき、 司祭 ガポンは、 かれの 「会議」 の 集会で 挑発的な 計 
画を 提案した。 すなわち、 一月 九日に 全 労働者が 集まり、 教会 旗と ッァー の 肖像と を かかげて 冬宮で 平和的に 
行進し、自分たちの苦しみをうったえた請願書をッァーにささげょう。そうすれば、ッァーは人民の前にで 


101 


て、 人民の 要求を きき、 この 要求を 満足 させて くれる であろう、 というの である。 ガポンは、 ッァー の 秘密替 
察に手をかして、労働者射殺の慘事をひきおこし、労働運動を血の海にほうむりさろうとした。しかし、替察 
の 計画は ッァ I 政府 反対へ と 転ずる ことにな った。 

請願書は、 労働者の 集会で 討議 ざれ、 そこで 書きた され、 訂正され た。 これらの 集会では、 ボリ シ X. ビキも 
演説した が、 自分が ボ从シ H ビキ であると、 公然とは 名のらなかった。 かれらの 影響に よって、 請願書に. は、 
言論 出版の自由、 労働者の 結社の自由、 ロシアの 国家 制度を かえるた めの 憲法 制定 会議の 召集、 法律の まえで 
のす ベての 人民の 平等、 国家からの 教会の 分離、 戦争の 停止、 八 時間 労働 制の 制定、 土地を 農民へ、 などの 要 
求が かきいれられた。 

ボリ シヱ ビキ は、 これらの 集会での 演説で、 自由は ッァー への 請願な どで えられる もので なく、 武器を 手に. 
してう ばいと る もの だ、 と 説明した、 ボリ シ H ビキ は、 労働者は 射殺される だろう、 と替告 した。 だが、 冬宮 
への 行進を やめさせる ことは できなかった。 まだ、 かなり 多くの 労働者が、 ッァー は、 自分たち を 助けて くれ 
るだろう、 と 信じて いた。 運動は、 すさまじい 勢 V-V で 大衆を とらえた。 

ベ テルブ ルグの 労働者は、 請願書に つぎのように かいた。 

「わ. たしたち ベ •テル、 ブルダの 労働者は、 わたしたちの 妻 や 子供、 年老いた 両親と とも ^. 正義と 保護 •を 
もとめて 陛下の もとにまい りました 。わたしたちは、 生活の くるしみに あえぎ、 抑圧され、 た £• きれな 

.い 労働を せおわされて います。 あざむかれ、 辱 しめられ、 人間ら しい 扱いを うけてい ません。 . わ 

たしたち は、 どれ だけ 耐え忍んで きた かわかり ません が、 しかし、 わたしたちは ますます 貧困と 無 権利 
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と 無知の 泥沼に 追い落とされ、 専横と 暴政に おし ひし がれて います。 …… もうこれ 以上 我慢で きな くな 
りました。 ついに おそろしい 瞬間が やってきました。 わたしたちに とっては、 たえがたい 苦しみを つづ 
ける よりも、 むしろ 死を えらぶ 方が よいと 思われる ような 恐し い 瞬間が とうとう やっ. てき t' した 1.! 

一九 〇五年 一月 九日の 早朝、 労働者たち は、 当時 ッァ 1 か 住んで いた 冬宫に むかって 行進した。 労働者たち 
は、 妻子 や 老人 もつれ、 一家を あげて ッァー のと ころに むかった。 かれらは、 ッァー の 肖像と 教会 旗を かかげ 
賛美歌を うたい、 武器を もたずに 行進した。 街頭に でた 人は 十四 万人を こえた。 

ニコラィ ニ世は、 敵意を もって かれらを 迎えた。 かれは、 武器を もたない これらの 労働者を 射殺す るよう 命 
令した。 この 日 ッァー の 軍隊の ため、 千 人 以上の 労働者が 殺され、 二 千 人 以上の 労働者が 傷ついた 。ベ テルブ 
ル ダの 街頭は、 労働者の 血で あけに そまった。 

ボリ シヱ ビキは 労働者たち とともに 行進した。 かれらの 多くは 殺され、 捕えられた。 ボリ シ H ビキ は、 す 
ぐ、 労働者の 血で そまった 街頭で こうした 暴虐 行為の 張本人は 誰で あるか、 奴ら とたた かう には どうすべき か 
を 労働者たち に 説いた。 

一月 九日は、 「血の 日曜日」 とよ ばれる ようになった。 労働者は、 一月 九日に 血の 教訓を えた。 この 日、 射 
殺された のは、 ッァ ー にたいする 労働者の 信頼であった。 権利を かくとくす るには 闘争に よる ほかない こと 
を、 労働者は 知った。 九日の 夕方、 各 労働者 地区に バリヶ I ドが きずかれは じめ た。 r ッァ ー が おれたちを 叩 
きのめした の だから、 おれたち もッァ I を 叩きのめ してやる の だ！」 と 労働者たち はいった。 

ッ -T 丨の， 血な まぐ さい 暴挙に ついての 恐ろしい 知らせは、 またたくまに 全国に 伝えられた。 全 労働者階級、 
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全国 人民が、 怒りと 憎しみに もえた。 都市と いぅ 都市で、 労働者たち が ッァー の 罪悪 行為にたい する 抗護 スト 
に 立ち あがり、 自分たち の 政治的 要求を だした。 いまや、 労働者たち は、 「専制 制度 打倒！」 のス P 1 ガンを 
かかげて、 街頭に おどりで るよう になった。 一月 中の ストライキ 労働者の 数は、 四十 四 万人と いう 膨大な 数に 
のぼった。 一力 月間に ストライキに 参加した 労働者の 数は、 これまでの 十 年間の 総数を うわまわった。 労働 運 
動は、 おどろくべき 程度に たかまった。 

P シアでは 革命が はじまった。 


二、 労働者の 政治 ストと デモ  農民の 革命運動の 成長  戦艦 
「ポチョムキン」 の 蜂起 

一月 九日の 事件の あと、 労働者の 革命 闘争は、 いっそう するどい 政治的 性質を もつ ようになった。 労働者は 
経済 スト、 同情 ストから 政治 スト、 デモ 行進へ と 移り、 ところに よっては、 ッァ I 軍隊にたい する 武装 抵抗の 
闘争にまで うつりは じめ た。 ぺ テルブ ルグ 、モスクワ、 ワルシャワ、 リガ、 パク I など、 非常に 多数の 労働者 
が 集中して いる 大都市では ストラィキは とくに 頑強で 非常によ く 組織され ていた。 たたかう プロレタリア 階級 
の 先頭に 立った のは、 金属 労働者であった。 先進 的な 労働者の 隊伍は、 自分たち の ストラィキに よって、 意識 
の 低い 層を ふるいたたせ、 全 労働者階級を 闘争に 立ち あがらせた。 社会民主党の 影響は、 急速に！ H< した。 
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メ  I デ ーの デモ 行進では、 多くの 地方で 大衆と 整 察、 軍隊との あいだに 衝突が おこった。 フルシ ヤワ では 発 
砲の ため、 デモの 大衆から 数百 人に およぶ 死傷者が 出た。 労働者は、 ポー ランド 社会民主党の よびかけに こた 
え、 ゼネストに よって、 ワルシャワでの 射殺に 抗議した。 ストライキと デモは、 五月 中、 一日 もたえ たこと が 
なかった。 ロ シアの 各地で、 ストライキに 参加した 労働者は 二十 余 万に たっした 。パク I、 ル ー ジ 、イワ ノ 
ボ •ボス ネセン スタな どの 労働者は、 ゼネストには いった。 スト 労働者 や デモの 大衆が ツァ ー の 軍隊と 衝突す 
る 事件が、 日 ごとに 多くな った。 オデッサ、 ワルシャワ、 リガ、 ル ー ジ 、その他の 多くの 都市で、 こぅした 衝 
突が おきた。 

ポー ランドの 大工 場 中心地 ルージ では、 闘争が とくには げしく おこなわれた。 ル ー ジの 労働者は、 街頭に 数 
千の バリ ケー ドを きずき、 ツァー の 軍隊と 三日間に わたる (一九 〇五年 六月 二十 二日から 二十四日まで) 市街 
戦を くりひろげた。 ここでは、 武力 行動が ゼネストと 合流 L た。 レー -1 ンは この 戦闘を、 ロシアの 労働者が す 
すめた 最初の 武力 行動と みなした。 

イワ ノボ •ボズネセンスクの 労働者の ストライキは、 夏の ストライキの なかで とくに 目 だっていた。 この ス 
トラ イキは、 一九 〇五年 五月の 末から 八月のは じめ まで、 ほとんど 二 力 月 半 も つづいた。 ストライキに 参加し 
た 労働者は、 七 万に たっし、 そのな かには 多くの 婦人 もま じっていた。 こ. の ストライキは、 ボリ シヱ ビキ 北部 
委員会の 指導した ものであった。 ほとんど 毎日、 郊外の タルカ 川の ほとりで 数千 人の 労働者の 集会が ひらかれ 
た。 これらの 労働者は、 集会で 労働者 自身の 要求に ついて 討議した。 労働者の 集会では、 よく ボリ シヱ ビキが 
演説した。 ストライキを 弾圧す るた め、 ツァ ー 当局は、 軍隊に 労働者を けちらし、 労働者に 発砲す るよぅ 命令 
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した。 敦十 人の 労働者が 殺され、 数百 人の 労働者が 負傷した。 市内には、 戒厳令が しかれた 。しかし、 •労働者 
は 頑張り ' 〇. づけ、 仕事に つく ことを 拒んだ。 労働者と その 家族は、 餓えに さらされた •か、 屈服し なかった。 極 
度に 疲労し き 〇 *:: とき、 ば じめ て 労働者は やむなく 仕事に でた。 ストライキは、 労働者を： きたえあげた。： 勞働 
者 階級は、 こ， の ストライキの なかで、 勇敢で、 ねばり 強く、 断固と して、 力を あわせ - C; たたかを 手本を 示 L 
た。 この ストライキは、 イヮ/ ボ •ボズネセンスクの 労働者に とって 政治 教育の ための 真の 学校と なった。 

イヮ ノボ •ボズネセンスクの 労働者は、 この ストライキのと きに、 全権 代表 ソビエトを つくった。 これは、 
実際には ロシアに おける 最初の 労働者 代表 ソビ H 卜の 一つであった。 

労働者 0-.- 政治 スト ば、 全国を わきたたせた。 農村 も、 都市に つづいて 立ち あがった。 春から 農民の 暴動が は 
じ まった。 農民は、 | 団また は 一団と 立ち あがって 地主に 反対し、 地主の 領地 や 製糖 工場、 酒造場を こわし、 
地主の 邸宅 や 屋敷を やきはらった 4 多くの 地方の 農民は、 地主の 土地を うばいとり、 地主の 森林を 犬々- 的に 伐 
採し、 地主の 土地を 人民に わたす ょう 要求した。 農民は、 地主の 麦 やその 他 各種の 穀物を うばいとって、 餓え 
ている 人び とに 分け あたえた。 ふるえあがった 地主は、 やむなく 都市に 逃げて いった。 ツァ ー 政府は、 農民の 
蜂起を 鎮圧す るた め、 兵士と コ サックを おくった。 軍隊は、 農民に 発砲し、 「張本人」 を 逮捕し、 鞭う ち、 拷 
問に かけた。 しかし、 農民は 闘争を やめなかった。 

農民運動は、 ロシア 中部、 ボルガ川 流域、 後 ヵフ ヵズ、 とくに グル ジヤ で、 日 ましに 広範に 燃え ひろがって 
いった。 

社会民主主義 者は、 ますます 深く 農村には いっていった。 党 中央は、 農民に あてて 「農民の みなさん、 われ 
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われは みなさんに ぅったえる」 といぅ アピー ルを だした。 トゥ ベリ I、 サラトフ、 ポル タゥ、 チ S, ル ニ ゴフ、 
エヵヂ H リノス ラフ、 チ フリス、 そのほか 多くの 地区の 社会民主党 委員会 も、 農民に あてた アビ I ルを だし 
た。 社会民主党 員は、 農村で 集会を ひらき、 農民の サ ー クルを つくり、 農民 委員会を 結成 L た。 一九 〇五 年の 
夏、 •多くの 地方で、 社会民主党 員の 組織した 農業 労働者の ストラィキが おこった。 

L かし、 これは まだ 農民 闘争の ほんのは じ まりであった。 農民運動は わずか 八十 五 郡、 つまり ツァ！  ロシ 
アの ヨーロ ッパ 部分に ある i 数の 七 分の 一 程度に ひろがって いたにす ぎない。 

労働者、 農民の 運動と、 日露戦争での ロシア 軍の たびかさなる 敗北は、 軍隊に その 影響を おょぼした。 ツァ 
I 制度のょり かかって いた この 支柱は ゆらぎは じめ た。 

一九 〇五年 六月、 黒海 艦隊の 戦艦 「ポチョムキン」 に 蜂起が おきた。 この 戦艦は、 当時 オデッサの 近 .. < に 停 
泊して いた。 オデッサの 市内では、 労働者の ゼネストが おこなわれて いた。 蜂起した 水兵は、 最も 憎んで いた 
将校たち を かたづけた あと、 この 戦艦を オデッサに 回航した。 戦艦 r ホ チョ ム キン」 は、 革命の がわに ヶつっ 
たので， ある。  ：： 

レ I ニ ンは 、この 蜂起を 非常に 重視した。 ボリ シエ ビキが この 運動を 指導し、 これを、 労働者、 農民、 地方 
守備隊と むすびつける ことが 必要 だ、 と レーニ ンは 考えた。 

ッ ァー は、 「ポチョムキン」 を 鎮圧す るた めに 軍艦を 出動 させた が、 これらの 軍艦の 水兵は、 蜂起した 自分 
たちの 同志に 発砲す る ことを 拒否した。 数日の あいだ、 戦艦 「ポチョムキン」 の 艦上には 革命の 赤旗が ひるが 
えって いた。 しかし、 一九 〇五年 当時の ポリシ X ビキ は、 その後の 一九 一七 年の 場合と ちがって、 運動を 指導 
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する 唯一の 政党ではなかった。 「ポチョムキン」 には、 多くの メンシ * ビキ 、社会 革命 党員、 無政府主義者が 
いた。 だから、 この 蜂起には、 社会民主主義 者の 一部が 参加して いたに も かかわらず、 まだ 正しい、 十分 経験 
に とんだ 指導がなかった。 一部の 水兵は、 決定的な 瞬間に 動揺した。 黒海 艦隊の そのほかの 軍艦は、 蜂起した 
戦艦 「ポチョムキン」 に 呼応し なかった。 この 革命的 戦艦は、 石炭と 食糧が 不足した ため、 やむなく ルーマ ニ 
ァ 海岸に おもむき、 ルーマ -1 ァ 当局に 投降 L た。 

戦艦 「ポチョムキン」 の 水兵たち の 蜂起は、 失敗に おわった。 のちに ッァー 政府の 手に おちた 水兵は、 裁判 
にか けられ、 一部は 死刑、 一部は 流刑に 処 せられた。 しかし、 蜂起と いう この 事実 そのものは、 きわめて 重要 
な 意義を もっていた。 戦艦 「ポチョムキン」 での 蜂起は、 陸海 軍での 最初の 大衆 的 革命 行動で あり、 ッァー の 
軍隊の 大 部隊が 革命の がわに うつった 最初の 事件であった。 この 蜂起は、 労働者と 農民、 とくに 陸海 軍の 兵士 
大衆 自身に、 陸海 軍が 労働者階級と 結びつかなければ ならず、 人民と 結びつかなければ ならない という 考え 
を、 いっそう はっきりと、 いっそう 切実に 理解 させた。 

労働者が 大衆 的 政治 ストと デモに うつった こと、 農民運動が つよまった こと、 人民が 軍隊、 警察と 武力衝突 
をした こと、 黒海 艦隊で 蜂起が おこっ たこと、 —— こうした すべての ことは、 人民の 武装蜂起の 条件が 熟して 
きている ことを 物語って いた。 こうした 状態に なった ので、 自由主義 的 ブルジョヮ 階級 も 真剣に 行動し なけれ 
ばなら なくなった。 かれらは、 革命を おそれて いたが、 また、 革命を だしにつかって ッァ I を おどしても いた。 
かれらは、 ッァ ー と 取引して 革命に 反対し、 「人民の ために」 わずかな 改良を 要求して、 人民を 「なだめ」 革 
命 勢力を 分裂 させ、 こうす る ことによ って、 「革命に よる 惨禍」 を さけようと していた。 自由主義 的な 地主は、 
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「土地を さいて 農民に あたえなければ なるまい。 そうしな いと、 かれらは わしら を ひきさいて しまう にち がい 
ない」 といった。 自由主義 的 ブル ジョア 階級は、 ツァ ー と 権力を 分担す る 準備を していた。 その 当時、 レーニ 
ンは 、労働者階級の 戦術と 自由主義 的 ブルジ ョア 階級の 戦術に ついて、 「プロレタリア 階級は 闘争して いるが、 
ブル ジョア 階級は 権力を ぬすみとろうと している」 とのべた。 

ッァ 政府は、 ひきつづき 凶悪な 手段で 労働者、 農民を 弾圧した が、 弾圧の 手段 だけでは 革命に 対処で きな 
いこと を 見ない わけには いかなかった。 それで、 ツ ァー 政府は、 弾圧の 手段の ほかに、 柔軟 政策を とる ように 
なった。 つまり、 | 方では、 挑発 者を つかって P シアの 各 民族 人民を 争わせ、 ユダャ 人 虐殺 事件を ひきおこし 
たり、 アルメニア 人と タタ ール 人を 殺し あわせたり した。 他方では、 国民 会議 あるいは 国会と いったた ぐいの 
「代議 機関」 の 召集を 約束し、 立法権を もたせない という 条件で、 その 国会 原案の 作成を 大臣 ブル ィギン に 委 
任した (訳注： 国民 会議 〔ゼム スキ ー •ソボル〕 とは、 一六〜 一七 世紀に 国家の 重要 問題を 政府と 審議す るた 
めにつ くられた 一種の 身分 制 議会。 国会 〔デュ ー マ〕 は、 ツァ！  ロシアの 立法機関で、 反 民主的 選挙法に よ 
って 選出され た)。 こうした 方法を とった の も、 革命 勢力を 分裂 させ、 人民の なかの 穏健な 階層を 革命から き 
りは なすた めであった。 

ボリ シ H ビキ は、 人民 代議制を 愚弄した この 茶番劇を ぶちこ わすた めに、 ブル ィギン 国会の ボィコットを 宣 
言した。 

これに 反して、 メンシ X. ビキ は、 国会を 打ち こわさない ことにき め、 これに 参加すべき だと 考えた。 
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三、 ボリ シ H ビキ とメン シヱ ビキの 戦術 上での 意見の 相違  第三 
回 党大会  レ ーニ ン の 著書 『民主主義 革命に おける. 社会民主党 
の 二つの 戦術』  マルクス主義 党の 戦術 的 基礎 

革命は、 社会の あらゆる 階級を うごきださせた。 革命に よって 国内の 政治 生活に 変動が おこった ため、 これ 
らの 階級は それまでの 居 なれた 地位からは なれ、 新しい 情勢に 応じて 自己を 再編成せ ざるを えなくな った。 ど 
の 階級、 どの 政党 も、 自分たち の 戦術と 行動 路 a 他の 階級にたい する 態度、 政府にたい する 態度を きめる 
ことに 力を いれた。 ッ ァ！ 政府で さえ も、 いわゆる ブ ルィ ギン 国会と いう 「代議 機関」 の 召集を 約束す るかた 
ちで、 政府と しては 異例の 新しい 戦術を たてざる をえなかった。 

社会民主党 も、 自分たち の 戦術を たてる ことが 必要であった。 日 ましに 高まる 革命の 高揚が、 そのこと を 要 
求 L ていた。 当時 プロレタリア 階級の 直面して いた、 一刻 も ゆるがせに できない 実際問題が、 そのこと を 要求 
していた。 つまり、 武装蜂起の 組織、 ッァ— 政府の 打倒、 臨時 革命 政府の 樹立、 また、 この 政府に 社会民主党 
は 参加すべき かどう か、 農民に どのような 態度を とる か、 自由主義 的 ブル ジョナ 階級に どのような 態度を とる 
か、 これが その 問題であった。 社会民主党は、 統一的な、 綿密な マルクス主義 的 戦術を たてる 必要が あった。 •-- 

しかし、 メンシ H ビキの 日和見主義 的 立場と 分裂 策動の ために、 ロシア 社会民主党は、 当時、 二つの 政治 集 
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団に 分裂して いた。 そのと きの 分裂は、 まだ 完全な 分裂と みなす ことは できなかった。 また、 この ことは 二つ 
の 政治 集団 も、 まだ 形式的に . 二つの 異なる 政党ではなかった。 しかし、 #• 際には 二つの 別々 の 党に よく 似て 
おり、 それぞれ 自分たち の 中央と 自分たち の 機関紙を もっていた。 

.どころ が、 メンン ヱ ビキが 党内の 多敫 派との あいだに、 組織 問題での これまでの 意見の 相違の ほか、 さらに 
戦術 問題での 新しい 意見の 相違を つけくわえた ので、 分裂は いっそう 深くな った。 

統一的な 党がなかった ので、 統一的な 党の 戦術 も ありえなかった。， 

このと ぎ、 もしも、 すぐに 第三 回 定期 党大会. を 召集して、 統一的な 戦術を きめ、 大会 決定の. 誠実な 実行と 大 
会 多数派 .0 決定へ. の ： 1& 従々少数派に義務づければ、当時の状態から.ぬけだす道をみ.いだすこ七ができたかも ^ 
れな， かった。 ボリ シ * ビキが メンシェビキに 提起 -L たのは、 こうした 道であった。 しかし、 メン シヱ ビキ は、 
第三 回 大会と いう 言葉を きくこと さえ いやがっ た。 ボリ シ X, ビキ は、 党が 承認し' 全 党員が 実行す るよう な 戦術 
のないままに党をこれ以 ± 放置しておくの.は、罪悪であると考えた.。それで、-第三回党大会吞集の_権を自 
分たち でと る 決意を かためた。  丨 

* 会には、 ボリ シェ ビキ 4' メンシェビキ も、 すべての 党 組織が 招かれた。 しかし、 メンシ H ビキ は、 第三 回 
大会への 参加を 拒否し、 自分たち の 大会を 召集す る ことを きめた。 メンシェビキは、 自分たち のと ころでは、 
代講 員が 少数であった ので、 大会を 会議と よんだ。 しかし、 実際は、 大会、 つまり メンシ ヱ ビキの 党大会で あ 
った。 この 会議の 決定は、 全メン シヱ ビキ がかなら ず 実行し なくて はならない ものであった。 

一九 〇五年 四月、 ロンドンで ロシア 社会民主党 第三 回 大会が ひらかれた。 大会には、 二十の ボリ シヱ ビキ委 
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員 会を 代表す る 二十 四 人の 代議員が 出席した。 大きな 党 組織は、 すべて 代議員を おくった。 

大会は、 メンシ H ビキを 「党の 脱落 部隊」 と 非難した あと、 党の 戦術を きめる 当面の 問題に 移った。 

大会と 同時に、 ジュネ ー ブ では メンシ * ビキの 会議が ひらかれた。 

「二つの 大会 —— 二つの 党」 と、 レ丨- ーンは 当時の 情勢を 規定した。 

大会と 会議は、 どちらも 実際に、 は 同じ 戦術 問題を 討議した が、 両者は、 この 問題に ついて 全く 相反す る 決議 
を 採択した。 大会と 会議で それぞれ 採択され た 二つの 異なる 決議を みれば、 第三 回 党大会と メンシ X. ビキの 会 
議 との あいだ、 ボリ シヱ ビキと メンシ H ビキ との あいだには どのような 深い 戦術 上の 相違が あった かを 知る こ 
とがで きる。 

これらの 意見の 相違の 基本 点は、 つぎのと おりで ある。 

第三 回 党大会の 戦術 路線。 大会は つぎのように 考えた I いまおき ている 革命は、 ブル ジ m ア 民主主義 的 性 
質の革命であり、いまのところ資本主義のもとで可能な範囲をこえることはできないが、しかし、この|の 
完全な 勝利に 関心を もっている のは、 だれより もまず プロレタリア 階級で ある。 なぜなら、 この 革命の 勝利に 
よって、 プ II レ タリア 階級は、 自分自身を 組織し、 政治的に 地位を たかめ、 勤労大衆を 政治的に 指導す る 経験 
と 能力と を 身に つけ、 ブルジ ョア 革命から 社会主義 革命に 移行す る 可能性を もつべき であるから である、 と。 

ブル ジョア 民主主義 f の 4 兀全な 勝利を 見通した プロレタリア 階級の こうした 戦術を 支持で きる のは、 農民 
だけで ある。 なぜなら、 革命の 完全な 勝利な しには、 農民は、 地主を くつがえす こと も、 地主の 土地を 手に い 
れる こと もで きないから である。 だから、 農民は プロレタリア 階級の 本来の 同盟 者で ある。 
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自由主義 的 ブルジ ョア 階級は、 この 革命の 完全な 勝利を のぞんで いない。 なぜなら、 かれらは、 自分が なに 
よりも おそれて いる 労働者 農民 大衆を むちうつ 鞭と して、 ッァー の 権力を 必要と している からで ある。 かれら 
は、 ッァー 政府の 権限を 少し ばかり 制限す る だけで、 ッァー の 権力は 残そうと 努める だろう。 だから、 自由 主 
義的 ブル ジョア 階級は、 立憲君主 制を 土台に、 ッ ァー と 取引す る ことによって、 問題を かたづけ ようとす るで 
あろう。 

蓄 が 勝利す るのは、 つぎの ような ばあい だけで ある。 つまり、 プロレタリア 階級が 素を 指導す る ば あ 
い、 革命の 指導者と しての プロレタリア 階級が 農民との 同盟を 確保す る ばあい、 自由主義 的 ブル ジョア 階級が 
孤立 させられる ばあい、 社会民主党が、 ッァ I 制度に 反対す る 人民の 蜂起を 積極的に 組織す る ばあい、 蜂起が 
勝利した 結果、 反革命の 根を とりのぞき、 全人 民 的な 憲法 制定 会議を 召集す る ことができる ような 臨時 革命 政 
府が 樹立され る ばあい、 革命を 最後まで やりぬく ために 社会民主党が 有利な 条件の もとで この 臨時 革命 政府へ 
の 参加を こばまない ばあいが それで ある。 

メンシ H ビキの 会議の 戦術 路線。^^ は ブルジ ョア 革命で あるから、 自由主義 的 ブルジ ョア 階級 だけが 革命 
の 指導者と なること がで きる。 プロレタリア 階級は、 農民に 接近すべき ではなく、 自由主義 的 ブル ジョア 階級 
に 接近すべき である。 このばあい 大切な ことは、 自分の 革命的 行動で 自由主義 的 ブル ジョア 階級を おじけ づか 
せない ことで あり、 革命に 背を むける 口実を、 自由主義 的 ブル ジョア 階級に あたえない ことで ある。 なぜな 
ら 、自由主義 的 ブル ジョア 階級が 革命から 逃げ だすと、^ T かよわ まるから である。 

蜂起は、 勝利す る 可能性が ある。 しかし、 社会民主党は、 自由主義 的 ブル ジョア 階級を おじけ づか せない よ 
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う、 蜂起が 勝利した あと、 わきへ 退くべき である。 蜂起の 結果、 臨時 革命 政府が 樹立され る 可能性は ある。 し 
かし、. 社会民主党は、 これに 絶対に 参加すべき ではない。 なぜなら、 この 政府は、 その 性質 上、 社会主義 的な 
政府と •はなり えない。 そして、 大切な ことは、 社会民主党が この 政府に 参加し、 革命的 g をと. るなら、 その 
ことにょ って、 自 .* 主義 的 ブルジ ョア 階級を おじけ づかせ 、革命を ぶちこ わして しまう おそれが あるから であ 
る 0 

革命の 見通しから いえば、 いちばんい いのは、 国民 会議 あるいは 国会の ょうな 何ら かの 代議 機関を つくり、 
労働者階級が 外部から 圧力を かけて、 それを 憲法 制定 会議に かえる か、 もしくは 憲法 制定 会議の 召集を 促進す 
る ことであろう。 

プロレタリア 階級は 純 労働者 的な 特殊な 利害を もっている。 それで、 プロレタリア 階級は、 自分自身の こう 
した 利害に 心を くだいて おれば いいので、 ブル ジョア 革命の 指導者に なろう などと 考先 てはいけ ない。 なぜな 
ら 、ブル ジョア 革命は 一般的 政治 革命で あり、 したがって、 プロレタリア 階級 だけでなく、 すべての 階級に か 
かわりの ある こと だからで ある。 

簡単に いえば、 以上が ロ シア 社会 民主 労働党の 二つの 政治 集団の 一 一つの 戦術で ある。 

レ 1-1 ンは 、歴史的 意義を もつ その 著書 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 のなかで、 メ， ン 
シ * ビキの 戦術に 典型的な 批判を くわえ、 ボリ シ X ビキの 戦術に 天才 的な 論証を あたえた。 

この 著書は、 一九 〇五年 七月、 第三 回 党大会が 閉会して 二 力 月 後に、 出版され た。 本の 題から みると、 レー 
~ •ンは この 著書の なか. ■で、 ブル， ジ 'ョア 民主主義 革命の 時期 だけの 戦術 問題を のべ、 ロシアの メンシェビキ だけ 
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を 念頭に おいた ように 思える かもしれ ない。 しかし 実際には、 レ 丨- ーン は、 メンシ * ビキの 戦術を 批判す ると 
ともに、 国際 日和見主義の 戦術を も あばきだし ている。 また、 ブルジ ョア 革命の 時期の マルクス 主義者の 戦術 
を 論証し、 ブル ジョア 革命と 社会主義 革命と を 区別 するとと もに、 ブル ジョア 革命から 社会主義 革命に 移行す 
る 時期の マルクス主義 的 戦術の 基礎を もさ だめて いるので ある。 

レー ニンが その 小冊子 『民主主義 革命に おける 社会民主主義 者の 二つの 戦術』 のなかで 展開した 基本的 戦術 
原則は、 つぎのと おりで ある。 

(一) レーニ ン のこの 著書を つらぬい ている 基本的 戦術 原則は、 プロレタリア 階級は ロシアに おける ブル ジ 
ョア 民主主義 革命の 首領、 ブル ジョア 民主主義 革命の 指導者と なること がで き、 またなら なくて はならない、 
という 思想で ある。 

レーニ ンは 、この 革命が ブルジ ョ -r 的 性質の ものである ことを 認めて いた。 レ ー ーー ンが 指摘して いるよう 
に、 この 革命は 「民主主義 革命の 範囲を 直接 とびでる ことができない」 からで ある。 しかし、 レーニ ン は、 ま 
た、 この 革命は 上層 部の 革命では なく、 全人 民、 全 労働者階級、 全 農民を 行動に 立ち あがらせる 人民 革命で あ 
る、 とみて いた。 それで、 レ 1-1 ンは 、プロレタリア 階級に とっての ブル ジョア 革命の 意義を よわめ、 この 革 
命での プロレタリア 階級の 役割を ひきさげ、 この 革命から プロレタリア 階級を 遠ざけよう とする メンシ H ビキ 
の 企ては、 プロレタリア 階級の 利益を 裏切る もの だ、 とみな した。 

レーニ ンは 、つぎのように かいている。 

「マルクス主義は、 プロレタリアにたい して、 ブル ジョア 革命から 遠ざかれ とも、 これに 参加す るな 
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とも、 その 指導 権を ブルジ ョア 階級に あたえよ とも、 教えて いない、 反対に、 もっとも 積極的に 参加せ 
よ、 徹底した プロレタリア 的 民主主義の ため、 革命を 徹底的に やりぬく ために、 もっとも 断固と して 奮 
闘せ よ、 と 教えて いる 0 」 (レ 丨- ーン 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』) 

レ丨- ーン は、 さらに つぎのように 書いて いる。 

「いまのところ、 完全な 政治的 自由、 民主 共和制の ほかには、 社会主義の 到来を はやめる 手段が な 
:  く、 また ありえない ことを、 忘れて はならない。」 (前掲 書) 

レ 11 ンは 、革命の 結果に つぎの 二つが ありうる ことを 予見した。 

(1) ッァ ー 制度にたい する 決定的 勝利、 ッァ I 制度の 打倒、 民主 共和制度の 樹立に おわる か、 

(2〕 それとも、 力が 足りない ばあいには、 ッァ ー と ブルジ ョア 階級との、 人民の 利益を 犠牲に した 取引、 
なんらかの 尻 きれ f、 手っ 取り ば やくいえば、 こうした— 0, 茶番劇で おわる 可能性 も ある。 
プロレタリア 階級は、 ッァー 制度にたい する、 決定的 勝利と いう 最善の 結末を のぞんで いる。 しかし、 こう 
した 結末は、 プロレタリア 階級が、 革命の 首領と なり、 指導者と なった ときに、 はじめて 実現され るので 
ある。 

レーー | ン はつぎの ように かいている。 

「革命の 結末は、 労働者階級が、 専制 制度を 攻撃す るう えでは 強力 だが、 政治的には 無力な ブルジ ョ 
ア 階級の 助手と いう 役割を はたす か、 それとも、 人民 革命の 指導者と いう 役割を はたす か、 にか かって 
いる o」( レ ーー I ン 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』) 


116 


第 3 章 1904 年 - 1907 年 


レ I ニ ンは 、プロレタリア 階級は、 ブルジ ョア 階級の 助手と なる 運命から 脱して、 ブル ジョア 民主主義 革命 
の 指導者と なる ^ • 能 性を 完全に もつ ことができる、 と 考えた。 レ 111 ンに よると、 こうした 可能性とは、 つぎ 
のよう な ものである。 

第一に、 「プロレタリア 階級は、 その 地位から いって、 最も 先進 的な、 唯一の 徹底的に 革命的な 階級で ある 
ので、 ロシアの 一般 民主主義 的 革命運動で 指導 的 役割を はたす 使命を もっている。」 (前掲 書) 

第二に、 プロレタリア 階級は、 ブルジ ョア 階級に 依拠し ない 独自の 政党を もち、 この 政党に よって、 「統一 
した、 独立の 政治 勢力」 (前掲 書) に 結集す る 可能性を あたえられる。 

第三に、 プロレタリア 階級は、 ブル ジョア 階級よりも、 さらにつ よく 革命の 徹底的 勝利を のぞんで いるの 
で、 「ある 意味から いえば、 ブル ジョア は、 ブル ジョア 階級に とってよりも、 プロレタリア 階級に とっ 
て、 いっそう 有利で あ ^) • 。」 ( 前掲 書) 

レー ニンは つぎのように かいている。 

「ブル ジョア 階級に とっては、 プロレタリア 階級に 反対す るた めの 旧時 代の 一部の 遣 物、 たとえば 君 
主 制度 や 常備軍な どに たよる ことが 有利で ある。 ブル ジョア 階級に とっては、 ブル ジョア 套 が、 あま 
りに も 断固と して 旧時 代の すべての 遺物を 一掃して しまう のでな く、 むしろ その 一部を のこして おく ほ 
うが、 つまり、 この 革命が、 十分に 徹底した もので なく、 最後まで やりぬかれず、 容赦の ない もので な 

いほうが、 有利で ある。 . ブル ジョア 階級に とっては、 ブル ジョア 民主主義 的な 方向に 必要な 改革 

が、 より ゆっくりと、 次第に、 慎重に、 ためらいながら、 革命を へないで 改良 的に おこなわれる ほうが、 
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有利で ある。 . これらの 改革が、 庶民、 すなわち 農民 やとく に 労働者の、 革命的な 自発性、 主動 

性、 *^を 、できるだけ 発展 させない ほうが、 有利で ある。 もしそう でない と、 フランス 人 もい うよう 
に 『銃を 一方の 肩から 他方の 肩へ かつぎ かえる ことが、 労働者に とって いっそう 容易になる』 からで あ 
る。 つまり、 ブル ジョア 革命に よって 労働者が 手に いれる 武器 や 自由、 農奴 制度 撤廃に よってう まれる 
民主主義 的 機関を、 逆に、 ブル ジョア 階級 自身に 反対す るた めに 利用す るの が、 労働者に とって いっそ 
う 容易になる からで ある。 これに 反して、 労働者階級に とっては、 ブル ジョア 民主主義に 必要な 改革 
が、 改良主義の 道を たどらず、 革命の 道に よって 実現す る ほうが、 有利で ある。 なぜなら、 改良主義と 
いう 道は、 だらだらと 長び く 道で あり、 人民と いう 有機体の くさった 部分が ひどく 苦しみながら 徐 々に 
死滅して いく 道 だからで ある。 これらの 部分が くさる ことによ って 最も 苦しむ のは、 だれよりも プロ レ 
タリア 階級と 農民で ある。 革命と いう 道は、 すぐにく さった 部分を 直接 切りと り、 プロレタリア 階級の 
苦しみを 最もす くな くす る 道で あり、 君主 制度と、 それにと もな う、 不快な、 けがわら しい、 ヵビ のは 
えた、 腐敗の ため 臭気 ぷん ぶんと した 機関にたい して、 最も 譲歩 や 手加減を しない 道で ある。」 (前掲 書) 
レ 11 ンは 、つづけて つぎのように 書いて いる。 

「だから こそ、 プロレタリア 階級は、 共和制の ための 闘争の いちばん 先頭に たって おり、 ブルジ ョア 
階級を 尻 ごみ させない ようにと いう 見さげ はてた 愚劣な 意見を、 軽蔑の 目で 拒否す るので ある。」 (前掲 
書) 

プロレタリア 階級の 革命 指導の 可能性を 現実性に かえるた めには、 プロレタリア 階級が jik 際に ブル ジョア 革命 
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の 首領、 指導者になる ためには、 レ 11 ンに よれば、 すくなくとも 二つの 条件が 必要で ある。 

第一に、 そのためには、 ッァ I 制度にたい する 決定的 勝利を のぞみ、 プ P レ タリア 階級の 指導を すすんで う 
けいれ るよう な 同盟 者が、 プロレタリア 階級に 必要で ある。 これは、 指導と いう 思想 そのものが 要求して い 
る。 指導者は、 指導され る ものが いなければ 指導者では なくなり、 首領は、 ひきいられる ものが いなければ、 
首領ではなくなる からで ある。 農民 こそ、 このような 同盟 者で ある、 と レ ーニン は 考えた。 

第二に、 そのためには プ n レ タリア 階級と 革命の 指導 権を あらそい、 自分 こそ 革命の 唯一の 指導者に なろう 
とは かってい る 階級を、 指導の 舞台から 追いだ し、 孤立させる ことが 必要で ある。 これ もやは り、 指導と いう 
思想 そのものが 要求して いる。 この 思想は、 革命に 二人の 指導者が 存在す る ことを まった く ゆるさない からで 
ある。 自由主義 的 ブルジ ョア 階級 こそ、 このような 階級で ある、 と レーニ ンは 考えた。 

レー ーー ンは 、つぎのように 書いて いる。 

「民主主義 制度の ための 徹底した 戦士と なりうる のは、 プロレタリア 階級 だけで ある。 プロレタリア 
階級が、 民主主義 制度の ための 勝利の 戦士と なりうる のは、 農民 大衆が プロレタリア 階級の 革命 闘争に 
くわわる という 条件が ある ばあい だけで ある。」 (前掲 書) 

さらに 

「農民には、 多数の 半 プロレタリア 分子の ほかに、 また 小 ブル ジョア 階級 分子 もふく まれて いる。 そ 
れが 農民を 動揺 的な ものにし、 プロレタリア 階級を、 階級 性の 非常に 厳格な 党に 結束され る。 しかし、 
農民の 動揺 性と ブル ジョア 階級の 動揺 性とは、 根本的に 異なる ものである。. 農民は、 いまでは、 私的 所 
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有を 無条件に 保全す る ことよりも、 むしろ 私的 所有の 主要な 形態の 一つで ある 地主の 土地を 没収す る こ 
との ほうを のぞんで いるから である。 そのため、 農民は、 社会主義者になる ことは ないし、 小 ブル ジョ 
ア 階級で ある ことは やめない としても、 民主主義 革命を 支持す る 完全な、 もっとも 急進的な 勢力と なり 
うる。 農民を 啓発す る 革命的 事件の 進行が、 ブルジ ョア 階級の 裏切り や プロレタリア 階級の 失敗に よっ 
て あまりに も 早く 中断され ないかぎ り、 農民は かならずそう した 民主主義 革命を 支持す る 勢力と なる で 
あろう。 以上の ような 条件の もとで、 農民は かならず 革命と 共和制の 支柱と なる であろう。 なぜなら、 
完全に 勝利した 革命 だけが、 土地改革の 面です ベての ものを 農民に あたえ、 かれらが 夢み、 のぞんで お 
り、 ほんとうに 必要と している すべての ものを、 農民に あたえる ことができる からで ある。」 (前掲 書) 
メツシ 9C ビキ は、 ボリ シヱ ビキ のこの ような 戦術は 「ブル ジョア 階級を 革命の 事業から しめだし、 革命の 展 
開 力を よわめる もの だ」 といって 反対した が、 レ ーニン はこの メンシ H ビキの 反対意見を 検討して、 このよう 
な 反対意見は 「革命を 裏切る 戦術」 であり、 「プロレタリア 階級を ブル ジョア 階級の あわれな 腰巾着に かえて 
しまう 戦術」 である、 とみな した。 当時、 レ 11 ン はつぎの ように かいた。 

「■利す る ロシア 革命の なかで 農民のは たす 役割を 真に 理解して いるものは、 ブル ジョア 階級が 尻 ご 
みする と 革命の 展開 力が よわまる、 などい える はずがない。 .^: ぜなら 、実際には、 ブルジ ョア 階級が 尻 
ごみし、 農民 大衆が 積極的な 革命家と して、 プロレタリア 階級と ともに 奮闘 するとき、 そのと きこ そ、 
ロシア f の ほんとうに 大きな 展開 力が 開始され、 そのと きこ そ、 ブル ジョア 民主主義 変革の 時代に 可 
能な、 もっとも 大きな 革命の 展開 力が くりひろげられる からで ある。 われわれの 民主主義 革命を あくま 


120 


第 3 章 1904 年 —— 1907 年 


でも やりぬく ためには、 ブルジ ョア 階級に つきものの 不徹底 性を 麻痺させる ような 勢力、 『まさに ブル 
:ジ ョア 階級を 尻 ごみさせる』 ような 勢力に、 依拠し なくて はいけ ない。」 (前掲 書) 

.以上が、 ブロ レ タリア 階級は ブル ジョア f の 指導者 だとす る 基本的な 戦術の 原則で あり、 プロレタリア 階 
級は ブル ジョア f のなかで 指導 権 (指導 的 役割) をに ぎるべき だとす る 基本的な 戦術 原則であって、 レ il 
ンが その 著書 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つ の 戦術』 のなかで 展開した ものである。 

これは、 ブル ジョア 民主主義 革命の 戦術 問題に かんする マルクス主義 政党の 新しい 方針であって、 これまで 
マルクス 主義者の 兵器庫に あった 戦術 方針とは まったくち がった ものであった。 これまで、 たとえば 西 3 丨口 
ッパ 諸国の ブル ジョア 革命では、 指導 的 役割は ブル ジョア 階級の 手に にぎられて、 プロレタリア 階級は いやで 
もおう でも ブル ジョア 階級の 助手に なり、 農民は ブルジ ョア 階級の 予備軍に させられて いた。 当時、 マルクス 
主義者は、 こうした 組み あわせを 多 かれ 少な かれ 不可避と 考えて いたが、 同時に また、 プロレタリア 階級は こ 
うした 状況の もとで できるだけ 自分自身の 当面の 階級 的 要求を 堅持し、 自分自身の 政党を もつべき である、 と 
言って いた。 いま、 新しい 歴史的 環境の もとでは、 レ 11 ンの 方針に そって、 プロレタリア 階級が、 ブルジ ョ 
ア 革命の 指導力と なり、 ブル ジョア 階級が 革命の 指導から 追いだ され、 農民が プロレタリア 階級の 予備軍と な 
る、 というよう に 事態は 変化した ので ある。 

プレハ I ノフも プロレタリア 階級の 指導 権を 「主張した ことがある」 という ものが いるが、 これは 誤解に も 
とづく ものである。 たしかに、 プレハ ーノフ は、 プロレタリア 階級の 指導 権の 思想に 色目を つかい、 口先では 
この 思想を 認める こと も 辞さなかった。 しかし、 かれは、 実際には この 思想に 頭から 反対して いた。 プロ レタ 
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リア 階級の 指導 権と いうのは、 労農 同盟の 政策、 自由主義 的 ブル ジョア 階級を 孤立させる 政策の もとで、 ブロ 
レ タリア 階級が ブル ジョア 革命の なかで、 指導 的 役割を はたす ことに、 その 意義が ある。 ところが、 周知の よ 
うに、 プレハ ーノフ は、 自由主義 的 ブル ジョア 階級を 孤立させる 政策に 反対し、 かれらと 妥協す る 政策を 主張 
し、 労農 同盟の 政策に 反対した。 実際には、 プレハ 1/ フの 戦術 方針は、 プロレタリア 階級の 指導 権を 否定す 
る メンシ H ビキの 方針な のであった。 

(二) レ丨- ーン は、 ッァ ー 制度 打倒と 民主 共和制 実現の もっとも 重要な 手段は 必勝の 人民 武装蜂起 である、 
とみな した。 レ 111 ン は、 メンシ H ビキ とは 反対に、 「I 般 民主主義 的 革命運動は、 すでに 武装蜂起を 必要と 
すると ころまで きている」 、「蜂起の ために プロレタリア 階級を 組織す る ことは」 すでに 「党の 本質的で、 主要 
な、 必要な 任務の 一つと して 日程に のぼされて いる」、 「ブロ レ タリア 階級を 武装し、 蜂起を 直接 指導で きる よ 
うにす るた めに、 もっとも 強力な 処置を 講じる」 ことが 必要で ある、 と 考えた。 (レ ーニン 『民主主義 革命に 
おける 社会民主党の 二つの 戦術』) 

大衆を 蜂起に みちびき、 それを 全人 民の 蜂起と する ためには、 大衆の 革命的 創意 性を 発揮 させ、 蜂起の ため 
にかれ らを 組織し、 ッァ I 制度の 権力 機関を 瓦解させる ことができる ような スロ I ガン、 または 呼びかけを 大 
衆に あたえる 必要が ある、 と レーニ ンは 考えた。 レーニ ンは 、第三 回 党大会での 戦術 問題に ついての 決定が、 
そのような ス ロー ガンで あると みなした。 レ 11 ンの 著書 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 
は、 これらの 決定を 擁護す るた めにかかれた ものである。 

レ ー ニンは、 つぎの ような ものを こうした スロ  I ガンと みなした。 
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(1)  「蜂起のは じめ とその 進行 過程で 重大な 意義を もつ 大衆 的、 政治的 ストライキ」 を おこなう こと。 (前 
掲 書) 

(2)  「八 時間 労働 制 その他、 労働者階級の 切実な 要求を 革命的 手段で 即時 実現す る こと。」 (前掲 書) 

(3)  地主の 土地の 没収に いたる までの 「あらゆる 民主 改革を」 革命的 手段で 「実施す る」 ため、 「ただちに 
革命的 農民 委員会を つくる こと。」 (前掲 書) 

(4)  労働者を 武装させる こと。 

ここでと くに 注目に 値する のは、 つぎの 二 点で ある。  V 

第一に、 都市には 八 時間 労働 制、 農村には 民主 改革を、 革命的 手段に よって 実現す る 戦術。 つまり、 権力 も 
考慮に いれず、 法律 も 考慮に いれず、 権力 も 法律 も 無視して、 現行の 法律を 破棄し、 なには ばかる ことのない 
やりかた、 事後 届出の やりかたで 新しい 秩序を うちたてる という そのような 実現の 仕方で ある。 これは、 新し 
い 戦術 手段で ある。 こうした 手段を とれば、 ッ ァ1 制度の 権力 機関を 麻痺 させ、 大衆の 積極性と 自発的 創意 性 
を 発揮させる ことができる。 この 戦術を 基礎と して、 都市には 革命的 ストライキ 委員会、 農村では 革命的 農民 
委員会が それぞれ 成長し、 のちに 前者は 労働者 代表 ソビエト、 後者は 農民 代表 ソビエトに 発展した。 

第二に、 大衆 的 政治 ストライキの 採用、 政治的 ゼネストの 採用。 こうした ストライキは、 のちに 革命の 進行 
過程で、大衆を革命的に動員するもっとも重要な役割をはたした。これは、プロレタリァ階級の手ににぎられ 
たき わめて 重要な、 新しい 武器で、 それまでは マルクス主義 党の 実践に おいて 知られて いなかった ものである 
が、 のちに ぼ 一般に 公認され るよう になった。 
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レ 11 ンは 、人民の 蜂起が 勝利した ときには、 ッア ー 政府の かわりに 臨時 革命 政府を 樹立すべき だ、 と 考え 
た。 臨時 革命 政府の 任務は、 革命の 成果を かため、 反革命の 抵抗を 鎮圧し、 P シア 社会 民主 労働党の 最低 綱 
領を 実現す る ことに ある。 これらの 任務を 実現す る ことなしには、 ッア ー 制度にたい して 決定的 勝利を おさめ 
る ことは できない、 と レーニ ンは 考えた。 しかし、 これらの 任務を 実現し、 ッァ ー 制度にたい して 決定的な 勝 
利を おさめる ためには、 臨時 革命 政府は、 ありきたりの 政府であって はならず、 勝利した 階級で ある 労働者と 
農民の 独裁の 政府で なければ ならない。 すなわち、 それは 労働者と 農民の 革命的 独裁で なければ ならない。 

「革命 後の どんな 臨時 国家 制度 も、 独裁で なければ ならず、 しかも 強力な 独裁で なければ ならない」 という マ 
ルクスの 有名な 原理に もとづいて、 レー ーー ンの 到達した 結論は 臨時 革命 政府が ッ ア| 制度にたい する 決定的 勝 
利を 保証す るた めには、 労働者と 農民の 独裁 以外には ありえない、 という ことであった。 

レー ニンは、 つぎのように かいている。 

r ッァ ー 制度にたい する 革命の 決定的な 勝利は、 労働者と 農民の 革命的、 民主主義 的 独裁で ある。 …… 
そして、 このような 勝利 こそは、 まぎれ もな く 独裁であろう。 つまり、 この 勝利は、 『合法的な』 『平和 
的 方法で』 つくられた なんらかの 機関を よりどころ とする のでは なく、 かならず 軍事力、 大衆の 武装、 

-  蜂起を よりどころに しない わけには いかないで あろう。 それ 付、 独裁 以外で ありえない。 なぜなら、 プ 

-  a レ タリア 階級と 農民が ただちに ぜひとも 必要と している ような 改革を 実現 すれば、 かならず 地主と 大 
-資 本家 および ッァ ー 制度の 死に ものぐるいの 反抗を ひきおこす からで ある。 独裁がなければ、 こうした 

: 抵抗を うちやぶる こと も、 反革命の たくらみを 擊退 する こと もで きない。 しかし、 これは、 もちろん 社 
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会 主義 的 独裁では なく、 民主主義 的 独裁で ある。 それは、 (革命の 発展 過程での 多くの 中間 的 段階を へ 
なければ) 資本主義の 土台を ゆりうごかす ことができない。 それは、 うまくいっても、 農民に 有利な、 
土地 所有の 根本的 再配分を やり、 共和制に いたる までの 徹底的な 完全な 民主主義を 実行し、 農村の 生活 
だけでなく 工場の 生活から も アジア 的、 奴隸 的な ものを 根 こそぎ 一掃し、 労働者の 生活 状態の 真剣な 改 
善と その 生活水準 向上の 基礎を きずき、 そして、 最後に —— 順序からは 最後で あるが、 重要 さの 点では 
最後では ない —— 革命の 焰をョ ー ロッ パに もえひろがらせる くらいの ものであろう。 この 勝利は、 まだ、 
わが国の ブルジ ョア 革命を 社会主義 革命に かえるよう な ものでは けっしてない。 民主主義 的 変革は、 ブ 
ル ジョア 的 社会経済 関係の ヮクを 直接と び 出る ような ものでは ない。 しかし、 それ にもかかわらず、 こ 
の 勝利は、 ロシアの ために も 全世界の ために も、 その 将来の 発展に とってき わめて 大きな 意義を もつ で 
あろう。 ロシアで はじまった 革命の この 決定的 勝利 ほど、 全世界の プロレタリア 階級の 革命的 気力を こ 
れほ どた かめる ものは ほかにな く、 全世界の プロレタリア 階級の 完全な 勝利の 道を これほど 縮める もの 
は、 ほかにないで あろう。」 (レ ーニン 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』) 
社会民主党は 臨時 革命 政府に どのような 態度を とる か、 この 政府に 参加すべき かどう かにつ いては、 レ 丨-一 
ンは 、この 問題に ついての 第三 回 党大会の 決議を 完全に 堅持した。 決議の なかでは、 つぎのように のべられて 
ぃる。 

「力関係 や、 まえもって 正確には 判定で きない そのほかの 要素の いかんに よっては、 あらゆる 反# 
の 企てと 容赦な くた たかい、 労働者階級の 独自の 利益を まもりぬく ために、 わが 党の 全権 代表が 臨時 革 
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命 政府に 参加す る ことは ゆるされる。 こうした 参加の ための 必要な 条件は、 党が 自己の 代表にたい して 
厳格な 監督を おこない、 また 社会民主党の 独立性を 断固と して まもる ことで ある。 社会民主党は 完全な 
社会主義 的 変革の 実現の ために 努力し、 したがって、 すべての ブル ジョア 政党にたい し 非 妥協 的な 敵対 
的 態度を とらなければ ならない。 社会民主党の 臨時 革命 政府への 参加が 可能で あるか どうかに かかわら 
ず、 革 t の 戦果を まもり、 固め、 おしひろげる ために、 社会民主党に 指導され る 武装した プロレタリア 
階級は、 臨時政府にたい してた えず 圧力を くわえる 必要が あると いう 考えを、 プロレタリア 階級の もっ 
とも 広範な 層の あいだで 宣伝すべき である。」 (レ ー ーー ン 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦 
術』) 

メン シヱ ビキ は、 これに 反対して いった。 臨時政府は やはり ブル ジョア 政府で あるから、 フランスの 社会党 
員 ミルランが フランスの ブル ジョア 政府に 参加した ような 誤りを くりかえ し たくないなら、 社会民主党 員は、 
このような 政府に 参加すべき ではない、 と。 こうした 意見に 反論して、 レ I ニ ン はつぎの ようにい った。 メン 
シュ ビキ は、 ここでは 二つの 異なった 事が らを 混同し、 問題を マルクス主義 的 観点で とりあつかう 能力がない 
ことを 自ら 暴露して いる。 フランスでは、 国内に 革命的 情勢がない 時期に、 社会党 員が 反動的な ブル ジョア 政 
府に 参加した ことが 問題であった。 だから、 そのと き 社会党 員は このような 政府に 参加すべき ではなかった。 
ところが 、ロシアでは、 革命のは げしい 高揚の 時期に、 革命の 勝利の ためた たかって いる 革命的 ブル ジョア 政 
府に 社会主義者の 参加す る ことが 問題と なって いる。 だから、 いま 社会民主党 員が、 このような 政府に 参加す 
る ことは、 ゆるされうる ことで あり、 条件が 有利で あれば、 当然そう すべきで ある。 これは、 反革命を、 「下 
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から」、 外部から たたく だけでなく 、「上から」、 政府の 内部から もたた くた めで ある。 

(三) レーニ ン は、 ブル ジョア 革命の 勝利と、 民主 共和制の 樹立を めざして 奮闘した が、 民主主義 的 段階に 
長居したり、 革命運動の 規模を ブルジ ョア 民主主義 的 任務の 達成の 範囲に とどめたり しようとは、 けっして 考 
えなかった。 これとは 反対に、 レ ーニン は、 民主主義 的 任務が 達成 されれば 、プロレタリア 階級と そのほかの 
被摔取 大衆は、 ただちに 社会主義 革命を めざす 闘争を はじめなければ ならない、 と 考えた。 レー ニンは、 この 
ことを よく 知っていた ので、 社会民主党は ブル ジョア 民主主義 革命が 社会主義 革命に 成長 転化す るよう、 あら 
ゆる 手段を 講じなければ ならない、 と 考えた。 レーニ ンが 労働者と 農民の 独裁を 必要と したのは、 革命が ッァ 
1 制度に 勝利した あと、 革命を ここで おわらせる ためでは なく、 革命の 状態を できるだけ ひ t- のばし、 反革命 
の 残り カスを 徹底的に 消滅し、 革命の 焰をヨ ーロッ パに もえ ひろげ、 そして、 このあいだに プロレタリア 階級 
が 政治的に 教育され、 偉大な 軍隊に 組織され るよう にして、 社会主義 革命へ まっすぐに 移行し はじめる ためで 
あった。 

ブル ジョア 革命の 展開 規模は どのような もの か、 マルクス主義 党は この 革命の 展開 規模に どのような 性格を 
あたえなければ ならない かにつ いて、 レー -ーン はつぎの ように 書いて いる。 

「プロレタリア 階級は、 民主主義 的 変革を 徹底的に おしすすめなければ ならない。 そのためには、 農 
民 大衆を 味方に ひきつけて、 力で 専制 制度の 抵抗を 粉砕し、 ブルジ ョア 階級の 動揺 性を 麻痺 させて しま 
わなければ ならない。 プロレタリア 階級は、 社会主義 的 変革を なしとげなければ ならない。 そのために 
は、 半 プロレタリア 大衆を 味方に ひきつけて、 力で ブル ジョア 階級の 抵抗を 粉砕し、 農民と 小 ブル ジョ 
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ア 階級の 動揺 性を 麻 痒 させて しまわなければ ならない。 これが、 プ P レ タリア 階級の 任務で あるが、 新 
イス クラ 派 (すなわち メンシ ヱビキ —— 編者 注) は、 f の 展開 規模に ついての かれらの あらゆる 議論 
や 決議の なかで、 これらの 任務を ひじょう にせ まく 言い あらわして いる。」 (前掲 書) 

レ 1-1 ンは 、さらに、 つぎのように のべて いる。 

「完全な 自由の ために、 徹底的な 民主主義 的 変革の ために、 共和制の ために、 全人 民、 とくに 農民の 
先頭に 立て！ 社会主義の ために、 すべての 勤労者、 被 棒 取 者の 先頭に 立て！ 実際には、 これ こそが 
革命的 プロレタリア 階級の 政策で なければ ならない。 これ こそが、 革命の 時期に、 労働者 党の あらゆる 
戦術 問題の 解決、 あらゆる 実際の 段取りを つらぬき、 規定すべき 階級 的スロ ー ガンで ある。」 (前掲 書) 
すこしの あいまいさ もの こさない よう、 レー ーー ンは 、その 著書 『二つの 戦術』 を 出版して 二 力 月 後に、 『農 
民 運動にたい する 社会民主党の 態度』 という 論文の なかで つぎのように 説明して いる。 

「われわれは、 ただちに 民主主義 革命から 社会主義 革命へ 移行し はじめる。 しかも、 まさに われわれ 
の 力、 自覚した 組織され た プロレタリア 階級の 力に 応じて、 社会主義 革命への 移行を はじめる。 われ わ 
れは 、不断 革命を 主張す る。 われわれは 中途で 立ち どまる ような ことは しない。」 

これは、 ブル ジョア f と 社会主義 革命との 相互関係の 問題に ついての 新しい 方針で ある。 これは、 ブル ジ 
ョア 革命の 末期に、 社会主義 革命に 直接 移行す るた め、 プロレタリア 階級の まわりに 勢力を 再編成す る 新しい 
理論で ある。 つまり、 ブル ジョア 民主主義 革命を 社会主義 革命に 成長 転化させる 理論で ある。 ; 

この 新しい 方針を たてる にあたって、 レ I ニンが よりどころに したのは、 第一には、 マルクスが 前世紀の 四 
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〇 年代 末に 「共産主義者 同盟への 呼びかけ」 のなかで 提起した 不断 革命に ついての 有名な 原理で あり、 第二に 
は、 マルクスが 一八 五六 年に エンゲルスに あてた 手紙の なかでの ベて いる 有名な 思想、 つまり、 農民の 革命 運 
動を ブロ レ タリア 革命に 結びつけなければ ならない という 思想であった。 マルクスは、 この 手紙で つぎの よう 
にいって いる。 「ドィッに おける すべての 事態は、 農民 戦争の 再版と もい うべき ものに よって、 プロレタリア 
革命が 支持され る 可能性の いかんに かかって いる」 と。 しかし、 マルクスの この 天才 的な 思想は、 その後 マル 
クスと エンゲルスの 著作の なかでは 発展 させられなかった。 そして、 第ニ ィンタ I ナショナルの 理論家は、 こ 
の 思想を 墓場に ほうむりさり、 忘れて しまうた めに、 あらゆる 手を つくした。 それで、 忘れられた この マルク 
スの 原理を ふたたび あかるみに だして、 完全に 復活させる という 任務は、 レーニ ンの 肩に かかった。 しかし、 
この マルクスの 原理を 復活させる にあたって、 レーニ ンは 、それを たんにく りかえ す ことにと どまらなかった 
し、 またと どまる ことは できなかった。 レーニ ンは 、それを さらに 発展 させて、 ととのっ た 社会主義 革命の 理 
論に しあげ、 プ Q レ タリア 階級と 都市、 農村の 半 プロレタリア 分子との 同盟は、 プロレタリア 革命の 勝利の 条 
件で あると いう 原理を、 社会主義 革命の% くことの ' tr- きない 新しい 要素と してつけ くわえた ので ある。 

この 方針は、 西ョー ロッパ 諸国の 社会民主主義 者の 戦術 上の 見地を 完全に 粉砕した。 その 見地に よると、 ブ 
ル ジョア 革命の のちには、 貧農 大衆を もふくめ た 農民 大衆は、 かならず 革命から 去って いくにちが いない。 そ 
こで、 ブル ジョア 革命の のちには、 長い 停滞の 時期、 すくなくとも 五十 年から 百年の 「和 陸 の 時期が おとず 
れる 。その 時期には、 新しい 社会主義 f が やって くるまで 、プロレタリア 階級は 「平和的 £摊 取され、 ブ 
ル ジョア 階級は 「合法的に」 金もうけを する であろう、 というので ある。 
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レ—  - ーン のこの 方針は、 社会主義 革命の 新しい 理論であって、 この 革命は、 全 ブル ジョア 階級に 反対す る 孤 
立 無援の プロレタリア 階級が 実現す る ものでは なく、 半 プロレタリア 民衆、 幾 百 千万の 「被棉 取、 勤労大衆」 
を 同盟 者と する、 指導者と しての プロレタリア 階級が 実現す る ものである。 

この 理論に よれば、 ブル ジョア 革命に おいて 農民との 同盟の もとで 実現され る プロレタリア 階級の 指導 権 
は、 社会主義 革命に おいて、 その他の 被摊 取、 勤労大衆との 同盟の もとで 実現され る プロレタリア 階級の 指導 
権に 成長 転化 させなければ ならない。 そ *1. て、 労働者と 蕻 民の 民主主義 独裁は、 ブロ レ タリア 階級の 社会主義 
独裁の ための 基礎を ととのえる もので なければ ならない。 

この 理論は、 西ヨー ロッパ 諸国の 社会民主主義 者の あいだで もてはやされて いた 理論を くつがえして しまっ 
た。 かれらは、 都市、 農村の 半 プロレタリア 大衆の 革命的 能力を 否定し、 「反政府 連合、 あるいは 革命 連合が 
よりどころと できる 社会的 勢力は、 わが国では、 ブル ジョア 階級と プロレタリア 階級の ほかには、 みあたらな 
い」 (プレ ハ ーノフ の 言葉で、 西ヨ ーロッ パの 社会民主主義 者の 観点を よく 代表して いる) という ことを、 そ 
の 理論の 出発点と していた。 

西 a 丨 P ッパ 諸国の 社会民主主義 者は、 社会主義 革命の なかでは、 プロレタリア 階級は 単独で 全 ブル ジョア 
階級に たちむかう ことにな り、 同盟 者な しの 単独です ベての 非 プロレタリア 的 階級 •階層に たちむかう ことに 
なる、 と 考えた。 かれらは、 つぎの ような 事実を みようと しなかった。 つまり、 資本は プロレタリア だけで な 
く、 都市、 農村の 幾 百 千万の 半 プロレタリア 大衆を も 搾取して いる。 これらの 大衆は、 資本主義の 抑圧を うけ 
ている ので、 社会を 資本主義の 抑圧から 解放す る 闘争で プロレタリア 階級の 同盟 者と なりうる、 というの がそ 
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の 事実で ある。 だから、 西 ョ ーロッ パの 社会民主主義 者は、 ョ ー ロッ パで 社会主義 革命を 実現す る 条件は まだ 
熟して いないと 考え、 社会の 経済が ひきつづき 発展して、 プロレタリア 階級が 民族の 大多数を しめ、 社会の 大 
多数を しめる ようになっ たと きには じめ て、 社会主義 革命を 実現す る 条件は 熟する の だと、 考えて いた。 

レ丨- ーンの 社会主義 革命の 理論は、 西ョ ーロッ パの 諸国の 社会民主主義 者の こうした 反 プロレタリア 的な、 
くさった 方針を 完全に くつがえして しまった。 

当時、 レーニ ン のこの 理論には、 社会主義が 単独の 一国で 勝利で きる という 直接の 結論は まだなかった。 し 
かし、 この 理論には、 おそかれはやかれ このような 結論を くだす のに 必要な、 すべての、 もしくは ほとんどす 
ベての 基本的 要素が、 すでに ふくまれて いた。 

周知の ように、 レ！ 一ー ン は、 一九 | 五 年、 つまり 十 年後に、 このような 結論に ゆきついた ので ある。 

以上が、 歴史的な 著書 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 のなかで、 レーニ ンの 展開した 基 
本 的 戦術 原則で ある。 

レー ニンの この 著書の 歴史的 意義は、 なにより もまず、 つぎの 点に ある。 すなわち、 メン シヱ ビキの 小 ブル 
ジョア 的 戦術 方針を 思想の 面から うちやぶり、 ブル ジョア 民主主義 革命の いっそうの 発展と ッァ— 制度にたい 
する 新しい 攻擊 のために a シアの 労働者階級を 武装し、 ブル ジョア 革命が かならず 社会主義 革命へ と 転化す る 
明確な 見通しを ロシアの 社会民主主義 者に さししめした ことで ある。 

しかし、 レー ニンの この 著書の 意義は、 まだ これ だけでは ない。 その 巨大な 意義は、 それが f の 新しい 理 
論で マルクス主義を 豊富に し、 ボリ シュ ビキ 党の f 的 戦術の 基礎を さだめた ことに ある。 この 戦術に よっ 
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て、 わが国の プロレタリア 階級は、 I 九 I 七 年に、 資本主義 制度にたい する 勝利を おさめた ので ある。 

四、 革命の いっそうの 高揚  一九 〇五年 十月の 全 ロシア 的な 政治 
スト  ッァ ー 政府の 退却  ッァー の 詔書  労働者 代表 ソビ 
エトの 出現 

一九 〇五 年の 秋、 S 運動は 全国 各地に ひろがった。 運動は、 非常な 勢いで もりあがって いった。 

九月 十九 日、 モスクワでは 印刷 労働者の ストライキが はじまった。 ストライキは 、ベ テル ベルグ やその 他の 
多くの 都市に 波及した。 当の モスクワでは、 印刷 労働者の ストライキは その他の 産業の 労働者の 援助を うけ、 
政治的 ゼネストに 発展した。 

十月のは じめ には、 モスクワ •カザン 鉄道で ストライキが はじまった。 一日 後には、 モスクワの すべての 鉄 
道 分岐点で ストライキが おきた。 ストライキは、 またたくまに 全国の すべての 鉄道に ひろがった。 郵便と 電信 
もとまった 。全！！ シアの 各 都市の 労働者が 何千 人と いう 大集 会を ひらき、 作業を やめる ことを きめた。 工場と 
いう 工場、 都市と いう 都市、 地域と いう 地域が、 つぎつぎに ストライキに まきこまれて いった。 下級職 員、 学 
生、 知識 分子、 たとえば 弁護士、 技師、 医者な ども、 ストライキ 唠働 者に 呼応した。 

十月の 政治 ストは、 全 ロシア 的な ストライキと なって、 もっ とも へんび な 地域に いたる まで ほとんど 全国に 
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ひろがり、 もっとも おくれた 層に いたる まで ほとんど 全 労働者を まきこんだ。 この 政治的 ゼネストには、 多く 
の 鉄道 労働者、 郵便 電信 従業員な どの 枝 か、 工業 労働者 だけで も 約 百万 人が 参加した。 国内の 全 生活は、 とま 
ってし まった。 政府の 力は、 麻渾 してし まった。 

労働者階級は、 専制 制度に 反対す る 民衆の 闘争を 指導した。 

ボリ シ H ビキが 出した 大衆 的 政治 ストの スロ  I ガンは、 りっぱに 実を 結んだ。 

十月の ゼネストが プロレタリア 運動の 力と 威力を しめした 結果、 胆を つぶした ッァー は、 やむなく 十月 十七 
日の 詔書を だした。 一九 〇五年 十月 十七 日の 詔書には、 「公民の 自由を 保障す る 確固と した 原則、 すなわち、 
人身の 真の 不可侵、 信仰、 言論、—、 結社の自由」 が 人民に 約束され ていた。 また、 立法 国会を 召集して、 
人民の あらゆる 階級を 選挙に 参加させる こと も、 約束され ていた。 

こうして、 ブ ルィ ギンの 諮問 国会は、 革命の 力に ょって すてられて しまった。 ブ ルィ ギン 国会の ボイ n 
ット という ボリ シ X. ビキの 戦術は、 正しかった ことが わかった。 

だが、 それに も かかわらず、 十月 十七 日の 詔書は、 やはり、 民衆を だます 1 であり、 ッァー のべ テンで あ 
り、 一種の 息ぬ きであって、 この 息ぬ きは、 信じ やすい ものを ねむりこませ、 時間を かせぎ、 力を 結集して、 
その あとで 革命に ふたたび おそいかかる ため、 ッァー に 必要な ものであった。 ッ ァ1 政府は、 口先では 自由を 
あたえる ことを 約束は したが、 実際には なんら 実質的な ものを あたえなかった。 労働者、 農民は、 いまのと こ 
ろ、 口約束の ほかには、 政府から なにひとつ もらえなかった。 十月 二十 一日には、 民衆の 期待して いたょう な 
政治 大赦では なく、 ごく  I 部の 政治犯が 特赦され ただけ であった。 同時に また、 政府は、 人民の 力を 分裂 させ 
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るた めに、 幾多の 血な まぐ さいユ ダヤ人 虐殺を 組織し、 おびただしい 人び とを 殺した。 政府は また 革命 勢力を 
おしつぶす ために、 ギャング 的 警察 団体 「ロシア 人民 同盟」 と r ミハィル •アルハ ン ゲル 同盟」 をつ くった。 
これらの 団体で 大きな 役割を 演じた のは、 反動的な 地主、 商人、 僧侶、 盗賊に ちかい ごろつきだった ので、 人 
民は これを 「黒 百 人 組」 とよんだ。 黒 百 人 組の 連中は、 替 察の 協力の もとで、 先進 的な 労働者、 革命的 知識 分 
子 や 学生を 公然と 殴打、 殺害し、 大衆の 会合 や 市民の 集会の 場所を 焼 打ちし、 集会に あつまった 大衆を 射殺し 
たりした。 ッァー の 詔書の もたらした 結果と いうのは、 まあ こんな ものであった。 

当時、 巷には、 ッァー の 詔書を 皮肉った つぎの ような 唄が はやって いた。 

「ッァ I はた まげて、 詔書を だした。 

死んだ 奴に ゃ、 自由を くれ、 

生きて いる 奴は 監獄へ」 

ボリ シ H ビキ は、 十月 十七 日の 詔書が ヮナ である ことを、 大衆に 説明した。 かれらは、 詔書を だした あとの 
政府の 行動に 挑発の 烙印を おした。 ボリ シ * ビキ は、 労働者に 武器を とれ、 武装蜂起を 準備せ よ、 とよび かけ 
た。 

労働者は、 戦闘 隊を つくる ことに いっそう 精力 的に とりくんだ。 十月 十七 日に 政治 ゼネストで かちとった 最 
初の 勝利に つづいて、、 ツ ァー 制度を 打倒す るた め、 いっそう 努力を つづけ、 闘争し なくて はならない ことが、 
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労働者には、 はっきりと わかって きた。 

レ 11 ン は、 十月 十七 日の 詔書を、 力関係が 一時 ある 種の 均衡に たっした 契機で あると 評価した。 当時、 プ 
ロレ タリア 階級と 農民は、 ッァー に 詔書を ださせは したが、 まだ ッァ I 制度を 打倒す る だけの 力はなかった。 
他方、 ッァ— 制度 も、 もはや これまでの 手段 だけでは 支配で きな くない、 口先 だけで も 「公民の 自由」 と 「立 
法」 国会を 約束せ ざるを えなかった ので ある。 

十月 政治 ストが もりあがった とき、 ッァー にたいする 闘争の 焰 のなかから、 労働者 大衆の 革命的 創造力に ょ 
って、 新しい 強大な 武器 -I 労働者 代表 ソビ K 卜が うみだされた。 

労働者 代表 ソビエトは、 各 工場の 代表から なる 会議で、 これまでの 世界に なかった 労働者階級の 大衆 的 政治 
組織で ある。 一九 〇五 年に はじめてう まれた ソビエトは、 一九 一七 年、 プロレタリア 階級が ボリ シ * ビキ 党の 
指導の もとでう ちた てた ソビエト 権力の 雛 形であった。 ソビエトは、 人民の 創造 精神を あらわした 新しい 革命 
的 形態であった。 それは、 もっぱら 革命的 民# にょって ッァ ー 制度の あらゆる 法律 や 規則を うちやぶって つく 
り だされた ものである。 それは、 ッァ ー 制度 反対に 奮起した 民衆の 自発性を あらわした ものであった。 

ポリシ H ビキ は、 ソビエトが 革命的 権力の 萌芽で ある、 とみな した。 そして、 ソビエトが どれ だけの 力と 意 
義を もつ かは、 もっぱら 蜂起の 力と 成功の いかんに かかって いる、 と 考えた。 

メンシ H ビキは ソビエトを、 革命的 権力の 萌芽 的 機関で あると も、 それが 蜂起の 機関で あると も 認めな かっ 
た。 かれらは、 ソビヱ トを 、民主化され た 都市 自治体の たぐいの、 地方自治 機関と みなした。 

一九 〇五年 十月 十三 日 (新暦 二十 六日)、 ぺ テル ブルダ のす ベての 工場で、 労働者 代表 ソビ H 卜の 選挙が お 
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こな われた。 その 夜、 ソビエトの 第一 回 会議が ひらかれた。 ぺ テルブ ルグに つづいて、 モスクワ でも 労働者 代 
表 ソビエトが 成立した。 

ベ テル ブルダの 労働者 代表 ソビエトは、 P シア 最大の 工業と 革命の 中心地の ソビエト であり、 ツ ァ1 帝国の 
首都であって、 本来なら 一九 〇五 年の 革命で 決定的な 役割を はたすべき であった。 しかし、 この ソビ H 卜は、 
悪辣な メンシ H ビキの 指導を うけた ために、 その 任務を はたす ことができなかった。 周知の ように、 そのころ 
レ 11 ン はべ テルブ ルグ には おらず、 まだ 国外に いた。 メンシェビキは、 レー ニンの いないのに 乗じて ぺ テル 
ブルダの ソビエトに もぐりこみ、 そこの 指導部を うばいとっ た。 こうした 事情の もとで、 フル スタ リョ フ 、卜 
P ツキ I、 パル ゥスら の メンシェビキが、 ベ テル ブルダの ソビエトを 蜂起 政策 反対の 道に ひきいれる ことに 成 
功した のは、 おどろく にあたら ない。 かれらは、 兵士を ソビエトに 接近 させず、 この 両者を 結びつけた 共同 鬪 
争を する ような こと もせず、 逆に 兵士が ぺ テルブ ルグ から 撤退す るよう 要求した。 労働者を 武装し、 蜂起の 準 
備を させる かわりに、 ソビエトは、 足ぶ みを つづけ、 蜂起の 準備に 反対した。 

モスクワの 労働者 代表 ソビ H 卜は 、革命の なかで、 これとは 全くち がった 役割を はたした。 モスクワの ソビ 
エトは、 成立の 当初から、 革命的 政策を 徹底的に 遂行した。 モスクワの ソビエトは 、ポリシ* ビキに 指導され 
ていた。 ボ リシ* ビキの 努力で、 モスクワには、 労働者 代表 ソビエトの ほかに、 兵士 代表 ソビエト もつ くられ 
た。 モスクワの ソビエトは、 武装蜂起の 機関と なった。 

一九 〇五 年の 十月から 十二月に かけて、 多くの 都市、 ほとんど すべての 労働者 中心地に、 労働者 代表 ソビエ 
卜が つくられた。 兵士 •水兵 代表 ソビエトを 組織し、 それを 労働者 代表 ソビエトと 合同 させよう という 試みが 
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なされた。 一部の 地方では、 労働者 •農民 代表 ソビ H 卜がつ くられた。 

ソビエトの 影響は、 ひじよう に 大きかった。 ソビエトは、 しばしば、 自然発生 的に うまれ、 まだ 形を ととの 
えず、 成員 も あいまいな ものが あった にもかかわらず、 それは 一つの 権力 機関と して 行動した。 ソビエトは、 
力づ くで、 出版の自由を 実現し、 八 時間 労働 制を 確立し、 ツア I 政府に 税金を はらうな と 人民に よびかけた。 
ある ばあいには 、ソビエトは ツ ァー 政府の 公金を 没収し、 それを 革命の ために 使用した。 


五、 十二月の 武装蜂起  蜂起の 失敗  革命の 退却  第一 次 
国会  第 四 回 (統一 期成〕 党大会 

一九 〇五 年の 十月と 十一月、 大衆の 革命 闘争は 猛烈な 勢いで 発展し つづけた。 労働者の ストラィキは つづい 
た。 

一九 〇五 年の 秋、 地主にたい する 農民の 闘争 も、 大規模に くりひろげられた。 農民運動は、 全国の 三分の I 
以上の 郡に ひろがった。 サラトフ、 タンボフ、 チ X ル ニ ゴフ、 チ フリス、 クタィシ、 その他の いくらかの 県 
で、 ほんものの 農民 蜂起が おきた。 しかし、 農民 大衆の 攻擊 はま だ 不十分であった。 農民運動には、 まだ 組織 
性と 指導が かけて いた。 

多くの 都 ie —— チ フリス、 ウラ ジオ ストック、 タシ ユケ ント 、サマルカンド、 クルスク、 スフ I ミ、 ヮルシ 
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ャヮ 、キエフ、 リガな どの 諸 市では、 兵士の あいだに も騷 動が ひどくな った。 クロンシュタット でも、 セ バス 
ト ー ポリの 黒海 艦隊の 水兵の あいだで も、 蜂起が おきた (一九 〇五年 十一月)。 しかし、 これらの 蜂起は、 パ 
ラバ ラに おこった ので、 ツァー 政府に よって 鎮圧され てし まった。 

陸海 軍の 個々 の 部隊で おきた 蜂起の きっかけは、 将校の 極度の 横暴 や、 粗悪な 食べ もの (いわゆる 「えん 豆 
一揆」 ごとき) などで ある ことが めずらしくなかった。 蜂起した 陸海 軍の 兵士 大衆は、 ッァー 政府を 打倒し、 
強力に 武装 闘争を つづけなければ ならない、 という ことを まだ はっきりと 自覚して いなかった。 蜂起した 陸海 
軍の 兵士は、 まだ あまりに も おだやかで、 おとなしかった。 かれらは よく 誤りを おかし、 蜂起した ときに 逮捕 
した 将校を 釈放したり、 上官の 約束 や 誓約を うかつに 信じ こんだり し た。 

革命は、 いまや 武装蜂起の I 歩 手前まで きた。 ボリ シェ ビキ は、 ツ ァ| と 地主にたい する 武装蜂起に たちあ 
がるよう 大衆に よびかけ、 武装蜂起が 不可避で ある ことを 大衆に 説明した 。ポリシ* ビキ は、 不眠不休で 武装 
蜂起を 準備した。 陸海 軍の 兵士の あいだで、 革命的な 活動が すすめられ、 軍隊に 党の 軍事 組織が つくられた。 
多くの 都市に 労働者 戦闘 隊が 組織され、 戦闘 隊員に 射撃 訓練が ほどこされた。 国外で 武器を 購入し、 それを ひ 
そかに ロシアに 運び こむ 仕事が 組織され た。 武器 輸送の 仕事には、 党の すぐれた 活動家が 参加した。 

一九 〇五年 十 I 月、 レーニ ンは P シアに 帰って きた。 ツァー の 憲兵 や スパィの 目を さけて、 当時、 レー ニン 
は 武装蜂起の 準備に 直接 参加した 。ポリシ* ビキの 新聞 『ノ  I バヤ •ジ I ズニ』 〔新 生活〕 に 発表され た レー 
ニ ンの 論文は、 党の 日常 活動の 指示に なった。 

そのころ、 スタ I リン 同志は、 後 ヵフ ヵズで 革命 活動を 大いにす すめて いた。 スタ ー リン 同志は、 革命と 武 
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装 蜂起の 敵と しての メンシ ヱ ビキを 暴露し、 粉碎 した。 スタ ー リン 同志は、 専制 制度にたい する 労働者の 断固 
とした 戦闘を、 敢然と 準備した。 ッァー の 詔書が だされた その 日、 スタ I リン 同志は、 チ フリスの 大衆 集会で 
労働者に つぎのょうに 演説した。 

「ほんとうに 勝利を かちとる には、 われわれに なにが 必要 か？ それには 三つの ものが 必要で ある。 

第一に 武装、 第二に 武装、 そして 第三に もまた 武装で ある。」 

一九 〇五年 十二月、 フィンランドの タン メル フォ ルスで、 ポリシ* ビキの 会議が ひらかれた 。ポリシ X. ビキ 
と メンシ H ビキ は、 形式的には まだ 一つの 社会民主党 内に 属して いたが、 実際には 二つの 異なった 政党で、 そ 
れぞれ 独自の 中央部を もっ ていた。 この 会議で、 レーニ ンと スタ ー リンは はじめて 顔を あわせた。 このと きま 
で、 二人は 手紙の やりとり や 同志を 介して、 連絡を とっていた のであった。 

タン メンフ ォ ルス 会議の 決議の なかでは、 二つの 決議に 注目す る 必要が ある。 一つは、 事実上 二つの 党. に 分 
裂して いる 党の 統一を 復活す る 問題に ついての 決議で ある。 もう I つは、 第一 次 国会、 つまり、 いわゆる ゥィ 
ッテ 国会の ボイ n ット についての 決議で ある。 

このと き、 モスクヮでは すでに 武装蜂起が はじまって いたので、 会議は、 レーニ ンの 意見で その 仕事を 早々 
にきり あげた。 各 代議員は、 みずから 蜂起に 参加す るた め、 それぞれ 各地に かえって いった。 

しかし、 ッァー 政府 も、 居眠りを しては いなかった。 かれら も 頑強に たたかう 準備を していた。 日本との 講 
和で 苦境を 緩和した ッァ ー 政府は、 労働者、 農民 大衆に おそいかかって きた。 ッァ— 政府は、 農民 蜂起に まき 
こまれて いた 多くの 県に 戒厳令を しき、 「その 場で 片 づけろ」 「弾薬を 惜しむな」 という 残忍な 命令を だし、 
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革命運動 指導者の 逮捕と 労働者 代表 ソビト の 解散を 命じた。 

それで、 モスク 7 の ボリ シ H ビキ と、 その 指導を ぅけて 広範な 労働者 大衆と かたく 結びついて いた モスクワ 
労働者 代表 ソビエトは、 武装蜂起を 即時 準備す る ことを きめた。 十二月 五日 (新暦 十八 日)、 モスクワ 委員会 
は、 政治的 ゼネストの 宣言を ソビエトに 提案し、 闘争の 過程で それを 蜂起に 転化させる、 といぅ 決議を 採択し 
た。 この 決議は、 労働者の 大衆 集会で 支持され た。 モスクワ •ソビ ニ トは 、労働者階級の 意志を 考慮に いれ、 
政治的 ゼネストの 開始を 満場一致で 決定した。 

モスクワの ブロ レ タリア 階級は、 蜂起を 開始す るに あたって、 自分たち の 戦闘 組織を もっていた。 それには 
おょそ 千 人の 戦闘 隊員が いたが、 大半は ボリ シ H ビキ であった。 モスクワの 多くの 工場に も、 戦闘 隊が つくら 
れて いた。 蜂起の 側には、 あわせて 二 千 人の 戦闘 隊員が いた。 労働者は、 守備隊を 中立 させ、 その 一部を 引き 
はなし、 味方に つける 予定であった。 

十二月 七日 (新暦 二十日)、 モスクワで 政治 ストが 開始され た。 しかし、 この ストラィキを 全国に ひろげる 
ことには 成功し なかった。 ぺ テルブ ルグが ストラィキを 十分に 支持し なかった からで ある。 この ことは、 蜂起 
の 成功す る 見込みを 最初から すくなく した。- ー コラ ィ 鉄道 (いまの オ クチャ ブリス ヵヤ 鉄道) は、 やはり ッァ 
I 政府の 手に にぎられて いた。 この 鉄道の 運輸は 中止され なかった。 それで、 政府は、 蜂起を 鎮圧す るた め、 
近衛 連隊を ぺ テルブ ルグ から モスクワに おくる ことができた。 

当の モスクワでは 守備隊が 動揺して いた。 労働者が 蜂起を はじめた のは、 守備隊からの 支持に いくぶん 期待 
したから でも あった。 しかし、 革命家は 好機を のがした。 ッァ— 政府は、 守備隊の 鳋動を かたづけて しまっ 
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た。 

十二月 九日 (新暦 二 十二 日)、 モスクワに 最初の バリ ヶ ー ドが あらわれた。 つづいて、 モスクワの 街々 は パ 
リヶ ー ドで おおわれて しまった。 ッァ ー 政府は、 砲兵を 出動 させた。 ッァ I 政府は、 蜂起 者に 数倍す る 軍隊を 
おくりこんで きた。 数千の 武装した 労働者は、 九日 間に わたって 英雄的な 闘争を すすめた。 ッァ ー 政府は、 ぺ 
テルブ ルグ 、トゥべ ー リ 、西部 辺境 地方から 数個 連隊を 出動 させて、 やっと 蜂起を 鎮圧す る ことができた。 各 
区の 蜂起の 指導 機関は、 戦闘 開始の 直前に、 一部は 検挙され、 一部は 孤立 させられた。 モスクワの ボリ シ X. ビ 
キ委員 会 も 検挙され た。 武装 行動は、 たがいに 連絡の ない 個々 の 区の 蜂起に なって しまった。 各 区は、 指導の 
中心 もな く、 全市 的な 共同の 闘争 計画 もなかっ たので、 主として 防禁 に^: S する ことに なった。 これは、 のち 
に レ 1-1 ンが 指摘して いるょぅ に、 モスク *7 の 蜂起の 弱さの おもな 根源で あり、 この 蜂起の 敗因の 一つで も あ 
った。 

モスクワの クラス ナヤ •プレス ニ ャ 区の 蜂起は とくに 頑強で 激烈に たたかわれた。 クラス ナヤ •プレス- 1 ャ 
は、 蜂起の おもな トリ デで あり、 その 中心であった。 ここには、 ボリ シ X. ビキの 指導す る もっとも 精鋭な 戦闘 
隊が 集中して いた。 L かし、 クラス ナヤ •プレス ニ ャも 、ついに 砲火と 銃剣に ょって 鎮圧され、 血の 海と かわ 
り、 砲擊 をぅ けて 炎々 ともえ あがった。 モスクワの 蜂起は、 鎮圧され てし まった。 

蜂起が おきた のは、 モスクワ だけではなかった。 ほかの 多くの 都市 や 地区で も、 # 的 蜂起が おきた。 クラ 

ス ノヤ ルス ク 、モト ピリ ハ (ペルミ)、 ノ  •ホ P シ イス ク 、ソル モボ 、セ バスト ー ポリ、 クロンシュタット でも、 

武装蜂起が 勃発した 0 
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P シアの 抑圧され ている 諸 民族 も、 武装蜂起に 立ち あがった。 グル ジャの ほとんど 全土に 蜂起が もえひろが 

つた。 ウクライナの ドン バス ー帯、 つまり、 ゴルロフカ、 アレクサンドロフスク、 ルガンスク (いまの ウォ P 
シー ロフグ ラ I ド) などで も、 大規模な 蜂起が おこっ た。 ラトビアの 闘争は、 きわめて 頑強であった。 フィン 
ランドでは、 労働者が 赤衛隊 をつ くり、 蜂起に たちあがった。 

しかし、 これらす ベての 蜂起 も、 モスクワの 蜂起と 同じように、 ッァ I 政府の ため、 野蛮な 残忍き わ まる や 
りかた で、 鎮圧され てし まった。 

メンシ H ビ キとボ リシ H ビキ は、 十二月の 武装蜂起にたい して 異なった 評価を あたえた。 

武装蜂起の のち、 メンシ X ビキ のプレ ハ ーノフ は、 「武器を とる 必要は なかっ た」 といって 党を 非難した。 
蜂起は 不必要で 有害な ことで ある。 革命は 蜂起な しで やれる、 勝利は 武装蜂起で なく、 平和的な 闘争 手段に よ 
〇 て かちとれる、 とメン シ X. ビキ はいいは つたので ある。 

ポリシ H ビキ は、 こうした 評価を 裏切り 的な ものと きめつけた 。ポリシ H ビキ は、 モスクワの 武装蜂起の 経 
験 こそ 労働者階級の 武装 闘争の 成功の 可能性を 確証した ものに ほかなら ない、 とみな した。 「武器を とる 必要 
はなかった」 という プレ ハー ノフの 非難に こたえて、 レーニ ン はつぎの ようにい った。 

「その 正反対に、 もっと 決然と、 もっと 精力 的に、 もっと 攻撃的に 武器を とらなければ ならな かっ 
た。 平和的 ストライキ だけでは だめで、 なにもの も おそれない、 仮借の ない 武装 闘争が どうしても 必要 
だとい うこと を、 •大衆に 説明す る 必要が あった。」 (レ 丨- ーン 『モスクワ 蜂起の 教訓』) 

一九 〇五 年の 十二月 蜂起は、 革命の 頂点であった。 ッ T I 専制 政府は、 十二月に 蜂起を 敗北 させた。 十二月 
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蜂起の 敗北の あと、 革命は 徐 々に 退却へ と 転じは じめ た。 革命は、 高揚の 時期から 、逐次 的な 退潮の 時期には 
いっていった。 

革命を 徹底的に たたきつぶそうと、 ッ アー 政府は、 いちはやく この 敗北を 利用した。 ッアー の 死刑執行 人 や 
獄史 は、 その 血な まぐ さい 仕事を さかんに やりは じめ た。 ポー ランド、 ラトビア、 エス ト- ーア 、後 ヵフ ヵズ、 
シベリアで 暴動 鎮圧 隊が 思いのままに あばれくるった。 

しかし、 革命は まだ おしつぶされた わけではなかった。 労働者と 革命的 農民は、 戦いながら、 徐 々に 退却し 
た。 新しい 層の 労働者が、 ぞくぞくと 闘争に くわわって きた。 一九 〇六 年には、 百万を こえる 労働者が スト ラ 
イキに 参加した。 一九 〇七 年には、 七十 四 万人が ストライキに 参加した。 農民運動 も、 一九 〇六 年の 上半期に 
は ツアー •ロシアの 約半分の 郡に ひろがり、 その 年の 下半期には、 郡 全体の 五分の 一に およんだ。 陸海 軍 内部 
の 騒動 も、 依然として つづいた。 

ッ ア| 政府は、 f に 反対す る 闘争で、 ただ 高圧の 手段 だけし かとらなかった わけでは ない。 高圧の 手段で 
最初の 成功を おさめる と、 ツ ア1 政府は、 新しい 「立法」 国会を 召集 するとい う 手口を つかって、 革命に 新し 
い打擊 をく わえ ようと 決意した。 かれらは、 このような 国会を 召集す る ことによ って 農民を# から ひきはな 
し、 それに よって 革命を 葬り さろうと はかった。 一九 〇五年 十二月、 ッアー 政府は、 新しい 「立法」 国会の 召 
集に ついての 法令を 出し、 これは ボリ シヱ ビキが ボイコットに よって 一掃した 古い ブル ィ ギン 「諮問」 国会と 
はちが う もの だとい うこと を 示そうと した。 ツア— 政府の 選挙法は、 いうまでもなく 反 民主主義 的な もので あ 
った。 選挙は、 普通選挙ではなかった。 半数 以上の 人口、 たとえば 婦人と 二百 万 以上の 労働者が 選挙権を まっ 
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たくう ば われて いた。 選挙は、 不平等の ものであった。 有権者は、 土地 所有者 (地主)、 市民 (ブル ジョア 階 
級)、 農民、 労働者と いう 四つの 級に わけられて いた。 選挙は、 直接選挙でなくて、 何 段階に も わかれて おり、 
実際には 秘密選挙で もなかった。 選挙法は、 ひとにぎりの 地主、 資本家が、 数千 数百 万の 労働者、 農民にたい 
L 国会で 圧倒的多数を 占める ようになっ ていた。 

ッァー は、 国会を 利用して 大衆を^ &から きりはなそうと した。 当 AT 農民の 大部分は、 国会を 通じて 土地 
を 手に いれる ことができる、 と 信じ こんでいた。 立憲 民主党 員、 メンシ * ビキ 、社会 革命 党員は、 蜂起を せず 
革命を しなくても、 人民の もとめて いる 制度を 達成で きる かの ようにい って、 労働者と 農民を あざむいた。 こ 
うした 人民を あざむく 手口に 反対す るに あたって、 ボリ シエ ビキ は、 タン メル フォ ルス 会議の 決議に もとづ 
き、 第一 次 国会の ボィコットと いう 戦術を 宣言し、 実行した。 

ッ ァ| 制度にたい する 闘争を すすめながら、 労働者は 同時に 党勢 力の 統一、 プロレタリア 政党の 統一を 要求 
した。 ボリ シ X. ビキ は、 統一に ついての タン メル フォ ルス 会議の 周知の 決議に もとづいて、 労働者の この 要求 
に 賛成し、 メンシ H ビキに 全 党の 統一 期成 大会 召集を 提案した。 メンシ H ビキ は、 労働者 大衆からの 圧力に お 
されて、 やむなく 統一に 同意した。 

レ ー ニンは、 統 I に 賛成して いた。 しかし、 レ 1-1 ンが 賛成して いたのは、 革命の 諸問題に ついての 意見の 
相違を 塗り 消して しまわな いような 統一で あった。 調停 派 C ホ グダ ー ノフ 、クラシンら) は ボリ シ X. ビ キとメ 
ンシ エビ キの あいだに 重大な 意見の 相違な どない かの ように 言い くるめよう として、 そのため 党に 大きな 害毒 
を あたえた。 レ I ニンは、 調停 派と たたかう にあたって、 ボリ シ X ビキが 独自の 政治 綱領を もって 大会に のぞ 
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み、 ボリ シ H ビキは どんな 立場に 立って いるか、 統 | は どんな 基礎のう えで おこなう かを、 労働者には はっき 
りさせる べき だ、 と 考えた。 ボリ シヱ ビキ は、 そういう 政治 綱領を つくり、 これを 党員の 討議に かけた。 

一九 〇六年 四月、 統一 期成 大会と ょばれる P シア 社会 民主 労働党 第 四 回 大会が ストックホルム (スゥ ヱ ー デ 
ン) で ひらかれた。 この 大会には、 五十 七の 党 地方 組織を 代表して 議決権を もつ 百 十 | 人の 代議員が 出席し 
た。 このほか、 大会には、 各 民族の 社会民主党の 代議員が 出席した。 つまり、 ブンドから 三人、 ポー ランド 社 
会 民主党から 三人、 ラトビア 社会民主主義 組織から 三人であった。 

ポリシ* ビキの 組織は、 十二月 蜂起の さいと その後に 破壊され たため、 組織の すべてが 代議員を おくれた わ 
けではなかった。 しかも、 一九 〇五 年の 「自由は なや かなり L ころ」、 メンシ X ビキ は、 革命的 マルクス主義と 
とは 全く 縁の ない 多くの 小 ブルジ ョア 知識 分子を 入党 させて いた。 それにつ いては、 チ フリスの メン シヱ ビキ 
(当時 チ フリスには、 産業 労働者は すくなかった) が おくった 大会 代議員の 数は、 最大の プ ロ レ タリア 組織で 
あるべ テル ブルダの 組織が おくった 代議員の 数と 同じであった ことを 指摘 すれば 十分であろう。 そのため、 ス 
トック ホルム 大会では、 わずかの 差では あった が、 メンシ * ビキが 多数を しめた。 

大会は このょうな 構成であった ので、 多くの 問題で メンシ * ビキ 的な 決議が 採択され た。 

この 大会では、 形式的な 統一が おこなわれた にす ぎなかった。 実際には、 ボリ シ X. ビキと メンシ * ビキ は、 
依然として それぞれの 観点を もちつづけ、 それぞれ 独自の 組織を もちつづけた。 

第 四 回 党大会で 討議され たもっと も 主要な 問題は、 農業 問題、 現状と プロレタリア 階級の 任務に ついての 評 
価、 国会にたい する 態度、 組織 問題であった。 


145 


メンシ * ビキは 、この 大会で 多数を しめては いたが、 労働者の 支持を 失わない ためには、 党員に ついての 党 
規約 第一条の レ 丨- ーンの 定式を 採用せ ざるを えなかった。 

農業 問題では、 レー ニンは、 土地の 国有化を 擁護した。 レー -1 ンの 見解に よると、 土地の 国有化は 革命が 勝 
利した とき、 ッァ ー 制度が 打倒され たのち にの み 実現され る。 このようなばあいには、 土地の 国有化は、 プロ 
レ タリア 階級が 貧農と 同盟して 社会主義 革命に 移行す るのを 容易に する であろう。 土地の 国有化とは、 すべて 
の 地主の 土地を 無償で とりあげ (没収)、 農民に 役 だてる ことで ある。 ボリ シヱ ビキ の戤業 綱領は、 ッァ ー と 
地主に 反対して 革命に 立ち あがる よう、 農民に よびかけた。  , 

メンシ H ビキ は、 別の 立場に 立って いた。 かれらは、 土地の 自治体 有 化の 綱領を 主張した。 この 綱領に よる 
と、 地主の 土地は 農民 団体に 管理 させず、 使用 さえさせず、 自治体 (つまり、 地方自治体、 あるいは 地方自治 
会) の 管理に ゆだねる ことになる。 そして、 農民は 各自の 能力に 応じて この 土地を 小作し なければ ならない の 
である。 

メンシ H ビキの 土地 自治体 有 化の 綱領は 妥協 的な もので、 したがって、 革命に とって 有害な 綱領であった。 
それは、 農民を 革命 闘争に 立ち あがらせる ことは できなかった し、 地主の 土地 所有権の 完全な 絶滅を はかろう 
とする もので もなかっ た。 メンシ H ビキの 綱領は、 革命を 中途半端で おわらせよう とする ものであった。 メン 
シヱ ビキ は、 農民を 革命に たちあがらせたくなかった ので ある。 

党大会は 、メンシェビキの 綱領を 多数で 採択した。 

現状の 評価と 国会に ついての 決議を 討議した さい、 メン シュ ビキ は、 その 反 プロレタリア 的、 日和見主義 的 
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本質を とくには っきり と 暴露した。 メンシ H ビキの マルト ィノ フは 、革命に おける プロレタリア 階級の 指導 権 
に 公然と 反対した。 スタ— リン 同 41心 は、 メン シヱ ビキに こたえて、 単刀直入に 問題を 提起した。 

「ブロ レ タリア 階級の 指導 権 か、 それとも、 民主主義 的 ブル ジョア 階級の 指導 権 か I これが 党内で 
問題に なって いる 点で あり、 これが われわれの 意見の 相違点で ある。」 

国会の 問題に ついては、 メン シヱ ビキ は、 その 決議案の なかで さかんに 国会を もちあげ、 これは、 革命の 諸 
問題を 解決し、 人民を ッァー 制度から 解放す るた めの 最上の 手段で ある、 などとの ベた。 これに 反し、 ボリ シ 
ヱビキ は、 国会を、 ッ ァー 制度の 無力な 付属物で あり、 ッ ァー 制度の 潰瘍を おおいかくす ころもであって、 ッ 
ァー 制度は、 それが 自分の 制度の 邪魔になる と 感じれば、 いつでもす ぐに 投げす てるだろう、 とみな した。 

第 四 回 党大会で 選出され た 中央委員会には、 三人の ボリ シヱ ビキと 六 人の メンシ S. ビキ がいた。 中央 機関紙 
の 編集局には いったのは、 メンシ ヱビ キば かりであった。。 

党内 闘争が つづく であろう という ことは、 すでには っきり していた。 

第 四 回 大会の あと、 ボリ シヱ ビキと メンシェビキとの 闘争は、 いっそうは げしく 燃え あがった、 形式 上で 統 
一して いた 地方 組織で も、 二人の 報告者、 つまり、 ボリ シ * ビキ から 一人、 メンシェビキから 一人が 演壇に 立 
って 大会に ついての 報告を するとい うこと がし ばし ば おこっ た。 二つの 路線が 討議され た 結果、 多くの ばあい 
は、 組織 員の 大多数が ボリ シ H ビキの 側に なった。 

実生活は、 ボリ シヱ ビキの 正し さを ますます 立証した。 第 四 回 大会で 選出され た メンシェビキ 的 中央委員会 
は、 それが 日和見主義で、 大衆の 革命 闘争を 指導す る 能力に まったく 欠けて いる ことを、 ますます さらけ出し 
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た。 一九 〇六 年の 夏と 秋、 大衆の 革命 闘争は ふたたびつ よまった。 クロンシュタットと スペア ボルダでは 水兵 
が 蜂起し、 地主にたい する 農民の 闘争 も 燃え あがった 。メンシェビキ 的 中央委員会は、 日和見主義 的ス P 1 ガ 
ンを だした が、 大衆は この スロ ー ガンに ついていかなかった。 

六、 第一 次 国会の 解散  第二次 国会の 召集  第五 回 党大会 
第二次 国会の 解散  第一 次 ロシア 革命の 敗因 

第一 次 国会が あまり 従順ではなかった ので、 ツァ I 政府は、 一九 〇六 年の 夏、 それを 解散した。 ツ T 1 政府 
は、 人民 弾圧に 拍車を かけ、 暴動 鎮圧 隊を 全国に 送って、 ほしいままに のさ ばらせる 一方、 近いうちに 第二次 
国会を 召集す ると 宣言した。 ツァ ー 政府は、 露骨に、 図々 しく ふるまうよう になっ てきた。 かれらは、 革命の 
あらしが 下火になって いくのを みて、 もはや 革命を おそれな くな った。 

ボリ シ H ビキ は、 第二次 国会に 参加すべき か、 それとも これを ボイコットすべき かの 問題を きめなければ な 
らな かった。 ボイコット という ばあい、 ボリ シ X ビキが いつも 念頭に おいていた のは、 積極的な ボイコットで 
あって、 選挙への 参加を たんに 消極的に 拒否す る ことではなかった。 ボリ シ h ビキの 考えて いた 積極的 ボイ コ 
ット とは、 革命の 道から ツア I の 「憲法」 の 道へ 人民を ひきこもう とする ツア I の 企てにたい して、 これを 人 
民に 警告す るた めの 手段で あり、 このような 企てを うちやぶって、 ッァー 制度にたい する 人民の 新 L い 攻擊を 
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組織す るた めの 手段であった。 

ブル ィ ギン 国会 ボイコットの 経験は、 ボイコットが 「諸事 件に よって 完全に 確認され たた だ 一つの 正しい 戦 
術であった」 (レー ニ ン 『ボイコットに ついて』) ことを 立証した。 この ボイコットが 成功した のは、 それが、 
ツァ ー 憲法の 道の 危険性を 人民に 警告した ばかりでなく、 国会が うまれる まえに、 それを ぶちこ わして しまっ 
たからで ある。 この ボイコットが 成功した のは それが また、 もり 為が る 革命 高揚 期に 実行され、 革命の 退潮 期 
に実行されたのではなかったからである。国会は、革命のル揚という条件のもとでのみぶちこわすことができ 
るので ある。 

ウィ ッテ 国会、 すなわち 第一 次 国会の ボイコットは、 十二月 蜂起の 失敗 後、 ッ ァ I が 勝利者と なった とき、 
つまり、 革命が 下火になった と 考えても よいと きに 実行され た。 

レーニ ンは 、つぎのように かいている。 

「しかし、 そのと きには、 もちろん、 この 勝利 ? ァーの 勝利 —— 編者 § を 決定的な 勝利と みなす 
根拠は まだなかった。 一九 〇五 年の 十二月 蜂起は、 まだ 一九 〇六年 夏に、 多くの 分散した、 部分的な 軍 
事 的 蜂起 や ストライキ という 形で つづけられて いた。 ウィ ッテ 国会の ボイコットの ス P I ガンは、 これら 
の 蜂起を 集中し、 総合す るた めの 闘争の スロ ー ガンであった。」 (レ I ニ ン 『ボイコットに 反対す る』) 

ウィ ッテ 国会の ボイコットは、 この 国会の 威信を 大いに うちやぶり、 国会にたい する 一部の 人民の 信頼を よ 
わめは したが、 しかし、 国会を ぶちこ わす ことは できなかった。 それは この ボイコットが、 いまでは あきらか 
なよう に、 革命が 減退し、 下火になる -i: いう 情勢の もので 実行され たからで ある。 だから、 一九 〇六 年の 第一 


149 


次 国会の ボイコットは、 不成功に おわった。 この ことにつ いて、 レーニ ンは その 名著 『共産主義 運動に おける 
「左翼」 小児病』 のなかで つぎのょうに かいている。 

「一九 〇五 年に ボリ シ 31 ビキが おこなった 『国会』 ボイコットは、 革命的 プロレタリア 階級に 非常に 
貴重な 政治的 経験を あたえた。 合法と 非合法、 議会 内と 議会 外の 闘争 形態が 結合して いる ばあいには、 
たくみに、 護 会 内の 闘争を 拒否す る ことが、 しばしば 有益で あり、 必要で さえ ある ことを しめした から 
である。 …… 一九 〇六 年に ボリ シ * ビキの おこなった 国会 ボイコットは、 たとえ 大きな 誤りでは なく、 
たやすく 是正で きる ものであった としても、 それは、 すでに 誤りであった。 …… 個人に ついて 言える こ 
とは、 それを 適当に なおす と、 政治 や 政党に も あてはまる。 誤りを 犯さない ものが、 りこうな 人間 だと 
いう わけでは ない。 誤りを 犯さない 人間は、 いないし、 いるは ず もない。 りこうな 人間は、 重大な 誤り 
を 犯さない 人、 そして、 その 誤りを、 はやく、 たやすくな おせる 人で ある。」 (レ ーニン 『共産主義 運動 
における 「左翼」 小児病』) 

第二次 国会に ついて、 レー ニンは、 情勢の 変化と 革命の 退潮と にかん がみ、 ボリ シヱ ビキは 「国会 ボイ コッ 
卜の 問題を 再検討し なければ ならない。」 (レ ー •ー ン 『ボイコットに ついて』) と 考えた。 

レ ー ニ ンは 、つぎのょうに かいている。 

「国会が 召集され る ばあい、 その内 部と 周辺から 有益な 扇動を 行なう 可能性が うまれる こと、 立憲 民 
主 党に 反対して 革命的 農民に 接近す る 戦術を 国会の 内部で おこなう ことができる ことを、 すでに 歴史は 
しめして いる。」 (前掲 書) 
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これらす ベての ことから、 つぎの ような ことが わかる。 すなわち、 革命の 高揚 期に、 断固と して 攻撃し、 最 
前線に 立って 攻撃す る ことにた けて いなければ ならない だけでなく、 すでに 高揚が なくなった ときに も、 正 L 
く 退却し、 最後 尾と なって 退却す る ことにた げ ていなければ ならない。 すでに 変化した 情勢に 応じて 戦術を か 
える ことにた けて いなければ ならず、 算をみ だして 退却す るので はなく、 組織的に、 平静に、 狼狽す る ことな 
く 退却す る ことにた けて いなければ ならない。 そして、 どんなにわず かな 可能性で も 利用して、 幹部を 敵の 打 
撃から まもり、 隊伍を たてなおし、 力を たくわえ、 敵にたい する 新しい 攻撃を しかける ことにた けて いなけれ 
ばなら ない。 

そのために、 ボリ シ X. ビキ は、 第二次 国会の 選挙に 参加す る ことを 決定した。 

し かし、 ポリシ H ビキが 国会に 参加した のは、 メンシ H ビキ のように、 国会で 立憲 民主党 員と 連合して 本来 
の 「立法」 活動を する ためでは なく、 国会を 革命の ための 演壇と して 利用す るた めであった。 

メンシ H ビキ的 中央委員会は、 逆に、 国会は ッァ— 政府を 制御で きる 立法機関 であると 考え、 党に、 立憲 民 
主 党員と 選挙 協定を むすび、 国会で 立憲 民主党 員を 支持す るよう よびかけた。 

大多数の 党 組織は、 メンシ * ビキ的 中央委員会の 政策に 反対した。 

ボリ シヱ ビキ は、 新しい 党大会の 召集を 要求した。 

一九 〇七年 五月、 ロンドンで 第五 回 党大会が ひらかれた。 その 当時、 P シア 社会 民主 労働党 (各 民族の 社会 
民主主義 組織 も あわせて) には、 あわせて 十五 万の 党員が いた、 大会には、 合計 三百 三十 六 人の 代議員が 参加 
した。 ボリ シヱ ビキは 百 五 人、 メン、 ゾ * ビキは 九十 七 人であった。 そのほかは、 前 大会で ロシア 社会 民主 労働 
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党に 加入を みとめられた 各 民族の 社会民主主義 組織、 すなわち、 ポー ランドと ラトビアの 社会民主主義 組織 お 
よび ブンドを 代表して いた。 

トロ ツキ ーは 、大会で かれの 別個の 中間派 的 グル ー プ 、すなわち 半 メンシェビキ •グル I プを つくろうと 企 
んだが 、だれも かれに ついていかなかった。 

ボリ シ X. ビキ は、 ポ ー ランドと ラトビアの 代議員の 支援を えたので、 大会で 絶対多数を しめた。 

党大会で 論争され たお もな 問題の 一つは、 ブル ジョア 諸政 党にたい する 態度の 問題であった。 この 問題に つ 
いては、 はやく も 第二 回 党大会の さい、 ボリ シ H ビ キとメ ンシ H ビキ との あいだで 論争が おこなわれて いた。 
党大会は、 すべての 非プ n レ タリア 政党 —— 黒 百 人 組、 十月 党 (オ クチャ ブ リスト)、 立憲 民主党、 社会 革命 
党 —— にたいして ボリ シ X. ビキ的 評価を あたえ、 これらの 政党にたい する ボリ シェ ビキ的 戦術を さだめた。 

党大会は、 ボリ シェ ビキの 政策を うけいれ、 rp シア 人民 同盟」、 君主 主義 派、 統一 貴族 会議な どの 黒 百 人 組 
的 政党にたい しても、 「十月 十七 日 同盟」 (十月 党)、 商工 党、 「平和 革新」 党にたい しても、 容赦な くた たか 
うとい う 決定を した。 これらの 党は すべて、 あきらかに 反革命の 政党であった。 

自由主義 的 ブル ジョア 階級、 立憲 民主党に ついては、 党大会は これにたい して 非 妥協 的な 暴露 闘争を すすめ 
るよう 提案した。 党大会は、 立憲 民主党の 偽善 的な、 えせ 「民主主義」 を 暴露し、 農民運動の 先頭に 立とうと 
する 自由主義 的 ブル ジョア 階級の 企みにたい して 闘争す るよう 提案した。 

いわゆる ナロ ー ド-ー キ的 あるいは 勤労者 的 諸 党 (人民 社会主義者、 勤労 団 、社会 f 党) にたいしては、 党 
大会は、 社会主義者の 仮面を かぶろうと している かれらの 企みを 暴露すべき であると 勧告した (訳注… 勤労 団 
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は、 小 ブルジ •ョァ 団体で、 一九 〇六年 第一 次 国会に 参加した 一部の 農民 代議員に よってつ くられた。 その 指導 
者は 社会 革命 党の 知識 分子であった)。 同時に、 党大会は また、 これらの 政党が、 当時は まだ 民主主義 的な 政 
党で あり、 都市と 農村の 小 ブル ジョァ 階級の 利益を 代表して いる 以上、 ッァ I 制度と 立憲 民主党 的 ブルジ ョァ 
階級にたい する 闘争を、 共同で、 一斉にす すめる ため、 これらの 政党と 個々 に 協定を 結んでも よい、 とみと め 
た。 . 

党大会の まえに、 メンシェビキは すでに、 いわゆる 「労働者 大会」 の 召集を 提案して いた。 メンシェビキの 
計画は、 社会民主党 員 も 社会 革命 党員 も 無政府主義者 も いっしょに 参加す るよう な 大会を 召集 するとい う もの 
であった。 この 「労働者」 大会では、 「党で ない 党」 でも あり、 「広範な」 小 ブル ジョア 的な、 綱領 もない 労 
働 者 党で も ある、 といった ものを つくりあげる はずであった。 レ I 一ー ン は、 メン シ* ビキ のこの もっとも 有害 
な 企み I 社会 民主 労働党を 解消して、 労働者階級の 先進 部隊を 小 ブル ジ ョ ア大 衆の なかに とけ ごまして しま 
おうとす る 企みを！* した。 党大会は、 「労働者 大会」 という メンシェビキの ス ロー ガンを はげしく 非難し 
た。 

党大会の 活動のう ちで とくに 重要な 地位を しめたのは、 労働組合の 問題であった 。メンシェビキは、 労働 組 
合の - I 中立性」 を 擁護した。 つまり、 労働組合に おける 党の 指導 的 役割に 反対した。 大会は、 メンシ X. ビキの 
提案を 否決し、 ボリ シ* ビキの 提案した 労働組合に ついての 決議を 採択した。 この 決議には、 党が 労働組合の 
思想 的、 政治的 指導を かちとるべき である、 と 指摘され ていた。 

第五 回 大会は、 労働運動で ポリシ X. ビキが 大きな 勝利を かちとった ことを しめした。 しかし、 ボリ シ H ビキ 
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は、 勝利に うぬぼれ、 おぼれる ような ことはなかった。 レ I ニンは、 そのよう になるな と 教えて いた。 ボリ シ 
X. ビキ は、 これから もま だ メンシ X, ビキ とたた かわなければ ならない ことを 知っていた。 

スタ ー リン 同志は、 I 九〇七 年に 発表した 『一代 議員の 手記』 という 論文の なかで、 この 大会の 結果に つい 
てつぎ のように 評価して いる。 

「革命的 社会民主主義の 旗の もとに、 全 ロシアの 先進 的 労働者を 単一の 全 ロ シア 的 党へ 実際に 結集 さ 
せた こと、 —— これが、 ロンドン 大会の 意義で あり、 その 一般的 性格で ある。」 

スタ ー リン 同志は、 この 論文の なかで、 党大会の 構成に ついての 資料を あげてい る。 それによ ると、 大会に 
参加したボリシェビキの代議員は、主として大エ業地域(ぺテルブルグ、モスクフ、ゥラル、ィヮノボ.ボズ 
ネ センス クなど ) から 派遣され たが、 メンシ 3X ビキの 代議員は、 手工業 労働者 や 半 プロレタリア 分子が 大多数 
をし める 小生 産地 域と いくつかの 純 農民 地域から 出て きたので あった。 

スタ ー リン 同志は 党大会を 総括して、 つぎのように 指摘して いる。 

「あきらかに、 ボリ シヱ ビキの 戦術は、 大工 業 プロレタリアの 戦術で あり、 階級 矛盾が とくに きわだ 
ち 階級闘争が とくには げしく なって いる 地域の 戦術で ある。 ボリ シヱ ビズム —— それは 真の プロ レ タリ 
アの 戦術で ある。 他方、 メンシ X. ビキの 戦術が、 主として 手工業 労働者と 農村 半ブ P レ タリア 階級 分子 
の 戦術で あり、 階級 矛盾が あまり きわだたず 階級闘争が おおいかくされて いる 地域の 戦術で ある こと 
も、 同様に あきらか である。 メン シ* ビズム —— それは プロレタリア 階級の なかでの 半 ブル ジョア 階級 
分子の， 戦術で ある。 数字が そのこと を 物語って いる。」 (『ロシア 社会 民主 労働党 第五 回 大会 議事録』 一 


154 


第 3 章 1904 年 一 1907 年 


九 三 五 年 版) 

ッ ァ1 は、 第一 次 国会を 解散して、 第二次 国会を もっと 従順な ものにした いと 考えた。 ところが、 第二次 国 
会 もそう した 期待に そわなかった。 それで、 ッァ— はこの 国会 も 解散して、 いっそう 改悪され た 選挙法に よる 
第三 次 国会を 召集す る ことにき め、 それが もっと 従順な ものになる ことを 期待した。 

第五 回 党大会 後 まもなく、 ッァ ー 政府は、 いわゆる 六月 三日 ク ーデタ ー を おこした。 一九 〇七年 六月 三日 ッ 
ァ ー は 第二次 国会を 解散した。 社会民主党の 国会議員 団の あわせて 六十 五 人の 代議員は、 全員 逮捕され、 シべ 
リアに 流刑され た。 新しい 選挙法が 公布され た。 労働者と 農民の 権利は、 さらにけ ずり とられて しまった。 ッ 
ァ I 政府は、 攻勢を つづけた。 

ッァー の 大臣 ストルィピンは、 労働者と 農民にたい して、 血な まぐ さい 懲罰を くわえた。 おびただしい 数の 
革命的な 労働者と 農民が、 暴動 鎮圧 隊に よって 銃殺され、 絞殺され た。 ッァ I の 監獄では、 革命家が 虐待され、 
拷問に かけられた。 労働者の 組織、 第一に ボリ シヱ ビキ は、 とくに 残酷な 迫害を うけた。 ッ ァー の スパイは、 
当時 フィンランドに 身を かくして いた レー -I ンを さがして いた。 革命の 指導者を、 かれらは かたづけて しまい 
たかった 〇. である。 一九 〇七年 十二月、 ひじよう な 危険を おかして、 レーー ーン はふた たび 国外に 亡命す る こと 
に 成功した。 

ストルィピン 反動の 困難な 時期が やってきた 0 

こうして、 第一 次 ロシア 革命は 失敗に おわった。 

それには、 つぎの ような いくつかの 原因が あった。 
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(一)  .f には、 ッァー 制度に 反対す る 労働者と 農民の 強固な 同盟が まだなかった。 農民は、 地主にたい す 
る 闘争に たちあがった し、 地主に 反対す るた めに 労働者と 同盟を 結ぶ ことを のぞんで いた。 しかし、 かれら 
は、 ッァ— を 倒さなければ 地主を 倒せない ことを まだ 理解して いなかった し、 ッァ I と 地主が 一体と なって 行 
動して いる ことを まだ 理解して いなかった。 しかも、 農民の 多数は、 まだ ッァ ー を 信頼して いたし、 ッァ ー の 
御用 国会に まだ のぞみを かけて いた。 だから、 多くの 農民は、 ッァー 制度を 倒す ために 労働者と 同盟を 結ぶ こ 
とを のぞんで いなかった。 農民は、 ほんとうの 革命家で ある ボリ シ H ビ .キ よりも、 協調主義の 社会 革命 党の ほ 
うを ずっと 信用して いた。 その 結果、 地主にたい する 農民の 闘争は、 十分に 組織され ていなかった。 レーニ ン 
は、 つぎのように 指摘して いる。 

「 …… 農民の 行動は、 あまりに も 分散 的、 無 組織的で、 攻撃 性に 欠けて いた。 これが、 革命の 失敗し 
た 根本的 原因の 一つで も あった。」 (レー ニン 『一九 〇五 年の#^ についての 講演』) 

(二)  農民の 大部分が ッァ ー 制度 打倒の ため 労働者と ともに すすむ ことを のぞまな かった その 気持ちは、 軍 
隊の 態度に も 反映した。 軍隊の 大多数は、 軍服を きた 農民の 息子たち で 構成され ていたから である。 ッァー 軍 
隊の 個々 の 部隊では 騒動 や 蜂起が おこり もした が、 しかし、 兵士の 多数は、 まだ ッァー をた すけて 労働者の ス 
トラ ィキ や 蜂起を 鎮圧した。 

(三)  労働者の 行動 も、 十分な 協力が たらなかった。 労働者階級の 先進 部隊は、 一九 〇五 年に 英雄的な 革命 
闘争を くりひろげた。 しかし、 もっと おくれた 層、 すなわち 工業の 発展が もっとも おくれて いた 県の 労働者 
や、 農村に すむ 労働者は、 腰が おもかった。 かれら も、 一九 〇六 年には とくに^^ 闘争への 参加が 強まった 
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が、 そのと きには、 労働者階級の 前衛 部隊は すでにい ちじる しく 弱められて いた。 

(四)  労働者階級は、 革命の 先進 的な 基本的 勢力であった が、 当時、 労働者階級の 党の 内部には、 必要な 統 
一と 団結が まだなかった。 ロシア 社会 民主 労働党 —— 労働者階級の 党 —— は 二つの グル— プ 、つまり ボリ シェ 
ビキと メンシ H ビキ にわかれ ていた。 ポリシ！！ ビキ は、 徹底的な^^ 路線を おしすすめ、 ツ ァー 制度の 打倒を 
労働者に ょびかけた 。メンシェビキは、 その 協調主義 的 戦術で 革命に ブ レー キを かけ、 非常に 多くの 労働者を 
まごつかせ、 労働者階級を 分裂 させた。 そのため、 労働者は、 # のさい つねに 協力して 行動した わけでは な 
かった。 労働者階級は、 自分自身の 隊伍の 統一を まだ もっていなかった ので、 革命の 真の 指導者と なること が 
できなかった。 

(五)  西 3 丨ロッ パの 帝国主義 者は、 ツァ ー 専制 政府が 一九 〇五 年の 革命を 鎮圧す るのに 手を かした。 外国 
の 資本家は、 ロシアに 投資した 資本と 莫大な 収益を 失ぅ ことを おそれた。 それば かりで なく、 かれらは、 ロシ 
ア 革命が 勝利した あかつきには、 そのほかの 国の 労働者 も 革命に 立ち あがりは せぬ かと 恐れた。 それで、 西ヨ 
丨ロッ パの 帝国主義 者は、 死刑執行 人で ある ツァ ー をた すけた。 フランスの 銀行家は、 革命を 鎮圧す るた めに 
ツァー に 巨額の 借款を あたえた。 ドィツの 皇帝は、 ツ ァ1 をた すける ために 武力干渉 用の 大軍を 待機 させて い 
た。 

(六)  一九 〇五年 九月に 結ばれた 対日 講和条約は、 ツァ I を 大いに 助けた。 戦争での 敗北と # 運動の 大き 
な もりあがりは、 ツァー に 講和条約の 調印を 急がせた。 敗戦は ツァ I 制度を ょわめた が、 講和条約の 締結は ツ 
ァーの 地位を 強めた ので ある。 
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要  約 

第一 次 P シア 革命は、 わが国の 発展 途上で 歴史的な 一時 代を なして いる。 この 歴史的な 時代は、 二つの 時期 
にわかれ る。 第一の 時期は、 満州の 戦場で 敗北を なめた ッァー の 弱味を 利用し、 ブル ィギン 国会を 一掃し、 ッ 
アー につぎ からつ ぎへ と 譲歩 させて、 十月の 政治的 ゼネストから 十二月の 武装蜂起 へと 革命が 高揚して いった 
時期で ある。 第二の 時期は、 日本との 講和 締結で 勢力を もちなおした ッ アー が、 革命を まえに おそれおののく 
自由主義 的 ブルジ ョア 階級の 恐怖心を 利用し、 農民の 動揺を 利用し、 かれらに ゥィ ッテ 国会と いうち っぽけ な 
施し ものを 投げ あたえて、 労働者階級にたい し、 革命にたい し、 攻勢に 転じた 時期で ある。 

わずか 三年 間の 革命の 時期 (I 九〇五 —— 一九 〇七 年) に、 労働者階級と 鹿 民は、 普通の 平和的 発展では 三 
十 年 かけても えられない ような ゆたかな 政治的 教育を うけた。 平和的 発展の 条件の もとでは 数十 年 かけても は 
っきり しないよう な ことが、 革命の 数年間では っきり したので ある。 

革命は、 ッァー 制度が 人民の ゆるす ことので きない 敵で あり、 墓場に いくより ほか 治しよう のない せむしで 
ある ことを、 あばきだした。 

革命は、 自由主義 的 ブル ジョア 階級の もとめて いるものが、 人民との 同盟では なく、 ッア ー との 同盟で ある 
こと、 かれらは 反革命 勢力であって、 これとの 妥協は 人民への 裏切りと 同じで ある ことを、 立証した。 
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革命は、 ブル ジョア 民主主義 革命の 指導者と なりうる のが 労働者階級 だけで ある こと、 ただ 労働者階級 だけ 
が 立憲 民主党 的な 自由主義 的 ブル ジョア 階級を 追いは らい、 かれらの 影響の もとから 農民を すくいだし、 地主 
を 粉砕し、 革命を あくまでも おしすすめて、 社会主義への 道を 掃き 清める ことができる という ことを、 立証した。 

革命は、 最後に、 勤労 農民が その 動揺 性に も かかわらず、 やはり 労働者階級と 同盟を 結ぶ ことので きる 唯一 
の 重要な 勢力で ある ことを、 立証した。 

革命の 時期に、 P シア 社会 民主 労働党の 内部では、 ボリ シ X ビキの 路線と メンシェビキの 路線との 二つの 路 
線の 闘争が おこなわれた。 ボリ シェ ビキの 方針は、 革命を おしひろげ、 武装蜂起に よって ッ ァー 制度を くつが 
えし、 労働者階級の 指導 権を 実現し、 立憲 民主党 的 ブルジ ョア 階級を 孤立 させ、 農民との 同盟を むすび、 労働 
者、 農民の 代表から なる 臨時 革命 政府を 樹立し、 革命を 勝利に おわらせる、 という ものであった。 これに 反し 
て、 メンシ H ビキの 方針は、 革命を しぼませる という ものであった。 かれらは、 武装蜂起に よる ツァー 制度 打 
倒の かわりに、 ッァー 制度の 改良と 「改善」 を 提唱し、 プロレタリア 階級の 指導 権の かわりに、 自由主義 的ブ 
ルジ ョア 階級の 指導 権を 提唱し、 農民との 同盟の かわりに、 立憲 民主党 的 ブル ジョア 階級との 同盟を 提唱し、 
臨時 革命 政府の かわりに、 全国 rf 勢力」 の 中心と 称する 国会の 召集を 提唱した。 

このように、 メンシ H ビキは 協調主義の 泥沼に ころがり おちて、 労働者階級にたい する ブル ジョア 的 影響の 
伝達 者と なり、 事実上、 労働者階級の 内部に おける ブル ジョア 階級の 手先と なった。 

ボリ シヱ ビキ は、 党内と 国内に おける 唯一の 革命的 マルクス主義 勢力 丑な った。 

こうした 重大な 意見の 相違が あった ので、 ロシア 社会 民主 労働党が、 事実上 二つの 政党、 つまり ボリ シ H ビ 
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キ 党と メンシ ヱビキ 党に 分裂した のは、 当然であった。 第 四 回 党大会は、 党内の 実状を すこしも かえる ことが 
できなかった。 この 大会は、 ただ 党の 形式的な 統一を たもち、 いくらか かためた にす ぎなかった。 党の 実際的 
な 統一の 方向に 一歩を すすめた のは、 第五 回 党大会で あり、 しかも、 この 統一は、 ボリ シヱ ビズム の 旗の もと 
にお こな われた ので ある。 

第五 回 党大会は、 革命運動を 総括して、 メンシ X. ビキの 協調主義 路線を 非難し、 ボリ シヱ ビキの 革命的 マル 
クス 主義 路線を うけいれた。 こうして、 すでに 第一 次 ロシア 革命の 全 過程で 確証され ていた ことを、 第五 回 党 
大会は もういち ど 確証した わけで ある。 

革命は、 つぎの ことを 立証した 。ポリシ ュビキ は、 情勢が 要求 するとき には、 攻繫を 実行す るのに ひいでて 
いる こと、 ボリ シヱ ビキ は、 最前線に 立って 攻颦 し、 人民を 導いて 突擊 する すべを 習得した という こと、 が こ 
れ である。 革命は また、 つぎの ことを 立証した。 ボリ シ * ビキ は、 情勢が 不利で、 革命が 下火になった ときに 
は、 秩序 整然と 退却す るのに ひいでて いる こと、 ボリ シ X ビキ は、 狼狽 もしなければ あせり もせずに、 ただし 
く 退却し、 これに よって 幹部を 保存し、 力を たくわえ、 新しい 情勢に 応じて 陣容を たてなおし、 ふたたび 敵の 
攻擊 にむ かう すべを、 学びと ったと いう こと、 が これで ある。 

ただしく 攻擊 する すべを こころえて いなければ、 敵に うちかつ ことは できない。 

ただしく 退却す るすべ、 狼狽 もしなければ 混乱 もせずに 退却す るすべ を こころえて いなければ 、失敗した と 
きに 破滅を まぬがれる ことは できない。 
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第 四 章 ストルィ ビン 反動 期に i> ける メン シュ 

ビキと ボリ シエ ビキ 。ボリ シエ ビキ、 

独立した マルクス主義 党を 結成 

(一九 〇八 年— 一九二 一年) 

一、 ストルィピンの 反動  反政府 的 知識 分子の 腐敗  退廃  一部 知 
識 分子 党員の、 マルクス主義の 敵陣への 移行と マルクス主義 理論を 修正 
しよぅと する 企て  レ 1 ーン の、 その 著書 『唯物論と 経験 批判 論』 に 
おける 修正主義 者にたい する 反駁と マルクス主義 党の 理論的 基礎の 擁護 

一九 〇七年 六月 三日、 ッ ァー 政府は 第二次 国会を 解散 させた。 この 日を、 歴史のぅ えでは 六月 三日 ク ー デタ 
I といって いる。 ッァ ー 政府は、 新たな 第三 次 国会 選挙法を 公布した。 これは、 政府 自身が 一九 〇五年 十月 十 
七日に だした 詔書に そむく ものである ゾなぜ なら、 この 詔書に よると、 ッァ I 政府は 国会の 同意な しには、 新 
しい 法令を 公布す る ことは できない ことにな っていた からで ある。 第二次 国会の 社会民主党 議員 団は 裁判に か 
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けられ、 労働者階級の 代表者たち は、 懲役 や 流刑に 処 せられた。 

新しい 選挙法は、 国会に おける 地主と 商工業 ブルジ ョァ 階級の 代表者の 数を ずっと 増加で きる ように 作成 さ 
れ ていた。 それと 同時に、 もともと ひどく 少なかった 労働者、 農民の 代表の 数は、 何分の 一 かに 減らされた。 

第三 次 国会は、 その 構成から いえば、 黒 百 人 組と 立憲 民主党の 国会であった。 国会議員 総数 四百 四十 二人の 
うち、 右翼 (黒 百 人 組) が 百 七十 一議 席、 十月 党 および 同類の 党派が 百 十三 議席、 立憲 民主党 および これに 近 
い 党派が 百 一議 席、 勤労者 党が 十三 議席、 社会民主党が 十八 議席を しめていた。 

右翼 (かれらが 国会では 右側の 座席を しめていた ので、 こうよ ばれる ようになった) は、 労働者、 農民の も 
っと も 凶悪な 敵、 すなわち 多くの 農民を 鞭で 打ったり、 銃殺す るな どの 手段で 農民運動を 弾圧した 黒 百 人 組の 
ような 地主 •農奴 制 支持者 や、 ユダヤ 人を 虐殺し、 デモに 参加した 労働者を うちのめし、 革命のと き 集会 場を 
無残に 焼き はらったり した 連中で ある。 右翼は、 もっとも 残虐な 方法で 勤労大衆を 弾圧す る こと、 ッァ I が 無 
制限の 権力を もつ ことを 支持し、 一九 〇五年 十月 十七 日の ッァー の 詔書に 反対した。 

国会の なかで 右翼に 近かった のは、 十月 党すな わち 「十月 十七 日 同盟」 であった。 十月 党は、 大 産業資本 お 
よび 資本主義 的 経営 方式を とる 大地 主の 利益を 代表して いた (一九 〇五 年の 革命が はじまって からは、 大地 主 
のうちの 立憲 民主党の 大部分は、 十月 党に 鞍が えした) 。十月 党が 右翼と 違う ところは、 かれらが 十月 十七 日 
の 詔書を 認める —— それ も 口先 だけ —— 点 だけであった。 十月 党は、 ッァ I 政府の 内外 政策を 完全に 支持して 
ぃた。 

第三 次 国会に おける 「立憲 民主」 党の 議席 数は、 第一 次 国会、 第二次 国会に くらべて 減った。 それは、 前に 
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は 立憲 民主党に 投票した 地主の 一部が 十月 党 支持に 変わったた めで ある。 

第三 次 国会には そのほか、 いわゆる 勤労者 党と よばれる 少 人数の 小 ブルジ ョア的 民主主義 者の 団体が 代表を 
もっていた。 かれらは 国会では、 立憲 民主党と 労働者 民主主義 派 (ポリシ H ビキ) の あいだを たえず 動揺し 
た。 国会に おける 勤労者 党の 勢力は きわめて 弱かった が、 やはり かれらは 大衆すな わち 藤 民 大衆を 代表して い 
ると、 レーニ ンは 指摘した。 勤労者 党が 立憲 民主党と 労働者 民主主義 派の あいだを たえず 動揺す るのは、 小 所 
有 者と しての 階級 的 地位に よって 生まれる 必然的な 結果で ある。 レーニ ン は、 ポリシ H ビキ 派の 代議員すな わ 
ち 労働者 民主主義 派に つぎの ような 任務を 提起した。 すなわち、 「弱い 小 ブル ジョア 民主主義 者を たすけ、 か 
れらを 自由主義者の 影響から ぬけ 出させ、 右翼に 反対す る だけでなく、 反革命 的 立憲 民主党に 反対す る 民主 主 
義 陣営を 結束させる こと …… 。」 (レー ニ ン 『ロシアの 諸政 党』) 

一九 〇五 年の 革命 中に、 とりわけ 革命が 敗北した 後には、 立憲 民主党は かれらが 反革命 勢力で ある ことを ま 
すます はっきりと さらけ出した。 かれらは 「民主主義」 的な 仮面を いよいよ かなぐり すて、 正真正銘の 君主 主 
義 者すな わち ッ ァ ー 制度の 擁護 者で ある ことを はっきりし めした。 一九 〇九 年に、 立憲 民主党の 有名な 評論家 
たちが、 『ベ ーヒ』 〔道標〕 という 論文 集を 出版した が、 そのな かで 立憲 民主党 員は ッァ— 制度が 革命を 鎮圧 
した ことにた いし、 ブル ジョア 階級に かわって 感謝して いる。 立憲 民主党は 鞭と 絞首台の ッァー 政府の 前に 膝 
まずき、 公然とこう 書いて いる。 「この 政権を 祝福し なければ ならない。 なぜなら この 政権 だけが、 銃剣と 牢 
獄に よって、 われわれ (すなわち 自由主義 的 ブル ジョア 階級) を 人民の 憤怒から なお まもって くれる からで あ 
る。」 
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ッ ァ I 政府は、 第二次 国会を 解散させる とともに 社会民主党 国会議員 団に 弾圧を くわえ、 さらに ブロ レ タリ 
ァ 階級 0- 政治、 経済 団体にたい する 攻擊を 強めて きた。 懲役 監獄、 要塞 や 流刑地は 革命家で いっぱいに なっ 
た。 革命家は 監獄で むごたら しくう ちの めされ、 拷問 や 迫害を うけた。 黒 百 人 組 一味の テロは はげし さを きわ 
めた。 ッ ァー 政府の 大臣、 ストルィピンは、 全国に くまなく 絞首台を 設けた。 何千 人 もの 革命家が 殺された。 
当時、 絞首台は 「ストルィピンの ネクタイ」 といわれて いた。  ， 

ッァー 政府は、 労働者、 鹿 民の 革命運動を 弾圧す るに あたって、 弾圧、 懲罰 隊 、銃殺、 投獄、 懲役な ど 高圧 
的な 手段に だけた よった のでは ない。 ッァ ー 政府は 「父なる ッァ ー」 にたいする 農民の 素朴な 信仰が ますます 
失われて いくのを 見て、 おそれと 不安の 念に 駆られて いた。 そこで 大いに 術策を めぐらし、 数多くの 農村 ブル 
ジョア 階級、 すなわち 富農と いう 農村に おける 自分たち の 強固な 支柱を つくりだす ことを もくろんだ。 

一九 〇六年 十一月 九日、 ストルィピンは 新しい 農地法を 公布し、 農民が 共同体を 脱退して 別に 農場を つくる 
のを 許可す るよう にした。 ストルィピンの 農地法に よって、 土地の 共同 使用 制は 破壊され てし まった。 すべて 
の 農民は 自分に 割当てられた 土地を 私有財産 として 所有し、 共同体を 脱退す るよう にす すめら れた 。以前は 許 
さなかった が、 今では 農民は 自分に 割当てられた 土地を 売っても 良い ことにな った。 農民が 共同体を 脱退す る 
さいには、 共同体は、 個人 農場 (フ— トル) あるいは 割当 地 (オト ル ー プ) として 一区 画の 土地を 農民に あた 
えなければ ならなかった。 

そこで 富農すな わち クラ ーク は、 貧乏な 農民から その 土地を 安い 値段で 買いた たくこと がで きる ようになっ 
た。 この 農地法が 公布され て 数年のう ちに、 百万 人 以上の 貧乏な 農民が 土地を 完全に 失って 破産して しま 〇 
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た。 富農の もつ 農場 または 割当 地は、 貧乏な 農民が 土地を 失う につれ て 増加した。 こうした 農場 や 割当 地の な 
かには 地主の 領地 同様に、 賃 労働、 雇 農 労働を 大規模に とりいれる もの も あった。 政府は、 共同体の 最良の 土 
地を 農場 経営の 富農に 分け与える ように 農民を 強制した。 

農民 「解放」 のさい に 農民の 土地を 奪った のは 地主だった が、 いまや 共同体の 土地を 奪って いるのは 富農で 
あった。 富農は 最良の 土地を もらった うえに、 貧農の 分 有 地を 捨て値で 買いし めた。 

ッァ I 政府は、 土地を 買って 個人経営の 農場を つくる ために 多額の 貸付金を 富農に あたえた 。ストルィピン 
は 富農を 小 地主に 仕立て あげて、 ッ ァ1 専制 制度の 忠実な 擁護 者に しようと した。 

一九 〇六 年から 一九 一 五 年までの わずか 九 年間に、 共同体を 脱退した 農家は 二百 万を こえた。 

ストルィピンの 政策に よって、 わずかな 土地し かもたぬ 農民 や 貧農は、 いっそう どうに もなら ない 状態に 追 
いこまれた。 農民の 間の 階級 分化は 日 ましには げしくな った。 農民と 農場 主の 富農との 間に 衝突が おこりは じ 
めた。 

それと 同時に、 農民は、 ッ ァ I 政府 および 地主 •立憲 民主党の 国会が 存続す るかぎ り 地主の 土地を 獲得す る 
ことは できない ことを 理解し はじめた。 

共同体を 脱退して 個人 農場を つくる 現象が はげしかった ころ (一九 〇 七〜 | 九〇九 年)、 農民運動は、 はじ 
めは 停滞して いた。 だが、 まもなく、 一九 一〇 年から 一九 一一 年と それ 以後になる と、 共同体 避 民と 個人 農場 
主との 衝突を もとに、 地主 や 富農 = 個人 農場 主に 反対す る 農民の 運動が もりあがが ってき た。 

革命 後、 工業の 面で も ひじょうに 大きな 変化が 生まれた。 工業の 集中すな わち、 工業 規模の 拡大と、 ます ま 
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す 大きな 資本家 グル I プの 手中への 集中が 急速に すすんだ。 一九 〇五 年の 革命 以前に も、 資本家は 同盟を つく 
り はじめて おり、 これに よって 国内の 商品 価格を つりあげ、 かすめとった 超過 利潤を 商品 輸出 振興 資金と し、 
商品を 安い 値段で 外国に 投 売りし、 国外 市場を 獲得で きる ようにした。 資本家の こうした 同盟、 こうした 合同 
体 (独占 体) が、 トラストと か シンジ ヶート とかよ ばれる ものである。 革命 後、 ブル ジョア 階級の トラスト や 
シン ジヶ ートの 数は ますます 増大した。 大 銀行の 数 も 急激に ふえ、 産業の なかでの 大 銀行の 役割 もます ます 大 
きくな った。 外国 資本の ロシアへの 流入 もは げしくな った。 

こうして ロシアの 資本主義は ますます 独占的、 帝国主義的 資本主義 へと 転化して いった。 

工業は 数年の 停滞の のち、 また 活気を 呈 しはじめた。 石炭、 金属、 石油の 生産高は ふえ、 織物と 砂糖の 生産 
も 増大した。 穀物の 輸出 高 も 急速に ふえた。 

当時の ロシアは、 工業の 面で いくらかの 発展を とげた とはいえ、 西ョー ロッパ 諸国に くらべれば 依然として 
おくれた 国で あり、 外国の 資本家に 依存して いた。 当時 ロシアでは まだ 機械 や 工作機械を 製作す る ことができ 
ず、 外国からの 輸入に たよる ほかなかった。 また ロシアには 自動車 工業 も、 化学工業 も、 化 f 料 製造 工業 も 
なかった。 当時の ロシアでは、 兵器 製造の 面で も、 他の 資本主義 諸国に 立ち おくれて いた。 

レ I 一 I ンは 、ロシアの 金属 消費が 少ない ことは、 ロシアが 後進国で ある ことを 示す もの だと 指摘し、 つぎの 
ように 書いて いる。 

「農民 解放 後の 半世紀 間に、 ロシアの 鉄 消費量は 六 倍に なった。 しかしながら ロシアは やはり 信じら 
れな いほ ど、 先例の ない ほど 立ち おくれた 国で あり、 貧弱で ほとんど 未開発の 国であった。 近代的 生産 
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用具の 装備の 点では、 イギリスの 四 分の | 、 ドイツの 五分の | 、 アメリカの | 〇 分の | にす ぎな か ' 〇 
た。」 (レ ーニン 『ロシアに おける 一人 あたり 消費量を どのように して 増大させる か？』) 

ロシアの 経済なら びに 政治の たちおくれの 直接の 結果と して、 ロシアの 資本主義と ツア ー 制度は、 それ 自体 
がいずれ も 西ョー ロッパ 資本主義に 依存して いた。 

これは、 ロシアの 国民経済 のうち もっとも 重要な 部門で ある 石炭、 石油、 電気 産業、 冶金 工業な どが すべて 
外国 資本の 手に にぎられ、 ツ アー •ロシアは 機械と 設備の ほとんど ぜんぶを 外国から 輸入し なければ ならな か 
った 点に あらわれて いた。 

この ことは 法外な 利益を 収奪す る 外債に も あらわれて いた。 こう L た 外債の 利子を 支払うた めに、 ツア I 政 
府は 毎年 数 億 ル ー ブル もの 金を 人民から しぼり 取った。 

それは また、 ロシアと 「同盟国」 との あいだに 結ばれた 秘密 条約に も あらわれて いた。 これらの 条約に よれ 
ば、 ツァ I 政府は、 戦争が 勃発した さいには、 数百 万の ロシアの 兵士を 帝国主義 戦線に 送って 「同盟国」 を援 
助し、 イギリス や フランスの 資本家の 莫大な 利潤を 保証し なければ ならない ことにな っていた。 

ストルィピンの 反動 期には、 憲兵 や瞀官 、ツ ァーの 秘密 挑発 者、 黒 百 人 組 | 味の 暴力団 どもが 労働者階級に 
野蛮な 攻擊を かける 事件が ひん びんと おこった。 しかし、 当時、 弾圧に よって 労働者を 散々 に 迫害した のは、 
ツアー の 手兵 だけではなかった。 この 面では 工場 主 も けっして ひけを とらず、 不景気で 失業者が 増大した 時期 
にはと くに 労働者階級へ 攻撃を つよめた。 工場 主は 労働者の 大量 解雇 (ロックアゥト) を 宣言し、 ストに 積極 
的に 参加した 階級意識の 強い 労働者を 「ブラック •リスト」 にの せた。 「ブラック •リスト」 にの せられた 労 
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働 者は、 その 産業の 部門の 工場 主の 同盟に 加盟して いた 企業では 絶対に 就職で きなかった。 一九 〇八 年には 賃 
金が 一 〇〜一 五パー セント も 切 下げられた。 労働時間は どこでも 十 時間ない し 十二時 間に 延長され た。 非道な 
罰金 制度が ふたたび 幅を 利かし はじめた。 

一九 〇五 年の 革命が 失敗す ると、 革命の 同伴者たち の 間に 分裂と 腐敗が 生まれた。 こうした 腐敗 や 退廃の 傾 
向は、 知識層の あいだにと くには げしく あらわれた。 同伴者たち は、 革命の 髙揚 期には ブルジ ョア的 環境から 
革命の 隊伍に 身を投じた が、 反動 期になる と 党を はなれて いった。 そのうちの 一部は 公然とした 反革命の 陣営 
に 加わり、 一部の 者は、 活動を つづけて きた 合法的な 労働者階級の 団体に いすわり、 プロレタリア 階級を 革命 
の 道から そらす ことに 浮 身を やつし、 プロレタリア 階級の 革命 政党の 威信を 傷つける ことに 熱中した。 同伴者 
たちは 革命に 背を むけ、 反動 勢力に 迎合し、 ッ ァー 制度と 仲良く 共存し ょうとは かった。 

ッ アー 政府は 革命の 失敗を 利用して、 臆病で 利己心の 強い 革命の 同伴者たち を まねき いれ、 かれらの 手先、 
すなわち スパイに 仕立て あげた。 ッァー の 保安 課は、 こうした 恥知らず 裏切り者を 労働者 団体 や 党 組織の なか 
に スパイと して 送り こみ、 内情を さぐり、 革命家を 売る 任務に あたらせた。 

反革命 勢力は、 イデ オ a ギーの 戦線で も攻擊 を かけて きた。 多くの 流行 著述家が あらわれ 出て、 マルクス 主 
義を 「批判」 し、 「こきおろし」、 革命に 悪罵を あびせ、 嘲笑し、 裏切り 行為を 賞賛し、 「個性の 礼賛」 に 名 
を かりて 淫臃な 風を あおった。 

哲学の 面では、 マルクス主義を 「批判」 し 修正し ょうとの 企てが 強化され ると ともに、 種々 さまざまな 宗教 
的 思潮が、 「科学的」 論証の 偽装を つけて あらわれ 出た。 
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マルクス主義にたい する 「批判」 が 一種の 流行と なった。 

こうした 先生方は いろいろ 異なる 色 あいを もっては いても、 目的は | つ、 大衆を 革命から 引きは なすこと で 
あった。 

党内の 一部の 知識 分子 も 退廃と 懐疑に 引き こまれた。 かれらは マルクス 主義者と 称して いるが、 もともとし 
っかりと マルクス主義の 立場に 立った ことはなかった。 そのな かには、 ポク ダ ーノフ 、バザ ーロ フ 、ルナ チャ 
ルス キー (かれらは | 九〇五 年には ボリ シ H ビキに ぞくした) 、ユシュケビッチ、 バレン チノ フ (この 二人は 
メンシ 31 ビキ) などの 評論家が いた。 かれらは、 マルクス主義の 哲学 理論の 基礎すな わち 弁証法的唯物論に た 
いする 「批判」 と 同時に、 歴史 科学の 基礎すな わち 史的唯物論にたい する 「批判」 をく りひろ げた。 これらの 
批判が ふつうの 批判と ちがう ところは、 正直に 公然と やる のでは なく、 マルクス主義の 基本的 立場を 「支持す 
る」 という 仮面の もとに、 あいまいで 偽善 的な やり 口を とって いる ことで ある。 この 連中は こう 言って いる。 
われわれは だいたいに おいて マルクス 主義者で あるが、 マルクス主義を 「改善」 し、 若干の 基本 命題を とりの 
けたいと 考えて いる だけ だ、 と。 しかし 実際には、 かれらは マルクス主義を 敵視して いる。 なぜなら、 口先で 
は 偽善 的な 言葉を あやつって マルクス主義にたい する 敵意を 否定し、 二枚舌を つかって 相変わらず マルクス 主 
義者を 名のって いても、 かれらは、 マルクス主義の 理論的 基礎を くつがえそうと していた からで ある。 こうし 
た 偽善 的な 批判は きわめて 危険で ある。 なぜなら、 こうした 批判は 一般の 党 活動家を あざむく ための もので あ 
り、 実際に かれらを 迷わす ことができた からで ある。 マルクス主義の 理論的 基礎を 破壊す るこう した 批判は、 
偽善 的で あれば ある ほど、 党に とっては ますます 危険な ものであった。 というのは、 これらの 批判が、 党と 革 
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命にたい する 反動 勢力の 総攻撃と、 ますます 密接に 結びついた か b- である。 マルクス主義を 離れたい ちぶの 知 
識 分子は、 新しい 宗教を つくる 必要が あると 公然と 宣伝す る こと さえ やっての けた (これが いわゆる 「求 神 
派」 とか 「建 神 派」 とかい われる ものである)。 

これら マルクス主義 理論 分野での 変節 者に 当然な すべき 反駁を おこない、 その 仮面を はぎとって、 かれらを 
徹底的に 暴露し、 マルクス主義 党の 理論的 基礎を 守る ことは、 マルクス主義 者に 課された 緊急の 任務と なっ 
た。 

この 任務は 「マルクス主義の 有名な 理論家」 と 自認す るプレ ハ ー ノフ やかれの メンシェビキの 友人たち が、 
引きう ける にちがいないと みられた。 ところが かれらは 批判的な 評論 風の 二、 三の 短い 論文を 書いた だけで お 
茶を にごし、 身を ひそめ 口を つぐんで しまった。 

この 任務は、 一九 〇九 年に 出版され た レーニ ンの 名著 『唯物論と 経験 批判 論』 にょって 果たされた。 

レーニ ンは このな かで つぎのょうに 書いて いる。 「半年たら ずの あいだに、 主として、 また、 ほ とん 
ど もっぱら、 弁証法的唯物論の 攻撃に むけられた 四 冊の 著書が 出版され た。 その 四 冊とは、 まず 第一 

に、 バザ ーロフ 、ボ グダ ーノフ 、ルナ チャル スキ ー、 ベルマン、 ゲリ フォン ド、 ユシ ユヶ ビッチ、 スボ 
丨ロフ の 論文 集 『マルクス主義 哲学に かんする (？ に 反対す る、 というべき であった) 概説』 (サン ク 
卜 •ぺ テル ブルダ、 一九 〇八 年) であり、 つぎに ユシュ ヶ ビッチの 著書 『唯物論と 批判的 実在論』、 ベ 
ルマンの 著書 『現代の 認識論の 見地から 見た 弁証法』、 バレン チノ フの 著書 『マルクス主義の 哲学的 構 
成』 である。 . この 連中は I 政治的 見解が はっきりち がって いるに も かかわら - みな 弁証法 
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的 唯物論にたい する 敵意で 統一され ており、 しかも 同時に、 自分は 哲学では マルクス 主義者で あると 自 
負して いる！ エンゲルスの 弁証法は 『神秘主義』 であると ベルマンは 言う。 エンゲルスの 見解は 『古 
くさくな ってし まった』 と、. パ ザ ー Q フ はいかに も 自明の ことのよう に 言いす てて いる。 『現代の 認識 
論』 だの 『最新の 哲学』 (または 『最新の 実証主義』) だの、 『現代 自然科学の 哲学』 だの、 あるいは 
『二〇 世紀の 自然科学の 哲学』 という ものまで、 ほこらしげ に 引合いに だして くるわが 勇士たち によっ 
て、 唯物論は すっかり 論破され たかの よう だ。」 (レ 11 ン 『唯物論と 経験 批判 論』) 

ルナ チャル スキ ー が、 かれの 友人で ある 哲学 上の 修正主義 者たち を 「われわれは まよって いるか もしれ ない 
が、 われわれは 探求して いる」 と 弁護した にたいして、 レ丨- 1 ンは こうのべ ている。 

「わたしに ついていえば、 わたしもまた 哲学 上の 『探求者』 である。 すなわち、 この 覚え 書 (『唯 物 

論と 経験 批判 論』 をさ^ - 編者 注) で わたしは、 マルクス主義を 装って、 信じられない ほどあいまい 

な、 混乱した、 反動的な ものを 提供して いる 人び とが、 どこで 道を ふみはずした かを、 探求す る ことを 
自分の 課題と したので ある。」 (前掲 書) 

しかし 事実のう えでは、 レ丨- ーン のこの 著書は そういう ひかえ 目な 任務を はるかに こえて いた。 実のところ 
レ II ーン のこの 著書は、 ボ グダ I  ノフ 、ユシュケビッチ、 バザ I  ロフ 、バレン チノ フ ならびに かれらの 哲学 上 
の 教師 アベ ナ リゥス や マッハら —— かれらは マルクス主義の 唯物論に 対抗して、 技巧を こらして みがきを かけ 
た 観念論を その 著作の なかで もちだそうと した —— を 批判した だけでは ない。 同時に また レーニ ン のこの 著書 
は、 マルクス主義の 理論的 基礎と しての 弁証法的唯物論なら びに 史的唯物論を 守る もので あり、 エンゲルスの 
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死後、 レー ニンの 『唯物論と 経験 批判 論』 が 出る までの 歴史上の 一時期を つうじて、 科学、 とりわけ 自然科学 
にょって 達成され たもっと も 重要 かつ 本質的な ものを 唯物論 的に 普遍 化した ものである。 

レーニ ンは このな かで、 ロシアの 経験 批判 論者、 ならびに かれらの 外国の 諸 先生方に きびしい 批判を くわえ 
たうえで、 哲学的、 理論的 修正主義を 反駁す るょう な 結論を 出して いる。 

(一)  「マルクス主義の ますます 巧妙な 偽造、 マルクス主義の 名を かりた 反 唯物論 的 学説の もっとも 
巧妙な 模造 —— これが 政治 経済学に おける、 戦術 問題に おける、 哲学 全般に おける 現代 修正主義の 特徵 
である。」 (前掲 書) 

(二)  「マッハと アベ ナリ ゥスの 全学 派は 観念論の 方向に 進んで いる。」 (前掲 書) 

(三)  「わが マッハ 主義者たち はの こらず 観念論に おちこんだ。」 (前掲 書) 

(四)  「経験 批判 論の 認識論に おける スコラ (煩瑣) 哲学の 裏に、 哲学 上の 党派 性を もった 闘争を 見 
いださざる をえない。 この 闘争は つまるところ、 現代 社会に おける 敵対 的な 諸 階級の 傾向と イデ オロギ 
1 を あらわす ものである。」 (前掲 書) 

(五)  「経験 批判 論の 客観的、 階級 的 役割は、 一般的には 唯物論、 とりわけ 史的唯物論に 反対す る 闘 
争に おいて、 信仰 主義者 (科学を 排斥し 信仰を 尊ぶ 反動派 —— 編者 注) のために 奉仕す る ものに ほかな 
らな い。』 (前掲 書) 

(六)  「哲学的 観念論は …… 宗教 的 偏見への 道で ある。」 (前掲 書) 

レ ー ニンの この 著書が、 わが 党の 歴史のう えで 果たした 偉大な 意義を 評価し、 ストルィピンの 反動 期の あり 


172 


第 4 章 1908 年 —— 1912 年 


と あらゆる 修正主義 者 や 変節 者との 闘争の なかで、 レ！ I ンが 、どんなに 大きな 理論的 財宝を 守った かを 理解 
する には、 たとえ 簡単に でも、 弁証法 唯物論と 史的唯物論の 基礎を 知って おかなければ ならない。 

どぅしても そぅする 必要が ある。 それは、 弁証法的唯物論と 史的唯物論は 共産主義の 理論的 基礎で あり、 マ 
ルクス 主義 党の 理論的 基礎であって、 これらの 基礎を 知る こと、 つまり これを 把握す る ことは わが 党の すべて 
の 積極的な 活動家の 義務で あるから である。 

それでは、 

(一)  弁証法的唯物論とは なに か？ 

(二)  史的唯物論とは なに か？ 


二、 弁証法的唯物論と 史的唯物論に ついて 

弁証法的唯物論は、 マルクス •レー -I ン 主義 党の 世界観で ある。 それが 弁証法的唯物論と いわれる のは、 自 
然 現象の 取り あつかい 方、 自然現象の 研究方法、 これらの 現象の 認識 方法が 弁証法的 であり、 その 自然現象の 
解釈、 自然現象の 理雙 その 理論が 唯物論 的で あるから である。 

史的唯物論は、 弁証法的唯物論の 諸 命題を 社会生活の 研究に ひろげた もので あり、 弁証法的唯物論の 諸 命題 
を 社会生活の 諸 現象、 社会の 研究、 社会の 歴史の 研究に 適用した ものである。 
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マルクスと H ンゲ ルスは、 自分たち の 弁証法的 方法を 特徴 づける さい、 弁証法の 基本的 特徴を 定式化した 哲 
学者と してのへ I ゲルを 引き あいに だすの がつ ねで ある。 だが、 それ だからといって、 マルクスと エンゲルス 
の 弁証法が へ I ゲルの 弁証法と 同じ だとい うわけ ではない。 実際には、 マルクスと エンゲルスは、 へ— ゲルの 
弁証法から その 「合理的な 核心」 だけを とりだして、 へ ー ゲルの 観念論 的な 外殼を 捨てさり、 弁証法を さらに 
発展 させ、 そうする ことによって、 弁証法に 近代的な 科学的 形態を あたえようと した ものである。 

マルクスは こう 言って いる。 

「わたしの 弁証法的 方法は、 根本的に へー ゲルの 方法と 異なる だけでなく、 まったく 正反対の もので 
ある。 へ I ゲルに とっては、 かれが 理念の 名の もとに 一つの 独立した 主体に さえ 転化 させて いる 思考の 
過程は、 現実的な ものの 創造者であって、 現実的な ものは、 その外 面 的 現象に すぎない。 これとは 反対 
に、 わたしに とっては、 観念的な ものは、 人間の 頭脳に 移植され、 そこで 変形され た、 物質的な ものに 
ほかなら ない。」 (マルクス 『資本論』) 

マルクスと H ンゲ ルスは、 自分たち の 唯物論を 特徴 づける さい、 唯物論を 復権 させた 哲学者と しての フォイ 
エル バッハを 引 あいに だすの がつ ねで ある。 だが、 それ だからといって、 マルクスと エンゲルスの 唯物論が、 
フォイエ ル バッハの 唯物論と 同じ だとい うわけ ではない。 実際には、 マルクスと エンゲルスは、 フォイエ ルバ 

ッハの 唯物論から その 「基本的な 核心」 を とりだし、 これを さらに 科学的、 哲学的な 唯物論に 発展 させ、 その 
観念的な、 宗教 的、 倫理的な 添加物を すてさった ので ある。 フォイ H ル バッハは 本質的には 唯物論 者で ありな 
がら、 かれ 自身、 唯物論と いう 名称に 反対した ことは 周知の 事実で ある。 エンゲルスは 一度なら ずこう 言って 
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いる。 フォイ H ル バッハは 「唯物論 的 基礎を もっていた にもかかわらず、 古い 観念論の 束縛から ぬけ 出して い 
ない」、 「フォイエ ル バッハの 倫理学と 宗教哲学を 見れば、 かれが 事実上 観念論を とっていた ことは すぐに わか 

る。」 (エンゲルス 『フォイエ ル バッハ 論』) 

弁証法と いうのは、 ギリシャ 語の 「ディア レゴ I」 という 単語からで てきた ことばで、 対話す る、 討論す 
る、 という 意味で ある。 古代の 人び とが 弁証法と いったのは、 相手の 見解の 予盾を 暴露し、 それらの 矛盾を 克 
服す る ことにょって、 真理を 求めょう とする 術の ことであった。 古代の | 部の 哲学者は 思考の 予盾を 暴露し、 
対立した 意見を たたかわせる ことが、 真理を みつけだす 最良の 方法で あると 考えて いた。 この 弁証法的 思考 法 
は、 のちに 自然現象に も おしひろげられ、 自然を 認識す る 弁証法的 方法と なった。 この 弁証法的 方法は、 自然 
現象を、 永遠に 運動し、 永遠に 変化す る ものと して とらえ、 自然の 発展を、 自然界に おける 諸 矛盾の 発展の 結 
果 であり、 自然界に おける 対立す る 諸 力の 相互作用の 結果で あると みなした。 

弁証法は、 その 根本に おいて、 形而上学とは 正反対の ものである。 

(一) マルクス主義の 弁証法的 方法の 基本的 特徴は つぎのと おりで ある。 

S 形而上学とは 反対に、 弁証法は、 自然を、 たがいに 切りは なされ、 たがいに 孤立し、 たがいに 依存し な 
い 諸 対象、 諸 現象の 偶然 的な 集積とは みないで、 諸 対象、 諸 現象が たがいに 有機的に つながり、 たがいに 依存 
し、 たがいに 制約し あう、 内在的な つながりを もつ 統一 体と みる。 

だから、 弁証法的 方法では、 自然界の いかなる 現象 も、 それを 周囲の 現象と 関連 させずに、 孤立した ものと 
して 見るならば、 なに I つ 理解す る ことは できない と 考える。 なぜなら、 自然界の いかなる 領域の いかなる 現 
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象 も、 周囲の 諸 条件と 関連 させずに、 それから 切りは なして 見るならば、 それは まったく なんの 意味 ももた な 
いものと なり、 これと 逆に、 いかなる 現象 も、 これを 周囲の 諸 現象と 不可分に 関連 させ、 周 -0 の 諸 現象の 制約 
をう ける ものと して 見るならば、 それを 理解して 論証す る ことができる からで ある。 

㈣ 形而上学とは 反対に、 弁証法は、 自然界を、 静止と 不動の 状態、 沈滞と 不変の 状態とは 見ないで、 たえ 
ざる 運動と 変化の 状態、 たえざる 更新と 発展の 状態と 見、 そのな かで つねにな にかが 生まれ 発展し、 つねにな 
にかが 崩壊し 滅亡す る ものと 考える。 

だから、 弁証法的 方法では、 現象を その 相互の 関連 や 制約の 観点から 観察す る だけでなく、 それらの 運動、 
変化、 発展の 観点、 その 発生と 死滅の 観点から も 観察す る ことが 要求され る。 

弁証法的 方法に とってな にょりも 重要な ものは、 その 瞬間には 強固に 見えても すでに 死滅に 向かいつつ ある 
ものでは なく、 その 瞬間には 強固では ないょうに 見えても、 いま 発生し、 発展しつつ ある ものである。 なぜな 
ら 、弁証法的 方法に とっては、 いま 発生し、 発展しつつ ある もの だけが、 なにものに もうち やぶられない もの 
だからで ある。 

エンゲルスは こう 言って いる。 

「全 自然は、 最小の ものから 最大の ものに いたる まで、 砂粒から 太陽に いたる まで、 原生 生物 (原生 
細胞 —— 編者 注) から 人類に いたる まで、 すべて 永遠の 発生と 消滅、 不断の 流動、 やすみな き 運動と 変 
化の なかに ある。」 (H ンゲ ルス 『自然 弁証法』) 

したがって、 弁証法は、 「事物と その 頭脳に おける 反映、 主として それらの 相互の 関連、 それらの 連鎖、 そ 
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れらの 運動、 それらの 発生と 消滅に おいて とらえる ので ある。」 と H ンゲ ルスは のべて いる。 (エンゲルス 
『反 デュ ー リング 論』) 

W 形而上学とは 反対に、 弁証法は、 発展 過程を、 量的 変化が 質的 変化を もたらさない 単なる 成長の 過程と 
は 見ないで、 目に もつ かない 小さな 量的 変化から、 あからさまな 変化、 根本的な 変化、 質的な 変化へ と 移行す 
る 発展 過程で あると 見る。 この 過程では、 質的 変化は、 徐々 にお こる のではなくて、 急激に 突発的に、 一つの 
状態から 他の 状態への 飛躍的な 移行と して あらわれ、 偶然に ではなく、 合法 則 的に あらわれ、 目に もつ かな 
い、 逐次 的な 量的 変化の 蓄積の 結果と して あらわれ ると 見る。 

したがって、 弁証法的 方法では、 発展の 過程を 円環 運動と して、 過ぎさった ものの たんなるく. り 返しと して 
理解す るので はなく、 前進 的な 運動、 上昇線を たどる 運動、 古い 質的 状態から 新しい 質的 状態への 移行、 単純 
な ものから 複雑な ものへ、 低度の ものから 髙 度の ものへの 発展 過程と 理解すべき であると 考える。 

エンゲルスは つぎのように のべて いる。 

「自然は 弁証法の 試金石で ある。 現代の 自然科学は、 こうした 検証を すすめる うえでの、 ひじょうに 
豊富な、 日 ごとに 増加す る 材料を 提供して おり、 そのこと によって、 自然の すべての 現象は、 とどの つ 
まり 形而上学 的に おこる のではなくて、 弁証法的に おこる という こと、 自然は 永遠に 不変の、 たえず 新 
たにくり 返す 循環 運動を している のではなくて、 現実の 歴史を 経過して いくの だとい ラ ことを 証明し 
た。 この 点に ついては、 まず 第一に、 ダ I ゥィンの 名を あげなければ ならない。 かれは、 今日の すべて 
の 生物界、 すなわち 植物と 動物、 また 人間を もふくめ てす ベて、 幾 百万 年の ながいあいだに わたった 発 
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展 過程の 産物で ある ことを 証明す る ことによって、 形而上学 的な 自然観に きわめて 強力な 打撃を あたえ 
た。」 (エンゲルス 『空想から 科学への 社会主義の 発展』) 

エンゲルスは、 弁証法的 発展の 過程が 量的 変化から 質的 変化への 移行で ある ことを 説明す： さい、 つぎの よ 
うにの ベて いる。 

「物理学では …… どんな 変化 もす ベて 量から 質への 転化、 すなわち、 それぞれの 物体に 固有の、 ある 
いは それぞれの 物体に あたえられた ある 形態の 運動の 量的 変化の 結果で ある。 たとえば、 水の 温度は、 
最初の あいだ、 水の 液体と しての 状態に なんの 作用 も 及ぼさない。 だが、 液体と しての 水の 温度が たえず 
上昇す るか あるいは 下降して 一定の 温度に たっした ときには、 この 水の 凝集 状態に 変化が 生まれて、 水 
は 一つの ばあいには、 水蒸気に、 他の ばあいには 氷に 転化す る。 …… また、 プラチナ 線を 発光させる に 
は、 一定の 最小限の 電流が 必要で あり、 すべての 金属は みな 一定の 融解熱を もってい るし、 それぞれの 
液体 もまた、 必要な 温度を つくりだす 装置が ありさえ すれば、 その 圧力の もとでは 一定の 氷点と 沸点を 
もっている。 最後に、 それぞれの 気体 もまた、 それに 必要な 圧力と 冷却を 加えさえ すれば、 液体に 変える 
ことができる 臨界点を もっている。 …… 物理学で いう 定数 (一つの 状態から べつの 状態への 転換 点 —— 
編者 注) とは、 ほとんどが、 運動の 量的 (変化) 増加 または 減少が 該当 物質の 状態に 質的 変化を よび お 
こす、 すなわち 量が 質に 転化す る 結節 点を あらわし ている にすぎない。」 (エンゲルス 『自然 弁証法 b 
エンゲルスは、 さらに 化学の 問題に 移って、 つぎのように つづけて いる。 

「化学は、 量的 構成の 変化に よっ て 生まれる 物体の 質的 変化を 研究す る 科学で あると いう ことができ 
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る。 この ことは へ I ゲル 自身 もす でに 知っていた。 酸素を 例に とれば、 酸素の 分子は 普通 二 個の 原子を 
ふくむが、 もし 一個の 分子に 三 個の 原子を ふくむよう に すれば、 その 臭気 も 作用 も 酸素とは まったく 異 
なる 物体 —— オゾンを 得る ことができる。 酸素が 窒素 あるいは ィオ ゥと 化合す る ばあいの いろいろな 比 
率、 その それぞれの 比率の 化合に よって、 ほかの すべての 物体とは 質的に 異なる 物体が できる ところの 
いろいろな 比率に ついては、 いまさら 言うまでもない！」 (H ンゲ ルス 『自然 弁証法』) 

最後に、 へ— ゲルに あらんかぎりの 悪罵を あびせながら も、 無感覚の 王国から 感覚の 王国への 転化、 無機物 
の 王国から 有機物の 王国への 転化は、 新しい 状態への 飛躍で あると いう 有名な 命題を、 へ ー ゲルから ひそかに 
借用して いる デュ I リングを、 H ンゲ ルスは 批判して つぎのようにの ベて いる。 

「これは、 まさしくへ I ゲルの いう 度量 関係の 結節 点で ある。 これによ ると、 たんなる 量的な 増減が 
ある 特定の 結 # 点で 質的 ^ • 躍を 引き おこす ので ある。 たとえば、 水を 加熱 または 冷却す る ばあいには、 
沸点と 氷点と が 結節 点であって、 そこで —— 標準 気圧の もとでは I 新しい 凝集 状態への 飛躍が 起こ 
り、 こうして 量が 質に 転化す るので ある 〇」 ( ヱンゲ ルス 『反 デュ ー リング 論』) 

㈡ 形而上学とは 反対に、 弁証法は、 自然 物 や 自然現象には 本来、 内在的 i がふく まれて いる ことを 出発 
点して いる。 なぜなら、 これらの ものには すべて、 否定的な 側面と 肯定的な 側面、 過去と 未来、 衰退しつつ ある 
ものと 発展しつつ ある ものと がふく まれて いて、 こうした 対立 面の 闘争、 古い ものと 新しい ものとの 闘争、 死滅 
しつつ ある ものと 生まれい でつつ ある ものとの 闊争 、衰退しつつ ある ものと 発展しつつ ある ものとの 闘争が と 
り もな おさず、 発展 過程の 内的 内容で あり、 量的 変化から 質的 変化への 転化を 生み出す 内的 内容 だからで ある。 
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したがって、 弁証法的 方法では、 低度の ものから 髙度な ものへの 発展の 過程は、 諸 現象の 調和の とれた 展開 
としてでは なく、 それぞれの 事物 や 現象 自体に 本来 ふくまれる 諸予 盾の 暴露、 こうした 矛盾に もとづいて 作用 
する 対立した 諸 傾向の 「闘争」 として あらわれる、 と 考える。 

レーニ ンは こう 言つ ている。 

「本来の 意味から いうと、 弁証法とは、 対象の 本質 そのものに おける 矛盾の 研究の ことで ある。」 (レ 
丨 ニ ン 『哲学 ノー ト』) 

レ 1-1 ンは 、さらにこう 言つ ている。 

「発展とは、 対立 面の 『闘争』 のこと である。」 (前掲 書) 

簡単に いえば、 マルクス主義の 弁証法的 方法の 基本的 特徴は、 以上に のべた とおりで ある。 

したがって、 弁証法的 方法の 諸 命題を 社会生活の 研究 や 社会 史の 研究に おしひろげる ことが、 どんなに 大き 
な 意義を もつ か、 この 諸 命題を 社会 史やプ a レ タリア 政党の 実際 活動に 適用す る ことが、 どんなに 大きな 意義 
を もつ か、 これは 容易に 理解す る ことができる。 

世界には 孤立した 現象がない とするなら、 また、 すべての 現象は たがいにつな がり、 制約し あってい ると す 
るなら、 歴史の それぞれの 社会制度 やそれ ぞれの 社会運動は、 歴史家が ょくやって いるょう に、 「永遠の 正義」 
だと か、 そのほかなん らかの 先入観の 観点から これを 評価すべき ではなく、 この 社会制度 や この 社会運動を 生 
みだし、 それらと つながり あって いる 諸 条件の 観点から これを 評価し なければ ならない こと、 これは あきらか 
である。 
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奴隸 制度は、 現代の 諸 条件から 見れば、 はなはだしく 無意味な もので あり、 不自然な 馬鹿げた ものである。 
しかし、 奴隸 制度は、 崩壊しつつ ある 原始 共同体 制度の 諸 条件の もとでは、 ごく 当然な、 法則に かなった 現象 
である。 なぜなら、 それは 原始 共同体 制度に くらべて 一歩前進を 意味して いるから である。 

ッァ ー 制度と ブル ジョア 社会が 存在した 諸 条件の もと、 たとえば 一九 〇五 年の ロシアでは、 ブル ジョア 民主 
共和国を もとめる ことは、 まったく 理解で きる、 正しい、 革命的な 要求であった。 なぜなら、 当時は ブル ジョ 
ア 共和国が 一歩前進を 意味して いたから である。 しかしながら、 現在の わが ソ連の 諸 条件の もとでは、 ブル ジ 
ョア 民主 共和国を もとめる ことは、 馬鹿げた、 反革命 的な 要求で ある。 なぜなら、 ブル ジョア 共和国は、 ソビ 
エト 共和国に くらべて 一歩 後退 だからで ある。 

すべては、 条件、 場所、 時間に ょって 左右され るので ある。 

社会現象にたい する こうした 歴史的な 取り あつかい 方がないなら、 歴史 科学は 存在 も 発展 もで きない ことは 
明らかで ある。 なぜなら、 こうした あつかいを したば あいには じめ て、 歴史 科学は、 偶然 性の 混 池、 馬鹿げ き 
った 誤りの 堆積に ならずに すむ からで ある。 

さらに、 世界が たえず 運動し 発展して いると するなら、 また、 古い ものが 死滅し 新しい ものが 成長す るのは 
発展の 法則で あると するなら、 「永久 不変」 の 社会秩序と か、 私的 所有と 搾取に ついての 「永遠の 原理」 と 
か、 農民は 地主に 服従し、 労働者は 資本家に 服従す る 「永遠の 理念」 などと いった ものが ありえない ことは、 
明らかで ある。 

つまり、 かつて 資本主義 制度が 封建制度に とってかわった のと 同じょうに、 社会主義 制度 も 資本主義 制度に 
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とつて かわる ことができる。 

つまり、 現在は 優勢な 勢力を しめていても、 これ 以上 発展し ないような 社会層に たよるべき ではなく、 現在 
は 優勢な 勢力を しめてい なくても、 大きな 前途を もつ、 社会層に たよらなければ ならない。 

一九 世紀の 八〇 年代、 マルクス主義 者が ナロ I ドー ーキと 闘争して いた 時代には、 P シアの プ P レ タリア 階級 
は、 人口の 絶対多数を しめていた 個人 農民に くらべれば、 ごく 少数に すぎなかった。 しかし、 プロレタリア 階 
級は 発展す る 階級であった が、 農民は 崩壊しつつ ある 階級であった。 プ卩レ タリア 階級が 発展す る 階級で あっ 
たから こそ、 マルクス主義 者は、 プロレタリア 階級に 立脚した ので ある。 そして、 かれらは たしかに 誤っては 
いなかった。 なぜなら、 周知のと おり プロレタリア 階級は、 その後、 とる にたりない 勢力から 歴史的に も 政治 
的に も 第一 級の 勢力に 成長した からで ある。 

つまり、 政治 上で 誤りを おかさない ためには、 後ろを 見る のでは なく、 前を 見なければ ならない。 

さらに、 ゆるやかな 量的 変化から 急激な 突発的な 質的 変化に 移行す るの が 発展の 法則で あると するなら、 被 
抑圧 階級に よって すすめられる 革命的 変革は、 まったく 当然の、 避ける ことので きない 現象で ある。 

つまり、 資本主義から 社会主義への 移行、 抑圧からの 労働者階級の 解放は、 ゆるやかな 変化 や 改良に よって 
実現され るので はなく、 資本主義 制度の 質的 変化、 すなわち 革命に よっての み 実現され る。 

つまり、 政治 上で 誤りを おかさぬ ようにす るには、 改良主義 者になる のでは なく、 革命家に ならなければ な 
らな い。 

さらに、 発展は、 内的 諸 矛盾の 暴露を つうじて おこなわれ、 また、 これらの 矛盾に 根ざす 互いに 対立す る 勢 
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力の 衝突を つうじて これらの 矛盾を 克服す るた めに おこなわれる とするなら、 プロレタリア 階級の 階級闘争が 
まった く 自然な、 避ける ことので きない 現象で ある ことは、 あきらか である。 

つまり、 資本主義 的 秩序の もつ さまざまな 矛盾を おおいかくす のでは なく、 これらの 矛盾を あばき、 解き ほ 
ごさなければ ならず、 階級闘争を もみ 消す のでは なく、 最後まで おしすすめなければ ならない。 

つまり、 政治 上で 誤りを おかさない ようにす るには、 非 妥協 的な プロレタリア 階級の 階級 政策を とるべき で 
あって、 プロレタリア 階級と ブル ジョア 階級の 利益の 調和と いう 改良主義 的 政策を とるべき ではなく、 資本 主 
義の 社会主義への 「成長 転化」 という、 協調主義 的 政策を とるべき ではない ので ある。 

マルクス主義の 弁証法的 方法を 社会生活に 適用し、 社会 史に 適用 すれば、 これまでの ベた とおりで ある。 

マルクス主義の 哲学的 唯物論に ついていえば、 哲学的 観念論とは その 根本に おいて 正反対の ものである。 

(二) マルクス 主 ^ • の 哲学的 唯物論の 基本的 特徴は、 つぎのと おりで ある。 

s 世界が 「絶対 理念」 や、 「世界 精神」、 「意識」 を 体現す る ものと 考える 観念論とは 反対に、 マルクスの 
哲学的 唯物論で はつぎの ことから 出発す る。 つまり、 世界は、 その 本性に おいて 物質的で ある。 世界に おける 
多種多様な 現象は、 運動す る 物質の さまざまな 形態で ある。 弁_§ 的 方法に よって 明らかにされる 諸 現象の 相 
互 関連と 相互 制約は、 運動す る 物質の 発展 法則で ある。 世界は、 物質の 運動の 法則に したがって 発展す る もの 
であっ て、 「世界 精神」 などと いう ものを 必要とは しない、 という ことで ある。 

エンゲルスは こう 言って いる。 

「唯物論 的 自然観は、 なんら 外からの 付加な しに、 自然を ありのままに とらえる ことに ほかなら な 
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い。」 (エンゲルス. 『自然 弁証法』) 

「すべての ものを 包括す る 統一 体で ある 世界は、 いかなる 神に よっても、 またい かなる 人間に よって 創造 さ 
れた ものでは ない。 それは、 合法 則 的に 燃え上がり、 合法 則 的に 消えて ゆく、 永遠に 生きる 火であった し、 現 
在 もそう であり、 将来 もそう であるだろう 〇」 

という 古代の 哲学者へ ラク レィ トスの 唯物論 的 見解に 言及して、 レ ー ニンは、 「弁証法的唯物論の 原理の ひ 
じように たくみな 叙述で ある」 とのべた。 (レ ー -1 ン 『哲学 ノ ー ト』) 

㈣ 現実に 存在す る ものは、 われわれの 意識 だけであって、 物質 世界、 存在、 自然は われわれの 意識、 われ 
われの 感覚、 観念、 概念の なかに しか 存在 しないと 主張す る 観念論とは 反対に、 マルクス主義の 哲学的 唯物論 
は、 つぎの ことから 出発す る。 つまり、 物質、 自然、 存在は、 意識の 外に、 意識から 独立して 存在す る 客観的 
現実で あると いう こと、 物質は、 感覚、 観念、 意識の 源泉で あるから、 第一 次 的な ものである という こと、 意 
識は 、物質の 反映で あり、 存在の 反映で あるから、 第二次 的な もの、 派生的な ものであると いう こと、 思考 
は、 高度に 発展して 完成の 域に たっした 物質の 生み出した もの、 すなわち 頭脳の 生み出した もので あり、 頭脳 
は 思考の 器官で あると いう こと、 だから、 重大な 誤りを おかさない ようにす るには、 思考を 物質から 切りは な 
しては ならない、 という ことから 出発す る。 

エンゲルスは こう 言って いる。 

「存在にたい する 思考の 関係、 自然にた いする 精神の 関係の 問題は、 すべての 哲学の 最高の 問題で あ 
る。 . 哲学者たち は、 この 問題に どのように 答える かに 応じて、 二大 陣営に 分かれた。 自然にたい し 
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て 精神が 根源 的で あると 主張した 人び とは …… 観 ±- 論の 陣営を 形成した。 自然を 根源 的な ものと 見な L 
た 人び とは、 唯物論に ぞくする。」 (H ンゲ ルス 『フォィエ ル バッハ 論』) 

そして、 さらにこう 言つ ている。 

一 「感性 的に 知覚し うる 物質的な 世界、 われわれ 自身が ぞくして いる 世界、 これが、 唯一の 現実的な も 
ので ある。 …… われわれの 意識と 思考とは、 それが どんなに 感覚を 超越した ものの ように 見えよう とも、 
物質的な 身体 的な 器官、 すなわち 脳髄の 産物に ほかなら ない。 物質が 精神の 産物ではなくて、 精神 それ 
自体が 物質の 最高の 産物に すぎない ので ある。」 (前掲 書) 

マルクスは、 物質と 思考との 問題に ついて、 こう 言って いる。 

「思想を 思考す ると ころの 物質から 切りは なすへ J とはで きない。 物質は、 すべての 変化の 基 体で あ 
る 0 」(マルクス*4ンゲルス『聖家族』) 

レ 11 ンは 、マルクス主義の 哲学的 唯物論を 性格 づけて、 つぎのように のべて い. る。 

「唯物論 一般は、 人類の 意識、 感覚、 経験 等々 から . 独立した、 客観的に 実在す る 存在 (物質) 

を 認める …… 意識は 存在の 反映に すぎない もので あり、 せいぜい、 存在の 近似 的に 正しい (適応 的な、 
理想的に 正確な) その 反映に すぎない。」 (レ ー ニ ン 『唯物論と 経験 批判 論』) 

さらに またこう のべて いる。 

「物質とは、 われわれの 感覚 器官に 作用して、 感覚を ひきおこす ところの ものである。 物質とは、 わ 
れわれ が 感覚に よってえ た 客観的 現実で ある …. ： 物質、 自然、 存在、 物理的な 先の が 第一 次 的な もので 
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あって、 精神、 意識、 感覚、 心理的な ものは 第二次 的な ものである。」 (前掲 書) 

「世界 像とは、 物質が どう 運動し、 『物質が どう 思考す るか』 をし めす 画像で ある。」 (前掲 書) 

「人の 脳髄は 思考の 器官で ある。」 (前掲 書) 

s 世界 および その 合法 則 性を 認識す る 可能性を 否定し、 われわれの 知識の 確実性を 信用せ ず、 客観的な 真 
理を 認めないで、 世界は 科学に よって 決して 認識す る ことので きない 『物 自体』 で 充満して いると 考える 観念 
論とは 反対に、 マルクス主義の 哲学的 唯物論は、 つぎの ことから 出発す る。 つまり、 世界 および その 合法 則 性 
は、 完全に 認識 可能な ので あり、 経験と 実践に よってた めされた 自然の 法則に ついての われわれの 知識は、 客 
観 的 真理の 意義を もつ 確実な 知識で あり、 世界には 認識す る ことので きない ものは ない のであって、 いまのと 
ころ まだ 認識で きない ものが あっても、 将来は 科学と 実践の 力に よって 明らかにされ、 認識で きる ものである 
と、 いう ことから 出発す る。 

世界は 認識す る ことので きない もので あり、 「物 自体」 は 認識す る ことので きない ものである という ヵント 
やその 他の 観念論 者の 命題を 批判す るに あたって、 エンゲルスは、 われわれの 知識を 確実な ものと みる 唯物論 
の 周知の 命題を 主張して、 つぎのように 書いて いる。 

「これら、 および その他 一切の 哲学的 妄想にたい して、 もっとも 徹底的な 反駁は、 実践、 すなわち 実 
験と 産業で ある。 われわれ 自身が 自然現象を つくりだし、 それを その 条件に したがって 引き だし、 われ 
われれ の 目的に 役立つ ようにさせる ことによって、 そうした 自然現象にたい する われわれの 認識の 正し 
さを 立証す る ことができるならば、 ヵントの いう 認識で きない 『物 自体』 などと いう ものは、 終わりを 
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告げる だろう。 動植物の 体内で つくり 出された 化学的 諸 物質は、 有機化学に よって それらが つぎつぎに 
生産され るよう になる までは、 ずっと あの 『物 自体』 にと どまって いた。 だが、 有機化学に よって これ 
らの ものが 生産され るよう になる と、 『物 自体』 ではなくて われわれの ための 物と なった ので ある。 た 
とえば あかね 草の 色素で ある アリ ザ リンな どが そうで ある。 いまでは われわれは 野原に 自生す る あかね 
草の根から これを 取る のではなくて、 はるかに 安価で、 簡単な 方法で n 丨ル ター ルから つくりだ してい 
る。 コペルニクスの 太陽系に ついての 学説は、 三百 年 もの あいだ 仮説であった。 ひじょうに 信頼性の 高 
い 仮説とは いえ、 やはり 仮説には ちがいなかった。 しかしながら、 ルベリエが この 太陽系 学説の 論拠に 
もとづいて、 未知の 惑星が かならず 存在す る ことを 証明した だけでなく、 この 惑星の 天体に おける 位置 
まで 算定した ときに、 そしての ちに、 ガリレィが この 惑星を 実際に 発見した ときに、 コペルニクスの 太 
陽 系 学説は 証明され たのであった。」 (エンゲルス 『フォィ H ル バッハ 論』) 

レ ー -I ン は、 ボグダ ー ノフ 、バ ザ—  ロフ 、ユシュケビッチ、 その他 マッハの 追随 者たち を、 信仰 主義を 奉ず 
る ものと して 非難し、 自然の 合法 則 性に かんする われわれの 科学的 知識は 確実な もので あり、 科学の 法則は 客 
観 的 真理で あると いう 唯物論の 周知の 命題を 主張して、 つぎのように のべて いる。 

「現代の 信仰 主義は、 けっして 科学を 否認す る ものでは ない。 科学の 『過度の 要求』 すなわち 科学の 
客観的 真理への 要求 だけを 否認す る ものである。 客観的 真理が 存在す るから には (唯物論 者が 考えて い 
るよう に)、 そして 自然科学 だけが、 人類の 『経験』 のうちに 外部の 世界を 反映して、 われわれに 客観 
的 真理を あたえる ことができる とすれば、 あらゆる 信仰 主義は 無条件に 否認され るので ある。」 (レ 丨-一 
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ン 『唯物論と 験 経 批判 論』) 

マルクス主義の 哲学的 唯物論の 特徴は、 簡単に いえば 以上のと おりで ある。 

哲学的 唯物論の 諸 命題を 社会生活の 研究 や 社会 史の 研究に 適用す る ことが、 どんなに 大きな 意義を もつ か、 
また これらの 諸 命題を 社会 史や プロレタリア 階級の 党の 実際 活動に 適用す る ことが、 どんなに 大きな 意義を も 
つもので あるかは、 容易に 理解され る。 

自然の 諸 現象の 関連と 相互 制約が、 自然の 発展の 合法 則 性で あると すれば、 社会生活の 諸 現象の 関連と 相互 
制約 もまた 偶然の ものでは なく、 社会の 発展の 合法 則 性で ある。 

つまり、 社会生活 や 社会 史 は、 「偶然 事」 の 集積ではなくなる。 なぜなら、 社会 史は 社会の 合法 則 的な 発展 
となり、 社会 史の 研究は 科学と なる からで ある。 

つまり、 プロレタリア 階級の 党の 実際 活動は 絶対に、 「傑出した 個人」 の 善意な 願望 や、 「理性」、 「普遍的 
な 道徳」 などの 要求に 立脚すべき ではなく、 社会 発展の 合法 則 性と、 これらの 合法 則 性の 研究に 立脚す べきで 
ある。 

さらに、 世界が 認識で きる もので あり、 自然の 発展 法則に ついての われわれの 知識が 客観的 真理の 意義を も 
つ 確実な 知識で あると すれば、 つぎの ょうな ことになる。 すなわち、 社会生活 も、 社会の 発展 もまた 認識で き 
る ものであって、 社会の 発展 法則に ついての 科学の 証拠 も、 * 観 的 真理の 意義を もつ 確実な 証拠で あると いう 
ことになる。 

つまり、 社会生活の 現象が どんなに 複雑であって も、 社会 史の 科学は、 たとえば、 生物学の ょうに 正確な 科 
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学と なりうる ので あり、 社会 発展の 法則を 実際的 適用に 利用す る ことができる。 

つまり、 プロレタリア 階級の 党は、 実際 活動に あたり、 なんらかの 偶然の 動機な どと いう ものでは なく、 社 
会 発展の 法則 や、 こうした 法則の なかからで てきた 実際的な 結論を 指針と しなければ ならない。 

つまり、 社会主義は、 すでに 人類のより よい 未来に ついての 空想から、 科学に 転化す る。 

つまり、 科学と 実際 活動との 結びつき、 理論と 実践との 結びつき、 これらの 統一は、 プロレタリア 階級の 党 
にと って 指針と ならなければ ならない。 

さらに、 自然、 存在、 物質的 世界が 第一 次 的な ものであって、 意識、 思考は 第二次 的な もの、 派生的な もの 
であるから には、 そして、 物質 世界が、 人間の 意識から 独立して 存在す る 客観的 現実で あり、 意識は、 この 客 
観 的 現実の 反映で あるから には、 当然つ ぎの ような ことになる。 すなわち、 社会の 物質 生活、 社会の 存在 もま 
た 第一 次 的な もので あり、 社会の 精神 生活は 第二次 的な もの、 派生的な ものである という こと。 また、 社会の 
物質 生活は、 人び との 意志から 独立して 存在す る 客観的 現実で あり、 社会の 精神 生活は、 この 客観的 現実の 反 
映で あり、 存在の 反映で あると いう ことになる。 

つまり、 社会の 精神 生活が 形づくられる 根源、 社会的 思想、 社会的 理論、 政治的 見解、 政治的 機関の 生まれ 
る 根源は、 思想、 理論、 見解、 政治的 機関 それ 自体の なかに 求めるべき ではなくて、 社会の 物質的 生活 条件の 
なかに、 社会的 存在の なかに 求めるべき であり、 これらの 思想、 理論、 見解な どは いずれも 社会的 存在の 反映 
なので ある。 

つまり、 社会 史上の さまざまな 時期に、 さまざまな 社会的 思想、 理論、 見解、 政治的 機関が 見られるなら 
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ば、 もし、 奴隸 制度の もとでは ある 種の 社会的 思想、 理論、 見解、 政治的 機関が あらわれ、 封建制度の もとで 
はまた 別種の もの、 資本主義 制度の もとでは さらに また ほかの ものが あらわれる とすれば、 それは、 思想、 理 
論、 見解、 政治的 機関 そのものの 「本性」 や 「個性」 などに よる ものでは なく、 社会 発展の さまざまな 時期に 
おける 社会の 物質 生活の さまざまな 条件に よっ て 説明され るので ある。 

社会の 存在が どんな ものである か、 社会の 物質 生活の 条件が どんな ものである かに よって、 その 社会の 思想、 
理論、 政治的 見解、 政治的 機関 もき まるので ある。 

この 点に ついて、 マルクスは こうのべ ている。 

「人間の 意識が 人間の 存在を 規定す るので はなくて、 逆に、 人間の 社会的 存在が 人間の 意識を 規定す 
るので ある。」 (マルクス 『経済学 批判』 序文) 

つまり、 政治 上で 誤りを おかさない ようにす るには、 また、 中身の 空っぽな 夢想家の 立場に おちいらな いよ 
うにす るには、 プロレタリア 階級の 党は、 自己の 活動に あたって、 抽象的な 「人間 理性の 原則」 などに 立脚す 
べきでは なく、 社会 発展の 決定的な 力と しての、 社会の 物質 生活の 具体的 諸 条件に 立脚すべき であり、 また 
「偉大な 人物」 の 善意に よる 願望に もとづくべき ではなくて、 社会の 物質 生活の 発展の 現実的な 要求に もとづ 
くべき である。 

ナロ  I ドニ キ 、無政府主義者、 社会 革命 党員を ふくむ 空想家た ちの 没落は、 とりわけ、 つぎの ことによって 
説明され る。 すなわち、 かれらが 社会 発展に おける 社会の 物質 生活 的 諸 条件のは たす もっとも 重要な 役割を 認 
めず、 観念論に おちいって、 自分たち の 実際 活動を、 社会の 物質 生活に おける 発展の 要求に もとづかず、 これ 
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らの 要求とは 無関係に、 また、 これに 反して、 社会の 現実的 生活と かけ 離れた、 「理想的 計画」 とか 「すべて 
を 包括す る 企画」 とかに もとづいて おこなった ことで 説明され る。 

マルクス •レー ーー ン 主義が 強大な 力を もち、 生気は つらつ としてい るのは、 実際 活動に あたって、 どんなと 
きに も 社会の 現実 生活から 遊離せ ず、 社会の 物質 生活に おける 発展の 必要に しっかり もとづいて 活動す るから 
である。 

しかしながら、 マルクスの 言葉から、 社会的 思想、 理論、 政治的 見解、 政治的 機関が 社会生活の なかで なん 
の 意義 ももたない とか、 これらの ものが 社会的 存在に、 社会生活の 物質的 条件の 発展にたい して 反作用を おょ 
ぼさない とか、 という 結論を ひきだすべき ではない。 われわれは ここで、 まず さしあたりの 問題と して、 社会 
的 思想、 理論、 見解、 政治的 機関の 起源と それらの 発生に ついて だけ、 社会の 精神 生活が 社会の 物質 生活の 条 
件の 反映で ある こと だけを のべた ので ある。 社会的 思想、 理論、 見解、 政治的 機関の もつ 意義に ついて、 これ 
らの ものが 歴史のう えで 果たす S:- 割につ いていえば、 史的唯物論は、 これを 否定し ない ばかりでなく、 逆に 社 
会 生活 や 社会 史に おける これらの きわめて 大きな 役割と その 意義と を 強調す る ものである。 

種々 さまざまな 社会的な 思想と 理論と が ある。 古い 思想、 理論が あり、 これは 衰退しつつ ある 社会 勢力の 利 
益に 奉仕す る もので あり、 すでに 生命を おえて いる。 これらの もつ 意義は 社会の 発展、 社会の 前進を 妨げる も 
ので ある。 ところが、 また 新しい 先進 的な 思想 や 理論が あり、 これらは 先進 的な 社会 勢力の 利益に 奉仕す る も 
ので ある。 これらは、 社会の 発展、 社会の 前進を 容易に する 役割を はたす もので あり、 それが、 社会の 物質 生 
活の 発展の 要求を 正しく 反映 すれば する ほど、 いっそう 大きな 意義を もつ ので ある。 
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新しい 社会的な 思想と 理論は、 社会の 物質 生活の 発展に よって、 社会に 新しい 課題が 提起され たと きには じ 
めて 生まれる ものである。 しかし、 これらの 思想 や 理論が 生まれる と、 これらは、 社会の 物質 生活の 発展に よ 
っても たらされた 新しい 課題を 解決し、 社会の 前進を 容易に する ことので きる もっとも 重要な 力と なる ので あ 
る。 この 点に こそ、 新しい 思想、 新しい 理論、 新しい 政治的 見解、 新しい 政治的 機関の もつ、 組織、 動員、 改 
革に ついての きわめて 大きな 意義が あらわれ るので ある。 本来、 新しい 社会的 思想 や 理論が 生まれる のは、 そ 
れが 社会に 必要 だからで あり、 また、 それらに もとづく 組織、 動員、 改革 活動な しには、 社会の 物質 生活の 発 
展と いう 緊急の 任務を、 解決す る ことは 不可 tg- だからで ある。 社会の 物質 生活の 発展に よって 提起され た 新し 
い 任務を 基盤と して 生まれて きた 新しい 社会的 思想と、 理論とは、 自らの 進路を きりひらき、 人民 大衆の 所有 
となり、 衰退して いく 社会 勢力に 対抗して、 大衆を 動員し、 組織し、 そうする ことによって 社会の 物質 生活の 
発展を さまたげて いる 衰退す る 社会 勢力の 打倒を 容易に する ので ある。 

このように、 社会的 思想、 理論、 政治的 機関は、 社会の 物質 生活の 発展、 社会的 存在の 発展と いう 緊急の 任 
務を 基礎と して 生まれた が、 また それ 自身 逆に 社会的 存在、 社会の 物質 生活に 影響を およぼし、 そして、 社会 
の 物質 生活に とって 緊急の 任務を、 徹底的に 解決し、 社会の 物質 生活を いっそう 発展させる ことができ るよう 
にす るた めに 必要な 条件を つくり 出す。 

この 点に ついて、 マルクスは こうのべ ている。 

「理論は、 大衆を とらえる やい なや、 物質的な 力と なる。」 (マルクス 『へ I ゲル 法 哲学 批判 序説』) 
つまり、 社会の 物質 生活の 条件に 影響を あたえ、 その 条件の 発展を はやめ、 改善を 促す ことができる ように 
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する ためには 、プロレタリア 階級の 党は、 このような 社会的 理論、 このような 社会 思想に もとづかなければ な 
らな い。 このような 理論、 このような 思想とは、 社会の 物質 生活の 発展の 要求を 正しく 反映し、 そうする こと 
によって 広範な 人民 大衆を 運動に ひきいれる ことができ、 大衆を 動員し、 そして、 社会の 反動 勢力を 粉砕し、 
先進 的 勢力の ために 道を ひらく 用意の ある、 プロレタリア 階級の 党の 偉大な 軍隊と して 大衆を 組織で きる よう 
な ものである。 

「経済 主義者」 や メンシ ヱ ビキの 没落は、 とりわけ つぎの ことで 説明され る。 かれらが 先進 的な 理論 や 先進 
的な 思想の もつ、 動員、 組織、 改革 上の 役割を 認めず、 卑俗な 唯物論に おちいって、 先進 的な 理論、 先進 的 思 
想の 役割を まった く 無視した ために、 党を 消極的な ものにし、 無為無策の ものにしようと した ことに ある。 

マルクス •レ 11 ン 主義が 強大な 力を もち、 生気は つらつ としてい るのは、 社会の 物質 生活の 発展の 要求を 
正しく 反映した 先進 的 理論に もとづき、 その 理論を それに ふさわしい 高さに 引き あげ、 この 理論の もつ、 動 
員、 組織、 改革 上の 力を 徹底的に 利用す る ことを 自己の 義務と みなして いると ころに ある。 

史的唯物論は、 社会的 存在と 社会的 意識との 関係、 社会の 物質 生活の 発展 条件と 社会の 精神 生活の 発展との 
関係に ついての 問題を、 以上の ように 解決して いる。 

(三) 史的唯物論 

つぎの 問題の 説明が 残って いる。 社会の 特性、 社会的 思想、 見解、 政治的 機関な どを 決定す る 「社会の 物質 
生活の 諸 条件」 を、 史的唯物論の 立場からは、 いったい なんと 解すべき か、 という 問題で ある。 

「社会の 物質 生活の 諸 条件」 とは、 なに か、 その 特徴とは、 どんな もの か？ 
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「社会の 物質 生活の 諸 条件」 という 概念には、 まず 第一に、 社会を とりまく 自然、 すなわち、 社会の 物質 生 
活に とって 不可欠の、 しかも 恒常的な 条件の 一つであって、 もちろん 社会の 発展に 影響を およぼす 地理 的 環境 
がふく まれる。 地理 的 環境は、 社会の 発展に どんな 役割を はたす のか？ 地理 的 環境は、 社会の 特性、 社会 制 
度の 性格 および ある 制度から べつな 制度への 移行を 規定す る 主要な 力では ない のか？ 

史的唯物論は、 この 問題にたい して 否と 答える。 

たしかに、 地理 的 環境は、 社会の 発展に とって 恒常的で、 必要な 条件の 一つで あり h もちろん 社会の 発展に 
影響を およぼし、 社会の 発展を はやめたり おくらせた りする。 しかしながら、 地理 的 環境の 影響は 決定的な も 
のでは ない。 というのは、 社会の 変化 や 発展は、 地理 的 環境の 変化 や 発展に くらべて、 比較に ならない ほど 急 
激に すすむから である。 三千 年の あいだに、 ョ ーロッ パでは、 原始 共同体 制度、 奴隸 制度、 封建制度 という 三 
種の 異なる 社会制度が すでに 交代した。 し かも、 東部 ョー ロッ パすな わち ソ連では、 四 種の 社会制度が 交代し 
た。 だが、 この 同じ 期間に、 ョー ロッバ の 地理 的 条件は、 まったく 変化し なかった か、 変化した としても 地理 
学で 問題に ならない ほどの ごくわず かな 変化し かお こらなかった。 それ もき わめて 当然の ことで ある。 地理 的 
環境に いくらか でも 重大な 変化が 生まれる には、 数百 万年が 必要 だが、 人間の 社会制度の ばあいは、 きわめて 
重大な 変化で さえ、 数百 年 あるいは 千年 か 二 千年 も あれば 十分 足りる からで ある。 

以上の ことから、 地理 的 環境は、 社会 発展の 主要な 原因、 決定的な 原因に なりえない という 結論が えられ 
る。 なぜなら、 何 万年 もの あいだ ほとんど 変化し ない ものが、 数百 年のう ちに 根本的 変化を とげる ものの 発展 
にと って、 主要な 原因とは なりえない からで ある。 
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さらに、 「社会の 物質 生活の 諸 条件」 という 概念には、 また、 人口増加、 人口密度の いかんと いう こと も、 
ふくまれる ことは、 たしかで ある。 なぜなら、 人間は 社会の 物質 生活の 諸 条件の 不可欠の 要素で あり、 一定の 
最少 限の 人間が いなくて は、 社会の いかなる 物質 生活 も ありえない からで ある。 人口の 増加は、 人間の 社会 制 
度の 性格を 決定す る 主要な 力では ないで あろう か？ 

史的唯物論は、 この 問題 U ヽた いしても 否と 答える。 

たしかに、 人口の 増加は、 社会の 発展に 影響を およ ぽし 、社会の 発展を 容易に したり、 おくらせた りする 
が、 社会の 発展に とって 主要な 力とは なりえない し、 社会の 発展に 決定的な 影響を およぼす ことは できない。 
というのは、 甲の 社会制度が なぜ ほかの 制度ではなくて、 かならず 乙の 新制 度に 変わる のか、 なぜ 原始 共同体 
制度から 奴隸 制度へ、 奴隸 制度から 封建制度へ、 封建制度から ブル ジョア 制度へ とかなら ず 変わり、 ほかの 制 
度に 変わらないの かは、 人口の 増加 それ 自体に よって 説明す る ことは できない からで ある。 

もしも、 人口の 増加が、 社会の 発展の 決定的な 力であるなら ば、 人口の 密度が 高い ところでは、 社会制度 も 
それに 見 あった 高い 型を 生み ださなければ ならない。 ところが、 現実には そう なって はいない。 中国の 人口 密 
度は アメリカより 四 倍 も 高い が、 社会 発展の 程度と いう 見地からは、 中国よりも アメリカが 高い。 なぜなら、 
中国では、 なお まだ 封建制度が 支配して いるのに、 アメリカは、 すでに とっくに 資本主義の 最高の 発展 段階に 
たっして いるから である。 ベル ギ I の 人口密度は、 アメリカより 十九 倍 高く、 ソ連より 二十 六 倍 も 高い が、 社 
会 発展の 程度と いう 見地からは、 ベル ギ I よりも アメリカの 方が 高く、 ベル ギー は、 ソ連より 歴史的に 一時 代 
たちおくれて いる。 なぜなら、 ベル ギ ー では、 なお 資本主義 制度が 支配して いるが、 ソ連では、 資本主義は 一 
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掃され、 社会主義 制度が 確立され ている からで ある。 

以上の ことから、 人口の 増加は、 社会制度の 性格、 社会の 特性を 決定す る 社会 発展の 主要な 力では ないし、 
またそう なりえない という 結論が えられる。 

S それでは、 社会の 物質 生活の 諸 条件の 体系の なかで、 社会の 特性、 社会制度の 性格を 決定し、 一つの 制 
度から べつな 制度への 社会の 発展を 決定 づける 主要な 力は、 なに か？ 

史的唯物論が このような 力と 見なす のは、 人間が 生きて ゆく ために 必要な 生活 手段を 得る 様式、 すなわち、 
社会の 生活と 発展に 必要な 食料、 衣類、 履物、 住宅、 燃料、 生産 用具な どの 物^的 財貨の 生産 様式で ある。 

人間が 生きる ためには、 食料、 衣類、 履物、 住宅、 燃料な どが 必要で ある。 そして これらの 物質的 財貨を も 
つため には、 これらの 物を 生産し なければ ならず、 それを 生産す るには、 食料、 衣類、 履物、 住宅、 燃料な ど 
を 生産す る 生産 用具が 必要で あり、 これらの 用具を 生産し、 使いこなす ことが、 できなければ ならない。 

物質的 財貨の 生産に 使われる 生産 用具 および 一定の 生産 上の 経験と 労働の 熟練を もっている ことにより、 生 
産 用具を 使って、 物質的 財貨を 生産す る 人間 —— これらの 要素が 結合して、 社会の 生産力を 形成す る。 

L かしながら、 生産力は、 生産の 一つの 面、 物質的 財貨の 生産に 利用され る 自然 物 や 自然力と 人間との 関係 
を あらわす 生産 様式の 一つの 面に すぎない。 生産 o' もう 一つの 面、 生産 様式の もう 一つの 面は、 生産の 過程に 
おける 人と 人との 相互の 関係、 すなわち 人間の 生産 関係で ある。 人間は、 自然と たたかい、 また 自然を 利用し 
て 物質的 財貨を 生産す るが、 けっしてた がいに 孤立したり、 たがいに ばらばらで ひとりぼっちの ものと してや 
るので はなく、 共同して、 集団を つくり、 社会を つくって おこなう ので ある。 だから、 生産は、 どんなと きに 
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も、 どんな 条件の もとで も、 社会的 生産で ある。 人間は、 物質的 財貨を 生産す る さい、 生産の 内部で なんらか 
の 相互関係、 なんらかの 生産 関係を うちたてる。 これらの 関係は、 搾取から 解放され た 人び との あいだの 協力 
と 相互扶助の 関係の ばあい も あれば、 支配と 隸属の 関係で も ありうる し、 最後に、 また、 ある 種の 生産 関係 か 
ら べつな 生産 関係に 移行す る、 過渡的な 関係で も ありうる。 しかし、 生産 関係が どんな 性格を もつ もので あろ 
うと、 それは どんなと きで も、 どんな 制度の もとで も 社会の 生産力と 同じように、 生産に 不可欠の 要素で ある。 

マルクスは つぎのように のべて いる。 

「生産に おいて、 人間は、 自然にたい しての み 作用す るので はなく、 かれら 相互の あいだで も 作用し 
あう ので ある。 人間は、 一定の 方法で 結合して ともには たらき、 その 活動を 相互に 交換し あう ことなし 
には、 生産を いとなむ ことは できない。 生産す るた めには、 人間は、 相互の あいだに 一定の 連絡 や 関係 
を 結び、 そして これらの 社会的 連絡 や 社会的 関係の 内部での み、 自然にたい する はたらきかけが おこな 
われ、 生産が おこなわれ るので ある。」 (マルクス 『賃 労働と 資本』) 

したがって、 生産 や 生産 様式は、 社会の 生産力を も、 人間の 生産 関係を も 包含し、 こうして、 物質的 財貨の 
生産 過程に おける 両者の 統一を 体現して いるので ある。 

S 生産の 第一の 特徴は、 生産が けっして 長期に わたって 一つの 所に とどまって いる ことは なく、 つねに 変 
化し、 発展して ゆく 状態に ある こと、 しかも、 その ばあい、 生産 様式の 変化は、 社会制度 全体、 社会的 思想、 
政治的 見解、 政治的 機関の 変化を ひきおこす ことは 避けられない。 つまり、 社会的、 政治的 機構 全体の 改革を 
ひきおこす という ことで ある。 それぞれの 発展 段階に おいて、 人間は、 それぞれち がった 生産 様式を もちい 


197 


る。 あるいは、 もっと 大まかに いえば、 それぞれち がった 生活様式を とる。 原始 共同体 制度の もとでは、 ある 
生産 様式を とり、 奴隸 制度の もとでは べつの 生産 様式、 封建制度の もとでは さらに 他の 生産 様式、 といっ たぐ 
あいで ある。 そして、 これらに ともない、 人間の 社会制度、 人間の 精神 生活、 見解、 政治的 機関 もまた それ ぞ 
れ ちがっ てく る。 

社会の 生産 様式の 如何に よって、 社会 自体 も、 本質的には、 それに 応じてち がって くるし、 社会の 思想 や理 
論、 政治的 見解、 政治的 機関 もちが ってく る。 

あるいは、 もっと 大まかに いえば、 人間の 生活様式の 如何に よって、 人間の 考え方 も それに 応じてち がって 
くるので ある。 

この ことは、 社会 発展の 歴史とは、 まず 第一に、 生産の 発展の 歴史で あり、 何千 年ら いつぎつ ぎに 新しい も 
のへと 交代す る 生産 様式の 歴史で あり、 生産力と 人間の 生産 関係の 発展の 歴史で ある ことを 意味して いる。 

つまり、 社会の 発展の 歴史とは、 とりもなおさず、 物質的 財貨の 生産者 自身の 歴史、 生産 過程に おける 主要 
な 勢力で 社会の 存在に 必要な 物質的 財貨の 生産を おこなぅ 勤労大衆の 歴史で ある。 

つまり、 歴史 科学が、 真の 科学になる には、 もはや 社会 発展の 歴史を、 従来の よぅに 国王 や 司令官の 行動、 
国家の 「侵略者」 や 「征服者」 の 行動に 帰着させる ことは できない し、 なにより もまず、 物質的 財貨の 生産者 
の 歴史、 勤労大衆の 歴史、 各国 人民の 歴史を 研究し なければ ならない。 

つまり、 社会 史の 法則を 研究す るた めの 鍵は、 人間の 頭脳の なかに、 社会の 見解 や 思想の なかに 求める ので 
はなく、 社会の それぞれの 一定の 歴史的 時期に おいて 社会で 実際に おこなわれ ている 生産 様式、 すなわち 社会 
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の 経済の なかに 求めなければ ならない。 

つまり、 歴史 科学の いちばん 重要な 課題は、 生産の 法則、 生産力と 生産 関係の 発展 法則、 社会の 経済法 則を 
研究し、 これを 明らかにする ことで ある。 

つまり、 プロレタリア 階級の 党が、 真に 正しい 党になる には、 なにより もまず、 生産の 発展 法則に かんする 
知識、 社会の 経済発展の 法則に かんする 知識に 精通し なければ ならない。 

つまり、 政治 上で 誤りを おかさない ようにす るには、 プロレタリア 階級の 党は、 その 綱領 作成に あたって 
も、 実際 活動を すすめる うえで も、 なにより もまず 生産の 発展 法則、 社会の 経済発展の 法則を 出発点に しなけ 
ればな らな い。 

W 生産の 第二の 特徴は、 生産の 変化と 発展と が、 いつの ばあい もまず 生産力の 変化と 発展と を もって、 な 
によりも まず 生産 用具の 変化と 発展から 始まる ことに ある。 したがっ て、 生産力は、 生産の もっとも 活動的な 
もっ とも 革命的な 要素で ある。 まずは じめ に、 社会の 生産力が 変化し、 発展して、 その あとに、 これらの 変化 
に 依存し、 これらの 変化に M- 応 して、 人間の 生産 関係、 経済 関係に も 変化が おこる。 しかし、 この ことは、 生産 
関係が 生産力の 発展に 影響を あたえず、 生産力が 生産 関係に 依存し ない という ことを 意味す る ものでは ない。 
生産^^は、 生産力の 発展に 依存して 発展しながら、 同時に また 逆に 生産力の 発展に 作用して、 その 発展を は 
やめたり おくらせた りする。 このばあい、 指摘し なければ ならない ことは、 生産 関係は、 あまりに 長い あいだ 
生産力の 増大に 立ち おくれ、 これと 矛盾す る 状態に とどまる ことは できない という ことで ある。 なぜなら、 生 
産 関係が 生産力の 性格 やその 状態に 照応して いて、 生産力の 発展の 余地が 残されて いる ばあい だけ、 十分に 発 


199 


展を とげる ことができる からで ある。 したがって、 生産 関係が 生産力の 発展に どんなに 立ち おくれて いても、 
それらは おそかれはやかれ、 かならず 生産力の 発展 水準に 照応し、 生産力の 性格に 照応し なければ ならない 
し、 また 実際に 照応して いるので ある。 そうでなければ、 生産 体 係に おける 生産力と 生産 関係の 統一が 根源 か 
ら 崩れ、 生産 全体が 破裂し、 生産の 危機、 生産力の 破壊が おこる。 

生産 関係が 生産力の 性格に 照応し ない 例、 両者の 衝突を しめす 例が、 資本主義 国で おこる 経済 恐慌で ある。 
そこでは、 生産 手段の 資本主義 的 私的 所有が 生産 過程の 共有 的 性格、 生産力の 性格には なは だしく 照応し なく 
なる。 この 不 照応の 結果、 生産力を 破壊に みちびく 経済 恐慌が おこる し、 しかも、 こうした 不 照応 そのもの 
が、 社会 革命の 経済的 土台を なすので あって、 社会 革命は、 現存の 生産 関係を 破壊し、 生産力の 性格に 照応す 
る 新しい 生産 関係を つくりだす ことを 使命と する。 

これに 反して、 生産 関係が 生産力の 性格に 完全に 照応して いる 例は、 ソ連の 社会主義 的 国民経済 である。 こ 
こでは、 生産 手段の 社会的 所有が、 生産 過程の 社会的 性格に 完全に 照応して おり、 そのために、 経済 恐慌は な 
く、 生産力の 破壊 もない ので ある。 

したがって、 生産力は、 生産の なかで もっとも 活動的で、 もっとも 革命的な 要素で ある だけでなく、 生産 発 
展の 過程に おける 決定的な 要素で も ある。 

生産力の 如何に ょって、 生産 関係 もまた、 生産力に 照応し なければ ならない。 

人間は どんな 生産 用具を 使って、 自分に 必要な 物質的 財貨を 生産す るかと いう 問題に 答える のが 生産力の 状 
態であるなら ば、 生産 関係の 状態は、 他の 問題、 すなわち、 生産 手段 (土地、 森林、 河川、 地下資源、 原料、 
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生産 用具、 生産 用 建造物、 交通、 通信機関な ど) を 所有して いるものは だれか、 生産 手段を 支配して いるのは 
だれか、 社会 全体 か、 それとも 他の 個人、 グル ープ 、階級を 搾取す るた めに、 それを 利用す る 個人、 グル— プ、 
階級が 支配 L ている のか、 という 問題にたい して 回答を あたえる ので ある。 

つぎに しめす のが、 古代から 現代に いたる までの 生産力の 発展の 概観で ある。 粗末な 石器から 弓矢への 移行 
と、 これにと もな う狩猢 生活から 動物の 飼育と 原始的 牧畜への 移行。 石器から 金属製 道具 (鉄製の 斧、 鉄の 刃 
先を つけた 働な ど) への 移行、 ならびに それにしたがって、 植物の 栽培、 農業への 移行。 材料 加工の ための 金 
属製 道具の いっそうの 改良、 鍛冶 用 ふい ごへの 移行、 陶器 生産への 移行、 これにと もな って、 手工業の 発展、 
手工業の 農業からの 分立、 独立した 手工業 生産の 発達、 これに つづく 工場 制 手工業 (マニ ュファ クチ ュァ) 生 
産の 発展。 手工業 的 生産 用具から 機械への 移行と 手工業、 工場 制 手工業 生産から 機械工業への 転化。 さらに 機 
械 体系への 移行と 近代的 大規模 機械化 工業の 出現。 こういった ことが、 人類史 上に おける 社会の 生産力 発展の 
きわめて 不完全では あるが、 一般的な 状況で ある。 このばあい、 生産 用具の 発達と 改良とは、 生産に たずさわ 
る 人間に ょって 実現され たもので あって、 人間に かかわり なく おこなわれた のでは ない という こと、 したがっ 
て、 生産 用具の 変化と 発達と につれ て、 生産力の もっとも 重要な 要素と しての 人間 も、 変化し 発展して おり、 
人間の 生産 上の 経験、 労働の 熟練、 生産 用具の 操作に ついての 技能 も 変化し 発展した という ことは、 もちろん 
である。 

歴史上に おける 社会の 生産力の 変化と 発展と に 照応して、 人間の 生産 関係、 経済 関係 も 変化し 発展した。 

歴史のう えでは、 生産 関係の 五つの 基本的な 型が 知られて いる。 すなわち 原始 共同体 制度 型、 奴隸 制度 型、 
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封建制^！、 資本主義 型、 社会主義 型が それで ある。 

原始 共同体 制度の もとでは、 生産 関係の 基礎は、 生産 手段の 共有で ある。 これは、 基本的には この 時期の 生 
産 力の 性格に 照応して いる。 石器 やその 後に あらわれた 弓矢では、 人間は 単独で 自然界の 力 や 猛獣と たたかう 
ことは 不可能であった。 人間は、 森の なかで 果実を 集め、 水中の 魚を とる にも、 なんらかの 住居を つくる に 
も、 どうしても 共同で 作業を する ほかな く、 これを 拒めば 餓死す るか、 猛獣 や 近隣の 部落の 犠牲と なった。 共 
同の 労働は、 生産 手段の 共有と ともに、 生産物の 共有を もたらした。 ここでは、 猛獣からの 防御 用 武器に もな 
る ある 種の 生産 用具が 私的 所有であった とはいえ、 まだ 生産 手段の 私的 所有と いう 概念はなかった。 ここでは 
搾取 もなければ 階級な どと いう もの もなかった。 

奴隸 制度の もとでは、 生産 関係の 基礎は、 奴隸 所有者が 生産 手段なら びに 生産に 従事す る 者、 すなわち、 奴 
隸を 所有す る ことに ある。 この 奴隸 を、 奴隸 所有者は、 家畜と 同様に 売買し、 殺す ことができる。 こうした 生 
産 関係は、 基本的には、 この 時期の 生産力の 状態に 照応して いる。 いまや、 人間は、 石器では なく、 金属製 道 
具を 自由に 使用した ので ある。 牧畜 も、 農業 も 知らなかった 貧弱な、 原始的な 狩獬 経済の かわりに、 牧畜、 農 
業、 手工業と、 これらの 生産 部門の あいだの 分業が あらわれた。 また、 個々 の 人間 や 部落の あいだで 生産物の 
交換が おこなわれる 可能性、 少数の 人び との 手に 財貨が 集積され、 少数者の 手中へ 生産 手段が 実際 上 集積す る 
可能性、 少数者への 多数 者の 従属と、 これら 多数 者が 奴隸 にかわる 可能性が あらわれた。 ここでは、 生産 過程 
における 社会の すべての 成員の 共同の 自由な 労働と いう ものは、 もはやない ので ある。 すなわち、 ここでは 労 
働し ない 奴隸 所有者に 搾取され る 奴隸の 強制労働が ひろく おこなわれる。 だから、 生産 手段の 共有 も 生産物の 
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共有 もない ので ある。 公有には 私的 所有が とってかわる。 ここでは、 奴隸 所有者が、 第一位の、 主要な、 完全 
な 財産 所有者で ある。  、 

富める 者と 貧乏な 者、 持 取す る 者と 掏 取され る 者、 完全な 権利を もつ 者と なんらの 権利 ももたない 者、 これ 
ら 両者の あいだの 激烈な 階級闘争 —— これが、 奴隸 制度の 状況で ある。 

封建制度の もとでは、 生産 関係の 基礎は、 封建 領主に よる 生産 手段の 所有と、 生産に 従事す る 者、 すなわち 
農奴にたい する 封建 領主の 不完全な 所有で ある。 封建 領主は、 この 農奴を 殺す ことは もはやで きないが、 売買 
する ことは できる。 封建的 所有と ならんで、 生産 用具と 私的 経営にたい する 農民と 手工業 者の、 本人の 労働に 
もとづく 個人的 所有が 存在す る。 このような 生産 関係は、 この 時期に おける 生産力の 状態に、 基本的に 照応 L 
ている。 鉄の 熔解、 加工の いっそうの 改良、 鉄製の 鋤 や 織機の 普及、 農業、 蔬菜 栽培、 ぶどう酒 醸造、 製油な 
どの いっそうの 発達、 手工業 職場と 工場 制 手工業 企業の 出現 一 これらが 生産力の 状態を しめす 特徴で ある。 

新しい 生産力は、 働き手が 生産の なかで いくらか でも 創意 性と 労働 意欲を もち、 労働にたい する 関心を もつ 
ことを 要求す る。 だから、 封建 領主は、 労働に 関心を もたず、 創意 性を まったく 欠いた 働き手と しての 奴隸を 
見放して、 農奴を 利用す る 方を えらぶ ので ある。 農奴は、 自分自身の 経営と 自分の 生産 用具を もっていて、 土 
地を 耕作し、 その 収穫の 一部を 現物で 封建 領主に おさめる ために 必要な、 労働にたい する ある 程度の 関心を も 

ってい る。 

私的 所有は、 ここでは 一段と 発展す る。 搾取は、 奴隸 制度の ばあいと ほとんど 同じように ひどい もので、 ほ 
んの 少し 軽減され たにす ぎなかった。 搾取す る 者と 搾取され る 者との あいだの 階級闘争は、 封建制度の 基本的 
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な 特徴で ある。 

資本主義 制度の もとでは、 生産 関係の 基礎は、 生産 手段の 資本主義 的 所有であって、 生産に 従事す る 者、 す 
なわち 賃金 労働者を 所有す る ことでは ない。 資本家は、 これらの 賃金 労働者を 殺したり、 売買した りする こと 
はでき ない。 なぜなら、 賃金 労働者は 人身 的な 従属からは 解放され ている からで ある。 しかし、 賃金 労働者 
は、 生産 手段を 奪われて いるので、 餓死し ないた めには、 自分の 労働力を 資本家に 売り、 苛酷な 搾取を よぎな 
くぅ ける ので ある。 生産 手段の 資本主義 的 所有と ならんで、 農奴 的隸属 から 解放され た 農民 や 手工業 者の、 生 
産 手段にたい する、 本人の 労働に もとづく 私的 所有が 存在し、 しかも 資本主義の 初期には、 それが ひろく 普及 
している。 手工業 職場 や 工場 制 手 X. 業 企業の かわりに、 機械化され た 大工 場が あらわれた。 農民の 原始的な 生 
産 用具で 耕作され る 貴族の 領地の かわりに、 農業 技術に もとづいて 経営され、 農業 機械を 供給され た 資本主義 
大農 場が あらわれた。 

新しい 生産力は、 生産に 従事す る 者が、 虐げられ 無知な 農奴よりも 文化的で、 のみこみの 早い こと、 機械を 
理解し、 正しく 操作で きる ことを 要求す る。 だから、 資本家は、 農奴 制の 束縛を はなれ、 機械を 正しく 操作で 
きる だけの 十分な 教養の ある 賃金 労働者の 利用を のぞんだ ので ある。 

L かし、 資本主義は、 生産力を 巨大な 規模に 発展 させた とき、 それ 自身では 解決で きない 矛盾に おちいっ 
た。 資本主義は、 ますます 多くの 商品を 生産し、 その 価格を 引下げる ことによって、 競争を 激化し、 大量の 中 
小の 私的 所有者を 破産 させて、 プロレタリアに かえ、 かれらの 購買力を 低下 させ、 その 結果、 生産され た 商品 
を 売り さばく ことができなくなる。 資本主義は また、 生産を 拡大し、 いく 百万の 労働者を 大工 場に 集中して、 


204 


第 4 章 1908 年 —— 191# 


生産 過程に 社会的 性格を もたせ、 まさに この ことによ 〇 て、 自分自身の 土台を 掘りく ずす ので ある。 なぜな 
ら 、生産 過程の 社会的 性格は、 生産 手段の 社会的 所有を 要求して いるのに、 生産 手段の 所有は、 依然として、 
生産 過程の 社会的 i と 両立し ない 資本主義 的 私有の まま 残って いるから である。 

生産力の 性格と 生産 関係との あいだの、 こぅした あいいれない 矛盾は、 生産過剰に よる 周期 的 恐慌と して あ 
らわれ る。 このと き、 資本家は、 自分自身が 広範な 住民を 没落 させた ために、 支払 能力を もつ 需要 者が なくな 
り、 その 結果、 生産物を 焼きは らい、 つくり 上げた 商品を 破壊し、 生産を 停止し、 生産力を 破壊す るより ほか 
はなくなる。 また、 そのと きに、 いく 百万の 住民は、 商品 不足からで はなく、 商品の 過剰 生産の ために、 失業 
と 飢餓に くるしまなければ ならな くされる。 

この ことは、 資本主義 的 生産 関係が、 社会の 生産力の 状態に 照応し なくなり、 社会の 生産力と あいいれない 
矛盾に おちいった ことを 意味す る。 

この ことは、 資本主義が、 現存の 生産 手段の 資本主義 的 所有を、 社会主義 的 所有に 変える ことを 使命と する 
革命を はらんで いる ことを 意味す る。 

この ことは、 捧取 する 者と 擁取 される 者との あいだの もっ とも 先鋭な 階級闘争が、 資本主義 制度の 基本的 特 
徴 である ことを 意味す る。 

現在のところ まだ ソ連で だけ 実現され ている 社会主義 制度の もとでは、 生産 関係の 基礎は、 生産 手段にたい 
する 社会的 所有で ある。 ここでは、 もはや、 搾取す る 者 もなければ、 搾取され る もの もい ない。 生産物は 「働 
かない ものは、 食っ ては ならない」 といぅ 原則に もとづき、 労働に 応じて、 分配され る。 ここでは、 生産 過程 
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における 人間の 相互関係は、 掉取 から 解放され た 働き手の、 同志的 協力と 社会主義 的 相互 援助が 特徴で ある。 
ここでは、 生産 関係は、 生産力の 状態に 完全に 照応して いる。 なぜなら、 生産 過程の 社会的 性格が 生産 手段に 
たいする 社会的 所有に よって 補強され ている からで ある。 

だから、 ソ連に おける 社会主義 的 生産は、 生産過剰に よる 周期 的 恐慌 も、 これと 関連して おこる 不合理な 現 
象 も 知らないの である。 

だから、 ここでは、 生産力は、 急速な 発展を とげて いる。 なぜなら、 生産力に 照応す る 生産 関係が 生産力に 
このような 発展を とげる ための 十分な 余地を あたえて いるから である。 

以上が、 人類史 上に おける 人間の 生産 関係の 発展 概況で ある。 

以上が、 生產 関係の 発展が、 社会の 生産力の 発展、 なにより もまず 生産 用具の 発展に 依存す る ことを しめす 
ものであって、 この 依存性が あるので、 生産力の 変化と 発展は、 おそかれはやかれ、 これに 照応した 生産 関係 
の 変化と 発展を ひきおこ すので ある。 

マルクスは つぎのように のべて いる。 

「労働 手段の 使用と 創造は、 ある 種の 動物に も その 萌芽の 形が あるとは いえ、 それは 人類 特有の 労働 
過程を 特徴 づける ものである (マルクスの いう 「労働 手段」 は 主として 生産 用具を さしてい る …… 編者 
注)。 だから、 フランクリン も 人類を 道具を つくる 動物で あると 定義して いる。 死滅した 動物 種 属の身 
体 組織を 研究す るのに、 その 遺骨の 構造が 重要で あるのと 同様に、 労働 手段の 遺物は、 すでに 死滅した 
社会、 経済 形態を 研究す るう えで、 きわめて 重要な 意義を もつ ものである。 経済 上の 各 時代を 区別す る 
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ものは、 なにが 生産され るかではなくて、 どのように して …… 生産され るかで ある。 労働 手段は、 たん 
に 人類の 労働力の 発展を しめす 尺度と いう だけでなく、 また その 労働が 遂行され る 社会的 関係の 指標で 
も ある。」 (マルクス 『資本論』) 

さらに つぎのように のべて いる。 

「社会 関係は、 生産力と 密接に 結びついて いる。 新しい 生産力を 獲得す る ことによって、 人間は、 自 
己の 生産 様式を 変え、 そして また、 自己の 生計の 立て 方を 変える ことによって、 自分の すべての 社会 関 
係を 変える。 手 ひき 臼は、 シュゼ レン (封建 領主 —— 編者 注) の 支配す る 社会を 君たち にあた え、 蒸気 
製粉機は 産業資本 家の いる 社会を あたえる。」 (マルクス 『哲学の 貧困』) 

「生産力の 増大の 運動、 社会 関係の 破壊、 観念の 形成は、 間断な く おこなわれて いる。 不動な のは、 
運動の 抽象 だけで ある。」 (前掲 書) 

エンゲルスは、 『共産党宣言』 のなかで、 定式化 された 史的唯物論を 特徴 づけて、 つぎのように のべ 
ている。 

「歴史上の 各 時代に おける 経済的 生産と、 また これから 必然的に 生まれる 社会の 構成と が、 この 時代 
の 政治 史と 思想 史の 土台に なって いる。 …… したがっ て —— 原始 共同体 的 土地 所有が 崩壊して 以^ — 
すべての 歴史は、 階級闘争の 歴史、 すなわち 社会 発展の それぞれの 段階に おける 被掉取 階級と 拽取 階級、 
被 支配階級と 支配階級との あいだの 闘争の 歴史であった。 …… しかし、 いまや この 闘争は、 搾取され、 
抑圧され ている 階級 (プロレタリア 階級) が 同時に、 全社 会を、 搾取、 抑圧、 階級闘争から 永久に 解放 
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する ことなしには、 もはや プロレタリア 階級を 搾取し、 抑圧す る 階級 (ブル ジョア 階級) から 自己を 解 
放す る ことは できない 段階に たっした …… 〇」 ( 『共産党宣言』 ドィッ語 版への エンゲルスの 序文) 

㈡ 生産の 第三の 特徴は、 新しい 生産力と、 これに 照応した 生産 関係の 発生が、 古い 制度からは なれて 独立 
して おこる のでは なく、 古い 制度が なくなった 後では なく、 古い 制度の 内部で おこる こと、 人間の あらかじめ 
計画した、 意識的な 活動の 結果では なく、 自然発生 的に、 無意識のう ちに、 人間の 意志と かかわりな しに、 お 
こる という ことで ある。 それが、 自然発生 的に、 人間の 意志と かかわりな しに おこる のは、 つぎの 二つの 理由 
による。 

第一の 原因。 人間は、 生産 様式を あれこれと 自由にえ らぶ ことは できない からで ある。 なぜなら、 それぞれ 
の 新しい 世代は、 生活を はじめる ときには、 前の世 代の 労働の 結果と して、 すでに できあがった 生産力と 生産 
関係に 出会う ものであって、 そのために、 新しい 世代は、 物質的 財貨を 生産で きる ようにす るた めには、 まず 
はじめは、 生産の 分野で できあがった 形態で 出会う すべてを うけいれ、 これに 順応し なければ ならない からで 
ある。 

第二の 原因。 人間は、 あれこれの 生産 用具 や、 あれこれの 生産力の 要素を 改良す る さい、 この 改良が どんな 社 
会 的 結果を ひきおこす かを、 意識す る こと も、 理解す る こと もない し、 熟慮す る こと もな く、 ただ 自分の 日常の 
利害関係 や、 自分の 労働を 軽減し、 なんらかの 直接的な 目に 見える 利益を 得ようと 考える だけ だからで ある。 

原始 共同体 社会の 成員の ある ものが、 模索しながら、 だんだんと 石器から 鉄製 道具へ と 移行した さい、 もち 
ろん、 かれらは、* J の 革新が どんな 社会的 結果を もたらす かを 知らなかった し、 よく 考えても みなかった。 か 
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れら は、 金属製 道具への 移行が 生産の 変革を 意味す る もので あり、 それが 結局のと ころ 奴隸 制度へ みちびく と 
いう ことを 理解し なかった し、 意識 もしなかった。 —— かれらは ただ 自分たち の 労働を 軽減し、 目先の、 目に 
見える 利益を 追求した だけで ある。 —— かれらの 意識的な 活動は、 こうした 日常の 個人的な 利益と いう 狭い 枠 
にかぎ られ ていた。 

封建制度の 時代に、 m 丨 ロ ッ パの 新興 ブル ジョア 階級は、 同業組合の 小さい 作業場と ならんで、 大規模な エ 
場 制 手工業 企業を 建設し はじめ、 こうして、 社会の 生産力を 前進 させた ときには、 もちろん、 かれらは この 革 
新が どんな 社会的 結果を もたらす かにつ いては、 知り もしなかった し、 よく 考え もしなかった。 また、 この 
「ささやかな」 革新が、 社会 勢力の 再編成 —— かれらが その i を ひじょうに ありがたく 思って いた 国王の 権力 
にたてつ き、 かれらの 最上 流の 代表者たち がその 列に 加わる ことを しばしば 夢み ていた 貴族に もたて つく 革命 
に 終わらざる をえなかった ような 再編成 —— を まねく ことを、 意識 もしなかった し、 理解 もしなかった。 —— 
かれらは、 ただ、 商品の 生産を 安くし、 より 多くの 商品を アジアの 市場 や 発見され たばかりの アメリヵの 市場 
で 売り さばき、 いっそう 多くの 利益を えたいと 思った だけであった。 —— かれらの 意識的な 活動は、 こうした 
日常の 実際 活動の 狭い 枠に かぎられて いた。 

P シアの 資本家が、 ッ ァー 制度には 少しも ふれずに おき、 農民を 地主の 自由に まかせた まま、 外国の 資本家 
と 協力して、 ロシアに 近代的な 機械化され た 大工 業の 創設に 力を いれた ときに も、 かれらは、 もちろん、 こう 
した 巨大な 生産力の 増大が、 どんな &• 会 的な 結果を もたらす かにつ いて、 知らなかった し、 よく 考え もしな か 
った。 社会の 生産力の 分野での こうした 大 飛躍が、 社会 勢力の 再編成を もたらし、 この 再編成が、 プロ レ タリ 


ア 階級に、 農民と 連合し、 勝利のう ちに 社会主義 革命を 遂行す る 可能性を あたえる だろう ことを、 意識 もしな 
かった し、 理解す る こと もで きなかった。 —— かれらは、 ただ、 工業 生産を できるだけ 拡大し、 巨大な 国内 市 
場を 占有し、 独占 者と なり、 国民経済から できるだけ 多くの 利潤を しぽ りと る ことを 考えた だけであった。 か 
れらの 意識的 活動は、 かれらの 日常の かぎられた 実際的な 利害関係の 枠から 一歩 も 出なかった。 

この ことにたい しては、 マルクスは、 つぎのようにい ってい る。 

「人間は、 その 生活の 社会的 生産に おいて (すなわち、 人間の 生活に 必要な 物質的 財貨の 生産に おい 
て —— 編者 注) 一定の、 必然的な、 かれらの 意志から 独立した 関係、 生産 関係には いる。 この 生産 関係 
は、 かれらの 物質的 生産力の 一定の 発展 段階に 照応す る。」 (マルクス 『経済学 批判 序文』) 

—— 傍点は 編集部に よる。 

しかしながら、 この ことは、 生産 関係の 変化 や 古い 生産 関係から 新しい 生産 関係への 移行が、 なんらの 衝突 
も、 激動 もな く、 円滑には こぶと いう ことを 意味し ない。 その 反対に、 こうした 移行は、 古い 生産 関係を 革命 
的に くつがえし、 新しい 生産 i をう ちた てること によって おこなわれる のが 普通で ある。 生産力の 発展と 生 
産 関係の 分野に おける 変化は、 一定の 時期までは、 人間の 意志とは 無関係に、 自然発生 的に すすむ。 だが、 そ 
れは 、ただ、 一定の 時期に 達する までの ことで あり、 発生し、 発展しつつ ある 生産力が、 十分に 成熟す るまで 
のこと である。 新しい 生産力が 成熟した のちには、 現存の 生産 関係と その 担い手で ある 支配階級は、 「克服す 
る ことので きない」 障害と なる。 この 障害は、 新しい 階級の 意識的 活動、 新しい 階級の 暴力 的な 行動、 すな わ 
ち 革命に よっての み、 はじめて 一掃す る ことができる。 この 点で、 古い 生産 関係を 力づ くで 撤廃す る ことを 使 
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命と する 新しい 社会的 思想、 新しい 政治的 機関、 新しい 政治 権力の 巨大な 役割が とくに、 はっき りと あらわれ 
る。 新しい 生産力と 古い 生産 関係との 衝突に もとづき、 また、 社会の 新しい 経済的 要求に もとづいて 、新しい 
社会的思想が生まれる。新しい思想は、大衆を組織、動員する。大衆は、新しい政治的軍隊に結集し、新しい 
革命 権力を 樹立し、 この 権力を 行使して、 生産 関係の 分野に おける 古い 秩序を 力づ くで 撤廃し、 新しい 秩序を 
うちたて るので ある。 自然発生 的な 発展 過程は、 人間の 意識的な 活動に 席を ゆずり、 平和な 発展は、 暴力に よ 
る 変革に 席を ゆずり、 進化は 革命に 席を ゆずる。 

マルクスは、 つぎのように いっている。 

「プロレタリア 階級は、 ブルジ ョア 階級にたい する 闘争の なかで、 必然的に 階級と して 自らを 結成し 
…… 革命に よって、 自己を 支配階級に 変え、 支配階級 として 古い 生産 関係を 力づ くで 撤廃す る。」 (『共 
産 党 宣言』) 

さらにつ ぎの ようにの ベて いる。 

「プロ レ タリ ' T 階級は、 その 政治的 支配を 利用して、 ブルジ ョア 階級の もつ 全 資本を つぎつぎに 奪い 
とり、 すべての 生産 用具を 国家の 手に、 すなわち 支配階級 として 組織され た プロレタリア 階級の 手に 集 
中し、 生産力の 総量を できるだけ 急速に 増大させる であろう。」 (前掲 書) 

「暴力は、 新しい 社会を はらんで いる あらゆる 旧 社会の 助産婦で ある。」 (マルクス 『資本論』) 

つぎに かかげる のは、 マルクスが 一八 五 九 年に その 名著 『経済学 批判』 の 歴史的 意義を もつ 「序文」 のなか 
でのべ た、 史的唯物論の 本質に ついての 天才 的な 定式で ある。 
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「人間は、 かれらの 生活の 社会的 生産に おいて、 一定の、 必然的な、 かれらの 意志から 独立した 諸 関 
係に、 すなわち、 かれらの 物質的 生産力の 一定の 発展 段階に 対応す る 生産 関係には いる。 これらの 生産 
関係の 総体は、 社会の 経済的 構造を 形成す る。 これが 現実の 土台で あり、 そのうえに 法律 的 および 政治 
的な 上部構造が 立ち、 そして それに 一定の 社会的 意識 諸 形態が 照応す る。 物質的 生活の 生産 様式が、 社 
会 的、 政治的、 精神的な 生活 過程 一般を 制約す る。 人間の 意識が かれらの 存在を 規定す るので はなく、 
逆に、 かれらの 社会的 存在が かれらの 意識を 規定す るので ある。 社会の 物質的 生産力は、 その 発展の あ 
る 段階で、 その 生産力が 従来 その内 部で 発展して きた 現存の 生産 関係と、 あるいは それの 法律 的 表現に 
すぎない ところの 所有 関係と、 矛盾す るよう になる。 これらの 関係は、 生産力の 発展の ための 形態から 
その艇 船に 転化す る。 そのと きに、 社会 革命の 時代が はじまる。 経済的 土台の 変化と ともに、. 巨大な 上 
部 構造 全体に おいて、 あるいは 徐 々に、 あるいは 急激に、 変化が おこなわれる。 このような 変革を 考慮 
する にあたっては、 自然科学 的な 正確さで 確認で きる 生産の 経済的 諸 条件に おける 物質的 変革と、 人間 
が この 衝突を 意識し、 これと たたかいぬく ところの 法律 的、 政治的、 宗教 的、 芸術的 または 哲学的な 諸 
形態、 つまり、 ィデ オロギ ー 的な 諸 形態と を、 つねに 区別し なければ ならない。 ある 個人の 人物を、 そ 
の 個人が 自分自身を どう 考えて いるかに よって 判断で きないのと 同様に、 このような 変革の 時代を、 そ 
の 時代の 意識から 判断す る ことは できない のであって、 むしろ この 意識を、 物質的 生活の 諸 矛盾から、 
社会的 生産力と 生産 関係との あいだに 現存す る 矛盾から 説明し なければ ならない。 一つの 社会 構成は、 
それが うけいれる だけの すべての 生産力が 発展し きる までは、 けっして 没落す る ものでは ない。 また、 
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新しい、 ょり 高度の 生産 関係は、 その 生存の 物質的 諸 条件が 古い 社会 自体の 胎内で 孵化し お. わ；. まで 
は、 けっして 従来の ものに とってかわる ことは ない。 だから、 人間は つねに、 自分が 解決し うる 課題 だ 
けを 提起す る ものである。 なぜならば、 もっと 詳しく 考察して みると、 課題 そのものは、 その 解決の 物 
質的 諸 条件が すでに 現存して いるか、 あるいは すくなくとも 生まれつつ あるか、 どちら かの ばあいに だ 
け 発生す る ことが つねに わかる からで ある。」 (マルクス 『経済学 批判』 序文) 

マルクス主義の 唯物論を 社会生活に 適用し、 社会 史に 適用 すれば、 以上のと おりで ある。 以上が、 弁証法的 
唯物論と 史的唯物論の 其 本 的 特徴で ある 0 

以上の ことから、 レ丨- ーンが 修正主義 者 や 裏切り者の 攻撃を 破って、 どんなに 大きな 理論的 宝を 党の ために 
守った か、 また レー ニンの あらわした 『唯物論と 経験 批判 論』 の 出現が、 わが 党の 発展のう えに どんなに 重要 
な 意義を もつ かが、 明らかであろう。 

三、 ストルィピン 反動 期に おける ボリ シェ ビキと メンシェビキ 
解党 派と 召還 派にたい する ボリ シ H ビキの 闘争 

反動 期に 党 組織で 活動す る ことは、 いぜんの 革命の 発展 期に くらべて はるかに 困難であった。 党員の 数は 激 
減した。 党内の 多くの 小 ブル ジョァ 的 同伴者、 とくに 知識 分子は、 ッァー 政府の 弾 JBE を おそれて つぎつぎに 党 
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の 陣列からは なれた。 

レー ーー ンは 、こういう 時期に こそ 革命 政党は さらに 学びぬ かなければ ならない ことを 指摘した。 革命の 高揚 
期には、 # 政党は いかに 攻擊 する かを 学んだ。 反動 期には、 革命 政党は、 いかに 正しく 退却す るか、 いかに 
地下に もぐり、 いかに 非合法の 党を 守り、 強化す るか、 党と 大衆との 連係を 強める ためには、 いかに 合法的な 
機会を 利用し、 いかに 各種の 合法的 組織、 とくに 合法的な 大衆 組織を 利用す るかを 学ばなければ ならない。 

メンシ X. ビキ は、 革命の 新たな 高揚の 可能性を まったく 信じなかった ので、 あわてて 退却した。 かれらは 恥 
知らずに も、 党 綱領の 革命的 要求 や 党の 革命的 ス ガンを 捨てさり、 プロレタリア 階級の 革命的 非合法 党を 
解消し、 なくして しまおうと した 。そのため、 この種の メン シヱ ビキは 解党 派と よばれる ようになっ た。 

ポリシ H ビキ は、 メンシ H ビキ とは ことなり、 ここ 数年のう ちに、 革命の 高まりが おとずれる ことを 確信 
し、 そして 党は この 新しい 高まりを 迎える ために 大衆を 組織し なければ ならない と 考えた。 革命の 基本的 任務 
はま だ 解決され ていなかった。 農民は まだ 地主の 土地を 手に いれて いなかった し、 労働者は まだ 八 時間 労働 制 
を 獲得して いなかった。 人民の 憎悪の 的で ある ッアー 専制 制度は まだく つがえ されて はいなかった。 そのうえ 
ッア— 専制 制度は、 人民が 一九 〇五 年に かちとった わずかな 政治的 自由 さえ も、 いまでは ふたたび ふみにじ っ 
ている。 こうして、 一九 〇五 年に 革命を ひきおこした 数々 の 原因は、 依然として 残されて いた。 だから ボリ シ 
X. ビキ は、 運動の 新たな 高まりが かならず くる ことを 確信し、 それに そなえ、 労働者階級 勢力の 結集に つ 
とめた。 

ボリ シ H ビキ は、 また、 大衆 的 革命 闘争に よって 自分たち の 権利を たたかい とるべき ことを、 一九 〇五 年の 
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革命が 労働者階級に おしえた という ^ 実から も、 革命の 新たな 高まりが かならず くる ことを 確信した。 資本家 
が 攻勢に 出た 反動 期に、 労働者は 一九 〇五 年に 学び とった これらの 教訓を けっして 忘れる ことは できな かっ 
た。 レー ニンは、 労働者から きた 手紙を 引用して いるが、 手紙には、 労働者が 工場 主に よって ふたたび 虐待 さ 
れ 、侮辱され ている 事実を のべ、 こう® いて ある。 「しばらくの 辛抱 だ。 一九 〇五 年が また 来る！」 

ボリ シ H ビキの 基本的 政治 目的は、 やはり 一九 〇五 年と 同様、 ッァ ー 制度を たおし、 ブル ジ m ア 民主主義 革 
命を 徹底的に やりぬき、 社会 屯 流 ^ 命に 移行す る ことであった。 ボリ シュ ビキ はこの 目的を 片時 も 忘れず、 民 
主 共和国、 地主の 土地 没収、 八 時間 労働 制と いう 基本的 革命 スロ ー ガンを、 つねに 大衆の 前に かかげた。 

しかし、 党の 戦術は、 一九 〇五 年の 革命の 高揚 期とは 同じ ものと いう わけには いかなかった。 たとえば、 近 
い 将来に 政治的 ゼネスト や あるいは 武装蜂起を 大衆に よびかけて はならなかった。 なぜなら、 このと きには 革 
命運 動は すでに 下り坂に あり、 労働者階級は 極度に 疲労し、 反動 階級は いちじるしく 強化され ていたから であ 
る。 党は 新しい 情勢を 考慮に いれなければ ならなかった。 攻搫 戦術の かわりに、 防御 戦術、 すなわち、 勢力を 
結集し、 幹部を 地下に もぐらせる 戦術、 地下から 党の活 励を すすめる 戦術、 非合法 活動と 合法的な 労働者 組織 
内の 活動と を 結合す る 戦術を とらねば ならな かった。 

そして、 ボリ シヱ ビキ は、 この 仟務を 果たす ことができた。 

「われわれは、 取 命 前の畏 い 年月、 活動す る ことができた。 われわれが 磐石の ような 人間と よばれた 
のには わけが ある。 社会民主主義 者は、 最初の 軍 琪攻糨 が 失敗した からといって、 意気銷沈 もしな けれ 
ば、 途方に くれる こと もな く、 一 EU 険行勋 に 心を 弈われ る ことのない 、プロレタリア 階級の 党を 結成し と 
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げた」 と レーー ーンは 書いて いる。 (レ ーニン 『政治的 覚え 書』) 

ボリ シ H ビキ は、 非合法の 党 組織を 保持、 強化す るた めに しのぎを けずった。 しかし 同時に また、 ボリ シ H 
ビキは あらゆる 合法的 可能性、 どんな 合法的な ひっかかりを も 利用す る ことを 不可欠と 考えた。 これによ っ 
て、 大衆との 結びつきを 維持し、 保持し、 まさに そのこと によっ て 党を 強化す る ことができた ので ある。 

I  「それは、 わが 党が、 ッァ— 制度にたい する 公然たる^^ 闘争から、 闘争の 迂回 作戦へ、 保険 組合 か 
ら 国会の 演壇までを ふくめた、 ありと あらゆる 合法的 機会の 利用へ と 転換した 時期であった。 それは、 わ 
れ われが 一九 〇五 年の 革命に 敗北しての ちの、 退却の 時期であった。 この 転 期に たって、 われわれは、 
勢力を 結集し、 ッァ ー 制度にたい する 公然たる 革命 闘争を ふたたびは じめ るた めに、 新しい 闘争 方法を 
習得す るよう 要求され た。」 (スタ ー リン 『第 十五 回 党大会 速記録』 | 九 三 五 年 版) 

無事に 残った 合法的 諸 組織は、 党の 地下組織を 援護す る ものと なり、 大衆との 連係を 保つ のに 役立った。 ボ 
リシ X ビキ は、 4 < 衆との 連係を たもつた めに、 労働組合を はじめ 他の 合法的な 大衆 諸 組織、 たとえば 健康保険 
組合、 労働者 消费 組合、 クラブ、 文化 •教育 団体、 市民会館な どを 利用した。 ボリ シ * ビキは 国会の 演壇を 利 
用して、 ッァ ー 政府の 政策を 暴露し、 立憲 民主党 員を あばく とともに、 農民を プロレタリア 階級の 側に 獲得す 
るよう につと めた。 党は、 それ 自体の 非合法 組織を 守り、 その 組織を つうじて あらゆる 形の 政治 活動を 指導し 
たから こそ、 つねに 党の 正しい 方針を 遂行し、 新たな 革命の 高まりに そなえて、 勢力を 結集す る ことができた 
ので ある。 • 

ボ0シ *. ビ.キは革命的方針を遂行するさい、二つの戦線での闘争、すなわち、公然と党に反対する解党派と、 
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ひそかに 党に 反対す るい わ ^ • る 召還 派と いう 党内の 二種の 日和見主義との 闘争を すすめなければ ならな か 
た。 

レーー | ンとボ リシ H ビキ は、^^ 主義にたい し、 その 日和見主義 的な 潮流が あらわれは じめ た そもそものは 
じめ から、 妥協の ない 闘争を すすめた。 レー ニンは、 解党 派が 党内での 自由主義 的 ブル ジョア 階級の 手先で あ 
ると 指摘した。 

I 九 〇八年 十二月、 ロシア 社会 民主 労働党 第五 回 (全 ロシア) 会議が パリで ひらかれた。 この 会議は、 レー 
-1 ンの 提案に よって 解党 派を 糾弾した。 すなわち 「現存の ロシア 社会 民主 労働党 組織を 解消し、 これを、 たと 
え あきらかに 党の 綱領、 戦術、 伝統を 放棄 するとい う 代償を はらっても、 合法的な 枠内で 活動す る ゆるやかな 
連合 体に. かえよう とする」 党内の 一部の 知識 分子 (メン シ H ビキ) の 企てを 糾弾した。 (引用文は 『ソ連 共産 
党 C ホ) 決議 集』 第一 部) 

.会議は、 解党 派の 企てに だんこ 反対す る ことを すべての 党 組織に よびかけた。 

しかし、 メン シヱ ビキ は、 会議の この 決議に したがわず、 ますます 解党 主義の 道、 革命の 裏切り、 立憲 民主 
党員に 接近す る 道へ と、 転落して いった。 メンシ X ビキ は、 プロレタリア 党の 革命的 綱領を いよいよ 公然と 投 
げ棄 て、 民主 共和国、 八 時間 労働 制、 地主の 土地の 没収と いう 要求を 放棄した。 メンシ H ビキ は、 党の 綱領 や 
戦術の 放棄を 代償と して、 公然たる 合法的な、 「労働者」 党なる ものの 存続を ッ. ァ ー 政府に 許可しても らおう 
とした。 メンシ H ビキ は、 ストルイピン 支配 体制と 和解し、 ストルイピン 支配に 順応し ようとして いた。 その 
た 办 、、解党 派は さらに r ストルイピン 労働党」 ともよ ばれた ので ある。 
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ボリ シ H ビキ は、 ダン、 アク セリ ロ ー ド、 ポトレソフら に 指導され、 マルトフ、 トロ ツキ— その他の メンシ 

1  ヒキ 連中に 援助され た 革命の 公然たる 敵、 すなわち 解党 派と 闘争す る 一方、 かくれた 解党 派、 「左翼 的」 言 
葉を 弄して その 日和見 主說的 本質を おおいかく そうとする 召還 派にたい しても、 妥協の ない 閼争を おこなっ 
た。 召還 派と いう 名称は、 一部の 元ボ リシ H ビキ につけられた もので、 かれらは、 国会から 労働者 代議員を 召 
還し、 合法的 組織 内の すべての 活励を 全而的 にやめ る ことを 要求した。 

一九 〇八 年に、 ボリ シヱ ビキの I 部は、 国会から 社会民主党 議員を 召還す るよう に 要求した。 ここから、 「召 
還 派」 という 名称が 生まれた。 召還 派は、 自分たち だけの グル ー ブ C ホ グダ ー ノフ 、ルナ チ， ャル スキ ー、 アレ 
クシ ン スキ ー、 ポク ロフ スキ I、 ブ ブノワら) を 組織し、 レ ーニ ンお よび レ ー ニンの 路線にたい して 抗争し は 
じめ た。 召還 派は、 労働組合 やその 他 合法的 組織の なかで 活動す る ことを 頑固に 拒否した。 こうして かれら 
は、 労働者の 事業に 重大な 损 is を もたらした。 召還 派は、 党を 労働階級から ひきはなし、 党 外の 大衆との 連係 
を 失わせた。 かれらは、 地下組織 内に 閉じこもろ うとし、 合法的 掩護を 利用す る 可能性を 失わせた ため、 党を 
攻撃の 危険に さらした。 召遛 派は、 ボ リシ X. ビキが 、国会 内で、 そして 国会を つうじて 農民に 影響を あたえ、 
ツアー 政府の 政策を あばき、 ^ 民を だまして 引き入れよう とする 立憲 民主党 員の 政策を 暴露で きる ことを、 理 
解し なかっ た。 召還 派は、 取 命の 新たな 商 まりを 迎える ために 勢力を 結集す る ことを さまたげた。 だから 召還 
派は、 「謀が えしの 解党 派」 であった。 かれらは、 合法的 組織を 利用す る 可能性を 抹殺す る ことに 努め、 広範 
な 党 外 大衆にたい する プロレタリア 階級の 指 群を 事実上 拒否し、 革命 活動を 拒否した ので ある。 

召還 派の 行動を 討議す るた めに、 一九 〇九 年に 召集され た ボリ シヱ ビキの 新聞 『プロ レ タリ ー 『〔無産者〕 
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の 拡大 編集 会 謎は、 召還 派を 糾弾した。 ボリシ ュビキ は 召還 派とは 何の 共通点 もない ことを 声明 するとと もに、 
かれらを ボリシ * ビキ 組織から 除名した。 

解党 派と 召還 派は いずれも、 プロレタリア 階級と その 党の 小 ブル ジョア 的 同伴者に すぎなかった。 解党 派と 
召還 派は、 プロレタリア 階級が 困難に 直而 したと き、 とくには っきり とその 本体を さらけ出した ので ある。 

四 ト ロッキ ズム にたいする ボリ シヱ ビキの 闘争  反 党の 八月 連合 

ボリ シ H ビキ が、 プロレタリア 党の 一貫した 方針の ために 二つの 戦線で、 解党 派と 召還 派にたい して 妥協の 
ない 闘争を おこなって いたと きに、 トロ ッキ ー は メンシェビキ •解党 派を 支持した。 レ ー ニンが かれに 「ユー 
ドウ シカ •トロ ッキ 1J の洛 印を おした のは、 ちょうど このと きであった。 トロ ッキ ーは 、ウィ ーン (才 I ス 
ト リア) で 文 1¢ 家の グル ー プを つくり、 「超 分派」 と 称しながら 実は メンシ ュ ビキの 新聞を 創刊した (訳注： 
ユ ウシ カは、 サルティ コ フ —— シチェドリンの 小説 『ゴロブ リョ フ 家の人び と』 にで てく る 陰険な 人物。 
レー ニンは、 トロ ツキー にたいして この 名を つかった)。 当時 レーニ ンは 、トロッキ ーに ついて こう 書いて い 
る。 「トロッキ ー は、 かれが 卑劣き わ まる 野心家で あり、 分派の 組織 者と して ふるまった。 …… 口先 だけは 党 
について もっともらしい ことを 言う が、 その ふるまいは、 ほかの すべての 分派主義 者よりも いっそう 悪質で あ 
る」 と。 
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その後、 一九二 一年に、 卜 P ツキ— は、 八月 連合を 組織した。 これは、 レーー I ンに 反対し、 ボリ シ * ビキに 
及：^ する すべての 反ボ リシ. ヱビキ 的な グル ー プや 潮流の 連合であった。 解党 派. も 召還 派 も、 ボリ シェピ. キを敵 
m する この 連合に そろっては い ^ 、 かれらが 同じ 穴の ムジナで ある ことを 立証した。 トロ ツキ ー と トロ ツキス 
卜 は、 基本 問題に ついて すべて 解党 派 的 立場を とった。 しかし、 トロ ツキー は、 その 解党 派 的 立場を、 中道 主 
義 、すなわち 調停 主義の 仮面に よって かくした。 かれは、 ボリ シェ ビキ とメン シヱ ビキ のど ちらに も ぞくさ 
ず、 この 双方の 調停に つとめてい るかの ように 主張した。 レ ーニン は、 この 点に ついて つぎのように いった。 
トロ ツキ ー はお おっ びら な 解党 派より もっと 卑劣で、 有害で ある。 なぜなら、 かれは 労働者を だまし、 「超 分 
派」 の 立場に たつと いいながら、 実は メンシェビキ •解党 派を 全面的に 支持して いるから である、 と。 トロツ 
キズム は、 中間 主義を 育てた おもな グル ー プ であった。 

スタ ー リン 同志は つぎのように 書いて いる。 

「 .+ 間 主義は、 一つの 政 fe w 概念で ある。 その イデ オロギ ーは 御都合主義の イデ オロ ギー であり、 一 
つの 共同 か 党の 構成の なかで プロレタリア 階級の 利益を 小 ブル ジョア 階級の 利益に 従属させる イデ オロ 
ギ ー である。 この イデ オロギ ー は、 レーニ ン 主義とは 縁の ない、 敵対 的な ものである。」 (スタ ー リン 『国 
の 工業化 および ソ連 共産党 (ボ) 内の 右翼 的 偏向に ついて』) 

この 時期に、 ヵーメ ネフ、 ジノビエフ、 ルイコフら は、 実際には、 トロ ツキ ー のか くれた 代弁者であった。 
なぜなら、 かれらは つねに トロ ツキ I を 助けて、 レーニ ンに 反対した からで ある。 一九 一〇年 一月、 ジノ ビエ 
フ 、ヵ ーメ ネフ、 ルイコフ その他 トロ. ツキ ーの かくれた 同盟 者たち の 協力の もとに、 レ ー ニ V. の 意志に 卜むい 
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て、 中央委員会 総会が 召集され た。 多くの ボリ シ H t: キが 逮捕されて いたた め、 当時の 中央委員会の 構成は 変 
わって い. た。 そこで 動揺 分子たち は、 レーニ ンに 反対す る 決定を 通過させる ことができた。 たとえば、 この 総 
会で、 ボリ シ H ビキの 新聞 『プロ レ タリ—』 の 発行を 停止し、 卜卩 ツキ— が ウィ ーンで 発行して いる 『ブラ 
ウダ』 〔真理〕 に 財政 援助を あたえる ことが 決定され た。 カー  メ ネフは、 トロ ツキ ー の 新聞の 編集局には い 
り、 ジノビエフと ともに トロ ツキ ーの 新聞を 中央委員会 機関紙に しよぅと つとめた。 

中央委員会の 一月 総会は、 レ ーニン の 強硬な 主張に よってよ. ぅやく、 解党 派と 召還 派を 非難す る 決定を 採択 
した。 しかし ここで も、 ジノビエフと カーメ ネフは トロ ツキ ーの 提案を かたくなに おしとおし、 解党 派を その 
とおりの 名で 呼ぶ ことに 反対した。  ， 

その 結果は、 レー ニンが 予想し 警告した とおりに なった。 ボリ シヱ ビキ だけが 中央委員会 総会の 決定に した 
がって、 その 機関紙 『プロ レ タリー』 の 発行を やめた が、 •メン シユ ビキは 解党 主義 的な その 分派の 新聞、 『ゴ 
丨ロル •ソツ ィ アル . デモ クラ ータ』 〔社会民主主義 者の 声〕 を ひ きづ づき 発行した。 

スタ ー リン 同志は レ！ ーンの 立場を 全面的に 支持し、 『ソ ツィ アル •デモ クラ ート』 〔社会民主主義 者〕 第 
十一 号に 特別 論文を 発表した。 こ. の 論文では、 トロツキズムの 助力 者の 行動が 非難され、 また、 カーメ ネフ、.- 
ジノビエフ ~\ ルイコフら の 裏切り 行為に よって、 ボリ シ H ビキの 内部に 生まれた 異常 事態を 一攝 する 必要が の 
ベら れて いた : -° この 論文では また、 後に ブラー グ党 会議で 実現され る ことにな った 当面の 任務が 提起 ざれて あ 
った。 すなわち、 それは 全 党 会議を ひらく こと、 合法的 党 新聞を 発行す る こと、 および、. ロシアに 非合法. の 実 
際 上の 党 中央部を 創設す る こと、 であった。 スタ I リン 同志の この 論文は、 レーニ ンの 主張を 全面的に 支持す 
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るバク I 党 委員会の 決定に もとづい て ^ かれた ものであった。 

解党 派 や トロッキストから、 召還 派や迚 神 派に いたる までの 反 党 分子 だけから なる、 卜 P ッキー の 反 党 的 八 
月 連合に 対抗す るた めに、 非合法の プロレタリア 党を 維持し、 強化し ようとす る 者に よる、 党 擁護 連合が つく 
られ た。 この 連合には、 レ丨- ーン の指溥 する ボリ シ X ビキ と、 プレハ ーノフ の 指導す る 少数の 党 支持 メンシ * 
ビキが 参加した。 プレハ I ノフお よび メンシ H ビキの 党 支持 グル ー プは 、多くの 問題で メンシ H ビキの 立場を 
とっては いたが、 八月 連合 および 解党 派の 意見とは 絶対に 同調し ない ことを 表明し、 ポリシ* ビキ との 協調に 
つとめた。 レ 11 ンはブ レ ハ ー ノフの 提案を うけいれて、 反 党 分子と たたかうた めに プレハ ー ノフ との | 時 的 
な 速 合を 結んだ。 なぜなら、 レーニ ンは 、この 速 合は 党に とって 有利で あり、 解党 派に とっては 致命的で ある 
と 考えた からで ある。 

スタ ー リン 同志は、 この 連 < !-■! を 全而 的に 支持して いた。 かれは 当時、 流刑地に いたが、 そこから レーニ ンに 
手紙を 送り、 つぎのように 雄いた。 

「わたしの 考えでは、 速 合 (レ 丨- ーン がプレ ハ ーノフ と 結んだ 連合) の 路線は 唯一の 正しい 路線で あ 
る。 (1) この 路線、 そして この 路線 だけが、 ロシアに おける 運動の 真の 利益に 合致す る ものである。 
というのは、 この 利益は M に 党 的な すべての 分子を 結集す る ことを 要求して いるから である。 (2) こ 
の 路線、 そして この 路線 だけが、 合法的な 諸 組織を 解党 派の 重圧から 解放す る 過程を はやめて、 メキ (メン 
シエ ビキの 略称 =編者 注) 労働者を 解党 派から 完全に 切りは なし、 解党 派を 追いは らい、 絶滅す る こと 
がで きる からで ある。」 (スタ I リン 『ソ リビ チ* ゴ ドス クの 流刑地から 党 中央委員会に あてた 手紙』) 
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ボリ シ H ビキ は、 非合法 活動と 合法 活動と を 巧妙に 結びつけた ために、 公然の 労働者 組織の なかで、 大きな 
勢力と なること がで きた。 この ことは、 とりわけ、 ボリ シュビ キが 、そのころ ひらかれた 合法的な 四つの 大会 
の 労働者 グル I プに あたえた 重要な 影響のう えに あらわれた。 四つの 大会と いうのは、 民衆 大学 大会、 婦人 大 
会、 工場 医大 会、 禁酒 運動 大会で ある 9 ボリ シヱ ビキが これらの 合法的な 大会で おこなった 演説は、 重大な 政 
治 的 意義を もち、 全国 各地からの 反響を よんだ。 たとえば、 民衆 大学 大会で、 ボリ シ X. ビキの 労働者 代議員 
は、 すべての 文化 活動を 破壊す るッァ ー 制度の 政策を あばく とともに、 ロシアでは ッァ— 制度を 打倒し なけれ 
ば、 真の 文化の 高揚は 絶対に のぞめない と 指摘した。 工場 医大 会で、 労働者 代議員は 、労働者が きわめて 非衛 
生 的な 環境では たらき、 生活して いる ことを のべ、 ッァ ー 制度を 打倒し なければ 、工場 医療を 真に 確立す る こ 
とはで きないとの 結論を 出した。 

ボリ シ H ビキ は、 無事に 残った いろんな 合法的な 組織の なかから、 解党 派を 徐 々に 追い出して いった。 ブレ 
ハ ーノフ の 党 支持 グル ー プ との 統一戦線を 結ぶ という、 独特の 戦術を とった ために、 ボリ シ * ビキは 多くの メ 
ンシヱ ビキ 労働者 組織 (ブィボルグ 区 〔ベ テルブ ルグ； I、 H カ チ X. リノス ラフ その他) を 獲得す る ことができ 
た。 

このような 困難な 時期に、 ボリ シ X. ビキは 合法的な 活動と 非合法 活動を どう 結合し なければ ならない かとい 
うことの 模範を しめした。 
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五、 一九 一二 年に ひらかれた ブラー グ党 会議  ボリ シヱ ビキ 、独 
立した マルクス主義 党を 結成 

解党 派 や 召還 派にたい する 闘争と 同様、 トロツキストにたい する 闘争を すす‘ める にあたって、 すべての ボリ 
シ H ビキを 一つに 結集し、 独立した ボリ シ H ビキ 党を 結成す る ことが、 ボリ シ H ビキに とって 緊急の 任務と な 
った。 この ことが 緊急に 必要と された のは、 労働者階級を 分裂させる 党内の 日和見主義 的 潮流を 根 だ やしに す 
るた め ばかりではなかった。 労働者階級の 勢力を 結集す る 事業を やりとげ、 革命の 新たな 髙 まりに むかって 労 
働 者 階級に そなえを させる ために も、 この ことが 必要であった。 

L かし、 この 任務を 実現す るた めには、 まず 日和見 主義者、 メンシ X. ビキを 党から ぜひ 一掃し なければ なら 
なかった。 

いまや、 ボリ シ H ビキ であれば、 これ 以上 | つの 党内に メンシ X ビキ とともにと どまるな ど 考えられな く -^: 
ったこと を、 一人もう たがわなかった 。ストルィピン 反動 期に おける. メンシェビキの 裏切り 行為、 プロ レ タリ 
ア 階級の 党を 解消して 新しい 改良主義の 党を つくろう としたかれ らの意 図は、 ボリシ * ビキ との 決裂を 避けら 
れな いものに した。 ボリ シヱ ビキは メンシ X ビキと 同じ 党内に とどまっ ている ことにより 、メンシェビキの 行 
為につ いても、 なにかと 道徳的な 責任を 負った。 しかし、 ボリ シヱ ビキ 自らが 党と 労働者階級にたい する 裏切 
り 者になる ことを のぞまない 以上、 もはや メンシェビキの 公然たる 裏切り 行為にたい して 道徳的な 责任を 負う 
ことな ど、 考えられ なくなっ てきた。 こうして、 一つの 党内で メンシェビキとの 統一を 保つ ことは、 労働者 階 
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級と その 党にたい する 裏切りに かわったの である。 そこで、 メンシェビキとの 事実上の 決裂を 徹底 させ、 かれ 
ら との 形式的、 組織的な 決裂にまで もってゆき、 党から メン シヱ ビキを 追放し なければ ならなかった。 

こうして こそ、 単一の 綱領、 単一の 戦術、 単一の 階級 組織を もつ プロレタリア 階級の 革命 党を、 再建す る こ 
とがで きる ので ある。 

こうして こそ、 メンシ ヱビキ にょって 破壊され た 党の 真の (たんに 形式的で ない) 統一を きずきあげる こと 
がで きる ので ある。 

ポリシ H ビキが 準備して いた 第 六 回 全 党 会議 こそ、 この 任務を はたすべき ものであった。 

けれども、 この 任務は、 問題の 一面に すぎなかった。 メンシ ヱ ビキと 形式的に 決裂して、 ボリ シヱ ビキが 別 
個の 党を 結成す る ことは、 もちろん ひじょう に 重要な 政治的 任務であった。 だが、 ポリシ X. ビキに は、 べつ 
の、 もっと 重要な 任務が あった。 その 任務は、 たんに メンシェビキと 決裂して、 別個の 党を 結成 するとい うだ 
けで なく、 まず 第一に、 メン シヱ ビキと 決裂した のち、 新しい 党を つくりだす こと、 西ョ ーロッ パの 在来の 社 
会 民主党と ことなり、 日和見主義 分子の 介在を ゆるさない、 権力 奪取の 闘争に プロレタリア 階級を みちびく こ 
とので きる 新しい 型の 党を つくりだす ことであった。 

すべての メンシェビキは、 アク セリ ロ ー ド、 マルト ィノ フ から マルトフ、 トロ ッキ I にいた るまで、 その 色 
合には かかわり なく、 ボリ シェ ビキと 抗争す る さいに、 きまって 西ョ ーロッ パの 社会民主主義 者の 食 庫から 借 
用した 武器を つかった。 かれらは 、ロシアに も、 たとえば、 ドイッ や フランスの 社会民主党と 同様な 党を つく 
ると とを のぞんだ。 かれらが ボリ シヱ ビキ とたたかった のは、 ボリ シェ ビキ のなかに、 西ョー P ッ パの 社会 民 
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主 党とは ちがっ た、 なに か 新しい、 ふつうでは ない ものが あると 感じた ためで ある。 ところで、 当時の 西ョー 
P ッパ 諸国の 社会民主党は、 いったい どんな ものであった か？ それは、 混合物で あり、 混合物の なかには マ 
ルクス 主義者 も いれば 日和見 主義者 も おり、^-^ の 友 も いれば 敵 も おり、 党派 性を 支持す る 者 も いれば 反対す 
る 者 も おり、 前者を 後者に 思想 的に しだいに 和解 させ、 実際的には、 前者を 後者に 事実上し だいに 屈服 させた 
ものであった。 何のた めに、 日和見 主義者 や 革命の 裏切り者と 和解す るの か？  I と ボリ シュ ビキは 西ョー 
卩ッ パの 社会民主主義 者に たずねた。 それは、 「党内の 平和」 のた めで あり、 「統一」 のた めで ある —— とか 
れらは 答えた。 いったい 誰と 統一す るの か、 日和見 主義者と 統一す るの か？ そうだ、 日和見主義 者との 統一 
だ —— かれらは こう 答えた。 そのような 党が 革命の 党には なりえない ことは、 明らかで ある。 

ボリ シヱ ビキ は、 エンゲルスの 死後、 西ョー ロッパ 諸国の 社会民主党が、 社会主義 革命を 主張す る 政党 か 
ら、 「社会の 改良」 を 主張す る 政党へ と 変質し はじめ、 これらの どの 党 も、 組織と しては、 すでに 指導 勢力 か 
ら 自己の 国会議員 団の 付属物に 変質して しまった ことを、 見逃す わけには いかなかった。 

ポリシ H ビキ は、 このような 党は、 プロレタリア 階級に とっては ありがたくない ことで、 労働者階級を 指導 
して 革命を やる ことな どで きない ことを、 ボリ シ X. ビキは 見逃す わけに いかなかった。 

プロレタリア 階級に とって 必要な ものは このような 党では なく、 べつな 型の 党すな わち、 新しい、 ほんとう 
の マルクス主義 党が 必要で あり、 この 党は、 日和見主義 者にたい しては 妥協を せず、 ブル ジョア 階級にたい し 
て 革命的 態度を とり、 堅く 団結し、 一枚岩の ような もので あり、 社会 革命を 主張し、 プロレタリア 階級 独裁を 
主張す る 党で ある ことを、 ボリ シヱ ビキは 知らない わけには いかなかった。 
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ボリ シ H ビキ は、 まさしく このような 新しい 党を もとうと した。 ボリシ H ビキ はまた、 このような 党の 建設 
と 準備を すすめた。 「経済 主義者」 、メンシェビキ、 トロッキスト、 召還 派、 また 経験 批判 論者に いたる まで 
の あらゆる 色 合の 観念論 者にたい する ボリ シヱ ビキの 闘争の 歴史の すべては、 まさに、 このような 党を 創設す 
るた めの 活動の 歴史であった。 ボリ シ * ビキ は、 真の 革命的な マルクス主義 党を もつ ことを のぞむ すべての 人 
びと にと って 模範と なることの できる、 新しい ボリ シヱ ビキ 党を 創設し ようとした。 ボリ シヱ ビキ は、 旧 『ィ 
ス クラ』 の 時代から ずっと このような 党の 樹立の ため 活動して きた。 かれらは、 頑強に、 根 気づよ く、 万難を 
排し てこの ような 党の 樹立の ため 活動して きた。 この 準備 活動の なかで 基本的、 決定的な 役割を はたした の 
は、 レ 11 ンの 『なにを なすべき か？』、 『二つの 戦術』 などの 著作であった。 レ ーー I ンの 『なにを なすべき 
か？』 は、 このような 党の ィデ オロギ ー 面に おける 準備であった。 レ 1 ーンの 『一歩前進、 二 歩 後退』 は、 こ 
のよう な 党の 組織 面に おける 準備であった 。レ！ ーンの 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 
は、 このような 党の 政治 面に おける 準備であった。 最後に、 レ ーニン の 『唯物論と 経験 批判 論』 は、 このよう 
な 党の 理論 面に おける 準備であった。 

ボリ シ H ビキの グル I プ のように、 一つの 党を つくる のに、 このように 徹底的に 周到な 準備を すすめた 政治 
グル I プは 歴史上 かつてなかった ことは、 確信を もっていう ことができる。 

このような 条件が あった から、 ボリ シ H ビキが 、正式に 一つの 党と なる のは、 すでに 十分 準備 もととの い、 
十分に 機の 熟した ことであった。 

第 六 回 党 会議の 任務は、 メンシ X. ビキを 追いだ し、 新しい 党、 すなわち ボリ シ X ビキ 党を 結成 するとい う 正 
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式の 手つ づきに ょって、 すでに 準備のと とのった 仕事を 仕上げる ことであった。 

第 六 回 全 ロシア 党 会議は、 一九二 一年 一月に ブラ ー ダで ひらかれた。 この 会議には 二十 以上の 党 組織の 代表 
が 参加した。 だから、 形式的に も 党大会の 意義を もっていた。 

会議の 報告書には、 破壊され た 党 中央 機関が 再建され、 党 中央委員会が 成立した ことが 報じられ、 反動 期 
は、 ロシア 社会民主党が 一定の 組織と して 発足 以来の、 もっとも 困難な 時期で ある ことが 指摘され ていた。 プ 
a レ タリア 階級の 党は、 あらゆる 迫害を うけ、 外から 重大な 打擊 をう け、 党内には 日和見主義 者の 裏切り、 動 
揺が あったに も かかわらず、 その 旗 じる しと 組織を 守りと おした。 

「無事に 残ったのは ロシア 社会民主党の 旗 じる しと、 その 綱領、 革命の 教訓 だけでなく、 ロシア 社会民主党 
の 組織 も 無事に 残った。 この 組織は 圧迫に ょって 破壊され 弱められは したが、 どんな 圧迫で も、 それを 破壊し 
つくす ことは できなかった。」 —— 会議の 報告書には こう のべられて いる。 

会議は、 ロシアに おける 労働運動の 新たな 髙 まりの 最初の きざしが 見える ことと、 党 活動が 活発に なって き 
たこと を 指摘した。 

会議は、 地方の 報告を 討議した のち、 つぎの 点を 確認した。 「地方では いたるところで、 社会民主主義 派の 
労働者の あいだに、 地方の 非合法の 社会民主党 組織と グル ー プを 強化す るた めの、 精力 的な 活動が おこなわれ 
ている」 と。 

会議は、 ポリシ ュビキ が 後退の 時期に とるべき 戦術の もっとも 重要な 原則、 すなわち 合法的な 各種の 労働者 
団体 や 組合の なかでの 合法 活動に、 非合法 活動を 結合させる ことが、 すべての 地方で 認められ ている ことを、 
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指摘した。 

ブラ— グ 会議は、 ボリ シェ ビキの 党 中央委員会を 選出した。 中央 委員には、 レ ー ニン、 スタ ー リン、 オル ジ 
ョー ー キッゼ 、スペル ドロフ、 スパン ダリ ヤンら がえ らばれ た。 スタ ー リン 同志と ス ベルド P フ 同志は、 当時 流 
刑 地に あった ため、 本人 欠席の まま 中央 委員に 選出され た。 中央 委員 候補には、 カリ ーー ーン 同志が 選ばれた。 

ロシアに おける 革命 活動を 指導す るた め、 スタ ー リン 同志を 責任者と する 実際 上の 中央部 (中央委員会 ロシ 
ア 局) が 創設され た。 中央委員会 ロシア 局には、 スタ ー リン 同志の ほか、 スペル ドロフ、 スパン ダリ ヤン、 才 
ル ジョニ キッゼ 、カリ 11 ンらの 諸 同志が 参加した。 

ブラ ー グ 会議は、 ボリ シ ュ ビキが これまで おこなっ てきた 日和見主義にたい する 全 闘争を 総括 するとと も 
に、 メンシェビキを 党から 追放す る 決議を おこなった。 

ブラ ー ダ 会議は、 メンシェビキを 党から 追放す る ことにょって、 ボリ シ X, ビキ 党が 独立した 存在に なった こ 
とを 正式に 確認した。 

ポリシ H ビキ は、 思想 的に、 組織的に メンシ H ビキを 壊滅 させ、 また かれらを 党から 追放して、 ロシア 社会 
民主党と いう 古くからの 党の 旗 じる しを、 その 手に 確保した。 そのため、 ボリ シヱ ビキ 党は、 一九 一八 年に い 
たるまで、 カッコ 入りの 「ボリ シヱ ビキ」 という 言葉を 加えて、 ロシア 社会 民主 労働党と 名のりつ づけた。 

一九 一二 年のは じめ、 レーニ ン は、 ブラ I グ 会議の 活動を 総括して、 ゴー リキ ー への 手紙に こう 書いて い 
る 0 

「解党 派の 無頼漢 どもを おしきって、 ついに、 党と 中央委員会の 再建に 成功した。 この ことにつ いて、 


229 


あなた も、 われわれと ともに 喜んで くれる ものと 思って いる。」 (レ ーニン 『ア •エム •ゴ— リキ ー へ』) 
スタ ー リン 同志は、 ブラ— グ 会議の 意義に ついて、 こうのべ ている。 

「この 会議は、 わが 党の 歴史のう えで もっとも 大きな 意義を もっていた。 それは、 ボリ シ X. ビ キとメ 
ンシ H ビキ との あいだに 境界線を 画 し、 全国の ボリ シ H ビキ 組織を 単一の ボリ シヱ ビキ 党に 統一した か 
ら である。」 (『ソ連 共産党 (ボリ シュ ビキ) 第 十五 回 大会 速記録』) 

メンシ H ビキを 追放し、 ボリ シ H ビキが 正式に 独立した 党と なって から、 ボリ シヱ ビキ 党は いっそう 強固に 
なり、 強力に なった。 党は その内 部から 日和見主義 分子を 一掃す る ことにょって 強化され る —— これが、 第二 
インタ ーナ ショ ナルの 社会民主主義 諸 党と 原則的に ちがう 新しい 型の 党と しての、 ボリ シニ ビキ 党の、 スロー 
ガンの 一つで ある。 第ニ インタ ーの諸 党は、 口先 だけは マルクス主義の 党と 自称して いるが、 実際には、 マル 
クス 主義の 敵対 者、 公然たる 日和見 主義者を その 陣営 内に とどめ、 かれらが 第ニ インタ I を 腐敗 させ、 瓦解 さ 
せる がま まに させて いた。 これとは 逆に、 ボリ シ H ビキ は、 日和見主義 者にたい して 妥協の ない 闘争を すす 
め、 プロレタリア 階級の 党から 日和見主義の 汚物を | 掃し、 その 結果 新しい 型の 党、 レーニ ンの 党、 のちに プ 
ロレ タリア 階級 独裁を かちとった 党を 創設す る ことに 成功した。 

もし プロレタリア 党の 隊列の なかに 日和見主義 分子を 残して おいたならば、 ボリ シ H ビキ 党は、 大道に 出て 
プロ レ タリ -T 階級の 前進を みちびく ことは できなかった だろう し、 権力を かちとり プロレタリア 階級 独裁を う 
ちた てることは できなかった し、 国 杓 戦争の 勝利者に なり、 社会主義を きずきあげる ことは できなかった であ 
ろう。 
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ブラ I グ 会議は、 その 決議の なかで、 つぎの ような 最低 綱領を 党の 当面の 政治 スロー ガンと して うちだし 
た。 民主 共和国、 八 時間 労働 制、 すべての 地主の 土地の 没収で ある。 

これらの 革命的 スロー ガンの もとに、 ボリシ H ビキ は、 第 四 回国 会 選挙にたい する 選挙運動を おこなった。 

これらの スロ ー ガンの もとに 一九二 一年から 一九 一四 年に いたる 労働 大衆の、 f 運動の 新たな 高まりが 進 
行した。 

要  約 

一九 〇八 年から 一九二 一年に いたる 時期は、 革命 活動に とって もっとも 困難な 時期であった。 革命が 敗北し 
ての ち、 革命運動が 停滞し、 大衆が 疲労して いる 状況で、 ポリシ H ビキは その 戦術を 変え、 ッ T I 制度にたい 
する 直接 闘争から、 迂回 手段に よる 闘争へ と 転換した 。ストルィピン 反動 期の きびしい 条件の もとで、 ポリシ 
ヱビキ は、 大衆との 連係を 保つ ために、 ほんのわず かな 合法的 可能性 (健康保険 組合 や 労働組合から 国会の 演 
壇に いたる) も 利用した。 ボリ シ* ビキ は、 革命運動の 新たな 髙 まりを 迎える ために、 た ゆまず 勢力を 結集し 
た。 

革命が 敗北し、 反政府 的な 諸 潮流が 離散し、 革命に 対する 希望が 失われ、 党から 脱落した 知識 分子たち (ボ 
グダ ーノフ 、バ ザーロ フら) が、 党の 理論的 基礎にたい して 修正主義 的 攻擊を 強める というき わめて 困難な 状 
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況の もとに あって、 党の 旗を おろさず、 党の 綱領を しっかりと 守り、 マルクス主義の 理論にたい する 「批評 
家」 たちの 攻擊 を擊 退した 唯一の 勢力は、 党内では ボリ シ* ビキ だけであった (レ 丨- ーンの 『唯物論と 経験 批 
判 論』)。 思想 上の マルクス •レ ーニン 主義 的な 鍛錬を へて いたから こそ、 革命の 見と おしを 把握して いたから 
こそ、 レ ー ニンを 中心に 団結した ボリ シ H ビキの 主要な 中核は、 党と その 革命的 原則を 守る ことができた ので 
ある。 「われわれが、 磐石の ような 人間と 呼ばれた のには わけが ある」 と、 レー ニンは ボリ シヱ ビキに ついて 
語った 0 

この 時期に、 メン シヱ ビキ は、 ますます 革命からは なれて いった。 かれらは 解党 派と なり、 非合法の 革命的 
プロレタリア 階級の 党を 解消し、 絶 減す る ことを 要求した。 かれらは、 党の 綱領、 党の 的 任務 やス ロ ー ガ 
ンを ますます 公然と 放棄し、 労働者が 「ストルィピン 労働党」 と 名 づけた かれら 自身の 改良主義 党を 組織し よ 
うと くわだてた 。トロ ッキ ー は、 実際には 解党 派との 統一を 意味す る 「党の 統一」 という ス ロー ガンで 偽善 的 
に 身を かくしながら、 解党 派を 支持した。 

また I 方では、 ボリ シ * ビキの 一部は、 ッ ァー 制度にたい する 闘争を すすめる にあたって、 どうしても 新た 
な、 迂回 手段に うつらざる をえない ことを 理解し ないで、 合法的な 可能性を 利用して はならず、 国会の 労働者 
議員を 召還すべき であると、 党に 要求した。 召還 派は、 強硬に 党を 大衆から 引きは なそうと、 党が 勢力を 結集 
して 革命の 新たな 高まりを 迎える のを 妨げた。 召還 派は、 「左翼 的」 言葉で ごまかしは したが、 本質的には、 
解党 派と 同じように、 革命 闘争を 放棄す る ものであった。 

解党 派と 召還 派は、 レ丨- ーンに 反対して、 共通の 連合、 つまり トロ ッキ ーに よって 組織され た 八月 連合に 統 
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一され た。 

ボリ シ * ビキ は、 解党 派と 召還 派にたい する 闘争、 八月 連合にたい する 闘争の なかで 勝利を おさめ、 非合法 
の プロレタリア 党を 防衛す る ことに 成功した。 

この 時期に おける もっとも 重要な 出来事は P シア 社会 民主 労働党の ブラ ー グ 会議で ある (一九二 一年 一月)。 
この 会議で メンシ X. ビキ は、 党から 追放され、 ボリ シ X. ビキ とメン シヱ ビキが 形式的に 一つの 党内に いると い 
う 事態に、 永久に 終止符が うたれた。 ボリ シ X ビキ は、 正式に、 一つの 政治 グル ー プから 独立した ロシア 社会 
民主 労働党 (ポリシ X ビキ) となった。 ブラ ー グ 会議は、 新しい 型の 党、 レ ー ニ ン 主義の 党、 すなわち ボリ シ 
尤ビわ党を創設した。 

ブラ ー グ 会議が、 日和見 主義者 やメ ンシ * ビキを 、プロレタリア 党から 一掃した ことは、 そのごの 党と 革命 
の 発展に とって、 重大な、 決定的な 意義を もつ ものであった。 もしも そのと き、 ボリ シヱ ビキが 労働者の 裏切 
り 者、 メンシ H ビキ 協調主義 者 どもを 党から 追放し なかったならば 、プロレタリア 党は 一九 一七 年に、 プロ レ 
タリア 階級 独裁を かちとる ため 大衆を たちあがらせる ことは できなかった であろう。 


第五 章 第一 次 帝国主義 戦争 前の 労動 運動の 

高揚 期に 知け る ボリ シ ニ ビキ党 

(一九 一二 年— 一九 一四 年) 

一、 一九二 一年から 一九 一四 年に いたる 革命運動 ひ 高まり 

ストルィピン 反動の 勝利は、 長く は つづかなかった。 鞭と 絞首台の ほかは なにひとつ 人民に あたえょうと L 
なかった 政府が、 安定す るは ずはなかった。 人民は 弾圧に 馴れっ こに なって しまって、 もう それほど 恐れな く 
なった。 革命の 失敗 後 数年間み られた 労働者の 疲労感は、 すでに 消えは じめ た。 労働者は ふたたび 闘争に 立ち 
あがりは じめ た。 新たな 革命の 高まりが かならず おとずれる という ボリ シ ュ ビキの 予言は 実証され た ..0 それ ま 
での 数年間 ストラィキに 立ち あがった 労働者の 数は、 年 五、 六 万人に すぎなかった が、 一九二 年には それが 
十万 人を こえた。 はやく も 一九 一二 年 一月 ブラ I ダで ひらかれた 党 会議では、 労働運動の もりあがりは じめ た 
事実が 指摘され た。 しかし、 革命運動の 真の 高揚が あらわれた のは、 一九 I 二 年の 四月から 五月に いたる 時 
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期、 つまり、 レナの 労働者 射殺 事件を 契機に 大衆 的な 政治 ストの 波が まきおこされた 時期で ある。 

一九 一二 年 四月 四日、 シベリアの レナ 金鉱の 労働者が ストライキに 立ち あがった さい、 ッァー 憲兵 士官の 命 
令に よる 発砲を うけて 五 百 人を こえる 死傷者を だした。 管理 当局と 交渉す るた め おだやかに やってきた 素手の 
レナ 労働者が 射殺された という 知らせは、 全国を 憤激に わきたたせた。 ッァ— 専制 政府が この 新たな 血な まぐ 
さい 犯行を やっての けたのは、 レナ 金鉱の 持主で ある イギリス 資本家の 御機嫌を とり 結び、 金鉱 労働者の 経済 
ストを つぶす ためであった。 イギリスの 資本家と ロシアに おける かれらの 一味は、 労働者にたい する 恥知らず 
な 搾取に よって、 レナ 金鉱から 年に 七 百万 ルー ブルを こえる 巨額の 利潤を あげていた。 かれらは 労働者に ごく 
わずかな 賃金し か 支払わず、 粗悪な 腐った 食料を 支給して いた。 レナ 金鉱の 六 千 人の 労働者は 虐待と 屈辱に た 
えきれ ず、 ストライキに 立ち あがった ので ある。 

レナの 射殺 事件が おこる と、 プロレタリア 階級は、 ベ テルブ ルグ 、モスクヮを はじめ、 すべての 工業 中心地 
や 工業地帯で、 大衆 的な ストライキ、 デモ、 集会に よって 抗議した。 

「われわれは 驚きと 怒りに 胸 も 裂けん ばかりで、 一時は 言う 言葉 も 知らなかった。 われわれは いかなる 抗議 
声明を おこなった としても、 われわれ 一人び とりの 燃えた ぎる 怒りの 万分の一 も あらわす ことは できない であ 
ろう。 涙 や 抗議は、 何の 役に も 立ちは しない。 いまは 組織的な 大衆 闘争 あるの みで ある。」 いくつかの 工場の 
労働者は 共同 決議の なかで こうのべ ている。 

レナの 射殺 事件に かんする 社会民主党 国会議員 団の 質問に 答えて ッ ァ| 政府の 大臣 マヵロフが 「これまで も 
その 通りだった し、 将来 も その 通り だ！」 と 傲然と 言いは なった とき、 労働者 大衆の あらしの ような 怒りは、 
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いっそうは げしく 燃え あがった。 レナ 労働者の 流血 事件に 抗議す る 政治 ストの 参加者は、 三十 万人に のぼっ 
た。 

レナ 事件は まるで 暴風の ように、 ストルィピン 体制の つくりだした 「平穏」 な 空気を ふきとばして しまっ 
た。 

スタ ー リン 同志は、 一九二 一年、 ぺ テル ブルダで 発行され ていた ボリ シ H ビキの 新聞 『ズ べズダ 』 〔星〕 に 
つぎのように 書いて いる。 

「レナの 銃声は 沈黙の 氷壁を うちくだき、 大衆運動の 大河が どっと 流れは じめ た。 どっと 流れは じめ 

たの だ— . 現 体制のう みだす すべての 弊害、 苦難に みちた ロシアの すべての 不幸が、 一つの 事実、 レ 

ナ 事件に 集中され たの だ。 だから こそ、 レナの 銃声は、 ストライキと デ モンス トレ ーシ ョンの 合図と な 
ったので ある。」 

解党 派と トロッキストは 革命を 葬り さろうと したが、 むだ 骨折りに おわった。 革命 勢力は やはり 生命力を も 
ちつ づけて いる こと、 労働者階級の なかには 巨大な 革命の エネ ル ギーが たくわえられて いる ことが、 レナ 事件 
によって 立証され た。 一九 一二 年の メ—デ I  •ストライキには、 ほぼ 四十 万人の 労働者が 参加した。 この スト 
ラ イキは はっきりと した 政治的 性質を もつ もので、 民主 共和国、 八 時間 労働 制、 すべての 地主の 土地の 没収と 
いう、 ポリシ H ビキの 革命的 ス ロ— ガンの もとにた たか われた。 これらの 基本的 スロー ガンは、 たんに 広範な 
労働者 大衆 だけでなく、 農民、 兵士を も 一致団結 させて、 専制 制度に 革命的 攻擊 をく わえ ようとす る もので あ 

った。 


「全 ロシアの プロレタリア 階級が おこなった 大規模な メ I デ 1 ストライキと、 これに 呼応す る 街頭 
デモ、 そして また 労働者 大衆の 前で おこなわれた 革命的 宣言と 革命的 演説は、 ロシアが 革命の 高揚 期に 
はいった ことを、 はっきりし めした」 と、 レー ーー ンは 『革命的 高揚』 のなかで こう 書いて いる。 

労働者の 革命的 行動に 驚き あわてた 解党 派は、 ストライキ 闘争に 反対して 、「ストライキ ばくち」 などと 悪 
罵を あびせた。 解党 派と その 同盟 者 トロッキ ー は、 プロレタリア 階級の 革命 闘争を 「請願 運動」 にす りかえ ょ 
うとした。 かれらは 「権利」 (結社、 ストライキにたい する 制限の 撤廃) を もとめる 「請願書」 に 署名して、 
この 紙 きれを 国会に さし 出す ょうにと 労働者に すすめた。 しかし、 解党 派は わずか 千 三百 人の 署名し か 集める 
ことができなかった のに、 ボリ シヱ ビキ のうち 出した 革命的 スロー ガンの まわりには、 数十 万の 労働者が 結集 
した。 

労働者階級は、 ボリ シヱ ビキが しめした 道を すすんだ。 

当時、 国内の 経済状態は つぎのと おりであった。 

一九 一〇 年には、 工業の 停滞が 終わって、 基幹産業 部門の 生産が 活況を 呈し 、生産の 拡大が みられた。 銃 鉄 
の 生産高は、 一九 一〇 年に 一億 八 千 六 百万 プ I ド あった のが、 一九二 一年には 二 億 五 千 六 百万 プー ドで、 一九 
ニー ー年には 二 億 八 千 三百 万プ ー ドに 増加した。 石炭の 採掘 高は、 一九 一〇 年には 十五 億 二 千 二百 万プ I ドで あ 
っ たのが、 一九ニ ニ 年には 二十 二 億 千 四百 万プ ー ドに たっした。 

資本主義 的 工業の 発達に ともなって、 プロレタリア 階級の 数 も 急激に ふえた。 当時の 工業 発展の 特徴は、 生 
産が ますます 大企業と 巨大 企業に 集中した ことで ある。 五 百 人 以上の 労働者を もつ 大企業には たらく 者は、 一 
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九〇 一年には 労働者 総数の 四 六 •七 パー セントであった が、 一九 一. 〇年 には 五 四 パ ー セント、 すなわち 全 労働 
者の 半分 以上を しめる ようになった。 このような 工業の 集中 速度は、 これまでに みられなかった もので あっ 
た。 アメリカの ように 工業の 発達した 国で さえ も、 当時、 大企業には たらく 者の 数は、 全 労働者の ほぼ 三分の 
一を しめる にす ぎなかった。 

ボ リシ H ビキ 党の ような 革命 政党の 存在す ると ころで、 ブロ レ タリア 階級の 数が ふえ、 大企業への 集中が す 
すんだ ため、 ロシアの 労働者階級は、 国内の 政治 生活に おける 最大の 勢力と なった。 企業 側の 労働者にたい す 
る 野蛮な 搾取 形態に くわえて、 ッァー 当局が 耐えが たい 警察 制度を とった ため、 重要な ストライキは どれ も 政 
治 的な 性質を 帯びる ことにな った。 また、 経済闘争と 政治 闘争の 結合に よっ て、 大衆 的 ストライキは とりわけ 
大きな 革命的 力を もつ ことと なった。 

革命的 労働運動の 先頭には、 英雄的な ぺ テル ブルダの プロレタリア 階級が 立った。 その あとには バルト海 沿 
岸 地方、 モスクヮ 市と モスクヮ 県が つづき、 さらに ボルガ 流域 地方と 南部 ロシアが つづいた。 一九 一三 年に 
は、 運動は 西部 地方、 ポー ランド、 カフ カズまで ひろがった。 一九二 一年の ストライキ 参加者は、 政府筋の 統 
計に よっても 七十 二 万 五 千 人、 比較的 完全な 他の 統計に よれば 百万 以上に のぼった。 一九 一三 年の ストライキ 
参加者は、 政府の 統計で も 八十 六 万一 千 人、 比較的 完全な 統計に よれば 百 二十 七 万 二 千 人に のぼった。 一九 一 
四 年上 半期に ストライキに 参加した 労働者の 数は、 すでに 百 五十 万 前後に たっした。 

このように、 一九 一二 年から 一九 一四 年に いたる 革命の 高揚、 ストライキ 運動の 規模は、 一九 〇五 年の 革命 
初期の 情勢に 近づいて いた。  , 
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ブロ レ タリア 階級の 革命的 大衆 ストは、 全人 民 的 意義を もつ ものであった。 その 目標は、 専制 制度に 反対す 
る ことであった。 ストラィキは、 勤労 人民の 大多数の 支持を うけた。 工場 主は ロックアウトに よって 労働者の 
ストラィキに 対抗した。 一九 一三 年、 モスクヮ 県の 資本家は 五 万人の 紐 績 労働者を 解雇した。 一九 一四 年 三 
月、 ベ テル ブルダでは、 一日のう ちに 七 万人 もの 労働者が 首を きられた。 他の 企業 や 他の 産業 部門の 労働者 
は、 大衆 的に カンパを つのり、 時には 同情 ストを 決行して、 ストに 立ち あがった 労働者 や ロックアウトを うけ 
た 仲間を 助けた。 

労働運動の 高まりと 大衆 的 ストに よって、 農民 大衆 も 目 ざめ、 闘争に ひき 入れられた。 農民は ふたたび 地主 
に 反対す る 闘争に 立ち あがり、 地主の 領地 や 富農の 農場の 打ち こわしを おこなった。 一九 一〇 年から 一九 一四 
年までの あいだに、 一万 三千 回 以上の 農民 闘争が おこった。 

革命 行動は 軍隊の 内部で もは じ まった。 一九二 一年には、 トル キス タン 駐屯 軍の なかで 武装 行動が おこ 〇 
た。 バルト 鹾隊や セ バスト ー ポリで も 蜂起の 機が 熟しつつ あった。 

ボリ シ H ビキ 党の 指導に よる 革命的 スト や デモは、 労働者階級が 闘争す るのは、 部分的な 要求 や 「改良」 の 
ためでは なく、 人民を ツ ァー 制度から 解放す るた めで ある ことを 物語って いた。 ロシアには 新たな 革命が 近づ 
きつつ あった。  e 

レ 11 ンは 、ロシアに いっそう 近づく ため、 一九 一二 年の 夏に パリから ガリ シア (旧才 I スト リア 領) に 移 
った。 ここで、 党の 中央 委員と 党の 重要な はたらき 手に よる 合同会議が、 レーニ ンを 議長と して 二回 ひらかれ 
た。 一回は 一九 一二 年の 末に クラカウ 市で ひらかれ、 もう 一回は 一九二 一一 年の 秋に クラカウ 市 近郊の ポロ 丨-一 
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ノ という 町で ひらかれた。 これらの 会議では、 労働運動の もっとも 重要な 諸問題に かんする いくつかの 決議が 
採択され た。 f の 高揚、 ストライキと 党の 任務、 非合法 組織の 強化、 社会民主党の 国会議員 団 、党の 出版物、 
保険 闘争な どに ついての 決議が それで ある。 


ニ ボリ シヱ ビキの 新聞 『プラウダ』  第 四国 会に おける ボリ シ 
X ビキ 議員 団 

ぺ テル ブルダで 発行され た ポリシ X. ビキの 日刊新聞 『プラウダ』 〔真理〕 は、 ボリ シ X. ビキ 党が 党の 組織を 
強化し、 大衆への 影響を かちとる ために 手に した 強力な 武器であった。 『プラウダ』 は、 レ—- ーンの 指示に し 
たがい、 スタ ー リン、 オリ ミンス キー 、ポレ ターエ フの 提唱に よって 創刊され たもので ある。 『プラウダ』 
は、 革命運動の あらたな 高まりと ともに 生まれた 大衆 的 労働 新聞で ある。 一九二 一年 四月 二十 二日 (新暦の 五 
月 五日)、 『プラウダ』 の 創刊号が 発行され た。 この 日は 労働者に とって 真の 祝日であった。 『ブラウ ダ』 の誕 
生を 記念して、 毎年 五月 五日を 労働者 出版 デ— として 祝ぅ ことが 決定され た。 

『プラウダ』 が 創刊され る 前に も、 先進 的 労働者の ため ポリシ* ビキの 週刊 新聞 『ズ べズ ダ』 が 発行され て 
いた。 『ズ べズダ 』 は 、レナ 事件の 時に ひじょぅに 大きな 役割を はたした。 同紙は、 労働者階級に 闘争を よび 
かける レ ーニン 、スタ ー リンの 戦闘的 政治 論文を 数多く 掲載した。 しかし、 革命的 高揚の 諸 条件の もとに、 遇 
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刊 新聞では、 ボリ シ H ビキ 党の 必要を 十分に 満たす ことができな くな った。 もっとも 広範な 労働者 層を 対象と 
する 日刊の 大衆 的 政治 新聞が どうしても 必要であった。 そのような 新聞が 『プラウダ』 である。 

この 時期に おける 『ブラウ ダ』 の 役割は、 とくに 大きかった。 『プラウダ』 は、 労働者階級の 広範な 大衆を 
ボリ シ H ビキの 側に 獲得した。 たえず 警察から 取りし まられ、 罰金を 取られ、 すこしで も 検閲 当局の 気に いら 
な、- 論文 や 通信を のせれば たちまち 没収され ると いう 環境で、 『プラウダ』 がず っと、 存在で きたのは、 ま 〇 
たく 数万の 先進 的 労働者の 積極的な 支持が あった からで ある。 『プラウダ』 が 巨額に のぼる 罰金を 支払う こと 
がで きたの も、 すべて 労働者 大衆が すすんで ヵンパを よせて くれた おかげであった。 多くの ばあい、 発禁 処分 
をう けた 号の 『プラウダ』 が 大部分 やはり 読者の 手に わたった のは、 先進 的 労働者が 真夜中に 印刷所へ 来て、 
自分で 新聞の 包みを かかえて いったから である。 

ツァ— 政府は、 二 年 半の 間に 八 回 も 『プラウダ』 の 発行を 禁止した。 だが、 『プラウダ』 は そのつど 労働者 
の 支持を うけて、 『ザ •ブラウ ドウ ー 『〔真理の ため〕、 『プ I チ. ブラウ ディ』 〔真理の 道〕、 『ツル ド バヤ •プ 
ラウダ』 〔労働の 真理〕 といった、 似た ような 新しい 紙 名で ひきつづき 発行され た。 

当時、 『プラウダ』 の 平均 販売部 数は 毎日 四 万 部であった が、 メンシ X. ビキの 日刊新聞 『ルー チ 『〔光〕 の 
販売部 数は 一万 五、 六 千 部を こえた ことがなかった。 

労働者は 『プラウダ』 を 自分たち 自身の 新聞と 考え、 これに 深い 信頼を よせ、 そのよび かけに ただちに 応じ 
た。 一枚の 『プラウダ』 はつぎから つぎへ と 数十 人の 読者の 手に わたり、 かれらの 階級意識を つちかい、 かれ 
らを 教育し、 組織し、 かれらに 闘争を よびかけた。 
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『プラウダ』 には、 どんな ことが 書かれた のか？ 

『プラウダ』 には、 毎号、 数十 篇にの ぼる 労働者の 通信が のせられて いて、 労働者の 生活、 過酷な 摔 取、 資 
本家 やその 支配人、 組長な どの 労働者にたい する さまざまな 虐待 や 侮辱の 模様が つたえられて いた。 それは、 
資本主義 制度にたい する 鋭い 的確な 摘発であった。 『プラウダ』 の 紙面には、 飢えに 苦しむ 失業 労働者が 職に 
つく あても ないた めに 自殺した といぅ 事件が、 何回と なく 報道され た。 

『ブラウ ダ』 は、 各 工場 や 各 産業 部門の 労働者の 苦痛 や 要求に ついて 書き、 労働者が その 要求を かちとる た 
めいかに たたかって いるかを 報道した。 また、 ほとんど 毎号、 いろいろな 企業で おこって いる ストライキに つ 
いて 書いた。 大規模な 長期に わたる ストライキが おこった 時には、 『プラウダ』 は、 他の 企業 や 産業 部門には 
たらく 労働者の あいだで ストライキ 労働者 支援の 基金 募集を おこなった。 ときには、 スト 支援の 基金が 数万 ル 
1 ブルに た 〇 した こと も ある。 大部分の 労働者の 日給が わずか 七十 力べ イカない し 八十 カ ペイ カに すぎな かっ 
た 当時と しては、 この 金額は 莫大な ものであった (訳注： カ ペイ カは、 P シアの 貨幣 単位で、 ル ー ブルの 百 分 
の 一)。 これに よって、 労働者の あいだに プロレタリア 階級の 団結の 精神が つちかわれ、 全 労働者の 利益の 一 
致と いぅ 意識が 養われた。 

労働者は、 政治的な 事件が おこる たびに、 あるいは 勝利 や 失敗の たびに、 手紙 や 祝辞 や 抗議文を 『ブラウ 
ダ』 によせ た。 『プラウダ』 は その 論文で、 首尾一貫した ボリ シヱ ビキの 観点から 労働運動の 任務を 明らかにし 
た。 当時、 合法的な 新聞は、 ッァ I 制度 打倒を 直接に よびかける ことができなかった。 そこで、 ぽん やりと ほ 
のめ かす 書き方し かで きなかった が、 意識の 高い 労働者は その 意味を よく 理解し、 大衆に 説明して 聞かせた。 
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たとえ. は、 『プラウダ』 に 「完全な、 削除な しの 一九 〇五 年の 要求」 と 書けば、 それが ツ T 1 制度の 打倒、 民 
主 共和国、 地主の 土地の 没収、 八 時間 労働 制と いう、 ボリ シ X. ビキの 革命 ス ロ，— ガンを 意味す る ことを、 労働 
者は 理解した。 

『プラウダ』 は、 第 四 回国 会 選挙を 間近に ひかえて、 先進 的な 労働者を i した。 同紙は、 自由主義 的 ブル 
ジョア 階級との 妥協を 主張し 「ストルィピン 労働党」 の 創立に 同調して いる メンシェビキの 裏切り 行為を あば 
き 出した。 『プラウダ』 は、 「削除な しの 一九 〇五 年の 要求」 を 堅持す る もの、 すなわち ボリ シヱ ビキに 投票 
する よう 労働者に よびかけた。 当時の 選挙は、 いくつかの 段階を へる 間接選挙であった。 まず 労働者の 集会で 
全権委員を 選出し、 つぎに この 全権委員が 選挙人を えらぶ、 そして この 選挙人 だけが 国会の 労働者 議員の 選挙 
に 参加す るので ある。 選挙 当日、 『ブラウ ダ』 は、 ポリシ X. ビキ^® 補 者 名を 発表して、 この 人たち に 投票す 
るよう 労働者に よびかけた。 予定され た 候補者が 逮捕される 恐れが あるので、 名簿を 前もって 発表す る わけに 
はいかなかった ので ある。 

『プラウダ』 は プロレタリア 階級が 闘争を 組織す るのを 助けた。 一九 一四 年の 春、 ベ テルブ ルグの 多くの エ 
場 主が 大規模な ロックアウトを おこなった とき、 労働者が 大衆 的な ストライキを 組む のは 適切でなかった。 そ 
こで、 『プラウダ』 は、 工場 内の 大衆#^ を ひらく とか、 街頭 デモを やるな ど、 ほかの 闘争 方法を とる よう 労 
働 者に よびかけた。 当時は、 新聞で そのこと を 公然と 書く ことができなかった。 しかし、 意識の 高い 労働者 
は、 『労働運動の 諸 形態に ついて』 という ごく 控え目な 題で 書かれた レ！ ーンの 論文を 読む と、 このよび かけ 
を 理解す る ことができた。 この 論文に It 、 現在の 時点で ストライキは 労働運動の いっそう 高い やり方に かえな 
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ければ ならない と 書いて あった が、 それは f や デモ スト レーシ ョンへの よびかけを 意味した ので ある。 

このように、 ボリ シ H ビキの 非合法の^^ 活動は、 『プラウダ』 をつ うじて 労働 大衆を 扇動、 組織す る 合法 
的な 活動と 結合して おこなわれた。 

『プラウダ』 は、 労働者の 生活、 労働者の ストライキ や デモの 状況に ついて だけ 書いた のでは ない。 『ブラ 
ウダ』 はまた、 農民の 生活、 農民の 飢餓 状態、 農奴 制 地主に よる 農民の 搾取、 ストルィピンの 「改良」 が 実施 
された ため 農民の 最良の 土地が 富農に 奪われて いる 事実な どに ついても 系統的に 報道した。 『プラウダ』 は 階 
級 意識の 高い 労働者に、 農村には いかに 多くの 燃え やすい 材料が 蓄積され ている かを 明らかにした 。『ブラウ 
ダ』 は、 一九 〇五 年の 革命の 任務が まだ 遂行され ていない こと、 新たな 革命が 近づいて いる ことを、 プロ レタ 
リア 階級に 教えた。 『プラウダ』 は、 プロレタリア 階級が この 第二次 f のなかで 人民の 真の 首領、 真の 指導 
者と なるべき こと、 この 革命では 革命的 農民と いう 強力な 同盟 者が ある ことを 教えた。 

メンシ H ビキ は、 プロレタリア 階級に 革命を 忘れさせようと つとめた。 かれらは 労働者に、 もう 人民 だと 
か、 農民の 飢餓 状態 だと か、 黒 百 人 組 的 農奴 制 地主の 支配 だと かにつ いては 考えるな、 「結社の自由」 のた め 
にだけ たたかえ、 そのため ッ ア| 政府に 「請願書」 を さし 出せ、 と 吹き こんだ。 ポリシ S ビキ は、 革命を 放棄 
し 農民との 同盟を 拒否す るこう した メンシ X ビキの 宣伝は、 ブル ジョア 階級に 有利な だけで ある、 労働者が 農 
民を 同盟 者と して 味方に ひきつけるなら、 かならず ツ ア| 制度に うち 勝つ ことができる、 メン シヱ ビキ のよう 
な 悪 どい 牧師は、 S の 敵と して 葬り さらなければ ならない、 と 労働者に 説明した。 

『プラウダ』 は 「農民 生活」 欄に どんな ことを 書いた のか？ 
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一九 一三 年の 通信 文の なかから、 いくつかの 例を あげてみ よう。 

「土地 事件」 と 題す る 通信 文は、 サ マラから つぎのように 伝えて いる。 ブ グル ミンスク 郡 ノボハ スプラ タ村 
では、 共有地を 個人経営 農に 分け あたえる さい、 測量 官に 反抗した かどで 四十 五 人の 農民が 訴えられ、 そのう 
ちの ほとんどが 長期の 林 K 銀 刑に 処 せられた。 

プスコフ 県からの 短い 通信 文は、 こう 伝えて いる。 r プシッ 村 (ザバ リエ 駅 近在) の 農民は 村 巡査に 武力で 
抵抗した。 負傷者が 出た。 衝突の 原因は 土地を めぐる 紛争で ある。 村 巡査が プシッ 村に 集結し、 副知事と 検事 
も 現場に おもむいた。」 

ゥファ 県からの 通信 文では、 農民が 分 前 地を 売って いる 状況を つたえ、 飢饉と 農村 共同体 脱退 法に よって、 
農民は ますます 土地を 失う 破目に おぢ いったと 書いて いる。 たとえば ボリソフヵ 部落には 二十 七 戸の 農家が あ 
って、 五 四 三 デシ ャ チンの 耕地を もっていた (訳注： ー デシ ャ チンは 一 •〇九 二へ クタ ー ル)。 ところが、 飢 
饉 のとき、 そのうちの 五戸が 三 ー デシ ャ チンを 当時の 地価の 三分の 一 か 四 分の 一の 値段、 つまり、 ニア シャチ 
ンあた り 二 五 ル ー ブルから 三 三 ルー ブルと いう 値段で 永久に 手放して しまった。 同じ ころ、 やはり この 村で、 
ほかの 七 戸が 一七 七 デシ ャ チンの 土地を 抵当に して、 ー デシ ャチン あたり、 一八 ル ー ブルから 二〇ル ー ブルの 
金を、 返済 期限 六 力 年、 年利 一割 二分と いう 条件で 借りた。 農民の 困窮ぶ りと、 きわめて 髙い 利率を 考えに い 
れれば V 一七 七 デシャ チンの 土地のう ち 半分が 髙利 貸の 手に 落ちて しまう ことは 間違いない と言える。 こんな 
大金を 六 年のう ちに 返して しまえる 者な ど、 多く 見つ もっても 負債者の 半分に も 満たない からで ある。 

レー M ン は、 『プラゥダ』 に 『n シアに おける 地主 的大 土地 所有と 農民 的 小 土地 所有』 と 題す る 論文を 発表 
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し、 どんなに 多くの 土地が 寄生 地主の 手に にぎられて いるかを、 ひじょぅ に 明確に 労働者、 農民に しめした。 
わずか 三 万の 大地 主が 約 七 千万 デシ ャチン もの 土地を もっている のに、 一千 万の 農家は ほぼ これと同じ 土地 . L 
か 持たなかった。 大地 主は 平均 一戸 あたり 二三 〇〇 デシ ャチン の 土地を 持って いるのに、 農民は 富農を ふくめて 
■4 一戸 あたり 平均 七 デシ ャ チンの 土地し かもたず、 全 農家の 半分を しめる 五 百万の 貧農は、 二 尸 あたり ー デシ 
ャチシ か ニ デシ ャチン の 土地し か 持たなかった。 これらの 事実は" 農民が 貧困と 飢餓に 苦しんで いる 根源は 大 
地主の 土地 所有 制すな わち 農奴 制度の 遺制に あるので あって、 農民は 労働階級の 指導の もとに おこなわれる 革 
命に よっての みこれ をと り 除く ことができる といぅ ことを、 はっき りと 示して いた。 

『プラウダ』 は、 農村と つなが りのある 労働者を 通じて 農村に 浸透し、 先進 的な 農民を 革命 闘争に 立ち あが 
ら せた ' 〇 

『プラウダ』 が 創刊され た 時期には、 非合法の 社会民主党 組織は、 完全に ポリシ S ビキの 手に にぎられて い 
た。 しかし 国会議員 団 、出版物、 保険 組合、 労働組合と いった 合法的 組織. は、 メンシ H ビキの 手から まだ 完全 
には 取り かえ -L ていなかった。 労働者階級の 合法的 諸 組織の なかから 解党 派を 追い出す ためには、 ボリシ X. ビ 
キが 断固たる 闘争を すすめなければ ならなかった。 この 闘争は 『プラウダ』 の おかげで りっぱに 達成され た。 

『プラウダ』 は、 党 性を まもる 闘争、 労働者の 大衆 的 革命 政党を 再建す る 闘争の 中心と なった。 『プラウダ』 
は、 合法的 諸 組織を ボリ シヱ ビキ 党の 地下 中核 組織の まわりに 結集し、 労働運動を 一つの 明確な 目標、 すな わ 
ち 革命の 準備へ とみち びいた。 

『プラウダ』 は、 きわめて 多くの 労働者 通信員を もち、 一年の 間に 労働者の 通信 文 一万 I 千篇 あまりを のせ 
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た。 だが、 『プラウダ』 と 労働者 大衆との つながりは、 手紙 や 通信 だけに かぎられて いたわけ ではない。 毎 
日、 多数の 労働者が 企業から 編集局を たずねて きた。 『ブラウ ダ』 の 編集局には、 党の 組織 活動の 多くの 部分 
が 集中され た。 ここでは、 地方の 党 細胞の 代表との 会合が おこなわれた。 ここには、 各 工場の 党 活動の 情報が 
つたえられた。 また ここからは、 ぺ テル ブルダ 党 委員会 や 党 中央委員会の 指令が あたえられた。 

大衆 的 革命的 労働者 政党を 再建す るた め、 ボリ シ X. ビキが 二 年 半に わたって 解党 派と た ゆみない 闘争を つづ 
けた 結果、 一九 一四 年の 夏には、 P シアの 積極的な 労働者の うち、 五分の 四が ボリシ * ビキ 党を 支持し、 「プ 
ラウダ 派」 の 戦術を 支持す るよう になった。 この ことは、 つぎの ような 事実に よっても 証明で きる。 一九 一四 
年には、 七 千の 労働者 グル ー プが 労働者 新聞 支援の 醵金を おこなった が、 そのうち 五 千 六 百の グル ー ブが ボリ 
シ H ビキの 新聞を 支援し、 メンシ H ビキの 新聞を 支援した のは 千 四百の グル I ブに すぎなかった。 その かわ 
り： メンシ ヱ ビキの ほうには 自由主義 的 ブル ジョア 階級 や ブルジ ョア 知識 分子の なかに 「裕福な 友人」 たちが 
たくさんいた ので、 この 人たち が メンシェビキの 新聞を 維持す るのに 必要な 資金の 半分 以上を まかなった。 

当時、 ボリ シヱ ビキは 「プラウダ 派」 とよ ばれた。 『プラウダ』 とともに 革命的 プロレタリア 階級の 全 世代 
が 成長し、 この 世代が のちに 十月 社会主義 革命を 遂行す る ことと なった。 『プラウダ』 は 数十 万の 労働者に 支 
持され た。 革命の 高揚 期 (一九 一二 —— 一九 一四 年) に、 大衆 的 ボリ シヱ ビキ 党の 強固な 基礎が きずかれ、 こ 
の 基礎は、 帝国主義 戦争の時 期に おける ッァ ー 政府の いかなる 弾圧に も 破壊され なかった。 

「一九二 一年の 『プラウダ』 —— それは 一九 一七 年の ボリ シヱ ビズム の 勝利の ために 基礎を きずいた 
ものであった。」 (スタ ーリン ) 
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党の もう 一つの 全 ロシア 的 合法 機関は、 第 四 回国 会の ポリシ H ビキ 党議 員団 であった。 

一九二 一年に、 政府は 第 四 回国 会の 選挙を 実施す る ことにき めた。 わが 党 ば この 選挙を ひじょうに 重視 L 
た。 社会民主党の 国会 讓員団 と 『プラゥダ』 は 全 ロシア 的 規模の 基本的な 合法的 拠点で あり、 ボリ シ * ビキ党 
はこの 二つの 拠点を 利用して、 大衆の あいだに おける 革命 活動を すすめた ので ある。 

ボリ シ X, ビキ 党は、 独自の 立場で、 独自の スロ ー ガンを もって 国会 選挙に 参加し、 政府 与党に も 自由主義 ブ 
ル ジョア 階級 (立憲 民主党) にも 攻擊を くわえた 。ポリシ X ビキ は、 民主 共和国、 八 時間 労働 制、 地主の 土地 
の 没収と いう ス P 1 ガンを かかげて、 この 選挙運動を おこな ウた。 

第 四 回国 会の 選挙は 一九二 一年の 秋に おこなわれた。 十月のは じめ、 政府は ベ テルブ ルグの 選挙の 経過に 不 
満を いだき、 多くの 大工 場に おける 労働者の 選挙権を 制限し ようとした。 わが 党の ぺ テルブ ルグ 委員会は、 こ 
れに 反孽 をく わえ るた め、 スタ I リン 同志の 提案に もとづいて、 一日 間の ストラィキを 決行す るよう 大企業の 
労働者に よびかけた。 苦境に おちいった 政府は 譲歩せ ざるを えなくな り、 労働者は 自分たち の 集会で、 自分た 
ちの のぞむ 選挙人を 選出で きる ことに なった。 大多数の 労働者は、 スタ ー リン 同志の 起草した、 全権委員と 議 
員への 『委託 書』 に 賛成 投票を した。 『労働者 議員にたい する ベ テルブ ルグ 労働者の 委託 書』 には、 j 九〇五 
年に 解決され なかった 任務が あげられて いた。 

「  委託 書には こう のべられ ている。 

「ロ シアは、 いま、 一九 〇五 年より さらに 徹底した、 まさに 来たらん とする 大衆運動の 前夜に ある、 
とわれ われは 考える. ：… この 運動の 先鋒は、 | 九〇五 年と 同じように、 ロ シアの 社会で もっ とも 先進 
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的な 階級、 すなわち ロシアの プロレタリア 階級で ある。 その 同盟 者と なりうる のは、， ロシアの 解放を 
切実に 求める、 しいたげられた 農民 だけで ある。」 

『委託 書』 は、 来たるべき 人民の 行動は かならず、 ッァ ー 政府に 反対す る 戦線と、 ッ ァー 制度との 妥協を は 
かる 自由主義 的 ブル ジョア 階級に 反対す る 戦線との 二つの 戦線に おける 闘争で •ある、 とのべて いた。 

レ i ーン は、 労働者に 革命 闘争を よびかけた この 『委託 書』 を ひじょうに 重視した。 労働者は ぞくぞく この 
よびかけに こたえる 決議を おこなった。 

ボリ シヱ ビキは 選挙で 勝利し、 バダ ー H フ 同志が ベ テル ブルダ 労働者に よって 国会議員に 選出され た。 

国会 選挙の さい、 労働者は 他の 階層の 住民とは 別に 投票した (いわゆる 労働者 選挙人 団 —— ク ー リヤ) 。労働 
者 選挙人 団から 選出され た 九 人の 議員の なかには 、バグ ー H フ 、ベ トロ フ スキ I、 ムラノ フ 、サモィロフ、 シ 
ャゴフ 、マリノフ スキ I  ( のちに スパィで ある ことが 発覚した) という 六 人の ボリ シ H ビキ 党員が いた。 ボリ 
シ X ビキの 議員は、 労働者階級の 五分の 四 以上を 擁する 大工 業の 中心地から 選出され たもので ある。 ところ 
が、 何人 かの 解党 派 議員は 労働者から 選出され たのでは なく、 労働者 選挙人 団から 選挙され たのでは なかっ 
た。 そのため、 国会議員 のうち 解党 派が 七 人、 ボリ シ* ビキは 六 人と いう 結果に なった。 国会では、 はじめの 
うち、 ボリ シヱ ビキは 解党 派と いっしょに 社会民主党 議員 団を つべ っていた。 しかし、 解党 派の 議員が ポリシ 
H ビキの 議員の 革命 活動を 妨害した ので、 ボリ シ * ビキの 議員は かれらにたい する ねばり 強い 闘争の のち、 一 
九 一三 年 十月、 ボリ シ X. ビキ党 中央委員会の 指示に したがって、 合同の 社会民主党 護 員団か ら 脱退し、 独自の 
ボリ シ H ビキ党 議員 団を つくった。 
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シュ ビキ 議員は、 国会で 革命的な 演説を おこない、 専制 制度を 攻撃し、 労働者の 虐待 や 労働者に た. いす 
る 資本家の 苛酷な 掏 取に ついて 政府を 詰問した。 

かれらは また、 農業 問題に ついても 国会で 演説し、 農奴 制 地主との 闘争を 農民に よびかけ、 地主の 土地を 没 
収 -L て 農民に あたえる ことに 反対す る 立憲 民主党を 暴露した。 

ボリ シ H ビキ は、 八 時間 労働 制に ついての 法案を 国会に 提出 . L た。 この 法案は もちろん、 黒 百 人 組 的 反動 国 
会で 上り あげられは しなかった が、 ひじょうに 大きな 扇動の 役割を 果たした。 

ボ pv シ H ビキの 国会議員 団 は、 党 中央 や レ 11 ン 自身と！^ な 連係を たもち、 レ 11 ンから の 指示を うけ 
た。 スタ ー リン 同志 も、 ベ テル ブルダで 活動して いた 時期には、 直接 この 議員 団の 指導に あたった。 

ボリ、； NH ビキの 議員は 国会 内での 活動に かぎらず、 国会 外で も 大いに 活動した。 かれらは、 多くの 工場を ま 
わり、 全国の 労働者 中心地へ 行って 演説し、 秘密 集会を ひらいて 党の 決定を 説明し、 新しい 党 組織を つくっ 
た。 かれらは 合法的な 活動と 非合法の 地下 活動と をた くみに 結びつけた。 

三、 合法的 組織に おける ポリシ H ビキの 勝利  革命運動の いっそ 
うの 高揚  帝国主義 戦争の 前夜 

. 時期に、 ボリ シエ ♦七. キ党 は、 プロレタリア 階級の あらゆる 形態の 階級闘争を 指導す るう えで、 さまざま 
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な 模範を しめした。 党は 地下組織を つくった。 党は 非合法の ビラを 発行した。 党は 大衆の なかで 秘密の 革命 活 
動を すすめた。 同時に、 党は 労働者階級の さまざまな 合法的 組織を ますます 多く 獲得した。 党は 労働組合、 市 
民 会館、 夜間 大学、 クラブ、 保険 施設な どの 獲得に つとめた。 これらの 合法的 組織は それまでず っと、 解党 派 
の 避難所に なって いた。 そこで ポリシ X. ビキ は、 これらの 合法的 諸 団体を 党の 拠点に 変える ために 奮闘 L た。 
ボリ シ H ビキ は、 非合法 活動と 合法 活動と をう まく 結びつけて、 ぺ テルブ ルグと モスクワに おける 労働組合の 
大部分を 獲得した。 ボリ シヱ ビキが とりわけ かがやかしい 勝利 t おさめた のは、 I 九 一三 年、 ぺ テルブ ルグに 
おける 金属 労働組合の 幹部を 選出す る 選挙であった。 この 集会では、 金属 労働者 三千 人のう ち、®^ 派に 投票 
し たのは わずか 百 五十人に すぎなかった。 

第 四 回国 会の 社会民主党 議員 団の ょうな 合法的 組織に ついても、 同じ ことが いえる。 国会では、 メンシ ェビ 
キの 議員が 七 人を しめ、 ポリシ X, ビキは 六 人に すぎなかった。 だが、 メンシ ュ ビキの 七 人 組は 主として 非 労働 
者 地域から えらばれ、 労働者階級の 五分の 一たら ずを 代表す るに すぎなかった のにたい し、 ボリ シ * ビキの 六 
人 組は 国内の おもな 工業 中心地 (ベ テル ブルダ 、モスクワ、 ィワ ノボ •ボズネセンスク、 コストロマ、 エヵチ 
ノス ラフ、 ハリコフ) から 選出され、 全国の 労働者階級の 五分の 四 以上を 代表して いた。 したがって、 労 
働 者が 自分たち の 議員と 認めた のは、 メンシェビキの 七 人 組では なく、 ボリ シェピ キの六 人 組 (パ ダ 1H フ、 
ペトロフ スキ I ら) であった。 

ポリシ H ビキが 各種の 合法的 組織を 獲得で きたのは、 ッ ァ ー 制度の 野蛮な；^ や 解党 派と トロッキストの 中 
傷に めげ ず、 非合法の 党と 党内の 強固な 規律を 守り、 労働者階級の 利益を あくまで 守り、 大衆と 密接に 結びつ 
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き、 労働運動の 敵にたい して 妥協の ない 闘争を すすめた からで ある。 

このように、 合法的 諸 組織の なかで、 ボリシ X ビキは 全面的に 勝利を おさめ、 メンシ H ビキは 全面的に 敗北 
した。 国会の 演壇に おける 扇動の 分野で も、 また 労働者の 出版物 や 他の 合法的 組織の 分野で も、 メンシ X, ビキ 
はう しろに 追い やられた。 革命運動に 身を投じた 労働者階級は、 メンシェビキに 背を 向け、 ボリ シヱ ビキ のま 
わりに 固く 結集した。 

それだけでは なく、 メンシ ヱ ビキは 民族 問題のう えで も 破綻を みせた。 P シアの 辺境 地区に おける 革命運動 
は、 民族 問題に ついての 明確な 綱領を 必要と していた。 ところが、 メン シュ ビキ は、 ブンドの うち 出した、 誰 
も 満足で きない 「文化的 自治」 のス ロ— ガンの ほかには、 綱領と いえる ような ものを 何 ひとつ 持ち合わせな か 
った。 民族 問題に ついての マルクス主義 的 綱領を もっていた のは、 ボリ シ X. ビキだ けであった。 この 綱領は、 
『マルクス主義と 民族 問題』 と 題す る スタ ー リン 同志の 論文、 『民族自決 権に ついて』、 『民族 問題に ついての 
論評』 と 題す る レーニ ンの 二つの 論文に くわしくのべられて いる。 

メンシ H ビズム が このように 失敗を かさねる と、 八月 連合が いまにも 崩壊し そうに なった のは 驚く にあたら 
ない。 もともと この 連合は 雑多な 分子の 寄せ集めであった から、 ボリ シ * ビキの 一撃を うけては ひとた まりも 
なく、 バラ バラに 瓦解し はじめた 。ポリシ X ビキ との 闘争の ためにつ くられた 八月 連合は いくら もたたぬ うち 
に、 ボリ シ H ビキに 粉砕され てし まった。 まず 第 | にこの 連合から 脱退した のは フ ベリョ I ド ー派 (ボ グダ ー 
ノフ 、ルナ チャ ル スキ I ら) である。 つづいて ラトビア 人が 脱退し、 残りの 者 も バラ バラに なって しまった。 

ボリ シ X. ビキ との 闘争で 敗北した 解党 派は、 第ニ ィンタ ー ナショナルに 助けを 求めた。 そこで、 第ニ ィンタ 
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I ナショナルが 援助に のりだした。 第ニ インタ— ナショナルは、 ボリ シェ ビキと 解党 派を 「調停」 し、 「党内 
の 平和」 を 確立 するとい う 口実で、 解党 派の 協調 政策にたい する 批判を やめる ょう、 ボリ シ X. ビキに 要求した。 
だが、 ボリ シヱ ビキは 妥協し なかつた。 かれらは 日和見主義 的 第ニ インタ I ナショナルの 決議に 従う ことを 拒 
否し、 いかなる 譲歩 もしなかつた。 

ポリシ X. ビキが 合法的 諸 組織の なかで 勝利を かちえた のは、 けつして 偶然ではなかつた し、 また 偶然では あ 
りえなかつた。 偶然でなかつた というのは、 ボリ シヱ ビキ のみが マルクス主義の 正しい 理論と 明確な 綱領を も 
ち、 たたかいの なかで 鍛えられた 革命的 プロレタリア 階級の 政党であつた からだけ ではない。 それは また、 ボ 
リシ* ビキの 勝利が 革命の いつそうの 高揚を 反映して いるから でも あつた。 

労働者の 革命運動は 日 ましに 発展し、 つぎつぎに 新たな 都市へ、 新たな 州へ とひろ がつて いつた。 一九 一四 
年には いると、 労働者の ストライキは 静まる どころ か、 いつそうは げしい 勢いで 発展して いつた。 ストライキ 
はます ますねば り 強く つづけられ、 参加す る 労働者の 数 もます ます 多く なつた。 一月 九日には、 二十 五 万の 労 
働 者が ストライキを おこなつて おり、 そのうち 十四 万が ベ テ. ル ブルダの 労働者であつた。 五月 一日には 五十 万 
人を こえる 労働者が ストライキを 決行して おり、 そのうち 二十 五 万人 以上が ベ テル ブルダの 労働者であつた。 
これらの ストライキで、 労働者は まれに みる 頑強 さを しめした。 ベ テル ブルダの オブホフ エ場の ストライキは 
二 力 月 以上 もつ づき、 レス ネル エ場の ストライキは 約 三 力 月 も つづいた 。ベ テル ブルダの 多くの 企業で 発生し 
た 集団の 中毒 事件が きつかけと なつて、 十一 万 五 千 人の 労働者の ストライキが おこり、 つづいて 街頭 デモが く 
りひろ げられ た。 運動は ひき. つづき 発展した。 一九 I 四 年の 上半期 (七月の 上旬を ふくむ) には、 合計 百 四十 
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二 万 五 千 人の 労働者が ストライキに 立ち あがった。 

五月には、 バクー の 石油 労働者の ゼネストが おこり、 ロシアの 全 プロレタリア 階級の 注目を あつめた。 この 
ストライキは、 組織的に おこなわれた。 六月 二十日には 、パク I で 二 万の 労働者が デモ 行動を おこした 。警察 
はバ クーの 労働者にたい して、 凶暴な 措置を とった。 これにた いする 抗議と バク ー 労働者への 連帯を しめす た 
めに、 モスクヮで ストライキが おこり、 それが 他の 地域に 燃え ひろがって いった。 

七月 三日、 ベ テル ブルダの プチ ロ フエ 場で、 パク ーの ストライキに 呼応す る 集会が ひらかれた。 このと き警 
官が 労働者に 発砲した ため、 ベ テル ブルダの プロレタリア 階級の あいだに 憤激の 嵐が まきおこった。 七月 四日 
ベ テルブ ルグ党 委員会の よびかけに こたえて、 ぺ テル ブルダの 九 万人の 労働者が 抗議の ストライキを おこなっ 
た。 ストライキの 参加者は、 七月 七日には 十三 万人、 七月 八日には 十五 万人、 七月 十一 日には 二十 万人に ふく 
れ あがった。 

すべての 工場が 憤激に もえ、 いたるところで 集会 や 街頭 デモが おこなわれた。 事態は、 バリ ヶ 1 ドを きずく 
ところまで 緊迫した。 バク I や ル ー ジ でも バリ ヶー ドが きずかれた。 多くの 地方で 警官が 労働者に 発砲した。 
政府は 運動を 弾圧す るた めに 「非常」 手段を とった。 首都は 軍営に 変わり 『プラゥダ』 は 発行を 停止され た。 

しかし、 そのと き、 帝国主義 戦争と いう 国際的な 新しい 要素が 登場した ため、 事態は べつな 方向に 発展し 
た。 ちよう ど 七月の 革命的な 事件が おこっ た 矢先に、 フランス 大統領 ポアンヵレが 、切迫した 戦争の 開始に つ 
いて ッァ I と 協議す るた めべ テル ブルダ へやって 来た。 その 数日後、 ドイッが ロシアにたい して 宣戦を 布告し 
た。 ッァ I 政府は 戦争を 利用して、 ボリ シ H ビキの 諸 組織を 破壊し、 労働運動に 弾圧を くわえようと した。 革 
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命の 高揚は 世界大戦の 勃発に よって 中断され、 ッァ I 政府は これに 革命からの 救いを 見いだ そぅとした。 

要  約 

新たな 革命の 高揚 期 (一九二 一 —— 一九 一四 年) を 迎えて、 ボリ シェピ キ 党は、 労働運動を 指導し、 ボリ シ 
H ビキ のス HI ガンの もとに 新たな 革命へ とみち びいた。 党は 非合法 活動と 合法 活動と を 結びつける ことに 成 
功した。 党は 解党 派と その 一味で ある トロッキスト および 召還 派の 反抗を 粉砕して、 あらゆる 形態の 合法 運動 
をに ぎり、 合法的 諸 組織を 革命 活動の 拠点に 変えた。 

党は、 労働者階級の 敵との 闘争、 および 労働運動 内部に おける その 手先との 闘争の なかで、 党の 戦列を かた 
め、 労働者階級との 結びつきを ひろげた。 党は 国会の 演壇を ひろく 利用して 革命的 扇動を おこなぅ とともに、 
大衆 的 労働者 新聞 『プラゥダ』 を 創刊し、 それによ って 革命的 労働者の 新しい 世代、 すなわち プラゥダ 派を 育 
てあげた。 この 層の 労働者は、 帝国主義 戦争の時 期に も、 国際主義と プロレタリア 階級 革命の 旗に あくまで 忠 
実であった。 かれらは、 そのご 一九 一七 年の 十月革命の 時期には、 ボリ シヱ ビキ 党の 中核と なった。 

帝国主義 戦争の 前夜に、 党は 労働者階級の 革命的 行動を 指導した。 この 前哨戦は、 帝国主義 戦争に よって 中 
断され たが、 三年 後には 復活して、 ッァー 制度を 打倒した。 ボリ シ X. ビキ 党は、 プロレタリア 国際主義の 旗を 
高く かかげて、 帝国主義 戦争の 困難な 段階に つき 進んだ。 
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第 六 章 帝国主義 戦争の時 期に 知け る ボリ シユ 
ビキ 党。 ロシアに 知け る 第二次 革命 

(一九 一四^  — 一九 一七 年) 

一、 帝国主義 戦争の 勃発と その 原因 

一九 一四 年 七月 十四日 (新暦 二十 七日)、 ツア I 政府は 総動員を 発令した。 七月 十九 日 (新暦 八月 一日)、 ド 
イツは ロシアに 宣戦を 布告した。 

ロシアは 戦争に 突入した。 

戦争が はじまる ずっと 以前から、 レ 1-1 ンと ボリ シエ ビキ は、 戦争が 不可避で ある ことを 見と おしていた。 
数回に のぼる 社会主義者の 国際 大会の 席上、 レーニ ンは 、戦争が 勃発した さいに 社会主義者の とるべき 革命的 
行動 路線を 定める ょぅ、 いく 度 も 提案した。 

レ ンは 、戦争が 資本主義の 不可避 的な 同伴者で ある ことを 指摘した。 他国の 領土の _ 、植民地の 略奪 
と 征服、 新しい 市場の 略奪、 これらは 一再ならず、 資本主義 国家の ひきおこす 侵略戦争の 原因と なった。 戦争 
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は 資本主義 国に とって、 労働者階級にたい する 搾取と 同じょうに、 ごく 自然で、 あたりまえな 状態であった。 

とりわけ、 一九 世紀の 末期から 二〇 世紀の 初期に かけて、 資本主義が 終局 的に 最高 かつ 最後の 発展 段階、 す 
なわち 帝国主義に 転化した とき、 戦争は いっそう 不可避の ものと なった。 帝国主義の もとでは、 強大な 資本家 
連合 (独占 組織) と 銀行が 資本主義 諸国の 生活の なかで 決定的な 役割を はたす ょうになった。 金融資本が 資本 
主義 国家の 主人公に なった。 金融資本は、 新しい 市場を 必要と し、 新しい 植民地の 獲得を 必要と し、 資本 輸出 
の 新しい 領域、 原料の 新たな 産地を 必要と した。 

だが、 一九 世紀の 末期には、 すでに 地球上の すべての 地域が 資本主義 諸国の あいだに 分割され つくして い 
た。 しかも、 帝国主義の 時代には、 資本主義は きわめて 不均等な、 飛躍的な 発展を とげる。 以前には ' 位を し 
めて いた 国の 工業 発展 速度が にぶる 一方、 以前には おくれて いた 国が 逆に 急速な 飛躍を とげ、 前者に 追いつき、 
追い こす こと も ある。 帝国主義 諸国の 経済的、 軍事的な 力関係に も 変化が 生まれる。 世界 再 分割への 動きが あ 
ら われ、 この 再 分割の 争いの ために、 帝国主義 戦争は 不可避の ものと なった。 一九 一四 年の 戦争は、 世界の 再 
分割、 勢力範囲の 再 分割を めぐる 戦争であった。 すべての 帝国主義 国家は、 この 戦争を 長い あいだ 準備して い 
た。 この 戦争を ひきおこした 犯人は、 世界 諸国の 帝国主義 者で ある。 

とくに、 こんどの 戦争を 準備した のは、 一方では ドイツと オー スト リアで あり、 他方では イギリス、 フラン 
ス とこの 両国に 依存す る ロシアであった。 一九 〇七 年に イギリス、 フランス、 ロシアの 同盟で ある 三国 連合が 
結ばれた。 ドイツ、 ォ ー スト リア •パン ガリ I、 イタリアの 三国は、 別の 帝国主義 同盟を つくった。 だが、 イ 
タリアは、 一九 一四 年に 戦争が はじまる と、 この 同盟から 脱退し、 のちに 連合国 側に ついた。 ドイツと オース 
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ト リア •ハン ガリ ーは 、ブルガリアと トルコの 支援を うけた。 

ドイツは、 帝国主義 戦争を 準備す るに あたって、 イギリス、 フランスから 植民地を 奪い、 ロシアから ゥクラ 
イナ、 ポ I ランド、 バルト海 沿岸 地区を 奪おうと ねらって いた。 ドイツは バクダ I ド 鉄道を 建設して、 近東に 
おける イギリスの 支配を おびやかして いた。 イギリスは ドイツ 海軍の 増強を おそれて いた。 

ツァー .ロ シアは、 トルコの 分割を もくろみ、 黒海から 地中海に つうず る 海峡 (ダ ー ダネ ルス 海峡) の 獲得 
と、 コンスタンティ ノ ー プルの 強奪を 夢み ていた。 ツア ー 政府の 計画には、 オ ー スト リア •ハン ガリ ー 帝国の 
一部 ガリ シアの 強奪 もふく まれて いた。 

イギリスは、 危険な 競争相手 ドイツを 戦争で 粉砕し ようとして いた。 なぜなら、 ドイツの 商品は、 戦前す で 
に 世界の 市場から イギリスの 商品を 日 ましに 追いは らいは じめ ていたから である。 それだけで なく、 イギリス 
は、 メソポタミアと パレスチナを トルコから 奪い、 エジプトに おける 地位を 強化し ようとして いた。 

フランスの 資本家は、 ドイツから 鉄と 石炭の 豊富な 産地 ザール 地区を 奪う とともに、 一八 七〇 年から 一八 七 
一年の 戦争で ドイツに 占領され た アルザス . P 丨 レヌ 地区を 奪い返え そうと ねらって いた。 

このように、 帝国主義 戦争を ひきおこした ものは、 二つの 資本主義 国家 群の あいだの 深刻な 矛盾であった。 

世界 再 分割の ための この 略奪 戦争は、 すべての 帝国主義の 利益に つながりを もつ ものであった。 そのため、 
日本、 アメリカ その他 多くの 国が、 その後、 この 戦争に 引きずり こまれた。 

この 戦争は 世界大戦と なった。 

ブル ジョア 階級は、 帝国主義 戦争を 自国の 大衆には 知らせず、 極秘 裏に 準備した。 大戦が 勃発す ると、 帝国 
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主義 政府は いずれも、 自分たち が 隣国を 侵攻した のでは なく、 隣国が 自分たち を 侵攻した の •た、 という ことを 
H1E 明 -.L ょうとした。 ブルジ ョア 階級は 人民を だまして、 この 戦争の 真の 目的を かくし、 この 戦争の 帝国主義 
的 ハ 略奪 的 性質を かくした。 帝国主義 諸国の 政府は いずれも、 祖国を 守る ために 戦争を している の だと 声明し 

fco 

.第ニ インタ ーナ ショ ナルの 日和見主義 者は、 ブルジ ョア 階級を 助けて 人民を あざむいた。 第ニ インタ ーナシ 
ョナ ルの 社会民主主義 者は、 卑劣に も 社会主義の 事業を 裏切り、 プロレタリア 階級の 国際的 連帯の 事業を 裏切 
づた 。かれらは 戦争に 反対 するど ころ か、 ブルジ ョア 階級を 助けて、 祖国 防衛の 名の もとに 交戦 諸国の 労働 
者、 農民を たがいに 殺し 合わせた。 

ロ シアが、 連合国 側、 つまり イギリス、 フランスの 側に 加担して 帝国主義 戦争に くわわった のは、 けっして 
偁然 ではない。 一九 一四 年 以前には、 ロシアの もっとも 重要な 産業 部門が 外国 資本、 主として フランス、 イギ 
リス、 ベル ギ ー など 連合国 側の 資本家に 握られて いた ことに 注意し なければ ならない。 ロシアの もっ とも 重要 
な 冶金 工場は、 フランスの 資本家の 手に にぎられて いた。 全体から 見れば、 冶金 業の ほとんど 四 分の 三 (七 二 
パ ーセン ト) までが 外国 資本に 依存して いた。 ドン バスの 石炭 産業に ついても、 同じょうな 状況が 見られた。 
石油 産業の 約半分は、 イギリス、 フランス 資本の 手中に あった。 ロシアの 工業 利潤の 大部分が 外国 銀行、 おも 
に イギリス、 フランス 両国の 銀行に 流れ こんでいた。 これらす ベての 状況に くわえて、 ツア— が フランス、 イ 
ギリス 両国から 数十 億の 借金を していた。 そのため、 ッァ！ 政府は イギリス、 フランス 帝国主義に しばりつけ 
られ 、ロシアは これらの 国の 属国、 半 植民地に なって いた。 
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ロシアの ブル ジョア 階級は、 自分たち の 状態を 改善し ようと 考えて いた。 すなわち、 新しい 市場を 獲得し、 
軍需品の 受注と 納入に よって ポロもう けを し、 戦時 状態を 利用して 革命運動を 粉砕し ようと 考えて いた。 

ツア ー •ロシアは、 十分な 準備な しに 参戦した。 ロシアの 工業は、 ほかの 資本主義 諸国よりも はるかに 立ち 
おくれて い 戈。 ロシアの 工場の ほとんどは、 オンボ ロ 機械を 使う 旧式の 工場であった。 半農 奴 制度の 土地 所有 
制度が のこって いて、 ほとんどの 農民が 貧困と 破滅に さらされて いたた め、 農業は、 長期戦に たえる 強固な 経 
済 的 基礎には なりえなかった。 

ツア I の おもな 支柱は 農奴 制 的 地主であった。 黒 百 人 組の 反動的 大地 主は 大資 本家と 結託して、 国内と 国会 
を 支配して いた。 かれらは、 ツア I 政府の 内外 政策を 全面的に 支持して いた。 ロシアの 帝国主義的 ブル ジョア 
階級は、 一方では 新たな 市場と 新たな 領土の 略奪を 保証す る ことができ、 他方では 労働者と 農民の 革命運動を 
弾圧で きる 強固な 鉄拳と して、 ツアー 専制 政府に 心からの 期待を よせていた。 

自由主義 的 ブルジ ョア 階級の 党で ある 立憲 民主党は、 反政府党と 称して はいたが、 ツアー 政府の 対外政策を 
無条件で 支持した。 

小 ブル ジョア 政党で ある 社会 _ 党 とメン シ H ビキ は、 戦争が はじまる とすぐ、 社会主義の 煙幕の もとに、 
ブルジ ョア 階級を 助けて 人民を だまし、 この 戦争の 帝国主義的、 略奪 的 性質を おおいかくした。 かれらは、 
「プロシアの 野蛮人」 と 戦って ブル ジョア 階級の 「祖国」 を 防衛し なければ ならない と 宣伝し、 •「国内 平和」 
の 政策を 支持した。 かれらは こうして、 ちょうど ドィツの 社会民主主義 者が 「ロシアの 野蛮人」 にたいする ド 
ィツ 皇帝 政府の 戦争 遂行を 助けた のと 同様、 ロシアの ツァー 政府の 戦争 遂行を 助けた。 
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ツァ ー 専制 制度にたい し、 地主、 資本家にたい し、 帝国主義 戦争にたい して だんこ 反対す る マルクス主義の 
立場を あくまで 守りぬ き、 偉大な 革命的 国際主義の 旗に あくまで 忠実であった のは、 ただ ボリ シ X ビキ党 だけ 
であった。 ボリ シヱ ビキ 党は、 開戦 当初から、 戦争が はじまった のは けっして 祖国 防衛の ためでは なく、 他国 
領土の 侵略、 他国人 民の 略奪に ょって 地主と 資本家に 利益を もたらす ためで あり、 労働者は この 戦争に 反対し 
て だんこた たかぅべき であると いぅ 立場を 堅持した。 

労働者階級は、 ボリ シヱ ビキ 党を 支持した。 

戦争の 初期に 知識 分子 や 富農 層を とりこに した ブル ジョア 愛国主義 的 熱狂は、 たしかに 一部の 労働者に も感 
染した 。しかし、 それは 主として、 ゴロ ツキが かった 「ロシア 国民 同盟」 の 成員と、 社会 革命 党 や メンシ * ビ 
キに 同調す る 労働者の 一部に すぎなかった。 かれらは、 当然、 労働者階級の 感情を 反映して はいなかった し、 
また、 反映で きもし なかった。 戦争の 初期に ツ ァ I 政府が 組織した ブルジ ョア 排外 主義の デモに 参加した のは、 
これらの 連中で あった。 

二、 自国 帝国主義 政府の 側に 走った 第ニ インタ— ナショナルの 諸 党 
個々 の 社会 排外 主義 諸 党に 分裂した 第ニ インター ナショナル 

レ il ンは 、第ニ インタ ー ナショナルの 日和見主義と その 指導者の 動揺 性を、 一再ならず 替告 じていた。 
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第ニ インタ ーナシ ョナ ルの 指溥 者たち は、 口先で 戦争 反対を となえて いる だけ だ、 いったん 戦争が おこれば、 
かれらは その 立場を 変えて 帝国主義 ブル ジョア 階級の 側に 走り、 戦争の 支持者になる かもしれ ない、 と レーニ 
ン はつねに くり 返して いた。 戦争が はじまって いく 日 もたたない うちに、 レ 11 ンの 予言は 実証され た。 

一九 一〇 年、 コぺン ハ— ゲンで ひらかれた 第ニ インタ— ナショナルの 大会では、 社会主義者は 国会で 軍事 予 
算に 反対票を 投 ずべき であるとの 決議が 採択され た。 一九 一二 年の バルカン 戦争に さいし、 バ I ゼ ルで ひらか 
れた 第ニ インタ ーナ ショ ナルの 大会では、 すべての 国の 労働者は、 資本家の 利潤を ふやす ためた がいに 殺し 合 
うこと を 罪悪で あると 考える、 との 声明が 発表され た。 決議の なかで、 口先で 語られた のは、 こうした 言葉で 
あった。 

ところが、 帝国主義 戦争の 砲声が とどろき、 これらの 決議を 実行に うつすべき 時になる と、 第ニ インタ ーナ 
ショ ナルの 指導者 連中は、 プ P レ タリア 階級の 裏切り者、 反逆者に なり 果て、 ブル ジョア 階級の 下僕に なり 果 
てた。 かれらは 戦争の 支持者に なって しまったの である。 

一九 一四 年 八月 四日、 ドイツ 社会民主党は 国会で 軍事 予算と、 帝国主義 戦争 支持に 賛成 票を 投じた。 フラン 
ス 、イギリス、 ベル ギ ー その他の 諸国の 社会民主主義 者 も、 ほとんどが 同様の 行動を とった。 

第ニ インタ ー ナショナルは、 すでに 存在し なくなった。 この インター ナショナルは、 実際には、 たがいに 殺 
し 合う 個々 の 社会 排外 主義 政党に 瓦解して しまったの である。 

社会主義 諸 党の 指導者は、 プロレタリア 階級を 裏切って、 社会 排外 主義と 帝国主義 ブル ジョア 階級 擁護の 立 
場に 転落した。 かれらは 労働者階級を 愚弄し、 労働者階級に 民族主義の 毒を そそぎこんで、 帝国主義 政府を 助 
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けた。 これらの 裏切り者 社会主義者は、 祖国 防衛に 名を かりて、 ドイツの 労働者を フランスの 労働者に けし か 
け、 イギリス や フランスの 労働者を ドイツの 労働者に けし かけた。 第ニ インタ ーナシ ョナ ルの なかで、 あくま 
で 国際主義の 立場に 立ち、 時流に さからって 進んだ ものは、 ごく 一部に すぎなかった。 かれら とても 十分な 確 
信を もっていた わけでは なく、 断固と して 進んだ わけで もなかった が、 ともかくも 時流に 抗 して 進んだ。 

当時、 すこしもた めら わず、 ただちに 帝国主義 戦争 断固 反対の 旗を かかげた のは、 ボリ シ H ビキ党 だけで あ 
った。 レ ーニ ンは 、一九 一四 年の 秋に 起草した 戦争に かんする テ ー ゼのな かで、 第ニ インタ— ナショナルの 崩 
壊が 偶然で ない ことを 指摘した。 第ニ インター ナショナルは 日和見主義 者に ょってつ ぶされ たが、 革命的 プロ 
レ タリア 階級の すぐれた 代表は、 こうした 日和見主義 者を 替戒 しなければ ならない ことを、 早くから 指摘して 
ぃた。 

第ニ インタ ーナシ ョナ ルの 諸 党は、 戦争の 前から 日和見主義に 感染して いた。 日和見主義 者は、— 闘争の 
放棄を おおっ びら に 宣伝し、 「資本主義から 社会主義への 平和的 成長」 という 理論を 吹き まくって いた。 第二 
インタ ー ナショナルは、 日和見主義と たたかう ことを 望まず、 日和見主義との 平和共存を 主張し、 それが 強固 
になる ことを 許した。 第ニ インタ ー ナショナルは、 日和見主義にたい して 協調 政策を とった あげく、 自分自身 
も 日和見主義に なりさがった。 

帝国主義的 ブル ジョア 階級は、 植民地からの 利潤 や 後進国の 搾取に ょる 利潤を 利用して、 熟練 労働者の 上層 
部い わ ゆる 労働 貴族に 比較的 高い 賃金 やその 他の 施し物を あたえ これを 買収した。 こうした 階層の なかから、 
労勵 組合 や 消費 組合の 指導者、 市町村 会議 員 や 国会議員、 出版社 や 社会民主党 組織の 幹部が 多数う まれた。 大 
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戦の さい、 こうした 連中は、 その 地位を 失う ことを 恐れて、 革命の 反対派に 鞍替えし、 自国の ブル ジョア 階級、 
自国の 帝国主義 政府の もっとも 熱心な 支持者に なりさがった。 

日和見主義 者は、 社会 排外 主義者と なった。 

社会 排外 主義者は、 ロシアの メンシェビキ や 社会 革命 党を もふくめ て、 国内 的には 労働者と ブルジ ョア 階級 
との 階級 的 平和、 対外 的には 他国人 民との 戦争を 宣言した。 かれらは 戦争の 真の 犯人を 大衆から かくし、 自国 
の ブルジ ョア 階級は 戦争を つくり 出した 犯人では ない と 言った。 多くの 社会 排外 主義者が、 自国の 帝国主義 政 
府の 大臣と なった。 

プロレタリア 階級の 事業に とって、 これに おとらず 危険な のは、 かくれた 社会 排外 主義者、 いわゆる 中間派 
であった。 ヵゥ ッキ I、 トロッキ I、 マルトフの 中間派は、 公然たる 社会 排外 主義者を かばい、 弁護し、 社会 
排外 主義者と ともに プロレタリア 階級を 裏切った。 ただ、 かれらは、 労働者階級を あざむく ため、 反戦と いう 
「左翼」 的な 言葉を つかって、 自分たち の 裏切り 行為を おおい > くした にすぎない。 中間派は、 実際には 戦争 
を 支持した。 なぜなら、 軍事 予算の 表決の さい 反対 投票を せず、 棄権 だけにと どめ るとの 提案を した こと —— 
これは 戦争を 支持す る ことを 意味した からで ある。 かれら も 社会 排外 主義者と 同様、 自国の 帝国主義 政府の 戦 
争 遂行を 妨げない ょう、 戦時中は 階級闘争を 放棄すべき であると 主張した。 中間派の トロ ッキ I は、 戦争と 社 
会 主義の もっとも 重要な すべての 問題に ついて、 レー -1 ンに 反対し、 ボリ シ X. ビキ 党に 反対した。 

レ ー ニンは、 戦争が 勃発 するとす ぐ 新たな、 第三 ィンタ ー ナショナル 創設の ため、 勢力の 結集に とりかか っ 
た。 ボリ シ * ビキ党 中央委員会は、 一九 一四 年 十一月に 発表した 反戦 宣言の なかで、 恥すべき 破滅を とげた 第 


265 


ニ インタ— ナショナルの かわりに 第三 インター ナショナルを 創設 するとい う 任務を うち 出した。 

一九 一 五 年 二月、 ロンドンで ひらかれた 連合国 側の 社会主義者の 会議では、 リ トビ ノフ同 志が レー 1 ーン の委 
託を うけて 演説した。 リ トビ ノフは 、ベル ギ— 、フランス 両国の 社会主義者 (バンデルベルデ、 サンバ、 ゲ ー 
ド) にたい し ブル ジョア 政府から 出て、 帝国主義 者と 完全に 手を切り、 かれらとの 協力を 全面的に 拒否す るよ 
う 要求した。 かれはす ベての 社会主義者に、 自国の 帝国主義 政府と だんこ 闘争し、 軍事 予算への 賛成 投票を 非 
難す るよう 要求した。 しかし、 リ トビ ノフの よびかけは、 この 会議で 何の 反応 もえられなかった。 

一九 一 五 年 九月のは じめ、 国際主義 者の 第一 回 会議が ツィンメル ワルドで ひらかれた。 レ 11 ンは 、この 会 
議を 、国際 反戦運動の 発展の 「第一歩」 と 呼んだ。 レーニ ンは 、この 会議で ツィンメル ワルド 左翼 グル— プを 
組織した。 しかし、 この ツィン メル ワルド 左翼 グルー プのな かで も、 一貫して 正しい 反戦の 立場を あくまでと 
りつ づけた のは、 レーニ ンを 先頭と する ボリ シヱ ビキ党 だけであった。 ツィンメル ワルド 左翼は、 『フォ ルボ 
I テ』 (先駆者) という ドイツ語の 雑誌を 発行し、 これに レー ニンの 論文を のせた。 

一九 一六 年には、 スイスの キン ター ルと いう 村で 国際主義 者の 二回 目の 会議が ひらかれた。 この 会議は、 第 
二回 ツィン メル ワルド 会議と よばれた。 この ころには、 ほとんど すべての 国に 国際主義 者の グル I プが でき、 
国際主義 者と 社会 排外 主義者との 決裂が いちだんと 鋭くな った。 とくに 重要な ことは、 この 時期になる と、 大 
衆 自身が 戦争と 戦禍の 影響を うけて 左翼 化して いた ことで ある。 キン タール 宣言は、 会議で あらそった 各 グル 
1 プ 間の 妥協の 結果つ くられた ものである。 この 宣言は、 ツィンメル ワルド 宣言に くらべる と 一歩前進して い 
た。 
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だが、 キン タール 会議で も、 帝国主義 戦争の 国内 戦争への 転化、 自国 帝国主義 政府の 敗戦、 第三 ィンタ ーナ 
ショ ナルの 結成と いう、 ボリ シ * ビキの 政策の 基本 原則は 採択され なかった。 それに も かかわらず、 キン ター 
ル 会議は 国際主義 者の 結集を うながし、 後日、 これらの 人び とに よって 共産主義 第三 ィンタ ーナシ ョナ ルが 結 
成される ことにな った。 

レーニンは、口|ザ.ルクセンブルグやヵール.リ1プクネヒトのような、社会民主党左派のなかの不徹底 
な 国際主義 者の 誤りを 批判した が、 同時に また、 かれらが 正しい 立場を とる ように 助けた。 

三、 戦争、 平和 および 革命の 問題に 関する ポリシ H ビキ 党の 理論 
と 戦術 

ボリ シ H ビキ は、 多くの 左翼 社会民主主義 者の ように、 ただ 平和に あこがれ、 平和の 宣言に 浮 身を やつす よ 
うな、 たんなる 平和主義者 (パ シフ ィ スト) ではなかった。 ボ リシ* ビキは 、平和の ために 積極的な 革命 闘争 
をす すめる ことを 主張し、 好戦的な 帝国主義的 ブル ジョア 階級の 権力を うち 倒す までた たかいぬ くこと を 主張 
した。 ボリ シ * ビキ は、 帝国主義的 ブルジ ョア 階級の 権力を うち 倒す ことこ そ、 戦争を なくして、 領土 分割 や 
賠償を ともなわない 正しい 平和を かちとる もっとも 確実な 方法で あると 考え、 平和の 問題と プロレタリア 革命 
の 勝利の 問題と を 結びつけた。 


267 


.ボリ シ H ビキ は、 メンシ H ビキや 社会 革命 党が 革命を 放棄し、 戦争 中は 「国内 平和」 を 維持し よう、 という 
裏切 的ス ロ  t ガンを あげた ことに 反対して、 「帝国主義 戦争を 国内 戦争に 転化せ よ」 との ス ロー ガンを かかげ 
た。 軍服を つけた、 武装した 労働者、 農民を ふくむ 勤労大衆は、 もし 戦争から ぬけだし、 正義に もとづく 平和 
を かちとろうと するなら、 銃口を 自国の ブル ジョア 階級に むけて、 その 権力を うち 倒すべき だ、 というの がそ 
のスロ ー ガンの 意味で ある。 

ポリシ H ビキ は、 ブルジ ョア 階級の 祖国を 守る という メンシ ュビキ 、社会 革命 党の 政策に 反対して 「帝国 主 
義戦 争の なかで 自国 政府を 敗北させる」 という 政策を うち 出した。 それは つまり、 軍事 予算に 反対票を 投じる 
こと、 軍隊の なかに 秘密の 革命 組織を つくる こと、 前 戦に おける 両軍 兵士の 交歓 運動を 支持す る こと、 労働 
者、 農民の 革命的 反戦 行動を 組織し、 こうした 行動を 自国の 帝国主義 政府に 反対す る 蜂起に 転化す る ことを 意 
味した。 

ボリ シ H ビキ は、 帝国主義 戦争で ッァ I 政府の 軍事的 敗北 こそ、 人民に とって 最小の 悪で ある、 と 考えた。 
なぜなら、 こうした 敗北に よって、 ッ ァー 制度に 対する 人民の 勝利が 容易と なり、 資本主義の 奴隸 状態と 帝国 
主義 戦争からの 解放を めざす 労働者階級の 闘争が 容易と なる からで ある。 同時に、 レーー ーン は、 ロシアの 革命 
家 だけでなく、 すべて 0* 交戦国の 労働者階級の 革命 政党 も、 自国の 帝国主義 政府を 敗北させる 政策を 遂行す ベ 
きで あると 主張した。 

ボリ シ H ビキ は、 すべて か 戦争に 反対した わけでは ない。 かれらが 反対した のは、 侵略戦争、 帝国主義 戦争 
だけで ある。 ボリ シ X. ビキ は、 戦争には 二つの 種類が あると 考えた。 
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(ィ) 正義の 戦争、 つまり 侵略的で ない、 解放の ための 戦争。 これは、 外国からの 攻撃 や 人民を 隸属 化しょ 
うとす る 企てから 人民を 守る こと、 資本主義 制度の 奴隸 化から 人民を 解放す る こと、 あるいは 帝国主義の 抑圧 
から 植民地 や 従属国を 解放す る こと、 などを 目的と する 戦争で ある。 

(口) 不 正義の 戦争、 つまり 侵略戦争。 これは、 他国と 他国の 人民を 侵略し 隸属 化する ことを 目的と する 戦 
争で ある。 

ポリシ* ビキ は、 前者の 戦争を 支持した。 後者の 戦争に ついては、 この種の 戦争に 反対して 断固た たかい、 
革命を やりとげ _ 国の 帝国主義 政府を 打倒す るまで たたかいぬかなければ ならない、 と 考えた。 

レーニ ンが 大戦 中に 書いた 理論的 著作は、 全世界の 労働者階級に とってき わめて 大きな 意義を もつ もので あ 
った。 一九 一六 年の 春、 レー ニンは 『資本主義の 最高の 段階と しての 帝国主義』 と 題す る 論文を 書いた。 レー 
-1 ンは このな かで、 帝国主義は 資本主義の 最高の 段階で ある こと、 この 段階の 資本主義は すでに 「進歩的」 な 
資本主義から 寄生 的な 資本主義、 腐敗した 資本主義に 変わって いる こと、 帝国主義は 死に ひんした 資本主義で 
ある ことを 説明して いる。 言うまでもなく、 それは、 資本主義が プロレタリア 階級の # なしにみ ずから 滅亡 
すると か、 自然に 朽ち果てる とかと いう ことでは けっしてない。 レ丨- ーンは つねづね、 労働者階級の 革命な し 
には、 資本主義 制度を くつがえす ことは できない、 と 教えて いた。 したがって、 レ丨- ーン は、 帝国主義を 死に 
ひんした 資本主義と 規定 するとと もに、 「帝国主義は プロレタリア 階級の 社会 革命の 前夜で ある」 と 同書の な 
かで 説いて いる。 

レー ーーン はこう 教えて いる 一 ^ 国 主義の 時代には、 資本主義の 抑圧は ますますは げしくなる。 帝国主義の 
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条件の もとでは、 資本主義の 基礎にたい する プロレタリア 階級の 憤激が ますます 強くな り、 資本主義 諸国の 内 
部に おける 革命的 爆発の 要素が ますます 増大す る、 と。 

レーニ ンは こう 教えて いる —— 帝国主義の 時代には、 植民地、 従属国に おける 革命的 危機が 日 ましに 先鋭化 
し、 帝国主義にたい する 憤激の 要素が ますます 増大し、 帝国主義にたい する 解放 戦争の 要素 も 日 ましに 増大す 
る、 と 〇 

レー ニンは こう 教えて いる —— 帝国主義の 条件の もとでは、 資本主義の 発展の 不均等と 矛盾が とくに 先鋭化 
する。 また、 商品 販売 市場と 資本 輸出 市場を 争奪す る 闘争、 植民地と 原料 産地を 争奪す る 闘争に よって、 あら 
たな 世界 分割の ための 周期 的な 帝国主義 戦争が 不可避の ものと なる、 と。 

レ ーニン はこう 教えて いる —— この 資本主義 発展の 不均等 こそ、 帝国主義 戦争を ひきおこす ものである。 こ 
の 戦争に よって 帝国主義の 力は 弱められ、 帝国主義 戦線の もっとも 弱い ところで、 これを 突破す る 可能性が つ 
くり 出される、 と。 

以上の すべての 点から、 レ 11 ン はつぎの ような 結論を みちびき 出した。 プロレタリア 階級が 帝国主義 戦線 
のど こか 一力 所 あるいは 数 力 所を 突破す る ことは、 十分に 可能で ある。 社会主義が、 まず 最初に 数 力 国で、 あ 
るいは 一力 国に おいてさえ 勝利す る ことは 可能で ある。 各国に おける 資本主義の 発展が 不均等で あるた め、 世 
界の すべての 国で 社会主義が 同時に 勝利を おさめる ことは、 不可能で ある。 社会主義は まず 一力 国 あるいは 数 
力 国で 勝利を おさめ、 その他の 国ぐ には、 ある 期間、 ブル ジョア 国家と して 残る であろう、 と。 

レ 1 ーン は、 帝国主義 戦争の時 期に 書いた 二つの 論文の なかで、 このす ぐれた 結論を つぎのように 定式化し 
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ている。 

⑴ 「経済的、 政治的 発展の 不均等は、 資本主義の 絶対的 法則で ある。 ここから、 まず 最初に 少数の 
資本主義 国で、 あるいはた だ 一つの 資本主義 国に おいてさえ、 社会主義が 勝利す る ことは 可能で あると 
いう 結論が 出て くる。 この 国の 勝利した プロレタリア 階級は、 資本家を 収奪し、 自国の 社会主義 生産を 
組織し、 他の 資本主義 世界に 対抗して 他の 国ぐ にの 被 抑圧 階級を 自分の 側に 引きつけ るであろう …… 」 
(一九 一 五 年に 書かれた 論文 『 3 丨 P ッパ 合衆国の スロー ガンに ついて』 より) 

⑵ 「資本主義の 発展は、 それぞれの 国で、 きわめて 不均等に すすむ。 商品 生産の もとでは、 それ 以 
外では ありえない ので ある。 ここから、 社会主義は すべての 国で 同時に 勝利を おさめる ことは できない 
という 動かす ことので きない 結論が えられる。 社会主義は、 はじめは 一力 国 または 数 力 国で 勝利す る 
が、 他の 国ぐ にはな おしばらく ブル ジョア 的 あるいは 前 ブル ジョア 的な 国に とどまる であろう。 これに 
よって 摩擦が ひきおこされる だけでなく、 社会主義 国家の 勝利した ブロ レ タリア 階級を 粉砕し ようとす 
る、 他の 国ぐ にの ブルジ ョア 階級の 直接の 行動を ひきおこす であろう。 こうした 状況の もとで おこる 戦 
争は、 われわれの 側から いえば、 正当な、 正義の 戦争で ある。 それは、 社会主義の ための 戦争、 ブル ジ 
ョア 階級から 他の 諸 民族を 解放す るた めの 戦争になる。」 (一九 一六 年 秋に 書かれた 『プロレタリア 革命 
の 軍事 綱領』 より) 

これは、 社会主義 革命の 新しい、 完成され た 論理で ある。 これは、 個々 の 国に おける 社会主義の 勝利の 可能 
性に ついての 理論、 社会主義の 勝利の 条件、 勝利の 展望に ついての 理論で ある。 この 理論の 基礎は、 早く も 一 
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九〇五 年、 『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 という パンフの なかで レ丨- ーンが のべて いた も 
ので ある。 

この 理論は、 帝国主義 以前の 資本主義の 時期に、 マルクス 主義者の あいだに もてはやされた 定式とは、 根本 
的に ちがって いた。 当時、 マルクス主義 者は、 どこか 一つの 国で 社会主義が 勝利す る ことは 不可能で ある、 社 
会 主義は すべての 文明国で 同時に 勝利を おさめる、 と 考えて いた。 レーニ ン は、 その 名著 『資本主義の 最高 段 
階と しての 帝国主義』 のなかで 明らかにした、 帝国主義 時代の 資本主義に かんする 諸種の 事実に もとづいて、 
こうした 古く さい 見解を くつがえし、 新たな 理論的 定式を あたえた。 すべての 国で 社会主義が 同時に 勝利を お 
さめる ことは 不ル 能で あるが、 ある 一つの 資本主義 国で 社会主義が 勝利を おさめる ことは 可能で ある、 という 
のが その 定式で ある。 

レーニ ンの 社会主義 革命 理論の このうえ もな く 偉大な 意義は、 新たな 理論に ょって マルクス主義を 豊富に 
し、 それを 前進 させた 点 だけに あるので はない。 この 理論の 意義は、 各国の プロレタリアに 革命の 展望を しめ 
し、 自国の ブル ジョア 階級にたい する 攻撃の 主導権を とらせ、 この 攻撃の ために 戦争状態を 利用す る ことを 教 
え、 プ Ta レ タリア 革命の 勝利にたい する かれらの 信念を 強固な ものにした ことに ある。 

以上が、 戦争、 平和 おょび 革命の 問題に ついての ボリ シ X. ビキの 理論的、 戦術 的 定式で ある。 

ボリ シ H ビキ は、 この 定式に もとづいて、 ロシアでの 実際 活動を おこなった。 

大戦が はじまる と、 ボリ シェ ビキの 国会議員、 バダ ー エフ、 べ卜 P フ スキ ー、 ムラノ フ 、サモィロフ、 シャ 
ゴフら は、 替察 のきび しい 弾圧に も かかわらず、 多くの 組織を 訪れて、 戦争と 革命にたい する ボリ シヱ ビキの 
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態度に ついて 演説した。 一九 一四 年 十一月、 戦争にたい する 態度に ついて 討議す るた め、 ボリシ * ビキの 国会 
議員 団の 会議が ひらかれた。 会議の 三日 目に、 出席者 全員が 逮捕された。 法廷は、 これら 議員にたい し 公民権 
剝 奪と 東部 シベリアへの 流刑と いう 判決を 下した。 ッァ ー 政府は、 ボリ シヱ ビキの 国会議員に 「叛逆 罪」 の 罪 
名を かぶせた。 

法廷で 明らかにされた 国会議員の 活動ぶ りは、 わが 党の 名誉を 高める ものであった。 ボリ シ * ビキ 議員は、 
ッァー の 法廷で 勇敢に たたかい、 法廷を ッァ I 政府の 侵略 政策の 暴露の 演壇に 変えた。 

この 事件に 連座した ヵーメ ネフは、 まった く 違う 行動を とった。 かれは 危険を 感じる と、 たちまち 臆病風を 
ふかせ、 ポリシ H ビキの 政策に そむいた。 ヵーメ ネフは 法廷で、 戦争の 問題に ついては ボリ シ H ビキと 意見が 
違う と 弁明し、 こ. の 点を 立証す るた め メンシ ュ ビキの ヨルダン スキ 1 を 証人に たてる よう 哀願した。 

ポリシ H ビキは 戦争の ためにつ くられた、 5 産業 委員会を 暴露し、 労働者を 帝国主義的 ブル ジョア 階級の 
影響に 従わせよう とする メンシ X. ビキ のた くらみを 暴露す る ことにつ とめた。 ブルジ ョア 階級は、 帝国主義 戦 
争が 全国民の 戦争で あるかの ように 大衆に 信じ こませる ことが どうしても 必要であった。 ブル ジョア 階級は、 
大戦 中に 自分たち の 全国的 組^ — 地方自治 会 同盟と 都市 同盟を つくり、 これに よって、 国政 上 ひじょうに 大 
きな 影響力を もつ ようになった。 ブル ジョア 階級は、 また、 労働者を その 指導と 影酈に 従わせる 必要が あった。 
ブル ジョア 階級は、 そのための 方法と して、 産業 委員会の もとに 「労働者 団」 をつ くる ことを 考えつい 
た。 メンシ H ビキ は、 ブル ジョア 階級の この 考えに とびついた。 軍事産業 委員会に 労働者の 代表を 参加させる 
ことは、 ブル ジョア 階級に とって 有利であった。 この 代表は 砲弾、 大砲、 銃器、 弾薬 その他 軍需品を つくる エ 
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場で 生産 能率を 高める 必要性を、 労働者 大衆の あいだで 宣伝して くれる だろう からで ある。 「すべてを 戦争の 
ために、 すべてを 戦争に」 というの が、 ブルジ ョア 階級の スロー ガンで あ、 った。 この ス ロー ガンの ほんとうの 
意味は、 「軍需品の 調達と 他国 領土の 侵略に よって、 できるだけ 儲けろ」 という ことだった。 ブルジ ョア 階級 
のた くらんだ-ー セ 愛国主義の 仕事に、 メンシ X ビキは 積極的に 参加した。 かれらは 資本家を 助ける ため、 軍事 
産業 委員会に 所属す る 「労働者 団」 の 選挙に 参加す るよう にと、 さかんに 勞働 者に 宣伝した。 ボリ シヱ ビキは 
この やり方に 反対した。 かれらは、 軍事産業 委員会の ボイコットを となえ、 この ボイコットに 成功した。 しか 
し、 一部の 労働者は、 有名な メン シヱ ビキ のグボ ズ デフ や スパイの アブ ロシ I モフら に そそのかされて、 やは 
り 軍事産業 委員会に 参加した。 一九 一 五 年 九月、 軍事産業 委員会の 「労働者 団」 の 最終 選挙の ため、 労働者 代 
表が 集まった とき、 ほとんどの 代表が こうした 「労働者 団」 への 参加に 反対で ある ことが わかった。 労働者 代 
表の 大多数は、 労働者は 平和の ため ッァ ー 制度 打倒の ためにた たかう ことを 自己の 任務と みなす と 声明し、 軍 
事 産業 委員会への 参加に 断固 反対 するとい う 決議を 採決した。 

ポリシ H ビキ は、 陸、 海軍の 内部で も 大きな 活動を すすめた。 かれらは 陸、 海軍の 兵士 大衆にたい して、 こ 
の 残虐 きわまりない 戦争を ひきおこして 人民を 苦難の 淵に おとしいれた 犯人は 誰で あるかを 明らかにし、 革命 
こそ、 人民が 帝国主義 戦争から ぬけでる 唯一の 道で ある ことを 教えた。 ボリ シ* ビキ は、 陸軍と 海軍、 前線と 
後方 部隊に 細胞を つくり、 反戦 ビラを 配布した。 

ボリ シ H ビキ は、 クロンシュタットに 「ク Q ンシュ タット 軍事 組織 中央 集団」 をつ くった。 この 組織は、 ぺ 
トログ ラ ー ド 党 委員会と 緊密な 連係を もっていた。 ペトロ ダラ ー ド 党 委員会の もとには、 守備隊での 活動を う 
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け もつ 軍事 組織が 設けられた。 一九 一六 年 八月、 ペトロ グラー ドの 保安 課長は つぎのように 報告して いる。 

「クロンシュタット 中央 集団では、 何事 も ひじょうに 慎重に、 秘密に やられて おり、 その 成員は いずれも 無 P 
な、 慎重な 連中で ある。 同 集団は、 本土に も 代表者を おくって いる」 と。 

党は 前線で も、 交戦す る 両軍の 兵士に 交歓を よびかけ、 敵は 世界の ブルジ ョァ 階級で ある こと、 帝国主義 戦 
争を 国内 戦争に 転化し、 銃口を 自国の ブル ジョァ 階級と その 政府に 向けて こそ、 はじめて 戦争を 終わらせうる 
ことを、 とくに 強く 訴えた。 いちぶの 部隊が 出擊を 拒否す るよう な 事件が 日 ましに ふえた。 こうした 事件は す 
でに 一九 一 五 年に も あった が、 一九 I 六 年には 目立って ふえてき た。 

ボリ シ* ビキ は、 バルト海 沿岸 地区の 北部 戦線の 軍隊で とりわけ 大きな 活動を すすめた。 北部 戦線 司令官の 
ルズ スキ ー 将軍は、 一九 一七 年のは じめ、 ボリ シヱ ビキが 同 戦線で ひじょう に 大規模な 革命 活動を 展開して い 
る、 と 上級に 報告して いる。 

戦争は、 各国 人民 および 世界の 労働者階級の 生活に とってき わめて 大きな 転換 点であった。 戦争は、 各国の 
運命、 各国 人民の 運命、 社会主義 運動の 運命を 決定的な 瀬戸ぎ わに 立たせた。 したがって、 戦争は また、 社会 
主義と 称する すべての 党派に とって 試金石と なった。 その 党派が 依然として 社会主義の 事業、 国際主義の 事業 
に 忠実で あるか、 それとも 労働者階級を 裏切り、 自分たち の 旗を 巻いて、 投げ 棄て 、これを 自国の ブルジ ョァ 
階級に ふみにじらせる か —— 時、 問題は このように 立てられて いた。 

戦争は、 第ニ ィンタ ーナ ショ ナルの 諸 党が こうした 試練に 耐えられず、 労働者階級を 裏切って、 自国の 帝国 
主義 的 ブルジ ョァ 階級の 前に 自己の 旗を 引き おろした ことを 示した。 
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党内に 日和見主義を 育て、 日和見 主義者 や 民族主義 者に 譲歩す るょぅ に 教育され たこれ らの 政党は、 これ 以 
外の 行動を とる ことができなかった ので ある。 

戦争は、 ボリ シ H ビキ党 だけが 光栄 ある 試練に 耐えぬ き、 社会主義の 事業、 プロレタリア 国際主義の 事業に 
あくまで 忠実な 唯一の 政党で ある ことを 示した。 

そして、 これ もまた 当然な ことであった。 新しい 型の 党、 日和見主義との 妥協の ない 闘争の 精神に よって 教 
育され た 党、 日和見主義 や 民族主義に けがされ ていない 党、 ただこの ような 党 だけが 偉大な 試練に 耐えぬ き、 
労働者階級の 事業、 社会主義と 国際主義の 事業に あくまで 忠実で ありうる からで ある。 

ボリ シ H ビキ党 こそ、 そういう 党であった。 


四、 前線に おける ッァー の 軍隊の 敗北  経済的 破綻  ッァー 制 
度の 危機 

戦争は すでに 三年 間 つづいて いた。 戦死者、 戦傷 者、 あるいは 戦争の ために 発生した 伝染病で 死亡した 者な 
ど、 すでに 数百 万人の 命が 戦争の ためにぅ ば われた。 ブル ジョア 階級と 地主は、 戦争に ょって ポロ 儲けを し 
た。 だが、 労働者 や 農民は、 ますます きびしい 窮乏と 困難に 追い こまれた。 戦争に ょって、 ロシアの 国民経済 
ぜんたいが 破壊され た。 約 千 四百 万人の 健康な はたらき 手が 職場から ひきぬかれ、 軍隊に 狩り出された。 工場 
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が つぎつぎに 生産を 止めた。 はたらき 手が いないため に、 穀物の 作付面積は へった。 市民 も 前線の 兵士 も 飢え 
にさら され、 衣類 やは き 物 も 不足した。 戦争に よって、 国内の すべての 資源が つき 果てた。 

ツ ァー の 軍隊は 連戦連敗した。 ドイツの 大砲が ツァー の 軍隊に 砲弾の 雨を ふらせて いるのに、 ツ ァー 軍隊に 
は 大砲 も 砲弾 も 不足し、 鉄砲 さえ 満足に 行き わたらなかった。 ときには 三人の 兵士に 銃が 一挺と いう 場合 さえ 
あった。 ところが、 この 戦争の さいち ゅう、 ツ ァ1 の 陸軍大臣 スホムリノフが ドイツの スパイと 通じていた と 
いう 売国 行為が 明るみに 出た。 スホムリノフは、 前線への 弾薬 補給を さまたげよ、 前 戦には 大砲 も 小銃 も 送る 
な、 という ドイツ 諜報機関の 指令を 実行して いたので ある。 ツ ァ1 のい く 人 かの 大臣 や 将軍 も、 ひそかに ドイ 
ツ軍 をた すけていた。 かれらは ドイツと 結びつきを もつ 皇后と ぐるに なって、 軍事 機密を ドイツ 軍に もらして 
いた。 だから、 ツァー の 軍隊が 戦うた びに 敗北し、 退却せ ざるを えなかった の も、 不思議では ない。 一九ニ ハ 
年までに、 ドイツ 軍は、 ポ ー ランド 全域と バルト海 $ 地域の 一部を 占領して しまった。 

こうした ことのた めに、 労働者、 農民、 兵士、 知識 分子の あいだで、 ツ ァ| 政府にたい する 憎しみと 憤激が 
わきおこり、 前線で も 後方で も、 また 中央で も 辺境で も、 戦争に 反対し、 ツァー 制度に 反対す る 大衆の 革命 運 
動が いよいよ 強まり、 はげしくな った。 

ロシアの 帝国主義的 ブル ジョア 階級 も、 不満を しめしは じめ た。 ラスプ ー チンの ような 山師が ツ ァ1 の 
を 牛耳り、 明らかに ドイツとの 単独講和の 方策を すすめて いると いう 事実が、 こうした ブル ジョア 階級の 憤激 
を まねいた。 かれらは、 ツ ァー 政府に 戦争 遂行の 能力がない ことを、 ますます さとって きた。 かれらは また、 
ツ ァー 政府が その 苦境から ぬけ 出す ために ドイツと 単独講和を 結ぶ のでは ないかと 懸念した。 そこで、 ロシア 
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の ブルジ ョア 階級は、 宮廷 ク ー デタ ー を おこして、 ッァ— の-ー コラ イニ 世を 退位 させ、 かわりに ブル ジョア 階 
級と 結びつきの ある ミハイル •ロマノフを 立てようと 決意した。 ブルジ ョア 階級は これによ って、 第一には か 
れら 自身が 権力を にぎって 帝国主義 戦争を つづけ、 第二には この ささやかな 宮廷 ク ー デタ ー によって、 当時す 
でに 高まりを 見せて いた 人民 革命の 到来を 防ごうと いう、 一石二鳥の 効果を ねらっ たので ある。 

この 面では、 イギリスと フランスの 政府が ロシアの ブル ジョア 階級を 全面的に 支持した。 かれらは、 ッアー 
が 戦争を つづける 能力を もたない ことを 知っていた。 かれらは、 ッァ— が ドイッとの 単独講和を 結ぶ ことを お 
それて いた。 もしも ッァ I 政府が 単独講和を 結ぶ ような ことにな れば 、英仏 両国 政府は、 ロシアと いう 同盟国 
を 失う ことになる。 この 同盟国は、 自国の 戦場に 敵の 兵力を ひきつけ ている ばかり か 数万に のぼる ロシアの 精 
兵を フランスに 送って いたので ある。 そこで かれらは、 宮廷 ク—デ タ—を おこそう とする 陰謀を 支持した。 

こうして、 ッ アー は 孤立して しまった。  \ 

前線で ひきつづき 失敗を かさねてい る あいだに、 経済的 破綻 も 日 ましには げしくな った。 一九 一七 年の 一月 
と 二月には、 食糧、 原料、 燃料の 供給の 破 錠が 頂点に たっし、 このうえ もな くきび しい ものに なった。 ペトロ 
ダラ ー ドと モスクヮにたい する 食糧の 輸送は、 ほとんど 完全に 止まっ てし まった。 企業は あいついで 閉鎖され 
た。 企業の 閉鎖に よって、 失業者は ますます 増加した。 労働者は とくに 耐えが たい 困窮に おちいった。 こうし 
た 耐えが たい 状況から ぬけ 出す 唯一の 道は、 ッァー 専制 制度を 倒す 以外には ない ことを、 ますます 広範な 大衆 
が 信じる ようになっ た。 

ッァ ー 制度は、 明らかに 致命的 危機に おちいった。 
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ブル ジョア 階級は、 この 危機を 宮廷 ク ー デター の 方法で 解決し ようと 考えて いた。 

だが、 人民は 自分たち の 流儀で この 危機を 解決した。 

五、 こ 月 革命  ッァ ー 制度の 倒壊  労働者 •兵士 代表 ソビエト 
の 樹立  臨時政府の 成立  二重 政権 

一九 一七 年は、 一月 九日の ストライキには じ まつた。 この ストライキ のさい、 ペトロ ダラ 1ド、モスク 7 、 
バクー 、一ー ジニ •ノブゴロド などで、 デモ 行動が おこされた。 モスクヮでは、 一月 九日の ストライキに 全 労働 
者の 約 三分の 一が 参加した。 ッ ベルス コイ •ブル バー ルでは、 二 千 人の デモ 行進が 騎馬 警官に よって 蹴散らさ 
れた 。ペトロ ダラ ー ドの ブィボルグの 大通りで おこなわれた デモ 行進には、 兵士 も 参加した。 

ペトロ ダラ I ドの 警察は、 こう 報告して いる。 「ゼネストの 思想は、 日と ともに 新しい 支持者を えて 
おり、 一九 〇五 年のと きと 同じように、 すでに 大衆 的な ものと なって いる」 と。 

メンシ H ビキと 社会 革命 党員は、 すでには じ まった^^ 運動を、 自由主義 的 ブル ジョア 階級の のぞむ 枠内に 
とじこめようと 努めた。 メンシ H ビキ は、 国会 開会 当日の 二月 十四日に、 国会へ 労働者の 行進を 組織す る こと 
を 提案した。 だが、 労働者は 国会には ゆかず、 ボル シ X. ビキに 従って、 デモ 行動を おこした。 

一九 一七 年 二月 十八 日、 べ卜 P ダラ I ドの プチ ロ フエ 場で ストライキが はじまった。 二月 二十 二日になる 
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と、 ほとんどの 大企業の 労働者が ストライキに 立ち あがっ た。 二月 二十 三日 (磬 三月 八日) の 国際 婦人 デ ー 
には、 婦人 労働者が ペトロ グラ I ド •ボリ シェ ビキ 委員会の よびかけに こたえて、 飢餓 反対、 戦争 反対、 ッァ 
1 制度 反対の 街頭 デモを おこなった。 ペトロ ダラ ー ドの 労働者は、 全市を あげての ストライキに よって、 婦人 
労働者の デモを 支援した。 政治的 ストライキは、 ッァ ー 制度に 反対す る 政治的 総 示威運動に 成長 しはじめた。 

二月 二十四日 (新暦 三月 九日) には、 いっそぅは げしい デモが もりあがった。 ストライキに 参加した 労働者 
は 二十 万人 前後に たっした。 

二月 二十 五日 (新暦 三月 十日)、 革命運動は ペトロ グラー ドの 全 労働者に ひろがった。 各 区 ごとに すすめら 
れ ていた 政治 ストは、 ペトロ グラ I ド 全市を あげての 政治的 ゼネストと なった。 いたるところで デモが おこな 
われ、 警官との 衝突が おこった。 労働者 大衆は r ッ ァー を 倒せ！」 、「戦争 反対 1」、 「パンを よこせ！」 と 書い 
た 赤旗を かかげて いた。 

二月 二十 六日 (新暦 三月 十 I 日) の 朝、 政治 ストと デモは、 蜂起の 性質を おびは じめ た 。労働者は 憲兵 や替 
官を 武装解除して、 自分たち の 手に 武器を もった 。しかし、 警官隊との 武力衝突は、 ズナ メンス ヵヤ 広場で デ 
モ隊が 射撃され る 結果を まねいた。 

ぺ卜 a ダラ ー ド 軍 区 司令官の ハバ ーー フ 将軍は、 労働者は 二 月 二十 八日 (新暦 三月 十三 日) に 就業せ よ、 命に 
そむく 者は 前線に 送る、 といぅ 布告を 出した。 二月 二十 五日 (新暦 三月 十日)、 ッ ァー は ハ バロ フ 将軍に、 「明 
日中に 帝都の 騒乱を 制止せ よ」 と 命じた。 

だが、 革命を rg 止」 する ことは もはやで きなかった。 
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二月 二十 六日 (新暦 三月 十一 日) の 昼、 パブロフ スキ I 連隊 後備 大隊 第 四 中隊が 発砲した。 だが、 労働者に 
たいしてでは なく、 労働者と 射ち 合って いる 騎馬 警官隊に 向けて、 発砲した ので ある。 軍隊を 味方に 獲得す る 
ために、 もっともねば り 強い 精力 的な M 争が すすめられた。 なかで も 積極的な のは 婦人 労働者で、 ちょくせつ 
兵士に 話 かけ、 交歓し、 憎むべき ッァ ー 専制 制度 打倒の ため 人民を 助ける よぅに 呼びかけた。 

当時、 ボリ シヱ ビキ 党では、 ペトロ ダラ ー ドに 設けられた モロトフ 同志を はじめと する 党 中央委員会 ビュ I 
ロ ー が、 実際 活動の 指導に あたって いた。 中央委員会 ビュー ロ ーは 、二月 二十 六日 (三月 十一 日)、 ッァ ー 制 
度に 反対す る 武力 闘争の 継続、 臨時 革命 政府の 樹立を よびかける 宣言を 発表した。 

二月 二十 七日 (新暦 三月 十二 日)、 ペトロ ダラ ー ド 駐屯 軍は、 労働者にたい する 発砲を 拒否し、 蜂起した 人 
民の 側に 加担し はじめた。 二月 二十 七日の 早朝、 蜂起に くわわった 兵士の 数は 一万に すぎなかった が、 夕方に 
は 六 万人を こえた。 

蜂起した 労働者、 兵士 大衆は、 ッァー の 大臣 や 将軍を 逮捕し、 監獄に 入れられて いた 革命家を 解放し はじめ 
た。 解放され た 政治犯は 革命 闘争に 加わった。 

街頭では、 屋上に 機関銃を 据えつ けた 憲兵 や 警官との 射ち 合いが なお つづいて いた。 しかし、 軍隊が 急速に 
労働者の 側に 移った ため、 ッァ ー 専制 制度の 運命は 決まった。 

ペトロ グラ ー ドで 革命が 勝利した との 知らせが、 他の 町 や 前 戦に つたわる と、 各地の 労働者、 兵士が ッァー 
の 官吏を 打倒す るた めに 立ち あがった。 

二月の ブル ジョァ 民主主義 f は 勝利した。 
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革命が 勝利を おさめた のは、 労働者階級が 革命の 先鋒と なり、 軍服を 着た 数百 万の 農民 大衆を， 指導して、 
「平和、 パン、 自由」 を かちとる 運動を すすめた からで ある。 革命の 成功を 決定した のは、 プロレタリア 階級 
の 指導 権であった。 

「プロレタリア 階級が $を 実施した 。プロレタリア 階級は 英雄的 精神を あらわし、 鮮血を 流し、 貧 
困に あえぐ きわめて 広範な 勤労大衆を ひきつれて いった …… 。」 革命のは じめ の 数日間に、 レ— 一ー ンはこ 
う 書いて いる。 (レ ーニ ン 『遠方からの 手紙』 第二 信) 

一九 〇五 年の 第一 次 f によって、 一九 一七 年の 第二次 革命の 急速な 勝利が 準備され た。 

「もしも 一九 〇五 年から 一九 〇七 年まで 三年 間に おける プ Q レ タリア 階級の 偉大な 階級闘争と 革命的 
な エネ ルギ— がなかったならば、 第二次 革命の こうした 急速な 進展は 見られなかった であろう。 すな わ 
ち、 革命の 最初の 段階を 数日のう ちに 完成す る ことは できなかった であろう。 J —— レーニ ンは こう 指摘 
した。 (前掲 書) 

革命の 最初の 数日のう ちに、 ソビエトが 誕生した。 勝利を おさめた 革命は、 労働者 •兵士 代表 ソビエトを よ 
り どころ とした。 蜂起した 労働者と 兵士は、 労働者 •兵士 代表 ソビエトを 樹立した。 ソビエトは 武装蜂起の 機 
関で あると ともに、 新しい 革命 権力の 芽生えで も ある ことが、 一九 〇五 年の i 叩に よって 明らかにされた。 労 
働 者 大衆の 意識の なかに、 ソビエトの 思想が 生きつ づけて いたから こそ、 かれらは ッァ I 制度を くつがえした 
翌日、 この 思想を 実現した ので ある。 ただ、 一九 〇五 年には か 働 者 代表 ソビエトが つくられた だけであった 
が、 一九 一七 年 二月に ボリ シヱ ビキの 提案で 成立した のは 労働者 •兵士 代表 ソビ H 卜 であると いう 違いが あっ 
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た。 

ボリ シ H ビキが 街頭で 大衆の 直接 闘争を 指導して いたと き、 協調主義の 党で ある メンシ H ビキと 社会 革命 党 
は、 ソビエトの なかで 議席を 奪い、 多数派に なった。 こうした 状態が 生まれた のは、 ボリ シ X, ビキの 多くの 指 
導 者が、 投獄 あるいは 流刑され ていた (レ 11 ンは 国外に 亡命 中で あり、 スタ I リンと スペル ドロフは シ ベリ 
ァの 流刑地に いた) のに、 メンシェビキと 社会 革命 党員は、 ペトロ グラ ー ドの 町を 自由に 動き まわれた ためで 
も ある。 こうして、 ペトロ グラ I ド •ソビ H 卜 とその 執行委員 会は、 協調主義の 代表で ある メンシ H ビキや 社 
会 革命 党員に 牛耳られて しまった。 モスクヮ やその 他 多くの 都市で も 同様であった。 ただ、 ィヮ ノボ •ボ ズネ 
センス ク 、クラスノヤルスク その他 数 力 所では、 最初から ボリ シ H ビキが ソビエトの なかで 多数を しめた。 

武装した 人民 —— 労働者と 兵士は、 ソビ H 卜を 人民の 権力 機関と みなして、 自分たち の 代表を ソビ H 卜に送 
った。 かれらは、 労働者 •兵士 代表 ソビエトは 革命 人民の すべての 要求を 実現し、 なにょり もまず 講和条約を 
結ぶ ものと 考え、 そう 信じて いた。 

ところが、 労働者と 兵士は 他人の 言を あまりに 軽が るし く 信じた ため、 ベ テンに かかった。 社会 革命 党 や メ 
ンシ * ビキ は、 戦争を 終結 させ、 平和を かちとろう とする 意図な ど、 まるっきり 持ち合わせて いなかった。 か 
れら は、 戦争を つづける ために 革命を 利用し ょうと 考えて いた。 そして、 革命 や 人民の 革命的 要求に ついてい 
え ば、 かれらは、 革命は すでに おわった とみな し、 現在の 任務は、 革命の 成果を かためて、 ブル ジョァ 階級と 
の 「正常な」、 立憲 的な 共存の 軌道に 移る ことで ある、 と 考えて いた。 したがって、 ペトロ グラ ー ド •ソ ビエ 
卜の 指導 権を にぎる 社会 革命 党と メン シヱ ビキ は、 戦争 終結の 問題 や 平和の 問題を 握りつぶして、 権力を ブル 
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ジョア 階級に 引き わたす ことに 全力を あげた。 

一九 一七 年 二月 二十 七日 (新暦 三月 十二 日)、 国会の 自由主義 派 議員は、 社会 革命 党 やメン シ X. ビキの 指導 
者と ひそかに 取引き して、 国会 臨時 委員会を つくり、 地主で 君主 主義の 第 四 次 国会 議長 ロジャンコを 議長に ま 
つりあげた。 この 国会 臨時 委員会は、 数日後には また、 労働者 •兵士 代表 ソビヱ ト 執行委員 会を 牛耳る 社会 革 
命 党 や メンシ H ビキ といっ しよ になって、 ボリ シヱ ビキに は 知らせずに、 ロシアの 新 政府を 組織す るた めの 協 
議をお こなった。 この 新 政府の 首班は、 二月 革命 以前に ッァー •-ー  コ ラィ ニ世が 自分の 政府の 首相に 内定して 
いた リボフ 侯爵で ある。 臨時政府には、 立憲 民主党の 党首 ミリュ コフ 、十月 党の 党首' グチコフ、 その他 有名な 
資本家 階級の 代表が はいり、 社会 革命 党の ケレン スキ I も 「民主主義 派」 の 代表と して 参加した。 

その 結果、 ソビエト 執行委員 会を あやつる 社会 革命 党と メンシ ヱビキ は、 権力を む ざむ ざ ブル ジョア 階級に 
ひきわたして しまった。 しかも、 後に なって この ことを 知った 労働者 •兵士 代表 ソビエトは、 ボリ シェピ キの 
抗議に も かかわらず、 多数決に よって、 社会 革命 党 やメン シ*ビ キの 指導者た ちの 行動を 承認した。 

こうして、 ロシアには、 レ 1 ーンが 言った ように、 「ブル ジョア 階級と ブル ジョア 化した 地主」 の 代表から 
なる 新しい 国家権力が つくられ たので ある。 

しかし、 当時は、 ブル ジョア 政府と ならんで、 もう 一つ 別な 権力すな わち、 労働者 •兵士 代表 ソビエトが あ 
った。 この ソビ H 卜 のなかの 兵士 代表は、 主として 戦争に かり 出された 農民で ある。 労働者 •兵士 代表 ソビ H 
卜は 、ッァ ー 権力に 反対す る 労農 同盟の 機関で あると 同時に、 かれら 自身の 権力 機関すな わち 労農 独裁の 機関 
であった。 
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こうして、 一つは 臨時政府に 代表され る ブル ジョア 階級 独裁、 もう 一つは 労働者 •兵士 代表 ソビ H 卜に 代表 
される 労農 独裁と いう、 この 二つの 権力、 二つの 独裁の 特殊の 組み合わせが 生じた。 

二 M- 政権が 生まれた ので ある。 

最初、 ソビ H 卜 のなかで メンシ ユ ビキと 社会 革命 党が 多数を しめたのは なぜか？ 

勝利を かちとった 労働者 や 農民が、 権力を 自発的に ブルジ ョア 階級の 代表に ゆずり 渡した のはな ぜか？ 
レーニ ンは 、当時、 政治に めざめ、 政治に 参加した 人び とが、 政治的 経験を まったく もたなかった ためで あ 
る、 と 説明して いる。 かれらの 大部分は、 小 所有者 か 農民、 あるいは つい 最近まで 農民であった 労働者で あっ 
て、 ブルジ ョア 階級と プロレタリア 階級との 中間に 立つ 人び とであった。 当時の ロシアは 、全 3 I P ッパ の大 
国の なかで、 もっとも 小 ブル ジョア 的な 国であった。 そして、 この 国では、 「巨大な 小 ブルジ ョアの 波が すべ 
てを 吞み こみ、 たんに 数のう えだけ でな く、 思想の 面から も、 階級意識を もつ プロレタリア 階級を 圧倒して い 
た。 言い かえれば、 それが ひじょうに 広範な 労働者の 層を、 小 ブルジ ョア 的な 政治的 観点に 染まらせ、 そのと 
りこに してし まっていた 0 」 (レ 1 1 ン f わが国の 革命に おける プロレタリア 階級の 任務』) 

メンシ ヱ ビキや 社会 革命 党の ような 小 ブル ジョア 政党を 表面に 浮かび あがらせた のは、 こうした 小 ブル ジョ 
ア 勢力の 波が おしよせて いたた めで ある。 

レ I ニ ンは また、 大戦の 時期に プロレタリア 階級の 構成に 変化が おこり、 革命のは じ まった とき プロ レ タリ 
ア 階級が 十分な 階級意識を もたず、 十分に 組織され て もい なかった ことが、 もう 一つの 原因で あると 指摘して 
いる。 大戦の 時期に、 プロレタリア 階級の 構成には ひじょうに 大きな 変化が 生まれた。 基幹 労働者の 約 四〇パ 
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I セントは 軍隊に 召集され た。 大戦の 時期には、 プ P レ タリア 階級とは ちがった 心情を もつ 小 所有者、 手工業 
者、 小店 主が たくさん、 召集を のがれる ために 工場には いってきた。 

労働者の なかの これらの 小 ブル ジョア 層が、 メンシ X ビキや 社会 革命 党な ど 小 ブルジ ョア 政治家を 生み出す 
地盤と なった。 

だから こそ、 政治的 経験を もたない 広範な 大衆は、 小 ブル ジョア 勢力の 思潮に おかされ、 革命の 第一 段階の 
勝利に 酔い しれて、 革命の 最初の 数 力 月間、 協調主義 的 諸政 党のと りこに なり、 ブルジ ョア 政権は ソビエトの 
仕事を 邪魔し ないだ ろぅとの 幼稚な 期待を いだいて、 国家権力を ブルジ ョア 階級に ゆずり 渡す ことを 承諾した 
ので ある。 

ポリシ H ビキ 党の 当面した 任務は、 大衆に 辛抱 づ よく 説明す る ことによって、 臨時政府の 帝国主義的 性質を 
暴露す る こと、 社会 革命 党と メンシェビキの 裏切り 行為を 摘発す る こと、 臨時政府を ソビエト 政府と とりかえ 
ないかぎ り 平和は 達成で きない ことを 教える ことであった。 

そこで、 ボリ シ H ビキ 党は 全力を あげて この 仕事に 取り かかった。 

党の 合法的 出版物が ふたたび 発行され た。 二月 革命の 五日 後、 『プラゥダ』 がべ トログ ラ I ドで 復刊され、 
数日 おくれて 『ソ ツィ アル •デモ クラ— 卜』 も モスクヮで 復刊され た。 党は、 自由主義 的 ブル ジョア 階級 や メ 
ンシ H ビキ 、社会 革命 党にたい する 信頼を 失いは じめ た 大衆の 先頭に 立って 活動した。 党は、 労働者階級との 
共同 行動が 必要で ある ことを、 兵士 や 農民に 根 気づよ く 説明した。 党は また、 革命を さらに 発展 させ、 ブルジ 
ョア 臨時政府を ソビエト 政府と とりが えない かぎり 農民は 平和を 達成で きないし、 土地を 獲得す る こと もで き 
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ない ことを、 かれらに 説明した。 

要  約 

帝国主義 戦争が おこった のは、 資本主義 諸国の 発展の 不均等の ためで あり、 主要 列強 間の 均衡が 破れた ため 
であり、 帝国主義 者が 戦争に ょって 世界を 再 分割し、 新たな 力の 均衡を つくり 出す ことを 必要と したため であ 
る。 

もしも 第ニ インタ ーナシ ヨナ ルの 諸 党が 労働者階級の 事業を 裏切らず、 数回に も わたる 第ニ インタ ーナ シヨ 
ナル 代表 大会の 反戦 決議に そむかなかったなら、 もしも かれらが 自国の 帝国主義 政府 や 戦争 挑発 者に 反対して 
積極的に 活動し、 労働者階級を たちあがらせる 決意を もっていたなら、 戦争は このょうな 破壊的 性質を もた 
ず、 これほどは げしく 拡大し なかった であろう。 

社会主義と 国際主義の 事業に あくまで 忠実で、 自国の 帝国主義 政府に 反対す る 国内 戦争を 組織した 唯一の プ 
P レ タリア 政党は、 ボリ シ H ビキ 党であった。 他の すべての 第ニ インタ ーナ シヨ ナルの 諸 党は、 上層の 指導者 
をつ うじて ブルジ ヨア 階級と 気脈を つうじ、 帝国主義のと りこと なり、 帝国主義 者の 側に 走った。 

戦争は 資本主義の 全般的 危機の 反映で あるが、 また この 危機を 鋭く し、 世界 資本主義を 弱めた。 ロシアの 労 
働 者と ボリ シ ヱビキ党は、世界ではじめて資本主義の弱点をうまく利用し、帝国主義の戦線を突破し、ッァー 
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を 打倒して、 労働者 •兵士 代表 ソビエトを うちたてた。 

小 ブル ジョァ 階層、 兵士、 労働者な どの 広範な 大衆は、 革命の 最初の 勝利に 酔い、 _ は 万事う まくい くと 
いう メンシ H ビキや 社会 革命 党の 言葉に 気を ゆるして、 安易に 臨時政府を 信じ、 これを 支持した。 

そこで、 ボリ シ H ビキ 党は、 最初の 勝利に 酔い しれた これらの 労働者、 兵士 大衆に、 つぎの ことを 説明す る 
任務に 直面した。 すなわち、 革命の 完全な 勝利には まだ ほど 遠い こと、 権力が ブルジ ョァ 階級の 臨時政府に に 
ぎら れ 、ソビエトが 協調主義の メンシェビキ や 社会 革命 党に 牛耳られて いるかぎ り、 人民は、 平和 も、 土地 も、 
パン も 獲得で きない こと、 完全な 勝利を かちとる には、 さらに 前進し、 ソビニ トの 手に 権力を にぎらなければ 
ならない こと、 これを 説明す る ことで あつた。 
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第 七 章 十月 社会主義 革命の 準備と 遂行の 

時期に 知け る ボリ シュ ビキ党 

(一九 一七 年 四月 丄九 一八 年) 

一、 二月 革命 後の 国際情勢  党の 地下からの 脱出と 公然たる 政治 
活動への 移行  レ—  - ーンの ペトロ ダラ— ド 到着  レ— ニンの 
四月 テ ー ゼ  社会主義 革命への 移行に ついての 党の 方針 

事態の 進展と 臨時政府の 行動は 日 ごとに ボリ シヱ ビキの 路線の 正し さを 実証し、 臨時政府が 人民を 支持す る 
のではなくて 人民に 反対して いる こと、 平和を 支持す るので はなくて 戦争を 支持して いる こと、 平和、 土地、 
パンをあたえる気もないし、あたえる能力もないといぅことをいっそぅはっきりと証明していた。ボリシェビ 
キの 解明の 活動には 有利な 地盤が あらわれて きた。 

労働者、 兵士が ッァ ー 政府を 打ち倒し 君主 制の 根を 絶ちつつ あると いぅのに、 臨時政府は はっきりと 君主 制 
の 維持に かたむいて いた。 一九 一七 年 三月 二日、 臨時政府は、 ひそかに グチコフと シュリ ギンを ッァー の もと 
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に 派遣した。 ブルジ ョア 階級は、 権力を- 1 n ライ •ロマノフの 弟 ミハイルに うつす ことを 望んで いた。 だが、 
鉄道 従業員の 集会で、 グチコフが 「ミハイル 皇帝 万歳」 と 叫んで その 演説を むすんだ とき、 労働者た ちは 怒っ 
て 「やつらは おなじ 穴の むじな だ」 と 叫び、 グチコフを ただちに 逮捕し、 捜査す る ことを 要求した。 

労働者が 君主 制の 復活を ゆるさない という ことは あきらかで あった。 

労働者、 農民が、 革命を 実現し、 血を ながし、 戦争の 停止を 期待し、 パンと 土地を 手に いれようと つとめ、 
混乱と たたかう ための 断固と した 処置を 要求して いると いうのに、 臨時政府は、 人民の これらの 切実な 要求に 
いっこう 耳を 和そうと しなかった。 もっとも 有名な 資本家、 地主の 代表者から なるこの 政府は、 また 土地を 引 
き 渡せと いう 農民の 要求を みたす こと も、 まったく 考え もしなかった。 同時に、 また 臨時政府は、 勤労者に パ 
ンを あたえる こと もで きなかった。 というのは、 そのためには、 有力な 穀物 商人の 利益を おかさなければ なら 
ず、 あらゆる 手段で 地主 や富煺 から 穀物を とりあげなければ ならなかった が、 政府 自体が これらの 階級の 利益 
と 結びついて いたので、 政府は そうする ことを のぞんで いなかった からで ある。 おなじように、 臨時政府 はま 
た 平和を あたえる こと もで きなかった。 臨時政府は、 イギリス、 フランス 帝国主義 者と 結託して いて、 戦争の 
停止な ど 考え もしなかった。 それ どころ か、 逆に、 ロシアを いっそう 積極的に 帝国主義 戦争に 参加 させ、 コン 
スタン ティノー プルと 海峡の 強奪、 ガリ シアの 強奪と いう 帝国主義的 計画を 実現す るた めに、 革命を 利用し よ 
うとは かっていた。 

臨時政府の 政策を 軽々 しく 信ずる という 人民 大衆の 態度が、 もうす ぐ 終わりを つげようと している ことは、 
あきらかであった。 
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二月 革命 後に 形づくられた 二 重 政権が もはやな がつ づきで きない ことが あきらかになって いった。 なぜな 
ら 、事態の 進展は、 臨時政府に か、 それとも ソビ H 卜の 手中に か、 どちら か 一方に 権力が 集中され る ことを 要 
求して いたから である。 

たしかに、 メンシェビキと 社会 革命 党の 協調 政策は、 なお まだ 人民 大衆の なかで 支持され ていた。 まだ 多く 
の 労働者、 とりわけ 兵士と 農民は、 「もうす ぐ 憲法 制定 会議が できて、 万事う まくい くだろう」 と 信じ、 戦争 
が おこなわれて いるのは、 強奪の ためでは なく、 必要に せまられて いるた め、 つまり 国家を まもるた めだ、 と 
おもって いた。 レ 11 ンは 、こういう 人び とを、 善意では あるが 道を あやまった 祖国 防衛 派と ょんだ。 当時、 
こういった 人び との あいだでは、 社会 革命 党と メンシ X. ビキの 公約 や 説得の 政策は まだ 正しい 政策と みなされ 
ていた。 だが こういった 公約 や 説得では ながく はもたない ことは あきらかであった。 事態の 進展と 臨時政府の 
行動は、 社会 革命 党 や メンシェビキの 協調 政策が 引きの ばし の 政策、 信じ やすい 人び とを だます 政策で ある こ 
とを、 日 ごとに あばきだし、 証明した からで ある。 

臨時政府は、 大衆の 革命運動にたい し、 かげで 闘争す る 政策、 革命に 反対す るた めの 舞台裏での 結託の 政策 
だけを、 いつもとって いたわけ ではない。 臨時政府は、 ときには、 民主主義 的 自由にた いする 公然たる 攻撃に 
移る こと、 とりわけ 兵士の あいだで 「規律を 回復」 する こと、 「秩序を ととのえる」 こと、 つまり、 革命を ブ 
ル ジョァ 階級の 必要と する わくの なかに とどめる ことを こころみた。 だが、 この 方向で 臨時政府が どんなに 努 
力して みても、 結局は 失敗に おわった。 そして、 人民 大衆は、 熱情を もって 民主主義 的 自由、 すなわち 言論、 
出版、 結社、 集会、 デモの 自由を 実現して いた。 労働者と 兵士は、 はじめて かちとった 民主的 権利を あます と 
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ころな く 利用して、 国の 政治 生活に 積極的に 参加し、 そうする ことで 目前の 情勢を 認識、 理解 するとと もに、 
盡 の 行動の 方針を きめようと 努力して いた。 

1 一月 それまでは もっとも 困難な ッァ I リズムの 条件 下で 非合法 的に 活動して いた ボリ シ X. ビキ 党の 
諸 組織は、 地下から 脱し、 公然の 政治的、 組織的 活動を 開始した。 当時、 ポリシ ュビキ 諸 組織の 人数は、 四 万 
ない L 四 万 五 千 人に すぎなかった。 だが、 これは 闘争の なかで きたえぬ かれた 幹部だった。 各 級 党 委員会は 民 
主 •集中の 原則に よって 再組織され た。 すべての 党 機関の 下から 上への 選挙 制が 確立した。 

党の 合法的 状態への 移行は、 党内の 意見の くいちがいを あかるみに だした。 ヵーメ ネフと、 モスクヮの 組織 
の 一部の 活動家、 たとえば ルィコフ、 ブ ブノフ 、ノー ギンら は 臨時政府と 祖国 防衛 派の 政策を 条件つ きで 支持 
するとい う、 なかば メン シヱ ビキ的 立場を とっていた。 スタ I リン —— かれは 流刑地から かえってき たばかり 
だった I 、モロトフら は、 党員の 多数と ともに 臨時政府 不信任の 政策を 堅持し、 祖国 防衛 主義に 反対す ると 
ともに、 平和を たたかいと るた めの 積極的な 闘争、 帝国主義 戦争 反対の 闘争を すすめる よう 呼びかけた。 党内 
の 一部の 活動家は 動揺した が、 それは かれらの ながいあいだの 監禁、 追放に よる 政治的たち おくれを 反映して 
ぃた。 

全 党の 指導者、 レー ニンが そのと きいない ことが くやまれた。 

一九 一七 年 四月 三日 (新暦 四月 十六 日)、 レ丨- 1 ン はなが いあい だの 亡命生活の のち、 ついに ロシアに もど 
ってき た。 

レーニ ンの 到着は、 党と 革命に とってき わめて 大きな 意義を もっていた。 
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レ ー -1 ンは 、革命の 第一 報を うけとっ たと き、 すぐ スイスから 『遠方からの 手紙』 を おくり、 党と ロシアの 
労働者階級に あてて こう 書いた。 

「労働者 諸君！ 諸君は ッ ァ I 制度に 反対す る 国内 戦争で プロレタリア 階級 的、 人民 的 英雄主義の 奇 
蹟を しめした。 諸君は いま 革命の 第二 段階に おける 勝利を 準備す るた めに、 ブ ロ レ タリア 階級 的、 全人 
民 的 組織の 奇潰 をし めさなければ ならない。」 (レ ーニン 『遠方からの 手紙』) 

レー ニンは 四月 三日 夜、 ペトロ ダラ— ドに ついた。 フィンランド 駅と 駅 まえ 広場には、 数千 人の 労働者、 陸 
海軍の 兵士が 集まって レー ニンを むかえた。 レ 11 ンが 客車から 降り たったと き、 大衆の 喜びは 言葉では とて 
もい い あらわせなかった。 大衆は、 自分たち の 指導者 レ— ーーン を 胴上げに した まま 駅の 大ホー ルに つれていっ 
た。 そこでは メンシェビキの チへ イゼと スコベレフが ペトロ ダラ I ド •ソビエトを 代表して 「歓迎」 の あいさ 
つを のべは じめ た。 かれらは、 レ丨- ーンが かれらと 「同一の ことば」 を 見いだ す ことを 「希望す る」 といった。 
だが、 レ 丨- ーン はかれら に とりあわず、 そばを すどおりして 労働者、 兵士 大衆のと ころに いき、 装甲車の うえ 
から、 あの 有名な 演説を おこない、 社会主義 革命の 勝利を かちとる ための 闘争を 大衆に 呼びかけた。 「社会 主 
義 革命 万歳！」 —— レー ニンは、 ながい 亡命生活の のちのは じめ ての 演説を こう 結んだ。 

ロシアに 着いて から、 レーニ ンは 、全 精力を 革命の 仕事に かたむけた。 到着の 翌日、 レ 11 ンは ボリ シェピ 
キの 集会で、 戦争と 革命に ついての 報告を おこない、 ついで ボリ シヱ ビキの ほかに メンシ ュ ビキも 出席して い 
る f 3x で、 その 報告の 大綱を かさねての ベた。 

これが 有名な レ丨- ーンの 四月 テー ゼ であり、 この テ ー ゼは 党と プロレタリア 階級に、 ブル ジョア 革命から 社 
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4 主義 革命へ 移行す る 明確な 革命的 路線を あたえた ので ある。 

レー ニンの テ— ゼで は、 革命に とって、 党の その後の 仕事に とって、 巨大な 意義を もつ ものであった。 革命 
.は 国の 全 生活の なかでの 最大の 転換で あり、 だから、 ッァ ー 制度を 倒した あとの、 闘争の あらたな 条件の もと 
.で、 大胆に 確信を もって あたらしい 道を 前進す るた めには、 あたらしい 方向を 定める ことが 党に とって 必要で 
あった。 レーニ ンの テーゼ は、 党に そのよぅな 方向を さししめした。 

レ ー ーー ンの 四月 テ— ゼ は、 ブルジ ョア 民主主義 笮命 から 社会主義^^ への 移行、 革命の 第一 段階から 第二 段 
皤 、つまり 社会主義 革命の 段階への 移行の ための、 党の 闘争の 天才 的な 計画を 規定した。 党の これまでの 全歴 
史に よって、 党は この 偉大な 任務 遂行の 準備を ととのえて いたので ある。 はやく も 一九 〇五 年、 レー ニンは、 
『民主主義 革命に おける 社会民主党の 二つの 戦術』 のなかで、 ッァ— 制度を 打ち倒した のち、 プロレタリア 階 
級は 社会主義 f の 実現に 移行す るであろぅ とのべた。 テ I ゼのな かでの あたらしい 点は、 テ ーゼが 、社会 主 
義 革命への 移行に 着手す るた め、 理論に 裏 づ けられた 具体的な 計画を あたえた ことに ある。 

経済の 分野では、 移行の 方策は つぎの 諸 点に 要約され た。 地主の 土地を 没収して すべての 土地を 国有に する 
こと、 すべての 銀行を 併合して ひとつの 国立銀行 とし、 労働者 代表 ソビ H 卜が これを 監督す る こと、 社会の 生 
產 、生産物の 分配にたい して 監督す る こと、 これらの 点で ある。 

政治の 分野では、 議会 制 共和国から ソビ H 卜 共和国に 移行す る ことを、 レー ニンは 主張した。 これは、 マル 
クス 主義の 理論と 実践の 面での 重大な 前進で あっ •た。 これまで マルクス主義の 理論家たち は、 議会 制 共和国 
を、 社会主義へ 移行す るた めの もっとも よい 政治 形態 だとみ なして きた。 いまや レーニ ンは 、資本主義から 社 
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会 主義への 過渡期に おける 社会の 政治 組織の もっとも よい 形態と しての ソビ H 卜 共和国を もって、 議会 制 共和 
国に おきかえる ことを 主張した ので ある。 

テ— ゼに はこうの ベら れて いる。 「ロシアに おける 現在の 時点の 特徴は、 プロレタリア 階級の 自覚 性 
と 組織 性が 不十分であった ため ブル ジョア 階級の 手に 権力を あたえた 套 の 第一 , i 階から、 プロ レ タリ 
ア 階級と 農民の もっとも 貧しい 層に 権力を あたえなければ ならない 革命の m- 二 段階への 移行に ある。」 
(レ 1 ーン 『現在の 革命に おける プロレタリア 階級の 任務に ついて』) 

さらにこう 述べて ある。 

「議会 制 共和国ではなくて —— 労働者 代表 ソビ H 卜 から 議会 制 共和国への 復帰は 一歩 後退で ある 一 ： 
全国に わたって 下から 上まで、 労働者 •雇 農 •農民の 代表に よって 構成され るソビ H 卜の 共和国で なく 
ては ならない。」 (前掲 書) 

レ！ ニ ンは こうのべ ている。 戦争は、 あたらしい 臨時政府の もとで も、 依然として、 略奪 的な、 帝国主義的 
な 戦争で ある。 党の 任務は、 大衆に この 点を 説明 するとと もに、 脅迫的な 講和に よってでは なく、 ほんとうの 
民主的な 講和に よって 戦争を おわらせようと するなら、 ブルジ ョア 階級を うちたおさなければ だめ だとい うこ 
とを、 大衆には っきり 指し示す ことで ある。 

臨時政府にたい する 態度の 問題で レ ー -I ンのだ した ス P 丨ガン は、 「臨時政府に いかなる 支持 も あたえる 
な！」 であった。 

つぎに、 レーニ ンはテ ー ゼのな かで こう 指摘した。 われわれの 党は ソビエトの なかで さしあたり まだ 少数で 
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あり、 そこで 支配して いるのは、 ブロ レ タリア 階級の なかに ブルジ ョア 階級の 影響を もちこんで いる メン シェ 
ビキと 社会 革命 党の 連合で ある。 したがっ て、 党の 任務は つぎのと おりで ある。 

「労働者 代表 ソビニ トが 革命 政府の ただ 一つの 可能な 形態で あると いう こと、 したがって、 この 政府 
がま だ ブル ジョア 階級の 影響の もとに あるかぎり、 われわれの 任務は、 辛抱 づ よく、 系統的に、 根気よ 
く、 とりわけ 大衆の じっさいの 必要に 合致した かたちで、 かれらの 戦術の あやまりを 説明す る ことの ほ 
かには ありえな いという ことを、 大衆に 説明す る こと。 われわれが まだ 少数で あるかぎり、 われわれは 
あやまりの 批判と 解明と いう 仕事を 進め、 同時に、 すべての 国家権力を 労働者 代表 ソビ H 卜に うつす 必 
要が ある ことを 宣伝す る。 . 」 ( 前掲 書) 

この ことは、 レ 11 ンが 、その 時点で ソビエトの 信任を かちえて いた 臨時政府にたい して 蜂起す るよう に 呼 
びかけ ないで、 この 政府の 打倒を 主張し ないで、 説明 活動と 力を 結集す る 活動と によって ソビエトの なかで 务 
数を 獲得し、 ソビエトの 政策を かえさせ、 ソビエトを つうじて 政府の 構成と 政策を かえさせる ように 努力した 
ことを 意味す る。 

これは、 革命の 平和的 発展を めざす 方針であった。 

さらに、 レー ニンは、 「よごれた シャッ」 を 脱ぎす てること、 つまり、 「社会民主党」 という 名称を すてる 
ことを 要求した。 第ニ ィンタ— ナショナルの 諸 党 も、 ロシアの メンシェビキ も、 社会民主党と 自称して いた。 
この 名称は、 日和見主義 者に よって、 社会主義の 裏切り者 どもに よって、 けがされ、 恥ずかし めら れ ていた。 

レ ー ニ ンは 、マルクスと エンゲルスが その 党に 名 づけた ように、 ボリ シヱ ビキ 党を 共産党と 呼ぶ ことを 提案し 
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た。 ボリ シ H ビキ 党の 終局の 目的は 共産主義の 達成で あるから、 この 名称は、 科学的に いっても 正しい。 人類 
は、 資本主義から 直接には 社会主義に 移行し うる だけで ある。 すなわち、 生産 手段の 公有と、 各人の 労働に 応 
じた 生産物の 分配に 移行し うる だけで ある。 レーニ ンは いっている。 われわれの 党は、 もっと 遠くを みとおし 
ている。 社会主義は、 かならずやし だいに 共産主義に 転化して いくにちが いないし、 共産主義の 旗のう えに か 
かれて いるのは、 「各人は 能力に 応じて、 各人には その 要求に 応じて」 である、 と。 

最後に、 レ ー ニンは その テ I ゼ のなかで、 あたらしい ィンタ ーナシ .ョナ ルの 創設、 日和見主義に 汚染され な 
い ' 社会 排外 主義に 汚染され ない 第三の、 共産主義 ィンタ ーナシ ョ ナルの 創設を 主張した。 

レーニ ンの テーゼ は、 ブルジ ョァ 階級、 メンシ X ビキ 、社会 革命 党の あいだに 気違い じみた 怒号を よびおこ 
し た。 

メン シヱ ビキは 労働者に むかって、 「革命は 危険に ひんして いる」 という 簪告で はじまる 呼びかけを だし 
た。 いうと ころの 危険とは、 ボリ シヱ ビキが 権力を 労働者 •兵士 代表 ソビエトへ 移せと いう 要求を 提起した こ 
とに ある、 というの が メンシ ヱ ビキの 見解であった 0 

プレハ ーノフ は、 その 新聞 『H ジン スト ボ) 〔統一〕 に 一つの 論文を かき、 そのな かで、 レー ーー ンの 演説を 
「たわごと」 といっ た。 プレハ ー ノフ は、 「レ ーニン ただ 一人が 革命の そとに とりのこされる だろう が、 われ 
われは われわれの 道を あゆむ だろう」 といった メンシ X ビキの チへ ィゼ のこと ばを 引用した。 

四月 十四日、 ボリ シ H ビキの ペトロ グラ ー ド 全市 会議が ひらかれた。 会議は レーニ ンのテ ー ゼに賓 同し、 そ 
れを その 活動の 基礎と した。 
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その後 まもなく、 党の 各地 方 組織 もまた レ 1 ーンの テ ー ゼに 賛同した。 

何人 かの 孤立した 連中、 たとえば ヵーメ ネフ、 ルィコフ、 ピャ タ n フら のた ぐいを のぞけば、 全 党が、 この 
うえない 満足の 念を もって レーニ ンの テーゼ をう けいれ た。 

二、 臨時政府の 危機の はじまり  ボリ シ 3C ビキ 党の 四月 会議 

ボリ シ H ビキ が、 革命を ひきつづき おしひろげる 準備を 進めて いたと き、 臨時政府は 例によって 反 人民の 仕 
事を つづけて いた。 四月 十八 日、 臨時政府の 外務大臣 ミリ ュコフ は、 「全国民は 世界 戦争を 決定的な 勝利を お 
さめる まで おし 進める ことを のぞんで おり、 臨時政府は、 わが 連合国にたい して おってい る 義務を 完全に まも 
る 決意で ある」 と 連合国に 声明した。 

こうして 臨時政府は、 ッァー の 結んだ 条約に 忠誠を ちかう とともに、 「勝利の 終結」 のた めなら、 帝国主義 
が 必要と する かぎり いくらでも 人民の 血を ながさせる ことを 請け合った ので ある。 

四月 十九 日、 この 声明 (「ミリ ュ n フの 覚書」) を 労働者 や 兵士たち が 知った。 四月 二十日、 ポリシ H ビキ党 
中央委員会は、 臨時政府の 帝国主義的 政策に 抗議す るよう 大衆に 呼びかけた。 I 九 一七 年の 四月 二十日と 二十 
一日 (新暦 五月 三日、 四日)、 十万 人 以上の 労働者 •兵士の 大衆が、 「ミリ ュコフ 覚書」 にたいする 憤激の 念に 
かられて、 デモを おこなった。 旗に しるされた スロ  I ガンは、 「秘密 条約を 公表せ よ！」、 「戦争を 打倒せ よ！」、 
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「全権 力を ソビヱ トへ！ 」 であった。 労働者と 兵士は、 市の 周辺から 中心へ、 臨時政府の 所在地へ とむ かっ 
た。 ネフ スキ ー 通り やその 他のと ころでは、 ブル ジョア 階級の いくつかの グル ー プ との あいだで 衝突が おこっ 
た。 

n ル ニ ーロフ 将軍ら のよう なむき だしの 反革命 分子は、 デモの 大衆に 発砲す るよう に 呼びかけ、 そうする よ 
うに 命令 さえく だした。 だが、 部隊は このような 命令を うけても、 その 遂行を こばんだ。 

党の ペトロ グラ ー ド 委員会 メンバ ー のうちの 少数の グル I プ (バグ ダ チ* フら) は、 デモのと き、 臨時政府 
をす ぐ 打ち倒せと いう スロー ガンを かかげた。 ボリ シ h ビキ党 中央委員会は、 この スロ I ガンは はやまった、 
正しくない もので あり、 党が ソビ H 卜の 多数を 獲得す るのを 妨げ、 革命の 平和的 発展を めざす 党の 方針と あい 
いれない ものであると みなし、 このような 「左翼」 冒険 主義者の 行為を きびしく 非難した。 

四月 二十日、 二十 一日の 事態は、 臨時政府の 危機の はじまりを 意味して いた。 

これは、 メンシ ュ ビキと 社会 革命 党の 協調 政策の 最初の 重大な ひびわれであった。 

一九 一七 年 五月 二日、 大衆の 圧力に よって、 臨時政府の 成員の なかから ミリュ n フとグ チコ フが とりのぞか 
れた。 

第一 次 連立 臨時政府が 成立し、 そのな かには、 ブル ジョァ 階級の 代表者の ほかに、 メンシ X. ビキ (ス n ベ レ 
フ 、ツェレテリ) と 社会 革命 党 (チ H ルノフ、 ケレン スキ I、 その他) が くわわった。 

こうして、 メンシ H ビキ は、 一九 〇五 年には 社会民主党の 代表者が 臨時 革命 政府には いるのを 否定して おき 
ながら、 いまでは、 その 代表者が 臨時 反革命 政府には いるのは ゆるされる、 としたの である。 
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これは、 メンシェビキと 社会 革命 党が 反革命の ブル ジョア 階級の 陣営に ころがりこんだ ことで ある。 

一九 一七 年 四月 二十四日 、ポリシ S. ビキ第 七 回 (四月) 会議が ひらかれた。 これは、 党が 存在して いらい 最 
初に 公然と ひらかれた ポリシ X. ビキの 会議で あり、 この 会議は 党 史上、 その 重要性から いえば、 党大会と 同じ 
地位を 占めて いる。 

全 ロシア 四月 会議は、 わが 党が ひじょう な 勢いで 伸びて いると いう 事実を しめした。 この 会議には、 議決権 
を もった 百 三十 三人の 代議員、 審讓 権を もった 十八 人の 代議員が 参加した。 かれらは 組織され た 党員 八 万人を 
代表して いた。 

会議は、 戦争と 革命の すべての 基本的 問題に ついての 党の 路線を 討議し、 作成した。 そのな かには、 時局 問 
題、， 戦争 問題、 臨時政府 問題、 ソビ H 卜 問題、 農業 問題、 民族 問題な どが ふくまれて いた。 

レー ーー ンは その 報告の なかで、 かれが さきに 四月 テ ー ゼのな かで 提起した 論点を 発展 させた。 党の 任務は、 
r …… ブル ジョア 階級の 手に 権力を あたえた 革命の 第一 段階から 、プロレタリア 階級と 農民の もっとも 貧しい 
層に 権力を あたえなければ ならない 革命の 第二 段階への」 (レ ーニ ン) 移行を 実行す る ことに あった。 党は 社 
会 主義 革命を 準備す る 方針を とらなければ ならなかった。 レー ニンは、 「全権 力を ソビエトへ！」 のスロ ーガ 
ンを 提起し、 それを 党の もっ とも 切迫した 任務と した。 

「全権 力を ソビエトへ」 という この ス ロ I ガンの 意味は、 二重 政権、 つまり、 臨時政府と ソビエトとの 権力 
の 分 有を おわらせ、 ^: • 権力を ソビ H 卜に わたし、 地主と 資本家の 代表者を 権力 機関から 追放し なければ ならな 
い、 という ことで あつた。 
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会議は、 党の もっとも 重要な 任務の 一つが つぎの 点に ^ る ことを 承認した。 すなわち、 「臨時政府が その 性 
格から して、 地主と ブル ジョア 階級の 支配 機関で ある」 という 真理を、 大衆に うむ ことなく 説明す る ことで あ 
り、 またう その 約束で 人民を あざむき、 人民を 帝国主義 戦争と 反革命の 打騍の もとに さらして いる 社会 革命 党 
とメ ンシ H ビキの 協調 政策の 危険性を 暴露す る ことで ある。 

会議で、 ヵーメ ネフと ルイコフが レー ニンに 反対した。 かれらは 、メンシェビキの 見解を くりかえし、 ロシ 
アは 社会主義 f を 実現す る ほどには 成熟して いない、 ロシアでは ブル ジョア 共和国を 実現す る ほかない、 と 
いった。 かれらは、 党と 労働者階級は 臨時政府を 「監督」 する だけにと どまる よう 提案した 。じっさいには、 
かれら も メンシ H ビキ とおなじように、 資本主義を 維持し、 ブルジ ョア 階級の 権力を 維持す る 立場に たって い 
たので ある。 

ジノビエフ も 会議で レ 111 ンに 反対した が、 それは、 ボリ シヱ ビキ 党は ッィンメル ヮルド .a 合に とどまる ベ 
きか、 それとも この 連合と 手を切り 新しい インタ ーナシ ョナ ルを 創設すべき か、 という 問題に ついて であっ た。 
戦争の 数年が しめした ように、 この 連合は、 平和の ための 宣伝は したが、 じっさいには、 ブルジ ョア 階級の 祖 
国 防衛 派と 手を切って いな ふった。 だから、 レーニ ンは 、この 連合から 即刻 脱退して、 新しい、 共産主義 イン 
ター ナショナルを 創立す る ことを 断固 主張した ので ある。 ジノビエフは 、ッィンメル ヮルド 派と いっしよ にと 
どまる ことを 主張した。 レ 11 ンは 、ジノビエフの この 意見を 断固と して しりぞけ 、ジノビエフの 戦術は 「も 
っと も 日和見主義 的な、 有*! な 戦術」 とよんだ。 

同時に、 四月 会議は また 農業 問題と 民族 問題を も 討議した。 
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農業 問題に かんする レ ー ニ ンの 報告に もとづいて、 会議は、 地主の 土地を 没収し、 それを 農民 委員会の 管理 
にぅ つす こと、 国内の すべての 土地を 国有化す る ことにつ いての 決議を 採択した。 ボリ シヱ ビキ は、 農民を 土 
地 闘争に 呼びかけ、 そして 農民が 地主を 打倒す るのを 実際に 援助す るた だ 一つの 革命 政党は ボリ シ X. ビキ 党で 
ある ことを、® 民 大衆に 証明した。 

民族 問題に ついての スタ— リン 同志の 報告は 大きな 意義を もっていた。 レーニ ンと スタ ー リンは 革命 以前に 
帝国主義 戦争の 前夜に、 すでに、 民族 問題に ついての ボリ シ X. ビキ 党の 政策の 基礎を つくりあげて いた。 レ ー 
ニ ンと スタ ー リンは しばしば 、プロレタリア 党は 帝国主義に 反対す る 被 抑圧 諸 民族の 民族 解放 運動を 支援す ベ 
きで あると 説いた。 したがって 、ポリシ ュビキ 党は、 分立と 独立国 家の 創建までを ふくむ 民族の 自決 権を 主張 
し 通した。 中央委員会を 代表して 報告を おこなった スタ ー リン 同志が 会議で まもった のは、 まさに この 観点 だ 

った。 

レ I ニン、 スタ ー リンに 反対した のは、 ピヤ タ n フだ った。 ピヤ タコフ は、 戦争 中 も、 ブハ ー リンと いつし 
ょに なり、 民族 問題に ついては 民族 排外 主義の 立場を とっていた。 ピャ タコフ とブハ I リンは 民族自決 権に 反 
対した。 

党が、 民族 問題で 断固たる、 首尾一貫した 立場を とっていた ため、 また、 民族的 権利の 完全な 平等を 実現 
し、 あらゆる 形の 民族 抑圧 や 民族的 権利の 不平等を なくす ために 努力 奮闘した ため、 党は すべての 被 抑圧 民族 
の 共感と 支持を えたので ある。 

つぎが、 四月 会議で 採択され た 民族 問題に ついての 決議の 正文で ある。 
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「民族 抑圧の 政策は、 専制政治と 君主 制の 遣 産であって、 この 政策を 地主、 資本家、 小 ブルジ ョア階 
級が 支持して いるのは、 かれらの 階級 的 特権を まもり、 各 民族の 労働者を 分裂させる ためで ある。 現代 
帝国主義は、 弱小 民族を 征服す る 傾向を つよめつつ あり、 民族 抑圧を はげしく する 新たな 要因に なって 
いる。 

資本主義 社会に おいても 民族 抑圧を とりのぞく ことができる とすれば、 それは、 すべての 民族と 言語 
の 完全な 同権を 保証す る、 徹底して 民主主義 的な、 共和制の 国家 機構と 統治の もとで だけ、 はじめて 可 
能で ある。 

ロシアを 構成す るすべ ての 民族にたい し、 _ 由に 分立し、 独立国 家を 創建す る 権利を みとめなければ 
ならない。 このような 権利を 否定したり、 このような 権利が 具体的に 実現す るのを 保障す る 措置を とら 
ない ことは、 強奪 あるいは 領土 併合の 政策を 支持す る ことに ひとしい。 プロレタリア 階級が 民族の 分立 
権を みとめて はじめて、 さまざまな 民族の 労働者の 完全な 団結が 保証され、 諸 民族 間の ほんとうに 民主 
主義 的な 接近が 促進され る。 . 

民族の 自由 分立 権の 問題と、 あれこれの 民族が あれこれの 時機に 分立す るの が 妥当 かどう かとい う 問 
題と を、 けっして 混同して はならない。 この あとの 問題にたい して、 プロレタリア 階級の 党は、 一つ ひ 
とつの 場合に ついて、 社会 発展の 全体の 利益 および 社会主義を めざす プ 1ー レ タリア 階級の 階級闘争の 利 
益を もとにし、 まったく 独自に 解決し なければ ならない。 

党は、 広い 地域的 自治、 上からの 監督の 廃止、 国語 強制の 廃止を 要求 するとと もに、 経済的 条件、 生 
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活 慣習 的 条件 および 住民の 民族 構成な どに ついての 地方 住民 自身の 判断に ' 4 とづいて、 自治 行政 地域 お 
よび 民族 自治 地域の 境界を 決定す るよう 要求す る。 

プロレタリア 階級の 党は、 いわゆる 「文化的 民族的 自治」、 すなわち、 学校 事業な どを 国家の 所管 か 
ら 除外し、 これを 一種の 民族 議会に 移管す る ことに 断固 反対す る。 文化的 民族的 自治は、 ひとつの 地方 
に 住んで いる 労働者を、 ときには 同じ 企業では たらいて いる 労働者で さえ も、 どの 「民族 文化」 に ぞく 
し ている かにしたがって 人為的に 区分す る、 つまり、 それは、 労働者と 個々 の 民族の ブル ジョア 文化と 
のつな がりを つよめる。 ところが、 社会民主党の 任務は、 全世界の プロレタリア 階級の 国際的 文化を つ 
よめる ことに ある。 

党は、 どれ かひと つの 民族が いかなる 特権を もつ こと も、 また 少数民族の 権利にたい する いかなる 侵 
犯 も、 すべて 無効な ことを 宣言す る 基本 法規を、 憲法に くわえる ことを 要求す る。 

労働者階級の 利益は、 ロシアの すべての 民族の 労働者を 統一され た プロレタリア 階級の 諸 組織 I 政 
治 的、 労働組合 的、 協同組合 的、 教育的、 その他の 組織に 融合させる ことを 要求して いる。 このように 
諸 民族の 労働者を 統一され た 諸 組織に 融合 させて はじめて、 ブロ レ タリア 階級は、 国際 資本と ブル ジョ 
ア 民族主義にたい して 勝利の 闘争を おこなう ことができる。」 (『ソ連 共産党 C ホ) 決議 集』、 第一 部) 
こうして、 四月 会議に おいて、 カ ー メ ネフ、 ジノビエフ、 ピャ タコフ 、ブハ I リン、 ルイコフ および その 少 
数の 同調者た ちの、 日和見主義 的な、 反 レー ニン 的な 路線が 暴露され たので ある。 

会議は 一致して レー ニンの 主張を 擁護し、 すべての 重要 問題に おいて はっきりした 立場を とり、 社会主義 革 
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命の 勝利に むかぅ 路線を あゆんだ。 

三、 首都での ボリ シヱ ビキ 党の 成功  前線に おける 臨時政府 軍の 
攻撃の 失敗  労働者、 兵士の 七月 デ モンス トレ— シ ョンの 弾圧 

四月 会議の 決定に もとづいて、 党は、 大衆を 獲得し、 戦闘的 精神で 大衆を 教育し 組織す るた めの 大々 的な 活 
動を 展開した。 この 時期の 党の 路線は、 辛抱 づ よく ボリ シヱ ビキの 政策を 説明し、 メンシ X. ビキと 社会 革命 党 
の 協調性を 暴露す る ことによって、 この 両 政党を 大衆から 孤立 させ、 ソビエトの なかで 多数を 獲得す る ことに 
あった。 

ソビ ニト での 活動の ほかに、 ボリ シ H ビキ は、 労働組合 や 工場 委員会に おいても 大いに 活動した。 

とりわけ、 軍隊の なかで ポリシ X. ビ キは大 々的に 活動した。 いたるところに 軍事 組織が できあがりは じめ 
た。 ボリ シ H ビキは 前線で も 後方で も 陸海 軍の 兵士を、 ぅまず た ゆまず 組織して いった。 ポリシ H ビキの 前線 
新聞 『アコー プ ナヤ •プラゥダ』 〔塹壕の プラゥダ〕 は、 兵士を 革命 化する 仕事で、 とりわけ 大きな 役割を は 
たした。 

ポリシ X. ビキ のこの 宣伝 扇動 活動の 結果、 革命の 最初の 数 力 月の あいだに、 多くの 都市で 労働者は ソビエト 
を、 とくに 地区 ソビエトを 改選し、 そこから メンシ ヱ ビキと 社会 革命 党を 追い出し、 その代わりに ボリ シェピ 


305 


キ 党の 支持者を 選出した。 

ボリ シ H ビキの 活動は すばらしい 成果を あげた。 とくに ペトロ ダラ I ドでは そうだった。 

一九 一七 年の 五月 三十日から 六月 三日まで 、ペトロ グラー ドエ 場 委員会 会議が ひらかれた。 この 会議に 出席 
した 代議員の うち 四 分の 三が ポリシ X ビキを 支持した。 ペトロ グラ ー ドの プロレタリア 階級は、 その ほとんど 
が、 「全権 力を ソビエトへ！」 という ボリ シヱ ビキ のスロ ー ガンを 支持した。 

一 九 一七 年 六月 三日 (新暦 六月 十六 日)、 第 一 回 全 ロシア •ソビエト 大会が ひらかれた。 ボリ シ * ビキ は、 
まだ、 ソビエトの なかで 少数派で あり、 大会には わずか 百 余 名の 代議員し かいなかった のに、 メンシェビキと 
社会 革命 党 および その他の 諸 党派は 七 百— 八 百 名 もいた。 

ボリ シ H ビキ は、 第一 回 ソビユ ト 大会で、 ブルジ ョア 階級との 協調には 危険性が ある ことを 暴露し、 戦争の 
帝国主義的 性質を あばきだした。 レー ニンは 大会で 発言し、 その 発言の なかで、 ポリシ* ビキの 路線が 正しい 
ことを 証明 するとと もに、 勤労者に パンを あたえ、 農民に 土地を あたえ、 平和を かちとり、 国を 混乱から ぬけ 
出させる ものは、 ソビエト 権力を おいて ほかにない とのべた。 

このと き、 ペトロ ダラ— ドの 労働者 地区では、 大 々的な 扇動 活動が おこなわれて、 デモを 組織し、 ソビエト 
大会に 種々 の 要求を だすよう 呼びかけて いた。 ペトロ ダラ— ド •ソビ H 卜 執行委員 会は、 労働者の 自発的 デモ 
を 防ぎ、 また、 自分たち の 目的の ために 大衆の 革命的 気分を 利用し ようとして、 六月 十八 日 (新暦 七月 一日) 
ペトロ グ ラ— ドで デモを おこなう ことを きめた。 メンシェビキと 社会 革命 党は、 この デモが 反ボ リシ H ビキの 
スロ  I ガンの もとに おこなわれる ことを 期待して いた。 ポリシ H ビキは 強力に この デモにたい する 準備を はじ 
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めた。 スタ ー リン 同志は 当時、 『プラゥダ』 にこう かいた。 「 …… われわれの 任務は、 ペトロ ダラ I ドの 六月 
十八 日の デモが われわれの 革命的 ス ロ— ガンの もとで おこなわれる ょうに 努める ことで ある。」 

一九 一七 年 六月 十八 日、；}^ 犠牲者の 墓前で おこなわれた デモは、 ボリ シヱ ビキ 党の 力を しめす ほんとうの 
閲兵 式と なった。 この デモは、 大衆の 革命 精神が ますます 髙まっ ている こと、 ボリ シ X. ビキ 党にたい する 大衆 
の 信頼が ますます 高まっ ている ことを しめした。 メン シヱ ビキと 社会#^ 党の だした ス ロ  I ガン、 すなわち、 
臨時政府を 信頼せ ょと か、 戦争は つづけなければ ならない、 といった スロー ガンは、 ボリ シ * ビキ のスロ ーガ 
ンの 大海原の なかに 没し さった。 四十 万の 参加者が かかげた デモの 旗 やの ぼり にか かれた スロ ー ガンは、 「戦 
争 打倒！」 「十 人の 資本家 大臣 打倒！」 、「全権 力を ソビエトへ！」 であった。 

この デモは、 メンシ 3: ビキと 社会 革命 党の 敗北と、 臨時政府の 首都での 敗北を しめした。 

だが、 第 I 回ソビ ニ ト 大会の 支持を うけた 臨時政府は、 ひきつづき 帝国主義的 政策を 遂行して いくこと をき 
めた。 六月 十八 日と いう この 日に、 臨時政府は ィギリス •フランス 帝国主義 者の 意志に したがい、 前線の 兵士 
を 攻擊に かり 立てた。 ブル ジョァ 階級は、 この 攻撃が f にけ りを つける 唯一の 機会 だとかん がえ た。 ブルジ 
ョア 階級は、 攻擊に 成功した 場合は、 全権 力を 自分の 手中にし、 ソビエトを おしのけ、 ボリシ 31 ビキを おしつ 
ぶそうと もくろんだ。 攻擊に 失敗した 場合で も、 ボリ シ X ビキ にす ベての 罪を おわせ、 軍隊 崩壊の 罪を ポリシ 
ェビキ にきせ る ことができる だろう。 

攻撃が 失敗に おわる であろう ことは、 うたがう 余地はなかった。 は *: • して、 攻搫は 失敗に おわった。 兵士が 
疲れき っていた こと、 なぜ 攻擊 する かを 兵士が まるで 理解して いなかった こと ' かれらとは 無縁な 指揮官を 兵 
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士が 信頼して いなかった こと、 弾丸 や 大砲が 不足して いた こと —— これらの すべてが、 前線での 攻擊の 失敗を 
もたらした。 

前線での 攻繫 、それに つづく 攻擊の 失敗の- ーュ ースは 、首都を ゆるがせた。 労働者と 兵士の 怒りは とどまる 
ところを しらな かった。 もともと、 臨時政府は、 平和 政策を 唱えながら 人民を だまして いたの だ。 もともと、 
臨時政府は、 帝国主義 戦争の 継続を 支持して いたの だ。 もともと、 全 ロシア •ソビエト 中央 執行委員 会 もべ 卜 
ログ ラ ー ド •ソビエト も、 臨時政府の 罪悪 行為と 対決す る ことな ど 考えても いなかつた し、 またで きもせ ず、 
臨時政府の シッポ について のろのろ 行く ほかなかった の だ。 

ペトロ グラー ドの 労働者と 兵士の 革命的 憤激は 最 頂点に たっした。 七月 三日 (新暦 七月 十六 日) ペトロ グラ 
1 ド 市の ブィボルグ 地区で、 自然発生 的な デモが はじまった。 この デモは まる 一日 つづいた。 個々 の デモは ひ 
ろが って、 権力を ソビエトへ、 という スロー ガンを かかげた、 共同の 壮大な 武装 デモと なった。 ボリ シヱ ビキ 
党は、 この 時点で 武装して 立ち上がる ことには 反対だった。 というのは、 革命的な 危機は まだ 熟して おらず、 
軍隊と 地方は 首都の 蜂起を たすける 用意が まだなかった し、 首都での 孤立 無援の、 そしては やまった 蜂起は、 
反：^ 勢力が 革命の 前衛を 打ち破る のを 容易に する だけ だと 考えた からで ある。 だが 当時 大衆の デモを やめさ 
せる ことができない のは あきらかになって いたので、 党は デモに 平和的な、 組織的な 性格を 帯びさせる ため、 
デ モンス トレ ー シ ョンに 参加す る ことを 決定した。 ボリ シ H ビキ 党は それに 成功した。 こうして、 何十 万の デ 
モ 参加者は ペトロ ダラ ー ド •ソビエトと 全 ロシア •ソビエト 中央 執行委員 会に むかって すすみ、 ソビエトが 権 
力を その 手に にぎり、 帝国主義的 ブルジ ョア 階級と 手を切り、 積極的な 平和 政策を 実行す る ことを 要求した。 
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デモは 平和的な 性格を おびて いたのに、 政府は デモ 参加者に 対抗させる ため 反動的な 部隊、 すなわち 士官 学 
校 生徒 隊と 将校 部隊を 出動 させた。 ペトロ ダラ ー ドの 大通りには、 労働者と 兵士の 血が おびただしくな がされ 
た。 労働者を 粉砕す るた めに、 前線から もっとも 無知な 反革命の 部隊が よびもどされた。 

メンシ X. ビキと 社会 革命 党は、 ブルジ ョア 階級 や白衛 軍の 将軍たち と 結託して、 労働者、 兵士の デモを 弾圧 
した あと、 ボリ シヱ ビキ 党に 襲い かかった。 f プラウダ』 編集局の 建物は 破壊され た。 『プラウダ』 『ソル ダ 
1 ツ カヤ •プラウダ』 〔兵士の プラウダ〕 その他 多くの ボリ シヱ ビキの 新聞が 発行 停止に なった。 労働者の ボ 
ィノ フは 町で 『リスト ーク •ブラウ ドィ』 〔小型 版 プラウダ〕 を 売った だけの 理由で 士官学校 生徒に うちころ 
れた 。赤衛 隊員の 武装解除が はじまっ た。 ペトロ グラ I ド衛戍 部隊の なかの 革命的な 部隊は 首都から 追い出さ 
され 前線に おくられた。 後方で も 前線で も 逮捕が おこなわれた。 七月 七日には レーニ ン 逮捕の 命令が 発せられ 
た。 ボリ シ H ビキ 党の 多くの 重要な 活動家が 逮捕された。 ボリ シ H ビキの 出版物を 印刷す る 「トル ー ド」 〔労 
働〕 印刷所が 破壊され た。 ペトロ ダラ ー ド 裁判所 検事の 通達には、 レーニ ンや その他 多くの ボリ シェ ビキ を、 
「反逆罪」 を おかし 武装蜂起を 組織した かどで 起訴す ると 述べられて いた。 レーニ ンにた いする 告発は、 スバ 
ィと 挑発 者の 証言を もとにして デ-ー キン 将軍の 司令部に おいてで っち あげられた ものである。 

このように して、 ツェレテリと スコベレフ、 ケレン スキ I と チェルノフの ような メン シヱ ビキや 社会 革命 党 
の 著名 人たち がは いっていた 連立 臨時政府は、 あからさまな 帝国主義と 反革命の 泥沼に ころがりこんで いっ 
た。 臨時政府は、 平和 政策を とる のでは なしに、 戦争 継続の 政策を 実施す るに いたった。 臨時政府は、 人民の 
民主的 権利を 保護す るので はなしに、 これら 権利を 解消し、 そして 武力で 労働者、 兵士に 制裁を くわえる 政策 
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を 実施す るに いたった。 

ブル ジョァ 階級の 代表者 グチコフと ミリ ュコフ さえ あえてし なかった ょぅな ことを、 「社会主義者」 のヶレ 
ン スキ ー とッ H レ テリ、 チヱ ルノフと スコベレフが やつての けたので ある。 

二重 政権は、 終わりを つげた。 

終わりを つげた 結果は、 ブル ジョァ 階級に とって 有利だった。 なぜなら、 全権 力が 臨時政府の 手に ぅつり、 
社会 革命 党と メン シヱ ビキの 指導す る ソビエトは 臨時政府の 付属物に なって しまったから である。 

革命の 平和的 時期は 終わりを つげた。 なぜなら、 日程に のぼって きたのは、 銃剣であった からで ある。 
情勢が かわったので、 ボリ シヱ ビキ 党は その 戦術を かえる ことに 決定した。 党は 地下に うつり、 その 指導者 
レー ーー ンを 地下 ふかく もぐらせる とともに、 武力で ブルジ ョア 階級の 権力を うちたおし、 ソビ H 卜 権力を うち 
たてる ために、 蜂起の 準備に とりかかった。 


四、 ボリ シ H ビキ 党の 武装蜂起 準備の 方針  第 六 回 党大会 

ブル ジョア 階級、 小 ブルジ ョア 階級の 出版物からの 気ち がいじみ た 攻撃と いぅ 状況の もとで、 ボリ シヱ ビキ 
党は ペトロ ダラー ドで 第 六 回 大会を ひらいた。 この 大会は、 第五 回 ロンドン 大会から 十 年後、 そして ポリシ* 
ビキの ブラ ー グ 会議から 五 年後に ひらかれた ものである。 大会は 非合法に ひらかれ、 一九 一七 年 七月 二十 六日 
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から 八月 三日まで つづいた。 新聞には、 大会の 召集が 公表され ただけ で、 大会の 場所は 明らかにされな か 〇 
た。 さいしょの 何回 かの 会議は ブィボルグ 方面で ひらかれ、 あとの 何回 かの 会議は ナルバ 門 付近の ある 学校の 
建物で ひらかれた。 ここには いま 文化 宮殿が たって いる。 ブル ジョア 新聞は 大会 参加者の 逮捕を 要求した。 刑 
事たち は 足を 棒に して 飛び まわり 大会の 会場を みつけようと したが、 とうとう さがしだせなかった。 

こうして、 ッァ ー 制度が うちたおされて 五 力 月 後には、 ボリ シヱ ビキは 秘密に 集会を もたなければ ならない 
ことにな り、 そして プロレタリア 政党の 指導者 レ丨- ーン は、 このと きには ラズ リフ 駅の そばの 掘 立 小屋に 身を 
ひそめて いなければ ならなかった ので ある。 

レーニ ンは 、臨時政府の 犬 どもに 追われて いたので 大会に 出席で きなかった が、 地下から 、ペトロ グラ I ド 
における その 戦友 や 弟子の スタ ー リン、 スペル ドロフ、 モロトフ、 オル ジョニ キッゼ をつ うじ、 大会を 指導し 
た。 

この 大会に 参加した のは、 議決権を もつ 百 五十 七 人の 代議員と、 審議 権を もつ 百 二十 八 人の 代議員で あっ 
た。 当時の 党員 数は およそ 二十 四 万人であった。 七月 三日まで、 つまり 労働者の デモが 壊滅す るまで、 ボリ シ 
H ビキが まだ 公然と 活動して いた ころには、 党は、 あわせて 四十 | の 機関紙を もち、 そのうち 二十 九は ロシア 
語で、 十二は その他の 言語で でて いた。 

ボリ シ H ビキと 労働者階級が 七月 事件で うけた 弾圧は、 われわれの 党の 影 # 力を よわめなかった だけで な 
く、 逆に、 それを 増大 させた。 地方 組織からの 代議員は、 ひじょうに 多くの 実例を あげて、 労働者 や 兵士が 大 
量に メン シヱ ビキと 社会 革命 党に 見切りを つけ、 かれらを 「社会 看守」 と 軽蔑して よんで いると 説明した。 メ 
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ンシ H ビキや 社会 革命 党の 党員であった 労磡者 や 兵士たち は、 つぎつぎに 自分の 党員 証を ひきさき、 いまいま 
しげに その 党からは なれ、 ボリ シュ ビキに 入党を 申入れ た。 

大会の 基本 問題は、 中央委員会の 政治 報告と 政治 情勢の 問題だった。 これらの 問題の 報告に あたって、 スタ 
1 リン 同志は、 ブル ジョァ 階級が あらゆる 方法で 革命を 弾圧して いるに も かかわらず、 革命は 成長し 発展して 
いる ことを、 きわめて 明確に 指摘した。 スタ ー リン 同志は、^^ が、 生産 おょび 生産物の 分配にたい する 労働 
者の 監督を 実現す る 問題、 土地を 農民に 引き渡す 問題、 権力を ブル ジョァ 階級の 手から 労働者階級、 貧農の 手 
に 引き渡す 問題を 提起して いる ことを 指摘した。 かれは、 革命は その 性質から い , V X. ば 社会主義 革命に なりつつ 
ある、 といつ た。 

七月 事件 後は、 国内の 政治 情勢が 急激に かわって きた .. 〇 •二重 政権は すでに 消えさった。 社会 革命 党と メンシ 
X. ビキの 指導す る ソビエトは、 全権 力を その 手に にぎる ことを 望まなかった。 だから、 ソビエトは 権力の ない 
ものと なった。 権力は すでに ブル ジョア 階級の 臨時政府の 手に 集中され、 この 政府は なお も ひきつづき 革命の 
武装解除を おこない、 革命の 組織を うちこわし、 ボリ シヱ ビキ 党を 破壊した。 革命の 平和的 発展の 可能性は 消 
失した。 のこされた 道は I スタ ー リン 同志は いった I ただ I つ、 すなわち、 臨時政府を 打倒し、 力づ くで 
権力を 奪取す るし かない。 だが、 力づ くで 権力を うばいとる ことができる のは、 貧農と 同盟した プロレタリア 
階級を おいて ほかには ない。 

.そのころ なお メンシ X. ビキと 社会 革命 党に 指導され ていた ソビエトは、 すでに ブルジ ョア 階級の 陣営に 転落 
してし まって いたし、 そして 当面の 情勢の もとでは、 臨時政府の 助手と いう 役割を はたしうる だけだった。 ス 
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夕 I リン 同志は いった。 七月 事件の のちは、 「全権 力を ソビ H 卜 へ」 という スロー ガンは 撤回され なければ な 
らな い。 だが、 この スロ I ガンを 暫時 撤回す る ことは、 ソビエト 権力を かちとる 闘争の 放棄を 意味す る もので 
はない。 いまい われて いるのは、 f 闘争の 機関と しての ソビエト ー般の ことではなくて、 メンシェビキ や 社 
会 革命 党に 指導され ている 正に この ソビエトに ほかなら ない、 と。 

スタ ー リン 同志は そのと きこう いった。 「革命の 平和の 時期は もはや おわり、 平和で ない 時期、 格闘 
と 爆発の 時期が 到来した。 …… 」(『 ロシア 社会 民主 労働党 (ポリシ 31 ビキ) 第 六 回 大会 讓事録 JD 
党は、 武装蜂起に むかって 前進した。 

大会では、 ブルジ ョア 階級の 影響を 反映して、 社会主義 革命の 方針に 反対す る ものが あった。 
トロツキストの プ レオ ブラ ジ H ン スキ ー は、 ロシアを 社会主義の 道に 向ける ことができる のは、 西ョ ーロツ 
パに プロレタリア 階級の 革命が おこった とき だけ だとい $ ことを、. 榷力 奪取に かんする 決議に おいて 指摘せ 

ょ、 と 提案した。 

L , 

このと き 立ち上がって この トロツキスト 的な 提案に 反対した のは、 スタ ー リン 同志だった。 

スタ ー リン 同志は こういった。 「ほかならぬ ロシアが、 社会主義の 道を きりひらく 国と なること も大 
いに ありうる …… 。われわれに 道を さししめす ことができる のは 3 丨ロッ パ 以外に ない という 古く さい 
観念は すてるべき である。 教条主義 的な マルクス主義 も あるし、 創造的な マルクス主義 も ある。 わたし 
が 主張す るのは、 あとの 方の マルクス主義で ある。」 (前掲 書) 

トロツキスト 的 立場に たって、 ブハ ー リンは、 農民は 祖国 防衛 主義 的な 気分を もって おり、 かれらは ブル ジ 
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ョア 階級と 同盟を むすんで いて、 労働者階級の あとには けっしてつ いていかないで あろう、 と 断言した。 

スタ ー リン 同志は、 ブ ハー リンの この 意見を 反駁し、 こう 証明した。 農民に もい ろい ろ ある。 すなわち、 富 
裕な 農民は、 帝国主義的 ブルジ ョア 階級を 援助して いるが、 貧農は、 労働者階級との 連合を もとめる とともに、 
労働者階級を 援助して 革命の 勝利を たたかいと ろうとして いる、 と。 

大会は、 プレ オブ ラジ X. ン スキ I とブハ ー リンの だした 修正案を 否決し、 スタ ー リン 同志の だした 決議案 :^ 
承認した。 

大会は、 ポリシ H ビキの 経済 綱領を 討議して、 それを 承認した。 この 綱領の 基本的な 要点は、 地主の 土地の 
没収、 国内の すべての 土地の 国有化、 銀行の 国有化、 大 産業の 国有化、 労働者の 生産 おょび 分配の 監督、 であ 

った。 

大会は、 生産にたい する 労働者の 監督 実現の ためにた たかう ことの 意義を 強調した。 この 監督は、 大 産業の 
国有化への 移行に あたって、 大きな 役割を はたした。 

第 六 回 大会は、 そのす ベての 決議の なかで、 プロレタリア 階級と 貧農の 同盟を 社会主義 革命の 勝利の 条件と 
みなす レーニ ンの 命題を、 とくに 力を こめて 強調した。 

大会は、 メンシ ュ ビキの 労働組合 中立 論を しりぞけた。 大会は、 ロシアの 労働者階級のに なって いる 重大 任 
務は 、労働組合が 終始 ボリ シ ュビキ 党の 政治的 指導を みとめる 戦闘的な 階級 組織で ある 場合に のみ 実現され 
る、 ことを 指摘した。 

大会は、 『青年 同盟に ついて』 の 決議を 採択した。 青年 同盟は その 当時し ばし ば 自発的に つくられて いた。 


314 


第 7 章 1917 年 4 月 一 1918 年 


党は、 その後の 活動の 結果、 これらの 青年 組織を 党の 予備軍と して 党に 結びつけて いった。 

大会は、 レーニ ンの 裁判所への 出頭の 問題を 討議した。 大会 まえ、 ヵーメ ネフ、 ルィコフ、 トロ ッキ ーら 
は、 レー ニンが 反革命の 裁判所に 出頭すべき だと いったが、 スタ I リン 同志は、 レーニ ンの 裁判所への 出頭に 
は 断固 反対して いた。 第 六 回 大会 も レーニ ンの 裁判所への 出頭に 反対し、 これは 载判な どではなくて、 私刑 だ 
とみな した。 大会は、 ブル ジョア 階級が 追求して いるのは、 ただ ひとつ、 レー ニンを その もっとも 危険な 敵と 
して 肉体的に 抹殺す る ことに ほかなら ない、 という ことを 疑わなかった。 革命的な プロレタリア 階級の 指導者 
にたいする ブルジ ョア 警察の 迫害に 抗議 するとと もに、 レ 11 ン にあい さつの ことばを おくった。 

第 六 回 大会は、 あたらしい 党規 約を 採択した。 党規 約では、 党の すべての 組織は 民主 集中 制の 原則に もとづ 
いて 建設され なければ ならない、 という ことが しめされて いた。 

その 意味は つぎのと おりで ある。 

⑴上 から 下までの すべての 指導 機関は 選挙され る こと。 

⑵ 党の 諸 機関は、 定期， 的に その 当該 党 組織に 報告を おこなう こと。 

⑶党 規律を 厳格に し、 少数は 多数に したがう こと。 

⑷ 下級 機関 および 全 党員は、 上級 機関の 決議に よって 無条件に 拘束され る こと。 

党規 約には、 入党 者は 二 名の 党員の 推薦に もとづき、 党 組織の 総会で 承認され たのち、 地方 党 組織に より 入 
党が ゆるされる、 と 規定され た。 

第 六 回 大会は 「中間派」 〔メジ ラィ オネッ 派〕 および その 指導者 トロッキ I の 入党を ゆるした。 これは、 一 


九 一三 年い らい ペトロ グラ ー ドに 存在して、 卜 P ツキ スト •メン シ 31 ビキ や、 党から 離脱した もと ボリ シ * ビ 
キの 一部から なる、 小さい グル ー プ であった。 「中間派」 は、 戦争 中は 中道 主義の 組織であった。 かれらは ボ 
リシ ヱ ビキに 反対して たたか 〇 たが、 多くの 点では また メンシェビキ とも 一致せ ず、 だから かれらが とった の 
は、 中間 的、 中道 主義 的、 動揺 的な 立場であった。 第 六 回 党大会のと きは、 「中間派」 はすべ ての 点で ボリ シ 
ヱ ビキの 主張に 同意 するとい う 声明を だし、 入党を 許可して ほしいと もとめて きた。 大会は、 ときが たてば か 
れら もほんと うの ボ リシ * ビキに なる であろう ことを 期待して、 その もとめを かなえた。 「中間派」 の ある も 
の、 たとえば ボロダ ル スキ ー、 ゥリ ツキ— らは 、その後 ほんとうに ボリ シ X ビキ になった。 卜 P ツキ ー とその 
親しい 一部の 友人は どうかと いえば、 あとで わかった ように、 かれらの 入党の 目的は、 党の ためになる 活動を 
する ことではなくて、 党を 動揺 させ、 内部から 党を 爆破す る ことであった。 

第 六 回 大会の すべての 決議は、 プロレタリア 階級と 貧農を 武装蜂起の ために 準備す る ことにむ けられて い 
た。 第 六 回 大会は、 党を 武装蜂起の 目標と、 社会主義 革命の 目標に むかわせた。 

大会は、 その 発表した 党 宣言で、 労働者、 兵士、 農民が ブルジ ョア 階級との 決戦の ために 勢力を 準備す るよ 
う 呼びかけた。 宣言の 結びは つぎのと おりであった。 

「われわれの 戦友 諸君、 新しい 戦闘の ために そなえよ！ 挑発に のらず、 堅忍、 大胆、 平静に 力を た 
くわえ、 戦闘 隊形を つくれ！ プロレタリアと 兵士 諸君、 わが 党の 旗の もとに あつまれ！ 農村の 被 抑 
圧 者 諸君、 われわれの 旗の もとに あつまれ！」 
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五、 コル ニ ーロフ 将軍の 反革命 陰謀  陰謀の 壊滅  ぺ卜！ ーグラ 
1 ドと モスクワの ソビエトの ボリ シェ ビキ 側への 移行 

•全権 力を 奪い とった のち ブルジ ョア 階級は、 無力 化された ソビエトを 破壊し、 むきだしの 反革命 的 独裁を ぅ 
ちた てる 準備に とりかかった。 億万長者の リャブ シン スキ ー は、 「飢えに やせほそった 手 や 人民の 貧困が、 人 
民の-ー セの 友で ある 民主主義 的ソビ H 卜や 各種の 委員会の 首を しめる」 ことが、 いまの 状態からの 出路だ とみ 
とめる、 と 不遜な ことばを 吐いた。 戦線では 野戦 軍法会議と 兵士にたい する 死刑が あれくるって いた。 一九， 一 
七 年 八月 三日、 総司令官 n ル- 1 丨ロフ 将軍は、 後方に おいて 接 死刑を 実施す る ことを 要求した。 

八月 十二 日、 ブルジ ョア 階級と 地主の 勢力を 動員す るた めに 臨時政府が 召集した 国家 参議 会が、 モスクワの 
大 劇場 〔ボリ ショ ィこア アト ル〕 で ひらかれた。 この 参議 会の おもな 参加者は、 地主、 ブル ジョア 階級、 将 
軍、 将校、 n サックの 代表者たち であった。 参議 会で ソビ H 卜を 代表した のは メン シヱ ビキと 社会 革命 党で あ 
った。 

国家 参議 会 開会の 日、 ボリ シユ ビキ は、 抗議の ために モスクワで、 多数の 労働者の 参加す る ゼネストを 組織 
した。 同時に、 その他の 多くの 都市で も ストラィキが おこなわれた。 

社会 革命 党の ケレン スキ I は、 参議 会で 演説した さい、 地主の 土地を 勝手にと りあげる 農民の こころみを も 
ふくめて、 革命運動の すべての こころみを、 「鉄と 血」 の 手段に ょって 弾圧す る、 とほ こらしげ に 威嚇した。 
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反革命の コル-一 丨ロフ 将軍は、 「委員会と ソビエトを 解散せ よ」 と あけすけに 要求した。 

銀行家、 商人、 工場 主たち が、 あとからあとから 大本営 —— 総司令部は そのころ そう 呼ばれて いた —— につ 
めかけ、 コル-一 1 a フ 将軍に 会って、 金銭と 援助を 約束した。 

「同盟国」、 すなわち イギリス、 フランス 両国の 代表 も コル ニ ーロフ 将軍を おとずれ、 ぐずぐずし ないで 革 
命を おさえる 行動を とる よう 要求した。 

コル-一 1 ロフ 将軍の 反革命の 陰謀が まもなく はじまろうと していた。 

コル ニ ーロフ の 陰謀は 公然と 準備され ていた。 陰謀から 人び との 注意を そらそう として、 陰謀 者は デマを ふ 
り まき、 ボリ シヱ ビキが 革命の 半周 年 記念日 —— 八月 二十 七日に ペトロ グ ラ— ドで 蜂起す る 準備に とりかかっ 
た、 という 噂を ひろめた。 ケレン スキー を 首班と する 臨時政府は、 ボリ シ H ビキに 襲い かかり、 プロレタリア 
階級の 党にたい し テロを つよめた。 同時に、 コル-ー ー ロフ 将軍は、 軍隊を 集めた が、 それは 軍隊を ペトロ グラ 
1 ドに おくり ソビ H 卜を 解散させる とともに、 軍事 独裁の 政府を つくる ためであった。 

コル- II ロフ による この 反革命の 行動は、 事前に ケレン スキ ー と 申し あわせて やった ことだった。 だが、 a 
ル- |丨 ロフが 行動に でたち ょうど そのと き、 ケレン スキ— はにわ かに 向きを かえ、 その 同盟 者と たもと を 分か 
つ ことを 表明した。 ケレン スキ I が おそれた のは、 もし 自分の ブル ジョア 政府が いますぐ コル ニ ーロフ の 反乱 
とた もとを 分かたなければ、 人民 大衆は コル-一 丨ロフ の 反乱に 反対して 立ち上がり、 これを 粉砕した のち、 ケ 
レン スキ I の ブル ジョア 政府を もつ いでに 一掃す るだろう、 という ことだった。 

八月 二十 五日、 コル-一 丨ロフ は、 クルィモフ 将軍の 指揮す る 第三 騎兵 軍団を ぺ卜 P ダラ I ドに 進擊 させ、 自 
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分は 「祖国を すくう」 つもり だと 声明した 。コル ニ ーロフ の 暴動に こたえ、 ボリ シュビ キ党 中央委員会は、 反 
革命 勢力にたい し、 積極的に 武力で 抵抗す るよう 労働者、 兵士に 呼びかけた。 労働者は すぐに 武装して 抵抗に 
とりかかった。 赤衛隊 はこの 数日で 救 倍に ふえた。 労働組合は その 組合員を 動員した 。ペトロ グラ I ドの 革命 
的な 軍隊 も 戦闘 態勢を ととのえた。 ペトロ グ ラ— ドの まわりには 塹濠が ほられ、 鉄条網が はられ、 引込線が 撤 
去され た。 何千 名の 武装した クロンシュタットの 水兵が ペトロ ダラ ー ド 防衛に やってきた 。ペトロ グラー ドに 
進撃しつつ あった 「野蛮 師団」 へは 多くの 代表が 派遣され、 コル ニ ー n フの 行動の 意味を この 山国 育ちの 兵士 
たちに 説明した。 そのため、 「野蛮 師団」 は ペトロ グラ I ドへの 進撃を 拒否した。 同じように その他の コル ニ 
丨 P フの 部隊に も 扇動の ため 人び とが 派遣され た。 危険の あると ころには どこに も、 n ル ニ ーロフ の 反乱と た 
たかう 革命 委員会 および 闘争 本部が 設けられた。 

このと き、 びっくり 仰天した 社会 f 党と メンシェビキの 指導者たち は、 ケレン スキ ー を もふくめ て、 ボリ 
シ X ビキに 庇護を もとめて きた。 というのは、 首都に おいて n ル-ー ーロ フを擊 破で きる ただ 一つの 実際の 勢力 
は ポリシ H ビキだ という ことを、 かれらは 認めて いたから である。 

だが、 ボリ シ X, ビキは 大衆を 動員し コル-ー ーロフ の 反乱を やっつけた ときで も、 ケレン スキ I 政府との 闘争 
もやめ はしなかった。 ボリ シ X. ビキ は、 大衆の まえで、 ケレン スキ ー 政府を 暴露し、 メンシ H ビキと 社会 革命 
党を 暴露 •し、 かれらの 政策の すべてが、 客観的には コル •一丨 ロフの 反革命の 陰謀を 手 だすけ している と 説明し 
た。 

すべてこう した 処置が とられた 結果、 コル ニ ーロフ の 反乱は たたきつぶされた。 クルィモフ 将軍は 自殺 L 
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た。 コル ニ ーロフ とその 一味の デニキンと ル コム スキ ーは 逮捕された (もっとも、 まもなく ケレン スキ ーはか 

れらを 釈放した)。 

n ル-一 丨ロフ の 反乱が 壊滅した という 事実は、 革命と 反革命との あいだの 力関係を はっきりと あかるみに だ 
した。 それは、 将軍 連中 や 立憲 民主党から ブル ジョァ 階級のと りこに なって しまった メン シヱ ビキや 社会 革命 
党に いたる までの 反革命の 陣営 全体が、 かならず 破滅す るであろう という ことを 示した。 人民 大衆の なかでの 
かれらの 影響力が、 力に 余る 戦争を ながびかせる 政策、 そして 戦争が ながびいた ために ひきおこされた 経済的 
破綻に よっ て、 浪 こそぎ くつがえされた ことは、 あきらかと なった 0 

さらに、 コル ーー 丨ロフ の 反乱が 壊滅した という 事実は、 ボリ. シ H ビキ 党が、 革命の 決定的な 勢力にまで 成長 
し 反革命の どんな 陰謀を も 撃破で きる、 という ことを しめした。 その 当時、 われわれの 党は まだ 権力を にぎっ 
た 党ではなかった が、 コル ーー 丨ロフ の 反乱のと きには、 事実上、 権力を にぎった 勢力と して 行動した。 なぜな 
ら 労働者、 兵士は、 すこしの ためらい もな く 党の 指令を 遂行した からで ある。 

最後に、 コル 1 1 丨 P フの 反乱の 壊滅と いう 事実は、 死んで しまった かの ようにみ えた ソビエトが、 実際には 
もっとも 大きな 革命的 抵抗力を ひそめて いた ことを しめした。 ほかで もな く、 ソビエト および その 革命 委員会 
が、コルニ.1ロフの軍隊の進路をはばみ、これらの軍隊の力をうちくじいたこ_とは、うたがう余地もなかっ 
た。 

コル ニ ーロフ の 反乱にたい する H 争は、 しおれ かけて いた 労働者 •兵士 代表 ソビエトを、 ふるいたたせ、 協 
調 政策の くびきから 解放し、 革命 閼 争の 大道に ひきいれ、 ボリ シ H ビキ 党の 側に 移行 させた。 
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ボリ. ゾ* ビキの 影 ® 力は、 ソビエトの なかで かつてない ほど 増大した。 

ボリ シヱ ビキの 影響力は、 農村で もまた 増大し はじめた。 

コル ニ ーロ フの 暴動は、 地主 や 将軍 連中が、 ボリ シ H ビキと ソビエトを @ 破す ると、 すぐに 農民に おそい か 
かってく るであろう という ことを、 広範な 農民に しめした。 それで、 広範な 貧農 大衆は ますますし っかりと ボ 
リシ ヱビキ のま わりに 結集して きた。 中農に ついていえば、 かれらは、 一九 一七 年の 四月から 八月までの 時期 
には 動揺した ため 革命の 発展を さまたげた が、 コル-一 丨ロフ が 破滅した のちは、 貧農 大衆に 呼応し、 はっきり 
と ボリ シ H ビキ 党の 側に うつりは じめ た。 広範な 農民 大衆は、 かれらを 戦争から 救い出す ことができ、 地主を 
うちやぶる ことができ、 そして 土地を 農民に わたそうと している のは、 ポリシ H ビキを おいて ほかにない とい 
うこと を、 理解し はじめた。 一九 一七 年の 九月と 十月に、 農民に よる 地主の 土地と りあげ 事件が 大いに ふえ 
た。 地主の 土地を かってにた が やすこと が、 各地で みられる ようになって きた ^ 〇 さとしても、 懲罰 隊をお くっ 
て も、 革命に ふるいたった 農民を 阻止す る ことは できな かった。 

革命の 高まりが ますます K きくな ってい った。 

ソビエトの 活躍と 刷新の 時期、 そして ソビ H 卜のボ リシ ヱビキ 化の 時期が はじまった。 工場と 部隊は その 代 
表の 改選に 着手し、 ボリ シヱ ビキ 党の 代表が、 メンシ ヱ ビキや 社会 革命 党に かわって ソビエトに 選出され た。 
コル-一 I  ロフの 反乱に 勝利した 翌日、 すなわち 八月 三十 一日には、 ペトロ グラ I ド •ソビエトは、 ボリ シ H ビ 
キの 政策を 支持す ると 表明し、 チへ ィゼを 長と する メンシェビキ、 社会 党の もとの ペトロ グ ラ— ド •ソビ 
エト 幹部会は 辞職し、 道を ボリ シ X. ビキに ゆずる ことを よぎなくされ た。 九月 五日、 モスクヮ 労働者 代表 ソビ 
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エトが ポリシ* ビキの 側に うつった。 社会 革命 党と メンシ * ビキが 牛耳って いた モスクヮ •ソビエト 幹部会 も 
辞職して ボリ シュ ビキに 道を ゆずる ほかなかった。 

つまり これは、 蜂起の 勝利に 必要な 基本的 前提が すでに 成熟した という ことで ある。 

「全権 力を ソビエトへ」 のスロ I ガンが またもや 日程に のぼって きた。 

しかし これは、 権力を メンシ * ビキと 社会 革命 党の 牛耳る ソビエトに うつす という、 かつての スロー ガンで 
はなかった。 そうでは なく、 これは、 臨時政府にたい する ソビエトの 蜂起を ょびかける スロ I ガンであって、 
その 目的は、 国内の 全権 力を ボリ シェ ビキの 指導す る ソビエトに うつす ことに あった。 

協調 的な 諸 党の あいだにい ざこ ざがは じ まった。 

社会 革命 党の なかでは、 革命に 共感す る 農民に せまられて、 左翼、 すなわち 社会 革命 党 「左派」 が あらわ 
れ 、ブル ジョァ 階級との 協調 政策に 不満の 意を しめしは じめ た。 

メン シヱ ビキ のなかに も 「左派」 グル I プ 、いわゆる 「国際主義 者」 グル ープが あらわれ、 ボリ シ H ビキに 
近づきは じめ た。 

無政府主義者に ついていえば、 かれらは、 もともと 影醫 力の ほとんどない 小 グル I プだ ったが、 いまや 完全 
に 分裂して いく 〇- かの 小 グル I プにな り、 ある ものは 社会の くずで ある 窃盗犯 や 挑発 分子と 区別が つかな くな 
り、 ある ものは 「思想 的」 強盗と なり、 もっぱら 農民 や 都市の 貧民を 略奪し、 労働者 クラブから その 部屋 や貯 
金を まきあげ、 ある ものは 公然と 反革命 陣営に うつり、 ブルジ ョァ 階級の 屋敷の 隅で 自分の | 身の 生活を 立て 
た。 かれらは みなす ベての 権力に 反対で あり、 とりわけ 労働者と 農民の 革命 権力に 反対だった。 というのは、 
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かれらが人民を略奪し、民衆の財産をかすめとるのを、革命権力はけっしてゆるさないだろうことを、かれら 
ははっ きり 知っていた からで ある。 

コル ニ—  ！! フの 反乱が 壊滅した のち、 メンシ * ビキと 社会 革命 党は、 当時の 日 ましに 増大す る 革命の 高まり 
をよ わめる、 いまひとつの 試みを おこなった。 この 目的の ため、 一九 一七 年 九 丹 十二 日に、 かれらは 全 ロシア 
民主主義 会議を ひらいた。 そのな かには、 社会主義 諸 党、 協調 派の ソビエト、 労働組合、 地方自治 会、 商工 界、 
部隊の 代表者が いた。 この 会議に よって 予備 議会 (臨時 共和国 会議) がう まれた。 協調 派は、 予備 議会を 利用 
して f を 阻止 するとと もに、 国家を、 ソビエト 革命の 道から ブル ジョア 的 立憲への 道、 すなわち ブル ジョア 
議会 制への 道に 移そうと おもって いた。 だが これは、 すでに 破綻した 政治家の、 革命の 車輪を 逆転 させようと 
する、 絶望的な たくらみだった。 このような たくらみは、 失敗す るに きまって いたし、 そして、 実際に 失敗に 
おわった。 労働者た ちは、 協調 派の このような 議会 ごっこを あざわらった。 かれらは、 予備 議会を 「銭湯の 脱 
衣 場」 とよんで ひやかした。 

ボリ シ H ビキ党 中央委員会は 予備 議会の ボィコットを 決定した。 もちろん、 予備 議会 内の、 ヵーメ ネフ や テ 
オド ロビチの たぐいが 巣くって いた ボリ シ H ビキ党 代表団は、 予備 議会から 出て いくこと を 欲しなかった。 だ 
が 党 中央委員会は かれらを 強制的に 予備 議会から 退去 させた。 

ヵーメ ネフと ジ ノビ H フは 予備 議会への 参加を 頑強に 主張した が、 その 目的は、 党を 武装蜂起の 準備から 遠 
ざけ るた めだった。 スター リン 同志は、 全 ロシア 民主主義 会議の ポリシ H ビキ党 代表団の なかに あって、 だん 
こ 予備 議会への 参加に 反対した。 かれは、 予備 議会を 「コル ニ ーロフ 反乱の 流産 児」 とよんだ。 
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レ丨- ーンと スタ ー リンは、 たとえ 短期間で も 予備 議会に 参加す る ことは 重大な あやまり だ、 と 考えた。 とい 
うのは、 これに 参加す る ことは、 予備 議会が 勤労者の ために、 実際にな にごと かを して くれる かの ような 幻想 
•を、 大衆の あいだに ふりまく おそれが あった からで ある。 

同時に、 ポリシ h ビキ は、 第二 回ソビ H 卜 大会の 開催を 根気よ く 準備し、 その 大会で 多数を 獲得し ようと 考 
えていた。 全 ロ シナ •ソビ H 卜 中央 執行委員 会に 巣くう メンシ X. ビキや 社会 革命 党が いろいろ 逃げを はった け 
れ ども、 ボリ シ H ビキ 化した ソビエトの 圧力の もとで、 第二 回 全 ロシア •ソビエト 大会は、 一九 一七 年 十月の 
後半に ひらかれる ことにき まった。 

六、 ペトロ ダラー ドの 十月 蜂起と 臨時政府 員の 逮捕  第二 回ソビ 
エト 大会と ソビエト 政府の 成立  第二 回 ソビエト 大会の 平和 法 
令と 土地 法令  社会主義 革命の 勝利  社会主義 革命の 勝利の 
原因 

ボリ シ H ビキ は、 蜂起の 準備に 力を いれた。 レーニ ンは 、すでに 二つの 首都 I モスク *7 とべ ト ログ ラ I ド 
—— の 労働者 •兵士 代表 ソビエトの なかで 多数を 獲得した ので、 ボリ シヱ ビキは 国家権力を その 手に にぎる こ 
とがで きる し、 またそう すべきで ある ことを 指摘した。 レ 1 ニ ンは 、いままでの 歩みを 総括す るに あたって、 
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「人民の 多数は われわれを 擁護して いる」 と 強調した。 レ ー ニンは、 その 論文 おょび 中央委員会と ボリ シ H ビ 
キ諸 組織に あてた 手紙の なかで、 蜂起の 具体的な 計画を さだめた。 そのな かには、 いかに 部隊、 艦隊、 赤衛隊 
を 利用すべき か、 蜂起の 勝利を 確保す るた めに ベ トログ ラ— ドの 決定的な 意義を もつ 地点を 奪取すべき か、 な 
どが さししめされて いた。 

十月 七日、 レー ーー ンは 、フィンランドから ひそかに ペトロ ダラ ー ドに 到着した。 一九 一七 年 十月 十 0、 党 中 
央委員 会は 歴史的 意義の ある 会議を ひらき、 そこで、 この 数日 中に 武装蜂起を 開始す る ことを 決定した。 レー 
ニンが 起草した 党 中央委員会の 歴史的な 決議には こうい われて いる。 

「中央委員会は つぎの ことを 確認す る。！！ シア 革命の 国際的 地位 (ドイツ 海軍に おける 蜂起、 これは 
全世界 的な 社会主義 革命が 全 m 丨ロッ パに おいて 成長して いる ことのき わだった あらわれ である こと、 
つぎに、 ロシア 革命を 絞殺す る 目的で 帝国主義 者たち が 講和を むすぶ おそれが ある こと)、 その 軍事的 
情勢 (ロシアの ブル ジョア 階級、 ケレン スキ— とその 一味が 疑い もな く ペトロ ダラ ー ドを ドイツ 軍に あ 
け わたす ことを きめてい る こと)、 プロレタリア 党が すでに ソビエトの なかで 多数を 獲得して いると い 
う 事実 —— そのほか さらに、 農民の 蜂起 や、 人民の 信頼が われわれの 党 1C うつった こと (モスクヮの 選 
挙) 、最後に、 第二の コル-一 丨ロフ 反乱が あきらかに 準備され ている こと (これまでの 軍隊の ペトロ グ 
ラ ー ドからの 転出、 n サツ ク 軍隊の ペトロ グラ ー ドへの 転入、 n サック 軍隊の ミンスク 包囲な ど) —— 
これらの すべては、 武装蜂起を 日程に のぼせて いる。 

そこで、 中央委員会は、 武装蜂起が さけられない もので あり、 完全に 熟して いると 認め、 党の すべて 
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の 組織が これを 基準と するとと もに、 この 観点に たって すべての 実際問題 (北部 州 ソビエト 大会、 ぺ卜 
P ダラ ー ドからの 軍隊の 移動、 モスクヮと ミンスクの 市民の 立ち上がり、 その他) を 討議し 解決す るよ 
ぅ 指令す る。」 (レー ニン 『ロシア 社会 民主 労働党 中央委員会 会議 〔武装蜂起に ついての 決議〕』) 

この 歴史的 意義 ある 決 護の 表決に さいし、 反対 演説を し 反対 投票した 二 名の 中央 委員が いた。 それは カーメ 
ネフと ジノビエフ である。 かれら も メンシ * ビキ とおな じく、 ブル ジョア _ 会 制の 共和国を 夢見て おり、 労働 
者 階級には 社会主義 革命を 実現す る だけの 力が なく、 まだ 権力を 奪取す るまでに は 成長して いない、 と 労働者 
階級を 中傷した。 

トロ ツキ— はこの 会議で、 決議に 公然と 反対 投票す る ことは L なかった が、 かれは 決議に 修正を ほどこす こ 
とを 提案した。 その 修正が もし 採択され たなら ば、 結果と して、 武装蜂起は 無に 帰し 失敗に 終わった にち がい 
ない。 かれは、 第二 回 ソビエト 大会が ひらかれ るまでは 蜂起を 開始して はならない と 提案した ので ある。 これ 
は 実際には、 蜂起の 仕事を ひきのばし、 事前に 蜂起の 日 どり を もらし、 この ことを 臨時政府に 予告す る ことを 
意味した。 

ボリ シ H ビキ党 中央委員会は、 ドン バス、 ゥラル、 ヘルシングフォルス、 クロンシュタット、 西南 戦線 およ 
びその 他の 地方に、 そこでの 蜂起を 組織す るた め、 それぞれ 全権を もつ 代表を 派遣した。 ゥ ォロシ ーロフ 、モ 

ロ トフ、 ジヱル ジン スキ I、 オル ジョニ キッゼ 、キ—  ロ フ 、カ ガノ ビッチ、 クイビシェフ、 フルンゼ、 ヤロス 

ラフ スキ ー および その他の 同志は、 党の 特別の 指令を ぅけ その 地方の 蜂起を 組織し にいった。 当時、 ゥラルの 
シャドリンスクの 軍隊では、 ジダ ーノフ 同志が 活動を おこなって いた。 中央委員会からの 全権 代表は、 各地の 
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ボリ シ * ビキ 組織の 指導者に 蜂起の 計画を 説明 するとと もに、 ペトロ ダラ I ドの 蜂起を いつでも 支援で きる よ 
う 万全の 用意を ととのえさせた。 

党 中央委員会の 指示に よって、 ペトロ ダラ I ド •ソビエトの もとに ^ • 事 革命 委員会が 成立し、 のち それが 合 
法的な 蜂起 司令部と なった。 

同時に、 反革命 も、 いそぎ その 勢力を かきあつめた。 将校 団は 、反革命の 「将校 同盟」 を 組織した。 いたる 
ところで、 反革命 分子は、 突攀 大隊 編成の 本部を つくった。 十月 末には、 反 f はすで に 四十 三の 突繫 大隊を 
もっていた。 聖ゲ オル ギ I 勲章 佩用 者の 突撃 大隊 も 特別に 組織され た。 

ケレン スキ— 政府は、 政府を ペトロ グラ I ドから モスクヮに うつす 問題を 提起した。 これで はっきり わかっ 
たように、 政府は、 ペトロ グラー ドの 蜂起を 未然に ふせぐ ため、 ベ トロ ダラ ー ドを ドィッに ひきわたす 準備を 
していた ので ある。 だが、 ペトロ ダラ ー ドの 労働者、 兵士が 抗議し、 ついに 臨時政府 も ペトロ ダラ I ドに とど 
まる ほかなかった。 

十月 十六 日、 党 中央委員会は 拡大 会議を ひらいた。 この 会議で スタ ー リン 同志を 長と する 党の 蜂起 指導の た 
めの 中央部が 選出され た。 党 中央部は、 ペトロ グ ラ— ド •ソビエト 軍事 革命 委員会の 指導 的中 核で あり、 事実 
上、 蜂起の すべてを 指導した。  丨 

この 中央委員会の 会議で、 投降 主義者の ジノ ビ H フとヵ ーメネ フが またもや 発言し 蜂起に 反対した。 かれら 
は、 反擊 をう ける とすぐ に 出版物のう えで 公然と 蜂起に 反対し、 公然と 党に 反対した。 十月 十八 日、 メンシ X. 
ビキの 新聞 『ノ ー バヤ •ジ —ズニ 』 〔新 生活〕 に ヵーメ ネフ、 ジノ ビ H フの 声明が 発表され たが、 それには、 
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ボリ シ H ビキが 武装蜂起を 準備して いる こと、 そして かれらは 蜂起を 冒険と 考える という ことが のべられ てい 
た。 こうして、 ヵー  メ ネフと ジノビエフは、 蜂起に ついての、 近いうちに 蜂起を おこなう ことにつ いての、 中 
央 委員会の 決定を 敵の まえで もらした ので ある。 これは 裏切り 行為であった。 レー ニンは この ことにつ いて こ 
うかいて いる。 「ヵ ー メ ネフと ジノ ビ H フは 、武装蜂起に かんする 党 中央委員会の 決定を ロ ジャン n と ケレン 
スキ ー に 引き わたした。」 レ 1-r ノは 、ジノ ビ H フと力 I  メ ネフを 党から 除名す る 問題を 中央委員会に 提起し 
た。 

革命の 敵は 裏切り者から 予告を うけた ので、 蜂起の 防止と、 革命の 指導 本部で ある ボリ シヱ ビキ 党の 撃破の 
ための 処置を、 ただちにと りは じめ た。 臨時政府は 秘密会議を ひらき、 その 会議で ボリシ * ビキ との 闘争の し 
かたを きめた。 十月 十九 日、 臨時政府は、 いそぎ 前線から 軍隊を ペトロ ダラ— ドに よびよせた。 通りと いケ通 
りには 巡察 隊が 増強され はじめた。 反革命は、 モスクヮで とくに 大きな 兵力を あつめる ことができた。 臨時 政 
府 は、 第二 回ソビ H 卜 大会 開催の 前日に" ボリ シヱ ビキ 中央委員会の 所在地で ある スモ I リ ヌィを 攻颦 、占領 
するとと もに、 ポリシ H ビキの 指導 中核を 撃破 するとい う 計画を たてて いた。 このために、 政府は 忠誠で 頼ケ 
になる とお も われる 軍隊を ペトロ ダラ ー ドに 集結 させた。 

だが、 臨時政府の 死期は もう 目の前に あった。 どんな 勢力 ももは や 社会主義 革命の 勝利の 進行を 阻止す る こ 
とはで きなかった。 

十月 二十 一日、 すべての 革命的 部隊に、 ボリ シヱ ビキに よって 革命軍 事 委員会の 政治 委員が 派遣され た。 蜂 
起 まえの 数日間、 各 部隊 や 各 工場では、 日夜 激しい 戦闘 準備が おこなわれた。 二隻の 軍艦 _ : 巡洋艦 r ァヴロ 
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1 ラ」 〔曙光〕 と 「ザ リャー •スバ ボ I ドイ」 〔自由の 朝 やけ〕 にも、 一定の 任務が あたえられた。 

トロッキ ーは 、ペトロ グラ I ド •ソビエトの 会議で 得意に なって、 蜂起の 期日、 すなわち ボリ シ H ビキが 蜂 
起を 開始す る ことにき めた 日時を もらして しまった。 ケレン スキ ー 政府に 武装蜂起を 挫折させる 機会を あたえ 
ないよぅに する ため、 党 中央委員会は 予定の 日時より 早く、 すなわち 第二 回ソビ H 卜 大会 開会の 前日に 蜂起を 
開始し、 決行す る ことを きめた。 

十月 二十四日 (新暦 十一月 六日) の 早朝、 ケレン スキ ー は 行動を 開始し、 ボリ シ H ビキ 党の 中央 機関紙 『ラ 
ボ ー チイ •プチ』 〔労働者の Ml の 発行を 停止し、 同紙の 編集局と ボリ シ 0C. ビキの 印刷所に 装甲車を 出動 させ 
る 命令を だした。 だが、 午前 十 時、 赤衛 隊員と 革命的 兵士たち は、 スタ ー リン 同志の 指令に よって 装甲車を 擊 
退 するとと もに 『ラボ ー チイ •プチ』 の 印刷所と 編集局の 防衛 措置を 強化した。 午前 十 | 時、 『ラボ ー チィ • 
プチ』 が 発行され、 それには 臨時政府の 打倒が 呼びかけら れ ていた。 それと 同時に、 党の 蜂起 中央部から ださ 
れた 指令を もとに、 革命的 兵士と 赤衛隊 との 部隊が スモ I リ ヌイに 集結した。 

蜂起が はじまっ た。 

十月 二十四日 夜、 レー -I ン が、 スモ ー リ ヌイに つき、 蜂起の 指導を みずからの 手に にぎった。 夜 ど おし 革命 
的 部隊と 赤 衛隊が スモ ー リ ヌイに やってきた。 ボリ シ * ビキ はこれ らの 部隊を 首都の 中心部に さしむけ、 臨時 
政府の 巣くぅ 冬宮を 包囲 させた。 

十月 二十 五日 (新暦 十一月 七日)、 赤 衛隊と 革命的 部隊は、 各 停車場、 郵便局、 電報局、 政府の 各省、 国立 
銀行を 占領した。 
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予備 議会は § された。 

ペトロ グラ I ド •ソビエトと ポリシ H ビキ 中央委員会が おかれて いた スモ— リ ヌィは、 革命の 戦闘 司令部と 
なり、 ここから 戦闘 指令が だされた。 

このと き、 ペトロ グラ ー ドの 労働者は、 かれらが ボリ シ * ビキ 党の 指導の もとでみ ごとに 鍛えられ ている こ 
とを しめした。 ボリシ H ビキの 活動に よって 蜂起を 準備して いた 革命的 部隊は、 戦闘 指令を 的確に 遂行し、 赤 
衛隊と 肩を ならべて たたかった。 海軍 も 陸軍に おくれをとらなかった。 クロンシュタットは ボリ シ * ビキ 党の 
トリ デと なり、 ここでは すでに 早くから、 臨時政府の 権力は みとめられて いなかった。 巡洋艦 「アゥ ロー ラ」 
は、 十月 二十 五日、 冬宮 にむ けて ぅちこんだ その 砲声に よって、 十月 二 十五 日が 新しい 紀元、 すなわち、 社会 
主義 大 革命の 紀元の 始まりで ある ことを つげた。 

十月 二十 五日 (新暦 十一月 七日)、 ボリ シ H ビキの 「ロシア 公民へ」 のよ びかけ が 発表され た。 このよび か 
けには、 ブル ジョア 階級の 臨時政府が すでにく つがえ され、 国家権力が ソビエトの 手に 帰した ことが のべられ 
ていた。 

臨時政府は 冬宮 内に 身を ひそめ、 士官学校 生徒 隊と 突擊 大隊に よって まもられて いた。 十月 二十 五日から 二 
十六 日に いたる 夜半、 革命的な 労働者、 兵士、 水兵が 突® によって 冬宮を 攻め おとし、 臨時政府 員を 逮捕 L 
た。 

ペトロ グラ I ドの 武装蜂起は 勝利した。 

一九 一七 年 十月 二十 五日 (新暦 十 | 月 七日) の 夜 十 時 四十 五分、 第二 回 全 11 シア •ソビ H 卜 大会が、 スモ ー 
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リ ヌイで ひらかれた。 そのと き、 ペトロ ダラ I ドの 蜂起の 勝利は すでに 最高潮に たっし、 首都の 権力は 事実 
上、 ペトロ ダラ ー ド •ソビエトの 手に にぎられて いた。 

ボリ シ H ビキは 大会で 絶対多数を 獲得した。 メンシ H ビキ 、ブンド 派、 社会 革命 党 右派は、 万事休すと み 
て、 大会の 活動に 参加す る ことを 拒否す る 声明を だして、 大会から 退場した。 かれらは、 ソビエト 大会で 読み 
あげた 声明の なかで、 十月革命を 「軍事的 陰謀」 と 称した。 大会は、 メンシェビキと 社会 革命 党を 非難す ると 
ともに、 裏切り者が 退場した ことによって 大会は 労働者、 兵士 代表の 真に 革命的な 大会に なった から、 かれら 
の 退場を おしむ どころ か、 逆に 歓迎す る、 と 指摘 L た。 

大会の 名に おいて、 全権 力が ソビ H 卜の 手に 帰した ことが 宣言され た。 

第二 回 ソビエト 大会の^! 言には こうのべ られ ていた。 

「労働者、 兵士、 農民の 大多数の 意志に もとづき、 労働者と ペトロ グラ I ド 守備隊の 勝利の 蜂起に も 
とづき、 本 大会は 権力を すでに この 手に にぎった。」 

一九 一七 年 十月 二十 六日 (新暦 十一月 八日) の 夜、 第二 回ソビ H 卜 大会は 平和 法令を 採択した。 大会は、 講 
和 交渉を おこなうた め、 すくなくとも 三 力 月間の 停戦 協定を ただちにむ すぶ ことを、 各 交戦国に 提唱した。 大 
会は、 すべての 交戦国の 政府と 人民に うったえ ると 同時に、 「人類の 三つの もっとも 先進 的な 民族で あり、 今 
次の 戦争に おける もっとも 大きな 参戦 国、 すなわち イギリス、 フランス、 ドイッの 自覚した 労働者たち」 にう 
ったえた。 大会は、 これらの 労働者にたい して 「平和の 事業、 同時に 勤労者、 被摊取 者の 大衆を すべての 奴隸 
状態と すべての 捧取か ら 解放す る 事業を、 順調に 6 兀遂 する」 のをた すける よう、 よびかけた。 
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同じ 夜、 第二 回 ソビエト 大会は、 土地 法令を も 採択した が、， それには、 「地主の 土地 所有 制は なんらの 補償 
なしに 即時 廃止され る」 と 規定して あった。 この 土地 法令は、 二百 四十 二の 地方の 農民の 請願書に もとづいて. 
作成され た 全 農民の 請願書を 基礎と していた。 この 請願書に もとづいて、 土地の 私的 所有の 権利は 永久に 廃止 
され、 土地の 全人 民 的 •国家的 所有に かえられた。 地主の 土地、 帝室の 土地 および 修道院の 土地は、 すべての 
勤労者が 無償で 使用して よい ことにな った。 

この 法令に もとづき、 農民は 十月 社会主義 f によって 合計 一億 五 千万 デシ ャ チン 以上の 新しい 土地を 手に 
いれた が、 これらの 土地は、 これまで 地主、 ブルジ ョア 階級、 皇族、 修道院、 教会の 手に あった ものである。 

農民は、 年々 地主に おさめる 約 五 億 金 ル ー ブルの 小作料を 免除され た。 

すべての 地下資源 (石油、 石炭、 鉱石な ど)、 森林、 水域は、 人民の 所有に うつった。 

最後に、 第二 回 全！！ シア •ソビ H 卜大 会に おいて、 最初の ソビ H 卜 政府、 すなわち 人民委員 会議が 成立し 
た。 その 委員は 全部 ボリ シェ ビキ であった。 最初の 人民委員 会議の 議長には、 レーニ ンが えらばれた。 

歴史的 意義の ある 第二 回 '/ ビヱト 大会は、 こうして おわった。 

大会の 代議員たち は、 ペトロ ダラ ー ドでの ソビエトの 勝利の 一ー ュ ー スを 広める とともに、 ソビ H 卜 権力が 確 
実に 全国に 拡がる ようにす るた め、 各地に もどって いった。 

すべての 地方で 権力が 一挙に ソビエトに うつった わけではなかった。 ソビエト 権力が ペトロ グ ラ— ドです で 
に 確立され ていたのに、 モスクヮでは なお 数日の あいだ 頑強な、 はげしい 市街戦が つづいた。 権力が モスク 
ヮ •ソビエトの 手に うつる のを さまたげよう として、 反革命の メンシ H ビキ 、社会 革命 党は 白衛 隊員 や 士官 学 
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校 生徒と いっしょに なって、 労働者、 兵士にたい し 武力 闘争を 開始した。 数日た って やっと 反乱者は うちやぶ 
られ 、モスクヮに ソビエト 権力が 確立され た。 

当の ペトロ ダラ ー ド および そのいく つかの 地区で も、 革命 勝利 後の 最初の 数日、 ソビエト 権力 打倒の くわ だ 
てが 反革命 分子に よってな された。 蜂起のと き ペトロ グラ ー ドから 北部 戦線に のがれて いた ヶレン スキ I は、 
一九 一七 年 十一月 十日、 若干の コ サック 部隊を あつめる とともに、 それを クラスノフ 将軍に 指揮 させ ペトロ グ 
ラ I ドに 進軍 させた。 一九 一七 年 十一月 十一 日、 社会 革命 党を 首領に いただく 反革命 組織 「祖国 •革命 救済 委 
員 会」 が ペトロ グラ I ドで 士官学校 生徒の 反乱を おこした。 だが、 この 反乱は たちまち 粉砕され た。 わずか 一 
日のう ちに、 十一月 十一 日の 夕方までに、 水兵と 赤衛 隊員が 士官学校 生徒の 反乱を 鎮圧して しまい、 そ L て 十 
一月 十三 日には、 また プル コボ 髙 地で クラスノフ 将軍を 擊滅 した。 レーニ ンは 、十月 蜂起のと きと おなじよう 
に、 反ソビ H 卜の 反乱 撃滅を みずから 指導した。 かれの 不屈の 精神と 勝利を 確信す る 沈着な 態度は、 大衆を 鼓 
舞し 団結 させた。 敵は 撃破され た。 クラスノフは 捕虜と なった のち、 今後は ソビ H 卜 権力に 反対す る 闘争は や 
らな い、 と 「誓い」 をた てた。 かれは この 「誓い」 によって 釈放され た。 だが、 その後 あきらかにされた よう 
に クラスノフは、 その 将軍と しての 誓いを やぶった。 ヶレン スキ ー にい たって は、 婦人服で 変装し、 「いずこ 
へと もしれ ず」 姿を くらました。 

当時、 モギリョフに あった 総司令部 でも、 ドウ ホー ーン 将軍が 反乱を 起こそうと たくらんだ。 ソビエト 政府が 
ドウ ホ ニンに、 ただちに ドィツ 軍 統帥 部と 休戦 交渉を 開始す るよう 指令した とき、 かれは 政府の 指令を 遂行す 
る ことを 拒否した。 そこで、 ソビエト 権力は ドウ ホ ニンを 罷免した。 反革命 的な 総司令部は 壊滅 させられ、 そ 
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のさい ドゥ ホ ニ ンは 、かれに 反旗を ひるがえした 兵士たち によって うちころされた。 

たれ しらぬ ものの ない 党内の 日和見 主義者の カーメ ネフ、 ジノビエフ、 ルイコフ、 シリ ャプニ コフ その他の 
もの も、 ソビエト 権力への 襲擊 をはかろう とした。 かれらは 「同質の もの ばかりの 社会主義 政府」 をつ くり、 
十月革命に よっ て 打倒され たばかりの メンシェビキと 社会 革命 党に も 参加させる ことを 要求した。 一九 一七 年 
の 十一月 十五 日、 ボリ シ H ビキ党 中央委員会は、 これら 反革命 政党と 協調せ よとの 提案を しりぞける 決議を 採 
択 し、 そして カ ー メ ネフと ジノビエフを 革命の ストライキ 破りと よんだ。 十一月 十七 日、 カー  メ ネフ、 ジノ ビ 
エフ、 ルイコフ、 ミリ ュー チンは、 党の 政策に 同意で きないと して、 中央委員会から 脱退す る ことを 声明し 
た。 同日、 すなわち 十一月 十七 日、 ノ  I ギンは、 本人の 名に おいて、 また、 人民委員 会議の 委員 ルイコフ、 

ベ •ミリ ユ ー チン、 テオ ド ロビチ、 ア •シリ ャプ- 1 n フ 、デ •リャ ザノフ 、ユレ ネフ、 ラ I リンの 名に おい 

て、 党 中央委員会の 政策に 同意で きない こと、 かれら 全員が 人民委員 会議から 脱退す る ことを 声明した。 ひと 
にぎりの 臆病者の 逃亡は、 十月革命の 敵を すっかり よろこばさせた。 ブルジ ョァ 階級 全体と その 手先たち は ほ 
くそえ み、 ポリシ* ビズム が 瓦解に おちいった とわめ きたて、 ボリ シヱ ビキ 党は かならず 滅亡す ると 予言し 
た。 だが、 この ひとにぎりの 脱走 者 どもは、 いささか も 党を 動揺させる ことは できなかった。 党 中央委員会は 
かれらを、 革命からの 脱走 者、 ブルジ ョァ 階級の 手先と して 軽蔑を こめて 非難し、 そしてす ぐ 正常の 仕事に と 
りかかった。 

社会 革命 党 「左派」 はどう かとと いうと、 かれらは、 はっきりと ボリ シ X. ビキに 共鳴して いた 農民 大衆の あ 
いだに 影響力を たもとう として、 ボリ シ X ビキ とはい ざこ ざを おこさないで、 当分は ボリ シ X. ビキ との 統一 戦 
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線を 維持す る ことにき めた。 一九 一七 年 十一月に ひらかれた 農民 ソビ H 卜 大会は、 十月 社会主義 革命に よっ 
て、 かちえた すべての 成果と ソビエト 権力の すべての 法令を 承認した。 当時、 ボリ シ * ビキ は、 社会 革命 党 
「左派」 と 協定を むすび、 何人 かの 社会 革命 党 「左派」 (コレ ガヱフ 、スピリ ド ーノヮ 、プロ シャン、 シティ 
ン ベルグ) を 人民委員 会の 委員に した。 だが この 協定は、 ブレスト 講和の 調印と 貧農 委員会の 成立のと きまで 
つづいた にす ぎなかった。 そのころ 農民の あいだで 深刻な 分化が 生じ、 そして 社会 革命 党 「左派」 はます ます 
富農の 利益を 反映して、 ボリ シヱ ビキ にたい し 反乱を おこし、 ソビエト 権力に 粉碎 されて しまった。 

一九 一七 年 十月から 一九 一八 年の 一— 二月に かけて、 ソビエト 革命は 全国 各地に ひろがって いった。 広大な 
国土に おいて ソビ H 卜 権力が このように 急速に 拡大した ので、 これを レーー ーン は、 ソビエト 権力の 「凱旋 行 
進」 とよんだ。 

十月 社会主義 大革 命は 勝利した。 

社会主義 革命が ロシアに おいて、 このように 比較的た やすく 勝利を かちえた 種々 の 原因のう ち、 つぎの いく 
つかの 主要 原因を 指摘し なければ ならない。 

⑴ 十月革命が 相手に したのは、 ロシアの ブル ジョア 階級と いう 比較的 弱い、 組織的に 不備で、 政治的 経験 
にも 乏しい 敵だった。 a シアの ブル ジョア 階級は、 まだ 経済的には 強固で なく、 完全に 政府の 注文に 依存して 
いたので、 また 現状 打開の 道を 発見す るた めに 必要な 政治的な 独立性 も、 十分な 独創性 ももって いなかった。 
たとえば フランスの ブルジ ョア 階級が もっている ような、 大がか りな 政治的 かけひき や 政治的 欺瞞の 経験 もな 
ければ、 また、 たとえば イギリスの ブル ジョア 階級が もっている ような、 犬が かりなず るが しこい 妥協の 訓練 
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もうけて いなかった。 かれらは、 ついきのう までは 二月 革命で 倒れた ツァ I との 妥協を のぞんで いたが、 その 
後 権力を 手に いれる と、 すべての 基本 問題に おいて、 にくむべき ツァー の 政策を つづけて いくほ かには なに ひ 
とつ これと いう 方法を かんがえつ くこと もで きなかった。 かれらは、 ツァ ーとおなじように、 「勝つ までた た 
かう」 ことを 主張し、 国が もうこれ 以上た たかう には 力が つきはてて おり、 人民 も 軍隊 も 戦争で 疲れは てて い 
るのを、 かえりみようと はしなかった。 かれらは また、 ツァ ー とおなじように、 基本的には、 土地の 地主 的 所 
有 制を 維持す る ことを 主張し、 農民が 土地を もたず、 地主の 抑圧を 受けて 死ぬ ほどいた めつ けられて いるの 
を、 かえりみようと はしなかった。 労働者階級にたい する 政策のう えでは、 ロシアの ブルジ ョア 階級は、 ツァ 
1 以上に 労働者階級を 敵視し、 工場 主の 抑圧の 維持、 強化を はかった ばかりでなく、 大量の ロック •アゥトに 
よって このような 抑圧を たえがたい ものにして いた。 

人民が、 ツァー の 政策と ブル ジョア 階級の 政策との あいだに 大きな 差異は ない と 考えた のは もっとも であ 
り、 だから 人民は、 ツァ ー への 憎しみを、 ブル ジョア 階級の 臨時政府に ふりむけた ので ある。 

社会 革命 党と メンシ ヱビキ という 協調主義な 党が 人民の あいだで まだ かなりの 影響力を もっていた ころは、 
ブルジ ョア 階級は かれらの かげに かくれて 権力を 自分の 手に 保持す る ことができた。 ところが、 メンシ X. ビキ 
と 社会 f 党が、 帝国主義的 ブル ジョア 階級の 手先で ある ことを さらけだ してし まい、 そのため 人民の あいだ 
で 影響力を うしなって しまって からは、 ブル ジョア 階級と その 臨時政府は、 宙に ういて しまったの である。 

⑵ 十月革命を 指導した のは、 ロシアの 労働者階級 という ^ 的な 階級、 すなわち、 それは、 戦闘の なかで 
きたえられ、 短期間に 二つの 革命を へ、 そして 第三 次 革命の 前夜に おいて、 平和、 土地、 自由、 社会主義の た 
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めの 人民の たたかいに おける 指導者と しての 威信を 獲得して いた 階級であった。 ロシアの 労働者階級 のよう 
な、 人民に 信頼され る 値う ちの ある 革命の 指導者が いなかったなら、 労働者と 農民の 同盟 もなかった であろう 
し、 こういう 同盟がなかったなら、 十月革命が 勝利を おさめる ことは できなかった であろう。 

⑶ ロ シアの 労働者階級は、 革命に さいして、 農民 人口の 絶対多数を しめる 貧農と いう 重要な 同盟 者を もっ 
ていた。 「通常」 の 発展の 数十 年の 経験に もまった く 匹敵す ると いってよ いこの 八 力 月の 革命の 経験は、 勤労 
農民 大衆に とって、 むだではなかった。 この 期間、 かれらは、 ロシアの すべての 政党を 実地に ためす とと も 
に、 立憲 民主党 も、 社会 革命 党 も、 メンシェビキ も、 農民の ために ほんきで 地主と たたかい、 農民の ために 血 
をな がす ことは ありえない という こと、 ロシアでは、 地主と つながりが なく、 そして 地主を 打倒して 農民の も 
とめる ものを みたそうと 決意して いるた だ 一つの 党 —— それは ボリ シヱ ビキを おいて ほかには ない、 という こ 
とを 確信す る ことができた。 このような 状況が ブロ レ タリア 階級と 貧 避の 同盟の 実際的な 基礎に なった ので あ 
る。 労働者階級と 貧農との 同盟と いう 事実は また、 中農の 行動を も 決定した。 中農は、 十月 蜂起の 前夜に なっ 
て やっと 貧農に 呼応し、 ほんとうに 素 の 側に うつって きたが、 それまでは ながいあいだ 動揺して いたので あ 
る 0 

このような 同盟な しには、 十月革命が 勝利を かちとる ことは できなかった であろう ことは、 もとより 証明を 
必要と しない。 

⑷ 労働者階級を 指導した のは、 ボリ シヱ ビキ 党と いう、 政治 闘争の 試練を へた 党であった。 ボリ シュ ビキ 
党の ように、 人民を 決定的な 突擊 にみ ちび くに 足る ほど 勇敢な、 また 目的への 途上で ありと あらゆる 暗礁を 避 
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けて 通る に 足る ほど 慎重な 党、 こういう 党 だけが、 多種多様な^^ 運動、 すなわち 平和を かちとる 一般 民主 運 
動、 地主の 土地を 奪取す る 農民の 民主 運動、 民族の 権利 平等を かちとる 被 圧迫 民族の 民族 解放 運動、 および ブ 
ル ジョア 階級を 倒し、 プロレタリア 階級の 独裁を 打ち立てる ための プロレタリア 階級の 社会主義 運動を、 たく 
みに ひとつの 共同の 革命の 奔流に 合流させる ことができた ので ある。 

このような さまざまな 革命運動の 流れを 全体として 一つの、 共同の、 雄大、 強力な 革命の 巨 流に 合流 させた 
ことが、 ロシアに おける 資本主義の 運命を 決定した という ことは、 うたがいない。 

⑸ 十月革命は、 帝国主義 戦争が まだた けな わで あり、 主要な ブルジ ョア 国家が 二つの 敵対す る 陣営に 分裂 
し、 たがいに 戦争に 忙殺され、 そ L てた がいに 弱め あっていた ので、 「ロシア 問題」 に 真剣に 干渉し、 十月 革 
命に 積極的に 反対の 行動を とる ことができなかった 時点で、 開始され たので ある。 

このような 状況が 十月 社会主義 革命の 勝利を 著しくた やすくした ことは、 うたがいない。 

七、 ソビエト 権力を かためる ための ボリ シヱ ビキ 党の 闘争  ブレ 
スト 講和  第 七 回 党大会 

ソビエト 権力を かためる ためには、 旧来の ブル ジョア 階級の 国家 機関を 破壊、 打破し、 それを 新しくう ちた 
てられた ソビエト 国家 機関に かえなければ ならなかった。 つぎに、 身分 制度の 残り かすと 民族 抑压の 制度を 破 
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壊し、 教会の 特権を なくし、 反革命の 出版物 および あらゆる 種類の、 合法、 非合法の 反革命 組織を 駆逐し、 ブ 
ル ジョア 階級の 憲法 制定 議会を 解散し なければ ならなかった。 最後に、 土地の 国有を 実施した のち、 すべての 
大 産業を も 国有に し、 その あとで 戦争状態から 抜け出して、 ソビ K 卜 権力を かためる のに 最大の さまたげ とな 
っていた 戦争を おわらせなければ ならなかった。 

すべて これらの 措置は、 一九 一七 年末から 一九 一八 年中の 数 力 月の あいだに 実現され た。 

社会 革命 党と メンシェビキが 組織した 旧 内閣 各省の 官吏の サボ タ I ジュは うちやぶられ、 粛清され た。 旧来 
の 各省は 廃止され、 それに かわって ソビエトの 管理 機構と それぞれの 人民委員 部が あらたに 設立され た。 全国 
の 産業を 管理す る ものと して 国民経済 最髙 委員会が 設立され た。 反^^ や サボ タ ージュ との 闘争の ため 全ロシ 
ア 非常 委員会が ジ* ル ジン スキ— を 責任者と して 組織され た。 赤色 陸海 軍を 創設す る 法令が 発布され た。 基本 
的には 十月革命 以前に 選出され、 そして 第二 回ソビ H 卜大 会で 採択され た 平和 法令、 土地 法令、 および 権力を 
ソビエトに うつす ことにつ いての 法令を 認めなかった 憲法 制定 議会が、 解散され た。 

封建 制の 残り かす、 身分 制の 残り かす、 および 社会生活の 各方 面に おける 不平等な 権利を 一掃す るた めに、 
身分 制の 廃止、 民族的 制 ■限と 信教の 制限の 根絶、 教会と 国家の 分離、 学校と 教会の 分離、 婦人の 同権、 および 
ロシア 国内の 各 民族の 同権に ついて、 法令が 発布され た。 

ソビ H 卜 政府が 採択した 「n シア 諸 民族の 権利の 宣言」 と 題す る 特別 決議の なかで、 ロシアの 各 民族の 自由 
な 発展、 そして 各 民族の 完全な 同権が、 法律と して さだめられた。 

ブル ジョア 階級の 経済的 力を うちやぶる ため、 そして 新しい ソビ H 卜の 国民経済を 組織す るた め、 まず 第一 
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に 新しい ソビ H 卜 産業を 組織す るた めに、 銀行、 鉄道、 対外 貿易、 商船隊 おょびす ベての 部門の 大 産業、 すな 
わち 石炭 産業、 冶金 工業、 石油 産業、 化学工業、 機械 製造業、 繊維 産業、 製糖業な どが 国有に された。 

わが国を、 財政 上の 依存と 外国 資本家の 搾取から 解放す るた めに、 ッ ァ1 や 臨時政府が 借りた すべての ロシ 
アの 外債が 破棄され た。 わが国の 諸 民族は、 略奪 戦争を つづける ために 借り、 そして わが国を 外国 資本の 借金 
奴隸の 状態に おとしいれた 負債を、 支払う ことは 欲しなかった。 

すべて これらの 処置 や、 これに 似た 処置を とった 結果、 ブル ジョア 階級、 地主、 反動的 官僚、 反革命 的 政党 
の 力は 根本から うちくだかれ、 国内に おける ソビ H 卜 権力の 地位が 著しく かたまった。 

だが、 ロシアは まだ ドイッ、 オー スト リアと 交戦 状態に おかれて いたので 、ソビエト 権力の 地位は なお 完全 
にかた まっている とはいえなかった 。ソビエト 権力を 徹底的に かためる には、 戦争を おわらせなければ ならな 
かった。 だから、 党は 十月革命の 勝利の 当初から、 平和を かちとる 闘争を 展開した ので ある。 

ソビ H 卜 政府は、 「すべての 交戦国 人民と その 政府に、 公正な 民主的な 講和に ついての 交渉を 即刻 開始す る 
こと」 を 提案した。 

だが、 「同盟国」 の イギリス、 フランスは 、ソビエト 政府の 提案を うけつけなかった。 イギリス、 フランス 
両国が 講和 交渉を 拒否した ため、 ソビエト 政府は ソビエトの 意思を 履行して、 ドイッと オー スト リアとの 交渉 
をは じめ る ことにき めた。 へ 

交渉は 十二月 三日、 ブレスト •リ •トフ スタでは じ まった。 十二月 五日、 休戦協定、， つまり 軍事行動を 一時 停 
止す る 協定が S された。 
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この 交渉は、 国民経済が 破壊を こうむり、 だれもが 戦争に つかれはて、 わが国の 軍隊が 前線から 撤退し、 前 
線は 崩壊に おちいって いると いう 状況の もとで おこなわれた。 交渉に あたって はっきりして きた こと だが、 ド 
イツの 帝国主義 者は、 旧 ツァー 帝国の 広大な 領土を うばいとろうと 努め、 ポ I ランド、 ゥクライナ、 バルト 沿 
海 諸国を ドイツの 従属国に しようと していた。 

当時の 条件の もとで 戦争を つづける ことは、 生まれた ばかりの ソビエト 共和国の 生命を 賭ける ことに ほかな 
らな かった。 そこで、 労働者階級と 農民は、 苛酷な 講和 条件を うけいれ、 当時の もっとも 危険な 強盗 ドイツ 帝 
国 主義の 目の まえで 退却し、 それに よって 息つ ぎのと きを かせぎ、 ソビエト 権力を かためる とともに、 敵の 襲 
撃から 祖国を 防衛す る ことので きる 新しい 軍隊、 赤軍を 創設し なければ ならなかった。 

すべての 反革命 分子は、 メンシ H ビキ 、社会 革命 党から もっとも 札付きの 白衛 派に いたる まで、 講和の 締結 
に 反対す る 気違い じみた 扇動を おこなった。 かれらの 路線は きわめて はっきりして いた。 かれらは、 講和 交渉 
をぶ ち こわし、 ドイツ 軍の 攻撃を 挑発し、 まだ 強国では ない ソ ビニト 権力に 打擊 をこう むらせ、 労働者、 農民 
のかち えた 成果に 脅威を あたえる ことを 望んで いた。 

かれらと 結託して このけ がら わしい 仕事を やって いたのが トロ ツキ I とその 助手 ブハー リンで あり、 当時 ブ 
ハ I リンは、 ラデック や ピャ タコフ といっ しよ に 反 党 集団を 指導して いた 〇この 反 党 集団は 自分たち を 偽装す 
るた め、 「左派 共産主義者」 集団と 自称して いた。 トロ ツキ ー と 「左派 共産主義者」 集団は、 党内に おいて レ 
丨ニン に 反対す る 猛烈な 闘争を おこない、 戦争の 継続を 要求した。 これらの 連中は、 あきらかに ドイツ帝国 主 
義 者と 国内の 反革命 分子を 手助けして いた。 なぜなら、 かれらは、 生まれた ばかりで、 まだ 軍隊を もたない ソ 
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ビエ ト 共和国を、 ドイッ帝国 主義の 打擊の もとに さらそうと はかっ ていたから である。 

これは、 左翼 的な ことばで たくみに 偽装した I 種の スパイ 的な 挑発 政策であった。 

一九 一八 年 二月 十日、 ブレスト •リ トフ スタで おこなわれて いた 講和 交渉は 中断した。 レーニ ンと スタ I リ 
ンは党 中央委員会を 代表し 講和の 締結を 主張した が、 ブレスト 講和会議に 出席して いた ソビエト 代表団の 団長 
である トロッキ ー は、 ボリ シヱ ビキ 党を 裏切り、 その 直接の 訓令に そむいた。 かれは、 ソビエト 共和国は ドイ 
ツの 要求す る 条件の もとで 講和を 締結す る ことを 拒否す ると 声明し、 また、 ドイッ 側に、 ソビ H 卜 共和国は 戦 
争を おこなわないで ひきつづき 軍隊の 復員を 実行す ると 告げた。 

これは 実に 驚くべき 行為だった。 ドイッ帝国 主義者 も 当時 ソビ H 卜 国家の 利益の 裏切り者に、 これ 以上の 要 
求は だしょう がなかった。 

ドイッ 政府は 休戦を 中断して 攻擊に 転じた。 わが国の 旧 軍隊の 残存 部隊は ドイッ 軍の 重圧に 杭し きれず 潰走 
しはじめた。 ドイッ 軍は 迅速に 進撃し、 広大な 地区を 占領し、 ペトロ グラ ー ドを 脅やかしつつ あった。 ドイツ 
帝国主義の ソビ H 卜 国土への 侵入の 目的は、 ソビ H 卜 権力を くつがえし、 そして われわれの 祖国を その 植民地 
にして しまう ことであった。 崩壊に おちいった ッァー の 旧 軍隊は、 ドイッ帝国 主義の 武装した 大 部隊には 杭し 
きれなかった。 それは、 ドイッ 軍の 打撃の もとで 潰走した。 

だが、 ドイッ帝国 主義者の 武力干渉は、 わが国に 強大な 革命の 高まりを ひきおこした。 労働者階級は、 党と 
ソビ H 卜 政府の 「社会主義の 祖国は 危機に ひんす」 というょ びかけ にこた え、 赤軍 部隊の 編成を いそいだ。 年 
若い 新しい 軍^ — ^ 革命 人民の 軍隊の 隊伍は、 完全に 武装した ドイッの 強盗 どもの 攻撃を 英雄的に 撃退した。 
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ドイッ 侵略者は ナルバと プスコフに おいて、 頑強な 反擊 にあった。 かれらの ペトロ グラ I ドへの 進擊は 阻止 さ 
れた 。ドイッ帝国 主義の 軍隊に 反撃を くわえた その 日、 すなわち 二月 二十 三日が、 年若い 赤軍の 誕生日と なっ 
た。 

すで 九 一八 年 二月 十八 日、 党 中央委員会は、 即時 講和を むすぶ ことにつ いて ドイッ 政府に 打電すべき だ 
という レ 11 ンの 提案を 承認して いた。 ドイッ 軍は、 より 有利な 講和の 条件を 確保す るた め、 攻擊 をつ づけ、 
そして 二月 二十 二日に なって ようやく ドイッ 政府は、 講和の 締結に 同意す るむ ね 表明した。 だが、 このと きの 
講和の 条件は 最初の 条件より ずっと 苛酷な ものであった。 

レ 11 ン 、スター リン、 スペル ドロフは、 講和 締結の 決定に こぎつける ため、 党 中央委員会 内で トロッキ ー 
I、 ブハー リン、 その他の トロッキストと きわめては げしく たたかわなければ ならなかった。 レー ニンは こう 
指摘した。 ブハ I リンと トロ ッキ ーは 、「実際には ドイッ帝国 主義者を 手助け するとと もに、 ドイッ 革命の 成 
長、 発展を 妨害 L- た。」 (レ ーニン 『重大な 教訓と 重大な 實任 』) 

二月 二十 三日、 中央委員会は、 ドイッ 軍司令部から だされた 条件を うけいれ、 講和条約に 調印す る ことを 決 
定した 。トロ ッキ ーとブ ハ— リンの 裏切り 行為は ソビエト 共和国に 重大な 損失を あたえた。 ポ ー ランドは いう 
におよ ばず、 ラトビア、 H ストー ーアは ドイッに 割譲され、 ウクライナは ソビエト 共和国から 切りは なされて ド 
イッの 属国 (従属国) にか えられた。 ソビエト 共和国は ドイッに 賠償金を 支払う 義務を 負わされた。 

だが、 「左派 共産主義者」 は ひきつづき レーー I ンにた いする 闘争を すすめ、 そのつど、 ますます 裏切りの 深 
みには まっていった。 
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党の モスク 7 州ビュ 1 P I は 一時 「左派 共産主義者」 (ブハ ー リン、 オシ ン スキ ー、 ヤコブ レワ、 ストゥ ー 
コフ 、マンッ ヱフ) に 占拠され ていたので、 分裂 主義 的な 決議を 採択し、 中央委員会の 不信任を 表明 するとと 
もに、 「近いうちに 党が 分裂す るのは さけが たい」 と 考える、 と 声明した。 この 決議に おいて、 「左派 共産主義 
者」 は、 こと も あろうに 反 ソビエト 的な 決定 さえ おこない、 この 決定の なかで 「国際 革命の ためには、 われ わ 
れが 、いまや 純然たる 形式的な ものに なりつつ ある ソビエト 権力を うしなうよう な ことがあっても、 それは 妥 
当で ある」 といっ た。 

レ ーニン は、 この 決議を 「奇怪き わ まる もの」 とよんだ。 

当時、 党は まだ トロ ッキ ー や 「左派 共産主義者」 のこう した 反 党 行為の ほんとうの 原因を しって はいな かっ 
た。 だが、 さきごろ 反 ソビエト 的な 「右派と トロッキストとの 同盟」 の 裁判を おこなった さい (一九 三 八 年の 
初め) はじめて 確認され たこと だが、 ブハ ー リン および かれの 指導す る 「左派 共産主義者」 集団は、 当時 トロ 
ッキ ー および 社会 革命 党 「左派」 といっ しょに ソビエト 政府にたい する 秘密の 陰謀を 組織して いたので ある。 
ブハ ー リン、 トロッキ I および その 陰謀の 仲間たち は、 ブレスト 講和条約を ぶちこ わし、 レ I ニン、 スタ I リ 
ン 、スペル ドロフを 逮捕し 殺害して、 ブハ ー リン 派、 トロッキスト、 社会 革命 党 「左派」 からなる 新 政府を 組 
織す る ことを もくろんで いたのであった。 

「左派 共産主義者」 集団は、 一方では 秘密の 反革命 陰謀を 組織 するとと もに、 他方では トロッキ I の 協力の 
もとで 公然と ボリ シ H ビキに 攻擊を かけ、 党の 分裂と 党の 隊伍の 瓦解に つとめた。 だが、 党は この 重大な 瀬戸 
ぎ わで も、 レ ー ニン、 スタ— リン、 スペル ドロフの まわりに しっかり 結集した。 党は 平和の 問題で も、 その他 
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のす ベての 問題の ばあいと おなじょうに、 中央委員会を 支持した。 

「左派 共産主義者」 集団は、 孤立に おちいり、 粉砕され た。. 

講和の 問題を 最終的に 解決す るた めに、 第 七 回 党大会が ひらかれた。 

第 七 回 党大会は 一九 一八 年 三月 六日に 開幕した。 これは、 わが 党が 権力を にぎっての ちに ひらいた 最初の 大 
会であった。 この 大会には 議決権を もつ 四十 六 人の 代議員と、 審議 権を もつ 五十八 人の 代議員が 出席した。 こ 
の 大会は 十四 万 五 千 人の 党員を 代表して いた。 だが、 実際には 当時 党員の 総数は 少なくとも 二十 七 万人は あっ 
た。 このょうな ひらきが できた のは、 この 大会が 緊急の 性質を もっていた ため、 多くの 組織は 代議員を 送る の 
がまに あわず、 また、 ドィツ 軍に 一時 占領され ていた 各地 区の 組織は、 代議員を 派遣す る ことができな かった 
からで ある。 

レ丨- ーン は、 この 大会で、 ブレスト 講和の 問題に ついて 報告し、 こうのべ た。 r …… われわれの 党内に 左翼 
反対派が 形成され たこと にと もな って 党が ぶつかっ たこの 重大な 危機は、 ロシア 革命が 遭遇した 最大の 危機の 
一つで ある。」 (レ ー ニ ン 『戦争と 講和に ついての 報告』) 

ブレスト 講和に ついての レ 1- ーンの 決議案は、 賛成 三十 票、 反対 十二 票、 棄権 四 票で 採択され た。 

.決議が 採択され た 翌日、 レー ニンは 『不幸な 講和』 のなかで こうかい ている。 

，「講和の 条件は 苛酷で あ々、 たえがたい ものである。 だが、 歴史は 結局は うまくいく であろう。 …… 
.わ. れ われの * 事は、 一に も 組織、 二に も 組織、 三 K も 組織 だ。 どんな 苦労が あろうと も、 未来は われ わ 
A の ものである。 J: (前掲 書) 
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大会の 決議には こう 指摘され ている。 ソビエト 共和国にたい する 帝国主義 国家の 軍事行動は こんご t さけが 
たいこと、 だから 大会は、 もっとも 精力 的な、 もっとも 断固たる 方法に より、 労働者、 農民の 自制と 規律の 精 
神を たかめ、 大衆が 献身的に 社会主義 祖国を まもるよう 準備し、 赤軍を 組織し、 全人 民の 普遍的な 軍事訓練を 
実行す る ことが、 党の 基本 任務で ある、 と 考える。 

大会は、 ブレスト 講和の 問題に おける レー ニンの 路線の 正し さを 確認し、 トロッキ I とブハ I リンの 立場を 
非難し、 すでに 敗北した 「左派 共産主義者」 が この 大会で ひきつづき 分裂 行動を おこなった ことを 非難した。 

ブレスト 講和の 締結に よって、 党は ソビエト 権力を かためる ため、 全国の 経済を ととのえる ため、 ときを か 
せぐ ことが 可能に なった。 

講和の 締結に よっ， て、 帝国主義 陣営 内の 衝突 (ドィッ、 ォ ー スト リアは ひきつづき 連合国と 戦争を おこな 〇 
ていた) を 利用して、 敵の勢 力を 分解 させ、 ソビエト 経済を 組織し、 赤軍を 創建す る ことが 可能に なった。 

講和の 締結に よって、 プロレタリア 階級は、 農民にたい する その 指導を 確保し、 そして 国内 戦争の時 期に 白 
軍の 将軍たち をう ち 破れる だけの 力を たくわえる ことが 可能に なった。 

十月革命の 時期、 レ丨- ーン は、 攻擊に とって 必要な 条件が そなわって いると きには、 いかに 大胆に 断固と し 
て攻擊 をし なければ ならない かを、 ボリ シヱ ビキ 党に おしえた。 ブレスト 講和の 時期、 レ 11 ンは 、敵の 力が 
あきらかに わが 方の 力に まさって いると きには、 最大の 努力を もって 敵にたい する あらたな 攻繫を 準備す るた 
め、 いかに 秩序よ く 退却し なければ ならない かを、 党に おしえた。 

歴史は、 レ ー ニ ンの 路線が まったく 正しかった ことを 証明した。 
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第 七 回 大会は、 党 名を 変更し 党 綱領を 変更す る 決議を 採択した。 V'J のとき から、 党は ロシア 共産党 (ボリ シ 
ェ ビキ) とよ ばれる ようになった。 レ 11 ンが わが 党を 共産党と よぶこと を 提案した のは、 この 名称が 党の さ 
だめた 共産主義の 実現と いう 目的に ぴったり 合致して いるから だった。  , 

新しい 綱領を きめる ため、 レー ニン、 スタ I リンら によって 構成され る 特別委員会が 選出され、 そして、 レ 
丨ニン が 作成した 草案が 党 綱領の 基礎と して 採用され た。 

こうして、 第 七 回 大会は 歴史的 意義の ある 大きな 事業を はたした。 大会は、 党に ひそんで いた 敵、 「左派 共 
産 主義者」 と トロッキストを 撃破し、 帝国主義 戦争から 脱出し、 平和、 すなわち 息つ ぎの 時期を かちとり、 党 
に 赤軍を 組織 するとき を かせがせ、 党にたい し 国民経済の なかに 社会主義の 秩序を うちたてる 任務を あたえ 
た。 

八、 社会主義 建設に 着手す る レ ー ーー ンの 計画  貧農 委員会と 富農 
の 抑制  社会 革命 党 「左派」 の 反乱と その 消滅  第五 回ソビ 
エト 大会 および ロシア •ソビ K 卜 連邦 社会主義 共和国 憲法の 採択 

ソビエト 権力は、 すでに 講和を 締結し、 息つ ぎのと きをえ たので、 社会主義 建設の 展開に とりかかった。 一 
九 一七 年 十 I 月から 一九 I 八 年 二月までの 時期を、 レー ニンは、 「資本にたい する 赤軍の 攻撃」 の 時期と よん 
だ。 ソビエト 権力は 一九 一八 年上 半期には、 ブル ジョア 階級の 経済的 力を うちやぶり、 国民経済の 重要 部門 
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(工場、 銀行、 鉄道、 対外 貿易、 商船隊な ど) を その 手に 集中し、 ••ブル ジョア 階級の 国家権力 機構を う： ち やぶ 
り、 ソビエト 権力を くつがえ そうとする 反革命の 最初の 何回 かの 企てを、 勝利のう ちに 消滅 させた。 

だが、. これでは まだまだ 不十分だった。 ひきつづき 前進す るには、 旧制度の 破壊から 新しい 制度の 建設に う 
つらなければ ならなかった。 そこで、 一九 一八 年の 春に、 社会主義 建設の 新しい 段階への 移行 一 「収奪 者を 
収奪することから 1_ 、すでにかちとった勝利を組織的にかためること.べ、ソビエト国民経済を建設することへ 
の 移行が はじまった。 レー ニンは、 社会主義 経済の 基礎の 建設に と0 かかる ためには、 息つ ぎの 時間を 最大限 
に 利用す る 必要が あると 考えた。 ボリ シ H ビキ は、 新 -L い 方式で 生産を 組織し 管理す. る ことを 学び とらな けれ 
ばなら なかった。 ボリ シ H ビキ 党は すでに ロシアを 説得した し、 ボリ シ H ビキ 党は すでに ロシアを 金 持の 手 か 
ら 奪いと って 人民に ひきわたした、 と レ ー ニンは かいたが、 いまや レ丨- ーン は、 ボリ シヱ ビキ 党は ロシアを 管 
理 する ことを 学び とらなければ ならな V と、 かたった ので ある。 

レ 1-1 ンは 、この 段階に おける 主要な 任務は、 国民経済で 生産され る ものを 登録 するとと もに、 すべての 生 
産物の 使用を 監督す る こと だ、 とかん がえ た。 当時 ロ シアの 経済では、 小 ブルジ ョア的 要素が 優勢であった。 
都市と 農村の 何百 万、 何千 万 もの 小 経営者は、 資本主義の 成長の 基盤だった。 これらの 小 経営者は、 労働 規律 
も、 全 国家的 規律 もみと めなかった。 かれらは、 いかなる 登録に も、 監督に もした がわなかった。 この 困難な 
瀬戸ぎ わに おいて、 とくに 危険だった のは、 小 ブル ジョア 階級の 投機と 小 あきないの 衝動で あり、 小 経営者、 
小 商人が 人民の 困窮に つけこんで ひともうけし ょうとす る 意図で あ --〇 た。 

そこで 党は、 生産の たるみと、 工業の 面での 労働 規律 欠如の 現象を とりのぞく ため 精力 的に たたかった。 大 
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衆が 新しい 労働 習慣を 身に つける ためには、 時間が かかった。 それで、 労働 規律の ためにた たかう ことが、 こ 
の 時期の 中心 任務と なった。 

レ 11 ンは 、工業に おいては 社会主義 競争を 展開し、 出来高払いの 賃金 制を 実施し、 賃金の 均等化に 反対す 
べき こと、 国家から 少しで も 多くと ろうとし、 ぶらぶら 怠けて いて 投機を やって いるものにたい しては、 説得 
という 教育的な 方法を とる 以外に なお、 強制の 方法 もとらなければ ならない、 と 指示した。 レー ニンは、 新し 
い 規律、 すなわち 労働の 規律、 同志的 関係の 規律、 ソビエト 的な 規律は、 何百 万、 何千 万の 勤労者の 日々 の 実 
際の 活動の なかで つちかわれる もの だ、 と 考えた。 かれはこう 指摘した。 「これらの ことには、 歴史上の 一時 
代を 必要と する だろう。」 (レ ーニン 『国民経済 会議 第一 回 大会に おける 演説』) 

..これらす ベての 社会主義 建設の 問題、 新しい、 社会主義の 生産 関係を うちたてる 問題は、 レ 11 ンに よっ‘ て 
その 名著 『ソビエト 権力の 当面の 任務』 のなかで 解明され ている。 

「左派 共産主義者」 は、 これらの 問題に おいても、 社会 革命 党 や メンシェビキと いっしょに なって、 レ 11 
ン 反対の 闘争を おこなった。 ブハ I リン や オシ ン スキ I、 その他は、 規律を つちかう ことに 反対し、 企業での 
単独 責任 制の 実施に 反対し、 工業の なかで 専門家を 利用す る ことに 反対し、 独立採算制の 実施に 反対した。 か 
れら は、 このような 政策を とる ことは 資本主義 制度に 復帰す る こと だとい って、 レ 11 ンを そしった。 同時 
に、 「左派 共産主義者」 はまた、 ロシアでは 社会主義 建設と 社会主義の 勝利は 不可能で あると いう トロッキー 
の  観点を 宣伝した。 

“T 左派 共産主義」 は 口では 「左翼 的」 な ことを いいなが ら 、その.. かげでは 規律に 反対し、 経済 生活の 国家的 


調整に 敵対し、 登録 や 監督に 反対す る 富農、 怠け もの、 投機 商人を 保護した ので ある。 

党は、 新しい ソビエトの 工業を 組織す る 問題を 解決した のち、 農村 問題の 解決に 着手した。 当時、 農村に お 
いては、 貧農の 富農との 闘争が まきおこって いた。 富與は 勢力を 結集し、 地主から とりあげた 土地を かすめと 
っていた。 貧農には 援助が 必要だった。 富農は プロレタリア 階級の 国家に 反対し、 穀物を 公定価格で 国家に 売 
り わたす ことを こばんだ。 そして、 飢餓を 利用して、 かれらは、 ソビ H 卜国 家を 脅迫し 社会主義 的 施策を やめ 
させようと した。 党は、 反 f 的な 富農を 粉砕す る 任務を 提起した。 貧農を 組織す るた めに、 そして 余剰 穀物 
を 占有して いた 富農と たたかうた めに、 労働者の 農村への 遠征が 組織され た。 

レーニ ンは その 当時こう かいた。 「労働者の 同志 諸君！ 革命が 危急の 状況に ある ことを 銘記され た 
い。 革命を すくいうる のは 諸君を おいて ほかに 誰もい ない ことを 銘記され たい。 何 万のより すぐった、 
先進 的な、 社会主義に 忠実な 労働者、 わいろを とらず 略奪を せず、 富農、 投機 商人、 暴利 商人、 収賄 者、 
提乱 者と たたかう にあたって 鉄の ような 力の だせる 労働者を、 いま まさに 必要と している ので ある。」 
(レー ニン 『ピ I テルの 労働者に あてた 電報の 下書き』) 

「穀物の ための 闘争は、 社会主義の ための 闘争で ある」 と、 レー ニンは 当時そう いった。 この ス ロ— ガンの 
もとに 労働者の 農村への 遠征が 組織され た。 そのころ、 食糧 独裁 制を 規定 するとと もに、 公定価格に よる 食糧 
買 上げの 非常 権限を 食糧 人民委員 部の 機関に あたえる いくつかの 法令が 公布され た。 

一九 一八 年 六月 十一 日の 法令に より 貧農 委員会 (コムべ ー ド) が 創設され た。 貧農 委員会は、 富農との 闘争 
で、 没収した 土地を 再分配し 農具を 分配す るう えで、 富農の もっている 余剰 食糧を 調達す るう えで、 労働者の 
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中心地 域と 赤軍に 食糧を^ i する うえで、 巨大な 役割を はたした。 富農が 占有して いた 五 千万へ クタ ー ルの 土 
地が 貧農、 中痤の 手に うつった。 富農の もっていた おびただしい 生産 手段が 没収され 貧農の ものと なった。 

貧農 委員会の 組織は、 農村での 社会主義 革命の 展開に おける いちだんとす すんだ 段階であった。 貧農 委員会 
は、 プロレタリア 階級 独裁の 農村での 拠点であった。 農民のう ちから 赤軍の 要員を 編成す る 仕事は、 その 著 L 
い 部分が 貧農 委員会を つうじて 行なわれた。 

プロレタリアの 農村への 遠征と 貧農 委員会の 組織は、 農村で ソビエト 権力を かためる とともに、 中農を ソビ 
エト 権力の 側に ひきよせる うえで、 大きな 政治的 意義を もっていた。 

一九 一八 年の すえ、 貧農 委員会は、 その 任務を まっとうして 解消され、 農村の ソビ H 卜と 合体した。 

一九 一八 年 七月 四日、 第五 回 ソビエト 大会が ひらかれた。 この 大会で、 社会 革命 党 「左派」 は 富農を 擁護し 
て レ ー ニンにたい する 猛烈な 闘争を 展開した。 かれらは、 富農にたい する 闘争を やめる ことと、 労働者 食糧 徵 
収隊の 農村への 派遣を やめる よう 要求した。 社会 革命 党 「左派」 は、 かれらの 路線が 大会の 多数から 断固 反対 
される のをみ ると、 モスクヮで 反乱を おこし、 トリ ョフ スバ チー チヱ リ スキ I 小路を 占領し、 そこから クレム 
リンを 砲撃し はじめた。 だが ボリ シ X. ビキは 数 時間のう ちに、 社会 革命 党 「左派」 のこの 冒険 行為を 鎮圧した。 
国内の その他の いくつかの 地点で も 社会 革命 党 「左派」 の 地方 組織が 反乱を おこそうと したが、 このような 冒 
険 行為は いたるところで、 たちまち 撲滅され た。 

こんにち、 反 ソビエト 的な 「右派と トロッキストとの 同盟」 の 裁判で あきらかになった ように、 社会 革命 党 
「左派」 の 反乱は、 ブハ ー リン、 トロッキ ー の 承知のう えで、 かれらの 同意を えて ひきおこされた もので あ 
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り、 そ -L て ソゼ •エト 権力にたい する ブハ ー リン 派、 トロッキスト、 社会 革命 党 「左派 1-- の 反# 的な 共同の 陰 
謀計 画の 一部分であった。： 

同時に、 のちに トロッキ ー の 手先と 九った 社会 革命 党 「左派」 の ブリュ ム キンは、 ドイッ 大使館に もぐりこ 
み、 ドイッを 挑発して わが国と 戦争させる ために モスクヮ 駐在の ドイッ 大使 ミル バッハを 暗殺した。 だが、 ソ 
ビエ ト 政府は ついに 戦争を 避け、 反革命 分子の 挑発を 挫折 させた。 

.第五 回 ソビエト 大会は、 P シア •ソビエト 連邦 社会主義 共和国 憲法、 すなわち 最初の ソビエト 憲法を 採択し 
た。  - 

要  約 

ボリ シ H ビキ 党は、. 一九 一七 年 二月から 十月に いたる 八 力 月のぅ ちに、 きわめて 困難な 問題を 解決した。 す 
なわち、 労働者階級の なかの 多数を 獲得し、 ソビエトの なかの 多数を 獲得し、 何百 何千 万の 農民を 社会主義 革 
命の 側に ひきいれた。 党は、 これらの 大衆を 小 ブル ジョア 政党 (社会 革命 党、 イン シヱ ビキ 、'無政府主義者)： 
の 影響から ひきはなし、 勤労者の 利益に 反対す る これらの 政党の 政策を 一歩い っぽ 暴露した。 ボリ シ * ビキ 党、 
は、 前線と 後方で 大 々的な 政治 活動を くりひろげ、 大衆を 十月 社会主義 革命に そなえさせた。 

この 時期の 党史に おいて 決定的 意義の ある 事柄は、 レ丨- ーンの 亡命からの 帰国、 レー -ーン の 四月 テ I ゼ 、党 
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の 四月 会議と 第 六 回 大会で ある。 労働者階級は、 わが 党の 決議の なかから、 力と 勝利に ついての 確信を くみと 
り、 革命の 重要 問題に ついての 回答を 見いだ した。 四月 会議は、 ブル ジョァ 民主主義 革命から 社会主義 革命べ 
の 移行を かちとる 闘争に 党を みちびいた。 第 六 回 大会は、 ブルジ ョァ 階級と その 臨時政府に 反対す る 武装蜂起 
へと 党を むかわせた。 

協調主義の 社会 革命 党、 メンシ 0C ビキの 党、 無政府主義者、 その他の 非 共産主義 的 政党は、 すでに その 発展 
を おえた。 すなわち、 これらの 政党は、 十月革命 以前に、 資本主義 制度の 保全と 維持を 主張す る ブル ジョァ 政 
党に かわって しまって いた。 ブル ジョア 階級を くつがえ し、 ソビエト 権力を うちたてる ための 大衆の たたかい 
を 指導した のは、 ボリ シヱ ビキ党 だけであった。 

同時に、 ボリ シェ ビキ は、 党内の 投降 主義者 ジノビエフ、 ヵ ー メ ネフ、 ルィコフ、 ブハ！ リン、 トロッキ 
1、 ピャ タ n フらが 社会主義 革命の 道から 党を そらせよう とする 企みを 粉砕した。 

ポリシ H ビキ 党に 指導され た 労働者階級は、 貧農と 同盟 するとと もに、 陸、 海軍の 兵士の 協力の もと ブル ジ 
ョァ 階級の 権力を くつがえし、 ソビエト 権力を うちたて、 新しい 型の 国家、 すなわち 社会主義 ソビエト 国家を 
創立し、 地主の 土地 所 i を 廃止し、 土地を 農民の 使用に ゆだね、 全国の すべての 土地を 国有に し、 資本家を 
収奪し、 戦争から 脱出す る®! —— 平和を かちとり、 必要な 息ぬ きのとき を かちとり、 こうして 社会主義 建設を 
展開す る 条件を つくりだした。-.  , 

十月 社会主義 革命は、 資本主義を うちやぶり、 ブル ジョァ 階級の 手から 生産 手段を うばいとり、 工場、 土地、 
鉄道、 銀行沦 全人 民の 所有、 すな. わち：^ 的 所有に •かえた。 / x ^ 
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十月 社会主義 革命は ブロ レ タリア 階級 独裁を うちたて、 巨大な 国家の 指導を 労働者階級に ゆだね、 こうして 
労働者階級を 支配階級と した。 

このように して、 十月 社会主義 f は、 人類の 歴史の 新しい 時代 —— プロレタリア 革命の 時代を きりひらい 
た。 
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第 八 章 外国の 武力干渉と 国内 戦争の時 期に 
知け る ボリ シュ ビキ党 

(一九 一八 年— 一九二 〇 年) 

一、 外国の 武力 于 渉の 開始  国内 戦争の 初期 

西 m 丨ロッ パで 戦争が たけな わであった ときに、 ブレスト 講和が 締結され たこと と、 種々 の 革命的な 経済 措 
置が 実行され た 結果、 ソビ H 卜権 力が 強固に なった ことは、 西側の 帝国主義 者、 とりわけ 連合国の 帝国主義 者 
たちに 最大の 不安を 引き おこした。 連合国の 帝国主義 者たち は、 ロシアと ドイツが 講和を むすんだ ことによ っ 
て、 ドイツの 軍事 情勢を 有利に し、 それだけ 前線に おける 連合国の 軍隊の 状況を 困難に する ことを おそれた。 
つぎに、 かれらが おそれた のは、 ロシアと ドイツの 講和が 成立した ことによって、 各国と 各 戦線での 平和への 
あこがれが つよまり、 その 結果 戦争の 事業、 帝国主義 者の 事業が 破壊され るか もしれ ない といぅ ことで あっ 
た。 最後に、 かれらが おそれた のは、 ソビエト 権力が、 広大な 国の 領域に 存在し、 ブル ジョア 階級の 権力を く 
つがえ したの ち 多くの 成功を かちとった ことが 手本と なって、 西 m 丨ロッ パの 労働者 や 兵士を 感化し はしない 
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かとい うこと であった。 これらの 労働者、 兵士は ながびく 戦争に 深刻な 不満を もって おり、 ロン ア人 をみ なら 
って、 銃剣を 逆に 自国の 主人 や 抑圧 者に 向ける おそれが あった。 そこで、 連合国の 政府は、 ロシアにたい し武 
力 干渉を 開始して、 ソビエト 権力を くつがえし、 ブルジ ョア 権力を 成立させる ことを きめた。 そして この ブル 
ジョア 権力が ロシアに おいて ブルジ ョア的 秩序を 復活 させ、 ドィツとの 講和を 廃棄し、 ドィツ、 オー スト リア 
にたいする 戦線を 再建す る ことを のぞんで いた。 

連合国の 帝国主義 者が すすんで この 悪業に 乗り だした のは、 ソビエト 権力は 強固で なく、 ソビエト 権力の 敵 
が ある 程度 努力し さえ すれば、 ソビ H 卜 権力は たちどころに 滅亡して しまう にちがいないと 確信した からで あ 
る 0 

ソビエト 権力が 成功を かちとり、 日 ましに 強国に なって いくのに、 さらに 大きな 不安を 感じた のは、 国内の 
すでに 打倒され た 階級、 すなわち 地主と 資本家、 うちやぶられた 政党すな わち 立憲 民主党、 メンシ H ビキ 、社 
会 革命 党、 無政府主義者、 各種 各 様の ブルジ ョア 民族主義 者、 ならびに 白 軍の 将軍、 n サックの 将校 連中で あ 

った。 

すべて これらの 敵対 分子は、 十月革命の 勝利の 日々 から ソビエト 権力は、 ロ シアには 基盤がない とか、 失敗 
する にき まって いると か、 二週間 か、 一力 月 か、 ながくて せいぜい 二、 三 力 月 もしたら、 かならず ほ ろんで し 
まう だろうと か、 いたるところで わめきたてた。 だが、 敵が どんなに 呪おうと 、ソビエト 権力は、 ひきつづき 
存在し、 強化され ていった ので、 ロシア 国内の ソビエト 権力の 敵 も、 かれらが まえに 考えて いたよりも、 ソビ 
エト 権力がず っと 強力で ある こと、 したがって ソビエト 権力を くつがえす には、 すべての 反革命 勢力が 本腰を 
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いれ、 容赦な くた たかう ことが 必要で ある ことを、 認めざる をえ なくなった。 このため かれらは、 反革命 勢力 
を かきあつめ、 幹部 軍人を よせあつめ、 反乱、 まず 手は じめ に コ サック 地区、 富農 地区に おいて 反乱を 組織す 
る ことによ って、 大々 的な 反革命 反乱 工作を すすめる ことを 決定した。 

こうして、 一九 一八 年の 前半には、 ソビエト 権力を くつがえ そうとする 明確な 二つの 勢力、 すなわち 連合国 
の 外国 帝国主義 者と 国内の 反革命と が 形成され た。 

この 二つの 勢力のう ちの どちらも、 単独で ソビ H 卜権 力を くつがえす たたかいを やる だけの 十分な 条件を そ 
なえて いなかった。 ロシア 国内の 反革命 勢力は、 ソビ H 卜 権力 反対の 暴動に 必要な 若干の 幹部 軍人と、 主と し 
て n サックの 上層、 富農から なる 若干の 人力を にぎって はいた ものの、 金と 武器は もっていなかった。 これに 
反し、 外国 帝国主義 者は 金と 武器は もっていた ものの 千 渉に 十分な だけの 兵力を 「ぬきだす」 ことは できな か 
った。 それは、 この 兵力が、 ドィツ、 オー スト リアにたい する 戦争に 必要であった ばかりでなく、 この 兵力 
は、 ソビ H 卜 権力にたい する 闘争では あまりた のみに なりえなかった からで ある。 

このような ソビ H 卜 権力との 闘争の 諸 条件に よっ て、 ついに 国の 内外の 二つの 反ソビ H 卜 勢力は 連合せ ざる 
をえなかった。 そして かれらは 一九 一八 年 前半に 連合した ので ある。 

このように して、 ロシア 国内の ソビ H 卜 権力の 敵に よる 反革命 的 反乱に 支持され て、 ソビ H 卜権 力にたい す 
る 外国の 武力干渉が 形成され た。 

息つ ぎのと きは おわり、 ロシアで 国内 戦争、 すなわち、 ソビ H 卜 権力の 内外の 敵にたい する、 ロシア 諸 民族 
の 労働者、 農民の 戦争が 開始され た。 


357 


イギリス、 フランス、 日本、 アメリカの 帝国主義 者は、 このたびの 武力干渉が あきらかに ロシアに たいする 
戰 争で あり、 もっとも 悪質な 戦争で あるに も かかわらず、 宣戦の 布告な しに、 武力干渉を 開始した。 これらの 
「文明」 的な 強盗 どもは、 泥棒の よぅに こっそり ロシアに 忍びより、 かれらの 軍隊を ロシアの 領土に 上陸 させ 
だ。 

イギリス、 フランスの 軍隊は、 P シアの 北部に 上陸し、 アルハンゲリスクと ムルマンスクを 占領し、 そこで 
甴衛 派の 反乱に テコ 入れして 、ソビエト 権力を くつがえし、 白衛 派の 「北部 ロシア 政府」 を 成立 させた。 

日本軍は、ゥラジオストクに上陸し、沿海州を占領し、ソビエトを追いちらし、白衛派の反乱分子にテコ入 
H をした。 この 白衛 派の 反乱 分子は、 まもなく ブル ジョア 的 秩序を 復活 させた。 

後 カフ カズでは 、コル ニ ー ロフ 、アレク セ エフ、 デニキンら の 将軍たち が、 イギリス、 フランスの 援助の も 

とに 白衛 派の 「義勇軍」 を 組織し、 コ サックの 上層 分子に よる 反乱を おこし、 ソビ H 卜 権力への 攻撃を 開始し 
た。 

ドン川 一帯では、 クラスノフ 将軍と マ モン トフ 将軍が、 ドイツ帝国 主義の 内々 の 援助の もとで (ロシアとの 
講和条約が あった ので、 おおっ びら な 援助は 具合が 悪かった)、 ドシ • ;! サックの 反乱を おこし、 ドン 州を 占 
領 し、 ソビエト 権力への 攻擊を 開始した。 

ボルガ川 中流 一帯と シベリアでは、 イギリス、 フランスの 陰謀に よって、 チヱ コス ロバ キア 軍団の 反乱が 組 
織され た。 この 軍団は 捕虜から なって おり、 ソビエト 政府に よって シベリアと 極東を とおって 本国に かえる こ 
とを ゆるされて いたの だが、 途中で、 社会 革命 党と イギリス、 フランスに 利用され、 ソビエト 権力にたい する 
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反乱を おこした。 この 軍団の 反乱が 合図と なって、 ボルガ川 一帯 や シベリアの 富農、 および ボトキンスクと イ 
ジ H フス クの諸 工場の 社会 革命 党に 同調す る 労働者が 反乱を おこした。 ボルガ川 一帯には サマ ラの 白衛 派と 社 
会 革命 党の 政府が 成立した。 オムスクでは シベリア 白衛派 政府が 成立した。 

ドイツは、 イギリス、 フランス、 日本、 アメリカの 同盟に よって おこなわれた この 武力干渉には、 当時 この 
同盟と 交戦 状態に あった ので、 参加し なかった し、 また 参加で きなかった。 しかしこう いう 事情が あり、 また 
ロシアと ドイツは 講和条約を むすんで いたに も かかわらず 、ポリシ H ビキ はだれ もが、 カイ ザ！ ウィルへ ル 
ムの 政府 も イギリス、 フランス、 日本、 アメリカな どの 干渉 者と おなじように、 ソビ H 卜国 家の 凶悪な 敵で あ 
る ことを 疑わなかった。 そして 実際に、 ドイツ帝国 主義者 も あらゆる 方法で ソビ H 卜 国家を 孤立 化し、 弱体化 

し、 消滅し ようとした。 かれらは、 - なるほど ウクライナ •ラダとの 「条約」 によっ てでは あったが - ソ 

ビエ ト •ロシアから ウクライナを 奪いと り、 白衛 派の ウクナ イナ •ラダの 要請に こたえる かたちで 軍隊を ウク 
ライナに 進駐 させ、 暴虐な 手段で ウクライナ 人民を 略奪、 抑圧し、 ウクライナ 人民が ソビエト •ロシアと いか 
なる 関係を もつ ことを も 禁止した (訳注： ウクライナ •ラダとは ウクライナの 反革命 的、 民族主義 的 ブル ショ 
ア 階級の 政府の こと。 この 政府は、 革命を おしつぶす ために、 ドイツ •オー スト リア 帝国主義の 軍隊を ウ クラ 
イラに よびいれた)。 かれらは、 ソビエト •ロシアから 後 カフ カズを 奪いと り、 グル ジヤと アゼルバイジャン 
の 民族主義 者の 要請に こたえる かたちで そこへ ドイツ 軍と トルコ 軍を 進駐 させ、 チ フリスと バク ー で ほしい ま 
まに ふるまった。 かれらは、 ソビエト 権力に 反対し -K ン川 地区で 反乱を おこした クラスノフ 将軍を、 こっそり 
とでは あった が、 武器 や 食糧に よってい ろい ろと 支援した。 
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このよぅに して、 ソビエト . P シアは その 主要な 食糧、 原料、 燃料 地区から 切りは なされて しまったの であ 
る 0 

当時の ソビエト •ロシアの 状態は 困難を きわめていた。 パンが たりなかった。 肉類が たりなかった。 労働者 
たちは 飢えに さいなまれて いた。 モスクワと ペトロ ダラ ー ドの 労働者は 二日に いちど 八 分の ー フントの パンし 
か 配給され なかった。 ときに よると パンの 配給が まったくない 日 さえ あった。 工場は 原料と 燃料がなくて、 ま 
ったく、 あるいは ほとんど 操業し なかった。 だが、 労働者階級は くじけなかった。 ボリ シヱ ビキ 党は くじけな 
かった。 当時のは かり しれない ほどの 困難、 そして この 困難を 克服す るた めに おこなった 死に ものぐるいの 闘 
争は、 労働者階級の なかに、 いかに、 無尽蔵の 力が 潜んで いるかを 証明し、 ポリシ X. ビキ 党に いかに 偉大な、 
無限の 威信が あるかを 証明した。 

党は、 全国が 軍営で あると 宣言し、 そして 全国の 経済 生活と 文化 •政治 生活を 戦時の 型に 改めた。 ソビエト 
政府は、 「社会主義の 祖国は 危機に ひんす」 と 宣言 するとと もに、 人民に 抗戦を よびかけた。 レーニ ン は、 「す 
ベて を 前線の ために」 といぅ ス Q1 ガンを 提起し、 そして、 数十 万の 労働者と 農民が 志願兵と して 赤軍には い 
り、 前線に くわわった。 党員と 共産 青年 同盟 員の およそ 半数が 前線に おもむいた。 党は 人民を 祖国 防衛 戦争に 
立ち あがらせて、 外国の 武力干渉 者の 軍隊の 侵犯と たたかい、 革命に よって 打倒され た 搾取 階級の 反乱と たた 
かった。 レ ー ニンの 組織した 労農 国防会議は、 前線に 人力、 食糧、 被服、 武器を 供給す る 仕事を 指導した。 志 
願の 原則が 強制 兵役 義務に あらためられた 結果、 赤軍は 数十 万人の 新しい 人員に よって 補充され、 赤軍は ごく 
短期間に 百万の 大軍 となった。 
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11内 の 状況が 困難で、 また 赤軍は まだ 若くて、 強くなる いとまがなかった にもかかわらず、 種々 の 国防 措置 
が 講じられた 結果、 ついに 最初の 成功が かちとられた。 クラスノフ 将軍は、 かならず 占領で きる とお もってい- 
た ツ アリ ツィン 方面から 擊 退され、 ドン川の 対岸へ 追い出された。 デニキン 掙 軍の 活動は 北 カフ カズの 小 地域 
に 局限され、 コル ーー 丨ロフ 将軍は 赤軍との 交戦 中に 戦死した。 チヱ コス ロバ キア 軍団と 社会 革命 党、 白衛 派の 
匪賊 どもは、 カザン、 シン ビルスク、 サマ ラから 放逐され、 ゥラルに おしもどされた。 モスクヮ 駐在の ィ ギリ 
ス 使節団 長 ロック ハート にょって 組織され たャ P ス ラブリに おける 白衛 派の サビンコフの 反乱は たたきつぶさ 
れ 、ロック ハ ー トは とらえられた。 ゥリ ツキ ー、 ボロダ ル スキ— 両同 志を 暗殺し、 そして また 凶悪に も レ 11 
ンの 暗殺を はかって 果たさなかった 社会 革命 党は、 ボリ シ X. ビキ にたいする 白色 テロ ルの むくいと して、 赤色 
テロ ルを くわえられ、 中央ロ シアの すべての 比較的 重要 的 地点で 粉砕され てし まった。 

年若い 赤軍は、 敵との 戦闘で きたえられ、 強大に なった。 

当時、 赤軍の なかで 政治 委員と して 活動した 共産党 員は、 軍隊を 強固に し 政治 教育を ほどこし、 戦 飼 力と 規 
律を 髙 める 点で、 決定的な 役割を はたした。 

赤軍が かちとった これらの 成果は、 まだ 万事を 解決す る もので なく、 赤軍の 初歩 的な 成果に すぎない こと 
を、 ボリ シ H ビキ 党は 理解して いた。 党は、 ょり 重大な 新しい 戦いが さし 迫って おり、 ただ 敵との 長期に わた 
る 重大な 闘争の 結果は じめ て、 国は 敵に とられて いる 食糧、 原料、 燃料の 地区を とりもどす ことができる こと 
を、 理解して いた。 そこで、 ポリシ H ビキ は、 懸命に 長期戦に そなえは じめ、 後方の すべてを あげて 前線に 奉 
仕させる ことを 決定した。 ソビ H 卜 政府は 戦時 共産主義を 実施した。 ソビヱ ト 権力は、 大衆 消費 用の 商品を た 
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くわえて 軍隊と 農村に 供給す るた め、 大工 業の ほかに 中小 工業 も 監督の もとに おいた。 ソビエト 権力は、 穀物 
取引の 独占 制を 実施し、 穀物の 私的 取引を 禁止し、 食糧 徴収 制を 制定し、 それに よって 農民の もっている 余剰 
食糧を 登録し、 食糧の 予備を たくわえて、 食糧を 軍隊と 労働者に 供給し ようとした。 最後に、 ソビエト 権力は、 
すべての 階級の 普遍的な 労働 義務 制を 実施した。 党は、 ブル ジョァ 階級を 義務的な 肉体労働に 参加 させ、 こう 
して 労働者を 前線に とってより 重要な 別の 労働に ふり 向け、 「働かない ものは、 食って はならない」 という 原 
則を 実現した。 

国防の きわめて 困難な 条件に よって ひきおこされ、 そして 臨時 的な 性格を おびて いた、 こういう 措置の 全体 
系が、 戦時 共産主義と よばれた。 

国は、 ソビエト 権力の 内外の 敵との 長期に わたる、 きびしい 国内 戦争に そなえた。 

国は、 一九 一八 年の 末までに， は、 軍隊の 兵員 数を 三倍に しなければ ならなかった。 国は この 軍隊の 補給 資材 
をた くわえなければ ならな かつた。 

レーニ ンは 当時こう 指摘した。 

「われわれは 春までに 百万 人の 軍隊を もつ ことを きめた。 いまや、 われわれは 三百 万人の 軍隊を 必要 
としてい る。 われわれは このような 軍隊を もつ ことができ るし、 このような 軍隊を もつ であろう。」 


二、 ドイツの 軍事的 敗北  ドイツの 革命  第三 インタ ーナシ ョ 
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ナルの 創設  第 八 回 党大会 

ソビ H 卜 国家が 外国の 干渉にたい する あらたな 戦闘に そなえて いたと き、 西ョ ーロッ パの 交戦 諸国の 後方 お 
よび 前線で、 重大な 事件が おきた。 ドイツと オー スト リアは、 戦争と 食糧の 重圧で 息 もたえ だえ になって いた。 
当時、 イギリス、 フランス、 アメリヵは、 あらての 予備軍を 続々 とくり だしていた のに、 ドイツ、 才 I ス トリ 
アは 、最後のと ぼしい 予備軍を もつ かいはた していた。 ぎりぎりのと ころまで つかれはてた ドイツ、 オー スト 
リアの 敗北は もう 目の まえにせ まっていた。 

同時に、 ドイツ、 ォー スト リアの -S 内で も、 いつはて るか も わからない、 破滅 的な 戦争に 反対し、 人民を 疲 
労と 飢餓に 追い やった 自国の 帝国主義 政府に 反対す る 人民の 怒りは 湧きた っていた。 それには、 ブレスト 講和 
以前からの ソビエト 軍 兵士と ドイツ •才 I スト リア 兵士の 戦場に おける 交歓、 さらには ソビエト .ロ シアとの 
停戦、 講和の 影響 も、 あずかって 力が あった。 ロシアの 人民が 自国の 帝国主義 政府を うちたおす ことによって 
のろうべき 戦争を おわらせた という 実例は、 オー スト リア •ドイツの 労働者に 教訓を あたえずに はお かな かっ 
た。 ブレスト 講和の 締結 後に 東部 戦線から 西部 戦線に まわされた ドイツ 軍の 兵士は、 ソビエトの 兵士との 交歓 
や、 ソビエトの 兵士たち が どのように して 戦争から 離脱した かにつ いて 語った が、 これらの 話は、 そこの ドイ 
ツ軍を 崩壊 させずに はおかなかった。 オー スト リアの 軍隊に ついていえば、 これより ずっと まえに、 おなじよ 
うな 原因から、 崩壊し はじめていた。 

すべて こういう 事態の 結果、 ドイツ 軍の なかで 平和への 渴望が 強まり、 かれらは すでに 以前の ような 戦闘力 
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をう L ない、 連合国の 軍隊に 押され 退却を 開始した。 そして、 ドイツ 国内では 一九 一八 年 十一月 ゥィルヘルム 
とその 政府を くつがえす 革命が 爆発した。 

ドイツは、 自国の 敗戦を みとめざる をえ なくなり、 連合国に 和を こうた。 

こうして、 一等国の ドイツは、 一挙に 二等 国に なりさが った。 

こうした 事態は、 ソビエト 権力の 立場から みると、 いく 分 消極的な 意義を もっていた。 なぜなら、 それは、 
ソビエト 権力に 武力干渉を おこなって いた 連合国の 国ぐ にを ョー n ツパ 、アジアの 支配的な 勢力に してし まっ 
たからで あり、 また、 これらの 国ぐ にが 干渉を つよめ、 ソビ H 卜に 国家を 封鎖し、 ソビ H 卜 権力を いっそう 強 
く 篩め つける ことを 可能に したから である。 結果 的に もま さしく そのと おりなっ たが、 これにつ いては あとで 
のべられ ている。 だが 他の 面から みれば、 このような 事態は、 根本的に ソビ H 卜 国家の 立場を 楽な ものにする 
という、 より 重大な 積極的な 意義を もっていた。 第 | に、 それに よって、 ソビエト 権力は、 略奪 的な ブレスト 
講和を 破棄し、 賠償金の 支払いを 停止し、 H スト-ー ア 、ラトビア、 白 ロシア、 リトアニア、 ゥクライナ、 後 力 
フヵ ズを ドイツ帝国 主義の 抑圧から 解放す るた めの、 公然たる 軍事的 •政治的 闘争を おこなう 可能性を えた。 
第二に、 これが 主要な ことが、 ョ ーロッ パの 中心で ある ドイツに 共和制度と 労働者 •兵士 代表 ソビエトが 存在 
した ことは、 ョー a ッパ 諸国を^^ 化させずに はおかなかった し、 そして 実際に 革命 化した ので あるが、 この 
ことは ロシアに おける ソビエトの 地位を 強化 させずに はおかなかった。 もちろん、 ドイツに おこった f はブ 
ル ジョア 革命であって、 社会主義 革命ではなかった し、 それに、 そこでの ソビエトは、 ブル ジョア 議会の いう 
なりになる 道具であった。 というのは、 これらの ソビエトは 、ロシアの メン シヱ ビキ とおな じような 協調 派の 
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社会民主主義 者に よって 支配され ており、 この ことが もともと ドイツの 革命の 弱さの 原因だった からで ある。 
ドイツでの 革命が、 どれほど 弱かった かは、 ドイツの 白衛 派が ルクセンブルグ や リープ クネヒトの ような 著名 
な 革命家を 殺 一1 しても、 なんらの 徴罰 もしないで 見の がして おいた という ことから でも わかる。 だが これ もや 
はり# では あった。 ゥィルヘルムは 倒され、 労働者は 鎖を たちきった。 この こと ひとつ だけで も、 西 ヨーロ 
ッパ 諸国に 革命を ひきおこし、 H 丨 a ッパ 諸国の 革命の 髙 まりを よびおこさずに はおかなかった。 

m 丨ロッ パの 革命の 高まりが はじまった。 オー スト リアの 革命運動は 発展した。 ハン ガリ ー では ソビエト 共 
和 国が 成立した。 ヨー 11 ッパ 諸国の 共産党が、 革命の 波に のって 表面に あらわれた。 

各国 共産党を 第三 インタ ーナ ショ ナル、 すなわち 共産主義 インタ— ナショナルに 統合す る 実際の 基盤が きず 
かれた。 

一九 一九 年 三月、 モスクヮで 世界 諸国 共産党の 第一 回 大会が ひらかれ、 この 大会では レーニ ンとボ リシ* ビ 
キの 発案で 共産主義 インタ ーナシ ョナ ルが 成立した。 帝国主義 者の 封鎖と 迫害に よって、 多くの 代講 員が モス 
クヮに 着く ことができなかった が、 それでも やはり ヨー ロッパ および アメリカの もっとも 主要な 諸国の 代 護 員 
が 第一 回 世界 大会に 参加した。 大会は レー ニンが 指導した。 

レ il ンは 、ブル ショア 民主主義と プロレタリア 階級 独裁に ついて 報告の なかで、 ソビエト 権力が 勤労者に 
真の 民主主義を 享受させる ものである ことを 説明した。 大会は 国際 プロレタリア 階級に あてた 宣言を 採択し、 
プロレタリア 階級 独裁の ために、 すべての 国ぐ にに おける ソビユ ト 革命の 勝利の ために 断固 奮闘す るよう よび 
かけた。 
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大会は、 第三 インタ— ナショナル、 すなわち 共産主義 イシ ター ナショナルの 執行機関 として、 コミンテルン 
執行委員 会を 選出した。 

このょうに して、 新しい 型の 国際的な 革命的 プロレタリア ート 階級の 組織、 すなわち 共産主義 インタ ーナシ 
ョナ ルと いう マルクス •レ ー ニン 主義の インタ— ナショナルが 成立した。 

一方では、 ソビ H 卜 権力にたい する 連合国 諸国の 反動的 同盟の 強化が あり、 他方では、 ヨ ーロッ パの、 主と 
して 敗戦国に おける 革命の 高まりが ソビ H 卜 国家の 状況を 大いに 楽な ものにした という、 こうした 矛盾した 事 
態を 背景と して、 一九 一九 年の 三月に、 わが 党の 第 八 回 大会を ひらいた。 

この 大会には、 議決権を もつ 三百 一人の 代議員が 出席した。 かれらは 三十 一万 三千 七 百 六十 六 人の 党員を 代 
表して いた。 審議 権を もつ 代議員は 百 二人であった。 

大会の 開会に あたって、 まず レ 11 ンは 、大会 開催の 直前に 死んだ ポリシ S. ビキ 党の すぐれた 組織 者の 一 
人、 スペル ドロフに 哀悼の 言葉を ささげた。 

大会は 新しい 党 綱領を 採択した。 綱領では、 資本主義 おょび その 最高の 段階と しての 帝国主義の 特徴が 説明 
された。 綱領には、 二つの 国家 体制、 すなわち、 ブル ジョア 民主主義 体制と ソビヱ ト 体制と が 対比され た。 綱 
領に は、 社会主義の ために 奮闘す る 党の 具体的な 任務が くわしく 示された。 すなわち、 ブル ジョア 階級を 徹底 
的に 収奪す る こと、 社会主義の 統一的 計画に したがって 全国の 経済を 処理す る こと、 国民経済を 組織す る 仕事 
に 労働組合を 参加させる こと、 社会主義 的な 労働 規律を 実行す る こと、 ソビ H 卜 機関の 監督の もとに 国民経済 
のなかで 専門家を 利用す る こと、 順を 追い、 計画的に 徐々 に 中農を 社会主義 建設の 仕事に 参加させる こと、 が 
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それで ある。 

大会は、 第二 回 大会で 採択され たもとの 党 綱領に ある 産業資本 主義の 単純 商品 経済に かんする 説明を、 帝国 
主義が 資本主義の 最高 段階で あると いう 定義と ならんで 党 綱領に もりこむ ようにとの レ丨- ーンの 提議を 採択し 
た。 レーニ ンは 、わが国 経済の 複雑 性を 考慮に 入れ、 わが国には 各種の 経済 形態が あり、 そのな かには 中農が 
営む 小 商品 経済が ふくまれる ことを、 綱領の 中で 指摘す る 必要が ある、 と 考えた。 したがって、 綱領の 討議に 
あたって、 レー ニンは、 資本主義に ついて、 小 商品 生産に ついて、 中農 経済に ついての 条項を 綱領から 削除せ 
よと いう ブハー リンの 反 ボリ シヱ ビキ 的な 観点に、 断固と して 反対した。 ブ ハー リンの この 観点は、 ソビエト 
建設に あたっての 中邀の 役割を 否定す る メンシ X ビキや トロッキ ー の 観点で ある。 同時に、 ブ ハ— リンは、 農 
民の 小 商品 経済の なかから 富農 的 要素が 成長 するとい う 事実を ごまかした。 

レ ー ニンは また、 ブ ハ— リン、 ピャ タ n フの 民族 問題に かんする 反 ボリ シ * ビキ 的な 観点に も反駿 をく わえ 
た。 かれらは、 民族自決 権の 条項を 綱領に いれる ことに 反対し、 民族の 同権に 反対した が、 その 口実は、 この 
ス P 1 ガンは、 プロレタリア 革命の 勝利を さまたげ、 諸 民族の プロレタリア 階級の 連合を さまたげる、 という 
ことであった。 レ If ノは 、ブ ハー リン や ピャ タ n フ のこう したき わめて 有害な 大国 的 排外 主義の 観点を 論駿 
した。 

中農に たいする 態度の 問題は、 第 八 回 党大会の 仕事の なかで 重大な 地位を しめた。 有名な 土地 法令が 実現し 
た 結果、 農村は 日 ましに 中 鹿 的な ものに なった きた。 いまでは、 中農は すでに ® 民人 口の なかで 多数を しめて 
いた。 ブル ショア と プロレタリア 階級の あいだで 動揺して いた 中農の 気持と 行動は、 国内 戦争と 社会主義 
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建設の 運命に とっ i わめて 大きな 意義を もっていた。 国内 戦争が どう 結着す るかは、 多くの 点で、 中農が は 
たして どちらの 側へ 揺れ動く か、 プロレタリア 階級、 ブル ジョア 階級、 その どちらが はたして 中農を 自分の 側に 
ひきつける ことができる か、 にか かっていた。 チ X コス ロ パ キア 軍団、 白衛 派、 富農、 社会^ &党 、メン シ X. 
ビキが 、一九 一八 年の 夏、 ボルガ川 一帯で ソビエト 権力を くつがえした の も、 つまりは かれらが 著しい 部分の 
中農の 援助を かちえた からであった。 富農が 中部 ロシアで 反乱を 組織した ときの 状況 もやは りそうだった。 し 
かし、 一九 一八 年の 秋 以来、 中農 大衆の 気分には ソビエト 権力の 側への 転換が はじまった。 農民は、 白 軍が 勝 
利 すれば、 地主の 権力を 復活し、 農民の 手から 土地を 奪いと り、 農民を 略奪し、 鞭う ち、 拷問に かける であろう 
ことを みてとって いた。 貧農 委員会の 富農 粉砕の 活動 も、 農民の 気持の 変化を 促進した。 そこで レー ニンは、 
一九 一八 年 十一月に、 つぎの ような スロー ガンを 提起した。 

「かたとき も 富農との 闘争を 放棄せ ず、 しっかりと 貧農 だけに 依拠して、 中農と 協定に 達する こと。」 
(レ ー ニン 『ピチ リム •ソロ ー キンの 貴重な 告白』 

もちろん 中農の 動揺は まだ 完全には やんで はいなかった が、 かれらは 、ソビエト 権力に より 接近し、 よりし 
っかりと ソビエト 権力を 擁護す るよう になった。 第 八 回 党大会で きめられた 対 中農 政策は、 この 点を 大いに 促 
進した。 

第 八 回 党大会は、 党の 対 中農 政策の 転機と なった。 レ ーニ ンの 報告と 大会の 決議は、 この 問題に おける 党の 
新しい 路線を 決定した。 大会は、 党 諸 組織 およびす ベての 共産党 員が、 中農と 富農を 厳格に 区別し、 切りは な 
すと ともに、 中農の 要求にたい し 注意深い 態度を とる ことによ って、 中農を 労働者階級の 側に ひきよせる こと 
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を 要求した。 けっして 強制 や 暴力の 方法に よらないで、 説得に よって 中農の 立ち おくれを 克服し なければ なら 
なかった。 そこで、 大会は、 農村に おいて 社会主義 的な 措置 (コン ミ ューン や 農業 アル テリの 創設) をこう ず 
る さいには、 強制は 許さない、 と 指示した。 中農の 切実な 利益に かかわる 場合には すべて、 中農と 実際的な 協 
定を むすび、 社会主義 的 改造 実施の 方式を 決める にあたっては、 中農に 譲歩し なければ ならない。 大会は、 中 
農と 強固な 同盟を むすぶ と 同時に、 プロレタリア 階級が この 同盟の なかで ffi- 導 的 役割を 保持す る 政策を 実行す 
る ことを、 提議した。 

レ丨- ーンが 第 八 回 大会で 唱えた 新しい 対 中農 政策は、 プロレタリア 階級が、 貧農に 依拠し、 中農と 強固な 同 
盟をた もつ とともに、 富農にたい する 闘争を すすめる ことを 要求した。 第 八 回 大会 以前に おいては、 党は 大体 
において、 中農を 中立 化する 政策を とった。 つまり、 当時、 党は、 中農が 富農の 側に、 一般に ブル ジョア 階級 
の 側に たたない ように 努めた。 だが、 いまでは、 もはや それでは 不十分であった。 第 八 回 大会は、 中農の 中立 
化の 政策から 白 衛派や 外国の 干渉と たたかい、 首尾よく 社会主義を 建設す るた めの、 中農との 強固な 同盟の 政 
策へ と 移行した。 

大会で 採択され た、 農民の 基本的な 大衆、 すなわち 中農にたい する 態度に ついての 路線は、 外国の 干渉と そ 
の 手先 白 軍にたい する 国内 戦争を 勝利に おわらせる うえで、 決定的な 役割を はたした。 一九 一九 年の 秋、 ソビ 
エト 権力 か デニキン かの どちら かを えらばなければ ならなかった とき、 農民は ソビ H 卜を 擁護した。 それで、 
プロレタリア ア 階級 独裁は、 その もっとも 危険な 敵に うちかった ので ある。 

大会で 特殊な 地位を しめたのは、 赤軍 建設の 問題であった。 大会では いわゆる 「軍事 反対派」 が 登場した。 
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「軍事 反対派」 には 多くの 以前の 「左派 共産主義者」 •か 加わって いた。 しかし、 「軍事 反対派」 には、 粉砕 さ 
れた 「左派 共産主義」 の 代表者 以外に なお、 いかなる 反対派に も 参加した ことは ない が、 軍隊に おける トロ ッ 
キーの 指導に 不満の 意を 表す 活動家 もいた。 大多数の 軍人 代議員は 、トロッキ ー にたい し、 また。 旧 ッァー の 
軍隊 出身の 軍事 専門家 (そのな かの 一部は 国内 戦争の時 期、 われわれに 公然と そむいた) に トロッキー が 敬意 
をはら っていた し、 さらに また、 軍隊 内の 古参 ボリ シ H ビキの 幹部に トロ ツキ ー が 尊大な 敵意の ある 態度を と 
ってい る ことにたい し、 はげしい 反感を もっていた。 大会では 多くの 「実際の」 事例が あげられた。 たとえ 
ば、 卜 U ッキ ーは 、多くの 自分の 気に いらない、 軍事上 責任の ある 仕事を 担当して いる 前線の 共産党 員を 銃殺 
して 敵を 手助けし ようとた くらんだ が、 中央委員会の 介入と 軍事 活動家の 抗議に よって、 ようやく これらの 同 
志の 生命は 救われた。 

「軍事 反対派」 は、 党の 軍事 政策を 歪曲す る卜 ロ ッキー に 反対しながら、 しかし、 かれらは 軍事 建設の 多く 
の 問題で、 正しくない 観点を 擁護した。 レーニ ンと スタ ー リンは、 断固と して 「軍事 反対派」 を しりぞけた。 
なぜなら、 「軍事 反対派」 は、 軍隊に おける パルチザン 式な やり方の 遺物を 擁護し、 正規の 赤軍の 創設に 反対 
し、 軍事 専門家の 起用に 反対し、 真の 軍隊には 絶対に 必要な 鉄の 規律に 反対して たたかった からで ある。 「軍 
事 反対派」 を 反駁す るに あたって、 スタ— リン 同志は、 もっとも 厳格に 規律の 精神に あふれて いる 正規軍の 創 
設を 要求した。 スタ ーリン 同志は こういった。 

「真に 労働者、 農民の、 主として 煨 民の、 厳格な 規律の ある 軍隊を 創設して 共和国を まもる か、 それ 
とも ほ ろんで しまう か、 その どちら かで ある。」 
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大会は、 「軍事 反対派」 からだされ た 多くの 提議を 否決す ると 同時に、 トロッキ ーにも 打撃を あたえ、 中央 
軍事 機関の 仕事を 改善し、 また 軍隊に おける 共産党 員の 役割を 強める ことを 要求した。 

大会に 設けられた 軍事 問題 委員会の 活動の 結果、 大会は 軍事 問題に ついて 一致の 決議に たっした。 

軍事 問題に かんする 大会の 決議は、 赤軍を 強固に し、 赤軍を ょりいっ そう 党に 接近 させた。 

つぎに、 大会では、 党 建設と ソビ H 卜 建設の 問題、 ソビ H 卜の 活動の なかでの 党の 指導 的 役割の 問題を 討議 
した。 この 問題の 討議に あたって、 大会は、 ソビ H 卜の 活動に おける 党の 指導 的 役割を 否定した サブ ロノフと 
オシ ン スキ I の 日和見主義 集団に 反撃を くわえた。 

最後に、 当時、 新しい 党員が 大量に 党に 流入した ので、 大会は、 党の 社会的 構成を 改善し、 再 登録を おこな 
う 決議を 採択した。 

これは、 党の 隊列の 最初の 清掃の 始まりであった。 

三、 干渉の 強化  ソビエト 国家の 封鎖  コルチャックの 進撃と 
その 粉砕  デ キー ーンの 進撃と その 粉砕  三 力 月間の 息つ ぎ 
第 九 回 党大会 

連合国 側の 諸国は、 ドィッ、 オー スト リアを うちやぶった ので、 ソビエト 国家にたい し 大兵 力を さしむける 
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ことを 決定した。 ドイツが 敗北して、 ドイツ 軍が ウクライナと 後 カフ カズから 撤退した のち、 イギリス、 フラ 
ンスが ドイツに いれかわり、 その 艦隊を 黒海に おくり、 軍隊を オデッサと 後 カフ カズに 上陸 させた。 連合国の 
干渉 者の 占領した 地域での 野獣の ょうな 支配は、 多数の 労働者、 農民を 平然として 武力で 処断す るまでに いた 
った。 そしてつ いに、 干渉 者は、 トル キス タンを 占領した のちは、 あつかまし くも、 当時、 バクー の 指導に あ 
たって いた シャウミャン、 フィオレ トフ、 ジャパ リッゼ 、マルィ ギン、 アジ X ベ n フ、 コルガノフら 二十 六 人 
の ボリ シ H ビキを カスピ海 東岸に 連行し、 社会 革命 党の 協力の もとで 凶暴に も かれらを 銃殺す るに いたった。 
その後 まもなく、 干渉 者は ロシアの 封鎖を 宣言した。 外界との 海上 その他の 通路は、 すべて 遮断され てし ま 

った。 

こうして 、ソビエト 国家は ほとんど すべての 方面から 包囲され てし まった。 

連合国は、 当時 おもに 望みを シベリアの オムスクに おける 連合国の 傀儡、 すなわち コルチャック 提督に かけて 
いた。 コルチャックは 「ロ シアの 最高の 統治者」 であると 宣言され た。 ロシアの すべての 反靠が かれに した 
がった。 

こうして、 東部 戦線が 主戦 場と なった。 

一九 一九 年の 春、 コルチャックは、 大軍を かりあつめ、 ほとんど ボルガ川の ほとりにまで 到達した。 当時、 
コルチャックと たたかうた め、 もっとも 優秀な ボリ シ H ビキが 派遣され、 共産 青年 同盟 員 や 労働者が 動員され 
た 〇 1 九 一九 年 四月、 赤軍は コルチャックに 重大な 敗北を こうむらせた 。まもなく コルチャック 軍は 全線に わ 
たって 退却を はじめた。 
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赤軍の 東部 戦線に おける 攻擊 行動が たけな わであった とき、 トロ ッキ ー は 奇怪な 計画を だした。 すなわち、 
ウラルの 前面で 停止し、 n ル チャック 軍への 追擊を 中止し、 軍隊を 東部 戦線から 南部 戦線に うつす という もの 
であった。 党 中央委員会は、 ウラルと シベリアを コルチャックの 手に のこし、 かれが、 そこで 日本、 イギリス 
の 援助で 立ち直り、 再起す るのを ゆるす ことは できない という ことを、 よく 理解して いたので、 この 計画を 拒 
否し、 攻搫 をつ づける ように 指示した 。トロッキ ーは この 指示に 同意せ ず、 辞表を だした、 中央委員会は トロ 
ッキ— の 辞表を 却下す ると 同時に、 ただちに 東部 戦線に おける 作戦の 指導から 手を ひくよう に 命じた。 

赤軍の コルチャックへの 攻撃は あらたな 勢で 展開し はじめた。 赤軍は、 またもや コルチャックに 立てつ づけ 
にあら たな 敗北を なめさせる とともに、 白 軍 後方に 起きた 強大な パルチザン 運動の 援助の もとで、 ウラルと シ 
ベリアを 白 軍の 手から 解放した。 

一九 一九 年の 夏、 西北 一帯 C ハルト 海 沿岸、 ペトロ ダラ ー ド 付近) の 反革命 勢力を 指導して いた ユ デ-ー ッチ 
将軍は、 ぺテ ログ ラ— ドに 攻撃を かけて、 赤軍の 注意を 東部 戦線から そらす という 任務を、 帝国主義 者から あ 
たえられた。 ベ テ ログ ラ— ド 付近の 二つの 砲台の 守備隊は、 もとの 将校ら の 反革命の 扇動に まどわされて、 ソ 
ビエ ト 権力にたい する 反乱を おこし、 また、 前線の 司令部に おいても、 反革命の 陰謀が 発覚した。 ペトロ ダラ 
I ドは 敵に おびやかされた。 ソビ H 卜 権力は、 労働者、 水兵の 支援の もとに 方策を 講じ、 ついに 反乱を おこし 
た 砲台を 白 軍の 手から 解放し、 ユデ ニッチの 軍隊を やっつけて、 ユデ- 1 ッチを エストニアに 追い はらった。 

ペトロ ダラ— ド 付近で ユデー ーッ チを 撃破した ので、 わが 軍は コルチャックと たたかう のが 容易に なった 。一 
九 一九 年末、 コルチャック -.〇 軍隊は のこらず 壊滅され た。 n ルチャ ック 自身 も 逮捕され、 革命 委員会の 判決に 


373 


ょって、 ィルク ーツク で 銃殺され た。 

こうして 、コルチャックは 片づ けられた。 

当時、 シベリアの 人民の あいだで、 n ルチャ ック について つぎの ょうな 小唄が うたわれた。 

「軍服は ィギリス 製、 

肩章は フランス 製、 

タバコは 日本製、 

これが オムスクの おとの さま。 

軍服は すりきれ、 

肩章は おっこち 

タバコは 吸いつ くし、 

おとの さまは 消えう せた。 


干渉 者は、 コルチャックに かけた 期待が だめになった のをみ て、 その ソビ H 卜 共和国への 攻搫 計画を かえた。 
オデッサに 上陸した 陸戦隊は ょびもどされなければ ならなかった。 といぅのは、 干渉 者の 軍隊が、 ソビ H 卜共 
和 国の 軍隊と 接触して 革命的 精神に 感染し、 それぞれの 帝国主義 支配者にたい し 蜂起し はじめた からで ある。 
こぅして、 オデッサでは、 フランスの 水兵が アンドレ •マルティの 指導の もとで 蜂起した 。そこで、 コルチャ 
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ックが 壊滅され たのち、 連合国の おもな 注意は、 コル ニ ーロフ の 同僚で あり、 「義勇軍」 の 組織 者で ある デニ 
キン 将軍に そそがれた。 当時、 デニキンは 南部、 すなわち クバ ン 地区で ソビエト 権力 反対の 策動を おこなって 
いた。 連合国は 大量の 武器、 装備を デ-ー キンの 軍隊に 支給し、 それを 北部に むかわせて ソビエト 権力と たたか 
わせた。 

こうして、 南部 戦線が こんどは 主戦 場と なった。 

一九 一九 年の 夏、 デニキンは 、ソビエト 権力にたい する その 主攻 撃を 開始した 。トロッキ I は 南部 戦線の 活 
動を めちゃめ ちゃに し、 そのため わが 軍は つづけざまに 負けた。 十月な かばには、 白 軍が ゥクライナの 全域を 
占拠し、 オリョ ールを 奪取 するとと もに、 わが 軍に 実弾、 小銃、 機関銃を 供給して いた トゥ i フに せまった。 
白 軍は モスクヮに せまりつつ あった。 ソビエト 共和国の 状況は 極度に きびしくな った。 党は 瞀鐘 をう ちなら 
し、 人民が 抗戦に 立ち上がる ようによ びかけ た。 レー ニンは 「すべてを デキニ ン との 闘争へ」 のスロ ー ガンを 
発した。 ボリ シ H ビキに 元気 づけら れた 労働者、 農民は、 敵を 壊滅させる ため 全力を ふるった。 

デニキンを 殲滅す るた め、 中央委員会は、 スタ I リン、 ゥォ ロシ ー ロ フ 、オル ジョニ キッゼ 、ブ ジョン ヌイ 
らの 同志を 南部 戦線に 派遣した 。トロッキ I は 南部での 赤軍の 作戦 指導を 免ぜられた。 スタ I リン 同志が 到着 
する まえ、 南部 戦線の 司令部は トロ ッキ ー といっ しょ に 一つの 計画を つくった。 その 内容は、 ッァ リッ ィン か 
ら ドン川の 草原を へて ノボロ シス クへ むかって、 主要な 打撃を デニキンに くわえる という ものであった が、 こ 
の 草原では、 赤軍は 途中で、 まったく 道路の ない 地帯に ぶつかる ことになる うえ、 当時、 その 大部分の 住民が 
白衛 派の 影響 下に あった、 コ サック 住民の 地域を とおらなければ ならなかった。 スタ ー リン 同志は この 計画に 
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痛烈な 批判を くわえ、 中央委員会に、 デ-ー キン 粉砕の 自分の 計画を だした。 その 内容は、 ハ リコ プ - ドン バ 

ス —— ロストフを へて 主要な 打撃を デニキンに くわえる、 という ものであった。 わが 軍が この 計画を 実行 すれ 
ば、 迅速に 前進して デニキンを 攻める ことができる。 なぜなら、 わが 軍が 労働者、 農民 地域を 通って 前進 すれ 
ば、 住民が 同情を よせる ことは 明らかだった からで ある。 そのほかに、 この 地域には 密集した 鉄道網が あり、 
そのため わが 軍は すべての 必需品の 規則的な 補給を 確保で きる からで ある。 最後に、 この 計画を 実行 すれば、 
ドン バスを 解放し、 わが国に 燃料を 保証す る ことができる。 

党 中央委員会は、 スタ ー リン 同志の 計画を 採択した。 一九 一九 年 十月の 後半、 デキニ ンは 激しい 抵抗の の 
ち、 オリョ ー ルと ボ ロ| ネジ 付近の 決戦で 赤軍に 擊 破され た。 デニキンは 急いで 退却を 開始し、 ついで、 わが 
軍に 追撃され つつ、 南方へ と 落ちの びた。 一九二 〇年 はじめ、 ゥクラィナ 全部と 北 ヵフ ヵズが 白 軍の 手から 解 
放された。 

南部 戦線で 決戦が おこなわれ ている とき、 帝国主義 者は、 またも ユデ- ー ッチ 軍団を ペトロ ダラ I ドに 進撃 さ 
せ、 それによ って われわれの 兵力を 南部から ひきはなし、 デニキンの 軍隊の 状況を 緩和 させようと した。 白 軍 

すでに ペトロ グラ ー ド 市の すぐそばまで せまった。 ベ トロ グラ I ドの 英雄的な プロレタリア 階級は、 身を 挺 
して 最初の 革命 都市を 防衛した。 共産党 員は いつものよう に 最前線で たたかった。 激しい 戦闘の のち、 白 軍は 
撃破され、 ふたたび わが国の 国境の かなた、 エストニアに 追いだ された。 

こうして デニキン 軍 も片づ けられた。 

コルチャックと デ-ー キンが 壊滅され た あと、 短期間では あった が、 息ぬ きのとき が やってきた。 
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白 軍が 壊滅され、 干渉が 成果を あげず、 ソビ H 卜 権力が 全国的に 強固に なって おり、 また。 西ョ ーロッ パで 
も、 ソビユ ト 共和国にたい する 干渉 者の 戦争にたい し 労働者の 怒りが 髙ま ってい るのを みて、 帝国主義 者は、 
ソビエト 国家にたい する 態度を かえは じめ た。 一九二 〇年 一月、 ィギリス、 フランス、 ィタリアは 、ソビエト • 
卩 シアへの 封鎖を 解除す る ことを きめた。 

これは 干渉の 壁に ぅちぬかれた 重大な さけめだった。 

もちろん これは、 ソビ ニ ト 国家が すでに 干渉と 国内 戦争を 片づ けた ことを 意味す る ものではなかった。 当時 
まだ、 帝国主義的な ポー ランドが 進 犯して くる 危険が あった。 極東、 後 カフ カズ、 クリミアでは、 まだ 干渉 者 
は 最後 的に 追っぱらわれて はいなかった。 だが、 ソビエト 国家は、 このと き 一時的な 息ぬ きの 機会を えた。 そ 
して、 ょり 多くの 力を 経済 建設に 向ける ことができた。 党は、 経済問題に たずさわる 可能性を もっていた。 国 
内 戦争の時 期には、 工場 閉鎖の ため 多くの 熟練 労働者が 生産からは なれて いた。 いまや 党は、 熟練 労働者を 生 
産に ょびもどし、 専門に 応じた 仕事に 従事 させた。 数千の 共産党 員が、 困難な 状態に あった 運輸 業を 復興す る 
ために 派遣され た。 運輸 業の 復興な しには、 基本的な 工業 部門の 復興に、 まともに 着手す る ことは できな かっ 
た。 食糧 面の 仕事は 強化され、 改善され た。 ロシアの 電化 計画を つくる 仕事が はじまった。 軍務に 服して いる 
赤軍の 兵士は 五 百万 人 近くいた が、 軍事的な 危険が あった ので、 まだ かれらを 除隊させる ことは できなかった。 
そこで、 一部の 赤軍 部隊を 労働 軍に 編制が えし、 経済 建設の 部門に 従事 させた。 労農 国防会議は、 労働 国防 会 
議に 改組され、 これを 援助す るた め 国家 計画 委員会 〔ゴスプラン〕 が 設立され た。 

一九二 〇年 三月 末に、 第 九 回 党大会が、 こぅした 環境の もとで、 ひらかれた。 
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この 大会には、 議決権を もつ 五 百 五十 四 人の 代議員が 出席した が、 かれらは 六十 一万 千 九 百 七十 八 人の 党員 
を 代表して いた。 審議 権の ある 代議員は 百 六十 二人だった。 

大会は、 運輸、 工業の 部面に おける 国の 当面の 経済的 任務を きめる とともに、 経済 建設に 労働組合が 参加す 
べき ことを、 とくに 指摘した。 

大会は、 まず 第一に、 運輸、 燃料、 冶金 業の 建て直しを 規定す る 統一的な 経済 計画の 問題に ついて、 特別の 
注意を はらった。 この 計画で おもな 地位を しめたのは、 全国民 経済の 電化の 問題で あり、 レーニ ンは この 問題 
を、 「一〇 〜二〇 年に わたる 偉大な 綱領」 として 提起 L た。 のち、 これを 基礎と して 作成され たのが、 有名な 
ロシア 電化 国家 委員会の 計画で あり、 いまでは それは、 はるかに 超過 達成され た。 

大会は、 反 党 的な 「民主 集中 主義」 集団に 反撃を 加えた が、 この 集団は、 工業の 面で 単独 責任 制 管理者の 個 
人 責任 制を とる ことに 反対し、 工業の 指導の 面での 無制限な 「合議制」 と 無責任 制を あくまで 主張した。 この 
反 党 集団 中の 立 役者は、 サプ ロノフ、 オシ ン スキ ー、 スミ ルノフであった。 大会で かれらを 擁護した のは ルィ 
n フと トム スキ ー であった。 

四、 ポー ランド 地主の ソビエト 国家にたい する 攻撃  ゥランゲリ 
将軍の 襲撃  ポー ランドの 計画の 失敗  ゥランゲリの 壊滅 
干渉の 終結 
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コルチャックと デニキンが 壊滅した にもかかわらず、 ソビエト 国家が 北部 地方、 トル キス タン、 シベリア、 
ドン川、 ウクライナ、 その他を 白 軍と 武力干渉 者の 手から とりもどし、 その 地域を いっそう 拡げた にも かかわら 
ず また、 連合国が ロシアにたい する 封鎖を とかざる をえなかった にもかかわらず、 やはり 連合国の 諸国は、 ソ 
ビ H 卜 権力が ゆるがす ことので きない もので あり、 ソビ H 卜権 力が 勝利した という 考え方を、 受け入れる こと 
がで きなかった。 だから、 これらの 国は、 ソビエト 国家に もういち ど 干渉を こころみる ことにき めた。 こんど 
は 干渉 者は、 一方では、 反革命 的な ブル ジョア 民族主義 者で あり、 ポー ランド 国家の 事実上の 元首で ある ピル 
ス I ツキ ー を 利用し、 他方では、 クリミアで デニキン 軍の 残党を かきあつめ、 そこから ドン パスと ウクライナ 
を おびやかして いた ウランゲリ 将軍を 利用す る ことに 決定した。 

レ I ニンが 形容した ように、 地主の ポ I ランドと ウランゲリとは、 ソビエト 国家を しめころ そうとする 国際 
帝国主義の 二 本の 手だった。 

ポ ー ランド 人の 計画は、 ソビエト •ウクライナの ドニエプル川 右岸 地域を 占領し、 ソビエト •白 ロシアを 占 
領し 、そこで ポー ランド 地主の 権力を 復活 させ、 ポ I ランド 国家の 境界を 「海から 海まで」 すなわち、 ダン チ 
ヒから オデッサまで 拡大し、 そして ウランゲリの 援助に むくいる ために、 ウランゲリが 赤軍を うちやぶり、 ソ 
ビエ ト •  ロ シアに 地主 •資本家 権力を 復活させる のを 援助す る ことであった。 

この 計画は、 連合国 側 諸国の 承認を えた。 
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ソビエト 政府は、 平和を 維持し、 戦争を 防止す るた めに、 ポ ー ランドとの 交渉を 開始 乙ょうと 試みた が、 な 
んの 効果 もえられなかった。 ピル スー ッキ ー は、 もともと 平和に ついて 交渉す る 気はなかった ので ある。 ピル 
スー ッキ I は、 たたかう ことを 望んだ。 かれは、 コルチャック や デ ーー キンとの 戦闘で 赤軍は つかれきって お 
り、 ポ ー ランド 軍の 攻撃の まえには ひとたまりもないだろう、 と 考えて いた。 

短期間の 息ぬ きは、 これで おわった。 

一九二 〇年 四月、 ポー ランド 軍は ソビエト •ウクラィナの 境界に せめ 入り、 キエフを 占領した。 時を おなじ 
くして ウランゲリ も 攻勢に 転じ、 ドン バスを おびやかした。 

赤軍 部隊は、 ポー ランド 軍の 攻擊に こたえて、 全線に わたって 反搫 をく りひろ げた。 南部 戦線の 赤軍は、 キ 
H フを 解放し ポ ー ランドの 地主を ウクラィナと 白 ロシアから 追いだ したの ち、 攻勢の 勢に のって 一気に ガリシ 
アの リボフの 郊外に たっし、 そして、 また 西部 戦線の 赤軍 部隊は ワルシャワに せまった。 事態は、 ボ I ランド 
の 地主 軍の 完全な 敗北へ と 向かいつつ あった。 

だが、 トロッキ ー と 赤軍 参謀本部 内の かれの 支持者の 不審な 行動は、 赤軍の 成功を 挫折 させて しまった。 西 
部 戦線の 赤軍 部隊の ワルシャワ 方向への 進撃は、 トロ ッキ ー とト ハチ X. フス キーの あやまちから、 まったく 非 
組織的に おこなわれた。 すなわち 、占領した 戦闘 地域を 軍隊に かためさせず、 前衛 部隊は あまりに も 遠く 前進 
させられ、 予備隊と 弾薬は あまりに も 遠く 後方に とりのこされた。 このため、 前衛 部隊は、 弾薬な しに、 予備 
隊な しに 放 匱され た。 戦線が 極度に ひきのばされた ので、 前線は 容易に 突破され た。 すべてこう した 状況に ょ 
って、 ポー ランドの 軍隊の そう 大きくない 集団が わが国の 西部 戦線の 一地 点を 突破した とき、 わが 軍は 弾薬の 
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欠乏に より 退却せ ざるを えなかった。 リボフの 近くにまで すすみ、 そこで ポー ランド 軍を 撃退した 南部 戦線の 
部隊は どうかと いうと、 「革命 軍事会議 議長」 トロ ッキ ー は、 この 部隊に リボフ 占領を 禁じた。 そして、 リボ 
フの 占領が、 西部 戦線への ただ 一つの 可能な、 もっとも よい 援助 だとい うことは、 容易に 理解で きたに も かか 
わらず、 騎兵 軍を、 すなわち 南部 戦線の 主力を、 西部 戦線の 援助の ためと 称して 遠く 東北 方へ 移動 させた。 騎 
兵 軍を 南部 戦線の 戦列から 引き抜き、 リボフから 撤退 させた ことは、 実際には、 わが 軍が 南部 戦線から も 退却 
した ことを 意味した ので ある。 こうして、 トロッキ— の 破壊的な 命令に よって、 不可解な、 いわれの ない 退却 
が、 わが 軍の 南部 戦線の 部隊に おしつけられ、 ボ— ランドの 地主を よろこばせた。 

これは 直接の 援助であった が、 それは わが 軍の 西部 戦線に ではなく、 ポ ー ランドの 地主 や 連合国に あたえら 
れた 援助であった。 

数日の のち、 ポ ー ランド 軍の 攻勢は 阻止され、 わが 軍の 部隊は ポ— ランド 軍への あらたな 反攻を 準備し はじ 
めた。 だが、 ポ ー ランドは 戦争を つづける だけの 力が なく、 そして 赤軍の 反攻を おそれた ので、 ついに ウ クラ 
ィナの ドニエプル川 右岸 地区と 白 ロシア 強奪の 野望を 放棄せ ざるを えなくな り、 ロシアと 講和を むすぶ にいた 
った。 一九二 〇年 十月 二十日、 ポ ー ランドと リガで 講和条約が むすばれ、 ガリ シアと 白 P シアの I 部が ポ ー ラ 
ンド領 になる ことが きまった。 

ソビエト 共和国は ポー ランドと 講和を 締結した のち、 ウランゲリを 一掃す る ことを きめた。 ウランゲリは、 
ィギリス、 フランスから 最新式の 兵器、 装甲車、 飛行機、 軍需品を うけとった。 かれは 主として 将校 部隊から 
なる 白衛突 擊隊を もっていた。 だが、 ウランゲリは、 クパンと ドン川 一帯に 上陸 させた 部隊の まわりに、 農民 
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と コ サックの 多少と も 有力な 勢力を あつめる ことができな かった。 それでも、 ウランゲリは ドン バスの 直ぐ 近 
くにせ まり、 われわれの 炭田 地帯を 脅威に さらした。 さらには また、 ソビエト 権力の 地位を 困難に おとしいれ 
たのは、 赤軍が このと きすで に 疲れ きっていた ことであった。 赤軍 兵士は、 かつてない 困難な 条件の もとで 前 
進し、 一方では ウランゲリ 軍を 攻撃し、 同時に、 ウランゲリを 援助して いた 無政府主義者 マフノー  味の 匪賊を 
一掃し なければ ならなかった。 ところが、 ウランゲリは、 すぐれた 装備を もって おり、 赤軍には 戦車が なかっ 
た にもかかわらず、 赤軍は ついに ウランゲリを クリミア半島に おいこんだ。 一九二 〇年 十一月、 赤軍は ペレ コ 
プの 堅固な 陣地を 占領し、 クリア ミ 半島に つきすすみ、 ウランゲリ 軍を 粉砕して、 クリミアを 白 軍と 干渉 者の 
手から 解放した。 クリミアは ソビエトの ものと なった。 

こぅ L て、 干渉の 時期は、 ポ ー ランドの 大国主義 計画の 破綻と ウランゲリの 壊滅に ょって おわりを つげた。 

一九二 〇 年末、 後 カフ カズは、 アゼルバイジャンの ブルジ ョア 民族主義 ム サバト 派 や グルジアの 民族主義 的 
メン シヱ ビキ おょび アルメニアの ダ シナ ク 派の 抑圧から 解放され はじめた。 ソビエト 権力は アゼ ルバ イジャ 
ン 、アルメニア、 グルジアで 勝利した。 

だが、 干渉は まだ 完全に 停止され たわけではなかった。 日本の 極東での 干渉は、 ずっと 一九ニ ニ 年まで つづ 
いた。 このほかに も、 新たに 干渉を 組織した ものが いた (東方では セ ミョ ーノフ 隊長と ウン ゲル ン 男爵、 一九 
ニー 年の カレリアに おける フィンランド 白 軍の 干渉) だが、 ソビ H 卜国 家の 主要な 敵、 干渉の 主要な 勢力は、 
一九二 〇 年末には 粉砕され てし まっていた。 

外国の 干渉 者と P シアの 白衛 派の 反ソビ H 卜 戦争は、 ソビ H 卜の 勝利に 終わった。 
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ソビエト 共和国は、 その 国家的 独立と、 その 自由な 存在を まもりぬいた。 

これは、 外国の 干渉と 国内 戦争の 終結であった。 

これは ソビエト 権力の 歴史的な 勝利であった。 

五、 ソビエト 国家は、 どのように して、 またな に ゆえに、 ィギリス • 

フランス •日本 •ボー ランドの 干渉と ロシアの ブルジ ョア 階級 • 

地主 •白衛 軍の 反革命との 連合 勢力に うちかった か？ 

干渉 時期の ョ ー ロ ッバと アメリヵの 新聞を みれば、 当時、 軍部 あるいは 民間の 著名な 評論家の たれ ひとりと 
して、 軍事通の たれ ひとりと して、 ソビエト 権力の 勝利を 信じて いなかった という ことを 確め るのは 容易で あ 
る。 すべての 著名な 評論家、 軍事通、 すべての 国と 民族の 革命 史 研究者、 いわゆる 学問 ある 人び とは、 それ ど 
ころ か、 異口同音に、 ソビエト 権力は 長い ことは ない とか、 ソビエト 権力の 敗北は 避けられない などと わめき 
たてた ので ある。 

干渉の 勝利を かれらが 信じた のは、 ソビエト 国家は、 まだ 成熟した 赤軍を もたず、 赤軍を、 いわば 前進し な 
がらつ くり 出さなければ ならない のに、 干渉 者 や 白 軍は、 多少と もで きあいの 軍隊を もっ ている、 という こと 
にもとづいていた。 
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さらに それは、 赤軍には 熟練した 軍事 幹部が いない、 そのような 幹部の 大多数は すでに 反革命に 走った、 そ 
れなの に、 干渉 者 や 白 軍には、 そのような 幹部が いる、 という ことに もとづいて いた。 

さらに、 それは、 ロシアの 軍需産業が おくれて いるた め、 赤軍は、 武器、 弾薬の 不足と、 粗悪な 品質に 苦し 
んで おり、 しかも、 ロシアが まわりを すっかり 封鎖され ている ため 他国から 軍需品を 入手で きないのに、 干渉 
者 や白衛 派の 軍隊は 第一 級の 武器、 弾薬、 被服の 供給を どしどしう ける ことができる うえ、 将来 もこう した 供 
給が えられる という ことに もとづいて いた。 

最後に、 それは、 干渉 者 や白衛 派の 軍隊は、 ロシアの 当時 もっとも 食糧の ゆたかな 地帯を おさえて いるの 
に、 赤軍は このような 地帯を 奪われ、 食糧不足に 苦しんで いる。 という ことに もとづいて いた。 

これらす ベての 欠陥 や 不足が、 実際に 赤軍 部隊の 側に あった ことは たしかだった。 

この 一点 —— しかし この 一点 だけ だが、 —— 干渉 者の 旦那 方は まったく 正しかった。 

そうだと すれば、 それほど 多くの 重大な 欠陥の あった 赤軍が、 そうした 欠陥の なかった 干渉 者 や白衛 派の 軍 
隊に 勝利した のは、 どうしてであろう か。 

⑴ 赤軍が 勝利した のは、 赤軍が そのために たたかった ソビエト 権力の 政策が、 人民の 利益に 合致す る 正し 
い 政策であった からで あり、 人民が、 この 政策は 正しい 政策で あり、 自分自身の 政策で ある ことを 認識し、 理 
解し、 この 政策を 徹底的に 擁護 L たからで ある。 

正しくない 政策の ために、 人民の 擁護し ない 政策の ためにた たかう 軍隊は、 勝利を かちとる ことは できない 
ことを、 ボリ シヱ ビキは 知っていた。 干渉 者 や白衛 派の 軍隊は、 まさにそう した 軍隊だった。 干渉 者 や 白衛派 
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の 軍隊には、 あらゆる ものが あった。 すなわち、 老練な 指揮官が あり、 第一 級の 武器が あり、 弾薬が あり、 被 
服が あり、 食糧が あった。 だが、 かれらには 欠けて いるものが 一つ あった。 ロシアの 各 民族の 援助と 同情が 欠 
けて いた。 なぜなら、 ロシアの 各 民族は、 干渉 者 や 白衛 軍の 「支配者」 の 反 人民 的な 政策を 支持す る ことを 望 
まった し、 支持で きなかった からで ある、 だから、 干渉 者 や 白衛 派の 軍隊は 敗北した ので ある。 

⑵ 赤軍が 勝利した のは、 赤軍が 自国の 人民に あくまでも 忠実で、 献身的で あり、 そのために 人民 も 赤軍を 
愛し、 擁護し、 血を 分けた 軍隊と みなした からで ある。 赤軍は 人民の 子で あり、 誠実な 子供が 母親にたい する 
ように 自己の 人民に 忠実で あれば、 人民の 支持が えられ、 勝利を かちとる にち がいなかった。 自国の 人民に 反 
する 軍隊は、 敗北す るに きまって いる。 

⑶ 赤軍が 勝利した のは、 ソビ H 卜権 力が 後方 全体を、 全国 人民を 立ち あがらせて 前線の 利益に 奉仕させる 
ことができた からで ある。 全力を あげて 前線を 支援す る 強固な 後方の ない 軍隊は、 敗北す るに きまって いる。 
ボリ シ h ビキ はこの ことを 知っていた ので、 全国を 武器、 弾薬、 被服、 食糧、 補充 人員を 前線に 供給す る 軍営 
にかえた ので ある。 

⑷ 赤軍が 敵に 勝利した のは、 W 赤軍 兵士が 戦争の 目的と 任務を 理解し、 それの 正し さを 認識して いたか 
ら 、⑹ 戦争の 目的、 任務の 正し さを 認識した ことは、 かれらの 規律の 精神、 戦闘 能力を 強めた から、 (C) したが 
って、 赤軍 兵士 大衆が、 敵との 戦闘に あたって、 たえず、 歴史に 例の ないような 自己犠牲の 精神と、 これまで 
みた こと もない ような 大衆 的 英雄主義を しめした からで ある。 

⑸ 赤軍が 勝利した のは、 赤軍の 後方と 前線の 指導 的中 核が ボリ シ X ビキ 党だった からで ある。 この 党は、 
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団結と 規律に よって、 統一され た 党で あり、 革命的な 精神を もち、 共同の 事業の 成功の ためには すべてを 犠牲 
にす る 決意を もっている 強力な 党で あり、 何百 万 何千 万の 大衆を 組織し、 複雑な 環境の なかで も 大衆を 正しく 
指導す る 手腕に より 右に 出る ものの ない 党であった。 

レ ー ーー ンは こういった。 

「党が 警戒を おこたらなかった から、 党が もっとも 厳格な 規律を もっていた からこ そ、 また、 党の 威 
信が すべての 機関 や 施設を 統一し、 そして 数十、 数千、 結局は 数百 万人が 中央委員会の 出した ス ローガ 
ン にしたがって ひとりの ように 行動した からこ そ、 そして また、 かつてない 犠牲を 払った からこ そ —— 
これら すべてが あったから こそは じめ て、 現に おこっ たような 奇蹟が おこりえ たので ある。 これらす ベ 
てが あった からこ そは 1: めて、 連合国の 帝国主義 者 や 全世界の 帝国主義 者が、 二度、 三度、 四 度まで も 
攻撃を かけて きたに も かかわらず、 われわれは 勝利を かちとる ことができた ので ある。」 (レー ニン 『口 
シァ 共産党 (ボリ シ M ビキ) 第 九 回 党大会 —— 三月 二十 九日の 中央委員会 報告』) 

⑹ 赤軍が 勝利した のは、 S それが 自己の 隊伍の なかに、 フルンゼ、 ゥ ォロシ ー ロフ 、ブ ジョン ヌィら のよ 
うな 新しい 型の 軍事 指導者を きたえあげる ことができた から、 (b) その 隊伍の なかで、 a トフ スキ ー、 チャパ エ 
フ 、ラゾ ー、 シチョルス、 パル ホ メンコ 、その他 多くの 生まれながら の 英雄たち がた たかった から、 (C) 当時 赤 
軍の 政治 教育には、 レ—- ーン 、スタ— リン、 モロトフ、 カリ I ニン、 スペル ドロフ、 カガノ ビッチ、 オル ジョ 
ニキ ッゼ 、キ I  ロフ 、クイビシェフ、 ミコヤン、 ジダ I ノフ 、アンドレ ー エフ、 ペトロフ スキ I、 ヤロスラフ 
スキ ー、 ジェル ジン スキ I、 シチャ デン コ、 メフリス、 フルシチョフ、 シ ベル-ー ク 、シキリャトフ、 その他の 
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ような 多くの 活動家が、 •たずさわった から、 (d) 赤軍は その 構成員の なかに、 軍事 委員と いう 非凡な 組織 者、 扇 
動 家を もっていた からで ある。 軍事 委員は、 その 活動に よって 赤軍 兵士を かため、 かれらの あいだで、 規律と 
戦闘的な 勇敢な 精神を つちかい、 指揮官の うちの 一部の 人び との 裏切り 行為を、 迅速に、 容赦な くたち きる と 
ともに、 他方では、 ソビ H 卜 権力に 忠実で ある ことを しめし、 赤軍 部隊の 指導に 鉄腕を ふるった 有能な 指揮官 
たち (党員で あろうと 非 党員で あろうと) の 威信と 栄誉を 大胆に、 断固と して まもった。 

「軍事 委員がなかったなら、 われわれは 赤軍を もちえなかった だろう」 と、 レーニ ン はいった。 

⑺ 赤軍が 勝利した のは、 白 軍の 後方、 すなわち、 コルチ ャッ ク 、デニキン、 クラスノフ、 ウランゲリら の 
後方で、 多くの 非凡な 党員、 非 党員の ボリ シ* ビキが 地下 活動を おこなった からで ある。 かれらは、 労働者、 
農民を 干渉 者 や 白 軍にたい する 蜂起に 立ち あがらせ 、ソビエト 権力の 敵の 後方を 破壊し、 それに よって 赤軍の 
前進を 容易に した。 周知のと おり、 ウクライナ、 シベリア、 極東、 ウラル、 白 ロシア、 ボルガ川 一帯の パル チ 
ザン は、 白 軍 や 干渉 者の 後方を 破壊して、 赤軍に きわめて 貴重な 援助を あたえた ので ある。 

⑻ 赤軍が 勝利した のは、 白 軍の 反革命と 外国の 干渉との たたかいで、 ソビヱ ト 国家が 孤立して いなかった 
からで あり、 ソビエト 権力の 闘争と その 成功が、 全世界の プロレタリアの 同情と 援助を ひきおこした からで あ 
る。 帝国主義 者が 干渉と 封鎖で ソビ H 卜 共和国を 絞め殺そう としたと き、 それらの 帝国主義 諸国の 労働者は、 
ソビエトの 側に 立って ソビエトを 援助した。 かれらは、 ソビエト 共和国を 敵と する 諸国の 資本家たち とたた か 
い、 帝国主義 者に、 干渉を 放棄せ ざるを えない ようにした。 イギリス、 フランス、 および 干渉に くわわって い 
る その他の 諸国の 労働者は、 ストライキを 組織し、 干渉 者 や 白 軍の 将軍ら を 助ける 軍需品の 荷役を 拒否し、 
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f p シアから 手を 引け」 の スロー ガンの もとで、 「行動 委員会」 をつ くった。 

レー ニンは こういった ので ある。 

「国際 ブル ジョア 階級が、 われわれを 打とうと して 手を ふりあげる やい なや、 その 手は かれら 自身の 
労働者に よって ねじあげられる。」 (レ ー ニ ン 『皮革 製造業 労働者 •職員 大会での 演説』) 

要  約 

十月革命で うちやぶられた 地主、 資本家は、 白 軍の 将軍たち といっ しょに、 祖国の 利益を 犠牲に して、 連合 
国 諸国の 政府と 結託し、 共同して 武力で ソビエトに 国家を 攻聲 し、 ソビエト 権力を くつがえそうと した。 これ 
にもとづいて、 連合国の 武力干渉と ロシアの 辺境 地帯での 白 軍の 反乱が 組織され、 その 結果、 ロシアは、 食 
糧 、原料 地区から 切りは なされた。 

ドィッの 軍事的 敗北、 および 二つの 帝国主義の 同盟の ョ ーロッ パに おける 戦争の 終結が、 連合国を つよめ、 
千 渉を 強める ことと なり、 ソビエト 国家に いくたの 新たな 困難を つくりだした。 

その 反対に、 ドィッの 革命 および ml  ロッ パの 国ぐ にでは じ まった 革命運動は、 ソビエト 権力に とって、 有 
利な 国際 環境を つくりだし、 ソビ ヱ ト 国家の 情勢を 緩和した。 

ボリ シ X ビキ 党は、 労 *® 者、 農民を たちあがらせて、 外国の 侵略者と ブル ジョア 階級 •地主の 白衛 勢力に た 
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いする 祖国 防 # • 戦争を すすめた。 ソビ H 卜 共和国と その 赤軍は、 連合国の 手先 コルチャック、 ユデニ ッチ、 デ 
ニ キン、 クラスノフ、 ウランゲリを つぎつぎに うちやぶり、 連合国の もう 一人の 手先 ピ ルス ー ツキ ー を ウクラ 
ィナと 白 ロシアから 追っぱらい、 こうして 外国の 武力干渉を 擊 退し、 干渉 者の 軍隊を ソビ H 卜国 家の 境界から 
駆逐した。 

こうして、 社会主義 国家にたい する 国際 資本の 第一 次 武力 攻撃は、 その 完全な 失敗を もって 終わりを つげ 
た。 

革命に ょって うちやぶられた 社会 革命 党、 メンシェビキ、 無政府主義者、 民族主義 者の 党は、 干渉の 時期に 
は、 白 軍の 将軍 や 干渉 者を たすけ、 ソビ H 卜共和 国にたい する 反革命 的 陰謀を すすめ、 ソビエトの 活動家に た 
いする テロ ルを 組織した。 これらの 党は 十月革命 以前には、 労働者階級の なかで なにがし かの 影響力を もって 
いたが、 国内 戦争の時 期には、 人民 大衆の まえに 反革命 党と しての 正体を すっかり 暴露して しまった。 

国内 戦争と 干渉の 時期は、 これらの 政党が 政治的に 破滅し、 共産党が ソビ H 卜 国家に おいて 最終的に 勝利し 
た 時期であった。 


第 九 章 国民経済 回復の ための 平和的 活動へ 
の 移行 期に 知け る ポリシ ニ ビキ党 

(一九二 一年— 一九二 五 年) 

一、 干渉と 国内 戦争の 終結 後の ソビ K 卜 国家  回復期の 諸 困難 

戦争が おわった のち、 ソビ H 卜 国家は 平和的な 経済 建設への 軌道に 移りは じめ た。 戦争に より 痛手を いやす 
必要が あった。 破壊され た 国民経済を 回復し、 工業、 運輸 業、 農業を 整頓す る 必要が あった。 

だが、 平和 建設への 移行は、 ひじょぅに 困難な 環境の なかで おこなわなければ ならなかった。 国内 戦争での 
勝利は、 やすやすと えられた ものでなかった。 四 年に わたる 帝国主義 戦争と 三年に およぶ 干渉 反対の 戦争に よ 
〇 て、 国は 荒廃して いた。 

一九二 〇 年の 農業の 総 生産高は、 戦前の 総 生産高の 半分 前後に すぎなかった 。しかも、 この 戦前の 水準と い 
ぅのが、 ッァー シアの 極度に 貧しい 農村の 水準だった ので ある。 それにく わえ、 一九二 〇年に は 多くの 県 
が 不作に みまわれた。 農民の 経済は 重大な 困難に ぶつかって いた。 
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崩壊の 状態に あった 工業は、 もっと ひどい 事態に あった。 一九二 〇 年の 大工 業の 生産高は、 戦前に くらべ ほ 
とんど心か 0* 1.にへっていた0エ場の多くは操業を停止し、鉱山は破壊され、水びたしになっていた。とりわ 
け 困難な 状態に あった のは 冶金 業だった。. 一九二 一年の 年間 銃 鉄の 精錬 髙は 、わずか 十一 万 六 千 三百 トン、 す 
なわち 戦前の 銑鉄 生産高の 約 三 パ ーセ ント にす ぎなかった。 燃料は 不足して いた。 運輸 業は 破壊され ていた。 
国内に あった 金属、 織物の ストックは、 ほとんど つきて しまって いた。 国内では、 もっとも 必要と される 物 
資 、たとえば パン、 油脂、 肉類、 履物、 衣服、 マッチ、 食塩、 灯油、 石驗な どが 極度に 不足して いた。 

戦争 中は、 人び とはこう いう 欠乏 や 不足を がまんし、 ときには それに 気づかな くな っていた ほどだった。 だ 
が、 戦争が おわっ たいまと なって は、 人び とはに わかに このような 物資の 欠乏 や 不足を がまんで きない ものと 
感じ、 即時 それを なくす ことを 要求し はじめた。 

農民の あいだに 不満が でて きた。 国内 戦争の 戦火の なかで、 労働者階級と 農民の 軍事的、 政治的 同盟が うま 
れ 、かためられた 。この 同盟を ささえて いた 基礎は、 周知の ように 農民は、 ソビエト 権力から、 土地を もら 
い、 地主 や 富農の 抑圧を うけない ように 保護され たこと であり、 労働者は、 食糧 徵収 制に よって 農民から 食糧 
を 手に いれて いた ことであった。 

いまや、 このような 基礎では、 もう 不十分に なった。 

これまで、 ソビ H 卜 国家は、 農民から 食糧 徴収 制に よってす ベての 余剰 食糧を 徴収して、 国防の 需要に あて 
なければ ならなかった。 食糧 徴収 制な しには、 戦時 共産主義 政策な しには" 国内 戦争で 勝利す る ことは できな 
かった であろう。 戦時 共産主義は、 戦争と 干渉に よって、 よぎなく とった 政策であった。 戦争が おこなわれて 
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いたと きには、 農民は、 甘んじて 食糧 徴収 制を うけいれ、 商品の 不足を 気にしなかった。 ところが、 戦争が お 
わり、 地主が もどって くる おそれが なくなる と、 農民は、 すべての 余剰 食糧の 徴収にたい し、 つまり 食糧 徴収 
制の 方式にたい し、 不満を しめし、 十分な 量の 商品を 供給しても らいたい と 要求し はじめた。 

レ 11 ンが 指摘した ように、 戦時 共産主義の 方式 全体が、 農民の 利益と 衝突す るに いたった ので ある。 

不満の 気分は、 労働者階級を も 刺激した。 プロレタリア 階級は、 国内 戦争の 重荷を おもにに なって、 白 軍 や 
干渉 者の 大軍に たいし、 また、 経済の 破壊 や 飢餓にたい して、 勇敢に、 捨身で たたかった。 もっとも すぐれ 
た、 もっとも 自覚した 、もっとも 捨身の、 もっとも 規律を まもった 労働者は、 社会主義への 熱情の 火に 燃えて 
いた。 だが、 きわめて 深刻な 経済の 崩壊は、 労働者階級に も 影響を およぼした。 当時 まだ 操業して いたわず か 
な 工場 も、 生産を 長く 中断 するとい う 目にあった。 労働者たち は、 内職 や、 ラィタ ー 作り、 闇屋を やる ほかな 
かった。 プロレタリア 階級 独裁の 階級 的 基礎は 弱りは じめ、 労働者階級は ちりぢりに なり、 一部の 労働者は 農 
村に 去って 労働者では なくなり、 階級から 脱落して いった。 飢えと 疲れから、 一部の 労働者は 不満の 意を あら 
わした。 

党は、 国内の 経済 生活の すべての 問題に ついて、 新しい 環境に 応じた 党の 新しい 方針を 作成 するとい う 問題 
に 直面した。 

そして 党は、 経済 建設の 諸問題に ついての 新しい 方針の 作成に とりかかった。 

だが、 階級 敵は ねむりこけ てはいなかった。 かれらは、 困難な 経済状況を 利用し ようとた くらみ、 農民の 不 
満を 利用し ようと くわだてた。 シベリア、 ゥクラィナ、 タンボフ 県 (アントノフ I 味の 反乱) で、 白 衛派や 社 
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会 革^^に よって 組織され た 富農の 反乱が おこっ た。 あらゆる 種類の 反革命 分^ — メンシェビキ、 社会 革命 
党、 無政府主義者、 白衛 派、 ブルジ ョァ 民族主義 者の 活動が 活発に なった。 敵は ソビエト 権力にたい する 新た 
な 戦術 方式を とった。 かれらは ソビエト 色で 染め かえを はじめ、 「ソビエトを 倒せ」 という 古い 破産した ス P 
I ガンでは なく、 「ソビエトに 賛成、 だが 共産党 員ぬ きで」 という 新しい ス ロー ガンを かかげた。 

階級 敵の 新しい 戦術の 明白 ^ \ あらわれは、 反革命 的な クロンシュタットの 反乱であった。 反乱は、 一九二 一 
年 三月、 第 十回 党大会の 一週間 まえに 開始され た。 反乱を 指導した のは、 社会 革命 党、 メンシェビキ、 それ 
に、 外国の 代表者と 結託した 白衛 派だった。 最初の あいだ、 反乱者は、 資本家、 地主の 権力、 財産を 復活 させ 
ようとす る その 意図を、 「ソビエト」 という 看板で 極力 かくそうと した。 かれらが だした スロー ガンは 「共産 
党員ぬ きの ソビエト」 だった。 反革命は、 小 ブルジ ョァ 大衆の 不満を 利用して、 一見 ソビエト 的な ス ロー ガン 
の もとで ソビ H 卜 権力を くつがえそうと たくらんだ。 

クロンシュタット 反乱を 容易に したのに は 二つの 状況が あった。 それは、 軍 鰹 上の 水兵の 素質が わるくな っ 
たこと と、 クロンシュタットの ボリ シヱ ビキの 組織が 弱かった ことであった。 十月革命に 参加した 古参の 水兵 
は、 ほとんど すべて 前線に いって 赤軍の 隊伍で 英雄的に たたかって いた。 海軍には、 革命の 試練を へて いない 
あたらしい 補充兵が はいった。 こういう 補充兵は、 まったく 訓練を うけた ことのない 農民の 大衆で あり、 食糧 
徴収 制にたい する 農民の 不満を 反映して いた。 当時の クロンシュタットの ボリ シェ ビキ 組織に ついていえば、 
これ またたび 重なる 前線への 動員に よって ひどく 弱体化して いた。 このような 状況が あった ので、 社会 革命 
党、 メンシ H ビキ 、白衛 派は、 クロンシュタットに もぐりこみ、 そこを おさえる ことができた。 
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反乱者は、 第一流の 要塞、 艦隊、 大量の 装備、 弾薬を 奪った。 国際 反革命は 勝利を 祝った。 だが、 敵が ょろ 
こぶのは はやす ぎた。 反乱は、 ソビエト 軍隊に ょってた ちまち 鎮圧され た。 党は、 クロンシュタットの 反乱者 
にたいして、 ゥ ォロシ I  ロフ 同志の ひきいる もっとも 優秀な 子弟、 つまり、 第 十回 大会の 代議員たち を 派遣し 
た。 赤軍 兵士は、 薄氷を ふみつつ クロンシュタット へと 行進した。 氷が われて、 多くの 兵士が おぼれ 死んだ。 
近寄る こと もで きないよ うな 堅固な クロンシュタットの 諸 砲台にたい して、 突撃を 加えなければ ならな かつ 
た。 だが、 革命にたい する 忠誠と 勇敢、 ソビエト 権力の ために 一身を ささげる 決意が、 勝を 制した。 クロン シ 
ュ タットの 要塞は、 赤軍の 突撃で 占領され た。 クロンシュタットの 反乱は 一掃され た。 


一一、 労働組合に かんする 党内の 論争  第 十回 党大会  反対派の 
敗北  新 経済政策 〔ネ ップ〕 への 移行 

党の 中央委員会、 そして 党 中央委員会の なかで 多数を 占める レ il ン派に とっては、 戦争が おわり、 平和的 
な 経済 建設へ と 移った のちは、 戦争と 封鎖と いう 環境の もとでつ くりだされた 戦時 共産主義と いう きびしい 制 
度を つづける 根拠が もはやな くな った、 という ことは 明白であった。 

中央委員会は、 食糧 徴収 制が すでに 必要で なくなった こと、 農民が、 その 生産の 余剰の 大きな 部分を 自分の 
裁量で 利用で きる ょうにす るた めには、 食糧 徴収 制を 食糧 税に かえるべき だ、 という ことを 理解して いた。 中 
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央委員 会は、 この 方策は、 農業を 活気 づけ、 工業の 発展に 必要な 穀物と 工芸 作物の 生産を 拡大し、 国内の 商品 
流通を 活気 づけ、 都市への 供給を 改善して、 労農 同盟の ために、 新たな 基礎、 すなわち 経済的な 基礎を つくり 
だす 可能性を あたえる だろう、 という ことを 理解して いた。 

中央委員会は また、 工業を 活気 づける ことが もっとも 優先的な 任務で ある ことを はっきり 理解して いたが、 
中央委員会の 考えは、 労働者階級 とその 労働組合を 参加させる ことなしには 工業を 活気 づける ことは できない 
という こと、 経済の 破壊が 干渉 や 封鎖と おなじように 人民の 危険な 敵で ある ことを 労働者に 納得 させれば、 労 
働 者を この 事業に 参加させる ことができる という こと、 命令が 必要であった 前線で おこなわれて いたよう な 軍 
事 的 命令に よってでは なく、 説得に より、 説得と いう 方法に よって、 労働者階級にたい し て 行動す るなら ば、 
党と 労働組合は、 無条件に この 事業を やりとげる ことができる だろう、 という ことであった。 

だが、 すべての 党員が 中央委員会と おなじように 考えた わけではなかった。 各種の 反対# の 小 グル I ブ I 
トロッキスト、 「労働者 反対派」、 「左派 共産主義者」、 「民主 集中 主義者」 などは、 平和的な 経済 建設の 軌道 
に 移る さいの 困難に 直面して 混乱状態に おちいり、 動揺して いた。 当時、 党内には、 もとの メンシ X. ビキ 、も 
との 社会 革命 党、 もとの ブンド 派、 もとの ボロ チビ スト、 そして ロシアの 辺境 地方の さまざまな 半 民族主義 者 
がすくな からず いた (訳注： ボロ チビ ストは、 ゥクラィナの 民族主義 的 •排外 主義 的な 社会 革命 党 左翼。 一九 
一八 年まで 中央 機関紙 『ポロ チバ』 〔闘争〕 を 発行して いたので 、ポロ チビ ストと よばれる ようになった)。 
かれらは 大部分、 あれこれの 反対派 小 グル ー プに 加わって いた。 これらの 連中は，、 真の マルクス主義 者では な 
く、 経済発展の 法則を しらず、 党の レーニ ン 的な 鍛練を うけてい なかった ので、 反対派 小 グル ープの 混乱と 動 
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揺を つよめる ばかりであった。 そのな かの 一部の ものは、 戦時 共産主義の きびしい 制度を 弱める 必要は なく、 
反対に、 「もっと ネジを しめる」 必要が あると 考えて いた。 他の 一部の ものは、 国民経済の 回復の 事業から 党 
と 国家は 手を ひくべき であり、 この 事業は、 そっくり 労働組合の 手に わたさなければ ならない と考 え ていた。 

党内の  一 .® の グル ー プの あいだに このような 混乱が ある 以上、 論争ず きの 連中、 いろいろの 反対派の 「指導 
者」 が 現われ、 党に 論争を おしつけて くる ことは、 あきらかであった。 

はたして、 事態は そのと おりに なった。 

労働組合の 問題は、 当時、 党の 政策の なかでの 主要な 問題ではなかった のに、 論争は、 労働組合の 役割に つ 
いての 問題から はじまった。 

レ 11 ンに 反対し、 中央委員会の レー ニン 的 多数派に 反対す る、 論争と 闘争の 首唱者は、 トロッキ ーだっ 
た。 事態を 激化 させよう として、 トロッキ ー は、 一九二 〇年 十一月は じめ の 第五 回 全 ロシア 労働組合 会議の 代 
議員 中の 共産党 員の 会 護に 出席し、 r ネジを しめろ」 、「労働組合の 刷新」 という、 怪しげな ス P 1 ガンを 提起 
した。 トロッキ ー は、 即時、 「労働組合を 国家 化せよ」 という 要求を もちだした。 かれは、 労働者 大衆を 説得 
するとい う 方法に 反対した。 かれは、 軍事的 方法を 労働組合に もち C むこと を 主張した。 かれは、 労働組合の 
なかに 民主主義を 拡大す る ことに 反対し、 労働組合の 機関の 選挙 制に 反対した。 

労働者 組織の 活動は 説得の 方法を ぬきにし ては 考えられないのに 、トロッキストは 説得の 方法の かわりに、 
あからさまな 強制の 方法、 あからさまな 命令 手段を 提議した。 労働組合の 活動で 卜 ロ ッキ ストが たまたま 指導 
部に いたと ころでは、 かれらの 政策に よって 組合の なかに 衝突、 分裂、 分鳄か ひきおこされた。 トロッキスト 
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は その 政策に よって、 党 外の 労働者 大衆を 党に 敵対 させ、 労働者階級を 分裂 させた。 

労働組合に ついての 論争は、 実際には、 労働組合 問題よりも ずっと 大きな 意義を もっていた。 のちに、 ロシ 
ア 共産党 (ボリ シ X ビキ) 中央委員会 総会 (一九二 五 年 一月 十七 日) の 決議の なかに 指摘され ている ように、 
実際に、 そのと きの 論争の 的に なった のは、 「戦時 共産主義、 に 立ち向かって いる 痤民 にたいする 態度に つい 
て、 党 外の 労働者 大衆にたい する 態度に ついて、 そして 一般に、 国内 戦争が すでに 終結した 時期に おける 大衆 
にたいする 党の かかわり 方に ついて」 であった。 (ソ連 共産党 〔ボリ シヱ ビキ〕 決議 集、 第一 部) 

トロッキ ーに つづいて 立ち 現われた その他の 反 党 グル I プ としては 、「労働者 反対派」 (シリ ャプ ニコ フ 、メ 
ドべ ー デフ、 コロンタイ、 その他)、 「民主 集中 主義者」 (サブ ロノフ、 ド ロブ ニ ス 、ボグ スラ フス キー 、オシ 
ン スキ ー、 スミ ルノフ、 その他) 、「左派 共産主義者」 (ブハ ー リン、 プレ オブ ラジ* ン スキ ー) が あった。 

「労働者 反対派」 は、 すべての 国民経済の 管理を 「全 P シア 生産者 大会」 に ひきわたせ、 という ス P 丨ガン 
を かかげた。 かれらは、 党の 役割を 皆無に してし まい、 経済 建設に おける ブ P レ タリア 階級 独裁の 意義を 否定 
し た。 「労働者 反対派」 は、 労働組合を、 ソビ H 卜 国家と 共産党に 対立 させた。 かれらは、 労働者階級の 最高 
の 組織 形態は、 党では なく、 労働組合 だとみ なした。 「労働者 反対派」 は、 本質的には、 無政府主義 •サン ジ 
ヵリ スト 的な 反 党 グル I プ であった。 

「民主 集中 主義者」 の グル I プ (デ ッィ スト) は、 分派 や 小 グル I プの 完全な 自由を 要求した。 民主 集中 主 
義者 も、 トロッキストと おなじく、 ソビ H 卜お よび 労働組合に おける 党の 指導 的 役割を 破壊し ようとつ とめ 
た。 レ ー -1 ンは 、民主 集中 主義者を、 r どんな おしゃべ りよりも さわがしい」 分派と よび、 その 綱領を 社会 革 
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命 党、 メンシ H ビキ 的な 綱領 だとい った。 

ブハ ー リンは、 レ ー ーー ンと 党にたい する 闘争で トロ ツキ ー を 助けた 〇ブハ ー リンは、 ブレオ ブラ ジェン スキ 
1、 セレブリャコフ、 ソコリ ニコ フ といっ しよ に、 「緩衝」 グル ー プを つくった。 この グル ー プは 、もっとも 

凶悪な 分派の 成員で ある 卜 a ツキ ストを 弁護し、 掩護した。 レー -1 ン は、 ブハー リンの 行動を 「思想 的な 退廃 
の 骨頂」 とよんだ。 まもなく、 ブハ— リン 派は、 公然と トロツキストと 提携して レ丨- ーンに 反対した。 

レーニ ンと レ！ ーン 派は、 主要な 攻撃を、 反 党 グル ープ のうちの 主力で ある トロツキストに 集中した。 かれ 
らは 、労働組合を 軍事 組織と 混同して いる トロツキストの 罪状を 暴露し、 軍事 組織の 方法を 労働組合に もちこ 
むべき ではない ことを トロツキストに 指摘した。 レーニ ンと レ丨- ーン 派は、 反対派 諸 グル ープの 政綱に 対抗し 
て、 かれらの 政綱を 作成した。 この 政綱では、 労働組合は、 管理の 学校で あり、 経営の 学校で あり、 共産主義 
の 学校で ある、 という ことが 指摘され た。 労働組合は、 説得の 方法を 基礎に して、 すべての 活動を おこなわな 
ければ ならない。 こうした 条件の もとでは じめ て 労働組合は、 すべての 労働者を、 経済的 崩壊との 闘争に 立ち 
あがらせ、 社会主義の 建設に 参加させる ことができる。 

反対派の 諸 グル ー プ との 闘争の なかで、 党 組織は、 レーニ ンの まわりに 結集した。 モスクヮでの 闘争は、 と 
くに 緊迫した 性質を 帯びた。 反対派は、 かれらの 主力を ここに 集中し、 首都の 組織を 手に入れようと もくろん 
だ。 だが、 分派の 成員の このような 陰謀にたい し、 モスクヮの ボリ シ X. ビキ は、 断固たる 反撃を 加えた。 ウク 
ライナの 党 組織で も、 するどい 闘争が 展開され た。 ウクライナの ボリ シヱ ビキ は、 そのころ ウクライナ 共産党 
(ボリ シ h ビキ) 中央委員会の 書記であった モロトフ 同志の 指導の もとで、 トロツキストと シリ ャプ 1 ー  コ フ派 
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を 粉砕した。 ウクライナ 共産党は、 いぜんとして レ 1-1 ンの 党の 忠実な 支柱 だ 〇 た。 パク ー においては、 オル 
ジョー ー キッゼ 同志の 指導の もとで、 反対派の 粉碎が 進められた。 中央アジアでは、 反 党 グル ー プと の閬 争を 力 
ガノ ビッチ 同志が 指導した。 

すべての 主要な 地方の 党 組織は、 レーニ ンの 政綱に 賛同した。 

一九二 一年 三月 八日に、 第 十回 党大会が ひらかれた。 この 大会には、 議決権を もつ 六 百 九十 四 人の 代議員が 
出席した。 かれらは、 七十 三 万 二 千 五 百 11 十一 人の 党員を 代表して いた。 審議 権の ある 代議員は あわせて 二百 
九十 六 人であった。 

大会は、 労働組合 問題に ついての 論争を 総括し、 圧倒的多数で レー ニンの 政綱を 承認した。 

レーニ ンは 、大会の 開会を 宣す るに あたって、 論争は ゆるしが たいぜいた くであった、 と 言明した。 かれ 
は、 共産党の 党内 闘争と 分裂に、 敵が ひたすら 期待を かけて いる ことを、 指摘した。 

第 十回 大会は、 分派 諸 グル I プの 存在が、 ボリ シ X ビキ 党と プロレタリア 階級 独裁に とって きわめて 大きな 
危険で ある ことを 考慮し、 党の 統一の 問題に 特別の 注意を はらった。 レ ーニン はこの 問題に ついて 報告を おこ 
なった。 大会は、 すべての 反対派 諸 グル ー プを 非難し、 それらは 「実際には プロレタリア 革命の 階級 敵を 援助 
する もの だ」 と 指摘した。 

大会は、 すべての 分派 グル I プをた だち に 解散す る ことを 命じ、 いかなる 分派 活動を も ゆるさな いょぅ 厳重 
に 注意す る ことを すべての 党 組織に 委任 するとと もに、 大会の 決定を 履行し ない ものは、 ただちに、 無条件に 
党から 除名され る ことと した。 大会は、 中央委員会に 全権を あたえ、 中央 委員が 規律に 違反した ばあい、 また 
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分派 活動を 復活し、 または 容認した ばあいには、 中央委員会 および 党からの 除名に いたる 一切の 党と しての 処 
罰の 手段を とる ことにした。 

すべての これらの 決定は、 レーニ ンが 提起し、 そして 大会で 採択され た 『党の 統一に ついて』 という 特別 決 
議 のなかに かきいれられた。 

この 決議の なかで、 大会は、 第 十回 大会の 時期の いくつかの 事情の ため、 国内の 小 ブルジ ョア的 住民の あい 
だに 動揺が つよまって いると き、 党の 隊伍の 統一と 団結、 プロレタリア 階級の 前衛の 意志の 統一が、 とりわけ 
必要で ある ことに、 全 党員の 注意を うながした。 

決議には こう 指摘され た。 

「だが、 すでに 労働組合に ついての 全 党 的 反対論の 前に も、 党内には 分派 活動の いくらかの 徵候が あ 
らわれ ていた。 すなわち、 独自の 政綱を もち、 ある 程度 門戸を とざし、 自己の グル ー ブ的な 規律を うち 
立てようと 意図す るいくつ かの 小 グル ー プの 成立が、 それで ある。 すべての 自覚した 労働者は、 どんな 
もので も 分派 活動は、 有害で あり、 ゆるしえない ものである ことを、 はっきり 認識し なければ ならな 
い。 分派 活動は、 実際には、 不可避 的に 協力 活動を 弱める ことにな り、 また、 党内に もぐりこんで いる 
党の 敵が、 (党の) 分裂を 深め、 この 分裂を 反革命の 目的の ために 利用し ようとして くりかえ すくわ だ 
てに、 油を そそぐ ことになる。」 

大会は この 決議の なかで、 つづいて こういって いる。 

「厳密な、 確固と した 共産主義 的な 路線からの あらゆる 逸脱を、 プロレタリア 階級の 敵が 極力 利用す 
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ると いう ことは、 クロンシュタットの 反乱と いう 実例に よっ て、 もっとも 明瞭に しめされた。 当時、 世 
界の あらゆる 国の ブル ジョア 反 や白衛 派は、 口. シアの プロレタリア 階級 独裁を くつがえす ためで あ 
れば 、ソビエト 制度と いう スロ ー ガンを さえう けいれ る 用意が ある ことを、 即座に 表明した。 その 当 
時、 社会 革命 党 および 一般の ブル ジョア 反革命は、 ロシアの ソビエト 政府に 反対す る 暴動が まるで ソビ 
エト 権力の ためを はかった ものである かの ような スロ ー ガンを、 クロンシュタットで 利用した。 これら 
の 事実が 十分 証明して いるよう に、 白衛 派は、 P シアに おける プロレタリア 革命の トリ デを 弱め、 くつ 
がえ すため であれば、 共産主義者を よそおい、 さらには、 共産主義者よりも 「もっと 左翼 的」 に よそお 
うこと につと め、 またよ そおう ことができる。 クロンシュタット 反乱の 前夜、 ペトロ グ ラ— ドで 発見 さ 
れた メンシェビキの ビラ もまた、 メンシェビキが、 ことばのう えでは、 反乱に 反対で あり、 そして、 た 
だち ょっ とした 手直しと 称する ものを ほどこし さえ すれば、 ソビエト 権力を 擁護す るかの ようにみ せか 
けながら、 実際には、 クロンシュタットの 反乱者、 社会 革命 党 や白衛 派を はげまし 支援す るた めに、 い 
かに ロシア 共産党 内の 意見の 対立を 利用した かを、 示して いた。」 

決議は、 党の 宣伝は、 プロレタリア 階級 独裁の 成功の 基本条件と しての、 党の 統一、 プ 13 レ タリア 階級の 前 
衛の 意志の 統一を 実現す る 見地から、 分派 活動の 害悪と 危険性を 詳しく 説明し なければ ならない、 と 指示し 
た。 

他方では、 党の 宣伝は、 ソビ H 卜 権力の 敵のと る もっとも 新しい 戦術 的 手口の 特徴を 説明し なければ ならな 
い、 という ことが 大会の 決議で いわれて いた。 
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決議は こう 指示した。 

「いまや、 これらの 敵は、 公然と 白 軍の 旗を たてた 反革命が 見 こみがない ことを さとっ て、 ロシア 共 
産 党内 部の 意見の 対立を 利用し、 そして、 ソビエト 権力を 認める ことに 外見 上 もっとも 近そう にみ える 
政治的 グル ー ブに 権力を 引き わたす という 方法で、 なんとかして 反革命を おしすすめようと けんめいに 
努力して いる L_° (『ソ連 共産党 〔ボリ シ H ビキ〕 決議 集』、 第一 部) 

決議は、 さらに つぎのように 指示して いる。 党の 宣伝は、 「また、 これ . t での 革命の 経験を も 明らかにしな 
ければ ならない。 当時、 反革命は、 やはり、 ? 命 的 独裁を 動揺 させ、 くつがえし、 それに よって、 将来 反 革 
命、 資本家、 地主が 完全な 勝利を かちとる 道を ひらく ために、 極端な S 党に もっとも 近い 小 ブル ジョア 的な 
グル ー プを 援助した。」 

『党の 統一に ついて』 の 決議と 密接な つなが りのある ものと しては、 このほかに 『わが 党内の サン ジ ヵリス 
卜的お よび 無政府主義 的 偏向に ついて』 の 決議が あり、 この 決議 も、 レーニ ンに よって 提起され、 大会で 採択 
された。 第 十回 大会は、 この 決議で、 いわゆる 「労働者 反対派， 一 を 非難した。 大会は、 無政府主義 的 サン ジヵ 
リスト 的 偏向の 思想を 宣伝す る ことは、 共産党に 所属す る ことと あいいれない ことで あると 認め、 全 党に、 こ 
の 偏向と 断固た たかう ことを よびかけた。 

第 十回 大会は、 食糧 徴収 制から 食糧 税 への 移行、 新 経済政策 〔ネ ップ〕 への 移行に ついての もっとも 重要な 
決議を 採択した。 

戦時 共産主義から 新 経済政策への この 転換には、 レ丨- ーンの 政策の すべての 賢明 さと 先見の明と が あらわれ 
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ていた。 

大会の 決議には、 食糧 徴収 制を 食糧 税に かえるとの ベら れて いた。 現物 食糧 税 は、 余剰 食糧の 徴収よりも 額 
が 少なかった。 税額は 春の たねまきより まえに 公布され なければ ならず、 納税の 期限は はっきり 規定され た。 
税額を こえる すべての 余剰は、 完全に 農民の 処理に ゆだねられ、 農民には この あまった 分に ついて 自由に 売買 
する ことが ゆるされた。 レーニ ンは その 報告の なかで、 商業の 自由は、 最初は、 国内の 資本主義を あるて いど 
活発に する であろうと 指摘した。 私営 商業を ゆるし、 私営 工業 家に 小 企業の 開発を ゆるさなければ ならない。 
だが、 これは おそれる には およばない。 レーニ ンの 考えは 少し ばかりの 商品 流通の 自由は、 農民に 経営に つい 
ての 関心を よびおこし、 その 労働の 生産性を 高め、 農業の 急速な 高揚を もたらす であろう、 それを 基礎に して 
国営 工業が 復興し、 私営 資本が しめ 出される であろう、 力と 資財を たくわえた のち、 強大な — 社会主義 
の 経済的 基礎を うちたて、 その あかつきには 国内の 資本主義の 名残りを 一掃す るた め 断固と して 攻撃に 転ずる 
ことができる であろう、 というので あった。 

戦時 共産主義は、 都市と 農村の 資本主義 的 要素の 要塞を、 強襲に よって、 •正面攻撃に よって 占領し ようとす 
る こころみであった。 この 攻擊 にあたって、 党は、 遠くにつっ ばし り、 自分の 根拠地からは なれて しまう 危険 
が あった。 いまや、 レー ニンは、 いくらか 後退し、 しばらく 後方 近くに 退き、 強襲から、 より 持久 的な 要塞 包 
囲へ うつる ことによって、 力を たくわえ、 ふたたび 攻擊 をは じめ る ことを、 主張した。 

トロッキスト やその 他の 反対派の 連中は、 新 経済政策は 単なる 退却 だと 考えた。 かれらは 資本主義 復活の 路 
線を とっていた ので、 このような 解釈は かれらに とって 都合が よかった。 これは、 新 経済政策にたい する きわ 
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.めて 有害な、 反 レー ニン 的な 解釈であった。 実際には、 新 経済政策の 実施 後一 年で、 レー ニンは 第 十一 回党大 
会に おいて、 退却が 終わった ことを 言明し、 「私営 M- 済 資本にたい しか 撃を 準備せ よ」 という ス ロ ー ガンを 提 
起した。 

反対派の 連中は 役に たたない マルクス 主義者で あり、 ボリ シ 3: ビキ 的な 政策の 問題に ついては 全く 無知 だっ 
たので、 新 経済政策の 本質 も、 また、 新 経済政策の 当初に とられた 退却の 性質 も 理解し なかった。 新 経済政策 
の 本質に ついては、 すでにの ベた。 退却の 性質に ついていえば、 退却に もい ろい ろ ある。 ときには、 敗北を こ 
うむった ために、 党 または 軍隊が 退却し なければ ならない こと も ある。 このような場合に 党 または 軍隊が 退却 
する のは、 自己を 保存し、 自己の 幹部を 保存して、 新たな 戦闘を 準備す るた めで ある。 レ ー -1. ン は、 新 経済 政 
策を とる にあたって、 このような 退却を 主張した のではなかった。 なぜなら、 党は 敗北を こうむって はいな か 
ったし、 敵から 撃破され て もい なかった ばかりでなく 、むしろ その 反対に、 党 自体が、 国内 戦争の時 期に 干渉 
者 や白衛 派を うちやぶって いたから である。 だが、 ときには、 勝利を かちとった 党 もしくは 軍隊が、 攻撃の さ 
い 後方の 根拠地を 確保し ないで、 あまりに も 遠くまで つっ ばし りすぎ る こと も ある。 これは 重大な 危険を かも 
しだす。 このような 場合、 経験を つんだ 党 もしくは 軍隊なら、 一般に、 その 根拠地から 切りは なされない た 
め、 いくらか 後退し、 その後 方に より 近い 地点まで しりぞく ことが 必要 だ、 と 考える。 それは、 後方 根拠地と 
より しっかりと むすびつき、 すべての 必要な ものを 確保し、 その あとで、 いっそうの 確信を もって、 勝利への 
保障を もって、 攻撃を 再開す るた めで ある。 レ ー ニンが 新 経済政策に あたって とった の も、 まさに このような 
性質の 一時的な 退却であった。 レ ーニン は、 コミンテルン 第 四 回 大会で 新 経済政策 実施の 理由に ついて 報告し 
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たさい、 率直に いった。 「われわれは その 経済的 攻撃の なかで あまりに も 遠くまで 前進した。 われわれは 自分 
のために 十分な 根拠地を 確保して おかなかった。」 したがって、 安全な 後方に むかって 一時的な 退却を おこな 
わなければ ならなかった。 

反対派の 不幸は、 新 経済政策の もとでの 退却の この 特質を、 無知な ために 理解し なかった し、 そして 死ぬ ま 
で 理解し なかった ことに あった。 

新 経済政策に かんする 第 十回 大会の 決定は、 社会主義 建設の ための 労働者階級と 農民の 堅固な 経済的 同盟を 
保証した。 

大会の もう 一つの 決議、 すなわち 民族 問題に ついての 決議 も、 この 基本 任務の ために 役立つ ものであった。 
民族 問題に ついての 報告を おこなった のは スタ I リン 同志であった。 スタ ー リン 同志は こういった。 われわれ 
はすで に 民族的 抑圧を とりのぞきは したが、 これでは まだ 不十分で ある。 現在の 任務は、 過去の 重 くるしい 遺 
産、 すなわち、 以前の 被 抑圧 民族の 経済的 •政治的 •文化的な たちおくれを 一掃す る ことに ある、 かれらが こ 
の 点で 中央ロ シアに 追いつく のを 援助すべき である、 と。 

さらに、 スタ ー リン 同志は、 民族 問題に おける 二つの 反 党 的 偏向、 すなわち、 大国 的 (大 n シア 的) 排外 主 
義と 地方 的 民族主義を 指摘した。 大会は、 共産主義と プロレタリア 国際主義に とって 有害で 危険な ものと し 
て、 この 二つ の 偏向を 非難した。 同時に、 大会は、 その 主要な 打撃を、 主要な 危険と しての 大国主義に、 すな 
わち、 ッァ ー 制度の もとで 大ロ シア 的 排外 主義者が 非 ロシア 諸 民族に 向かって しめした ょうな 異 民族にたい す 
る 態度の 名 ごり と 遺物に 集中した。 
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三、 新 経済政策の 初歩 的な 結果  第 十一 回 党大会  ソビ H 卜 社 
会 主義 共和国 連邦の 形成  レーニ ンの 病気  レ ー ニ ンの 協同 
組合 計画  第 十二 回 党大会 

新 経済政策の 実施は、 党内の 不安定な 要素の 反抗に ぶつかった。 この 反抗は 二つ の 方向から 行なわれた。 一 
つの 方向からは、 「左翼 的な」 おしゃべ り屋 、すなわち ロミ ナッゼ 、シャツ キン、 その他の ような 型の 政治的 
奇形児が 立ち 現われた。 かれらは、 新 経済政策は、 十月革命で かちえた 成果を 放棄し、 資本主義に 逆 もどり 
し、 ソビエト 権力を 滅亡させる ものであると いうよう に 「証明」 しようと した。 この 連中は、 政治には 無知で 
あり、 経済の 発展 法則に 通じてい なかった ので、 党の 政策を 理解せ ず、 混乱に おちいり、 退廃の 気分を まわり 
に まきちらした。 もう 一つの 方向からは 、トロ ツキ ー、 ラデック、 ジノ ビ H フ 、ソ コリ- 一 n フ 、力 I  メ ネフ、 
シリ ャプ ニコ フ 、ブハ ー リン、 ルィコフら のた ぐいの、 あからさまな 投降者が 現われた。 かれらは、 わが国の 
社会主義 発展の 可能性を 信じないで、 資本主義の 「威力」 のまえ に ひれふし 、そして、 ソビエト 国家に おける 
資本主義の 陣地を かためる ために、 国内で も 国外で も 私的 資本に 大きく 譲歩す る ことを 要求し、 また、 権利 企 
業 あるいは、 私的 資本の 参加す る 共— 式 会社の 方式で、 国民経済に おける ソビ H 卜 権力の 多 v の 経済的 要衝 
を 私的 資本に ゆずりわたす ことを 要求した。 


407 


前者 も 後者 も、 マルクス主義、 レ 丨-ー ン 主義には 縁の ない 連中であった。 

この 連中を、 前者 も 後者 も、 党は 暴露し、 孤立 させた。 党は、 混乱 助長 者 や 投降 主義者に 断固たる 反擊を く 
ゎぇ た。 

党の 政策にたい する このような 反抗が 存在して いた ことは、 党内の 動揺 分子を 清掃す る 必要を、 いまいちど 
感じさせた。 そこで 中央委員会は、 党を かためる ための 大々 的な 活動を すすめ、 一九二 一年に 党の 粛清を おこ 
なった。 粛清は、 党 外 者の 参加の もとに、 公開の 集会で おこなわれた。 レーニ ン は、 「 …… ベ テン 師 、官僚化 
した もの、 不誠実な 連中、 ぐらぐらして いる 共産党 員、 および 『うわべ』 は 塗り かえた が 内心では いぜんと し 
て メンシ H ビキの ままの メンシ X ビキ」 を 徹底的に 党から 一掃す るよう、 勧告した o( レー -1 ン 『党の 粛清に つ 
ぃて』) 

粛清の 結果、 合計 約 十七 万人、 すなわち 全 党員の 約 二 五パー セントが 党から 除名され た。 

粛清は、 党を 大いに かため、 党員の 社会的 構成を 改善し、 党にたい する 大衆の 信頼を つよめ、 党の 威信を た 
かめた。 党の 団結 性、 規律 性は 増大した。 

新 経済政策の 最初の 一年は、 この 政策の 正し さを 実証した。 新 経済政策への 移行は、 新たな 基礎に たつ 労働 
者、 農民の 同盟を 大いに 強めた。 プロレタリア 階級 独裁の 力と 強さは 増大した。 富農の 土匪 的 行動は ほとんど 
完全に 一掃され た。 食糧 徴収 制が 廃止されたの ちは、 中農は、 ソビエト 権力を たすけて 富農の 徒党と たたかっ 
た 。ソビエト 権力は、 国民経済に おける すべての 経済的 要衝、 すなわち 大工 業、 運輸、 銀行、 土地、 国内 商業、 
対外 貿易を、 その 手に 保持した。 党は、 経済戦 線に おける 転換を やりとげた。 農業は すぐに 前進し はじめた。 
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工業と 運輸は 初歩 的な 成功を おさめた。 いまのところ まだき わめて 緩慢では あった が、 しかし ほんものの 経済 
的髙 揚がは じ まった。 労 ® 者、 農民は、 党が ただしい 道に たって いる ことを 感じと り、 また その 目で みた。 

一九ニ ニ 年 三月に、 第 十一 回 党大会が ひらかれた。 この 大会には、 議決権を もつ 五 百 二十 二人の 代議員が、 
五十 三 万 二 千 人の、 つまり 前回の 大会より 少ない 党員を 代表して 出席した。 審議 権の ある 代議員は 百 六十 五 人 
だった。 党員の 数が 減った のは、 すでに 党の 隊伍の 粛清が はじまって いたから である。 

党大会では、 新 経済政策の 最初の 一年の 総括が おこなわれた。 これらの 総括を もとにし、 レ ー ニンは 大会で 
つぎのように 明す る ことができた。 

「 ^* れ われは 一年間 退却し つづけた。 いまや われわれは、 党の 名で、 もう 十分 だ！ といわなければ 
ならない。 退却に よっても とめた 目的は すでには たされた。 この 時期は 終わろうと している。 あるいは 
終わって しまった ともい える。 いま 提起され ている のは、 別の 目的、 つまり、 勢力の 再編成で ある 0 」 
(レ ーニン 『ロシア 共産党 (ボリ シ H ビキ) 第 十 | 回 大会への 中央委員会の 政治 報告』) 

レ 11 ンは 、新 経済政策は、 資本主義と 社会主義との あいだの 生死を かけた、 激烈な たたかいを 意味す ると 
教えた。 「どちらが、 どちらに 勝つ か」 —— 問題は こうであった。 勝利す るた めには、 都市と 農村の あいだの 
商品 流通を 極力 発展させる ことによ って、 労働者と 農民との あいだ、 社会主義 工業と 農民 経済と あいだの 連係 
を 保障し なければ ならない。 このためには、 経済の 管理を 学び とらなければ ならない し、 文化的に 商売す る こ 
とを 学び とらなければ ならない。 

この 時期に おいて，、 商業は、 ^ の 当面する 諸 任務の 鎖の なかの 基本的な 一環だった。 この 任務の 解決な しに 
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は、 都市と 農村の あいだの 商品 流通を 発展させる ことは できない し、 労働者と 農民の 経済的 同盟を かためる こ 
とがで きず、 農業を たかめ、 崩壊から 工業を 脱出させる こと もで きなかった。 

当時、 ソビエト 商業は まだき わめて 弱かった。 商業 機関は まだき わめて 弱く、 共産党 員は、 まだ 商業に 未熟 
であり、 まだ ネップ マンと いう 敵を 研究して おらず、 まだ かれらとの たたかい かたを 学んで いなかった (訳注 
: ネップ マンは、 新 経済政策 〔ネ ップ〕 の 初期に おける 個人 企業家、 投機 商人の こと)。 個人 商人、 ネップ マ 
ンは 、ソビエト 商業の 弱い のを 利用して、 織物 やその 他の ょく 売れる 品物の 売買を 一手にに ぎって いた。 国営 
商業と 協同組合 商業を 組織す る 問題が きわめて 重要な 意義を もつ にいた った。 

第 十一 回 大会 後、 経済活動は あらたな 勢で 活気 づ いてきた。 国を おそっ た 凶作の きずあとは、 見事に 一掃 さ 
れた 。農民 経済は 急速に たちなおって きた。 鉄道の 仕事は 改善され た。 操業を 再開す る 工場の 数が ますます 多 
くな った。 

一九ニ ニ 年 十月、 ソビエト 共和国は 大勝 利を 祝った。 すなわち、 赤軍と 極東の パルチザンは、 干渉 者の 手に 
あった ソビ H 卜の 最後の 地域で ある ゥラジオストクを 日本 干渉 者から 解放した。 

ソビ H 卜 国家の 全 領土から 干渉 者が 一掃され、 そして 社会主義 建設と 国防の 任務が ソビ H 卜 国家の 諸 民族の 
同盟を さらに 固める ことを 要求す るに いたった いま、 各 ソビエト 共和国を、 いっそう 緊密に 単一の 国家 同盟に 
統合 するとい うこと が、 当面の 問題に なって きた。 社会主義を 建設す るた めに、 すべての 人民の 力を 結合し な 
ければ ならなかった。 強 同な 国防を 組織し なければ ならなかった。 われわれの 祖国の すべての 民族の 全面的な 
発展を 保障し なければ ならなかった。 この 目的の ために、 ソビ H 卜 国家の すべての 民族を いっそう 接近 させな 
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ければ ならなかった。 

一九ニ ニ 年 十二月、 第一 回 全 連邦 ソビエト 大会が ひらかれた。 この 大会で、 レ 1 ーン 、スタ ー リンの 提案に 
もとづき、 ソビ H 卜諸 民族の 自由意志に ょる 国家的 統合、 すなわち ソビ H 卜 社会主義 共和国 連邦が 成立した。 
最初 これに 加盟した のは、 a シア •ソビエト 連邦 社会主義 共和国、 後 ヵフ ヵズ •ソビエト 連邦 社会主義 共和 
国、 ゥクラィナ •ソビエト 社会主義 共和国、 白 ロシア •ソビ ニ ト 社会主義 共和国であった。 その後 まもなく、 
中央アジアには 三つの 独立の 連邦 ソビエト 共和国、 すなわち、 ゥ ズべク 、トルク メン 、タ ジッタの 連邦 ソ ビエ 
卜 共和国が 成立した。 いまや、 これらす ベての 共和国は、 自由意志と 同権に もとづき、 その おのおのが ソビ H 
卜 連邦から 自由に 脱退す る 権利を 保留して、 単一の ソビ H 卜 国家の 同 — ソ連 邦に 統合され た。 

ソビ H 卜 社会主義 共和国 連邦の 成立は、 ソビエト 権力の 強化と、 民族 問題に かんする ボリ シ * ビキ 党の レー 
ニ ン 、スタ ー リン 的 政策の 大きな 勝利を 意味した。 

一九ニ ニ 年 十一月、. レ 11 ンは 、モスクワ •ソビ H 卜の 総会で 演説した。 レ 11 ン は、 ソビエト 権力の 成立 
いらいの 五 年間を 総括す るに あたって 、「新 経済政策の ロシアは 社会主義の ロシアと なる であろぅ」 といぅ 固 
い 確信を 表明した 。とれは、 レ丨- ーンが 全国に むかって おこなった 最後の 演説であった。 一九ニ ニ 年の 秋、 党 
は 大きな 不幸に みまわれた。 レ ー ニ ンが 重い 病い にかかった ので ある。 全 党と 全 勤労者は、 レ丨- ーンの 病気を 
わが 身の 大きな 苦痛と して 感じ とった。 だれもが、 親愛な レー ニンの 生命を 気づかった。 だが、 レ 1 ーンは 病 
中で も その 仕事を やめなかった。 レーニ ン はすで に 重態であった が、 なおい くつ かの きわめて 重要な 論文を か 
き あげた。 これらの 最後の 諸 論文の なかで、 レーニ ンは 、これまでな しとげられた 仕事を 総括した。 そして、 
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農民を 社会主義 建設の 事業に ひきいれる ことによって わが国に 社会主義を 建設す る 計画を 作り あげた。 この 計 
画の なかで、 レーニ ンは 、農民を 社会主義 建設の 事業に ひきいれる 協同組合 計画を 提起した。 

レー ニンは、 一般に 協同組合、 とりわけ 農業協同組合は、 小さな 個人 経済から 大規模な 協同の 生産 連合、 す 
なわち n ル ホ I ズ への 移行の、 何百 万の 藤 民に うけいれ やすく、 わかりやすい 道で ある、 とかん がえ た。 レー 
ニンは こう 指示した。 わが国の 農業の 発展は、 協同組合を つうじて 農民を 社会主義 建設に ひきいれる という 道 
に そって 前進すべき であり、 集団 主義の 原則を 農業に、 はじめは 販売の 面で、 その あと 農産物の 生産の 面で、 
徐 々に 植えつ ける という 道に そって 前進すべき である、 と。 レ 111 ン はまた こう 指示した 。プロレタリア 階級 
独裁 および、 労働者階級と 農民の 同盟の もとで、 農民にたい する プロレタリア 階級の 指導が 確保され ている もと 
で、 社会主義 工業が 存在して いる もとで、 こうし^^あいには、 正しく 組織され、 そして 何百 万の 農民を 抱擁 
する 生産 協同組合は、 それに よって わが国に 完全な 社会主義 社会を 建設す る ことので きる 手段で ある、 と。 

一九二 三年 四月、 党の 第 十二 回 大会が ひらかれた。 これは、 ボリ シヱ ビキが 権力を 奪取した のち、 レーニ ン 
が 出席で きなかった 最初の 大会であった。 大会には、 議決権を もつ 四百 八 名の 代議員が、 前回の 大会よりも 少 
ない、 三十 八 万 六 千 人の 党員を 代表して 出席した。 この 点には、 引きつ づき、 いちじるしい 部分の 党員を 党 か 
ら 排除す る ことにな った 党の 隊伍の 粛清の 結果が 現われて いる。 審議 権を もつ 代議員は 四百 十七 人であった。 

第 十二 回 党大会は、 レ ー ニンが その 最後の 論文 や 手紙の なかで おこなった すべての 指示を、 その 決議の なか 
にと り 入れた。  • 

大会は、 新 経済政策を、 社会主義の 陣地からの 退却 だと か、 陣地を 資本主義に 明け わたす もの だと か 解釈し 
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た 人び とにたい し、 また、 資本主義への 隸属を 提案した 人び とにたい し、 すべて 断固たる 反攀を 加えた。 大会 
で このような 提案を したのは、 トロ ッキ— の 味方で ある ラデックと クラシンであった。 かれらは、 外国の 資本 
家に 投降し、 ソビエト 国家の 生命に かかわる 工業 部門を 外国の 資本家に 利権と して 提供す る ことを 提案した。 
かれらは、 十月革命で 廃棄され たッァ ー 政府の 債務を 支払う ことを 提案した。 党は、 これらの 投降 主義 的な 提 
案を、 裏切り 的な 提案と して 非難した。 党は、 利権 政策の 利用を 拒否は しなかった が、 それは ただ、 ソビエト 
国家に とって 有利な 部門と 範囲 だけに 限定され ていた。 

ブハ ー リンと ソ コリ- 一 n フは 、すでに 大会 前に、 対外 貿易の 独占を 撤廃す る ことを 提案して いた。 この 提案 
もやは り、 新 経済政策を、 資本主義への 陣地の 明け わたしと 解釈した ことの 結果であった。 レーニ ンは 、その 
とき、 ブハ ー リンを、 投機 者、 ネップ マン、 富農の 擁護 者と して 非難した 。準 二回 大会は、 対外 貿易の 確固 
とした 独占を 侵害す る 企てを、 断固と して しりぞけた。 

同時に、 大会は、 農民にたい する 致命的な 政策を 党に おしつけよう とする トロッキ I の 意図に も 反擊を 加え 
た。 大会は、 小さな 農民 経 符 か 国内で 優勢を 占めて いる 事実を 忘れて はならない と 指摘した。 大会は、 重工業 
を もふくめ た 工業の 発展は、 農民 大衆の 利益に 反して ではなく、 それと 結合して、 全 勤労 住民の 利益になる よ 
うに 進めなければ ならない ことを 強調した。 これらの 決議は、 トロ ッキ ー にむ けられた ものであった。 トロ ツ 
キ ー は、 農民 経済を 搾取す る 方法に よって 工業を 建設す S- ことを 提案し、 プロレタリア 睹 級と 農民の 同盟の 政 
策を 事実上 認めて いなかった からで ある。 

同時に また、 トロッキ ー は、 プチ ロ フエ 場、 ブリャンスク エ場な ど、 国防 上の 意義の ある 大工 場を、 利潤を 
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あげてい ない という 理由で、 閉鎖に する ように 提案した。 大会は、 トロ ツキ— の 提案を、 怒りを もって 否決し 
た。 

第 十二 回 大会は、 レ ー ニ ンが 書面の 胗で 大会に 送った 提案を もとにし、 中央 統制 委員会と 労農 監督 局との 合 
同 機関を 創設した。 この 機関は、 わが 党の 統一を 守り、 党と 国家の 規律を かため、 ソビエト 国家 機関を あら ゆ 
る 方法で 改善 するとい う 重大な 任務を になって いた。 

大会は、 民族 問題に、 重大な 注意を はらった。 スタ ーリン 同志が この 問題で 報告した。 スタ— リン 同志は、 
民族 問題に おける われわれの 政策の 国際的 意義を 強調した。 西方、 東方の 被 抑圧 諸 民族は、 ソ連が、 民族 問題 
の 解決、 民族 抑圧の 絶滅の 手本で ある ことを 認めて いた。 スタ ー リン 同志は、 ソ連の 諸 民族の あいだの 経済的 
不平等と 文化的 不平等を 一掃す るた めの 精力 的な 活動が 必要で あると 指示した。 かれは、 全 党にたい し、 民族 
問題に おける 二つの 傾向 ^ 大ロ シア 排外 主義と 地方 ブル ジョア 民族主義に 反対して 断固 闘争す るよう よびか 
けた。 

大会では、 民族主義 的 偏向 者、 および 少数民族にたい する かれらの 大国主義 政策が 暴露され た。 そのと き、 
党に 反対して 発言を したの が グル ジャの 民族主義 的 偏向 者ムジ バニら であった。 民族主義 的 偏向 者は、 後 カフ 
カズ 連邦の 成立 t 反対し、 後 カフ カズ 諸 民族の 友誼を つよめる ことに 反対した。 偏向 者は、 グルジ ヤの 他の 諸 
民族にたい し、 まったく 大国 排外 主義 的な 態度を とった。 かれらは、 すべての 非 グル ジヤ 人、 とりわけ アル メ 
一ー ア人を 、チ フリスから 追い出し、 グルジ ヤ 婦人が 非 グルジ ヤ 人と 結婚した ものは すべて グル ジヤ籍 をう しな 
うとい う 法律を 発布した。 トロ ツキ ー、 ラデック、 ブハ ー リン、 ス クル ィプ ニク、 ラコフスキ I は グル ジヤの 
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民族主義 的 偏向 者を 擁護した。 

大会が 終わった のち、 まもなく 各 民族 共和国の 活動家に よる 民族 問題に ついての 特別 協議会が ひらかれた。 
この 協議会では、 スル タン •ガリエ フらの タタ ー ルの ブル ジョア 民族主義 者の グル I プ 、および ファイズ ラ • 
ホジャ H フら のゥズ ベタの 民族主義 的 偏向 者の グルー プが 暴露され た。 

第 十二 回 大会は、 新 経済政策の 二 年来の 結果を 総括した。 これらの 総括は、 勇気と 最後の 勝利への 確信を も 
たらした。 

「わが 党は 終始 結束し、 団結し、 もっとも 大きな 転換を 切りぬ け、 ひるがえる 旗を かかげて 前進し 
た。」 —— スタ ー リン 同志は 大会で こぅのべ た。 

四、 国民経済の 回復の 困難との 闘争  レ 1 ーンの 病気に 乗ずる トロ ッ 
キ ストの 活動の 強化  党内の 新たな 論争  トロッキストの 敗北 
レーニ ンの死  レー ニン 記念の 党員 拡大  第 十三 回 党大会 

国民経済の 回復の ための 闘争は、 はじめの 数年のぅ ちに、 いちじるしい 成功を おさめた。 一九二 四 年 ごろに 
は、 すべての 分野で 高揚が みられた。 播種 面積は 一九二 一年から 大いに ふえ、 農民 経済は いよいよ 強固に なっ 
ていった。 社会主義 工業は 増大し、 発展した。 労働者階級の 数は 大いに ふえた。 賃金 も 高まった。 労働者、 農 
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民の 生活は、 一九二 〇 - 一九二 一年に くらべ、 らくに なり、 よくな った。 

だが、 まだ 根絶され なかった 混乱の きずあとが、 依然として 感じられた。 工業は まだ 戦前の 水準に たっせ 
ず、 工業の 伸びは 国の 需要の 伸びには 追いつかなかった。 一九二 三年に、 まだ およそ 百万 人の 失業者が いた。 
国民経済の 伸びが 遅々 として 進まなかった ので、 失業を なくす すべがなかった からで ある。 商業は、 都市の 製 
品の 価格が 法外に 高いた め、 その 発展は 停滞し がちであった。 このような 高価 格は、 ネップ マン やわれ われの 
商業 組織 内の ネップ マン 的な 要素が 国に おしつけた ものであった。 そのため、 ソビエトの ル I ブルは はげしく 
動揺し はじめ、 その 価値は 下落した。 すべてこう した ことが、 労働者、 農民の 状態の 改善を さまたげた。 

一九二 三年の 秋、 経済 上の 困難は いくぶん ひどく なった。 これは、 われわれの 工業 および 商業 機関が ソビエ 
卜の 価格 政策に 違反した からであった。 工業 品の 価格と 農産物の 価格の あいだには、 はげしい ひらきが あ 〇 
た。 穀物の 価格は 低かった のに、 工業 品の 価格は 法外に 高かった。 工業では 諸掛 りが 高く つき、 これが 商品 
の 価格を 高めた。 農民が 穀物を 売って 手に入れた 通貨は、 たちまちに して 減価した。 それにく わえ、 当時、 国 
民 経済 最髙 委員会に 席の あった トロッキストの ピャ タコフ は 企業 経営の 担当者たち にたい し 犯罪 的な 指令を 出 
した。 それは、 工業の 発展の ためとい う 美名の もとで、 工業製品を 売る さいには できるだけ 多くの 利潤を たた 
き 出す こと、 遠慮なく 価格を つりあげる こと、 という ものであった。 実際には、 こうした ネップ マン 的な ス P 
I ガンは、 工業 生産の 土台を せばめ、 工業を 崩壊させる ことになる だけであった。 こうした 条件の もとでは、 
農民に とって、 都市の 商品を 買う ことは 不利になる。 それで、 農民は こうした 商品を 買う のを やめた。 販売の 
危機が はじまり、 それは 工業に も 影響を およぼした。 賃金の 支払いが 困難に なった ので、 労働者の 不満を ひき 
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おこした。 一部の 工場では、 もっとも おくれた 労働者たち が、 仕事を 放棄した。 

党 中央委員会は、 このす ベての 困難と 欠陥を とりのぞく 方法を 講じた。 販売の 危機を 一掃す る 手段が とられ 
れた 。日用 必需品の 価格の 引き下げが おこなわれた。 幣制 改革の 実行 一 安定した 強固な 通貨、 チ H ルゥ ォネ 
ツへの 移行が 決定され た。 労働者への 賃金 支給の 問題が 整頓され た。 ソビ H 卜 機関 や 協同組合の 機関を つうじ 
て 商業を ひろげ、 あらゆる 種類の 個人経営 者 や 投機 者を 商業から しめだす 方法が 講じられた。 

協力して 袖を まくりあげて 仕事に とりかかる ことが 必要であった。 党に 忠実な 人び とは そのょう に 考え、 行 
動した。 だが、 トロツキストは そうはし なかった。 かれらは、 重い 病気の ため 隊列を はなれた レー ニ ンの 不在 
に 乗じて、 党と その 指導部に 新たな 襲繫を かけて きた。 かれらは、 党を 搫 破し、 その 指導部を くつがえす 好機 
が 到来した と 判断した。 かれらは、 党に 反対す る 闘争に あたって あらゆる ものを 利用した。 すなわち、 一九二 
三年 秋の ドィツと ブルガリアに おける f の 敗北、 国内の 経済的 困難、 レー ニンの 病気を も、 利用した。 党の 
領袖が 病床に つき、 ソビエト 国家に とって 困難な、 まさに このと き、 トロ ツキ I は、 ボリ シヱ ビキ 党への 攻孽 
を 開始した。 かれは、 党内の すべての 反 レ 丨- ーン 的な 要素を その まわりに かき 集め、 党に 反対し、 党の 指導部 
に 反対し、 党の 政策に 反対す る 反対派の 政綱を でっちあげた。 この 政綱は、 四十 六 人の 反対派の 声明と ょばれ 
た。 レー -I ンの 党にたい する 闘争に おいて、 すべての 反対派 グル ー プ —— トロツキスト、 民主 集中 主義者、 「左 
派 共産主義者」 「労働者 反対派」 の 残党が、 連合した。 かれらは その 声明の なかで、 重大な 経済 危機と ソビエ 
卜 権力の 滅亡を 予言し、 この 状況からの 唯一の ぬけ 道と して、 分派と グル I プ 形成の 自由を 要求した。 

これは、 第 十回 大会で レ ーニン の 提案に もとづき 禁止され た 分派を 復活させる ための 闘争であった。 
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トロッキストは、 工業 または 農業の 改善に つき、 国内の 商品 流通の 改善に つき、 勤労者の 状態の 改善に つい 
ての 具体的な 問題を も 提起し なかった。 かれらは、 もともと このよぅな 問題には 興味す らもたなかった ので あ 
る。 かれらが 興味を 感じた のは、 ただ 一つ、 すなわち レ 11 ンの 不在に 乗じて、 党内に 分派を 復活 させ、 党の 
基礎を ダラつ かせ、 党の 中央委員会を 動揺させる ことであった。 

四十 穴 人の 政綱に つづいて 、トロッキ ー の 手紙 も 発見され たが、 かれは この 手紙で、 党の 幹部を 侮辱し、 党 
にたい し 多くの 新たな 中傷 的な 非難を あびせた 。トロッキー はこの 手紙の なかで、 党が かれから なんども きい 
たことの あるむ かしながら のメン シヱ ビキ 的く りごと をく りかえ した。 

トロッキストは、 まっさきに 党の 機関を 攻撃した。 かれらは、 強固な 党 機関がなければ 党は 生存し えない 
し、 活動し えない ことを 知っていた。 反対派は、 この 機関を ぐらつかせ、 この 機関を 破壊し、 そして 党員を 党 
機関に 対立 させ、 青年を 党の 古参 幹部に 対立 させよぅと もくろんだ 。トロッキ ーは その 手紙の なかで、 青年 学 
生に 望 •みを 託し、 党の トロッキズムとの 闘争の 歴史を 知らない 年若い 党員に 望みを 託した。 トロ ッキ ーは 青年 
学生を 手に入れる ため、 かれらを 「党内の もっとも 頼りになる 晴雨計」 とよんで おだて、 同時に また、 古い レ 
11 ンの 親衛隊は 変質した と 言明した。 かれは、 第ニ ィンタ ー ナショナルの 指導者の 変質の 事実を 引用し なが 
ら 、卑劣に も、 古い ボリ シヱ ビキの 親衛隊 も 同じ 道を たどって いると ほのめかした。 党が 変質した と トロ ッキ 
1 がわめ きたてた のは、 かれ 自身の 変質と かれの 反 党の 陰謀を おおいかくす のが 狙いだった ので ある。 

反対派の 二つの 文献、 すなわち 四十 六 人の 政綱と トロッキ ー の 手紙は、 トロッキストに よって 各地 区と 各 細 
胞に 送られ、 党員の 審議に かけられた。 
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党は、 論争を いどまれた ので ある e 

こうして、 第 十回 党大会の 前の、 労働組合 論争のと きのよう に、 トロッキストは またもや 全 党 的な 論争を 党 
におし つけた。 

党は、 もっと 主要な 経済問題で いそがしかった にもかかわらず、 挑戦を うけて 立ち、 論争を 開始した。 

全 党が 論争に 参加した。 闘争は、 はげしい 性格を 帯びた。 とりわけ、 モスクヮに おける 闘争の 経過は 鋭 かっ 
た。 トロッキストは、 まず 第一に 首都の 組織を 奪いと る ことに けんめいだった。 だが、 論争は トロッキストの 
役には 立たなかった。 かれらの 面目を つぶした だけであった。 トロッキストは モスクヮ でも、 全 ソ連に わたっ 
て も、 粉砕され た。 トロッキストに 投票した のは、 少数の 大学 細胞と 機関 細胞 だけだった。 

一九二 四 年 一月、 第 十三 回 党 会議が ひらかれた。 会議は ' 論争を 総括した スタ ーリン .同志の 報告を きいた。 
会議は、 卜 P ッキ スト 反対派を 非難し、 この 反対派は、 マルクス主義からの 4 > ブルジ ョア的 偏向で あると し 
た。 会議の 決議は、 その後、 第 十三 回 党大会と n ミン テ ルン 第五 回 大会に よって 承認され た。 国際的な 共産 主 
義 プロレタリア 階級は、 トロッキズムにたい する 闘争に おいて ポリシ* ビキを 支持した。 

だが、 トロッキストは その 破壊 活動を やめなかった。 一九二 四 年の 秋、 トロッキ ー は、 『十月の 教訓』 とい 
う 論文を 印刷し、 そのな かで トロッキズムを もって レー -1 ン 主義に すりかえようと 企てた。 この 論文は、 徹頭 
徹尾 、わが 党にたい する、 党の 指導者 レー -ーン にたいする 全面的な 中傷であった。 共産主義と ソビエト 権力の 
すべての 敵は、 中傷に みちた この 駄本 にす がりつ いた。 党は、 ボリ シヱ ビズム の 英雄的な 歴史にたい する トロ 
ッキ— のこの 中傷を、 憤りを もって 迎えた。 スタ I リン 同志は、 トロッキズムを もって レ— ニン 主義に すり か 
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えょうと する トロ ツキ ーの 意図を 暴露した。 スタ I リン 同志は、 その 演説の なかで、 「党の 任務は 思想 的 潮流 
としての トロツキズムを ほうむる ことに ある」 と 指摘した。 

一九二 四 年に 出版され た スター リン 同志の 理論的 著作 『レ ーニン 主義の 基礎に ついて』 は、 思想 的に トロ ツ 
キズム を 粉砕し、 レーニ ン 主義を 守る うえで 重大な 意義を もっていた。 この 小冊子は、 レー ニン 主義に ついて 
のみ ごとな 解説で あり、 直 剣な 理論的 論証で ある。 それは、 当時 も、 現在 も、 鋭利な マルクス •レ ーニン 主義 
の 理論的 武器を もって 全世界の ボリ シ X. ビキを 武装 させて いる。 

トロツキズムとの たたかいに あたって、 スタ ー リン 同志は、 党を その 中央委員会の まわりに 結集 するとと も 
に、 党を ひきつづき わが国に おける 社会主義の 勝利の ための 闘争に 動員した。 スタ I リン 同志は、 思想 的に 卜 
ロ ツキ ズムを 粉砕す る ことが、 ひきつづき 社会主義に むかって 勝利のう ちに 前進す るの. を 保証す るた めの 必要 
な 条件で ある ことを 論証す る ことができた。 

スタ I リン 同志は、 トロツキズムとの 闘争の この 時期を 総括して こうのべ た。 

「トロツキズムの 粉砕な くして は、 新 経済政策の 条件の もので 勝利に たっする こと もで きないし、 い 
まの ロシアを 社会主義の ロシアに かえる こと もで きない。」 

だが、 党の レー -1 ン的 政策の 成功は、 党と 労働者階級を おそった 最大の 不幸に ょってく もらされた。 一九二 
四 年 一月 二十 一日、 われわれの 指導者、 教師、 ボリ シ H ビキ 党の 創設者で ある レー ーー ンが 、モスクヮの 近くの 
ゴルキで 死去した。 全世界の 労働者階級は、 レー ーー ン 死去の 知らせを、 もっともいた ましい 損失と してむ かえ 
た。 レ 11 ンの 葬儀の 日、 国際 プロレタリア 階級は、 一切の 仕事を 五分 間 停止す る ことを 宣言した。 鉄道は と 


420 


绾 d 章 1921 年 —— 1925 年 


まり、 工場での 操業は 停止され た。 全世界の 勤労者は 自分の 父親、 教師 最良の 友、 保護者で ある レーニ ン 
を、 もっとも 深い 悲しみを もって 墓に みおくった。 

ソ連の 労働者階級は、 レ 1-1 ンの 党の まわりに いっそう 結束して、 レ I •ー  ンの 死に こたえた。 どの 自覚 ある 
労働者 もこれ らの 悲しみの 日々、 レー ニンの 遺言を 実現しつつ ある 共産党にたい して どのような 態度を とる ベ 
きかを 熟考した。 党 中央委員会は、 何千 何 万と いう 党 外 労働者から 入党 願書を うけとった。 中央委員会は、 先 
進 的な 労働者の このような 動きに 即応して、 先進 的な 労働者を 大量に 党に うけいれ ると 宣言し、 レー -1 ンを記 
念して 党員 拡大を 行なう ことを 宣言した。 何 万と いう 新しい 労働者が 入党した。 入党した のは、 党の 事業の た 
めに、 レー ニンの 事業の ために 生命を 捧げる 決意 •の ある 人び とであった。 短期間に 二十 四 万 余人の 労働者が ボ 
リシ ヱ ビキ 党の 陣列に 加わった。 入党した のは、 労働者階級の なかの、 もっとも 自覚した、 もっとも 革命的な、 
もっとも 勇敢で 規律を 守る 部分であった。 これが レ丨- ーン 記念の 党員 fe- 大であった。 

レ ーニン の 死は、 わが 党が いかに 労働者 大衆に 親しく、 労働者が いかに レーニ ンの 党を 大切に している かを 
しめした。 

レ 1-1 ンの 喪中、 スタ— リン 同志は、 ソ連 ソビエト 第二 回 大会で 党の 名に おいて 偉大な 誓いの ことばを よみ 
あげた。 かれはこう いった。 

「われわれ 共産党 員は、 特殊な 型の 人間で ある。 われわれは 特殊な 材料に よってつ くられて いる。 わ 
れわれ は、 偉大な プロレタリア 戦略家の 軍隊、 レー ニン 同志の 軍隊を 構成して いる。 この 軍隊に 属する 
ことに まさる 光栄は ない。 レ！ ーン 同志を 創設者、 指導者と する この 党の 党員で あると いう ことに まさ 
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冬 称号は ない。…… 

レ ーニン 同志は、 われわれの もとを 去る にあたって われわれに、 党員と いう 偉大な 称号を 高く かか 
げ 、清らかに 守る ようにい いのこした。 レ ーニン 同志！ われわれは あなたの この 遣訓を 名誉に かけて 
遂行す る ことを 誓う— . 

レーニン同^^は、 われわれのもとを去るにあたってわれわれに、 われわれの党の統一をひとみのよう 
に 大切に 守る ようにい いのこした。 レ丨- ー ン 同志！ われわれは あなたに、 あなたの この 遺訓を 名誉に 
かけて 遂行す る ことを 誓う— . 

レ 丨-1 ン同志 は、 われわれの もとを 去る にあたって われわれに、 プロレタリア 階級 独裁を 守り、 強化 
する ようにい いのこした。 レ丨- ーン 同志！ われわれは あなたに、 あなたの この 遺訓を 名誉に かけて 遂 
行す るた めに 力を 惜しまない ことを 誓う！ . 

レ！ ーン同 心は、 われわれの もとを 去る にあたって、 労働者 農民の 同盟を 極力 強化す るよう にいい の 
とした。 レーニ ン 同志！ われわれは あなたの この 遺訓を 名誉に かけて 遂行す る ことを 誓う- . 

レー ニン 同志は、 わが国の 諸 民族の 自由意志に よる 同盟の 必要に ついて、 共和国 連邦の 範囲 内での わ 
♦か 国 諸 民族の 兄弟の ような 協力の 必要に ついて、 うむ ことなく われわれに 語った。 レ ーニン 同志は、 わ 
れわれ の もとを 去る にあたって われわれに、 共和国 連邦を 強化し、 拡大す るよう にいい のこした。 レー 
ニ ン 同志！ われわれは あなたに、 あなたの この 遺訓を 名誉に かけて 遂行す る ことを 誓う- . 

レ丨- ーン 同志は しばしば われわれに、 赤軍を 強化し、 その 状態を 改善す る ことは、 われわれの 党の も 
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っと も 主要な 任務の 一つで あると 教えた。 …… 同志 諸君！ われわれは われわれの 赤軍、 われわれの 赤 

色 海軍を 強化す るた めに 力を 惜しまない ことを 誓う一 . 

レー ニン 同志は、 われわれの もとを 去る にあたって われわれに、 共産主義 ィンタ ー ナショナルの 原則 
に 忠実で あるょう にいい のこした。 レーニ ン 同志！ われわれは、 あなたに、 全世界の 勤労者の 同盟で 
ある 共産主義 ィンタ ーナ ショ ナルを 強化し、 拡大す るた めに、 生命を 惜しまない ことを 誓う！」 

これは、 永遠に 生きる その 指導者 レ i ーン にたいする ボリ シエ ビキ 党の 誓いの ことばであった。 

一九二 四 年 五月、 第 十三 回 党大会が ひらかれた。 この 大会には、 議決権を もって 七 百 四十 八 人の 代議員が、 
七十 三 万 五 千 八 百 八十 一人の 党員を 代表して 出席した。 党員の 数は 前回の 大会に くらべて 大いに ふえた が、 そ 
れ は、 レ 11 ン 記念の 党員 拡大に ょって 約 二十 五 万人が 新たに 党の 陣列に 加わった からで ある。 審議 権の ある 
代議員は 四百 十六 人であった。 

大会は、 全会一致で トロツキスト 反対派の 政綱を 非難し、 それを、 マルクス •レ 丨- ーン 主義からの 小 ブル ジ 
ョア的 偏向で あり、 レー -1 ン 主義の 修正で あると 規定し、 第 十三 回 党 会議の 『党 建設に ついて』 と 『論争の 結 
果に ついて』 の 決議を 確認した。 

都市と 農村の 結合の 強化と いう 任務から 出発して パ 大会は、 ひきつづき 工業、 まず 第一に 軽工業を 拡大す ベ 
きで あると いう 指令を あたえ、 同時に 冶金 業を 急速に 発展させる 必要が ある ことを 強調した。 

大会は、 国内 商業 人民委員 部の 設置を 裁可し、 そして 市場を 占領し、 私的 資本を 商業の 分野から 締め だす 任 
務を 、すべての 商業 機関に 提起した。 
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大会は、 農民にたい する 低利の 国家 信用を 拡大し、 農民から 高利 貸を 締め だす 任務を 提起した。 

大会は、 農村に おける 活動の 主要な 任務と して、 あらゆる 手段を つくして 農民 大衆を 協同組合に ひき 入れる 
といぅ ス ロ ー ガンを 提起した。 

最後に、 大会は、 レーニ ン 記念の 党員 拡大の 大きな 意義を 指摘した。 そして、 若い 党員、 とりわけ レーニ ン 
記念の 党員 拡大で 入党した 若い 党員に、 レーニ ン 主義の 基礎を 教育す る 活動を 強化す るよぅ に、 党の 注意を 喚 
起した。 

五、 回復期 末の ソ連  わが国の 社会主義 建設と 社会主義の 勝利の  ' 

問題  ジノ ビ H フと ヵーメ ネフの 「新 反対派」  第 十四 回 党 
大会 国の 社会主義 工業化の 方針 

新 経済政策の 道に おける ボリ シ* ビキ 党と 労働者階級の ねばりづよい 活動は、 四 年余り になった。 国民経済 
回復の 英雄的な 活動は 終わりに 近づきつつ あった。 ソ連の 経済的な、 政治的な 力は 日 ましに 増大した。 

当時、 国際情勢は 変化して いた。 資本主義は、 帝国主義 戦争後の 大衆の 最初の f 的 強襲に もちこたえた。 
ドィッ、 ィタリア、 ブル ガブ ア 、ポー ランド および その他 多くの 国ぐ にに おこった 革命運動は、 制圧され た。 
その 際、 妥協 的な 社会民主党の 指導者たち は、 ブル ジ •"ア 階級を 助けた。 革命の 一時的な 退潮が、 やってき 
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た。 西 m 丨 a ッパに おける 資本主義の 一時的 •部分的な 安定、 その 地位の 部分的な 強化が やってきた。 だが、 
資本主義の 安定は、 資本主義 社会を ひき 裂く 基本的な 諸 矛盾を とりのぞきは しなかった。 反対に、 資本主義の 
部分的 安定は、 労働者と 資本家との あいだの、 帝国主義と 植民地 民族との あいだの、 異なっ た 国ぐ にの 帝国 主 
義グ ル— プの あいだの 矛盾を 先鋭化 させた。 資本主義の 安定は、 矛盾の 新たな 爆発、 資本主義 諸国に おける 新 
たな 危機を 準備した。 

資本主義の 安定と 並んで、 ソ連の 安定が 生まれた。 だが、 この 二つの 安定には、 たがいに 根本的な ちがいが 
あった。 資本主義の 安定は、 資本主義の 新たな 危機の 前兆であった。 ところが、 ソ連の 安定は、 社会主義 国家 
の 経済的、 政治的な 力の あらたな 増大を 示して いた。 

西方の 革命が 失敗した にもかかわらず、 ソ連の 国際的 地位は、 たしかに 緩慢では あった が、 それでも ひきつ 
づき 強化され ていった。 

一九ニ ニ 年、 ソ連は、 ィタリアの 都市 ジュノ バで ひらかれた 国際 経済 会議に まねかれた。 資本主義 諸国の 革 
命が 失敗した ので 庳 息の あらい 帝国主義の 諸 政府は、 ジ X ノバ 会議で、 こんどは 外交的な 方式に ょって ソビ H 
卜 共和国に 新たな 圧力を くわえょうと 企てた。 帝国主義 者は ソビ H 卜 国家に あつかましい 要求を つきつけた。 
かれらは、 十月革命で 国有化され た 諸 工場を 外国の 資本家に 返還す る ことを 要求し、 ッァ ー 政府の すべての 債 
務を 支払う ことを 要求した。 こうした 条件で、 帝国主義 諸国は ソビ H 卜 国家に わずかな 借款を あたえる 約束を 
した。 

ソ連は これらの 要求を 拒否した。 
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ジェノバ 会議は なんらの 結果を ももたら さなかっ た。 

一九二 三年、 イギリスの 外相 ヵ ー ゾンの 最後通牒と いう 形を とった 新たな 干渉の 脅迫 も、 おなじように 当然 
の反擊 にあった。 

資本主義 諸国は、 ソビエト 権力の 堅固 さに さぐりを 入れ、 その 安定性を 確認し， たのち、 あいついで わが国と 
外交関係を 回復した。 一九二 四 年のう ちに、 イギリス、 フランス、 日本、 イタリアとの 外交関係が 復活した。 

ソビエト 国家が 平和な、 息ぬ きの まとまつ た 時期を かちとる ことができた という ことは、 明らかで あつた。 

国内の 情勢 も 変わって きた。 ボリ シ X. ビキ 党に 指導され た 労働者と 農民の 献身的な 労働は、 その 成果を もた 
らした。 国民経済の 急速な 増大が 現われた。 一九二 四〜 二 五経 済 年度に おいて、 農業は、 すでに 戦前の 規模に 
近づき、 戦前の 水準の 八 七パー セントに たっした。 ソ連の 大工 業 生産は 一九二 五 年には すでに 戦前の 工業 生産 
の ほぼ 四 分の 三と なった。 一九二 四〜 二 五 年、 ソビエト 国家は、 基本 建設に 三 億 八 千 五 百万 ル ー ブルの 資金を 
投下す る ことができた。 国の 電化 計画 も 首尾よく 遂行され た。 国民経済に おける 社会主義の 支配的な 地位は 強 
化された。 工業 および 商業の 私的 資本との 闘争で、 大きな 成功が かちとられた。 

経済の 高揚は、 労働者、 農民の 状態の いっそうの 改善を もたらした。 労働者階級の 数が 急速に 増えた。 賃金 
は 高まった。 労働の 生産性は 向上した。 農民の 物質的な 状態が 大いによ くな った。 一九二 四〜 二 五 年に、 労働 
者、 農民の 国家は、 ほぼ 二 億 九 千万 ル ー ブルを、 非力な 農民を 援助す るた めに さくこと がで きた。 労働者、 農 
民の 状態の 改善を 基礎に して、 大衆の 政治的な 積極性が 大いに 高まった。 プロレタリア 階級 独裁は 強固に なっ 
た。 ボリ シ H ビキ 党の 威信と 影響力が 増大した。 
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国民の 経済の 回復は 終わりに ちかづいた。 

だが、 ソビエト 国家に とって、 社会主義を 建設しつつ ある 国家に とって、 経済を 回復す る だけでは、 戦前の 
水準に たっする だけでは、 不十分であった。 戦前の 水準は 立ち おくれた 国の 水準であった。 ひきつづき 前進し 
なければ ならなかった。 ソビエト 国家が かちとった 長期の 息ぬ きは、 こんごの 建設の 可能性を 保障した。 

しかし、 そこには、 見通しの 問題、 われわれの 発展、 われわれの 建設の 性質の 問題、 ソ連に おける 社会主義 
の 運命の 問題が、 さしせまった かたちで 提起され ていた。 はたして、 どのような 方向に 向かって ソ連の 経済 建 
設を すすめるべき か、 社会主義の 方向に 向かって か、 それともな にか そのほかの 方向に 向かって か？ はたし 
て われわれは、 社会主義 経済を 建設すべきな のか、 また それは 可能な のか？ それとも われわれは、 別の、 資 
本 主義の 経済の ための 土壌を こやす 運命に あるの か 一般的に いって、 ソ連で 社会主義 壽を 建設す る ことが 
できる のか？ できる としても、 資本主義 諸国で 革命が 延び、 資本主義が 安定して いると いう 条件の もとで そ 
れを 建設す る ことができる のか？ 新 経済政策は、 国内の 社会主義の 力を あらゆる 手段で 強化、 拡大し はした 
が、 同時に、 •いまのところ 資本主義の ある 程度の 発展を もたらして いるが、 このような 新 経済政策の 方法で 社 
会 主義 経済を 建設す る ことができる のか。 どのように して 社会主義 的な 国民経済を 建設すべきな のか？ どこ 
からこの 建設に とりかかるべきな のか？ 

すべて これらの 問題が 回復期の 終わりに、 理論の 問題と してでは なく、 実践の 問題と して、 日常の 経済 建設 
の 問題と して、 党の まえに だされた ので ある。 

工業と 農業の 建設に たずさわって いる われわれの 党の 経済活動 家、 そして 全人 民が、 どちらへ 事業を 進める 
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か —— 社会主義へ か、 それとも 資本主義へ か —— という ことを 知る ためには、 すべて これらの 問題に ついて、 
率直な、 はっきりした 回答を あたえなければ ならなかった。 

もし これらの 問題に はっきり こたえなかったなら、 建設 面に おける われわれの 実践 活動は、 見通しの ない 活 
動、 盲目的な 活動、 むだな 活動と なった であろう。 

党は、 すべて これらの 問題にたい し、 はっきりした、 確実な 回答を あたえた。 

党は こうこた えた。 そうだ。 わが国で 社会主義を 建設す る ことは できる し、 またそう しなければ ならない。 
.なぜなら、 われわれは 社会主義 経済を 建設し、 完全な 社会主義 社会を 建設す るのに 必要な すべてを もっている 
からで ある。 一九 I 七 年 十月、 労働者階級は、 その 政治的 独裁を うちたて、 政治的に 資本主義に 勝利した。 そ 
のとき いらい、 ソビエト 権力は、 あらゆる 手段を 講じ、 資本主義の 経済的な 力を うちやぶり、 社会主義 的な 国 
民 経済 建設の 条件を つくりだして きた。 講じた 手段とは、 資本家 や 地主を 収奪し、 土地、 工場、 交通機関、 銀 
行を全人民の財産にし、新経済政策を実施し、国営の社会主義エ業を建設し、レーニンの協同組合計画を実施 
する ことであった。 いまや 主要な 任務は、 新しい、 社会主義の 経済の 建設を 全国に わたって くりひろげ、 それ 
にょって 資本主義を 経済的に 叩きのめす ことで ある。 われわれの すべての 実践 活動、 われわれの すべての 行動 
は、 この 主要な 任務 遂行の 要求に したがわなければ ならない。 労働者階級は、 これを なしとげる ことができる 
し、 また これを なしとげる であろう。 この 壮大な 任務の 遂行は、 国の 工業化から 着手し なければ ならない。 国 
の 社会主義 的 工業化 こそは、 社会主義 的な 国民経済 建設の 発展が、 そこから はじまらなければ ならない 基本的 
な 環な ので ある。 西ョ In ッパ 諸国の 革命が おくれた こと も、 ソビエト 以外の 国で 資本主義が 部分的に 安定し 
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たこと も、 われわれの 社会主義への 前進を 阻止す る ことは できない。 新 経済政策は この 事業を 促進す る こと だ 
けで ある。 といぅのは、 新 経済政策を 実施す る 党の 目的は、 われわれの 国民経済の 社会主義 的な 基礎の 建設を 
促進す る ことに あったから である。 

これが わが国に おける 社会主義 建設の 勝利の 問題にたい する 党の 回答であった。 

•しかし、 党は、 これでは まだ、 一国に おける 社会主義の 勝利の 問題が つくされて はいない ことを しってい 
た。 ソ連に おける 社会主義の 建設は、 人類史 上の もっとも 偉大な 転換で あり、 ソ連の 労働者階級と 農民の 全 世 
界 史的な 勝利で ある。 だが これは、 やはり、 ソ連の 内部 問題で あり、 社会主義の 勝利の 問題の 一部分を なすに 
すぎない。 問題の 別の 部分は、 その 国際的 側面で ある。 スタ I リン 同志は、 一国に おける 社会主義の 勝利に つ 
いての 命題を 論証す るに あたって、 この 問題の 二つの 側面、 すなわち、 国内 的な 側面と 国際的な 側面と を 区別 
すべき ことを、 くりかえし 指摘した。 問題の 国内 的 側面、 つまり 国内の 諸 階級の 相互関係に ついていえば、 y 
連の 労働者階級と 農民が、 自国の ブル ジョァ 階級を 経済的に 克服し、 完全な 社会主義を 建設す る ことは まった 
く 可能で ある。 しかし、 この 問題には、 ほかに その 国際的な 側面、 つまり 対外 関係の 領域、 ソビエト 国家と 資 
本 主義 国家との あいだ、 ソビエト 人民と 国際 ブルジ ョア 階級との あいだの 関係の 領域が ある。 国際 ブル ジョア 
階級は ソビエト 体制を 敵視して おり、 ソビエト 国家に 新たな 武力干渉を おこない、 ソ連に 資本主義を 復活 させ 
る あらたな 試みに でる 機会を 求めて いる。 ソ連が、 さしあたっては ただ 一つの 社会主義の 国で あり、 その他は い 
ぜんとして 資本主義 国で あるから、 ソ連の 周囲には、 資本主義の 干渉の 危険を 生み だす 資本主義に よる 包囲が 
引きつ づき 存在して いる。 資本主義の 包囲が あるかぎり、 資本主義の 干渉と いぅ 危険 も ある ことは あきらかで 
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ある。 ソビエト 人民は、 自分の 力 だけで、 この 外からの 危険、 ソ連にたい する 資本主義 干渉の 危険を 根絶す る 
ことができる であろう か？ いや、 できない。 それが できない のは、 資本主義の 干渉の 危険を 根絶す るには 資 
本 主義の 包囲を 根絶し なければ ならず、 そして、 資本主義の 包囲を 根絶す る ことは、 すくなくとも いくつかの 
国ぐ にに おいて プロレタリア 革命が 勝利を かちとつ た 結果と しては じめ て 可能で あるから である。 しかし、 こ 
のこと からつ ぎの ような 結論が でて くる。 すなわち ソ連に おける 社会主義の 勝利は、 資本主義 的 経済 制度の 一 
掃と 社会主義 的 経済 制 ♦度の 建設に 現われて はいるが、 外国の 干渉 や 資本主義 復活の 企ての 危険が 排除され ない 
かぎり、 社会主義の 国が この 危険を まぬがれる 保障がない かぎり、 まだ この 勝利は 最終的な 勝利と みなす わけ 
にはい かない。 外国の 資本主義の 干渉の 危険を 根絶す るには、 資本主義の 包囲を 根絶し なければ ならない。 

もちろん、 ソ連の 人民 および その 赤軍は、 ソビエト 権力の ただしい 政策の もとで、 一九 一八— 二〇 年の 最初 
の 資本主義に よる 干渉に 反撃を 加えた のと おなじように、 外国の 資本主義の 新たな 干渉に 当然の 反撃を 加える 
ことができる であろう。 だが これは まだ、 資本主義の 新たな 干渉の 危険が、 これで 根絶され たこと を 意味す る 
ものでは ない。 最初の 干渉の 失敗は、 新たな 干渉の 危険を 根絶し はしなかった。 なぜなら、 干渉の 根源、 つま 
い 資本主義の 包囲が ひきつづき 存在して いるから である。 資本主義の 包囲が なお 存在す るなら ば、 新たな 干渉 
の 失敗 も、 干渉の 危険を 根絶し ないで あろう。 

この ことから つぎの ような 結論が でて くる。 すなわち、 プロレタリア 革命が 資本主義 諸国に おいて 勝利す る 
ことは、 ソ連の 勤労者の 切実な 利益で ある。  ' 

これが わが国の 社会主義の 勝利の 問題に ついての 党の 方針であった。 
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中央委員会は、 この 方針が きたるべき 第 十四 回 党 会議で 討議され、 党の 方針と して、 全 党員を 拘束す る 党の 
おきてと して、 承認され、 採択され る ことを 要求した。 

党の この 方針は、 反対派の 連中を おどろかせた。 かれらを おどろかせた わけは、 なによりも 党が、 この 方針 
に 具体的な 実践的 性格を あたえ、 それを 国の 社会主義 工業化の 実践的 計画と むすびつけ、 そして それを、 党の 
おきてに し、 全 党員を 拘束す る 十四 回 党 会議の 決議に する ことを 要求した からで ある。 

トロッキストは、 党の 方針に 反対の 行動 ^ とり、 この 方針に 対抗して メン シヱ ビキ 的な 「永久 革命 論」 を提 
起 , U た。 この 理論を マルクス主義の 理論と よぶのは、 マルクス主義を 嘲笑す る もので あり、 ソ連に おける 社会 
主義の 建設の 勝利の 可能性を 否定す る ものであった。 

ブハリ I ン 派は、 あえて 公然と 党の 方針に 反対は しなかった。 しかし、 かれらは やはり、 ブル ジョァ 階級は 
社会主義に 平和的 成長 するとい うその 「理論」 を こっそり 党の 方針に 対置し はじめ、 そして 「金 持に なれ」 と 
いう 「新しい」 ス P 1 ガンで この 「理論」 を おぎなった。 ブハ ー リン 派に よれば、 社会主義の 勝利は、 ブルジ 
ョア 階級の 一掃を 意味す るので はなくて、 ブル ジョア 階級を 育成し、 金 持に する ことを 意味した。 

ジノビエフと ヵーメ ネフは、 一時は、 ソ連は 技術的、 経済的に 立ち おくれて いるので 社会主義の 勝利は 不可 
能 だとい う 声明を かかげて のり 出し かけた が、 あとでは、 鳴りを ひそめる ほかはなかった。 

第 十四 回 党 会議 (一九二 五 年 四月) は、 すべて これらの 公開の、 もしくは 隠れた 反対派の 投降 主義 的 r 理 
論」 を 非難し、 ソ連に おける 社会主義の 勝利に ついての 党の 方針を 承認し、 これに 応じた 決議を 採択した。 

ジノビエフと ヵーメ ネフは 進退に 窮し 、この 決議に 賛成の 投票を する 道を えらんだ。 だが、 党は かれらが、 
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第 十四 回 党大会で、 「党と 一戦を まじえる」 ため、 党との 闘争を のばした にすぎない ことを 知っ ていた。 かれ 
らは 、レ-ー ングラ ー ドで その 仲間を かきあつめ、 いわゆる 「新 反対派」 を 組織した。 

一九二 五 年 十二月、 第 十四 回 党大会が ひらかれた。 

この 大会は、 緊迫した 党内 情勢の もとで ひらかれた。 レニ ングラ ー ド 代議員団の ような 党の 最大の 中心 組織 
の 全 代議員団が、 自党の 中央委員会に 反対し ようとして いると いうよう な 事態は、 党 成立い らいの 全 期間を 通 
じて 一度 もなかった。 

この 大会に 出席した のは、 議決権を もつ 六 百 六十 五 人の 代議員と、 審議 権を もつ 六 百 四十 一人の 代議員で、 
六十 四 万 三千 人の 党員と 四十 四 万 五 千 人の 党員 候補を 代表して いたが、 これは、 前回の 大会 当時より いくらか 
少なかった。 これには 多くの 反 党 的な 要素に 汚染され ていた 大学 や 機関の 細胞で、 部分的な 清掃が おこなわれ 
た 結果が 現われて いた。 

中央委員会の 政治 報告を おこなった のは、 スター リン 同志であった。 かれは、 ソ連の 政治的、 経済的な 力が 
増大して いる 模様を 鮮明に 描き だした。 工業 も、 農業 も、 ソビエト 経済体制が すぐれてい るた め、 比較的み じ 
かい 期間に 回復し、 戦前の 水準に 近づいた。 これらの 成果 にもかかわらず、 スタ ー リン 同志は、 これで 安心し 
ないように 提議した。 なぜなら、 これらの 成果 も、 わが国が、 あいかわらず 立ち おくれた 農業国に とどまって 
いると いう 事実を 一掃す る ことは できなかった からで ある。 そのころ、 農業は 総 生産物の 三分の 二を しめてい 
たが、 工業は 三分の 一にす ぎなかった。 スタ I リン 同志は つぎのように いった。 党の まえには、 わが国を 経済 
的に 資本主義 国に 依存し ない 工業国に 転化させる という 問題が、 大きく たち 現われて いる。 これは なしとげる 
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ことができ るし、 なしとげなければ ならない。 国の 社会主義 的 工業化の ための 闘争、 社会主義の 勝利の ための 
闘争は、 党の 中心 任務と なった。 

「わが国を 農業国から、 必要な 設備を 自力で 生産す る ことので きる 工業国に 変える こと、 —— これが、 
われわれの 総 路線の 本質で あり、 基礎で ある」 と、 スタ ー リン 同志は 指示した。 

国の 工業化は、 わが国の 経済的 独立を 保証し、 国の 国防 力を 強固に して、 ソ連に おける 社会主義の 勝利に 必 
要な 条件を つくりだした。 

ジ ノビ H フ派 は、 党の 総 路線に 反対した。 スター リンの 社会主義 工業化 計画に 対抗して、 ジノビエフ 派の ソ 
コリ ニコ フは 、帝国主義の 狼 どもの あいだに 流行して いる ブルジ ョア 的な 計画を 提起した。 この 計画に よる 
と、 ソ連は 農業国と してと どまり、 主として 原料と 食糧を 生産し、 それを 国外に 輪 出して、 国外から 自分では 
生産し ない、 また 生産すべき ではない 機械を 輸入し なければ ならない ことになる。 一九二 五 年の 諸 条件の もと 
では、 この 計画は あきらかに、 工業の 発達した 外国に ソ連を 経済的に 隸 属させる 計画で あり、 資本主義 諸国の 
帝国主義の 狼 どもの 気に いるよぅ に、 ソ連の 工業の たちおくれを かためる 計画であった。 

この 計画を 採用す る ことは、 わが国を 資本主義 世界の 無力な 農業 的 付属物に かえ、 わが国を 資本主義の 包囲 
のまえ に 無防備で、 弱い ままに して おき、 結局は、 ソ連に おける 社会主義の 事業を 墓に 葬り去る ことを 意味し 
た。 

大会は、 ジノビエフ 派の 経済 「計画」 を ソ連を 隸属 化する 計画 だと 非難した。 

われわれの 国営 工業は 社会主義の 工業で 11 ない と (レー ニンに 逆らって！) 断言したり、 あるいは、 中農は 
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社会主義 建設に おいて 労働者階級の 同盟 者では ありえな いと (これ も レーー ーンに 逆って！) 言明したり、 とい 
うような 気ち がいじみ た 言動 も、 「新 反対派」 にはなん の 役に もたたなかった。 

大会は 「新 反対派」 のこの ような 気ち がいじみ た 言動を、 反レー ニン 的で あると 非難した。 

スタ ー リン 同志は、 「新 反対派」 の トロッキスト 的、 メンシェビキ 的 本質を 暴露した。 かれは、 ジノビエフ 
と ヵーメ ネフが あらためて 歌って いるのは、 レ丨- ーンが 生前 容赦な くこれ と 闘争した 党の 敵の 歌に ほかなら な 
いこと を あきらかにした。 

ジノビエフ 派が、 下手 t 仮装した トロッキスト という ことは 明らかであった。 

スタ I リン 同志は、 社会主義 建設の 事業に おいて 労働者階級と 中農との 同盟が 党の もっとも 重要な 任務で あ 
る ことを 強調した。 かれは、 農民 問題に ついて 当時 党内に あった、 この 同盟に とって 危険な 二つの 偏向を 指摘 
した。 第一の 偏向は、 富農の 危険を 過小評価し、 軽視す る ことで あり、 第二の 偏向は、 富農の まえに 驚き あわ 
てて、 中農の 役割を 過小評価 する ことで あった。 はたして、 どちらの 偏向が より わるい のかと いう 問題に、 ス 
夕 I リン 同志は こうこた えた。 「第一の 偏向 も 第二の 偏向 も、 どちらも わるい。 もし これらの 偏向が 発展した 
ら 、党を 分解 させ 破滅させる。 さいわい、 われわれの 党内には、 第一の 偏向 も 第二の 偏向 も、 切りは らう だけ 
の 力が ある。」 

党は 実際に、 「左」 の 偏向 も 右の 偏向 も 叩きつ ぶし、 切り はらった。 

第 十四 回 党大会は 経済 建設に ついての 論争を 総栝 する にあたって、 満場 一 致 反対派の 投降 主義 的 計画を 否決 
し、 その 有名な 決議の なかに、 こうかき しるした。 
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「経済 建設の 分野では、 大会は、 わが国、 プ n レ タリア 階級 独裁の 国が、 『完全な 社会主義を 建設す 
るのに 必要な すべて』 (レー ニン) を もっ ている という ことから 出発す る。 大会は、 ソ連に おける 社会 
主義の 勝利を かちとる ための 闘争は われわれの 党の 基本的 任務で あると 考える。」 

第 十四 回 大会は、 新しい 党規 約を 承認した。 

第 十四 回 大会 以降、 われわれの 党は、 ソ連 共産党 (ボリ シ X. ビキ) とよ ばれる ようになった。 

ジノ ビ H フ 派は、 大会で うち 負かされた が、 党に 服従し なかった。 かれらは、 第 十四 回 大会の 決議に 反対す 
る 闘争を 開始した。 第 十四 回 大会が 終わった のち、 ジノビエフは ただちに 共産 青年 同盟 レ ニン ダラ I ド 県 委員 
会の 会議を ひらいた が、 この 委員会の 上層 部は、 ジノ ビ H フ 、ザル ツキ ー、 バヵ H フ、 H フドキ モフ、 クーク 
リン、 サフ ァロフ および その他の 二心 的な 人び とに よって、 レーー ーン的 党 中央委員会を 敵視す る 精神で 教育 さ 
れて いた。 この 会議で、 共産 青年 同盟 レ. U ングラ ー ド 県 委員会は、 第 十四 回 党大会の 決議に 服従す る ことを 拒 
否 するとい う、 ソ連 レー ニン 共産 青年 同盟の 歴史に おいて 前例の ない 決議を 採択した。 

だが、 レニ ングラ ー ドの 共産 青年 同盟の ジノ ビ H フ 派の 上層 部は、 レニ ングラ ー ドの 共産 青年 同盟 員大 衆の 
気持を まったく 反映して いなかった。 だから、 これらの 上層 部は 苦 もな く うちやぶられ、 そして まもなく、 レ 
一 I ング ラー ドの 共産 青年 同盟 組織は、 ふたたび 共産 青年 同盟の なかで それに ふさわしい 地位を とりもどした。 

第 十四 回 大会の 終わり ごろ、 大会 代議員の グル I プ 、モロトフ、 キー ロ フ 、ゥ ォロシ ーロフ 、ヵリ ーニ ン、 
アンドレ ーエ フらの 同志が レニ ング ラー ドに 派遣され た。 欺滿 的な 手段で 代議員の 資格を 手に いれた レニ ング 
ラ I ドの 代議員団が 大会で とった 立場の、 犯罪 的な、 反 ボリ シ X ビキ 的な 性質を、 レ ニン ダラ I ドの 党 組織の 
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党員に 説明し なければ ならなかった。 大会に ついての 報告 集会は、 大荒れと なった。 あらたに 臨時の レニ ング 
ラ ー ド 党 会議が ひらかれた。 レー ー ングラ ー ドの 党 組織の 圧倒的多数の 党員 大衆 (九 七パー セント 以上) が 第 十 
四 回 党大会の 決諉に 完全に 賛成し、 反 党 的な ジノビエフの 「新 反対派」 を 非難した。 この 「新 反対派」 はすで 
に そのころ は、 軍隊の ない 将軍 連だった ので ある。 

レー ーング ラ I ドの ボリ シ * ビキは 、これまで どおり、 レ i- ーン 、スタ ー リンの 党の 第一線に ふみとどまった。 
スタ— リン 同志は、 第 十四 回 大会の 活動を 総括して、 こぅかいた。 

「ソ連 共産党 (ボ) 第 十四 回 大会の 歴史的 意義は、 この 大会が、 新 反対派の あやまりを 根 こそぎ あば 
き、 新 反対派の 確信の なさ や 泣き ごとを 投げす て、 社会主義の ための こんごの 闘争の*! を 明確には っき 
りと さししめし、 党に 勝利の 見通しを あたえ、 それに ょって プロレタリア 階級を、 社会主義 建設の 勝利 
にたいする ゆるがぬ 確信で 武装した ことに ある。」 (スター リン 『レ ーニン 主義の 諸問題』) 

要  約 

国民経済 回復の 平和的な 活動に 移行した 数年間は、 ボリ シ * ビキ 党の 歴史のぅ えで、 もっとも 重大な 時期の 
1 つで ある。 党は 緊張した 環境の もとで、 戦時 共産主義の 政策から 新 経済政策への 困難な 転換を 果たす ことが 
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できた。 党は 新しい 経済的 基礎に たって、 労働者 農民の 同盟を 強固に した。 ソビエト社会主義共和国連邦が 創 
立され た。 

新 経済政策の 道に そって 国民経済の 回復と いう 決定的な 成果が かちとられた。 ソビエト 国家は、 国民経済の 
発展に おける 回復期を 成功のう ちに すごし、 新しい 時期、 国の 工業化の 時期への 移行を 開始した。 

国内 戦争から 社会主義の 平和的 建設への 移行は、 とりわけは じめ のころ は、 大きな 困難を ともなった。 ボリ 
シヱ ビキの 敵、 ソ連 共産党 (ボリ シ * ビキ) の 隊伍の なかの 反 党 的 要素は、 この 全 時期を 通じて レ ー ーー ンの党 
に 反対して 死物 狂いの 閼争を おこなった。 これらの 反 党 的な 要素の かしらに 立って いたのは トロッキ ーだっ 
た。 この 闘争に おける かれの 助手は、 カーメ ネフ、 ジノ ビ H フ、 ブハ ー リンだった。 反対派は、 レ ー ニンの 死 
後、 ボリ シヱ ビキ 党の 隊伍を 瓦解 させ、 党を 分裂 させ、 ソ連に おける 社会主義の 勝利の 事業にたい する 不信 感 
で 党を 汚染す る ことを もくろんだ。 本質に おいては、 トロッキストは、 ソ連に 新たな ブル ジョァ 階級の 政治 組 
織、 別の 党、 つまり 資本主義 復活の 党を つくる ことを たくらんだ ので ある。 

党は、 レ丨- ーンの 旗の もとに、 その レ丨- ーン 的な 中央委員会の まわりに、 スタ ーリン 同志の まわりに 結集し、 
トロツキストを も、 レニ ングラ ー ドに おける その 新たな 仲間たち である ジノビエフ 、カー メ ネフの 新 反対派を 
もうち やぶった。 

ボリ シヱ ビキ 党は、 十分な 力と 資力を た-くわえて、 国を 新たな 歴史的 段階、 すなわち 社会主義 的 工業化の 段 
階に 導いて いった。 
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第 十 章 国の 社会主義 的 工業化の ための 闘争 
に 知け る ボリ シニ ビキ党 

(一九二 六 年— 一九二 九 年) 

一、 社会主義 的 工業化の 時期に おける 困難と それとの 闘争  トロ 
ツキ ー •ジノビエフ 反 党 連合の 成立  この 連合の 反 ソビニ ト的 
行動  連合の 敗北 


第 十四 回 大会の のち、 党は、 国の 社会主義 的 工業化に ついての ソビ H 卜 権力の 総 方針を 実現す るた めの 闘争 
を 展開した。 

回復期の 任務は、 まず 第一に 藤 業を 活気 づける こと、 農業から 原料と 食糧を 手に入れる こと、 工業を 動かす 
こと、 つまり、 工業を 回復 させ、 既存の 工場を 回復させる ことであった。 

ソビ H 卜 権力は 比較的 容易に これの 任務を はたした。 

だが、 回復期には 三つの 大きな 欠陥が あった。 
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第一に、 この 時期の 旧 工場は 技術的に 古く、 立ち おくれて おり、 すぐ 役に立たなく なった。 新しい 技術で こ 
れらの 工場を 再 装備す る ことが 任務と なった。 

第二に、 回復期の 工業は、 基礎が あまりに も 狭く、 既存の 工場の なかには、. 国に とって ぜったい 必要な 数十、 
数百の 機械 製造 工場と いう ものが 欠けて いた。 当時 われわれには そのような 工場がなかった が、 そのような エ 
場がなくて は、 工業は、 ほんとうの 工業とは、 いえない ので、 それを 建設し なければ ならなかった。 そのよう 
な 工場を 創建し、 そして それらを 近代的な 技術で 装備す る ことが 任務と なった。 

第三に、 回復期は、 主として 軽工業を 発展 させ、 軌道に 乗せた。 だが その後、 重工業が 弱いた め、 軽工業の 
発展 そのものが 阻害され た。 発展した 重工業に よってし かみた されない ような 国内の その他の 需要に ついて 
は、 いうまでもなかった。 重工業の 方面に 重点を 移す ことが 任務と なった。 

すべて これらの 新しい. 任務は、 社会主義 的 工業化の 政策に よって 解決され なければ ならなかった。 

ッ ァー の ロシアに なかった 多くの 工業 部門を 新 *:. に 建設し なければ ならなかった。 すなわち、 新しい 機械 製 
造 工場、 工作機械 製造 工場、 自動車 工場、 化学 工場、 冶金 工場を 建設し、 発動機と 発電所の 設備の 自力に よる 
生産を 組織し、 金属と 石炭の 採掘を 拡大し なければ ならなかった。 これを、 ソ連に おける 社会主義の 勝利と い 
う 大業が 要求して いたから である。 

新しい 国防 工業、 すなわち、 新しい 大砲 工場、 弾丸 工場、 航空機 工場、 戦車 工場、 機関銃 工場を 建設し なけ 
れ ばなら なかった。 資本主義の 包囲と いう 環境の なかで、 ソ連の 国防が 要求して いたから である。 

トラクタ ー エ場、 現代的な 蘇 業 機械工 場を 建設し、 これらの 工場の 製品を 農業に 供給す る ことによ っ て、 何 
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百万の 小さな 個人 農民 経営が、 大規模な コル ホー ズ生 産に 移行で きる ようにし なければ ならなかった。 これ 
を、 農村での 社会主義の 勝利が 要求した からで ある。 

これらの すべては、 工業化の 政策に よって 行なわなければ ならなかった。 国の 社会主義 工業化とは 正に これ 
ら から 成り立っ ていたから である。 

もちろん、 このように 巨大な 基本 建設は、 数十 億の 資金の 投下な しには すすめる ことは できなかった。 外債 
にたよ る ことは 不可能であった。 資本主義 諸国は 借款を あたえる ことを 拒否して いたから である。 外国の 援助 
なしに、 もっぱら 自国の 資金に よって 建設し なければ ならなかった。 だが、 当時 われわれの 国は、 まだ 富んで 
いなかった。 

これが、 いまや おもな 困難の 一つだった。 

資本主義 国は、 自国の 重工業を 創建す る さい、 通常、 外からの 資金の 流入に たよる。 つまり、 植民地の 略奪 
にたより、 敗戦国の 人民からの 賠償に たより、 外債に たよる ものである 。ソビエト 国家は、 工業化の 資金を、 
植民地 もしくは 敗戦国の 人民の 略奪と いうよう な 汚れた 源泉に 求める ことは 原則 上で きなかった。 外債に つい 
ていえば、 資本主義 諸囿が ソ連に 借款を あたえる ことを 拒否して いたので、 この 源泉は、 ソ連に とってと ざ さ 
れ ていた。 だから 資金は 自国の 内部に もとめなければ ならなかった。 

そして このような 資金は、 ソ連 国内に 存在して いた。 ソ連には、 どの 資本主義 国 も 知らない ような 蓄積の 源 
泉が 存在して いたので ある。 ソビエト 国家は、 十月 社会主義 f によって 資本家 や 地主から とりあげた すべて 
の 工場、 すべての 土地、 および 運輸、 銀行、 対外 貿易、 国内 商 響、 その 管理の もとに 置いて いた。 国営 工場 
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から、 運輸、 商業、 銀行から えた 利潤は、 もはや 寄生 的な 資本家 階級の 消費に あてられる のではなくて、 工業 
を ひきつづき 拡張するた めにつか われて いた。 

ソビエト 権力は、 ッァ I 政府の 負債を 廃棄した が、 これまで 人民は、 この 負債の 利息 だけで も、 毎年、 数 億 
金 ル ー ブル 支払って いた。 ソビエト 権力は、 地主の 土地 所有権を 廃止した ので、 農民は 毎年、 地主に おさめて 
いた 土地の 小作料 約 五 億 金 ル I ブルの 支払いを まぬがれた。 これらす ベての 重荷から まぬがれた ので、 農民 
は、 国家が 新しい 強大な 工業を 建設す るのを 援助す る ことができた、 農民は、 トラクタ I や 農業 機械の 入手に 
切実な 関心を もっていた。 

すべて これらの 収入の 源泉は、 ソビエト 国家の 管理の もとに おかれた。 これらの 源泉は、 重工業の 創建の. た 
めに、 数 億、 数十 億 ル ー ブルを 提供す る ことを 可能に した。 ただ 必要だった のは、 経営の 主人と しての 態度で 
ものごとを 処理し、 金銭の 支出の 面で もっとも 厳格な 節約を 励行し、 生産を 合理化し、 生産 コストを 引き 下 
げ 、非生産的な 支出を 一掃す る ことな どで あった。 

ソビエト 権力は、 まさしく そのよう に 行動した ので ある。 

節約に つとめた 結果、 基本 建設に あてられる 資金の 蓄積が 年々 増加し はじめた。 ドニ エブル 水力発電所、 卜 
ル キス タン— シベリア鉄道、 スタ ー リング ラ— ド •トラクタ ー エ場、 いくつかの 工作機械 製造 工場、 「ア モ」 
自動車 工場 (現在の r ジス」、 すなわち スタ ー リン 記念 モスクヮ 自動車 工場) などの ような 巨大 企業の 建設に と 
りか かる ことができる ようになった。 

一九二 六〜 二 七 年度に 工業に 投下され た 資金は 約 十億 ル I ブルであった が、 それから 三年 後には 約 五十 億 ル 
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I ブルを 投下す る ことができる ようになった。 

工業化の 事業は 前進した。 

資本主義 諸国は、 ソ連に おける 社会主義 経済の 強化を、 資本主義 制度の 存在に とっての 脅威 だとみ なした。 
そこで 帝国主義の 諸 政府は、 ソ連にたい し 新たな 圧力を くわえ、 混乱を ひきおこし、 ソ連の 工業化の 事業を 破 
壊し、 ないし 少なくとも 停滞 させよう として、 あらゆる 手段を とった。 

一九二 七 年 五月、 政権の 座に あたった イギリス 保守党 (「頑固 派」) は、 「アルコス」 (イギリスとの 通商の た 
めの ソビエトの 会社) にたいする 挑発的な 襲撃を 組織した。 一九二 七 年 五月 二十 六日、 イギリスの 保守党 政府 
は、 イギリスと ソ連の 外交、 通商 関係の 断絶を 宣言した。 

一九二 七 年 六月 七日、 ヮルシャヮで、 ソ連 大使 ボイ n フ 同志が、 ポ ー ランド 国籍の ロシア 白衛 派に よって 暗 
殺された。 

これと 同時に、 ソ連の 領内で、 イギリスの スパイと 謀略 員が レニ ング ラ— ドの 党 クラブに 爆弾を 投げ こみ、 
約 三十 人が 負傷し、 そのうち 数人は 重傷を おった々 

一九二 七 年の 夏、 ベルリン、 北京、 上海、 天津で、 ほとんど 同時に、 ソ連の 大使館、 通商 代表部にたい する 
襲撃が おこなわれた。 

これは、 ソビエト 権力に 困難を つけ 加えた。 

だが、 ソ連は 圧迫に 屈服せ ず、 帝国主義 者 やその 手先 どもの 挑発的な 奇襲を 苦 もな く搫 退した。 

トロッキスト やその 他の 反対派 分子は、 その 破壊 活動に よって、 党と ソビ ヱト 国家に、 これに お上らない 困 
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難を もたらした。 当時、 スタ ーリン 同志が、 ソビエト 権力に 反対す る 「チ X ンバ レンから トロ ツキ ー にいた る 
までの 統一戦線め いた ものが つくられ ている」 と 語った のは、 もっともな ことであった。 第 十四 回 党大会の 決 
議が あった にもかかわらず、 また 反対派 も 忠誠を 表明した にもかかわらず、 反対派 分子は 武器を すてな かっ 
た。 それば かりで なく、 かれらは、 その 破壊 活動、 分裂 活動を いっそう 強めた。 

一九二 六 年の 夏、 トロツキストと ジノビエフ 派は 反 党 連合を つくり、 すでに 粉砕され たす ベての 反対派 グル 
I プの 残党を この 連合の まわりに 結集し、 そして かれらの 反レー ニン 的な 地下の 党の 基礎 づ くりを し、 こうし 
て、 分派の 結成を 禁じた 党規 約 や 何回 かの 党大会での 決議に、 乱暴に も 違反した。 党 中央委員会は、 有名な メ 
ンシ H ビキの 八月 連合に 類似した この 反 党 連合が 解散され ないなら、 その 結果は、 連合の 参加者に とって 不利 
になる であろう、 と 警告した。 だが、 連合の 参加者は その 活動を 停止し なかった。 

同年 秋、 第 十五 回 党 会議の 前夜、 かれらは ふたたび、 モスクヮ、 レ-ー ングラ I ド、 その他の 都市に おける H 
場の 党 集会で 奇襲に 出て、 党に 新たな 論争を 押しつけょうと した。 かれらは、 その 政綱を 党員に 討議させる た 
めに 提出した が、 この 政綱は、 これまで どおりの 卜 P ツキ スト 的、 メンシ X. ビキ 的な、 反 レ— 一ー ン 的な 政綱の 
ひきうつしであった。 党員は 反対派 分子に 容赦ない 反 ® をく わえ、 ところに ょっては、 かれらを あっさり 集会 
から 追いだ した。 中央委員会は かさねて 連合の 参加者に、 党は これ 以上 かれらの 破壊 活動を ゆるす ことは でき 
ない、 と發告 した。 

反対派 分子は、 卜 P ツキ ー、 ジ ノビ H フ 、ヵ ーメ ネフ、 ソ コリ- ー コ フの 連名で 党 中央委員会に 声明書を だし、 
自分ら の 分派 活動の 罪を 認め、 こんごの 忠誠を ちかった。 だが、 じっさいには、 連合は あいかわらず 存在し つ 
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づけ、 連合の 参加者は その 地下の 反 党 活動を やめなかった。 かれらは、 その 反 レ丨- 一 y 的な 党を つくりあげる 
ことを つづけ、 秘密の 印刷所を つくり、 参加者たち から 党 費を とり、 その 政綱を ばらまいた。 

トロッキストと ジノビエフ 派が このょぅな 行動を とった ので、 第 十五 回 党 会議 (一九二 六 年 十一月) と コ ミ 
ンテ ルン 執行委員 会 拡大 総会 (一九二 六 年 十二月) は、 トロッキ ー •ジノ ビ H フ連 合の 問題を 討議に かけた。 
そして、 その 決議の なかで、 連合の 参加者を、 その 政綱では、 メンシ X ビキの 立場に 転落した 分裂 主義者で あ 
ると して 非難した。 

だが、 これ も 連合の 参加者には ききめがなかった。 一九二 七 年、 ィギリスの 保守党が、 ソ連と 外交関係、 通 
商 関係を 断絶した とき、 かれらは ふたたび 党にたい する 攻撃を つょめた。 かれらは 新しい 反 レーニ ン 的な 政 
綱、 すなわち、 いわゆる 「八十 三人 政綱」 を でっちあげ、 この 政綱を 党員の あいだに ばらまき、 全 党 的な 新し 
い 討論を、 中央委員会に 要求した。 

すべての 反対派の 政 網の なかで、 この 政綱は、 おそらく 、もっともい つわりに みち、 偽善 的な もので あっ 
た。 

口先では、 すなわち 政綱の 上では、 トロッキスト やジ ノビ 4 フ派 は、 党の 決議を 守る ことに 反対は せず、 忠 
誠に 賛意を 表明して いたが、 じっさいには、 かれらは もっとも 乱暴に 党の 決議を 侵犯し、 党と その 中央委員会 
にたいするい かなる 忠誠を もせ せら わらっていた。 

口先では、 すなわち 政綱の 上では、 かれらは 党の 統一に 反対は せず、 分裂にたい する 反対を 表明して いた 
が、 じっさいには、 かれらは もっとも 乱暴に 党の 統一を 破壊し、 分裂の 路線を おしすすめ、 すでに、 その 独自 
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の、 非合法な 反 レー ーー ン的 党を もっていた。 この 党は、 反 ソビヱ ト的な 、反革命 的な 政党に 転化す るた めの 一 
切の 条件を そなえて いた。 

口先では すなわち、 政綱の 上では、 かれらは 工業化 政策に 賛意を 表明し、 中央委員会が 十分な 速度で 工業化 
を おこなって いないと 非難 さえした が、 じっ さいには、 かれらは ソ連に おける 社会主義の 勝利に ついての ^ の 
決議を けなしつ け、 社会主義 工業化の 政策を 嘲笑し、 多数の 工場を 利権 企業と して 外国人に 引き渡す ことを 要 
求し、 ソ連に おける 外国の 資本家の 利権 企業に 主要な 期待を ょせていた。 

口先では、 すなわち 政綱の 上では、 かれらは コル ホ— ズ 運動に 賛意を 表明し、 中央委員会が 十分な 速度で 集 
団化 をす すめて いないと 非難 さえした が、 じっさいには、 かれらは、 農民を 社会主義 建設に ひきいれる 政策を 
嘲笑し、 労働者階級と 農民との 「解決す るすべ もない 紛争」 を 宣伝し、 農村に おける 「文化的な 借地 農」、 す 
なわち 富農 経営に 期待を かけて いた。 

これは、 反対派の すべての いつわりに みちた 政綱の なかで も、 もっとも いっわりに みちた 政綱であった。 

この 政綱は 党を あざむく ことを 目的と していた。 

中央委員会は、 討論の 即時 開始を 拒否 するとと もに、 反対派 分子にたい し、 討論は 党規 約に したがっての み、 
すなわち、 党大会の 二 力 月 まえにの みお こな われる と 声明した。 

一九二 七 年 十月、 すなわち 第 十五 回 大会の 二 力 月 まえ、 党 中央委員会は 全 党 的な 討論を 告示した。 討論 集会 
が はじまった。 討論の 結果は、 トロ ッキ ー、 ジノビエフ 連合に とってみ じめ すぎる ほどの ものだった。 中央 委 
員 会に 賛成 投票した のは 七十 二 万 四千 人の 党員で、 トロッキスト •ジ ノビ H フ 派の 連合に 賛成した のは 四千 
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人、 つまり、 ー パー セントに もみたなかった。 反 党 連合は 粉砕され てし まった。 党内の 絶対多数は 一致して 連 
合の 政綱を 否決した。 

これが、 はっきりと 示された 党の 意思であって、 連合の 参加者は この 党の 意見と 争おうと したので あった。 

ところが、 この 教訓 もやは り 連合の 参加者の 役には たたなかった。 かれらは、 党の 意志に したがう かわり 
に、 党の 意志を 破壊す る ことにき めた。 討論が まだ 終わらない うちに、 かれらは、 自分たち の 恥ず べき 失敗が 
避けられない ことを みてとった ので、 ょり 先鋭な 形に 訴えて 党と ソビ H 卜 政府にたい する 反対の 闘争を すすめ 
る ことを きめた。 かれらは、 モスクヮと レニ ングラ ー ドで 公開の 抗議 デモを おこなう ことを きめた。 かれらが 
えらんだ デモの 日は 十一月 七日、 つまり、 ソ連の 勤労者が その 革命的な 全人 民 的 デモを おこなう 十月革命 記念 
日だった ので ある。 こうして、 トロツキストと ジノビエフ 派は 平行の デモを おこなう ことを もくろんだ。 はた 
せる かな、 予想 どおり 同盟の 参加者が 街頭に かりだす ことができた のは、 そのわず かな 追従 者たち のみ じめ な 
群れに すぎなかった。 追従 者と かれらの 題目は、 全人 民 的な デモに ょって ふみつぶされ、 けちらされて しまっ 
た。 

トロツキストと ジノビエフ 派が 反 ソビエトの 泥沼に 転落した という ことは、 もはやうた がう 余地が なかっ 
た。 全 党 的な 討論に あたって、 かれらは、 党に むかって 中央委員会を 訴えた が、 ここでは、 このみ じめ な デモ 
のさい には、 かれらは、 敵 階級に 党と ソビ H 卜 国家を 訴える という 道に 立った ので ある。 かれらが ボリ シヱ ビ 
キ 党の 破壊と いう 目的を いだいて いた 以上、 かれらは、 不可避 的に ソビエト 国家の 破壊と いう 道に 転落し なけ 
れば ならなかった。 なぜなら、 ソビエト 国では、 ボリ シヱ ビキ 党と 国家は 不可分の もの だからで ある。 こうし 
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て トロッキ ー •ジノ ビ H フ連 合の 頭目たち は、 党 外にで たので ある。 

ボリ シ H ビキ 党の 隊伍の なかに、 反 ソビエトの 泥沼に 転落した 人び とを とどめて おくわけ にはい かなかった 
からで ある。 

一九二 七 年 十一月 十四日、 中央委員会と 中央 統制 委員会の 合同会議は、 卜 B ッキ ーとジ ノビ H フを 党から 除 
名した。 

二、 社会主義 工業化の 成功  農業の たちおくれ  第 十五 回党大 
会  農業 集団 化の 方針  トロ ッキ ー •ジノ ビユフ 連合の 潰滅 
政治的 二 面 派の 手管 

一九二 七 年末になる と、 もぅ 社会主義 工業化 政策の 決定的な 成功が 確実に なった。 

新 経済政策の 条件の もとでの 工業化は、 たちまちに して 重大な 進展を とげる ことができた。 工業と すべての 
農業 (林業と 漁業を ふくむ J は、 その 生産 総額から いえば、 戦前の 水準に たっした だけでなく、 この 水準を 上 
回った。 国民経済に おける 工業の 比重は 四 ニ パー セントに 増大し、 戦前の 時期に 相当す る 水準に たっした。 

工業の なかでの 社会主義 的 部分は、 私的 部分を おしのけて 急速に 増大し、 一九二 四〜 一九二 五 年度の 八 ー パ 
丨 セントから、 一九二 六〜 一九二 七 年度の 八 六パー セントに 増大した。 これに ひきかえ 私的 部分の 比重は 同じ 


448 


第 10 章 1926 年 ~ 1929 年 


期間に、 一九 パー セントから 一四 パー セントに 低下した。 

この ことは、 ソ連の 工業化が、 きわめて 鮮明な 社会主義 的 性質を おびて いる こと、 ソ連の 工業が、 社会主義 
的 生産の 勝利の 道に そつて 発展して いる こと、 工業の 分野での 「どちらが、 どちらに 勝つ か」 の 問題で、 すで 
に 社会主義の 勝利が 見越された、 という ことを 意味した。 

個人 商人は、 商業から も おなじょうに 急速に 締め だされ、 小売りに おける 個人 商人の 比重は、 一九二 四〜 一 
九 二 五 年度の 四 ニパー セントから、 一九二〜 六 一九二 七 年度の 三 ー パ ーセン トに まで 低下した。 卸売 商業に つ 
いては もちろんの ことで、 ここでは 個人 商人の 占める 比重が 同じ 期間に、 九パー セントから 五パー セントに 低 
下した。 

これ 以上に 増大のは やかつた のは 社会主義 的な 大工 業で、 その 生産額は 一九二 七 年には、 つまり 回復期 後の 
第一 年には、 前年と 比較して 一八 パー セント ふえた。 これは、 資本主義の 最 先進国の 大工 業で も おょび もつか 
ない 記録的な 速度であつた。 

農業、 とくに 穀物 農業は、 状況が ちがつて いた。 農業 も 全体としてい え ば、 戦前の 水準を 上回つた が、 その 
主要部 門 —— 穀物 農業 総 生産額は 盤刖 水準の 九 ー パ ーセ ントに すぎず、 そして 穀物の 生産額の 商品 部分、 つま 
り 都市に 供給す るた めに 売り わたされる 部分は、 戦前の 水準の やつと 三 七パー セントに すぎず、 そ 〇. うえ、 す 
ベての 事実は 穀物の 商品 的 生産が、 ひきつづき 低下す る 危険の ある ことを 物語つて いた。 

これは、 一九 一八 年に 農村で はじまつた 大 商品 経営から 小 経営への、 さらに 小 経営から 零細 経営への 細分 化 
が、 いぜんとして つづいて いる こと、 小農 民 経営、 零細農 民 経営が、 最少 限度の 商品 穀物し か 供給で きない 半 
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自給 的 経営に かわりつつ ある こと、 そして 一九二 七 年の 時期の 穀物 農業の 生産が、 戦前の 穀物 農業より やや 少 
ないだ けだった のに、 都市に 売り出す ことので きる 穀物は、 戦前の 穀物 農業が 売り だす ことので きた 数量の 三 
分の 一より やや 多い 程度に すぎない、 という ことを 意味して いた。 

疑い もな く、 こういう 穀物 農業の 状態の もとでは、 ソ連の 軍隊 や 都市は 慢性の 飢餓に 直面して いなければ な 
らな かった。 

これは、 穀物 農業の 危機で あり、 この 危機には 牧畜業の 危機が ともなう のは 必定であった。 

このような 状況から 脱出す るには、 農業の 面で、 トラクタ I と 農業 機械を 動かし、 そして、 穀物 農業の 商品 
性を 数倍 高める 大規模 生産へ と 移らなければ ならない。 国の まえには 二つの 可能な 道が あった。 すなわち、 あ 
るいは、 資本主義 的 大生 産に 移って いく 道に 立つ か。 これは、 農民 大衆を 破産に おいやり、 労働者と 農民の 同 
盟を 破滅 させ、 富農を つよめ、 そして、 農村で 社会主義を 失敗に おいやる ことにな ったであろう。 あるいは、 
小農 民 経営を 社会主義 的な 大 経営に、 トラクタ ー やその 他の 現代的な 機械を つかって 急速に 穀物 農業 および そ 
の 商品 生産を 高める ことので きる コル ホ I ズに 統合す る 道に 立つ かであった。 

もちろん、 ボリ シュ ビキ 党と ソビエト 国家は、 第二の 道、 すなわち 農業 発展の コル ホ ー ズの 道に のみ 立つ こ 
とがで きた。 

党が この 点で よりどころに したのは、 小農 民 経営から 耕作に おける 大規模な、 アル テリ 的な、 集団 経営に 移 
行し なければ ならない という ことにつ いての レ 丨- ーン のつ ぎの ような 指示であった。 

S  「小 経営は 貧困から ぬけだす ことは できない 0 」( レーー ーン 『農村に おける 党 活動に かんする 第一 
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回 全！！ シア 会議での 演説』) 

: g  「もし われわれが いぜんとして 小 経営に 安住して いくなら、 たとえ 自由な 土地では たらく 自由な 
公民であって も、 どのみ ち 不可避 的な 破滅が われわれを 脅かす であろう。」 (レー ニン 『第一 回 全 P シア 
農民 代表者 大会』) 

2 : 「もし 農民 経営が さらに 発展す る ことができる とすれば、 ひきつづいての 移行を も 確実に 保証し 
なければ ならない。 ところで、 この ひきつづいての 移行とは、 不可避 的に、 つぎの 点に ある。 すな わ 
ち、 もっとも 収益の 少ない、 もっとも おくれた、 規模の 小さな 分散した 農民 経営が、 しだいに 連合し、 
共同の 大規模の 農業 経営を 組織す る ことで ある。」 (レ ーニン 『モスクワ 市と モスクワ 県 Q P シア 共産党 
(ボ) 細胞 書記 おょび 責任 代表者の 集会での、 食糧 税に ついての 報告』) 

㈡ 「共同の •集団 的 •同志的 •アル テリ 的な 経営の すぐれてい る ことを 実地に 農民に 示す ことが で 
きる ばあいに のみ、 また、 同志的 •アル テリ 的 経営の 助けを かりて 農民を 援助す る ことができる ばあい 
にの み、 国家権力を にぎって いる 労働者階級は、 実際に 農民に 自分の 正し さを 証明す るだろう し、 実際 
に 何百 万と いう 農民 大衆を、 に、 事実に おいて 自分の 側に ひきつける ことができる。」 (レ 丨- ーン 
『農業 コン ミュ ーン おょび 農業 アル テリ 第一 回 大会での 演説』) 

これが、 第 十五 回 党大会 まえの 情勢だった。 

第 十五 回 党大会は、 一九二 七 年 十二月 二日に ひらかれた。 この 大会に 出席した のは、 議決権を もつ 八 百 九十 
八 人の 代議員と 審議 権を もつ 七 百 七十 一人の 代議員で、 八十 八 万 七 千 二百 三十 三人の 党員と 三十 四 万 八 千 九 百 
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五十 七 人の 党員 候補を 代表して いた。 

スタ I リン 同志は、 その 総括 報告の なかで、 工業化の 成果 および 社会主義 工業の 急速 的な 増大を 指摘す ると 
同時に、 党の 前につ ぎの ような 任務を 提起した。 

「都市で も 農村で も、 国民経済の なかでの 資本主義 的 要素を 一掃す る 方針を とり、 国民経済の あら ゆ 
る 部門に おいて、 われわれの 社会主義 的な 要衝を 拡大し 固める こと。」 

スタ ー リン 同志は、 農業を 工業と 比較し、 現代 技術の 適用を 許さない 農業の 分散 性に もとづく 農業の、 とり 
わけ 穀物 農業の たちおくれを 指摘し、 農業の このような 好ましくない 状態が、 国民経済 全体に 脅威を あたえる 
であろう ことを 強調した。 

「出口は どこか？」 - スタ ー リン 同志は こう 問い、 そ L てつぎ のように 答えた。 

「出口は、 共同 耕作を 基礎に して、 小さな、 ばらばらな 農民 経営が 大きな、 統合され た 経営に 移り、 
新しい、 より 高い 技術を 基礎に して 集団 的な 耕作に 移行す る ことに ある。 出口は、 小さい、 零細な 農民 
経営を、 農業 機械 や トラクタ ー を もちい、 農耕 集約 化の 科学的な 方法を もちいて、 共同の、 同志的な、 
集団 的な 耕作を 基礎に した 大 経営に、 徐 々に、 だが た ゆみな く、 f の 方法に よらず、 実物 教育と 説得 
の 方法に よって、 統合す る ことに ある。 それ 以外の 出口は ない。」 

第 十五 回 大会は、 あらゆる 努力を はらっ て 農業の 集団 化を 展開す る ことにつ いての 決議を 採択した。 大会 
は、 n ル ホ ー ズ 網と ソフホ ーズ 網を 拡大、 強化す る 計画を たて、 農業 集団 化の ための 闘争の 方法に ついて、 は 
っきり した 指示を あたえた。 
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同時に、 大会は またつ ぎの ような 指令を あたえた。 

「ひきつづき 富農にたい し 攻擊を 展開 するとと もに、 種々 の 新しい 方法を とって 農村に おける 資本 主 
義 発展を 制限し、 農民 経営を 社会主義の 方向に 導く こと。」 (『ソ連 共産党 (ボリ シ H ビキ) 決議 集』 第 
二部) 

最後に、 大会は、 国民経済に おける 計画の 原則が 固まって きた ことに 立脚し、 そして、 国民経済の すべての 
戦線に おいて 社会主義が 資本主義 的 要素にたい L 計画的な 攻撃を 組織 するとい う 見地から、 国民経済の 第一 次 
五 力 年 計画を 作成す るよう 関係 機関に 指令を だした。 

第 十五 回 大会は、 社会主義 建設の 問題を 処理した のち、 トロッキ 1 ジノ ビ H フ 連合を 一掃す る 問題に 移っ 
た。 

大会は、 「反対派が 思想 的に レ ーニン 主義と 手を切り、 メンシ X ビキ的 グル I プに 変質し、 国際、 国内の ブ 
ルジ ョア 勢力に 投降す る 道を あゆみ、 客観的には プ P レ タリア 階級 独裁の 制度に 反対す る 第三勢力の 道具に か 
わった」 と 断定した。 (『ソ連 共産党 (ポリシ X. ビキ) 決議 集』 第二 部) 

大会は、 党と 反対派との あいだの 意見の ちがいが、 すでに 綱領 上の 意見の ちがいに 転化し、 トロッキ I 反対 
派が いまや 反 ソビエト 闘争の 道を あゆむ にいた ったこと を 認めた。 そこで、 第 十五 回 大会は、 トロッキ I 反対 
派に 属し、 その 見解を 宣伝す る ことは、 ボリ シ X ビキ 党の 陣列に とどまる ことと あいいれない、 と 宣言した。 

大会は、 トロ ッキ I とジ ノビ H フの 党からの 除名に ついての 中央委員会と 中央 統制 委員会との 合同会議の 決 
議を 承認し、 トロ ッキ ー •ジノ ビ H フ 連合の すべての 積極的な 活動家、 ラデック、 プ レオ ブラ ジ H ン スキ ー、 
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ラコフスキ ー、 ピヤ タコフ 、セレブリャコフ、 スミ ルノフ、 カ ー メ ネフ、 サルキス 、サフ r ロフ 、リ フシ ッ 
ツ 、ムジ バー ー、 スミルガら や、 「民主 集中 派」 プル ー プ (サブ ロノフ、 スミ ルノフ、 ボグス ラフ スキ ー、 ド P 
ブニ スら) を 党から 除名す る ことを 決議した。 

トロ ツキ I  •ジノ ビ H フ 連合の 参加者は、 思想のう えで ® 破され、 組織のう えで 粉碎 された のち、 人民の あ 
いだに およぼして いたかれ らの 影響の 最後の 名 ごり をう しなった。 

党から 除名され た 反 レー ニン 派は、 第 十五 回 大会 後 まもなく 、トロツキズムと 絶縁 するとい う 上申書を だ 
し、 復党を ねがいでた。 もちろん、 当時、 党は まだ トロ ツキ ー、 ラコフスキ？、 ラデック、 クレス チン スキ 
1、 ソコ リニ n フ 、および その他の ものが、 すでに 久しく 人民の 敵で あり、 外国の 諜報機関が 採用した スパィ 
であっ たこと も、 カ ー メ ネフ、 ジ ノビ H フ 、ピャ タコフ 、その他の ものが すでに 資本主義 諸国に おける ソ連の 
敵と 「協力」 して ソビエト 人民に 反対す るた め、 これらの 敵との 連絡を 整えて いると いう こと も、 知る ことは 
できなかった。 だが、 党は、 もっとも 困難な 時機に レーニ ン とレー ーー ンの 党に 何回と なく 反対した この 連中に 
ついては、 あらゆる 汚ない 行為を 想定しても よいと いう ことを、 すでに 十分な 経験に よって、 知っていた。 だ 
から、 党は 除名され たもの たちの 上申書を 不信の 目で 扱った。 これら 上申書を 提出した ものたち の 誠意を たし 
かめる 第一歩と して、 党は、 つぎの 要求を 復党の 条件と して だした。 

S トロッキズムを 反 ボリ シェ ビキ 的、 反 ソビエト 的な ィデ ォロギ I として 公然と 非難す る こと。 

㈣ 党の 政策を ただ 一つの 正しい 政策と して 公然と 認める こと。 

㈧ 党と その 機関の 決議に 無条件に したがう こと。 
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㈡ 試験期間を すごす こと。 この 期間 中に 党は 提出され た 上申書を 点検し、 この 期間が すぎた のち、 
党は 審査の 結果を もとにし、 除名され たもの 一人ひとりの 復党の 問題を 個別的に 提起す る。 

当時、 党と しては こう 考慮して いた。 すなわち、 除名され たもの が 公然と これらの 条件を みとめる ことは、 
いかなる ばあいの もとで も、 党に とって 積極的な 意義を もつ にちがいない。 なぜなら、 それは、 トロ ッキ！ 
ジノビエフの 隊伍の 統一を うちやぶり、 かれらの あいだに 分解を ひきおこし、 もういち ど 党の 正し さと 威力を 
示す であろうし、 また、 党と しても、 上申書を かいてきた ものに 誠意が ある ばあいには、 以前の 活動家を 党に 
よびもどす ことができ るし、 誠意がない ばあいには、 みなの 目の まえで かれらを、 もはや 誤りを おかした もの 
としてでは なしに、 思想の ない 出世 主義者と して、 労働者階級を あさむ くもの、 すくいが たい 二 面 派と してば 
くろす る ことができる、 からで ある。 

除名され たもの の 多数は 党の だした 入党 条件を うけいれる とともに、 新聞紙 上に これに 応じた 声明書を 発表 
した。 

党は かれらを 気の毒に おもい、 ふたたび かれらが 党、 労働者階級の 一員になる 可能性を 拒否す る ことを 望ま 
なかった ので、 かれらに ふたたび 党員と しての 権利を あたえた。 

だが、 ときが たつに つれて 判明した ところでは、 少数の 例外を のぞいて 、トロ ッキ ー •ジノビエフ 連合の 
「積極的 活動家」 の 上申書は、 もともと 徹頭徹尾い つわりの、 二 面 的な 上申書だった。 

判明した ところでは、 この 連中は、 上申書を だす まえから、 人民の まえで 自分の 所信を 堅持す る 決意の ある 
政治的 潮流では なくなり、 思想の ない 出世 主義者の 徒党に 転化して いた。 かれらは、 みなの 目の まえで 自分の 
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所信を あますところなく ふみにじり、 みなの 目の まえで 自分の 敵視す る 党の 見解を：^ W し、 労働者階級と その 
党に 危害を くわえる 可能性を 得る ため、 党の なかに、 労働者階級の なかに いのこる こと さえで きれば、 いかよ 
うに も その 色合いを、 ヵメレオンの ように かえる ことを 辞さなかった。 

トロ ッキ ー •ジノ ビ H フ連 合の 「積極的 活動家」 は、 もともと 政治的べ テン 師 であり、 政治的 二 面 派だった 
ので ある。 

政治的な 二 面 派は、 一般に、 欺瞞から 出発して、 人民を あざむき、 労働者階級を あざむき、 労働者階級の 党 
を あざむく という 方法で その 暗い 仕事を 遂行す る。 だが、 政治的な 二 面 派を たんなる 偽瞒 者と みなす ことは、 
けっしてで きない。 政治的な 二 面 派は、 政治的 出世 主義者の、 思想の ない 徒党で あり、 とっくに 人民の 信頼を う 
しなって いるが、 政治 活動家と しての 肩書を 保って おきたい ばかりに、 そのためには、 欺瞞の 方法に よって、 
ヵメレオンの 方法に よって、 ベ テンの 方法に よって、 てあたりしだいの 方法に よって、 もういち ど 信頼を かち 
とろうと 努める。 政治的 二 面 派は 政治的 出世 主義者の 無 原則的な 徒党で あり、 かれらは 「適当な 時機」 に ふた 
たび 政治の 舞台には い あがり、 「支配者」 の 資格で 人民の 頭上に のさ ばる ためには、 犯罪者だろう と、 社会の 
くずだろう と、 人民の ゆるす ことので きない 敵だろう と、 どんな ものに もす がりつ くこと を 辞さない。 

トロ ッキ ー •ジノビエフ 連合の 「積極的 活動家」 は、 もともと このような 政治的 二 面 派だった ので ある。 

三、 富農にたい する 攻撃  ブ ハ— リン •ルィコフ 反 党 グル— プ 
第一 次 五 力 年 計画の 採用  社会主義 競争  大衆 的な コル ホ ー 
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ズ 運動の 開始 

党の 政策に 反対し、 社会主義 建設に 反対し、 集団 化に 反対す る トロ ッキ！ ジノビエフ 連合の 扇動、 おなじ 
くまた、 コル ホ ー ズ 事業は だめ だと か、 富農は 社会主義に 自分で 「はいりこむ」 から、 かれらに 手を ふれる 必 
要はない とか、 ブル ジョア 階級が 富裕になる ことは 社会主義に とって 危険では ない とか、 といった ブハ ー リン 
派の 扇動、 これらす ベての 扇動は、 国内の 資本主義、 とりわけ 富農の あいだで、 大きな 反響を よんだ。 いまや 
富農は 新聞の 反響から、 かれらが、 孤立 無援では ない こと、 トロ ッキ I、 ジノ ビ H フ 、力 I  メ ネフ、 ブハ ーリ 
ン 、ルィコフ および その他が かれらを 保護し 代弁して いる ことを 知った。 こういった 状況が、 ソビエト 政府の 
政策にたい する 富農の 反抗 精神を たかめないで はおかなかった のはとう ぜんで ある。 そして 実際、 富農は 日 一 
日と 反抗を つよめは じめ た。 富農たち は、 手 もとにた くわえて いた 少なからぬ 余剰 穀物を ソビエト 国家に 売り 
わたす ことを、 集団 的に 拒否し はじめた。 かれらは 、コル ホ ー ズ 農村にたい し、 農民に おける 党 や ソビエトの 
活動家にたい する、 テロ ルを 加えは じめ、 コル ホ ー ズや 国家の 穀物 集積 場を 焼きは らいは じめ た。 

党は、 富農の 反抗が 粉碎 されない かぎり、 富農が 農民の 目の まえで、 公然たる 闘争で たたきつぶされない か 
ぎり、 労働者階級と 赤軍は 榖 物の 不足に くるしみ、 そして 農民の コル ホ ー ズ 運動は 大衆 的な を 帯びる こと 
がで きない ことと、 理解して いた。 

党は、 第 十五 回 党大会の 指令に したがって、 富農にたい し 断固たる 攻搫に 転じた。 攻撃に さいして 党は、 し 
っかり 貧農に 依拠し、 中農との 同盟を かため、 あくまで 富農にたい し 断固たる 闘争を おこなう という ス P 1 ガ 
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ンを 実行した。 富農が 公定価格で 余剰 穀物を 国家に 売り わたす のを 拒否す るのに こたえて、 党と 政府は、 富農 
にたいする 一連の 非常手段を とり、 富農 や 投機 師が 、余剰 穀物の 国家への 売り わたしを こばむ ばあいには、 か 
れら からこれ らの 余剰 穀物を 裁判に よって 没収 するとい う 刑法 第 百 七条を 適用し、 同時に 貧農に 多くの 特典を 
あたえ、 その 結果 没収され た 富農の 穀物の 二 五パー セントが 貧 避の 処理に 委ねられた。 

非常手段は 効果を おさめた。 貧農と 中農は、 富農にたい する 断固たる 闘争に くわわった。 富農は 孤立 させら 
れた 。富農と 投機 師の 反抗は うちやぶられた。 一九二 八 年末になる と、 ソビエト 国家は 十分な 予備 穀物を その 
処理の もとに おき、 コル ホーズ 運動は いっそう 確実な 足 どり で、 前進した。 

この 同じ年、 ドン バスの シャハト 地区で、 ブルジ ョア 専門家の 大規模な 破壊 組織が 摘発され た。 シャハトの 
破壊者たち は、 企業の 以前の 所有者、 —— ロシア 資本家 や 外国の 資本家、 それに 外国の 軍事 謀 報 部と、 緊密な 
つながりを もっていた。 かれらの 目的は、 社会主義 工業の 増大を 挫折 させ、 ソ連に おける 資本主義の 復活を う 
ながす ことで あった。 破壊者たち は、 石炭 採掘 高を へらそう として、 採炭に あたり 正しくない 方法を とった。 
かれらは、 機械 や 通風機を 破壊し、 炭坑、 工場、 発電所に 崩壊、 爆発、 火災を おこさせた。 破壊者たち は、 労 
働 者の 物質 生活の 改善を 意識的に じゃまし、 ソビエトの 労働 保安に かんする 法規に そむいた。 

破壊者たち は、 裁判に かけられた。 かれらは 法廷に よってし かるべき 懲罰を うけた。 

党 中央委員会は、 シャハト 事件から 教訓を ひきだす ようすべ ての 党 組織に 命じた。 スタ— リン 同志は こう 指 
示した。 ボリ シ H ビキの 経営 担当者は、 こんご 古い ブル ジョア 専門家の なかの 破壊者から だまされない ように 
する には、 みずから 生産技術の 精通 者と なるべき であり、 労働者階級の なかからの 新しい 技術 幹部の 養成を 早 
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めなければ ならない、 と。 

中央委員会の 決議に もとづき、 高等 技術 学校に おいて 若い 専門家を 養成す る 仕事が 改善され た。 数千 もの、 
党員、 共産 青年 同盟 員 および 労働者階級の 事業に 忠実な 党 外 者が、 学習に 動員され た。 

党が 富農にたい する 攻擊に 転ずる まで、 そして、 党が トロ ツキ—  •ジノビエフ 連合の 一掃に たずさわって い 
たあい だは、 ブハ ー リン •ルイコフ グル ー プは 多少 ともなりを ひそめ、 反 党勢 力の 後備 隊 としてと どまり、 あ 
えて 公然とは トロツキストを 援助せ ず、 ときには 党と いっしょに トロツキストに 反対 さえした。 党が 富農に た 
いする 攻撃に 転じ、 富農にたい し 非常手段を とる にお よんで、 ブハー リン •ルイコフ グル I プは 仮面を ぬぎす 
て、 公然と 党の 政策に 反対し はじめた。 ブハ I リン •ルイコフ グル— プの 富農 的 本性は 我慢し きれ なくなり、 
この グル I プの 参加者は、 すでに 公然と 富農を かばいは じめ た。 かれらは、 非常手段のと りけ しを 要求し、 さ 
もなければ 農業の 「退化」 (下向、 衰退、 崩壊) がは じ まる かもしれ ない と、 まぬけたち を おどかし、 退化は す 
でに はじまっ ている と 主張した。 かれらは、 農業のより 高い 形態で ある コル ホ ー ズと ソフホ ー ズの 増大に 注意 
せず、 富農 経済の 衰退を 目前に して 富農 経済の 退化を 農業の 退化 だと いつわった ので ある。 理論的に その 立場 
を かためる ため、 かれらは わらうべき 「階級闘争 消滅 論」 を でっちあげ、 この 理論を もとにして、 こう 断定し 
た。 すなわち、 資本主義 的 要素との 闘争で 社会主義の 成功が 大きくな れば なる •ほど、 階級闘争は 緩和され る だ 
ろう、 階級闘争は すぐに 完全に 消滅す るだろう、 階級 敵は 抵抗す る ことなしに そのす ベての 陣地を あけわたす 
であろう。 だから、 もともと 富農にたい する 攻擊を おこなう 必要は ない、 と。 こうして かれらは、 富 避は 社会 
主義に 平和的に 成長 するとい うその 使い ふるした ブル ジョァ 理論を 復活 させ、 レーニ ン 主義の 著名な 命題を ふ 
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みに じった ので ある。 この 命題に よると、 階級 敵が その 足場を うしなう につれ、 社会主義の 成功が 大きくなる 
につれ、 階級 敵の 反抗 もます ます 鋭い 形を とる ので あり、 階級 敵が 一掃され てはじめて 階級闘争は 「消滅」 す 
る ことができる ので ある。 

たやすく 理解で きる ように、 党の 面前に あらわれた ブハ ー リン •ルイコフ グル ー プは 右翼 日和見主義の グル 
1 プ であり、 それと 卜 P ッキ ー •ジノビエフ 連合とは、 ただ 形のう えで ちがう だけであった。 つまり、 トロ ッ 
キ ストと ジノビエフ 派は、 「永久 革命」 という 左翼 的な、 かん 高い、 革命的な 空 語で その 投降 主義の 本質を おお 
いかくすな んら かの 可能性を もっていた が、 ブハ I リン •ルイコフ グル ー プは 、党が 富農への 攻撃に 転じた の 
にと もな って、 党に 反対し、 もはや その 投降 主義の 面目を おおいかくす 可能性を もた なくなり、 公然と、 とり 
つくろう ことなく、 仮面を ぬぎすてて、 わが国の 反動 勢力、 まず 第一に 富農を 保護す る 必要に 迫られた ので あ 
る 0 

党は、 ブハ ー リン •ルイコフ グル ー プが 、党に 反対す る 共同 闘争の ために、 おそかれはやかれ トロッキ I  • 
ジノビエフ 連合の 残党に 手を さしのべる にちがいない という ことを、 理解して いた。 

ブハ ー リン •ルイコフの グル ー ブ は、 政治 行動と ともに、 その 仲間を かきあつめる 組織 「活動」 を おこな 〇 
た。 この グル ー プ は、 ブハ ー リンを つうじて スレ プコフ 、マレ ツキ ー、 アイへ ン バリ ト 、ゴ リデンべ ル グらの 
ブル ジョア 青年を、 トム スキ ー をつ うじて 官僚化した 労働組合の 上層 部 (メリ-ー チャン スキ ー、 ドガドフら) 
を、 ルイコフを つうじて 腐敗した ソヴ エト 機関の 上層 部 (スミ ルノフ、 H イス モント、 シュミットら) を かき 
あつめた。 政治的に 腐敗し、 その 投降 主義 的な 気持を おおいかくさない 人び とが、 よろこんで この グル ー ブに 
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はいった。 

当時 ブハ ー リン •ルィコフ グル— プは モスクワの 党 組織の 上層 部 (ゥグ ラノフ 、コトフ、 ゥ ハノフ 、リユ— 
チン、 ヤゴダ 、ボロン スキ ー ら) の 支持を うけていた。 その さい、 右派の 一部は、 これまで どおり 仮面を かぶ 
り、 公然とは 党の 路線に 反対し なかった。 モスクワの 党の 新聞 や 党の 集会に おいて、 富農に 譲歩すべき こと、 
富農に 課税す るのは 不適当で ある こと、 工業化は 人民に たえがたい 負担を かける こと、 重工業の 建設は 時期 尚 
早で ある ことな どが、 宣伝され た。 ゥダ ラノフ は、 ドニ ヱ プル 水力発電所の 建設に 反対し、 資金を 重工業から 
軽工業に まわす ことを 要求した 。ゥダ ラ ノフお よび その他の 右翼 投降 派は、 モスク 7 はむかし から サ ラサ 産地 
の モスクワであった し、 今後 もそう あるべき であって、 ここに 機械 製造 工場を 建設す る 必要は ない、 といい は 

った。 

モスクワの 党 組織は、 ゥグラ ノフお よび その 仲間たち を 暴露し、 かれらに 最後の 替告を あたえ、 党 中央 委員 
会の まわりに いっそう しっかりと 団結した。 スタ ー リン 同志は、 一九二 八 年、 ソ連 共産党 (ボ) モスクワ 州委 
員 会 総会に おいて、 砲火を 右翼 偏向にたい して 集中しながら、 二つの 戦線での 闘争を すすめなければ ならない 
と 指示した。 スタ I リン 同志は、 右派は 党内に おける 富農の 代理人 だとい った。 

「われわれの 党内で 右翼 偏向が 勝利を おさめるなら、 資本主義 勢力を 野放しに し、 プロレタリア 階級 
の 革命の 陣地を 破壊し、 わが国に おける 資本主義 復活の 機会を 増大させる であろう」 と、 スタ ー リン 同 
志は いった。 (スタ ー リン 『レー ーー ン 主義の 諸問題』) 

一九二 九 年のは じめ に 判明した こと だが、 ブハ ー リンは、 右翼 投降 派の グルー プを 代表して、 ヵーメ ネフを 
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つうじ トロッキストと 結託し、 党に 反対す る 共同 闘争を おこなう 協定を かれらと 作り あげた。 中央委員会は、 
右翼 投降 派の このような 犯罪 的な 行動を 暴露 するとと もに この 問題の 結末は、 ブハ I リン、 ルイコフ、 ト ムス 
キーら にと って 悲しむべき ことになるで あろうと、 かれらに 警告した。 だが、 右翼 投降 派は 静まらなかった。 
かれらは 中央委員会で、 新しい 反 党の 政綱、 宣言を 提出した が、 中央委員会は この 声明を 非難した。 中央 委員 
会は、 かれらに トロッキ ー •ジノビエフ 連合の 運命を 思い出させて、 かさねて 替告 した。 しかし、 ブハ ー リン • 
ルイコフ グル ー プ は、 その 反 党 活動を つづけた 。ルイコフ、 トム スキ ー、 ブハ ー リンは 中央委員会に 辞表を だ 
す ことによって 党を おどかそうと 考えた。 中央委員会は、 この サボ ター ジュ的 辞職 政策を 非難した。 最後に、 
一九二 九 年の 中央委員会 十一 回 総会は、 右翼 日和見主義の 見解を 宣伝す る ことは、 党内に とどまる ことと あい 
いれない ものと みとめ、 右翼 投降 派の 急先鋒で あり 指導者で ある ブハ ー リンを 中央委員会 政治 局から 排除す る 
ことを 提議し、 ルイコフ、 トム スキ I および その他の 右翼 反対派の 参加者に たいし、 厳重な 替告を あたえた。 

右翼 投降 派の 頭目たち は、 事態が 悲しむべき 方向に 向かって いるのを みて、 声明書を 提出し、 自分ら の 誤り 
と 党の 政治 路線の 正し さを みとめた。 

右翼 投降 派は、 その 幹部が 粉砕され るのを ふせごう として、 一時 退却す る ことを 決定した。 

党と 右翼 投降 派との 闘争の 第一 段階は、 このように して 終わった。 

あらたに 党内に おこった 意見の 対立は、 ソ連の 外敵の 注意を ひかずには おかなかった。 かれらは、 党内の 
「新たな 紛争」 は 党が よわまった ことのき ざしで あると おもっ て、 ソ連を 戦争に まきこみ、 まだ 固まって いな 
い 国の 工業化の 事業を 破壊す る ことを あらためてた くらんだ。 一九二 九 年の 夏、 帝国主義 者は、 中国と ソ連と 
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の 紛争、 中国の 軍閥に よる 中東 鉄道 (ソ連に 所属) の 強奪、 中国 白 軍に よる わが 祖国の 極東 国境にたい する 襲 
擊を 組織した。 だが、 中国の 軍閥の 奇襲は 短期間に 一掃され、 赤軍に 粉砕され た 軍閥は 退却し、 紛争は、 満州 
当局との 平和協定に よって 終わりを つげた。 

ソ連の 平和 政策は、 あらゆる 妨害が あった にもかかわらず、 また、 外敵の 陰謀と 党内の 「紛争」 が あった に 
も かかわらず、 再度、 凱歌を あげた。 

まもなく、 前に ィギリスの 保守党 員に よって 断絶され た ソ連の ィギリスとの 外交関係、 通商 関係が 復活し 
た。 

党は、 内外の 敵に よる 攻撃を 首尾よく 搫退 すると 同時に、 重工業の 建設を 展開し、 社会主義 競争を 組織し、 
ソフホ ー ズと コル ホ ー ズを 建設し、 最後に、 国民経済の 第一 次 五 力 年 計画の 採用と 実現に 必要な 諸 条件を 準備 
するとい う 大きな 仕事を すすめた。 

一九二 九 年 四月、 第 十六 回 党 会議が ひらかれた。 会議の おもな 問題は、 第一 次 五 力 年 計画であった。 会議は 
右翼 投降 派が 堅持す る 「最少 限」 の 五 力 年 計画案を しりぞけ、 どんな 条件の もとで も 遂行し なければ ならない 
ものと して 「最大限」 の 五 力 年 計画案を 採用した。 

こうして、 党は、 有名な 社会主義 建設の 第一 次 五 力 年 計画を 採用した。 

五 力 年 計画に よると、 一九二 八〜 三 三年に おける 国民経済への 基本 投資の 額は 六 百 四十 六 億 ル ー ブルと 定め 
られた 。そのうち、 百 九十 五 億 ル— ブルが 工業と 電化に、 百億 ル I ブルが 運輸 業に、 二百 三十 二 億 ル ー ブルが 
農業に 投入され る ことに きめられた。 
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これは、 現代 技術に よって ソ連の 工業と 農業を 装備す る 壮大な 計画であった。 スタ ー リン 同志は こう 指摘し 
た。 

「五 力 年 計画の 基本 任務は、 わが国に おいて、 工業 全体 だけでなく、 運輸 業を も、 農業を も、 社会主義 
の 基礎のう えに 再 装備し、 再組織す る ことので きる ような 重工業を 創設す る ことに あった。」 (スタ— リ 
ン 『レ II ン 主義の 諸問題』) 

この 計画は、 ひじよう に 壮大な ものでは あった が、 ボリ シ X. ビキに とっては、 なんら 予想外の ことで も、 目 
の くらむ ような ことで もなかった。 それは、 工業化と 集団 化の 発展の 全 過程に よって 準備され たもので あっ 
た。 それは、 まえもって 労働者、 農民を まきこみ、 社会主義 競争と いう 形で 表現され ていた 労働の 高揚に よっ 
て、 準備され たもので あった。. 

第 十六 回 党 会議は、 社会主義 競争の 展開に ついての 全 勤労者 あての よびかけを 採択した。 

社会主義 鏡 争は、 労働と、 労働にたい する 新しい 態度との かがやかしい 手本を しめ L た。 労働者と コル ホー 
ズ 農民は 多くの 企業、 コル ホ ー ズ 、ソフ ホ— ズのな かで、 呼応 計画を 提出した。 かれらは、 英雄的な 活動の 手 
本を しめした。 かれらは、 党と 政府の さだめた 社会主義 建設 計画を 遂行した ばかりでなく、 さらに 超過 遂行し 
た。 労働にたい する 人び との 考えは かわった。 資本主義 制度の もとでの ような 強制的、 苦役 的な 義務に もとづ 
く 労働は、 いまや 「名誉な こと、 光栄な こと、 勇ましい 英雄的な こと」 にかわり はじめた。 (スタ ー リンの こ 
とば) 

全国で 新しい 巨大な 工業 建設が すすめられた。 ド- 1 X プル 水力発電所の 建設工事が 進展した。 ドン バスで 
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は、 クラマトルスク エ場と ゴルロフヵ エ場の 建設工事、 ルガンスク 機関車 製造 工場の 改造 工事が はじまった。 
新しい 炭坑 や 溶鉱炉が ふえた。 ゥラルでは、 ゥラル 重 機械 製造 工場、 ベレズニキと ソリヵムスクの 化学 コンビ 
ナ ー トが 建設され つつ あった。 マグニトゴルスク 冶金 工場の 建築 工事が はじまった。 モスクヮと ゴ I リキ— で 
は 大型 自動車 製造 工場の 建設が すすんだ。 大型の トラクタ ー エ場と コンバィン エ場が 建設され、 ロストフ • 
ナ •ドヌ ー では、 大型 農業 機械 製造 工場が 建設され ていった。 ソ連 第二の 石炭 基地 クズバスが 拡大され ていっ 
た。 巨大な トラクタ 1H 場が、 十一 力 月間で、 草原 地帯の スタ ー リング ラー ドに できあがった。 ド-ー ヱ プル 水 
力 発電所と スタ ー リング ラ ー ド •トラクタ ー エ場の 建設に あたって、 労働者た ちは 労働生産性の 世界記録を う 
ち やぶった。 

歴史上、 新しい 工場 建設の これほどの 大きな 規模、 新しい 建設への これほどの 熱意、 労働者階級の 何百 万大 
衆の これほどの 労働のう えでの 英雄主義は これまでには なかった。 

これは、 社会主義 競争を 基礎と して 展開され た 労働者階級の ほんとうの 労働の 高揚であった。 

農民 もこん どは 労働者に おくれをとらなかった。 農村で も、 おなじく コル ホ ーズを 建設す る 農民 大衆の 労働 
の 高揚が はじまった。 農民 大衆は、 もうはっ きりと コル ホ ー ズの ほうへ むき かえは じめ た。 トラクター やその 
他の ms を もつ ソフホ I ズと 機械 トラクタ ー ステ ー ショ ンが 、ここでは 大きな 役割を はたした。 農民は、 大衆 
的に ソフホ I ズや 機械 トラクタ ー ステ ー ショ ンに やって きて は、 トラクタ ー や 農業 機械の 作業を 観察して、 歓 
喜し、 その 場で 「コル ホ ー ズ への 加入」 を 決定した。 小さな、 零細な 個人経営に 分散し、 いくらか でも 使い も 
のになる 道具 や 畜力 もな く、 広大な 荒 地を 開墾す る 可能性 もな く、 経営 改善の みこみ もな く、 貧困と 孤独に う 
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ち ひし がれ、 誰に も 顧みられなかつた 藤 民は、 ついに 出口を、 よりよ い 生活への 道を さがしあてた。 つまり、 
小 経営を 集団へ、 コル ホ ー ズへ 統合す る ことに、 どんな 「固い 土地」 でも、 どんな 荒 地で も 耕作す る 能力を も 
つ トラクタ ーに 、国家の 機械、 金銭、 人材、 助言に よる 援助に、 富農への 隸属か ら 解放され る 可能性に、 出口を 
みいだした ので ある。 この 富農は、 ソビエト 政府に よつて、 何百 万の 農民 大衆の 喜びのう ちに うちやぶられ、 
地に たたきふせられた ばかりであつた。 

これを 基礎に して、 大衆 的な コル ホ ー ズ 運動は はじまり、 さらに 発展して、 一九二 九 年末には とりわけ 強化 
され、 われわれの 社会主義 工業に おいてさえ みられなかつた ほどの テンポで、 コル ホ ー ズを 増大 させた。 

n ル ホ ー ズの 播種 面積は、 一九二 八 年には 百 三十 九 万へ クタ ー ルだつた のが、 一九二 九 年には 四百 二十 六 万 
二 千へ クタ I ルに なり、 そして 一九 三〇 年には、 n ル ホ I ズ はすで に 千 五 百万へ クタ ールを たがやす 可能性を 
もつていた。 スタ I リン 同志は その 論文 『偉大な 転換の 年』 (一九二 九 年) において、 コル ホ ー ズの 増大の テ 
ンポに ふれ、 こういつて いる。 

r 一般に 発展の テンポが ひじょうには やい のを 特徴と する われわれの 社会化され た 大工 業に おいてさ 
え も、 こういう あらしの ような 発展の テンポは、 いまだ かつてみ られ なかつた という ことを 認めな けれ 
ばなら ない。」 

これは、 コル ホ ー ズ 運動の 発展に おける 一つの 転換であつた。 

これは、 大衆 的な コル ホ ー ズ 運動のは じ まりであつた。 スタ I リン 同志は その 論文 『偉大な 転換の 年』 のな 
かで、 
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「こんにちの コル ホ ー ズ運 動に おける 新しい 点は はたしてな にに あるの か？」 と 問い、 こぅ 答えて い 
る 0 

「こんにちの コル ホ ー ズ 運動の なかで 新しく、 かつ 決定的な 点は、 以前にみ られた よぅに、 農民が 個 
個の グル— ブ としてでなくて、 全 村、 全 全 区、 ときとしては 全 管区を あげて コル ホ— ズに はいって 
くる ことに ある。 これは なにを 意味す るか。 これは、 中農が コル ホーズ には いった ことを 意味す る。 こ 
こに 農業の 発展に おける 根本的な 転換の 基礎が あり、 この 根本的な 転換は、 ソビ H 卜権 力の：： もっと 
も 重要な 成果で ある。」 

この ことは、 全面的な 集団 化の 基礎に たつて、 富農を 階級と して 一掃す る 任務が 成熟しつつ ある こと、 ある 
いはす でに 成熟した という ことを 意味した。 


要  約 

一九二 六〜 二 九 年の、 国の 社会主義 工業化の ための 闘争に おいて、 党は 大きな 国内 的、 国際的な 困難を 克服 
した。 党と 労働者階級の 努力は、 国の 社会主義 工業化の 政策を、 勝利に みちびいた。 

工業化の もっとも 困難な 任務の ひとつ、 すなわち、 重工業 建設の 資金を 蓄積す る 任務は、 だいたいに おいて 
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解決され た。 全国民 経済を 再 装備す る ことので きる 重工業の 基礎が きずかれた。 

社会主義 建設の 第一 次 五 力 年 計画が 採用され た。 新しい 工場、 ソフホ ー ズ 、コル ホ ーズの 巨大な 建設が 展開 
された。 

社会主義の 道に 沿っての この 前進は、 国内に おける 階級闘争の 先鋭化と 党内 闘争の 先鋭化を ひきおこした。 
この 闘争の もっとも 重要な 結果は、 富農の 反抗を 鎮圧した こと、 卜 n ツキ ー •ジノ ビ H フの 投降 派 的な 連合を 
反 ソビエトの 連合と して 暴露した こと、 右翼 投降 派を 富農の 代理人と して 暴露した こと、 トロツキストを 党 か 
ら 駆逐し、 トロツキストと 右翼 日和見 主義者の 見解が ソ連 共産党 C ボ) に 所属す る ことと あいいれない という 
ことを みとめた ことで ある。 

トロツキストは、 ィデ オロギ ー のうえ で ボリ シェピ キ党 にょって 梁 破され、 労働者階級の あいだに おける あ 
ら ゆる 基盤を うしなった のちは、 すでに 政治的な 潮流では なくなり、 政治的な ぺ テン 師の無 原則的な 出世 主義 
的な 徒党に、 政治的な 二 面 派の 集団に なって しまった。 

党は、 重工業の 基礎を すえた のち、 労働者階級と 農民を 動員し、 ソ連の 社会主義 的 改造の 第一 次 五 力 年 計画 
を 遂行した。 国内では 何百 万と いう 勤労者の 社会主義 競争が くりひろげられ、 強力な 労働の 高揚が うまれ、 新 
しい 労働 規律が つくりだされた。 

この 時期は、 偉大な 転換の 年を もって 終わった。 この 転換は、 工業に おける 社会主義の もっとも 大きな 成 
功、 農業に おける 最初の 重大な 成功、 中農の コル ホー ズ への 転向、 大衆 的な コル ホ I ズ 運動の 開始を 意味した 
ので ある。 
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第 十一 章 農業 集団 化の ための 鬪争に 知け る 

ポリシ H ビキ党 

(一九 三〇 年— 一九 三 四 年) 

一、 一九三〇—一九三四 年の 国際情勢  資本主義 諸国の 経済 恐慌 
日本の 満州 侵略  ドイッに おける ファシストの 政権 獲得 
戦争の 二つの 根源 地 

ソ連が 国の 社会主義 工業化で 重大な 成功を かちとり、 早い テンポで 工業を 発展 させつつ あった のに、 資本 主 
義 諸国では 一九二 九 年末に、 空前の 破壊力を もつ 世界経済 恐慌が 爆発し、 それは 以後の 三年 間に いっそぅ 深刻 
化して いった。 工業 恐慌は 農業 恐慌と からみあって、 資本主義 諸国の 状態を いっそぅ 悪化 させた。 

恐慌の 三年 間 (一九 三〇〜 一九 三 三年) に ソ連の 工業は 二倍 以上に 増大し、 一九 三 三年には 一九二 九 年の 水 
準に くらべ 二 〇ーパ ー セントと なった のに、 アメリヵの 工業は 一九 三 三年 末には 一九二 九 年の 水準の 六 五 バー 
セントに、 イギリスの 工業は 八 六パー セントに、 ドイッの 工業は 六 六 パ ー セントに、 フランスの 工業は 七 七 パ ー 


セントに、 それぞれ 低下した。 

このような 状況は、 社会主義 経済体制が 資本主義 経済体制より すぐれて いる ことを もういち どは っきり しめ 
した。. このような 状況は、 社会主義 国家が 経済 恐慌を こうむらない 世界で ただ 一つの 国で ある、 ことを しめし 
た。 

世界経済 恐慌の 結果、 二 千 四百 万の 失業者が 飢え 上 貧困、 窮乏に おとしいれられた。 数千 万の 農民が 農業 恐 
慌の 苦痛に なやまされた。 

世界経済 恐慌は、 帝国主義 諸国の あいだ、 戦勝国と 敗戦国の あいだ、 帝国主義と 植民地 国 および 従属国との 
あいだ、 労働者と 資本家の あいだ、 農民と 地主の あいだの 矛盾を、 いっそう 激化 させた。 

スタ ー リン 同志は、 第 十六 回 党大会で おこなった 総括 報告の なかで つぎのように 指摘した。 ブルジ ョア 階級 
は、 二つの 方面に 経済 恐慌からの 出口を 求める であろう。 その 出口とは、 一方では 、ファシスト 独裁を、 すな 
わち、 資本主義の もっとも 反動的な、 もっ とも 排外 主義 的な、 もっとも 帝国主義的な 要素に よる 独裁を うちた 
てること によって 労働者階級を 弾圧す る ことで あり、 他方では、 防衛 力の 弱い 国の 利益を 犠牲に して、 植民地 
および 勢力範囲を 再 分割す るた めの 戦争を 起す ことで ある、 と。 

結果は、 まさしく そのと おりで あった。 

一九 三 二 年、 日本の がわから 戦争の 脅威が つよまった。 日本 帝国主義 者は、. ョー ロッ パの 列強と アメリヵが 
経済 恐慌に ともなう 自国の 問題に 手い っ ぱいな のをみ て、 この 機会を 利用し、 防衛 力の 弱い 中国に 圧力を くわ 
え、 中国を 従属 させ、 中国の 支配者に なろうと 決心した。 日本 帝国主義 者は、 中国に 宣戦す る ことなしに、 自 


470 


第 11 章 1930 年 一 1934 年 


分で でっちあげた 「地方 的 事件」 をず るが しこく も 利用し、 こそ泥の ような やり方で 軍隊を 満州に ひきいれ 
た。 日本の 軍隊は、 全 満州を 占領し、 中国 北部の 占領と ソ連への 攻撃の ために 有利な 足場を 準備した。 日本は、 
自由に 行動で きる ようにす るた め、 国際 連盟から 脱退し、 軍備を 拡張し はじめた。 

このような 状況は、 アメリカ、 イギリス、 フランスを、 極東に おける 自国 海軍の 軍備の 強化に おいやった。 
あきらかに 日本は、 中国を 従属 させ、 ここから ヨ 1 P ッパ 、アメリカの 帝国主義 列強を しめだそう という 目的 
を 追求して いた。 ョ ーロッ パ、 アメリカの 帝国主義 列強は、 軍備の 強化で これに 答えた。 

だが、 日本は、 ソビエトの 極東 地方を 侵略 するとい う 目的 もたて ていた。 当然ながら、 ソ連は、 このよ b な 
危険を 放置して おくわけ にはい かなかった ので、 極東 地方の 国防 力を 極力 かためは じめ た。 

こうして 、ファッショ 化した 日本 帝国主義 者に よって、 極東に 第一の 戦争 根源 地が 形成され た。 

経済 恐慌は、 極東で 資本主義の 矛盾を 激化 させた だけでなく、 このような 矛盾を ョ ーロッ パに おいても 激化 
させた。 工業と 農業の ながびく 恐慌、 大量の 失業者、 そして 貧しい 諸 階級の 増大した 生活苦は、 労働者と 農民 
の 不満を つのらせた。 不満は 労働者階級の 革命的 憤激に かわった。 不満は、 ドイツでは、 すなわち、 戦争に よ 
っ て、 戦勝国の イギリス、 フランスの 賠償に よって、 経済 恐慌に よって 経済的に 疲弊した ドイツに おいてと く 
に 強まった。 ドイツでは 労働者階級は、 自国 および イギリス、 ブ ランスの ブルジ ョア 階級の 圧迫を こうむらな 
ければ ならな がった ので 4 る。 ファシストが 権力の座に つく まえの 最後の 国会 選挙に おいて ドイツ 共産党が 
六 百万 票を 獲得した という ことが、 これを 雄弁に ものがたって いる。 ドイツの ブルジ ョア 階級は、 ドイツに の 
こって いた ブル ジョナ 民主主義 的 自由が 有害な ものになる かもしれ ない という こと、 労働者階級は この 自由を 


利用して 革命運動を 展開す る ことがあろうと いう ことを みてとっ た。 そこで ドイツの ブルジ 3 ア 階級は， ドイ 
ツで ブル ジョァ 階級の 権力を 保持す るた だ 一つの 手段は、 ブルジ ョァ的 自由を 一掃し、 国会の 役割を 奪い、 そ 
して、 労働者階級を 弾圧で き、 報復 的な 気分を もつ 小 ブルジ ョァ 大衆を 基礎と する テロリスト 的な ブル ジョア 
民族主義 的 独裁を うちたてる こと だ、 と 決心した。 そこで ドイツの ブル ジョア 階級は、 人民を 欺滿 する ために 
民族： 党と 自称す る ファシストの 党を 権力の座に よびだした。 かれらは 第一に、 ファシスト 党が、 帝国 
主義 的 ブル ジョア 階級の なかの もっとも 反動的な、 もっとも 労働者階級を 敵視す る 部分で あり、 第二に、 ファ 
シスト 党が、 もっとも 報復 主義 的な 党で、 民族主義 的な 気分を もっている 何百 万の 小 ブル ジョア 大衆を 抱き こ 
むこと がで きる ことを、 よく 知っていた。 労働者階級の 裏切り者、 すなわち その 妥協 的 政策に よって ファ シズ 
ムの露 ばらい をした ドイツ 社会民主党の 指導者は、 この 点で ファシスト 党を 助けた。 

これらが、 一九 三 三年、 ドイツの フ T シストの 権力 掌握を 決定した 諸 条件で ある。 

スタ ーリン 同志は、 第 十七 回 党大会の 総括 報告の なかで、 ドイツの 出来 ごとを 分析し、 こうのべ ている。 

「ドイツに おける ファシズムの 勝利を、 労働者階級の 弱さの あらわれと して、 ファシズムの 露 ばらい 
をした 社会民主党が 労働者階級を 裏切っ た 結果と して だけみ ては ならない。 それと 同時に、 ブル ジョア 
階級の 弱さの あらわれ として、 すなわち、 ブル ジョァ 階級が もはや、 議会主義と ブル ジョァ 民主主義と 
いう ふるい 方式で 支配して いくこと がで きな くな り、 そのために 国内 政策のう えで、 テロリストの 方式 
による 支配に 訴えざる をえ なくなっ たことの あらわれ としても みるべき である。 …… 」 (スタ ー リン 
『レ 11 ン 主義の 諸問題』) 
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ドィツ •ファシストは、 国会の 放火、 労働者階級の 残忍な 弾圧、 労働者階級の 諸 組織の 破壊、 ブル ジョア 的 
民主主義 的な 自由の 一掃に よって、 その 対内 政策を 表示した。 かれらは、 国際 連盟からの 脱退に よって、 ドィ 
ツに有利に 3 1ロッパ諸国の国境を暴力的にかえるための戦争を公然と準備することによって、その対外政策 
を泰示 した。 

こぅして、 ドィツ •ファシストに よって、 ヨー P ッ パの 中心に、 第二の 戦争 根源 地が 形成され た。 

当然ながら、 ソ連は、 このよぅな 重大な 事実を 放置して おくわけ にはい かなかった ので、 西方に おける 諸事 
件の 進展を するどく 注視 するとと もに、 その 西部 国境の 国防 力を かためた。 

二、 富農 的 要素 制限の 政策から 階級と しての 富農 一掃の 政策へ 
n ル ホ ー ズ運 動に おける 党 政策の 歪曲との 闘争  資本 i 的 要 
.  素にたい する 全 戦線に わたる 攻撃  第 十六 回 党大会 

一九二 九〜 三〇 年に 展開され た 農民の コル ホ ー ズへの 大衆 的 加入は、 それまでの 党 および 政府の すべての 活 
動の 結果であった。 社会主義 工業が 農業の ために トラクタ ー や 農業 機械を 大量に 製造し はじめる までに 成長し 
たこと、 一九二 八 年と r 九 二 九 年の 食糧 調達 カンパ- ー アに おいて 富農にたい し 断固たる 闘争が おこなわれた こ 
と、 農民を 集団 経営に しだいに 慣らして いく 農業の 協同 化が 成長した こと、 •そして 最初の コル ホ I ズと ソフホ 
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1ズ の 経験が すぐれていた こと、 これら すべてが、 全面的な 集団 化への 移行を 用意し、 全 村、 全 区、 全 管区 あ 
げ ての 農民の コル ホ ー ズ への 加入を 用意した ので ある。 

全面的な 集団 化への 移行は、 農民の 基本 大衆が 簡単に、 平和的に コル ホ ー ズに 加入した ことを つうじてでは 
なくて、 農民の 富農との 大衆 的な 闘争を 通じて おこなわれた。 全面的な 集団 化は、 全 村の すべての 土地が コル 
ホ ー ズの 手に 移る ことを 意味した が、 当時、 大部分の 土地は 富農の 手に にぎられて いた。 だから 農民は、 富農 
を 土地から 追い出し、 富農の 財産を 没収し、 富農の 家畜 や 機械を 奪い、 そして ソビ K 卜 権力に 富農の 逮捕と 追 
放を 要求した。 

したがって、 全面的 集団 化とは、 富農の 一掃を 意味した。 

これは、 全面的 集団 化を 基礎と して、 階級と しての 富農を 一掃す る 政策であった。 

当時す でに、 ソ連は、 富農を かたづけ、 その 反抗を うちやぶり、 階級と しての 富農を 一掃 するとと もに、 富 
農の 生産を コル ホ ー ズ 、ソフ ホ ー ズの 生産を もって かえる だけの 十分な 物質的 基礎を もっていた。 

一九二 七 年には、 富農は まだ 六億プ ー ド 以上の 穀物を 生産し、 そのうちから 約 一億 三千 万プ I ドの 商品 穀物 
を 提供して いた。 一九二 七 年に、 コル ホ I ズと ソフホ ー ズが 提供で きた 商品 穀物は 三千 五 百万 プ— ドに すぎな か 
〇 た。 一九二 九 年には、 ボリ シニ ビキ 党が、 コル ホ ー ズと ソフホ ー ズを 発展させる 断固たる 方針を とった こと、 
農村に トラクタ ー やその 他の 農業 用 機械を 供給す る 社会主義が 成功を かちとった ことにょって、 コル ホ ー ズと 
ソフホ ーズは 成長し、 重大な 勢力に なった。 この 年、 コル ホ ー ズと ソフホ ー ズは 、すでに 四億プ I ドを くだら 
ぬ 穀物を 生産した が、 そのうち 商品 穀物と して 一億 三千 万プー ドを うわまわる、 つまり、 一九二 七 年の 富農 以 
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上の 量を 提供した。 そして 一九 三〇 年には、 n ル ホ— ズ とソフ ホ— ズは 、富農が 一九二 七 年に 提供した 量より 
も 比較に ならない ほど おおい 四億プ ー ド 以上の 商品 穀物を 提供す る 義務を 負い、 しかも 実際に 提供した ので あ 
る 0 

ごのよう にして、 国の 経済に おける 階級の 力が 変動した ことによって、 また、 富農の 穀物 生産を、 コ V ホ I 
ズと ソフホ ー ズの 生産に とりかえる のに 必要な 物質的 基礎が そなわった ことによって、 ボリ シヱ ビキ 党は、 富 
農 制限の 政策から、 新しい 政策に、 全面的 集団 化を 基礎と した 階級と しての 富農 一掃の 政策へ 移行す る 可能性 
を あたえられた。 

ソビ H 卜 権力が 一九二 九 年 前に とった のは 富農 制限の 政策であった。 ソビ H 卜 権力は、 富農に 高い 租税を 課 
し、 公定価格で 穀物を 国に 売り わたす ことを かれらに 要求し、 土地 賃貸借に かんする 法律に よって 富農の 土地 
利用を かなりの 程度に おいて 制限し、 個人 農民 経営での 賃 労働の 使用に かんする 法律に よって 富農 経営の 規模 
を 制限した。 だが、 ソビエト 権力は まだ 富農 一掃の 政策は とって いなかった。 というのは、 土地の 賃貸借と 労 
働の 雇用に かんする 法律は 富農の 存在を ゆるし、 そして 富農の 財産 没収の 禁止 もま. たこの 点に ついて かなりの 
保障を あたえて いたから である。 このような 政策の 結果、 富農の 増大は 抑止され、 そして この 制限に たえ きれ 
なかった 富農の 個々 の 階層が しめだされ、 破産に おちいった。 だが、 この 政策は、 階級と しての 富農の 経済的 
基礎を 絶滅す る もので も、 富農の 一掃を もたらす もので もなかった。 これは、 富農 制限の 政策で あり、 富農 一 
掃の 政策ではなかった。 この 政策は 一定の 時期まで、 すなわち、 コル ホ ーズと ソフホ ー ズが まだ 弱く、 その 穀 
物 生産が 富農 生産に とってかわる ことので きなかった あいだに おいて、 必要だった ので ある。 
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. I 九 二 九 年末になる と、 コル ホー ズと ソフホ ー ズの 成長に ともなって 、ソビエト 権力は、 この 政策から 急激 
な 転換を おこ. なった。 ソビエト 権力は、 階級と しての 富農を 一掃す る 政策へ、 根絶す る 政策へ 移行した。 ソビ 
エト 権力は、 土地の 賃貸借と 労働の 雇用に かんする 法律を 廃止し、 こうして 富農は 土地 も 雇用 労働者を もうし 
なって しまった 。ソビエト 権力は、 富農 財産の 没収 禁止を 解除し、 農民が n ル ホ ー ズのた めに 富農の 家畜、 機 
械お ょび その他の 農具を 没収す るのを ゆるした。 富農は 収奪 ^ れた 。富農の 収奪は、 一九 一八 年の 工業に おけ 
る 資本家の 収奪と まったく おなじで、 ただち がう 点は、 こんどは 富農の 生産 手段は 国家の 手に ではなく、 統合 
された 農民の 手に、 すなわち コル ホ ー ズの 手に 移った ことに ある。 

これは、 もっ とも 深刻な 革命的な 転換で あり、 社会の ふるい 質的 状態から 新しい 質的 状態への 飛躍で あり、 
その 結果に おいて、 それは 一九 一七 年の 十月の 革命的 転換と 同じ 意義を もつ ものであった。 

こ P 革命の 特殊な 点は、 それが 上から、 国家権力の 発意に ょり、 そして 富農の 隸属に 反対し、 自由な コル ホ 
1 ズ 生活の ために 闘争す る 何百 万の 農民 大衆の 下からの 直接の 支持の もとに 遂行され たこと である。 

との 革命は、 社会主義 建設に おける 三つの 根本 問題を 一挙に 解決した。 すなわち、 

S それは、 わが国の もっとも 数の 多い 控取 階級で、 資本主義 復活の とりでで ある 富農 階級を 一掃した。 

㈣それ は、 わが国の もっとも 数の 多い 勤労階級 としての 農民 階級を、 資本主義を うみだす 個人経営の 道 か 
ら 、共同 的な、 コル ホー ズの 、社会主義 的な 経営の 道に うつした。 

2 :それ は、 国民経済の なかの、 もっとも 広大な、 そして 切実に 必要と された が、 またもっ とも 立ち おくれ 
た 部門で ある 農業に おいて、 社会主義の 基礎を、 ソビエト 権力に あたえた。 
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このょ シに して、. 国内に おける 資本主義 復活の 最後の 根源が 絶滅され、 同時に 社会主義 的 国民経済の 建設に 
必要な、、'  あらたな 決定的 意義を もつ 条件が つくりだされた。 

スタ ー リン 同志は、 一九二 九 年、 階級と しての 富農 一掃の 政策に 論証を 加える とともに、 全面的 集団 化と い 
う 大衆運動の 結果を あきらかにし、 こうかいた。 

「ソ連に おける 資本主義の 復活を 夢み たす ベての 国の 資本家の 最後の 期待、 すなわち 『神聖な 私有 財 
産の 原則』 は、 崩壊し、 灰になりつつ ある。 かれらが 資本主義の ために 土壌を こやす 材料と みている 農 
民は、 賛美され た その 『私有財産』 の 旗を 集団 的に 見す て、 集団 主義の 軌道、 社会主義の 軌道へ とむ か 
いつつ ある。 資本主義 復活を 夢み る 最後の 期待は、 » 壊しつつ ある。」 (スタ I リン 『レー ニ V 主義の 諸 
問題』) 

階級と し. ての 富農 一掃の 政策は ソ連 共産党 (ボリ シエ ビキ) 中央委員会の 一九 三〇年 一月 五日の 『集団 化の 
テンポと コル ホ ー ズ 建設にたい する 国の 援助の 方法に ついて』 という 歴史的 意義 ある 決議の なかで 明文化され 
た。 この 決議は、 ソ連の 異なった 地域の 条件の ちがい、 ソ連の 異なった 各 州での 集団 化の 準備の 程度の ちがい 
を 十分 考慮に いれて いた。 

それぞれ 異なった 集団 化の チンボが 規定され た。 ソ連 共産党 (ボリ シエ ビキ) 中央委員会は、 集団 化の テン 
ポの 見地から、 ソ連の 各 州を 三つの グル ー ブに 分けた。 

第一の グル ー プに は、 集団 化の 準備が もっ ともとと のい、： トラクタ ー 数が 比較的 多く、 ソフホ ー ズが 比較的 
多ぐ、 そし. て 過去の 食糧 調達 ヵンパニャで 富農と たたかった 経験の 比較的 多い、 もっとも 重要な 穀物 地域、 す 
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なわち 北 カフ カズ (クバ ン 地区、 ドン 地区、 テ レク 地区)、 ボルガ 中流 地区、 ボルガ 下流 地区が はいった。 こ 
の毁物 地域の グル ー ブにた いして は、 中央委員会は、 一九 三 一年の 春に 集団 化を だいたいに おいて おわる よう 
に掛議した。 

第二の グル ー プの 穀物 地域には、 ウクラィナ、 中部 黒土 州 Y シベリア、 ウラル、 カザフスタンな どの 穀物 地 
域が 含まれた が、 この グル ー プ は、 一九 三 二 年 春に 集団 化が だいたい おわる ことに なって いた。 

その他の 各 州、 各地 方、 各 共和国 (モスクヮ 州、 後 カフ カズ、 中央アジアの 諸 共和国な ど) は、 集団 化の 期 
間を 第一 次 五 力 年 計画の 終わり、 すなわち 一九 三 三年まで 延長しても よかった。 

党 中央委員会は、 集団 化の テンポが はやまりつつ ある ことに 関連して、 トラクタ I、 コンバィン および トラ 
クタ ーに 連結す るな どを 生産す る 工場の 建設を さらに 早める 必要が あると みとめた。 同時に、 中央委員会は、 
「コ ル ホ ー ズ 運動の 現段階に おいて、 馬の 牽引力の 役割を 軽視す る 傾向、 馬の 浪費と 投げ売りを ひきおこす 傾 
向に、 断固たる 反撃を 加える」 よう 要求した。 

一九二 九〜 三〇 年度の コル ホ ー ズの 信用は 二倍に (五 億 ル I ブルまで) 拡大され た。 

国家の 出資で コル ホー ズの 耕地整理の 実行を 保証す る ことが 指令され た。 

この 決議で、 もっとも 重要な 指示が だされた。 それは、 現段階での コル ホ I ズ 運動の 主な 形態は、 基本的な 
生産 手段 だけを 集団 化する 農業 アル テリで あると いう ものである。 

中央委員会は Y 各 ■級の 党 組織に たいし、 「コル ホ ーズを 組織す るた めの 真の 社会主義 競争を、 集団 化の まね 
ごとです りかえ る 危険を ひきおこす おそれの ある、 上 か ^ の コル ホ ー ズ 運動にたい する いかなる 『命令』 にも 
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反対」 すべきで ある、 とも 〇 とも 真剣に 警告を あたえた。 (『ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 決議 集』 第二 部) 
中央委員会の この 決_ は、 農村で 党の 新しい 政策を 実現す るう えで、 問題を あきらかにした。 

富農 一掃の 政策と、 全面的 集団 化の 決定を 基礎に して、 強力な コル ホーズ 運動が 展開され た。 全 村、 全 区の 
農民が、 コル ホ I ズに 加入し、 富農を 掃き出し、 富農の 隸属 から 解放され た。 

だが、 集団 化が 大きな 成功を かちえた のとな らんで、 まもなく 党 活動家の 実践の なかで、 欠陥が、 コル ホー 
ズ 建設に ついての 党の 政策の 歪曲が、 あらわれは じめ た。 中央委員会が、 あらかじめ 集団 化の 成功に 有頂天に 
ならない ように 戒めて いたに も かかわらず、 多くの 党 活動家は、 所と 時の 条件を 無視し、 農民に コル ホ ー ズ 加. 
入の 心が まえが どの 程度で きている かを 考慮に いれないで、 人為的に 集団 化を 強行し はじめた。 

コル ホ— ズ 建設に おける 自由意志の 原則が 侵犯され ている ことが あきらかになった。 多くの 地域では、 自由 
意志に とって かわって、 「財産の 収奪」、 選挙権の 剝奪な どで 脅迫して コル ホ ー ズ加 入を 強制す るよう になっ 
た。 

多くの 地域では、 集団 化に ついての 準備 活動 や、 党 政策の 忍耐強い 説明が おこなわれず、 そのかわりに、 コ 
ル ホ ー ズ 創設に ついての 数字 資料を 水 ましして 上から 官僚 的に、 役人風に 命令す るよう な こと や、 集団 化の パ 
丨セン テージ を 人為的に 引き あげる ような ことが おこなわれた。 

n ル ホ ー ズ 運動に おける 基本的な 環は 基本的な 生産 手段 だけが 共有 化される 農業 アル テリで あると いう 中央 
委員会の 指示を 無視して、 多くの 地点では、 公然と アル テリを ぬかして コン ミュ ー ン への 無分別な 飛び越しが 
おこなわれ、 住宅、 自家用の 乳 用 家畜、 小 家畜、 家禽な どを 共有 化した。 


いくつかの 州の 指導 的 活動家は、 集団 化の 最初の 成功に 夢中に なり、 集団 化の テンポと 期限に ついての 中央 
委員会の 直接 指令に 違反した。 モスクヮ 州は、 まだ 三年を くだらぬ (一九 三 二 年末まで) 余裕が あった にも か 
かわらず、 水 まし 数字を 追求して、 集団 化を 一九 三〇年 春に おわらせる ように、 同 州の 活動家に 指図した。 後 
ヵフ ヵズと 中央アジアでは、 もっ と 乱暴な 違反が おこなわれた。 

富農とその亜流どもは、このゆきすぎを挑発の目的のために利用し、農業アルテリのかわりにコンミューン 
を 組織し、 すぐに 住宅、 小 家畜、 家禽を 共有 化する よう 提議した。 同時に 富農は、 コル ホ I ズに はいる まえに 
家畜を 屠殺す るよう 扇動し、 コル ホ ー ズ では 家畜は 「どのみ ちとり あげられる」 と 農民を 説きつ けた。 階級 敵 
は、 集団 化の なかでの 地方 組織の ゆきすぎ や あやまりが、 農民を 激怒 させ、 ソビエト 権力 反対の 反乱を 引き お 
こす ことを、 期待して いた。 

党 組織の おかした あやまり、 そして 階級 敵の 直接の 挑発的な 行動の 結果、 一九 三〇年 二月の 後半に、 集団 化 
運動の 全般的な 疑う 余地の ない 成功の 反面、 多くの 地域では、 農民の 重大な 不満と いう 危険な 徴候が あらわれ 
た。 ところに よっては、 富農と その 手先は、 一部の 農民を たきつけ、 反 ソビエト 行動に 立ち上らせる ことにさ 
え 成功した。 

党 中央委員会は、 党の 路線が 歪曲され、 集団 化が 挫折す る おそれが あると いう 一連の 警報に 接した ので、 す 
ぐに 事態を 収拾し はじめ、 おかした あやまりを 即刻 是正す る 道に 党の 幹部を 向かわし はじめた。 一九 三 〇年三 
月 二日、 中央委員会の 決議に よって、 スタ I リン 同志の 論文 『成功に よる 幻惑』 が 発表され た。 この 論文は、 
集団 化の 成功に まどわされ、 粗暴な あやまりに おちいり、 党の 路線から 逸脱した すべての 人び とにたい し、 ま 
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た、 行政 的な 強制の 手段に よって 農民を コル ホ I ズの 道に ひきいれようと したす ベての 人び とにたい し、 警告 
を あたえた。 この 論文では、 コル ホ ー ズ 建設に あたっての 自由意志の 原則が 力を こめて 強調され ると ともに、 
集団 化の テンポと 方法を きめる さいには、 ソ連の 異なっ た 諸 地域の 条件の ちがいが 考慮 さるべき ことが 指摘 さ 
れた 。スタ ー リン 同志は、 コル ホ ー ズ 運動の 基本的な 環は 農業 アル テリで あり、 この アル テリでは、 基本的な 
生産 手段 だけが、 主として 穀物 農業に おいて 共有 化され、 住宅 付属 地、 住宅、 一部の 乳 用 家畜、 小 家畜、 家禽 
などは 共有 化されな いという ことに 注意を うながした。 

スタ I リン 同志の 論文は もっとも 大きな 政治的 意義を もっていた。 この 論文は 党 組織が その あやまりを 是正 
する のをた すけ、 ソビエト 権力の 敵に もっ とも 手痛い 打撃を あたえた。 これらの 敵は、 このような ゆきすぎに 
もとづいて、 農民を ソビエト 権力に 反抗させる ことを 期待して いたので ある。 広範な 農民 大衆は、 ボリ シ H ビ 
キ 党の 路線と 一部の 地方で おかされた 無分別な 「左翼 的」 ゆきすぎとの あいだには なんの 共通点 もない という 
ことを 確信した。 この 論文は 農民 大衆を 安心 させた。 

スタ ー リン 同志の 論文に よって 開始され た 仕事、 すなわち、 ゆきすぎと あやまりを 是正す る 仕事を 徹底 させ 
るた め、 ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 中央委員会は、 これらの あやまりに もういち ど 打擊を あたえる ことを 決 
定 し、 一九 三〇年 三月 十五 日に、 『コル ホ I ズ 運動に おける 党 路線の 歪曲に ついて』 の 決議を 発表した。 

この 決議の なかで、 おかされた あやまりが、 くわしく 解明され た。 あやまりは、 わが 党の レ丨- ーン •スタ ー 
リン 的 路線からの 逸脱の 結果で あり、 党の 指令にたい する 直接の 違反の 結果であった。 

中央委員会は 、「左翼 的」 な ゆきすぎの 実践は、 階級 敵にたい する 直接の 支援で ある、 と 指摘した。 
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中央委員会は 、「党 路線の 歪曲と 断固 闘争す る 能力の ない、 または そうする ことを のぞまない 活動家を、 解 
職し、 ほかの 活動家と 交代： せる」 ことを 提議した。 (『ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 決議 集』 第二 部) 

中央委員会は、 政治的 あやまりを おかし、 そして あやまりを 是正す る 能力の なかった いくつかの 州 や 地方の 
党 組織 (モスクヮ 州、 後 ヵフ ヵズ) の 指導部を 更新した。 

一九 三〇年 四月 三日、 スタ ー リン 同志の 論文 『コル ホ ー ズ 員の 同志 諸君への 回答』 が 発表され た。 この 論文 
では、 農民 問題に おける あやまりの 根源、 おょび コル ホ ー ズ運 動に おける 主な あやまりが 指摘され た。 それ 
は、 中農にたい する あやまった 態度、 コル ホ ー ズ 建設に あたっての レ丨- ーンの 自由意志の 原則の 侵犯、 ソ連の 
異なった 各地 域の 条件の ちがいを 考慮に いれる という レ ー -1 ンの 原則の 侵犯、 公然と アル テリを とびこえての 
コン ミ ューン への 飛躍で ある。 

これらす ベての 処置の 結果、 党は、 多くの 地域で 地方 活動家が おかした ゆきすぎを 一掃す る ことができた。 

成功に 幻惑され 党の 路線を はなれて まっし ぐらに 転落して いった 多くの 幹部を、 適時に 正しい 軌道に ひき も 
どす ためには、 中央委員会の 流れに 逆っ * t* すすむ 最大の 剛毅 さと 手腕と が 必要であった。 

党は、 n ル ホ ー ズ 運動に おける 党の 路線にたい する 歪曲を 一掃した。 

これを 基礎と して、 コル ホ ー ズ 運動の 成果が かためられた。 

これを 基礎と して、 コル ホ I ズ 運動の いっそうの たくましい 発展の 基礎が 築かれた。 

党が 階級と しての 富農を 一掃す る 政策に うつる まえは、 資本主義 的 要素にたい する、 これを 一掃す る ことを 
目的と した 重大な 攻擊 は、 主として 都市の 戦線で、 工業の 戦線で おこなわれて いた。 そのころ は、 農業、 農村 
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抆、 工業、 都市ょり たちおくれて いた。 だから、 攻撃の 性格は、 片寄った もの •であり、 十分な、 全面的な もの 
ではなかった。 だが、 農村の たちおくれが 過去の ものに なりは じめ、 富農 一掃の ための 農民の 闘争が この 上な 
く 明瞭に 現われ、 党が 富農 一掃の 政策に ぅつった いま、 資本主義 的 要素にたい する 攻撃は 全面的な 性格を 帯 
び、 片寄った 攻撃は 全 戦線に わたる 攻撃に 移行した ので ある。 第 十六 回 党大会が ひらか， れた ときに. は、 資沐主 
義的 要素にたい する 全面的な 攻骤 はすで に大 々的に くりひろげられて いた。 

第 十六 回 党大会は、 一九 三〇年 六月 二十 六日に ひらかれた。 この 大会には、 議決権を もつ 千 二百 六十 八 人の 
代議員と、 審議 権を もつ 八 百 九十 一人の 代議員が 出席し、 百 二十 六 万 八 百 七十 四 人の 党員と 七十 一万 千 六 百 九 
人の 党員 候補を 代表して いた。 

第 十六 回 党大会は、 「社会主義が 全 戦 ^ • にわた って 攻擊を 展開し、 階級と しての 富農を 一掃し、 全面的 集団 
化を 実現す る 大会」 (スタ ー リン) として 党史に かきいれられた。 

スタ I リン 同志は、 中央委員会の 政治 報告の なかで、 ポリシ H ビキ 党が 社会主義 的 攻撃の 展開に さいして い 
か . r 大きな 勝利を おさめた かを 指しし めした。 

社会主義 的 工業化の 面では、 国民経済の 生産 総額の なかでの 工業の 比重が 農業の 此重 をぅ わ まわっ 上。 一九 
二 九〜 三〇 年の 経済 年度に おいて、 工業は、 国民経済の 生産 総額の 五三 パー セントを くだらない 部分を 占め、 
農業は、 ほぼ 四 七パー セントの 部分を しめていた。 

第 十五 回 党大会の とき、 すなわち 一九二 六〜 二 七 年度に おいて、 工業 全体の 生産 総額は 戦前 水準の 一〇二 • 
五パー セントに たっした にす ぎなかった のに、 第 十六 回 大会のと き、 すなわち 一九二 九〜 三〇 年度に おいて 
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は、 戦前の 水準の ほぼ 一八 〇パー セントに たっした。 

重工業、 すなわち 生産 手段の 生産、— 製造業は、 ますます 強化され た。 

スタ ー リン 同志は 全 代議員の 嵐の ような 歓呼のう ちに、 こうのべ た。 

「 …… われわれは 農業国から 工業国への 転化の 前夜に ある。」 

だが、 工業 発展の 高い テンポと 工業の 発展の 水準と を 混同して はならない、 と スタ ー リン 同志は 説明した。 
社会主義は 空前の テンポで 発展した が、 工業の 発展の 水準に ついては、 われわれは まだ 先進 資本主義 諸国より 
ははる かに 立ち おくれて いた。 ソ連に おける 電化は 大きな 成功を おさめた が、 電力 生産の 状態 も 同様で あっ 
た。 金属の 生産 も 同様であった。 ソ連の 銑鉄 生産は、 計画では、 一九二 九 年〜 三〇 年度の 末には 五 百 五十 万卜 
ンに なること になって いたが、 ドィッでは 一九二 九 年には 銑鉄の 生産高は 千 三百 四十 万 トンと なり、 フランス 
では 千 四十 五 万 トンと なった。 最短 期間に わが国の 技術、 経済のう えでの たちおくれを 一掃す るには、 わが国 
の 工業の 発展 テンポを ひきつづきは やめる ことが 必要で あり、 社会主義 工業の 発展 テンポを ひきさげようと つ 
とめる 日和見主義 者とは、 もっとも 決然たる 闘争を おこなう ことが 必要で あった。 

スタ ー リン 同 心は こう 指摘した。 

r …… わが国 工業の 発展 テンポを ひきさげる ことが 必要 だとし ゃべ ってい る 連中は、 社会主義の 敵で 
あり、 われわれの 階級 敵の 手先で ある。」 (スタ ー リン 『レ 11 ン 主義の 諸問題』) 

第一 次 五 力 年 計画の 第一 年度 計画が 首尾よく 遂行され、 超過 遂行され たのち、 大衆の あいだに、 「五 力 年 計 
画を 四 力 年で 遂行し よう」 という ス ロー ガンが うまれた。 多くの 先進 的な 工業 部 ra (すなわち 石油 工業、 泥炭 
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工業、 一般 機械 製作 業、 農業 機械 製作 業、 電気工 業) では、 計画の 遂行が きわめて 順調であった ため、 これら 
の 部門の 五 力 年 計画の プログラムを 二 年 半 —— 三年で 遂行す る こと さえ 可能であった。 この ことは、 「五 力 年 
計画を 四 力 年で」 という スロ I ガンが まったく 現実的な ものである ことを 実証 するとと もに、 その実 現の 可能 
性を うたがって いた 悲観論者の 日和見主義を 暴露した。 

第 十六 回 大会は、 「今後と も 社会主義 建設の 戦闘的な ボリ シ * ビキ 的な テンポを 確保し、 実際に 五 か 年 計画 
の 四 力 年での 遂行を 達成す る」 ことを 党 中央委員会に 委託した。 

第 十六 回 党大会までに は、 ソ連の 農業の 発展に おいて もっとも 大きな 転換が 達成され た。 広範な 農民 大衆が 
社会主義に うつって きていた。 一九 三〇年 五月 一日には、 生産 諸 州の 主要な 穀物 地区では、 集団 化は 農民 経営 
の 四 〇〜五 〇パー セントを しめた (一九二 八 年の 春には 二〜 三 パ I セントであった)。 コル ホ ー ズの 播種 面積 
は 三千 六 百万へ クタ ー ルに なった。 

このょうに して、 中央委員会の 一九 三〇年 一月 五日の 決議で 引き あげられた プログラム (三千 万へ クタ ー ル) 
は、 超過 遂行され た。 コル ホ ー ズ 建設の 五 力 年 計画の プログラムは、 二 力 年の あいだにす でに 一倍 半 以上の 超 
過 遂行を みた。 

コル ホ ーズの 商品 生産は、 三年 間に 四十 倍 以上に ふえた。 すでに 一九 三〇 年、 ソフホ ー ズは 計算に いれず 
に、 国が コル ホ ー ズから 人手した 商品 穀物は、 国内の 穀物の 商品 生産の 二分の 一を うわまわった。 

この ことは、 今後 農業の 運命を 決定す る ものは 個人 農民 経営ではなくて コル ホ ー ズと ソフホ I ズ である、 と 
いう ことを 意味した。 
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農民が 大衆 的に コル ホ I ズに 加入す る まえに、 主として 社会主義 工業に 依存して いた ソビエト 権力は、 今後 
は、 急速に 成長しつつ ある 農業の 社会主義 的 部分、 すなわち、 n ル ホ ー ズと ソフホ ー ズにも 同時に 依存す るに 
いたった。 

第 十六 回 党大会の 決議の ひとつの なかで 指摘され ている ょぅに、 コル ホ ー ズ 農民は、 「ソビエト 権力の 真の、 
強固な 支柱」 となっ たので ある。 

三、 国民経済の すべての 部門を 改造す る 方針  技術の 役割  コ 
ル ホ— ズ 運動の いっそぅの 発展  機械 トラクタ ー •ステ ーショ 
ンの 政治 部  五 力 年 計画の 四 力 年での 遂行の 総括  社会主義 
の 全 戦線に わたる 勝利  第 十七 回 党大会 

重工業、 とりわけ 機械 製造業が 創設され、 強固に なった ばかりでなく、 ひきつづき かなり 早い テンポで 発展 
しつつ ある ことが 明らかになっ たのち、 党の まえには、 つぎの 任務が あらわれた。 それは、 新しい 現代的な 技 
術を 基礎に して 国民経済の すべての 部門を 改造す る ことであった。 新しい、 現代的な 技術、 新しい 工作機械、 
新 , L い 機械を、 燃料 工業、 冶金 業、 軽工業、 食品工業、 製材業、 軍事 工業、 運輸 業、 農業に 供給し なければ な 
らな かった。 農産物、 工業製品にたい する 需要が 犬々 的に ふえた ので、 国民経済の すべての 部門の 生産高を 二 
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倍、 三倍に する 必要が あった。 だが、 十分な 量の 新しい、 現代的な 設備を 工場、 ソフホ I ズに 供給す る ことな 
しには、 これを 達成す る ことは できなかった。 なぜなら、 ふるい 設備には 生産高を このように 増大させる 力が 
なかった からで ある。 

国民経済の 主要な 部門を 改造す る ことなしには、 国家 および その 国民経済の、 あらたな、 ますます 増大す る 
需要を みたす ことは できなかった。 

改造す る ことなしには、 社会主義の 全 戦線に わたる 攻勢を 最後まで おしすすめる ことは できなかった。 なぜ 
なら、 都市、 農村の 資本主義 的 要素を うちやぶり、 とどめを 刺す には、 新しい 労働 組織と 所有 制に よって だけ 
ではなく、 新しい 技術、 その 技術の 優越性に よらなければ ならなかった からで ある。 

改造す る ことなしには、 技術的、 経済的な 面で 先進 的 資本主義 諸国に 追いつき、 追い こす ことは できな かっ 
た。 なぜなら、 ソ連は、 工業 発展の テンポでは 資本主義 諸国を うわまわって はいたが 、工業 発展の 水準の 面、 
生産物の 量の 面では、 やはり 著しく これらの 諸国に 立ち おくれて いたから である。 

このような 立ち おくれを 一掃す るた めには、 新しい 技術を わが国の 全国民 経済に 供給し なければ ならず、 新 
しい 現代的な 技術の 基礎に たって 国民経済の 全部 門を 改造し なければ ならなかった。 

したがって、 技術は 決定的な 意義を 帯びる にいた ったので ある。 

この 問題の 障害に なった のは、 新しい 機械 や 工作機械の 不足と いうよりは、 むしろ、 技術にたい する われ わ 
れの 経営 担当者の あやまった 態度、 改造の 時期に おける 技術の 役割の 過小評価、 技術を 軽視す る 態度で あっ 
た。 なぜなら、 機械 製造 工業は 新しい 設備を 供給す る ことができた からで ある。 われわれの 経済活動 家は、 技 
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術を、 「専門家」 の 仕事で あり、 「ブル ジョァ 専門家」 に まかして いる 副次的な 仕事で あり、 共産党 員の 経営 
担当者は、 生産技術に 口を だす 義務は なく、 かれらは 技術では なく もっと 重要な こと、 すなわち 生産にたい す 
る 「一般的」 指導を つかさどるべき だ、 とかん がえ ていた。 

そこで、 ブル ジョア 「専門家」 には、 生産の 問題の 処理が まかされ、 共産党 員の 経営 担当者の 手に 残された 
のは、 「一般的」 指導、 すなわち、 書類に サィンす る ことであった。 仕事にたい する このような 態度の もと 
で、 「一般的」 指導と いう ものが、 指導 「一般」 について おしゃべ り や、 単なる 書類の サィンに、 書類い じり 
になり 果てる ほかなかった という ことは、 いうまでもなかった。 

共産党 員の 経営 担当者の 技術を 軽視す る このような 態度の もとでは、 われわれは、 先進 的 資本主義 諸国を い 
つに なっても 追い こす ことは できない ばかりでなく、 追いつく こと さえで きなかった であろう ことは、 いう ま 
でもなかった。 技術にたい する このような 態度は、 改造の 時期に おいては なおさら、 わが国を 立ち おくれの 状 
態に おとしいれ、 われわれの 発展 テンポを 低下 させた。 実際に、 技術にたい する このような 態度は、 工業の 発 
展 テンポを おくらせ、 低下 させ、 生産の 面での 責任を 「専門家」 におし つけ、 自分の ために 「安穏な 環境」 を 
つくりだ そうとする 一部 共産党 員の 経営 担当者の 内心の 願望を おおいかくし、 粉飾す る ものであった。 

共産党 員の 経営 担当者の 注意を 技術の 方に むけさせ、 かれらに 技術にたい する 興味を 植えつ ける 必要が あっ 
た。 かれらに、 新しい 技術に 精通す る ことは、 ボリ シ X. ビキの 経営 担当者に とって 切実な 仕事で あると いう こ 
と、 もし 新しい 技術に 精通し なかった なら、 われわれの 祖国を 立ち おくれた、 沈滞した 状態に おとしいれる 危 
険が あると いう ことを、 しめす 必要が あった。 
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この 任務の 解決な しには、 前進は 不可能だった ので ある。 

この 点で、 スタ ー リン 同志が 一九 三 一年 二月に 第一 回 工業 活動家 会議で おこなっ た 演説は、 もっとも 重大な 
役割を はたした。 スタ ー リン 同志は、 その 演説の なかで こういった。 

「いくぶん か テンポを ゆるめ、 前進を おさえて はいけ ないか、 とたず ねる ものが ときおり ある。 い 

や、 できない。 同志 諸君！ テンポを おとして はならない-- . テンポを ゆるめる こと、 それは、 立ち 

おくれる ことを 意味す る。 立ち おくれた ものは やっつけられる。 だが、 われわれは やっつ けられる こと 
を 望まない。 断じて やっつけられた くは ない！ 

古い ロシアの 歴史は、 立ち おくれの ためにた えまな く やっつけられる という ことであった。 モンゴル 
の 汗が やっつけた。 トル n の 貴族が やっつけた。 スエ ー デンの 封建 領主が やっつけた 〇ボ ー ランドと リト 
アニア の 地主が やっつけた。 ィギリスと フランスの 資本家が やっつけた。 日本の 貴族が やっつけた。 み 
ながやっつ けたのは、 立ち おくれて いたから だ …… 。 

われわれは、 先進 諸国に 五十 年〜 百年 立ち おくれて いる。 われわれは 十 年 以内に、 この 距離を 走りぬ 
けなければ ならない。 われわれが、 これを なしとげる か、 それとも、 われわれが おしつぶされる かで あ 
る 0 …… 

われわれは、 最大限 十 年内に、 先進 的 資本主義 諸国から 立ち おくれて いる 距離を かけぬけなければ なら 
ない。 われわれは、 そのための すべての 「客観的」 な 可能性を もっている。 欠けて いるのは、 これらの 
可能性を ほんとうに 利用す る 手腕 だけで ある。 ところで これは、 われわれに かかって いる。 ただ われ わ 
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れだ けに かかって いる！ これらの 可能性を 利用す る ことを 学ぶべき ときが きた。 生産には 干与し ない 
といった くさった 方針を すてさる ときが きた。 別の、 新しい、 現在の 時期に 適応した、 すべて. に 干与す 
ると i う 方針を 会得 するとき がきた。 もし 君が 工場の 支配人であるなら、 あらゆる 仕事に 干与した まえ。 
あらゆる ことを 研究した まえ。 なに 一つ 見の がさず、 学び、 そのうえに もな お、 学びた まえ。 ボリ シ CB, 
ビキは 技術に 精通すべき である。 ポリシ ニ ビキが みずから 専門家になる ときが きた。 改造の 時期には、 
技術が すべてを 決定す る。」 (スタ ー リン 『レ 1-1 ン 主義の 諸問題』) 

スタ ー リン 同志の 演説の 歴史的 意義は つぎの 点に あった。 すなわち それは、 共産党 員の 経営 担当者の、 技術 
を 軽視す る 態度に 決着を つけ、 共産党 員の 経営 担当者の 注意を 技術の 方に むき 直らせ、 ポリシ *' ビキ 自身の 力 
で 技術に 精通す るた めに 闘争 するとい う 新しい 時期を きりひらき、 それに ょって、 国民経済の 改造を 展開す る 
事業を 促進した。 

このと き 以来、 技術と いう ものは、 ブル ジョア 「専門家」 の 独占から、 ボリ シ 3: ビキの 経営 担当者 自身の 切 
実な 仕事に かわった。 そして 「専門家」 という さげすんだ 呼び名は、 技術に 精通す る ボリ シェ ビキの 光栄 ある 
称号に かわった。 

このと き 以来、 技術に 精通し 生産を 指導す る 能力の ある 何千、 何 万の 赤色 専門家の 大部 隊扒 出現し なければ 
ならなかった し、 また、 その後 実際に 出現した ので ある。 

これは 労働者階級と 農民の 新しい、 ソビエト 的な 生産技術の 知識 分子で あり、 かれらは いまや、 •われわれの 
経済的 指導の 基本的な 勢力であった。 
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これらの すべては、 国民経済 改造の 展開を 促進 させなければ ならなかった し、 また 実際に 促進した ので ある。 

改造の 発展は、 工業 や 運輸の 戦線です すんだ だけでなかった。 それは もっとは げしい テンポで 農業 戦線で く 
りひろ げられ た。 これは 当然の ことで も あった。 なぜなら、 農業は、 他の 部門に くらべ、 機械化が 劣って お 
り、 したがって、 どの 部門よりも 新しい 機械の 供給を 必要と していた からで ある。 そしてい まや 新しい 機械を 
農業に 極力 供給す る ことが とりわけ 必要と なった。 なぜなら、 いまや コル ホ ー ズの 建設が、 した •かって また、 
何千 台、 何 万 台の トラクタ ー や 農業 機械にたい する あらたな 要求が、 毎 巧 毎週 あらたに 増大す るに いたった 
からで ある。 

一九 三 一年、 Z3 ル ホ ー ズ 運動は あらたな 成長を みせた。 主要 穀物 地区では、 農民 経営 総数の 八 〇パー セント 
以上が コル ホ ー ズに 統合され た。 全面的 集団 化は すでに だいたいに おいて 完成した。 それらよりも 重要で ない， 
穀物 地域 や 工芸 作物 地域では、 五〇 パー セント 以上の 経営が コル ホ ー ズに 統合され ていた。 二十 万の コル ホー 
ズと 四千の ソフホ ー ズが 播種した のは、 すでに 全 播種 面積の 三分の 二を しめ、 個人 農民は 三分の 一を 播種した 
にず ぎなかった。 

これは 農村に おける 社会主義の 大きな 勝利であった。 

だが、 コル ホ ー ズ 建設 ば これまでのと ころ、 深さよりは 広さの 点で 発展しつつ あり、 コル ホ ー ズ とその 幹部 
の 仕事の 質の 改善と いうよりも、 コル ホ ー ズの 数の 増加 および つぎつぎに 新しい 地域への コル ホ ー ズの 普及と 
いう 線に そって 発展して いた。 この 状況は、 コル ホ ーズの 活動家の 増加、 n ル ホ ー ズの 幹部の 増加が、 n ル ホ 
1 ズ そのものの 数の 増加に ついていけなかった という ことで 説明が ついた。 このために、 新しい コル ホ ー ズで 
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の 活動は、 必ずしもつ ねに 満足には おこなわれず、 コル ホーズ そのもの も、 これまでのと ころ 弱体で、 強固に 
なって はいなかった。 つぎの ような 事実 もまた、 コル ホ ーズ を 強固に する ことを はばんで いた。 すなわち、 農 
村には、 コル ホ ーズ に とって 必要な 読み書きので きる . A 材 (会計係、 経営 主任、 書記) が 不足し、 また 農民に 
は 大規模な、 コル ホー ズ 経営を 管理す る 経験がなかった。 コル ホ ー ズに は、 きのうまで 個人 農民だった ものが 
はいって いた。 かれらには、 小さな 面積の 土地を 経営した 経験は あった が、 まだ 大規模な 3 ル ホ I ズ経 営を 指 
導す る 経験を もっていなかった。 このような 経験を 得る には 時日が 必要であった。 

こうした 状況だった ので、 コル ホ ー ズ 活動の 初期には、 重大な 欠陥が 現われた 。コル ホ ー ズで は、 労働が よ 
く 組織され ていない こと、 労働 規律が たるんで いる ことが、 あきらかになった。 多くの コル ホ I ズ では、 労働 
日に よってでは なく、 家族の 口数に よって 収入が 分配され た。 怠け者が、 勤勉な、 正直な コル ホ ー ズ 員よりも 
食糧を 多く もらう という ことが、 しばしば おこっ た。 コル ホーズ 指導の このような 欠陥に よっ て、 仕事にたい 
する コル ホ ー ズ 員の 関心が うすらぎ、 農繁期の 忙しい ときに さえ、 多くの 欠陥が あり、 コル ホ ー ズの 作物の 一 
部は 雪が ふるまで ) (IJ り とられずに ほって おかれ、 そのうえ、 刈入れ そのもの も 大ざっぱに おこなわれ、 穀物の 
大量の 損失が おこった。 機械 や 馬匹にたい する 個人的 責任の 回避、 仕事に おける 個人的 責任の 欠如は、 コル ホ 
丨ズ の 事業を 弱め、 コル ホ ー ズの収 人を 減少 させた。 

もとの 富農 やその 手先が コル ホ ーズに もぐりこみ あれこれの 役職に つく ことができた 地区では、 とりわけ 事 
態が ひどかった。 財産を 収奪され た 富農は、 しばしば、 かれらを 知っている ものの いない 別の 地区に いき、 そ 
こで、 損害を あたえ、 悪事を はたらく ために、 コル ホ ー ズに もぐりこんだ。 ときには、 富農は、 党 や ソビエト 
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の 活動家に 警戒心が かけて いるのに 乗じて、 自分の 地区で さえ コル ホ ー ズに もぐりこみつつ あった。 富農が、 
コル ホ ー ズに 反対す る 闘争の なかで 戦術を 一変した という 事情 もまた、 富農だった ものが コル ホ I ズに もぐり 
こむ のを 容易に した。 前には、 富農は、 公然と コル ホ ー ズに 反対し、 コル ホ ー ズの 活動家、 先進 的な コル ホー 
ズ員に たいする 凶悪な 闘争を おこない、 かれらを 暗殺したり、 かれらの 家 や 納屋を 焼き はらったり した。 これ 
によって、 農民 大衆を おどかし、 かれらを コル ホ ー ズに 加入 させない ようにし ようとかん がえ ていた。 いまで 
は、 公然と コル ホ J ズに 反対す る 闘争が 失敗に おわった ので、 かれらは その 戦術を かえた ので ある。 かれら 
は、 もはや 短銃で 射擊 したりは しないで、 おだやかな、 おちついた、 従順な、 まったく ソビエト 的な 人間を よ 
そ おった。 かれらは 、コル ホ I ズ にもぐ りこんで ひそかに コル ホ— ズに 損害を あたえた。 かれらは、 いたる と 
ころで 内部から コル ホ ー ズを 崩壊 させ、 コル ホ ーズの 労働 規律を 破壊し、 収穫の 計算 や 労働の 計算を 混乱 させ 
る ことにつ とめた。 富農は、 コル ホ ー ズの 馬を 絶滅させる ことを ねらい、 そしてた くさん の 馬を 殺す ことに 成 
功した。 富農は、 故意に 馬を 馬 鼻 直、 疥癬 その他の 病気に かからせたり、 なんの 手当 もしない ままに して おい 
たりな どした。 富農は トラクタ ー や 機械を 破壊した。 

富農が コル ホ ー ズ員を だまし、 処罰 もされずに 妨害行為を おこなう ことに 成功した のは、 コル ホ ー ズが まだ 
弱体で 無 経験だった からで あり、 コル ホ ー ズの 幹部が まだき たえられて いなかった からで ある。 

n ル ホ ー ズに おける 富農の 妨害行為を とりのぞき、 コル ホ ー ズの 強化を 促進す るには、 コル ホ ーズ に 人材、 
助言、 指導に よる 迅速で 真剣な 助言を あたえる 必要が あった。 

ボリ シ m ビキ 党は コ ル ホ ー ズに そのような 助言を あたえた。 
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一九 三 三年 一月、 党 中央委員会は、 コル ホ ーズの 仕事を する 機械 トラクタ ー •ステ I ショ ンの もとに 政治 部 
を 組織す る 決議を 採決した 。コル ホ ー ズを 援助す るた めに 一万 七 千 人の 党の 活動家が 農村に 派遣され 政治 部の 
仕事に ついた。 

これは 重大な 援助であった。 

機械 トラクタ！ ステ ーシ ョンの 政治 部は、 二 年間 (一九 三 三年と 三 四 年) に、 コル ホ ー ズの 活動の 欠陥を 
とりのぞき 、コル ホ ー ズの 活動家を 養成し、 コル ホ ー ズを 強固に し、 そして コル ホ ー ズの 敵対 的な、 富農 的 
な、 妨害 的な 要素を 一掃す るう えで 大きな 仕事を やりとげる ことができた。 

政治 部は、 課せられた 任務を りっぱに 遂行した。 かれらは、 コル ホ ー ズを 組織的、 経営 的な 面で 強固に し、 
新しい コル ホ ー ズの 幹部を 養成し、 n ル ホ ーズの 経営 上の 指導を よくと とのえ、 コル ホ ー ズ員 大衆の 政治 水準 
を ひきあげた。 

第一 回 全 ソ連 コル ホ ーズ 員突擊 隊員 大会 (一九 三 三年 二月) および この 大会での スタ ー リン 同志の 演説は、 
コル ホ ー ズを 強固に する ために 闘争して いる コル ホ ー ズ員 大衆の 積極性を ひきあげる うえで、 巨大な 役割を は 
たした。 

スタ ー リン 同志は その 演説の なかで、 農村に おける コル ホ ー ズ以 前の 古い 制度と 新しい コル ホ ー ズ 制度と を 
比較して、 こういった。 

「古い 制度の もとでは、 農民は 個々 ばらばらには たらき、 古い、 先祖伝来の やりかたで、 Hn い 労働 用 
具では たらき、 地主 や 資本家の ために、 富農 や 投機 師のた めには たらき、 食う や 食わず で、 他人を もう 
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けさせながら はたらいて いた。 新しい、 コル ホ ー ズ 制度の もとでは、 農民たち は 共同で、 アル テリ 式に 
はたらき、 新しい 用具、 トラクタ ー と 農業 機械の 助けを かりては たらき、 自分の ために、 自分の n ル ホ 
1 ズの ためには たらいて おり、 資本家 や 地主の いない、 富農 や 投機 師の いない 生活を して おり、 一日 一 
日と、 自分の 物質的 •文化的 状態を 改善す るた めに、 はたらいて いる 〇」 ( スタ I リン 『レー ーー ン 主義 
の 諸問題』) 

スタ ー リン 同志は その 演説の なかで、 農民が コル ホ ー ズの 道を あゆむ ょうになった のちに、 実際にな にを 達 
成した かを、 明らかにした。 ボリ シユ ビキ 党は、 何百 万の 貧農 大衆が コル ホ ーズに 加入し、 富農の 隸属 から 解 
放される のを 援助した。 以前は 食う や 食わず の 生活を していた 何百 万の 貧農 大衆は、 n ル ホ ーズに 加入し、 そ 
こでは りっぱな 土地と りっぱな 生産 用具を 使って、 いまでは コル ホ ーズ で 中農の 水準にまで たかまり、 生活を 
保障され た 人間に なった。 

これは、 コル ホ— ズ 建設の 途上の 第一歩で あり、 最初の 成果であった。 

第二 歩は、 もとの 貧農、 中農を とわず、 n ル ホ ー ズ員 をょり いっそう ひきあげ、 すべての コル ホーズ 員を 富 
裕に し、 すべての n ル ホ ー ズをボ リシ h ビキ 的に する ことであろう、 と スタ ー リン 同志は いった。 

「いまや、 富裕な n ル ホ ー ズ員 になる ためい ま 必要な のはた だ ひとつ、 n ル ホ I ズで せっせとは たら 
き、 トラクタ— や 機械を ただしく 利用し、 役畜を ただしく 利用し、 土地を ただしく たがやし、 コル ホー 
ズの 財産を 大切に する こと だけで ある」、 と スタ I リン 同志は いった。 (スタ ー リン 『レー ニン 主義の 
諸問題』) 
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スタ ー リン 同志の 演説は、 何百 万と いう コル ホ ー ズ 員の 意識に 強く きざみ こまれ、 コル ホ ー ズの 実践的な、 
戦闘的な 綱領と なった。 

一九 三 四 年の 末には、 コル ホ I ズ はすで に 堅固な、 不敗の 力に なった。 そのころ には、 コル ホ I ズは すで 
に、 ソ連 全体に わたって 全 農民 経営の 四 分の 三を、 全 播種 面積の 約 九 〇パー セントを 統合して いた。 

一九 三 四 年、 ソ連の 農業では、 すでに. 二十 八 万千 台の トラクタ I、 三 万 二 千 台の コンバィンが 作業して い 
た。 一九 三 四 年の 春の 播種は、 一九 三 三年よりも 十五〜 二十日 もはやく、 一九 三 二 年よりも 三十〜 四十 日は や 
く おこなわれ、 そして 食糧 調達 計画は、 一九 三 二 年より 三 力 月は やく 達成され た。 

このように、 党と 労働者 •農民の 国家が あたえた 大きな 援助の 結果と して、 コル ホ I ズは二 年のう ちに 強固 
になった。 

コル ホーズ 体制が 堅実に 勝利し、 それにと もない 農業が 高揚した ので、 ソビエト 権力は、 パンや その他の 食 
糧 品の 切符 制度を 廃止し、 そしてす ベての -^ 糧 品の 自由な 売買を 規定す る ことができる ようになった。 

臨時の 政治 機関と して 設けられた 機械 トラクタ ー •ステ ー ショ ンの 政治 部は、 その 任務を まっとうした の 
で、 中央委員会は、 政治 部を 現存の 党 地区 委員会と 合併して、 これを 通常の 党 機関に あらためる ことに 決定し 
た。 

すべて これらの 成果は、 農業の 部門で も 工業の 部門で も、 五 力 年 計画が 首尾よく 達成され たため かちえられ 
たもので ある。 

第一 次 五 力 年 計画が すでに 遂行され、 期限 以前に 遂行され たこと、 四 年 三 力 月の あいだに 達成され たこと 
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が、 一九 三 三年のは じめ に あきらかと なった。 

これは、 ソ連の 労働者階級と 農民の 巨大な、 全世界 史的な 勝利であった。 

一九 三 三年、 スタ！ リン 同志は、 党 中央委員会、 中央 統制 委員会の 一月 総会に おける 報告で、 第一 次 五 力 年 
計画の 総括を おこなった。 この 報告で あきらかにされた とおり、 党と ソビエト 権力は すぎさった この 時期に お 
いて、 第一 次 五 力 年 計画の 執行の 時期に おいて、 つぎの ょぅな 主要な 成果を おさめた。 

S ソ連は 農業国から 工業国に なった。 なぜなら、 国民経済 総 生産の なかでの 工業の 生産 品の 比重は 七〇 
パー セントに 増大した からで ある。 

㈣ 社会主義 経済体制は 、工業の 部門に おける 資本主義 的 要素を 一掃し、 工業に おける ただ 一つの 経済体制 
となっ た。 

M 社会主義 経済体制は、 農業の 部門で 階級と しての 富農を 一掃し、 農業に おける 支配的な 力と なった。 

㈡ コル ホ ー ズ 制度は、 農村に おける 貧困、 窮乏を 絶滅し、 何千 万の 貧農は 生活を 保障され た 人び との 状態 
にまで、 引き あげられた。 

㈥ 社会主義 体制は、 工業に おける 失業を 絶滅し、 いくつかの 生産 部門では 八 時間 労働 日が すえおかれた 
が、 圧倒的多数の 企業では 七 時間 労働 日に 移行し、 健康に 有害な 企業では 六 時間 労働 日が 規定され た。 

M 国民経済に おける すべての 部門での 社会主義の 勝利は、 人に ょる 人の 摊取を 絶滅した。 

第一 次 五 力 年 計画の これらの 成果の 意義は、 まず 第一に、 それが 労働者と 農民を 摔取 のく びきから 最終的に 解 
放し、 そして ソ連の すべての 勤労者にたい し ゆたかな 文化的な 生活が 確保され る 道を ひらいた ことであった。 
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一九 三 四 年 一月、 第 十七 回 党大会が ひらかれた。 この 大会に 出席した のは、 議決権を もつ 千 二百 二十 五 人の 
代議員と、 審議 権を もつ 七 百 三十 六 人の 代議員で あり、 百 八十 七 万 四千 四百 八十 八 人の 党員と 九十 三 万 五 千 二 
百 九十 八 人の 党員 候補を 代表して いた。 

大会は、 すぎさっ た 時期に おける 党の 活動を 総括 するとと もに、 経済と 文化の すべての 部門の なかで 社会 主 
義が 決定的な 勝利を おさめた ことを 指摘し、 党の 総 路線が 全 戦線に わた 〇 て 勝利した ことを 確認した。 

第 十七 回 党大会は 、「勝利者の 大会」 として 歴史に かきいれられた。 

スタ I リン 同志は、 総括 報告の なかで、 報告 期間に ソ連で おこなわれた 根本的な 改造を 指摘した。 

「ソ連は、 この 期間に 根本的に 改造され、 立ち おくれた 中 世紀 的な 姿を すてさった。 それは、 農業国 
から 工業国に なった。 それは、 小さな 個人 農業の 国から、 集団 的な、 大規模な、 機械化され た 農業の 国 
にかわった。 それは、 暗黒な、 文盲の、 非 文化的な 国から、 文盲の いない 文化的な、 ソ連の 諸 民族の こ 
とばを もちいる 高等、 中等、 初等の 学校の 巨大な 網で おおわれた 国に なった I ょりた だしく いえば、 
なりつつ ある。」 (スタ ー リン 『レ 11 ン 主義の 諸問題』) 

当時、 社会主義 工業は、 すでに わが国 全 工業の 九九 パ ー セントを しめていた。 社会主義 農業、 すなわち、 コ 
ル ホ I ズと ソフホ ー ズは 、わが国 全 播種 面積の 約 九〇パ ー セントを しめていた 。商品 流通に ついていえば、 資 
本 主義 的 要素は 完全に 商業から しめだされて いた。 

レー -1 ン は、 新 経済政^^の 実施に あたって、 わが国には 五つの 社会的 経済的 形態の 要素が あると いった 。第 
一の 形態は、 家父 長 的 経済、 いちじるしい 程度の 自然 経済、 すなわち、 ほとんど 交易を おこなわない 経済で あ 
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る。 第二の 形態は、 農産物を 売る 大多数の 農民 経営 および 手工業 者の 小 商品 生産で ある。 この 経済的 形態は 新 
経済政策の 初期には 人口の 大多数に およんで いた。 第三の 形態は、 新 経済政策の 初期に 活 気づいた 私的 経営の 
資本主義 である。 第 四の 形態は、 国家 資本主義 であり、 主として 利権 企業で あるが、 多少と もい ちじる しい 発 
展 はとげ なかった。 第五の 形態は、 社会主義、 すなわち、 当時は まだ 弱体な 社会主義 工業で あり、 新 経済政策 
の 初期には、 国民経済の なかで ごく 小さな 地位を しめていた ソフホ ー ズと コル ホ ー ズ であり、 そして また 新 経 
済 政策の 初期には おなじく 弱体であった 国営 商業と 協同 組 会で ある。 

レ il ンは 、これらの すべての 形態の なかで、 社会主義 形態が 優勢になる にちがいないと 指摘した。 

新 経済政策が 期待した のは、 社会主義 経済 形態が 完全な 勝利を かちとる ことであった。 

そして この 目的は、 第 十七 回 党大会の ころには すでに 実現され た。 スタ ー リン 同志は この 点に ついて こうの 
ベて いる。 

「われわれが いま、 いう ことができる のは、 第一、 第三 および 第 四の 社会的、 経済的 形態は すでに 存 
在し ない という こと、 第二の 社会的、 経済的 形態は 副次的な 地位に おいやられた という こと、 そして 第 
五の 社会的、 経済的 形態、 社会主義 形態が、 全国民 経済の なかで、 無制限に 支配し、 ただ 一つの 指揮を 
とる 勢力で あると いう ことで ある。」 (前掲 書) 

スタ ー リン 同志の 報告の なかで とりわけ 重要な 位置を 占めたのは、 思想 的、 政治的 指導の 問題であった。 ス 
タ ー リン 同志は、 党に つぎの ことを 瞀告 した。 すなわち、 党の 敵、 いろいろな 毛色の 日和見 主義者 や 民族 偏向 
者は うちやぶられた が、 かれらの ィデ オ P ギーの 名残りは、 個々 の 党員の 頭の なかに 生き残って おり、、 しばし 


ば 姿を あらわして いる。 経済の なか、 とりわけ 人び との 意識の なかの 資本主義の 残り かすは、 粉砕され た 反 レ 
11 ン的 集団の イデ オ P ギ ー を 活気 づける のにぐ あいのよ い 土壌で ある。 人び との 意識は その 発展に おいて、 
人び との 経済的 地位に たちおくれる。 したが 〇 て、 資本主義は 経済に おいては すでに 一掃され たもの の、 人び 
との 頭の 中の ブル ジョア 的 観点の 残り かすは、 残って おり、 そして また 残る であろう。 このさい、 われわれが 
つねに 備えて いなければ ならない 資本主義の 包囲が、 この 残り かすを 活気 づけ、 支持す る ことにつ とめて いる 
ことを 考慮し なければ ならない。 

スタ ー リン 同志は そのほかに、 民族 問題の 分野で とりわけ 生きつ づけて いる、 人び との 意識の なかの 資本 主 
義の 残り かすに ついても、 言及した。 ボリ シ ュ ビキ 党は、 二つの 戦線で、 すなわち 、大ロ シア 排外 主義の 偏向 
にたい L て も、 地方 的 民族主義の 偏向にたい しても 闘争した。 一部の 共和国 (ゥクライナ、 白 ロシアな ど) で 
は、 党 組織は 地方 的 民族主義にたい する 闘争を よわめ、 それが 敵対 的な 勢力と 結びつき、 干渉 者と 結びつい 
て、 国家にたい する 危険と なると ころまで 増長 させて しまった。 スタ ー リン 同志は、 いかなる 偏向が 民族 問題 
における 主要な 危険で あるかと いう 問いに こたえ、 こうのべ た。 

「主要な 危険とは、 つまり、 それとの 闘争を やめ、 こうして それを 国家にたい する 危険になる まで 増 
長させ た あの 偏向で ある。」 (前掲 書) 

スタ ー リン 同志は、 思想 的、 政治的 活動を 強め、 系統的に、 敵対 的な 階級 および レ 11 ン 主義を 敵視す る 諸 
潮流の イデ オ P ギ ー と イデ オロギ I の 残り かすを 暴露す るよう に、 党に よびかけた。 

スタ ー リン 同志は、 さらに、 その 報告の なかで、 正しい 決定を 採択 するとい うことは、 まだ それだけでは、 
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仕事の 成功を 保証す る ものでは ない と 指摘した。 仕事の 成功を 保証す るには、 指導 機関の 決定を 実現す る 能力 
の ある 人材を 正しく 配置 するとと もに、 これらの 決定の 執行の 点検を 組織す ^ • 必要が ある。 このような 組織 上 
の 処置がなければ、 決定は 生活から 遊離した 紙のう えの 決定に とどまる おそれが ある。 ここで スタ ー リン 同志 
は、 組織 活動に おける 主要な 点は、 人材を えらび、 ^ • 行を 点検す る ことで あるとの、 レー ニンの この 有名な 命 
題を 採用した。 このさい、 スタ ー リン 同志は つぎの ことを 強調した。 われわれの 実際の 活動の なかでの 主要な 
禍 いは、 採択され た 決定と、 この 決定の 執行に ついての、 この 決定の 執行の 点検に ついての 組織的な 活動との 
あいだの 断絶で ある、 と。 

党と 政府の 決定の 執行を 点検 するとい う 仕事を 改善す るた め、 第 十七 回 党大会は、 ソ連 共産党 (ポリシ H ビ 
キ) 中央委員会 直属の 党 統制 委員会と ソ連 人民委員 会議 直属の ソビ H 卜 統制 委員会と を 創設した が、 それは、 
第 十二 回 党大会の とき 以来す でに その 任務を はたし おえた 中央 統制 委員会と 労農 監督 局に とってかわる もので 
あった。 

スタ ー リン 同志は、 新しい 段階での 党の 組織的 任務を つぎのように 規定した。 

S われわれの 組織的 活動を、 党の 政治 路線の 要求に 適応させる こと。 

㈣ 組織的な 指導を、 政治的な 指導の 水準まで ひきあげる こと。 

M 組織的な 指導が、 党の 政治 ス ロー ガン および その 決定の 実現を 完全に 保証す るよう に 努力す る こ 
と 0 

スタ ー リン 同志は、 報告を おわる にさい しつぎの ことを 截告 した。 すなわち、 社会主義の 成功は 偉大で あ 
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り、 それが 誇りの 感情を うみだして いるのは 当然で あるが、 しかし、 達成され た 成功に 幻惑され ては ならず、 
「うぬぼれ」 たり、 ねむりこんだり しては ならない、 と。 スタ ーリン 同志は つぎのように 指示した。 

「 …… 党を ねむりこませる のではなくて、 党内に おいて 瞀 戒心を そだてる こと、 また 党を 麻酔させる 
のではなくて、 党を 戦闘 準備の 状況に たもつ こと、 党を 武装解除す るので はなくて、 武装させる こと、 
党を 動員 解除す るので はなくて、 第二次 五 力 年 計画の 実現の ために 党を 動員 状態に たもつ こと、 であ 
る 0 J  (スタ I リン 『レー ーー ン 主義の 諸問題』) 

第 十七 回 大会は、 モロトフ 同志と クィ ビシ X. フ 同志の、 国民経済 発展 第二次 五 力 年 計画に ついての 報告を 聴 
取した。 第二次 五 力 年 計画の 任務は、 第一 次 五 力 年 計画の 任務よりも いっそう 壮大であった。 第二次 五 力 年 計 
画の 終わり、 すなわち 一九 三 七 年には、 工業 生産高は 戦前 水準に くらべて およそ 八 倍に 増大す るは ずであった。 
第二次 五 力 年 計画の 時期には、 全国民 経済に おける 基本 建設の 規模は、 千 三百 三十 億 ル I ブルと 規定され た 
が、 第一 次 五 力 年 計画では それは 六 百 四十 余 億 ル ー ブルであった。 

基本 建設の このように 大きな 規模は、 国民経済の すべての 部門を 完全に 技術的に 再 装備す る ことを 保障し 
た。 

第二次 五 力 年 計画では、 農業の 機械化が だいたいに おいて 完成す るは ずであった。 全国の すべての トラクタ 
丨の 能力は、 一九 三 二 年の 二百 二十 五 万 馬力から、 一九 三 七 年には 八 百 余 万 馬力に ふえる はずであった。 ひろ 
く 各種の 農業 技術的な 方策 (正しい 輪作、 純良 種子に よる 播種、 秋 耕地の 耕作な ど) の 体系を 普及す る ことが 
定められた。 
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運輸と 通信の 技術的 改造に ついての 巨大な 建設が 定められた。 

ひきつづき 労働者と 農民の 物質的 •文化的 水準を ひきあげる 広範な プ P グラムが 定められた。 

第 十七 回 大会は、 組織 問題に 大きな 注意を はらう とともに、 ヵガノ ビッチ 同志の 報告に もとづき、 党 建設と 
ソビ H 卜 建設の 問題に かんする 特別 決議を 採択した。 党の 総 路線が すでに 勝利を おさめ、 党の 政策が 実生活に 
よって、. 何百 万と いう 労働者と 農民の 経験に よっ て 点検され たと きに あたって、 組織 問題は より 大きな 意義を 
もつ にいた った。 第二次 五 力 年 計画の 新しい、 複雑な 任務は、 すべての 部門に おける 仕事の 質を たかめる こと 
を 要求した。 

「第二次 五 力 年 計画の 基本 任務、 すなわち、 資本主義 的 要素を 最終的に 一掃す る こと、 経済 および 人 
びとの 意識の なかに ある 資本主義の 残り かすを 克服す る こと、 新しい 技術を 基礎に して 国民経済 全体の 
改造を やりとげる こと、 新しい 技術と 新しい 企業の 運用を 会得す る こと、 農業を 機械化し、 農業の 生産 
性を. たかめ 石 こと、 これらの 任務は、 あらゆる 部門での 仕 * • の 質の 向上、 まず 第一に、 組織的、 実践的 
指導に おける 質の 向上の 問題を、 ひじよう に 緊急な ものと して 提起して いる。」 組織 問題に かんする 大 
会 決議には、 このように かかれて いる。 (『ソ連 共産党 (ボリ シ * ビキ) 決議案』、 第二 部) 

第 十七 回 大会に おいて 新しい 党規 約が 採択され た。 これまでの 規約との ちがいは、 まず 第一に、 規約に 前文 
がと り いれられた ことで ある。 規約の 前文には、 共産党に ついての •簡単な 定義、 プロレタリア 階級の 闘争に た 
いする 共産党の 意義に ついての 規定が あたえられ 、プロレタリア 階級 独裁の 諸 機関の 体系に おける 共産党の 地 
位が 説明され ている。 新しい 規約は、 くわしく 党員の 任務を 列挙して いる。 規約には、 いっそう 厳格な 入党の 
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規則と、 同情者 グル ー プ についての 条項が とり 入れられ ている。 規約では、 党の 組織 機構の 問題が いっそうく 
わしく ねりあげられ、 以前の 党 細胞、 すなわち、 第 十七 回 大会 以後の 名称で いえば 初級 組織に ついての 条項が、 
あらたに 成文 化された。 同時に、 新しい 規約では、 党内 民主主義と 党規 律に かんする 条項 も あらたに 成文 化さ 
れた。 

四、 ブハ ー リン 派の 政治的 二 面 派への 変質  トロッキスト ニ 面 派 
の 暗殺者と スパィの 白衛派 徒党への 変質  キー ロフに たいする 
凶悪な 暗殺  ボリ シヱ ビキの 警戒心を つよめる ための 党の 措置 

わが国の 社会主義の 成功は、 党を よろこばせ、 労働者と コル ホ ーズ 農民を よろこばせた だけでなく、 われ わ 
れの すべての ソビ H 卜 知識層を、 すべての 誠実な ソ連 公民を、 よろこばせた。  / 

これらの 成功は、 うちやぶられた 搾取 階級の 残党を よろこばせは せずに、 ますます 怒らせた。 

これらの 成功は、 うちやぶられた 階級の 亜流、 すなわち、 ブハ ー リン 派、 トロッキストの みじめな 残党を 狂 
気の ように おこらせた。 

これら 旦那が たは、 労働者と コル ホ ー ズ 員の 成功を 評価す るのに、 これらの 成功の | つ ひとつを 歓迎した 人 
民の 利益の 見地からで はなく、 実生活から 遊離し 骨の 髄 まで 腐りは てた かれらの みじめな 分派 グル ー ブの 利益 
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の 見地から 評価した ので ある 9 わが国に おける 社会主義の 成功は、 党の 政策の 勝利を 意味し、 これらの 旦那が 
たの 政策の 最終的な 破産を 意味して いた。 そこで、 かれらは、 明白な事 実を みとめて 共同の 事業に 参加し よう 
とはせ ずに、 自分ら の 失敗、 自分ら の 破産を うらんで 党と 人民に 報復し はじめた。 かれらは、 労働者と コル ホ 
—ズ 員の 成功を ぶちこ わし、 人民の あいだに ソビエト 権力にたい する 不満を ひきおこそう として、 労働者 や n 
ル ホ ー ズ員の 事業に 損害を あたえ、 危害を くわえ、 炭鉱を 爆破し、 工場に 放火し、 コル ホ ー ズと ソフホ ー ズの 
なかで 妨害を しはじめた。 その さいかれ らは 、かれらの みじめな グル ーブが あばかれ、 粉砕され るのを 防ぐ た 
め、 党に 忠誠な 人間と いう 仮面を かぶって、 ますます 党に おもねり、 党を ほめたたえ、 党の まえに 拝 跪し はじ 
めた が、 実際には、 労働者と 農民にたい する かくれた 破壊 活動を つづけて いた。 

第 十七 回 党大会に おいて、 ブハ ー リン、 ルィコフ、 トム スキ ー は、 懺悔の 演説を おこない、 党を たたえ、 党 
の 成果を ほめちぎった。 だが、 大会は、 かれらの 演説が 不誠実と 二 面 性の 兆を おびて いるのを 感じ とった。 な 
ぜなら 、党が その 党員に 要求す るのは、 党の 成果にたい する 賛美 や 礼賛ではなくて、 社会主義の 戦線で まじめ 
に 活動す る ことで あるのに、 これは、 ブハ ー リン 派には ずっと まえから みうけられなかった からで ある。 党 
は、 これらの 旦那が たが 実際には、 その 不誠実な 演説で 大会 外の かれらの 仲間と あい 呼応し、 仲間に 二 面 性を 
伝授し、 武器を しまいこまない ようによ びかけ ている ことを、 みてとっ た。 

第 十七 回 大会では 、トロッキスト である ジノビエフと ヵーメ ネフ も 発言した。 かれらは、 自分たち の あやま 
ちに ついて 大 i に 自分を 貴め たて、 また、 党の 成功に ついて おなじく 大_ に ほめちぎった。 だが、 大会 
は、 胸の わるくなる ような 自責 も、、 党にたい する あまったるい 賛辞 も、 これらの 旦那が たのき たない、 びくび 
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くした 良心の 反面を あらわして いるものと、 みない わけには いかなかった。 しかし 党は まだ、 この 旦那が たが 
大会に おいて あまった るい 演説を おこないながら、 同時に キー ロフに たいする 凶悪な 暗殺を 準備して いた こと 
は、 しらな か 〇- たし、 感づいても いなかった。 

一九 三 四 年 十二月 一日、 レ ニン グラ ー ドの スモ ー リ ヌィで、 キ 1 P フが ピストルで 射たれ 非道に 暗殺され 
た。 

犯行現場で 捕えられた 暗殺 犯人は、 もともと レ ニン グラ ー ドの 反ソ的 ジノビエフ •グル I プの 参加者のう ち 
から 組織され た 反革命 地下 グル ー プの 一員だった ので ある。 

全 党から 敬愛され、 労働者階級から 敬愛され た キ 1Q フの 暗殺は、 わが国の 勤労者の 最大の 憤りと 深い 悲し 
みを よびおこした。 

審理に よって 確認され たと ころでは、 一九 三 三年〜 三 四 年に、 ジノビエフ 反対派の 参加者のう ちから、 レ-一 
ングラ ー ドで 地下の 反革命 テロ  •グル ープが 組織され たが、 それは、 いわゆる 「レニ ングラ ー ド 本部」 によ づ 
て 指揮され ていた。 

この. グル ープ は、 共産党の 指導者の 暗殺を その 目的と していた。 キ ー ロフが 、第一の 犠牲者と して ねらわれ 
たので ある。 この 反革命 グル ー プの 参加者の 供述に よって わかった ことは、 かれらが 外国の 資本主義 国家の 代 
表 者と 結託して おり、 かれらから 金を もらっ ていた、 という ことで ある。 

あばきだされた この 組織の 参加者たち は、 ソ連 最高裁判所 軍事 法廷に よっ て 極刑、 すなわち 銃殺の 判決を •い 
いわた された。 


506 


第 11 章 1930 年 —— 1934 年 


まもなく、 地下の 反革命 組織 「モスクヮ 本部」 の ある ことが 確認され た。 審理と 裁判に よっ てあきら かに さ 
れた とこ. ろでは、 .ジノビエフ、 ヵーメ ネフ、 H フド キモフ やその 他の この 組織の 指導者は、 かれら. の 共謀者た 
ちの あいだに テロの 気分を 植えつ けたと いう 点で、 党 中央委員会 やソビ H 卜 政府 要員の 暗殺を 準備した という 
点で、 醜悪な 役割を はたした。 

この 連中の 二 面 性と 卑劣 さは ひどい もので、 ジノビエフの ごときは、 キーロ フ 暗殺の 組織 者で鈹 舞 者で あ 
り、 この 犯行を はやく 遂行す るよう に 暗殺者を せきたてて おきなが ら 、キー ロフの 死に あたって これを たたえ 
る 追悼 文を かき、 これを 公刊す る ことを 要求 するとい うことまで やった。 

ジノビエフ 派は、 法廷では 悔悟した ように よそおいながら、 実際には、 ごこに いたっても、 ひきつづき 二 面 
的な 手を つかった。 がれら は、 トロ ツキ ー との 結託を かくし、 トロ ツキス ：卜 とと 4 に ファシストの 諜報 部に 身 
売りした ことを かくし、 その スパィ、 妨害 活動を かくした 〇: ジノビエフ 派は 法廷で、 ブハ I リンとの 結託を か 
くし、 ファシズムの 手先の トロ ッキ I •ブハ ーリン 合同 徒党の 存在を がぐ した。 

その後 わかった ように、 キ ー ロフ 同志の 暗殺は、 この トロッキ ー •ブハ ーリン 合同 徒党に よって おこなわれ 
たもので あった。 

すでに 当時、 一九 三 五 年に あきらかになった とおり、 ジノビエフ •グル ー プは 、偽装した 白衛派 組織で あり、 
その 成員を、 白衛 派と おなじに とりあつかう ことは、 まづた く 当然であった。 

一年 ほどして わかった こと だが、 キ 1 ロフ 暗殺の ほんとうの、 直接的な、 実際の 組織 者、 および 中央委員会 
の その他の 成員 殺害の ための 準備 的な 措置の 組織 者は、 トロ ッキ r、 ジノビエフ、 ヵーメ ネフ、 そして かれら 
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の 共謀者 だつ たので ある。 そこで、 ジノビエフ、 カ ー メネフ 、バカ エフ、 エフ ド キモフ 、ピ ー ケリ、 スミ ルノ 
フ 、ムラ チコ フス キト、 テル •ヮガ -1 ャン、 レイン ゴリド その他は 裁判に かけられた。 動かぬ 証拠と ともに お 
さえられた 犯罪者は、 かれらが キー ロ フの暗 殺を 組織した ばかりでなく、 党、 政府の その他す ベての 指導者の 
暗殺を も 準備して いた ことを、 公然と 法廷で 認めない わけには いかな かった。 審理に よって さらに 確認され た 
ように、 これらの 悪党 どもは、 謀略 行為を 組織す る 道、 スパイの 道を あゆんで いた。 一九 三 六 年の モスクヮで 
おこなわれた 裁判に おいて、 この 連中の、 もっとも おどろくべき 道徳的、 政治的な 堕落、 党への 忠誠に ついて 
の 二 面 的な 声明に よって かくされた 、もっとも 下等な 卑劣 さと 裏切りが あばきだされた。 

裏切り者 トロッキ ーは 、これらす ベての 暗殺者、 スパイの 徒党の 主要な 鼓舞 者で あり、 組織 者であった。 ジ 
ノビ H フ 、力 I メ ネフ やかれら の トロッキスト 的な 手下は、 トロッキ ー の 助手で あり、 その 反革命 的 指令の 執 
行者であった。 かれらは、 帝国主義が ソ連を 攻撃した ばあいに おける ソ連の 敗北を 準備した。 かれらは、 労働 
者 農民 国家にたい する 態度の 点で 敗北主義 者と なった。 かれらは、 ドイッ •日本の ファシストの 卑しい 従僕、 
手先と なった。 

党 組織が、 キ ー ロフの 凶悪な 暗殺事件に ついて ひらかれた 裁判から ひきださなければ ならなかった 基本的な 
教訓は、 自己の 政治的な 盲目 性を 一掃し、 自己の 政治的な 油断を 一. 掃し、 自己の 警戒 性、 全 党員の 警戒 性を た 
かめる ことに あった。 

党 中央委員会は、 キー ロフの 凶悪な 暗殺に 関連して 組織に あてて だされた 手紙で、 こう 指示した。 

S  「われわれの 力が 増大す るに つれて、 敵は ますます 従順に なり、 無害になる だろうと いう、 あや 
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まった 推測から 出発す る 日和見主義 的な 人の よさを とりのぞかなければ ならない。 このような 推測は 根 
本 的に あやまって いる。 それは、 敵は しずかに 社会主義には いりこむ だろうと か、 敵 も 結局は ほんとう 
の 社会主義者に かわる だろうと か、 •いいはった 右翼 偏向の 残り かすで ある。 栄誉のう えに 安んじて いた 
り、 ぽん やりして いたりす るのは ボリ シ H ビキ ではない。 われわれに 必要な の. は、 人の よさでは なく、 
警戒心、 真に ボリ シヱ ビキ 的な、 革命的な 替 戒心で ある。 敵の 状態が 絶望的で あれば ある ほど、 かれら 
は ソビエト 権力との 闘争に おける ただ 一つの 手段と して 好んで 『極端な 手段』 に 手を だすであろう とい 
うこと を 銘記し なければ ならない。 この 点を 銘記し、 替戒 しなければ ならない。」 

⑼ 「党員の あいだで 党の 歴史の 教育を する こと、 われわれの 党の 歴史に おける ありと あらゆる 反 党 
グル ー プを 、党の 路線にたい する かれらの 闘争の 様式を、 かれらの 戦術を 研究す る こと、 それに もまし 
て、 党 グル ー プにた いする われわれの 党の 戦術、 闘争の 様式を、 これらの 反 党 グル ー ブを 克服し、 徹底 
的に うちやぶる 可能性を われわれの 党に あたえた 戦術、 様式を 研究す る こと、 である。 党員は、 党が 立 
憲 民主党、 社会 党員、 メンシ ヱビキ 、無政府主義者と どのように 闘争し、 これを 克服した かを 知る 
だけでなく、 党が どのように して トロッキスト、 『民主 集中 派』、 『労働者 反対派』、 ジノビエフ 派、 右 
翼 偏向 者、 右翼 • エ セ 左翼の 奇形児な どと どのように 闘争し、 どのように 克服した かを、 知らなければ 
ならない。 わが 党の 歴史を 知り、 理解す る ことは、 党員の 革命的 警戒心を 完全に 保障す るのに 必要な、 
もっ とも 重要な 手段で ある ことを、 忘れて はならない。」 

この 時期に きわめて 大きな 意義を もった のは、 一九 三 三年からは じめ られ た、 もぐりこんだ 異分子の、 党の 
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隊列から 0 粛清、 とくに、 キー ロフの 凶悪な 暗殺 後に 実行され た 党員 書類の 厳密な 点検、 旧 党員 書類と 新党 員 
書類との 交換であった々 

党員 書類の 点検まで、 多くの 党 組織に おいて、 党員 証の 取り あつかいは、 勝手 気ままと 怠慢と が 支配的で あ 
った。 多くの 地方 党 組織では、 共産党 員の 登録が まったく 許しが たい 混乱のう ちに ある ことが 発見され た。 敵 
は その 醜悪な 目的の ために、 このような 混乱を 利用し、 党員 証を スパィ行為、 妨害行為な どの かくれみ のとし 
て 利用した。 党 組織の 多くの 指導者は、 党員 拡大 や 党員 証の 発給の 仕事を、 重要で ない 人物に、 またし ばし 
ば、 まったく 点検を うけた ことのない 党員に まかせて いた。 

一九 三 五 年 五月 十三 日、 党 中央委員会は、 党員 証の 登録、 発給、 保管に ついて 全 組織に 特別 書簡を だし、 全 
組織が 党員 書類の 厳密な 点検を おこない、 「われわれ 自身の 党と いう 家の なかを ボリ シ * ビキ的 秩序で 整頓す 
る」 ことを 命じた。 

党員 書類の 点検は 大きな 政治的 意義を もっていた。 一九 三 五 年 十二月 二十 五日、 党 中央委員会 総会は、 党員 
書類 点検の 確保に ついての 決議を 採択した が、 そのな かで •> この 点検は ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) の 隊伍を 
強化す るう えでの きわめて 重要な、 組織的、 政治的 措置であった とのべて いる。 

点検が おこなわれ、 党員 書類の 交換が おこなわれた のち、 党員 拡大が 再開され た。 その さい、 ソ連 共産党 
(ボリ シ H ビキ) 中央委員会は、 党員の 補充を、 一括して ではなく、 社会主義の ための 闘争の さまざまな 領域 
で 試練を えた、 わが国の 真に 先進 的な、 労働者階級の 事業に 真に 忠実な、 すぐれた 人び とを まず 第一に、 労働 
者の なかから、 だが また、 農民 や 勤労 知識 分子の なかから、 厳格に 一人ひとり 入党させる という 原則に よって 
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おこなう ことを 要求した。 

新党 員の 採用 再開に あたって、 中央委員会は、 敵対 的な 要素が こんご も ソ連 共産党 (ボリ シ X, ビキ) の 隊伍 
のなかに もぐりこむ ことを くわだてる であろう ことを 銘記す るょう 命じた。 そこで、 

「それぞれの 党 組織の 任務は、 ボリ シ X. ビキ的 な 替 戒心を 極力た かめ、 レ 11 ンの 党の 旗を 高く かか 
げ 、異分子 的な、 敵対 的な、 偶然 的な 要素が、 党の 隊伍に もぐりこむ のを 予防す る ことで ある。」 (一 
九 三 六 年 九月 二十 九日 付けの ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 中央委員会の 決議、 『プラゥダ』 一九 三 六 
年、 第二 百 七十 号) 

ボリ シ K ビキ 党は、 自己の 隊伍を 粛清し、 それが ため、 党の 敵を 絶滅し、 党の 路線の 歪曲と 容赦な く 闘争し 
て、 党 中央委員会の まわりに ょり 緊密に 結束した。 党と ソビエト 国家は、 中央委員会の 指導の もとに、 新たな 
段階へ、 すなわち、 階級の ない、 社会主義 社会の 建設の 完成へ と 移行しつつ あった。 

要  約 

一九 三〇〜 一九 三 四 年の あいだに、 ボリ シヱ ビキの 党は、 権力 獲得 後の ブロ レ タリア 革命の もっとも 困難な 
歴史的 任務、 すなわち 何百 万の 小 所有者 的な 農民 経営を コル ホ ーズ の 道へ、 社会主義の 道へ 移す という 任務を 
解決した。 
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富農と いう 数から いえば もっとも 多い 搾取 階級を 一掃 するとと もに、 農民の 基本的 大衆を コル ホ ー ズの 道に 
移した ことは、 国内の 資本主義の 最後の 根を 完全に 絶滅し、 農業に おける 社会主義の 勝利を 完成し、 農村に お 
ける ソビエト 権力の 地位を 最終的に うちかため た。 

コル ホ ーズ では、 組織 上の 多くの 困難を 克服した ので、 最終的に 強固に なり、 ゆたかな 生活の 道に 踏みい 〇 
た 0 

第一 次 五 力 年 計画が 達成され た 結果と L て、 わが国では、 社会主義の ゆるぎない 基礎、 すなわち、 第一流の 
社会主義 重工業と 集団 的な 機械化 農業が 建設され、 失業が 絶滅され、 人の 人に よる掉 取が 絶滅され、 わが 祖国 
の 勤労者の 物質的、 文化的 状態が たえまなく 改善され る 条件が つくりだされた。 

わが国の 労働者階級、 コル ホ ー ズ員 、そしてす ベての 勤労者が かちとった この 偉大な 成果は、 党と 政府の 大 
胆な 、革命的な、 賢明な 政策の たまものであった。 

資本主義の 包囲は、 ソ連の 威力を よわめ、 破壊し ようとつ とめ、 ソ連の なかで 暗殺者、 妨害 者、 スパイの 徒 
党を 組織す る 「活動」 をつ よめた。 ファシストが ドイッ、 日本で 権力の座に ついた ときから、 資本主義の 包囲 
の ソ連にたい する 敵対 的な 活動が とくにつ よまっ た。 ファシズムは 、トロッキスト、 ジノビエフ 派と いう、 資 
本 主義を 復活させる ために スパイ行為、 妨害行為、 テロ、 謀略 行為に でる こと、 ソ連の 敗北を もたらす ことを 
辞さない、 忠実な 従僕を さがしあてた。 

ソビ H 卜 権力は、 強い 腕で この 人類の 奇形児 どもを 処罰し、 容赦な く かれらを 人民の 敵、 祖国の 裏切り者と 
して 弾圧した。 
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第 十二 章 社会主義 社会 建設の 完成 知ょ び 
新 憲法 実施の ための 闘争に 知け 

る ボリ シエ ビキ党 

(一九 三 五 年— 一九 三 七 年) 

一、 一九三五—一九三七 年の 国際情勢  経済 恐慌の 一時的 緩和 
新しい 経済 恐慌の 開始  イタリアの ニ チォ ピア 侵略  ドイツ • 

イタリアの スペイン 干渉  日本の 中国 中部への 侵入  第二次 帝 
国主 義戦 争の 開始 

一九二 九 年後 半に 資本主義 諸国で はじまった 経済 恐慌は、 一九 三 三年 末まで つづいた。 その後、 工業の 下降 
は 停止し、 恐慌は 不況に 移行し、 つづいて 工業の 若干の 活況と、 その 若干の 高揚が はじまった。 だが、 この 高 
楊は、 これに つづいて 新しい、 いっそう 高度の 基礎のう えで 工業の 繁栄が はじまる というょ うな 高揚では なか 
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った。 世界の 資本主義 工業は、 一九二 九 年の 水準まで 上昇す る こと さえで きず、 一九 三 七 年な かごろ には、 c 
の 水準の 九 五パー セント 前後に たっした だけであった。 そして、 一九 三 七 年の 後半には、 すでに 新たな 経済 恐 
慌が はじまり、 まっさきに それは アメリヵ合衆国を おそった。 一九 三 七 年の 末には、 アメリヵの 失業者 数は 一 
千万 人に ふえた。 イギリスの 失業者 数 も 急速に 増加し はじめた。 

このように して、 資本主義 諸国は、 つい さきごろの 経済 恐慌の 打撃から 回復す る " f もな く 新たな 経済 恐慌に 
みまわれた ので ある。 

このような 事情の ため、 帝国主義 諸国 間の 矛盾は、 ブル ジョア 階級と プロレタリア 階級の あいだの 矛盾と お 
なじく、 さらにい っそう つよまった。 そこで、 国内の 経済 恐慌に よる 損失を、 防衛 力の よわい 他の 国を^ 一に 
L て 埋め合わせよう とする 侵略的な 諸国の たくらみ も、 ますますつ よまり はじめた。 そして こんどは、 ドイ 
ッ 、日本と いう 二つの 有名な 侵略国に 第三の 国 イタリアが くわわった。 

一九 三 五 年、 ファシスト •イタリアは、 エチオピアを 攻喂 し、 それを 隸 属させた。 イタリアは、 エチオピア 
を、 「国際法」 からみて なんらの 根拠、 もしくは 口実 もな く 攻撃し、 宣戦布告 する ことなく、 いまでは ファシ 
ストの 流行と なって いる 泥義の やりかたで 攻撃した。 これは、 H チオ ピアにたい する 打擊 であった だけでは 
なかった。 この 打撃は、 イギリスにたい しても、 ョ ーロッ パから インド、 アジアへの 主要な 海路にたい しても 
むけられた ので ある。 イギリスは、 エチオピアに おける イタリアの 地歩の 確立を 阻止し ようとした が、 なんら 
の 成果 も あげられなかった。 その あと、 イタ， リアは、 行動の 自由を うるた め、 国際 連盟から 脱退し、 軍備の 拡 
充を いそぎは じめ た。 
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このように して、 ヨ ー ロツパ から アジアへの 最短の 海路に、 新たな 戦争の 結び目が つくりだされた。 

ファシスト •ドイツは、 一方的な 行為に よってべ ル サイユ 講和条約を 破棄し、 力づ くで ヨー ロッパ 諸国の 国 
境 改訂の 計画を 実現す る ことを 決めた。 ドイツ •ファシストは、 かれらが 近隣の 諸国を 従属 させようと、 もし 
くは 少なくとも、 これら 諸国の ドイツ人 居住地 域を 占領し ようとつ とめて いる ことを かくさな かった。 この 計 
画は、 つぎの ことを 予定して いた。 すなわち、 てはじめに オー スト リアを 占領し、 その あと チヱ コス ロバ キア 
に、 その あとは、 おそらく、 ドイツ人が 住んで いるまと まった 地域が あり、 かつ ドイツと 国境を 接して いる ポ 
丨 ランドに 打擊を 加え、 その あとは …… おいおい 「わかって くるだろう。」 

一九 三 六 年の 夏、 スペイン 共和国にたい する ドイツ、 イタリアの 武力干渉が 開始され た。 イタリアと ドイツ 
は、 スペインの ファシストへの 援助と いう 名目で、 ひそかに その 部隊を スペイン 領内、 すなわち フランスの 背 
後に いれ、 その 艦隊を スペインの 領海に、 すなわち、 南は バレアレス諸島と ジブラルタル海峡に、 西は 大西洋 
の 海域に、 北は ビスケ ー 湾の 海域に 進入させる ことができた。 一九 三 八 年のは じめ、 ドイツ •ファシストは、 
オー スト リアを 強奪して、 ドナゥ川の 中流 地域に 侵入し、 そして アドリア海に 近い ヨ I ロッパ 南部まで 勢力を 
伸ばして いった。 

ドイツ、 イタリアの ファシストは、 スペインにたい する 干渉の 展開に あたって、 かれらは スペインの 「赤色 
派」 と 闘争して いるので あり、 なんら 別の 目的を 追求して いるので はない むねを 公然と 確言した。 だが、 これ 
は、 お 人よ しの 愚か さを あてに したお そまつな、 知恵の ない 偽装であった。 実際には、 かれらは、 イギリスと 
フランスに 打撃を 加えた ので ある。 というのは、 かれらは、 アフリカと アジアの 広大な 植民地 地域に つうじる 
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イギリス、 フランスの 海路を おさえた からで ある。 

オー スト リアの 強奪に いたっては、 それを、 ベルサイユ 条約にたい する 闘争と いう ことで も、 また、 第一 次 
帝国主義 戦争の 結果う しなった 領土の 回復に つとめる ドイツの 「民族的」 利益の 保全と いう ことで も、 どうし 
て も 説明の つけよう のない ことだった。 オ ー スト リアは、 もちろん 戦前に おいても 戦後に おいても ドイツの 一 
部分と なった ことはなかった。 ドイツが 才— スト リアを 力づ くで 併合す る ことは、 他国の 領土を 野蛮に、 帝国 
主義 的に 侵略す る ことを 意味した。 この 併合は、 西ョー ロッパ 大陸で 支配的 地位を しめよう とする ファ シス 
卜 •ドイツの 意図を、 うたがい もな くしめ す ものであった。 

これは、 まず 第一に、 フランス、 イギリスの 利益にたい する 打撃であった。 

こうして、 m 丨ロッ パの 南部、 すなわち、 オー スト リアと アドリア海の 区域、 および ヨ ーロッ パの 西 端、 す 
なわち、 スペインと その 沿海の 区域に、 新たな 戦争の 結び目が 形成され た。 

一九三七年、日本のファシスト軍閥は、北京を占領し、中国中部に侵入し、上海を占領した。日本軍隊の中 
国中 部の 侵入 も、 数年 まえの 満州 侵入と おなじように、 日本式の 手口で、 すなわち 泥 雲の やり方、 日本人 自 
身が つくりだした さまざまな 「地方 的 事件」 にべ テン 師的な 言いが かりを つける という 方法で、 ありと あら ゆ 
る 「国際的 規範」、 条約、 協定を 事実上 ふみにじる 方法で、 おこなわれた。 日本は、 天津と 上海を 占領した の 
で、 広大な 市場を 擁する 中国との 貿易の 鍵を その 手に にぎった。 これは、 日本が 上海と 天津を その 手に にぎっ 
ている かぎり、 日本は、 中国 中部に 巨額の 投資を している イギリス、 アメリカを 中国 中部から いつでも 追いだ 
す ことができる という ことを 意味す る。 
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もちろん、 日本 侵略者にたい する 中国の 人民 および' その 軍隊の 英雄的な 闘争、 中国に おける 巨大な 民族的 高 
揚 、中国に おける 膨大な 人口と 広大な 領土、 最後に、 侵略者を 中国の 国境から 完全に 追いだ すまで 徹底的に 中 
国 解放 闘争を すすめる という 中国 民族 政府の 決 —— これら すべては 疑い もな く、 中国に おいて 日本 帝国主義 
者が いかなる 前途 ももって いないし、 またもち えない ことを 物語って いる。 

だが また、 日本が いまのところ 中国との 貿易の 鍵を その 手に にぎって おり、 中国にたい する 日本の 戦争は、 
実際には、 イギリス、 アメリヵの 利益にたい する もっとも 重大な 打擊 であると いう こと もたし かで ある。 

ここに おいて、 太平洋で、 中国の 地域に、 いま 一つの 戦争の 結び目が 形成され た。 

すべて これらの 事実は、 第二次 帝国主義 戦争が 事実上す でに はじまった ことを しめして いる。 それは、 宣戦 
布告な しに こっそり 開始され た。 諸国 家と 諸 民族は、 なんにも 気づかない うちに、 第二次 帝国主義 戦争の 軌道 
にはい りこんで しまった。 三つの 侵略国、 すなわち ドイッ、 イタリア、 日本の ファシスト 的 支配 グル— プが、 
世界のは しばし で 戦争を 開始した。 戦争は、 ジブラルタルから、 上海に いたる 広大な 範囲に わたって 進行して 
いる。 戦争は すでに その 軌道に 五 億 以上の 人口を まきこんで いる。 戦争は、 帰す ると ころ、 イギリス、 フラン 
ス 、アメリヵの 資本主義 的 利益に 反して いる。 なぜなら 戦争の 目的は、 世界と 勢力範囲を、 侵略的 諸国に 有利 
に、 そして、 これらの いわゆる 民主主義 的 諸国を 犠牲に して 再 分割す る ことに あるから である。 

第二次 帝国主義 戦争の 特徴は、 さしあたり つぎの 点に ある。 すなわち、 侵略的な 強国が 戦争を 進め、 発展 さ 
せて いるのに、 その他の 強国、 「民主主義」 的な 強国は、 かれらにたい しても、 実は 戦争の 矛先が 向けられて 
いるのに、 戦争は かれらに なんら 関係がない かの ように よそおい 、責任を のがれ、 あとず さり L o 
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平和 愛好を ほこり、 ファシスト 侵略者を 責めた て、 そして …… 一歩い っぽ、 その陳 地を 侵略者に あけわたしな 
; から、 しかもみ ずからは 反擊の 準備を している の だ、 と 強弁して いる 点に ある。 

これで わかる ように、 この 戦争は、 なかなか 奇怪な、 片よっ た 性質を もっている。 だが、 この ことは、 これ 
•が、 防衛 力の よわい エチオピア、 スペイン、 中国の 人民の 背の 上で 演じられる、 残酷な、 野蛮な 侵略戦争 であ 
:る という ことを さまたげは しない。 

今回の 戦争の こうした 片よっ た 性質を、 「民主主義」 諸国の 軍事的 または 経済的な 弱さから という ことで 解 
.釈 するなら、 それは 間違いで ある。 「民主主義」 諸国は、 もちろん 、ファシスト 諸国より 強力で ある。 いまく 
•りひろ げられ ている 世界 戦争の 片よ った 性質は、 ファシスト 諸国にたい する 「民主主義」 諸国の 統一戦線が 存 
在して いない ことによ る。 いわゆる 「民主主義」 諸国は もちろん ファシスト 諸国の 「極端な 手段」 を 是認せ 
•ず、 これら 諸国が 強くなる ことを おそれて いる。 だが かれらは、 ョ ーロッ パの 労働運動と アジアの 民族 解放 運 
.動を それ 以上に おそれて おり、 ファシズムを これらす ベての 「危険」 な 運動の 「よい 解毒剤」 だとみ なして い 
.る。 そこで 「民主主義」 諸国の 支配 グル— プ 、とりわけ イギリスの 保守党 支配 グル ー プは 、増長した ファ シス 
卜の 頭目 どもが 「極端には しらない」 よう 勧告す る 政策に とどまって いる。 同時に これらの 支配 グル ー ブ はま 
.た、 労働運動 や 民族 解放 運動にたい する かれらの 反動的な、 •替察 的な 政策を 「完全に 了 濟 し、 基本的には 共 
惑を よせてい る ことを、 かれらに 示して いる。 イギリスの 支配 グル— ブが ここで とっている のは、 ッァ I 制度 
の もとで P シアの 自由主義 的 •君主 主義 的 ブル ジョア が とった 政策と ほとんど おなじで ある。 当時の P シアの 
ブルジ ョア は、 ッァー の 政策が 「極端には しる」 ことを おそれて いたが、 それ 以上に 人民を おそれて いたの 
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で、 やはり ッァー に 勧告す る 政策に、 したがって また 人民を むこうにまわして ッァ I と 結託す る 政策に 移 ' 9 
た。 周知の ように、 ロシアの 自由主義 的 •君主 主義 的 ブルジ ョア 階級は、 このような どっちつかずの 政策を と 
ったた め 手 ひどい 報いを うけた。 いまや ィギリスの 支配 グル I プお よび フランス、 アメリヵの その 友人たち 
も、 おそらく おなじように 歴史の 報復を うける であろう。 

ソ連が このような 国際情勢の 転回に 直面して、 これらの おそるべき 諸事 件を 放置で きない ことは、 あきらか 
である。 侵略者に よっては じめ られ たいかなる 戦争 も、 たとえ 大きくない 戦争で さえ も、 すべて 平和 愛好 国に 
とって 危険で ある。 「しらずしらず」 各国 人民に しのびより、 そして 五 億 以上の 人口を まきこんで いる この 第 
二次 帝国主義 戦争は、 なおさら、 各国 人民に とって、 とりわけ ソ連に とって、 もっとも 重大な 危険で しか あり 
えない。 ドィッ、 ィ々 .リア、 日本の 「反共 連合」 の 結成は、 これを もっとも 雄弁に ものがたって いる。 したが 
って、 われわれの 国家は、 その 平和 政策を 遂行す ると 同時に、 わが国 境の 防衛 能力と、 赤色 陸海 軍の 戦闘 準備 
を ひきつづき 強化して いる。 一九 三 四 年末、 ソ連は 国際 連盟に 加盟した。 それは、 国際 連盟は、 弱体では ある 
が、 それにしても、 侵略者を あばく 場所と して、 また 弱体とは いえ、 多少な りと も 戦争の ぼっぱつを 阻止で き 
る 平和の 道具と して 役立ちうる ことを 知っている からで ある。 ソ連は、 こういう 時期には、 国際 連盟の ような 
弱体な 国際 組織で も、 無視して はならない とみな した。 一九 三 五 年 五月、 ソ連と フランスの あいだに、 おこり 
うる 侵略者の 攻擊 にたいする 相互 援助 条約が 結ばれた。 これと 同時に、 チ X コス ロバ キアと も 同じような 条約 
が 結ばれた。 一九 三 六 年 三月、 ソ連は モンゴル 人民 共和国と 相互 援助 条約を 結んだ。 I 九 三 七 年八茂 ソ連と 
中華民国との あいだに 相互 不可侵条約が 結ばれた。 


二、 ソ連に おける 工業、 農業の いっそうの 高まり  第二次 五 力 年 
計画の 期限 前の 達成  農業の 改造と 集団 化の 完成  幹部の 意 
義  スタ ハ ーノフ 運動  人民の 福祉の 向上  人民の 文化の 
向上  ソビエト 革命の 力 

資本主義 諸国では、 一九 三〇〜 一九 三 三年の 経済 恐慌が すぎさって から 三年 たって、 新たな 経済 恐慌が 到来 
した。 ところが、 ソ連では この 全 期間、 たえまなく 工業の 高揚が つづいた。 世界の 資本主義 的 工業は 全体と L 
て、 一九 三 七 年の 中 ごろ、 ょうやく 一九二 九 年の 水準の 九 五パー セント〜 九 六パー セント 前後に たっした だけ 
で、 しかも 一九 三 七 年の 後半には、 新たな 経済 恐慌の 時期に 突入した。 ところが ソ連の 工業は 発展す る 高揚の 
うちに、 一九 三 七 年の 末には 一九二 九 年の 水準の 四 二八 パー セント、 戦前の 水準に くらべる と 七 倍 以上 増加し 
た。 

これらの 成杲 は、 党と 政府が 断固と して 遂行した 改造 政策の 直接の 結果であった。 

これらの 成果を かちえた 結果、 第二次 五 力 年 計画は、 工業の 分野では、 期限 前に 達成され た。 第二次 五 力 年 
計画は、 一九 三 七 年 四月 一日に、 つまり 四 年と 三 力 月で 達成され た。 

これは、 社会主義の もっとも 巨大な 勝利であった。 
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農業 もこれ とほ とん ど 同じよぅな 高揚を しめした。 すべての 農作物の 播種 面積は、 一九 一三 年 (戦前) の 一億 
五 百万へ クタ ー ルから、 一九 三 七 年の 一億 三千 五 百万へ クタ ールに ふえた。 殼 物の 生産高は、 一九 一三 年の 四 
十八 億プー ドから、 一九 三 七 年の 六十 八億プ I ドに、 原綿の 生産高は、 四千 四百 万プ I ドから 一億 五 千 四百 万 
プ ー ドに、 亜麻 (繊維) の 生産高は、 千 九 百万 プ ー ドから 三千 百万 プ ー ドに、 甜 菜の 生産高は、 六 億 五 千 四百 
万プ ー ドから 十三 億 千 百万 プ ー ドに、 油脂 作物の 生産高は、 一億 二 千 九 百万 プ I ドから 三 億 六 百万 プ ー ドに、 
それぞれ ふえた。 

コル ホ ー ズ (ソフ ホ— ズを のぞいて) だけで、 一九 三 七 年に 国に 供給した 商品 穀物は、 十七 億プ ー ド 以上、 
すなわち、 一九二 一一 年の 地主、 富農、 農民が 供給した ものよりも、 最小限 四億プ ー ド 多かった といぅ ことを 注 
目し なければ ならない。 

農業の 一つの 部門、 すなわち、 牧畜 部門 だけは、 いぜんとして 戦前の 水準より たちおくれ、 緩慢な テンポで 
前進し つづけて いた。 

農業 集団 化に ついていえば、 それは すでに 完成した とみて よかった。 コル ホ— ズに は、 一九 三 七 年には 農家 
総数の 九 三パー セントを 占める 千 八 百 五十 万の 農家が はいって おり、 そして コル ホー ズの 穀物 播種 面積は すで 
に 全 農民の 穀物 播種 総 面積の 九九 パー セントを しめていた。 

農業の 改造と、 農業に トラクタ ー と 農業 機械を 供給す る ことに 力を いれた 成果が、 はっきりと あらわれた の 
である。 

工業と 農業の 改造が 完成した 結果、 国民経済は 豊富な 第一流の 技術を ゆたかに そなえる にいた った。 工業と 
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農業、 運輸と 軍隊は、 莫大な 量の 新しい 技術、 新しい 機械と エ 械 、トラクター と 農業 機械、 機関車と 汽船、 
大砲と 戦車、 航空機と 軍艦を うけとった。 そこで、 これらす ベての 技術を 駆使し、 技術から ひきださせる 最大 
限を ひきだす 能力の ある 数万、 数十 万の 訓練され た 幹部を 仕事に つかせなければ ならなかった。 これが なけれ 
ば、 技術に 精通した 十分な 数の 人材がなければ、 技術は 無用な 金属の 堆積に なって しまう おそれが あった。 こ 
れは 重大な 危険であった。 この 危険は、 技術を 駆使す る ことので きる 幹部の 増加が、 技術の 成長に 間に あわ 
ず、 はるかに 立ち お <• れ ていたからで あった。 ことを 複雑に したのは、 つまり その 当時、 われわれの 活動家の 
相当 部分が、 このょうな 危険を 意識して おらず、 技術は 仕事を 「自分で やる だろう」 と 考えて いた ことで あ 
る。 これまで、 人び とは 技術を 過小評価し、 技術を いやしむ 態度を とって いたが、 いまや 技術を 過大評価し、 
そして 技術を 偶像化し はじめた。 人び とは、 技術に 精通した 人材がなかったならば、 技術は 死物 だとい うこと 
がわから なかった。 人び とは、 技術に 精通した 人材の もとでは じめ て、 技術は 最高の 生産性を うみだす ことが 
できる、 という ことが わからな かった。 

そこで、 技術に 精通した 幹部の 問題が、 最高の 意義を もつ にいた ったので ある。 

われわれの 活動家の 注意を、 技術に 過度に 心酔す る こと、 幹部の 役割を 過小評価 する ことから、 技術を 体得 
する ことへ、 技術に 精通す る ことへ、 技術を 駆使し、 技術から 最大限の 効果を ひきだす 能力の ある 数多くの 幹 
部の 養成を 極力 強化す る ことへ、 むけかえる 必要が あった。 

以前に、 改造 期の 初期、 すなわち、 国内で 技術の 分野での 欠乏が 感じられて いたと き、 党は 「改造の 時期に 
は 技術が すべてを 決定す る」 という スロー ガンを 出した が、 いまや 技術が 豊富に なり、 改造の 時期が 大体に お 
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いて おわり、 そして 国内で 幹部の 著しい 欠乏が 感じられ ている とき、 党は、 もはや 技術に ではなく、 人材に、 
技術を 十分に 利用す る 能力の ある 幹部に 注意を むける ような、 新しい スロー ガンを 出さなければ ならな かっ 
た。 

この 点で、 一九 三 五 年 五月、 スタ ー リン 同志が 赤軍 大学の 学生の 卒業式で おこなった 演説は、 大きな 意義が 
あった。 スタ ー リン 同志は こういった。 

「前には、 われわれは、 『技術が すべてを 決定す る』 といって いた。 この スロ ー ガンは、 われわれが 
技術の 分野での 欠乏を 一掃し、 すべての 活動 部門に おいて、 第一流の 技術に よって われわれの 人材を 武 
装させる ための もっとも 広い 技術的 基礎を つくりだす うえで、 われわれを たすけた。 これは ひじょうに 
よい ことであった。 だが、 これでは はるかに、 はるかに 不十分で ある。 技術を 機能 させ、 それを 徹底的 
に 利用す るには、 技術に 精通した 人材が 必要で あり、 このような 技術を 体得し、 くろうと として 利用す 
る 能力の ある 幹部が 必要で ある。 技術は、 技術に 精通した 人材が いないなら、 死物で ある。 技術は、 そ 
れに 精通した 人材に 用いられれば、 奇蹟を あらわす ことができ るし、 あらわす にちがいない。 もし、 わ 
れ われの 第一流の 工場、 われわれの ソフホ ーズと n ル ホー ズ、 われわれの 運輸、 われわれの 赤軍に、 こ 
の 技術を 駆使で きる 十分な 数の 幹部が いたなら、 われわれの 国家は、 われわれが いま 手に している より 
も、 三倍、 四 倍 もの 効果を あげたであろう。 だから こそ、 人材に、 幹部に、 技術に 精通した 活動家に、 
注意を むけなければ ならない。 だから こそ、 『技術が すべてを 決定す る』 という、 われわれが 技術に 欠 
乏して いた、 すでに すぎさった 時期を 反映して いる 古い スロ ー ガンは、 いまや 新しい スロー ガン、 すな 


523 


わち 『幹部が すべてを 決定す る』 という スロー ガンに よっ て おきかえられなければ ならない。 いまや 肝 
心な 点は ここに ある . 

最後に、 世の中の すべての 貴重な 資本の なかで、 人材、 幹部が もっとも 貴重な、 もっとも 決定的な 資 
本で ある ことを 理解すべき である。 われわれの 現在の 条件の もとでは、 『幹部が すべてを 決定す レ』 と 
いう ことを 理解すべき である。 われわれが、 工業、 農業、 運輸、 軍隊に おいて、 すぐれた、 数多い 幹部 
を もつ ようになったなら、 われわれの 国家は 不敗であろう。 もし われわれに このような 幹部がなかった 
なら、 われわれは まったく 動けないで あろう。」 

こうして、 労働の 生産性を たかめる ために、 技術 幹部を 急速に 養成し、 新しい 技術を 急速に 体得す る こと 
が、 いちばん 主要な 任務に なった。 

このような 幹部が 成長した ことの もっとも あきらかな 実例、 われわれの 人材が 新しい 技術を 体得 •利用し、 
そして 労働の 生産性が ひきつづきた かまっ たことの 実例が、 スタハノフ 運動であった。 この 運動は、 ドン バス 
で、 石炭 工業の なかで 生まれ、 発展し、 他の 工業 部門に 移り、 運輸 業に 広がり、 のち 農業に も 及んだ。 この 運 
動が スタハノフ 運動と よばれる のは、 その 発起 者、 r ッヱ ント ラリ ナヤ •イルミ ノ」 (ドン バス) 炭鉱の 採炭 
員の アレク セイ •スタハノフの 名に ちなん でで ある。 すでに スタハノフの まえに も、 ニキ ータ •イゾ トフは そ 
れ までみ られな かった 採炭の 記録を だしていた。 一九 三 五 年 八月 三十 一日、 スタハノフは 一 交替 時間に 百ニト 
ンの 石炭を 採掘し、 これに よって 普通の 採炭 ノルマの 十四 倍を 超過した スタハノフの 実例は、 たちまちに し 
て、 労働者 や コル ホ— ズ員が 生産 ノルマを たかめ、 労働の 生産性を 新たに 高揚させる ための 大衆運動の 発端と 
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なった。 自動車 工業に おける ブス ィギン 、製靴 工業に おける スメタニン、 運輸 業に おける クリボ ノス、 木材 エ 
業に おける ムシン スキ I、 繊維工業に おける エブ ド キヤ •ピノ グラド 7 と マリヤ •ピノ グラド ワ 、農業に おけ 
るヂ X ムチェ ンコ 、グ ナチ ェン コ 、アン ゲ リナ、 ポラグ I チン、 コレソフ、 コ ワルダ ク 、ボ— リン、 - これ 

らは 、スタハノフ 運動の 最初の 先駆者た ちの 名前で ある。 

かれらの あとには、 その他の 先駆者、 さらに また 大量の 先駆者が つづき、 最初の 先駆者た ちの 労働の 生産性 
を 追い こした。 

一九 三 五 年 十一月、 クレムリンで ひらかれた 全ソ 第一 回 スタハノフ 運動 者 会議、 および スタ I リン 同志の こ 
の 会議での 演説は、 スタハノフ 運動の 展開に きわめて 大きな 意義を もった。 スタ I リン 同志は、 その 演説の な 
かで こぅいった。 

「スタハノフ 運動は、 社会主義 競争の 新たな 高揚で あり、 社会主義 競争の 新たな、 より 高い 段階を あ 
ら わして いる。 …… かつて、 三年 まえの 社会主義 競争の 第一 段階の 時期には、 社会主義 競争は かならず 
しも、 新しい 技術と 結びついて いなかった。 たしかに、 われわれは 当哼 もともと 新しい 技術を ほ とん 
どもって いなかった。 これに 反し、 社会主義 競争の 現段階、 すなわち、 スタハノフ 運動は、 かならず 新 
しい 技術と 結びついて いなければ ならない。 新しい、 よりた かい 技術な しには、 スタハノフ 運動は 考え 
られ ない。 諸君の 前には、 スタハノフ、 ブス ィギン 、スメタニン、 クリボ ノス、 プロ ニン、 ビノ グラド 

ワ 姉妹、 その他 たくさんの 同志たち のよぅ な 人材、 あたらしい 人材、 完全に 自分の 仕事の 技術に 精通 
し、 技術を 駆使し、 おしすすめた 男女の 労働者が いる。 三年 まえには、 われわれのと ころには、 このよ 
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うな 人材は いなかった か、 あるいは ほとんどい なかった …： 。スタハノフ 運動の 意義は、 この 運動が ふ 
るい 技術 ノルマを 不十分な ものと して うちやぶり、 そしてき わめて 多くの ばあい 先進 資本主義 諸国の 労 
働の 生産性を うわまわり、 こうして、 わが国で 社会主義を いっそうた かめる ための 実際的な 可能性、 わ 
が 国を もっとも ゆたかな 国に する 可能性を みいだした、 という 点に ある。」 

つづいて、 スタ I リン 同 心は、 スタハノフ 運動 者の 仕事の 特徴を 説き、 わが国の 将来にたい する スタ 
ハノフ 運動の 大きな 意義を あきらかにして こういった。 

「スタハノフ 運動 者の 同志たち をよ くみていた だきたい。 かれらは どんな 人たち であろう か。 それ 
は、 主として 青年 または 中年の 男女 労働者で あり、 文化的な、 技術的 素養の ある 人び とで あり、 仕事に 
おける 精確 さと 几帳面 さの 模範を しめし、 仕事のう えで 時間 的 要素を 評価す る ことができ、 時間を、 分 
だけでなく 秒で 数える ことを 習得して いる。 かれらの なかの 大多数は、 いわゆる 技術的な 最低限を 修了 
して、 ひきつづ きその 技術 教育を}^ している。 かれらは、 若干の 技師、 技手 および 経営 担当者に みら 
れ るよう な 保守主義 や 停滞 性に そまって いない。 かれらは、 勇敢に 前進し、 ふるくさく なった 技術 ノル 
マを うちやぶり、 新しい、 よりた かい 技術 ノルマを つくりだし ている。 かれらは、 わが国 工業の 指導者 
たちが さだめた 計画 上の 能力 や 経済 計画に 修正を 加える。 かれらは、 しばしば 技師 や 技手の 意見を おぎ 
ない、 手直しして いる。 かれらは、 しばしば 技師 や 技手を おしえ、 かれらを おしすすめる。 というのは、 
かれらは その 仕事の 技術に 完全に 精通して おり、 技術から ひきだす ことので きる 最大限を ひきだす こと 
のでき る 人び とだから である。 きょうは、 スタハノフ 運動 者は まだ 少ない が、 あすは 十倍に も ふえる だ 
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ろうとい うこと を、 だれが 疑う ことができよう か。 スタハノフ 運動 者は、 わが国の 工業に おける 革新 者 
という こと、 スタハノフ 運動は わが国 工業の 将来性を しめして いると いう こと、 この 運動には、 労働者 
階級の 将来の 文化的 •技術的 高揚の 種子が やどされて いると いう こと、 この 運動は、 社会主義から 共産 
主義へ 移行し、 精神労働と 肉体労働との あいだの 対立を 一掃す るた めに 必要な、 労働の 生産性のより 高 
い 指標に 到達す る 道を きりひらいて いると いう ことは、 はたして 明白ではないだろう か。」 

スタハノフ 運動の 展開と、 第二次 五 力 年 計画の 期限 前の 遂行は、 勤労者の 福祉の あらたな 向上と 文化的 発展 
のた めの 条件を つくりだした。 

第二次 五 力 年 計画の あいだに、 労働者、 職員の 実質賃金は 二倍 以上に 増加した。 賃金 基金は 一九 三 三年の 三 
百 四十 億 ルー ブルから、 一九 三 七 年には 八 百 十億 ル ー ブルに ふえた。 国家の 社会保険 基金は 一九 三 三年の 四十 
六 億 ル ー ブルから、 一九 三 七 年には 五十六 億 ルー ブルに ふえた。 一九 三 七 年の わずか 一年間に、 労働者、 職員 
の 国家 保険、 日常生活 や 文化的 需要の 改善、 療養所、 療養 地、 休養 所 および 医療 扶助にたい し、 約 百億 ルーブ 
ルが 支出され た。 

農村に おいては 、コル ホ I ズ 制度が 最終的に かたまった。 これに 大いに 寄与した のは、 一九 三 五 年 二月の 第 
二回 コル ホー ズ員 突聲 隊員 大会で 採択され た 煶業 アル テリ 規約、 および コル ホ— ズにた いし その 耕作す るすべ 
ての 土地の 永久 使用を 確認した ことであった。 コル ホ— ズ制 度が かたまった ため、 農村に おける 貧困、 窮乏は 
消滅した。 前には、 三年 まえには、 一 労働 日 あたり 一ない し ニ キログラムの 穀物が 支給され たが、 いまや 穀物 
地区の 大多数の コル ホ ー ズ 員は、 一 労働 日 あたり 五ない し 十ニ キログラムを うけとり、 そのうち 多くの ものは 
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他の 生産物の 支給 や 現金収入は 別にしても、 一 労働 日 あたり 二十 キログラムを うけとれる ようになっ た。 警 
万の コル ホ ー ズ 農家が、 穀物 地区では 一年に 五百プ ー ドから 千 五百プ I ドの 穀物を うけとり、 綿花、 甜 菜、 亜 
麻、 牧畜、 ぶどう、 相 橘、 果実 野菜 地区では 数万 ル ー ブルの 年収を えた。 コル ホ ーズは ゆたかに なった。 新し 
い 納屋 や 倉庫を たてる ことが コル ホ ー ズ 農家の 主要な 関心事と なった。 なぜなら、 以前、 わずかな 一年 分の 貯 
蔵を 予定して いた 農産物の 古い 貯蔵所は 、コル ホ— X 員の 新しい 需要の 十分の一 もみた せな く なった からで あ 
る 0 

一九 三 六 年、 人民 大衆の 福祉の 増進に ともなって、 政府は 堕胎 禁止の 法律を 発布した。 同時に、 産院、 託 児 
所、 ミルク 調製 所、 幼稚園を 建設す る 大きな 計画が たてられた。 一九 三 六 年には、 これらの 施策の ために 二十 
一億 七 千 四百 万 ル ー ブルが 計上され たが、 一九 三 五 年には 八 億 七 千 五 百万 ル！ ブルであった。 特別の 法律に よ 
って 子供の 多い 家族には 多額の 扶助が 規定され た。 一九 三 七 年、 この 法律に よって 支出され た 手当は 十億 ルー 
ブル 以上に たっした。 

一般的 義務教育の 実施 および 新しい 学校の 建設の 結果と して、 人民 大衆の 文化 程度の 力強い 高揚が 進展し 
た。 全国に わたって、 壮大な 学校 建設が くりひろげられた。 初等、 中等学校の 生徒数は、 一九 一四 年の 八百万 
人から、 一九 三 六 年〜 三 七 年には 二 千 八百万 人と なった。 大学 •高等専門学校の 学生 数は、 一九 一四 年の 十一 
万 二 千 人から、 一九 三 六 年〜 三 七 年には 五十 四 万 二 千 人に なった。 

これは、 文化 革命であった。 

人民 大衆の 物質的 状態と 文化的 発展の 高揚のう ちに、 われわれの ソビエト 革命の 力、 威力、 無敵 さが あらわ 
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れ ていた。 

過去の 革命は、 人民に 自由を あたえは したが、 同時に 人民の 物質的、 文化的 状態を 真剣に 改善す る 可能性を 
もたなかった ために 破滅した。 

それらの 革命の 根本的な 弱点は、 ここに あった ので ある。 わが国の 革命が 他の すべての 革命と ちがう 点は、 
人民を ッァ ー 制度から、 資本主義からの 自由を あたえた ばかりでなく、 人民の 物質的、 文化的 状態を 根本的に 
改善した ことに ある。 この 点に、 _わが 国の 革命の 力と 無敵 さが ある。 

スタ ー リン 同志は、 全ソ 第一 回 スタハノフ 運動 者 会議での 演説で、 こうのべ た。 

わが国の プロレタリア 革命は、 自己の 政治的な 成果の みならず、 物質的な 成果を も、 人民に しめす こ 
とので きた 世界で ただ 一つの 革命で ある。 あらゆる 労働者 革命の なかで、 ただ 一つの 労働者 革命 だけが 
やっとの ことで 権力を 手に入れた ことを われわれは 知っている。 それは パリ •コン ミュ ーン である。 だ 
が パリ •コン ミュ ーン は、 ながく は 存在し なかった。 もちろん、 それ も 資本主義の かせを うちやぶろう 
とはした が、 それを うちやぶる までには いたらなかった し、 まして 人民に 革命の ょい 物質的な 成果を し 
めすまでに はいたらなかった。 ただ ひとつ わが国の 革命 だけが、 資本主義の かせを うちやぶり、 人民に 
自由を あたえた だけでなく、 さらに 人民に ゆたかな 生活の ための 物質的 条件を あたえる にいた った。 こ 
こに、 われわれの 革命の 力と 無敵 さが ある。」 
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三、 第 八 回 ソビニ ト 大会  ソ連 新 憲法の 制定 

一九 三 五 年 二月、 ソビ H 卜 社会主義 共和国 連邦 第 七 回ソビ H 卜 大会は、 一九二 四 年に 制定され た ソ連 憲法の 
改正を 議決した。 ソ連 憲法改正の 必要は、 一九二 四 年い らい、 すなわち、 最初の ソ連 憲法の 制定い らい、 現在 
までに ソ連の 生活に おこった いくたの 巨大な 変化に ょっても たらされた。 すぎた 年月の あいだに、 ソ連に おけ 
る 階級の 力関係は 完全に かわった。 すなわち、 新しい 社会主義 的 工業が 創設され、 富農は 粉砕され、 コル ホー 
ズ 制度は 勝利を おさめ、 全国民 経済の なかで、 生産 手段の 社会主義 的 所有は、 ソビエト 社会の 基礎と して 根を 
おろした。 社会主義の 勝利は、 選挙制度の いっそぅの 民主化に、 すなわち、 秘密投票に ょる 普通 •平等 •直接 
の 選挙権の 採用に 移行す る ことを 可能に した。 

スタ ー リン 同志を 委員長と する 特別 憲法 委員会は、 新しい ソ連 憲法の 草案を 作成した。 草案は、 五 力 月 半 も 
つづいた 全人 民の 審議に かけられた。 憲法 草案は 第 八 回 臨時 ソビ H 卜 大会の 審議に かけられた。 

一九 三 六 年 十一月、 第 八 回 ソビ_ エト 大会が ひらかれた が、 その 使命は、 新しい ソ連 憲法 草案を 承認す るか、 
拒否す るかであった。 

スタ ー リン 同志は、 第 八 回 ソビエト 大会に おける 新 憲法 草案に ついての 報告の なかで、 一九二 四 年の 憲法 制 
定 以来 ソビエト 国家に おいて おこった 基本的な 変化を のべた。 

一九二 四 年の 憲法は、 新 経済政策の 最初の 時期に 制定され た。 当®^ ソビエト 権力は まだ、 社会主義の 発展 
とならんで 資本主義の 発展す る ことを ゆるして いた。 当時、 ソビ H 卜 権力は、 二つの 体制、 すなわち 資本主義 
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体制と 社会主義 体制の 競争の 過程で、 経済の 分野に おける 資本主義にたい する 社会主義の 勝利を 組織し、 確保 
する ことを 予期して いた。 当時、 「どちらが どちらに 勝つ か」 の 問題は まだ 解決され ていなかった。 そのころ、 
古い、 貧弱な 技術のう えに 築かれた 工業は、® 刖の 水準に さえ たっして いなかった。 当哼 農業は いっそうみ 
じめ な 状態であった。 ソフホ ー ズと コル ホ ー ズはた だ、 個人 農民 経営のは てし ない 大洋の なかの ばらばらの 小 
島と いう 形で 存在して いた。 富農の 一掃では なく、 その 制限 だけが 問題であった。 商品 流通の 分野では、 社会 
主義 部分は 五 〇パー セント 前後を しめてい る だけであった。 

一九 三 六 年には、 ソ連は ちがった 情景を しめして いた。 一九 三 六 年になる と、 ソ連の 経済は 完全に かわった、 
このと きには、 資本主義 要素は 完全に 一掃され、 社会主義 体制が 国民経済の すべての 部門に おいて 勝利を おさ 
めた。 強大な 社会主義 工業は、 戦前の 工業 生産高の 七 倍を こえ、 私営 工業を のこらず 排除して しまった。 農業 
では、 世界で もっとも 大きい、 機械化され た、 新しい 技術で 装備され た 社会主義 的 生産が、 コル ホ I ズ 、ソフ 
ホー ズの 体系と いう 形で 勝利を かちとっ た。 一九 三 六 年には、 富 鹿は 階級と して 完全に 一掃され、 そして 個人 
経営 部分は、 国の 経済の なかです こしの 重大な 役割 もは たして いなかった。 すべての 商品 流通が、 国家と 協同 
組合の 手に 集中され た。 人に ょる 人の 搾取が 永久に とりのぞかれた。 生産 手段の 共有 的な、 社会主義 的 所— 
が 国民経済の すべての 部門の なかで、 新しい 社会主義 制度の ゆるぎない 基礎と して 根を おろした。 新しい 社会 
主義 社会に あっては、 恐慌、 貧困、 失業、 破産は、 永久に あとを たった。 ソビエト 社会の すべての 成員の ゆた 
かな、 文化的な 生活の ための 諸 条件が つくりだされた。 

スタ ー リン 同志は、 その 報告の なかで、 ソ連の 住民の 階級 構成 も、 これに 応じて 変化した とのべた。 地主 階 
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級と かつての 帝国主義的 大 ブル ジョア 階級は、 国内 戦争の時 期に 一掃され た。 社会主義 建設の 数年間に おいて 
て、 すべての 搾取 的な 要素、 すなわち、 資本家、 商人、 富農、 投機 師は 一掃され た。 残ったのは ただ、 一掃 さ 
れた 搾取 階級の わずかな 残り かす だが、 その 完全な 一掃 も 近い将来の 問題で ある。 

社会主義 建設の 数年間に、 ソ連の 勤労者、 すなわち、 労働者、 煺 民、 知識 分子 も、 根本的に 変化した。 

労働者階級は 資本主義 制度の もとでの ょうに、 生産 手段を もたない 搾取され る 階級では なくなった。 労働者 
階級は、 資本主義を 絶滅し、 資本家の 手から 生産 手段を うばいとり、 それを 社会的 所有に した。 労働者階級は 
本来の ふるい 意味での プロレタリア 階級では なくなった。 国家権力を にぎった ソ連の ブロ レ タリア 階級は、 ま 
ったく 新しい 階級と なった。 それは、 搾取から 解放され、 資本主義 的 経済体制を 絶滅し、 生産 手段の 社会的 所 
有 制を うちたてた 労働者階級、 すなわち、 人類の 歴史が かつて 知らなかった 労働者階級に 変化した。 

ソ連の 農民の 状態に も、 これに おとらない 深刻な 変化が おこった。 昔は、 二 千万 以上の 分散した、 独立の、 
小、 中の 農民 経営が、 自力で 自分の分 与 地を ほじ くりまわして いた。 かれらは、 おくれた 技術を もちい、 地 
主、 富農、 商人、 投機 師 、高利貸しな どから 搾取され ていた。 いまや、 ソ連では、 まった く 新しい 農民が 成長 
した。 農民を 搾取す る ことので きた 地主と 富農、 商人と 高利貸しは もはやい なくなった。 大多数の 農民 経営は 
コル ホー ズに 加入した 。コル ホ ー ズの 基礎に あるのは、 生産 手段の 私的 所有ではなくて、 集団 労働の 基礎のう 
えに 成長した 集団 的 所有であった。 これは すべての 搾取から 解放され た 新しい 型の 迤民 であった。 このょうな 
農民 も、 人類の 歴史は、 かつて 知らなかった。 

ソ連の 知識 分子 も 変化した。 知識 分子は、 大体に おいて まったく 新しい 知識 分子に なった。 大多数の 知識 分 
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子は 労働者、 農民の 出身で ある。 かれらは ふるい 知識 分子の ように 資本主義に ではなく、 社会主義に 奉仕して 
いる。 知識 分子は、 社会主義 社会の 平等の 権利を もつ 一員と なった。 これらの 知識 分子は、 労働者、 農民と い 
っし ょに 社会主義 社会を 建設して いる。 これは、 人民に 奉仕し、 すべての 搾取から 解放され た 新しい 型の 知識 
分子で ある。 このような 知識 分子 も、 人類の 歴史は、 かつて 知らなかった。 

このように して、 ソ * の 勤労者の あいだの 階級 的な 境界は うすらぎつつ あり、 ふるい 階級 的な 排他 性は 消失 
しつつ ある。 労働者、 農民、 知識 分子の あいだの 経済的、 政治的 矛盾は 減少し、 うすらぎつつ ある。 社会の 道 
徳的 •政治的 統一の 基礎が つくりだされた。 

ソ連の 生活に おける これらの 深刻な 変化、 社会主義が ソ連に おいて おさめた これらの 決定的な 成果は、 ソ連 
の 新 憲法の なかに 反映され た。 

この 憲法に よると、 ソビエト 社会は、 労働者と 農民と いう 二つの 友好的な 階級から なって おり、 労働者と 農 
民の あいだには いまなおい くつ かの 階級 的 差異が 残って いる。 ソビ H 卜 社会主義 共和国 連邦は 労働者、 農民の 
社会主義 国家で ある。 

ソ連の 政 g 基礎は、 地主と 資本家の 権力を うちたおし、 プロレタリア 僧 級 独裁を 獲得した 結果 成長し、 強 
固と なった 勤労者 代表 ソビ H 卜 である。 

ソ連の 全権 力は、 勤労者 代表 ソビ H 卜が 代表す る 都市と 農村の 勤労者に 属して いる。 

ソ連の 国家権力の 最高 機関は、 ソ連 最高 ソビエト である。 

連邦 ソビ H 卜と 民族 ソビエトと いう 平等の 権利を もつ 両院から なる ソ連 最高 ソビエトは、 ソ連の 公民に よっ 
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て、 四 年の 任期で、 秘密投票に よる 普通、 直接、 平等の 選挙権に もとづいて 選出され る。 

ソ連 最高 ソビ H 卜 とすべ ての 勤労者 代表 ソビ H 卜の 選挙は、 ひとしく 普通選挙 である。 すなわち、 満 十八 歳 
にたっ したす ベての ソ連の 公民は、 人種、 民族、 信教、 教育 資格、 居住 資格、 社会的 出身、 資産 状態、 過去の 
活動の いかんを とわず、 代議員の 選挙に 参加し、 また 選挙され る 権利を もつ。 ただし、 精神病 者と 裁判所に よ 
って 選举 権を 剝 奪され たものは、 これを 除く。 

代議員の 選挙は 平等 制で ある。 すなわち、 各 公民は 一票を 有し、 すべての 公民は ひとしく 平等の 原則に よっ 
て 選挙に 参加す る。 

代講 員の 選挙は 直接 制で ある。 すなわち、 農村と 都市の 勤労者 代表 ソビエトから ソ連 最高 ソビエトに いたる 
までのす ベての 勤労者 代表 ソビ H 卜の 選挙は、 直接の 方法で、 公民に よって 直接に おこなわれる。 

ソ連 最高 ソビエトは、 両院の 合同会議に おいて、 ソ連 最髙 ソビエト 幹部会と ソ連 人民委員 会議を 選出す る。 

ソ連の 経済的 基礎を なす ものは、 社会主義 経済体制と 生産 手段の 社会主義 的 所有と である。 ソ連に おいて 
は、 「各人は その 能力に 応じて、 各人には その 労働に 応じて」 といぅ 社会主義の 原則が 実現され ている。 

ソ連の 公民には、 労働の 権利、 休息の 権利、 教育の 権利、 老齢 または 病気 や 労働 能力 喪失の ばあいに 物質的 
保障を ぅける 権利が 保障され る。 

婦人には、 すべての 活動 分野に おいて、 男子と 平等の 権利が あたえられる。 

ソ連の 公民が 民族、 人種の いかんに かかれらず、 平等の 権利を もつ ことは、 不動の 原則で ある。 

すべての 公民に、 信教の自由と 反 宗教 宣伝の 自由が 認められる。 
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社会主義 社会を 強固に する ために、 憲法は、 言論、 出版、 集会、 大衆 集会の 自由、 社会 団体に 結*^ る 権 
利、 人身の 不可侵 および 信書の 秘密を 保障 するとと もに、 勤労者の 利益を 擁護した、 あるいは 科学的 活動を お 
こない、 あるいは 民族 解放 闘争を おこなった ために 追求され ている 外国 公民にたい する 避難 権を 保障す る。 

同時に、 新 憲法は、 ソ連の すべての 公民に、 つぎの ような 重大な 義務を 課して いる。 すなわち、 すべて この 
法律を 履行す る こと、 労働 規律を まもる こと、 社会的 義務を 誠実に 履行す る こと、 社会主義 的な 共同生活の 規則 
を 尊重す る こと、 共同の 社会主義 財産を 大切に し、 強化す る こと、 社会主義の 祖国を 防衛す る こと、 である。 

「祖国の 防衛は、 ソ連の すべての 公民の 神聖な 義務で ある。」 

公民が 各種の 団体に 結集す る 権利に ついて、 憲法は その 条文の 一つに つぎのように 規定して いる。 

「労働者階級 および その他の 勤労 階層の 隊伍の なかの もっとも 積極的な 自覚 ある 公民は、 社会主義 制 
度の 強化と 発展の ための 闘争に おける 勤労者の 前衛 部隊で あり、 勤労者の 社会的なら びに 国家的な あら 
ゆる 組織の 指導の 核心で ある ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) に 結集す る。」 

第 八 回ソビ H 卜 大会は、 ソ連 新 憲法 草案を 満場一致で 承認し、 可決した。 

こうして、 ソビ H 卜 国家は、 新しい 憲法、 すなわち、 社会主義と 労働者 •農民 民主主義の 勝利の 憲法を もっ 
たので ある。 

こうして 憲法は、 ソ連が 新しい 発展の 時期、 すなわち 社会主義 社会の 建設を 完成し、 一歩い っぽ、 共産主義 
社会に 移行す る 時期に 踏み 入った という 全世界 史的 事実を 確認した。 共産主義 社会では、 社会生活の 指導原理 
は、 「各人は その 能力に 応じて、 各人には その 要求に 応じて」 という 共産主義の 原則で なければ ならない。 
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四、 ブハ ー リン 派 •トロツキストの スパィ、 妨害 者、 売国奴の 残党 
の 一掃  ソ連 最高 ソビ H 卜 選挙の 準備  党内 民主主義を 拡大 
する ための 方針  ソ連 最高 ソビニ トの 選挙 

一九 三〇 年に、 ブハー リン 派 •トロツキストの 徒党の 人で なし どもに ついての 新しい 事実が あばきだされ 
た。 ビヤ タ n フ 、ラデックら の 事件に ついての 裁判、 トハ チ X フ スキ ー、 ヤキ r ルら の 事件に ついての 裁判、 
おょび ブハ ー リン、 ルィコフ、 クレス チン スキ I、 ロ ー ゼン ゴ リツら の 事件に ついての 裁判、 これらの すべて 
の 裁判は、 ブハ ー リン 派と トロツキストが もともとず っとまえ から 「右派 •トロツキスト 連合」 といぅ、 人民 
の 敵の 一つの 共同の 徒党を 結成して いた ことを しめした。 

裁判に 明らかになった こと だが、 これらの 人類の くず どもは、 すでに 十月 社会主義 革命の 当初から、 人民の 
敵で ある トロ ツキ ー、 ジノビエフ、 カ ー メ ネフと 結託して レ ー ニンに 反対し、 党に 反対し、 ソビエト 国家に 反 
対してき た。 一九 一八 年の はじめに、 ブレスト 講和を ぶちこ わそぅと した 挑発的な 企て、 一九 一八 年 春の レー 
ニ ンにた いする 陰謀、 社会 革命 党 「左派」 との 共謀に ょる レ I ニン、 スタ I リン、 スペル ドロフ 逮捕 •殺害の 
陰謀、 一九 一八 年 夏の レーニ ンにた いする 凶悪な 狙撃と 傷害、 一九 一八 年 夏の 社会 r 左派」 の 反乱、 一 
九 一二 年、 レ i ーンの 指導を 内部から 動揺 させ、 くつがえす 目的で 故意に 党内の 対立を 激化 させた こと、 レ I 
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-1 ンの 病中と 死後、 党の 指導を くつがえそうと した 企て、 国家の 秘密を もらし、 外国の 諜報機関に スパイ 的 情 
報を 提供した こと、 キ 1 P フにた いする 凶悪な 暗殺、 妨害行為、 謀略 行為、 爆破、 メン ジン スキ I、 クイ ビシ 
H フ 、ゴ ー リキー にたいする 凶悪な 暗殺 —— これらの すべて、 および これに 類す る 犯罪行為は、 もともと トロ 
フキ ー、 ジノビエフ、 カ ー メ ネフ、 ブハ ー リン、 ルイ n フお よびかれ らの 手下の 参加 もしくは 指導の もとで、 
外国の ブル ジョア 諜報機関の 指令に もとづき、 二十 年間に わたって おこなわれた ものであった。 

裁判で 明らかになった こと だが、 卜 P ッキ スト •ブ ハー リン 派の 人で なし どもは、 その 主人で ある 外国の ブ 
ル ジョア 諜報機関の 意を 体して、 党と ソビエト 国家を ぶちこ わし、 国防を 破壊し、 外国の 武力干渉を 容易に 
し、 赤軍の 敗北を 準備し、 ソ連を 分解 させ、 ソビ H 卜 沿海 地方を 日本人に ひきわたし、 ソビヱ トの 白 ロシアを 
ポー ランド 人に わたし、 ソビエトの ゥクライナを ドイッ人に わたし、 労働者と コル ホ ー ズ員 のかち とった 成果 
を 消滅し、 ソ連に 資本主義 的奴隸 制度を 復活させる ことを その 目的と していた。 

これらの 白衛 派の こびと どもは、 その 力は たかだかし がない 虫 けらの 力と 同じと みて よかった が、 笑止千万 
にも、 国家の 主人公を きどり、 かれらが ほんとうに ゥクライナ、 白 ロシア、 沿海 地方を 他人に 分けて やり、 売 
り わたせる ものと 考えて いたよう である。 

これらの 白衛 派の 虫 けら どもは、 ソビ H 卜国 家の 主人公が ソビエト 人民で あり、 ルイコフ、 ブハ ー リン、 ジ 
ノビ エフ、 カーメ ネフら の 連中は、 たかだか | 時、 国家に 職を 奉じて いたにす ぎず、 国家は いつでも かれらを 
その 事務室から 役に立たない がらくた として ほうりだせる という ことを、 わすれて いたので ある。 

これらのと るに たりない ファシストの 従僕 どもは、 かれらを あとかたもなく かたづける のに、 ソ連の 人民は 
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指を ちよっ と 動かす だけで ことたりる といぅ ことを、 わすれて いたので ある。 

ソビエト 裁判所は、 ブハ ー リン 派 •トロッキスト 徒党の 人で なし どもに 銃殺の 判決を くだした。 

内務 人民委員 部は、 この 判決を 執行した。 

ソビ H 卜 人民は、 ブハ I リン 派 •トロッキスト 徒党の 粉砕に 賛同し、 そして 当面の 問題に ぅつって いった。 

当面の 問題とは、 ソ連 最高 ソビエトの 選挙を 準備し、 これを 組織的に 実行す る ことであった。 

党は、 全力を あげて 選挙の 準備 活動を 展開した。 党は、 新 ソ連 憲法の 施行は 国の 政治 生活に おける 転換を 意 
¥ ると 考えた。 党は、 この 転換は、 選挙制度の 完全な 民主化を 実行し、 制限 選挙から 普通選挙へ、 完全には 
平等で ない 選挙から 平等 選挙へ、 多段階の 選挙から 直接選挙へ、 公開 選挙から 秘密選挙へ 移行す る ことで ある 
と 考えた。 

新 憲法の 施行 以前には、 僧職 者、 かつての. 白衛 派、 かつての 富農 および 公共に 有益な 労働に たずさわらない 
ものにたい しては、 選挙権の 制限が あった が、 新 憲法は、 代議員の 選挙を 普通選挙 とし、 これらの 部類の 公民 
にたいする 選挙権の いっさいの 制限を 認めない。 

以前の 代議員 選挙が 不平等だった のは、 都市と 農民にたい してち がった 選挙 規準が あった からで ある。 いま 
では 選挙の 平等を 制限す る 必要は なくなり、 すべての 公民は 平等の 原則に よって 選挙に 参加す る 権利を もって 
いる。 

以前、 ソビエト 権力に おける 中級、 高級 機関の 選挙は 多段階 的であった が、 いまや 新 憲法に よれば、 農村 ソビ 
H 卜 、都市 ソビ H 卜から 最高 ソビエトに いたる まで、 すべての ソビ H 卜の 選挙は、 直接選挙の 方法で、 公民に 
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よって 直接 おこなわれる。 

以前には 、ソビエト 代議員の 選挙は、 公開 投票に より、 また 候補者 名簿に ついて おこなわれて いたが、 いま 
や 代議員 選挙の 投票は、 秘密に、 また 候補者 名簿に ついて ではなく、 選挙区 別に 推される 個々 の 候補者に つい 
て、 おこなわれなければ ならない。 

これは、 国の 政治 生活に おける うたがい もない 転換であった。 

新 選挙制度は 大衆の 政治的な 積極性を つよめ、 ソビエト 権力 機関にたい する 大衆の 監督を つよめ、 人民に た 
いして ソビエト 権力 機関が 責任を 負う ことを 強めずに はおかなかった し、 また 実際に 強めた ので ある。 

この 転換を 十分 準備して むかえる ために、 党は、 この 転換の 先頭に 立ち、 当面する 選挙の なかで その 指導 的 
役割を 完全に 保証し なければ ならなかった。 だが、 このためには、 各 級の 党 組織 _身 が、 実際の 活動の なかで、 
徹底して 民主的になる こと、 党 組織が 党内 生活の なかで、 党規 約が 要求す るよう に、 民主 集中 制の 原則を 完全 
に 実行す る こと。 党内の すべての 指導 機関が 選挙に よってつ くられる こと、 党内で 批判と 自己批判が 最大限に 
発展 させられる こと、 党 組織が 党員 大衆にたい し 完全に 貴 任を おうこと、 また 党員 大衆 自身が 完全に 積極的と 
なること が 必要であった。 

一九 三 七 年 二月 末、 ソ連 最高 ソビ H 卜の 選挙にたい する 党 組織の 準備の 問題に ついて、 委員会 総会で ジ 
ダ ーノフ 同志が おこなった 報告で あきらかにされた ところでは、 きわめて 多くの 党 組織は、 その実 際の 仕事の 
なかで、 ややもすれば、 党規 約 および 民主 集中 制の 原則に そむき、 選 f を 互選 制に、 個々 の 候補者に ついて 
の 投票を 候補者 名簿に ついての 投票に、 秘密投票を 公開 投票に すりかえて いる。 このような しきたりを もつ 組 
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織が、 最高 ソビエトの 選挙に さいし その 任務を はたす ことができない のは、 当然で ある。 したがって、 まず 第 
一に、 党 組織の この種の 反 民主主義 的な しきたりを 一掃し、 民主主義を 拡大す る ことにょって 党 活動を 改造し 
なければ ならなかった。 

そこで 中央委員会は、 ジダー ノフの 報告を 聴取した のち、 つぎの ことを 決議した。 

「S 党規 約の さだめる 党内 民主主義の 原則を、 無条件に、 完全に 実現す る ことを 基礎に して、 党 活動 
を 改造す る こと。 

㈣党 委員会の 委員を 互選す るし きたりを 一掃し、 党規 約に したがって 党 組織の 指導 機関の 選挙 制を 
復活させる こと。 

2:党機関の選挙にさいし、候補者名簿についての投票を禁止し、投票は個々の候補者についておこ 
なぅ と 同時に、 すべての 党員に、 候補者を 忌避し、 批判す る 無限の 権利を 保障す る こと。 

㈡党 機関の 選挙に さいし、 候補者にたい する 非公開 (秘密) 投苗 i を 確立す る こと。 

闲基層 党 組織の 党 委員会から はじまって、 地方、 州の 委員会 おょび 民族 共産党中央委員会に いたる 
までのす ベての 各 級 党 組織で、 党 機関の 選挙を おこない、 五月 二十日までに それを おえる こと。 

W 各 級の 党 組織に、 党規 約に したがい、 党 機関の 選挙 期限を まもらせる こと。 基 層 党 組織に おいて 
は 年に 一回、 地区と 都市の 組織に おいては 年 一回、 州、 地方、 共和国の 組織に おいては 一年 半に I 回で 
ある。 

S 基 層 党 組織では、 工場 党員 総会で 党 委員会を 選挙す る 手順を 厳守し、 代表者 会議を もって 工場 党 
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員 総会に かえる ことを ゆるさない こと。 

的 一連の 基 層 党 組織で おこなわれ ている、 事実上 党員 総会を とりやめ、 職場 集会、 代表者 会議を も 
って 党員 総会に かえるし きたりを 一掃す る こと。」 

このょうに して、 当面する 選挙にたい する 党の 準備が 開始され たので ある。 

中央委員会での この 決議は、 大きな 政治的 意義を もっていた。 その 意義は、 ソ連 最高 ソビエト 選挙の ための 
党の 選挙運動の 基礎を すえた ことに あった だけではなかった。 その 意義は、 まず 第一に、 各 級 党 組織が 改造 さ 
れ 、党内 民主主義の 方針を 実現し、 十分 準備して 最高 ソビエトの 選挙を むかえる のをた すけた ことに あった。 

党は 選挙運動を 展開す るに あたって、 共産党 員と 党 外 者との 選挙 連合の 考えを その 選挙 政策の 頂点に すえ 
た。 党は 党 外 者と 連合し、 党 外 者と 同盟し、 党 外 者と ともに 選挙区 毎に 共同の 候補者を たてる ことを 決定して、 
選挙に のぞんだ。 これは ブル ジョァ 諸国の 選挙運動の しきたりでは みられない ことで あり、 まったく ありえな 
いこと であっ た。 ところが、 わが国に とつて は、 共産党 員と 党 外 者との 連合は まつた く 自然な 現象で あつた。 
わが国には もはや 敵対す る 階級は なく、 人民の すべての 階級 層の 道徳的、 政治的 統一は、 あらそう ことので き 
ない 事実であった からで ある。 

一九 三 七 年 十二月 七日、 党 中央委員会は、 全 選挙人 あての ょびかけを おこなった が、 そのな かには こうい わ 
れて いた。 

「一九 三 七年士 一月 十二 日、 ソ連の 勤労者は、 わが 社会主義 憲法に もとづき、 ソ連 最高 ソビエトの 代 
議員を 選挙す るであろう。 ボリ シ X. ビキ 党は、 党 外の 労働者、 農民、 知識 分子と 連合し、 同盟して 選挙 
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に のぞむ。 …… ボリシ 31 ビキ 党は 党 外 者を わけへだて せず、 むしろ 反対に 党 外 者と 連合し、 同盟して 選 
挙に のぞみ、 労働者 および 職員の 労働組合、 共産 青年 同盟 および その他の 党 外の 組織、 団体と 連合して 
選挙に のぞむ。 したがって、 代議員の 候補者は、 共産党 員に とっても 党 外 者に とっても 共同の 候補者と 
なる であろう。 どの 党 外 者の 代議員 もまた 共産党 員の 代議員で あり、 おなじように、 どの 共産党の 代議 
員 も、 党 外 者の 代議員と なる であろう。」 

中央委員会の よびかけは、 選挙人 あての つぎの ような よびかけで 結ばれて いた。 

「ソ連 共産党 (ポリシ X. ビキ) 中央委員会は、 すべての 共産党 員と その 同調者に、 かれらが 共産党 員 
の 候補者を えらぶ とおなじように 一致して、 党 外の 候補者に 投票す る ことを よびかける。 

ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 中央委員会は、 すべての 党 外の 選挙人に、 かれらが 党 外の 候補者を えら 
ぶと おなじように 一致して、 共産党 員の 候補者に 投票す る ことを よびかける。 

ソ連 共産党 (ボリ シェ ビキ) 中央委員会は、 全 選挙人に、 一九 三 七 年 十二月 十二 日、 全員 そろって、 
連邦 ソビ H 卜 代議員、 民族 ソビエト 代議員の ために、 投票箱の まえに おもむく ようよ びかけ る。 ソビエ 
卜 国家の 最高 機関の 代議員を 選挙す る 光栄 ある 権利を 行使し ない 選挙人が 一人で も あっては ならない。 
最高 ソビエトの 選挙に 例外な くす ベての 選挙人が 参加す るよう 協力す る ことを、 その 公民と しての 義務 
と 認めない 非 積極的な 公民が 一人 も あっては ならない。 

一九 三 七 年 十二月 十二 日と いう 日は、 ソ連の すべての 民族の 勤労者が レーニ ン •スタ ー リンの 勝利の 
旗の まわりに 団結す る 偉大な 祝日と ならなければ ならない。」 
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一九 三 七 年 十二月 十一 日、 すなわち 選挙の 前日、 スタ ー リン 同志は、 自分の 選挙区で 演説し、 そのな かで、 
人民から えらばれる ソ連 最高 ソビ H 卜の 代議員は どのような 活動家で なければ ならない かとい う 問題に ふれ、 
こうのべ た。 

「選挙人、 人民は、 自分ら の 代議員たち にたい し、 かれらが 終始、 その 任務に ふさわしい こと、 かれ 
ら がその 活動に おいて 政治的な 俗物の 水準に 転落し ない こと、 かれらが 終始、 レーニ ン 型の 政治的 活動 
家の 地位に とどまる こと、 かれらが、 レ ー ニンと おなじような はつき りした、 明確な 活動家で ある こと、 
かれらが、 レ 11 ン のように、 戦闘の なかで 大胆で あり、 人民の 敵にたい して 容赦し ない こと、 かれら 
が、 ことが 複雑に なり はじめて、 地平線 上に なんらかの 危険が あらわれて きたと き、 すこしも 狼狽せ 
ず、 狼狽め いた こと もしない こと、 かれらが、 レーニ ン のように、 すこしも 狼狽し ない こと、 かれらが 
複雑な 問題の 解決に あたって、 全面的な 方向の 判断と、 すべての ブラス、 マィナスの 全面的な 考慮が 必 
要な ばあいに、 レー -1 ンと おなじように 賢明で あり 沈着で ある こと、 かれらが、 レーニ ンとお なじよう 
に 誠実で あり、 正直で ある こと、 かれらが、 レー ニンと おなじように その 人民を 愛する こと、 を 要求す 
べきで ある。」 

十二月 十二 日に、 ソ連 最高 ソビエトの 選挙が おこなわれた。 選挙は 大きな 高揚のう ちに すすめられた。 これ 
は、 たんなる 選挙では なく、 偉大な 祝日で あり、 ソビエト 人民の 勝利で あり、 ソ連 各 民族の 偉大な 友 §g の あら 
われであった。 

九 千 四百 万の 選挙人の うち、 九 千 百 余 万すな わち 九 六 •八 パー セントが この 選挙に 参加した。 そのうち 共産 
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党員と 党 外 者の 連合に 投票した ものは、 八 千 九 百 八十 四 万 四千 人、 すなわち 九 八 • ハパー セントであった。 わ 
ず かに 六十 三 万 二 千 人、 すなわち ーパー セントに みたない ものが、 共産党 員と 党 外 者の 連合の 候補者に 反対の 
票を 投じた。 すべての 共産党 員と 党 外 者の 速 合の 候補者は 例外な く 当選した。 

こぅして、 九 千万の 人び とは、 その 一致した 投票に ょって、 ソ連に おける 社会主義の 勝利を 確認した ので あ 
〇 

これは、 共産党 員と 党 外 者の 連合の すばらしい 勝利であった。 

これは、 ボリ シヱ ビキ 党の 大勝 利であった。 

モロトフ 同志が 十月革命 二十 周年 記念日の 歴史的な 演説の なかで 言及した、 ソ連 人民の 道徳的、 政治的 統 f 
、ここに、 輝かしく 実証され たので ある。 
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結  語 

ボリ シ H ビキ 党が あゆんで きた 歴史的な 道程の、 基本的な 総括は どういう ものであろう か。 

ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) の 歴史は、 われわれに なにを おしえて いるであろう か。 

⑴ 党の 歴史は、 まず 第一に、 プロレタリア f の 勝利、 プロレタリア 階級 独裁の 勝利は、 日和見主義と 無 
縁で、 協調 派 や 投降 主義者にたい して 妥協せ ず、 ブル ジョア 階級と その 国家権力にたい して 革命的な、 プロ レ 
タリア 階級の 革命的 政党がなくて は 不可能 だとい うこと を おしえて いる。 

党の 歴史は、 プロレタリア 階級を、 このょうな 政党の ない ままに 放置す る ことは、 かれらを 革命的 指導部の 
ない ままに 放 匱す る ことを 意味し、 プロレタリア 階級を 革命的 指導部の ない ままに 放置す る ことは、 プロ レタ 
リア f 事業を 失敗させる ことを 意味す る、 という ことを おしえて いる。 

党の 歴史は、 国内 平和の 条件の もとで そだてられ、 日和見主義の あとに ついて のろのろ あゆみ、 「社会 改良」 
を 夢み、 社会 革命を おそれる 西ョー ロッパ 型の 昔からの 社会民主党は、 こういう 政党では ありえない という こ 
とを おしえて いる。 

党の 歴史は、 新しい 型の 党、 マルクス •レー ーーン 主義の 党、 プロレタリア 階級を ブルジ ョア 階級との 決定的 
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な 戦闘にたい して 準備 させ、 プ P レ タリア 革命の 勝利を 組織す る ことので きる 社会 套 の 党 だけが， こういう 
政党で ありうる という ことを おしえて いる。 

ソ連に おける、 こういう 政党は ポリシ* ビキ 党で ある。 

スタ ーリン 同志は こういつ ている。 

「革命 前の 時期、 多少と も 平和的な 発展の 時期、 すなわち、 第ニ インタ I ナショナルの 諸 党が 労働運動 
のなかで 支配的 勢力で あり、 そして 闘争の 議会 的な 形態が 基本的な 闘争 形態と されて いたと いう 条件の 
もとでは、 党は、 のちに 公然たる 革命的 戦闘の 条件の もとで もつ ょうになった、 重大な、 決定的な 意義 
を、 もっていなかった し、 もつ こと もで きなかった。 カゥ ッキ ーは 、非難され る 第ニ インタ ーナシ ョナ 
ルを 弁護して、 第ニ インタ— ナショナルの 諸 党は 平和の 道具であって 戦争の 道具では ない、 それ だから 
こそ、 これらの 諸 党は、 戦争の時 期、 プロレタリア 階級の 革命的 進出の 時期に おいては、 多少と も 重大 
な 行動に でる 力はなかった といっ ている。 

これは まったく 正しい。 だが、 これは なにを 意味して いるだろう か。 それは 第ニ インタ I ナショナル 
の 諸 党は、 プロレタリア 階級の 革命 闘争に とっては、 役に たたない という こと、 それらは 労働者を 権力 
に みちびく プロレタリア 階級の 戦闘的な 党では なく、 議会 選挙と 議会 闘争に 適応した 選挙の 装置 だとい 
うこと を 意味して いる。 第ニ インタ ーナシ ョ ナルの 日和見主義 者が 支配して いた 時期に おいて、 プロ レ 
タリア 階級の 基本的な 政治 組織は、 党ではなくて 国会議員 団 であった という 事実 もまた、 これに もとづ 
いている。 周知のと おり、 実際に、 この 時期の 党は、 国会議員 団の 付属物で あり、 奉仕 的な 要素で あ 〇 
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た。 このような 条件の もと、 このような 党を かしらに いだたい ていて は、 プロレタリア 階級の # への 
準備 も 問題に なりえない という ことは おそらく 証明を 必要と しないであろう。 

だが、 新しい 時期の 到来と ともに、 事態は 根本的に かわった。 新しい 時期は、 階級の 公然たる 衝突の 
時期で あり、 プロレタリア 階級の 革命的 進出の 時期で あり、 ブ P レ タリア 革命の 時期で あり、 帝国主義 
をく つがえ し、 プ P レ タリア 階級が 権力を 奪取す るた めに、 直接に 力を 準備す る 時期で ある。 この 時期 
は、 プ P レ タリア 階級の まえに 新しい 任務を 提起す る。 すなわち、 新しい 革命的な 方式に したがって 党 
の 全 活動を 改造す る こと、 権力を めざす 革命 闘争の 精神で 労働者を 教育す る こと、 予備軍を 準備し、 結 
集す る こと、 近隣の 諸国の プロレタリアと 同盟す る こと、 植民地 や 従属国の 解放 運動と 確固と した 連 系 
をう ちた てること、 などが それで ある。 これらの 新しい 任務が、 議会主義の 平和的 条件の もとで 教育 さ 
れた ふるい 社会民主党の 力で 解決され ると 考える ことは、 みずからを 絶望的な 捨て ばちに、 避けが たい 
失敗に おとしいれる ことを 意味す る。 このような 任務を になっ ていながら、 ふるい 党を かしらに いただ 
いたま まに とどまる ことは、 兀全な 武装解除の 状態に ある ことを 意味す る。 ブロ レ タリア 階級が このよ 
うな 状況に 甘んじる ことができない ことは、 おそらく 証明を 必要と しないであろう。 

そこで、 新しい 党、 戦闘的な 党、 革命的な 党が 必要と なる。 この 党は、 ブロ レ タリアを 権力の ための 
闘争に 導く に 足る ほど 勇敢で あり、 革命的 情勢の 複雑な 条件を 理解す るに 足る ほど 経験が あり、 目的へ 
の 途上に よこたわる すべての 暗礁を さけて とおるに 足る ほどに 弾力 的で なければ ならない。 

このような 党がなくて は、 そもそも 帝国主義を くつがえし 、プロレタリア 階級 独裁を かちとるな どは 
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おもい も およばない。 

この 新しい 党が、 レ丨- ーン 主義の 党で ある。」 (スタ ー リン 『レ ー -ーン 主義の 諸問題 JD 

⑵ つぎに、 党の 歴史は、 労働者階級の 党が、 労働運動の 先進 的な 理論に 精通せ ず、 マル ^. ス •レー ニ ン主 
翁の 理論に 精通して いなかったなら、 & 分の 階級の 指導者と して. の 役割を はたす ことができない し、 プロ レタ 
•リア 革命の 組織 者、 指導者と しての 役割を はたす こと もで きないと いう ことを おしえて いる。 

マルクス •レ ーー ー ン 主義 理論の 力は、 それが 党に、 情勢の なかで 方向を 定め、 周囲の 諸事 件の 内的な 関連を 
理解し、 事件の 過程を 見通し、 事件が 現在 どのように、 どの 方向に 発展して いるか だけでなく、 事件が 将来 ど 
めよう に、 どの 方向に 発展す るかを 判断す る 可能性を あたえる という 点に ある。 

マルクス •レ ーニン 主義の 理論に 精通して いる 党に しては じめ て、 確信を もって 前進し、 労働者階級を 前進 
きせる ことができる。 

これに 反し、 マルクス •レ ー ニ ン 主義に 精通して いない 党は、 手 さぐりで うろうろせ ざるを えず、 行動に あ 
たって 確信を うしない、 労働者階級を 前進させる ことができない。 

マルクス • レ ー -1 ン 主義の 理論に 精通す る ことは、 マルクス. エンゲルス •レ 丨- ーンの 著作の なかの 個々 の 
結論 や 命題を まじめに 暗記し、 それを、 適当な ときに 引用す る こ •<!: を おぼえ、 それで 安心して しまい、 そして 
暗記した 結論と 命題が どのような 情勢に も、 生活の あらゆる ばあいに も 役に立つ ものと 期待す る こと だと 見 -X. 
るか もしれ ない。 だが、 マルクス •レ 11 ン 主義の 理論にたい する そのような 態度は、 まったく あやまってい 
る。 マルクス •レ ーテ ン 主義の 理論を 教条の 集成、 教義 問答、 教義 解説と みな 'L たり、 また、. マルクス 塞 者 
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そのものを、 本の虫、 聖書 学者と みなしたり しては ならない。 マルクス •レ ー ニン 主義の 理論は、 社会 発展に 
ついての 科学で あり、 労働運動に ついての 科学で あり、 ブロ レ タリァ 革命に ついての 科学で あり、 共産主義 社 
会の 建設に ついての 科学で ある。 それは 科学で あるから には、 ひとつのと ころに とどまる ことは ないし、 とど 
まることは できない。 それは たえず 発展し、 たえず 完全な ものに なって いく。 その 発展の なかで、 それが 新し 
い 経験と 新しい 知識で 自らを 充実して いかざる をえない し、 また その 個々 の 命題 や 結論が 時の 経過と ともに 変 
化して いかざる をえない し、 新しい 歴史的 条件に 適応した 新しい 結論と 新しい 命題に ょってと りか えられない 
わけには いかない のは 当然で ある。 

マルクス •レ ーニン 主義の 理論に 精通す る ことは、 そのす ベての 定式 や 結論を 暗記し、 これらの 定式 や 結論 
の 一つ ひとつの 字句に かじりつく ことを 意味す る ものでは、 けっしてない。 マルクス •レ ー ニン 主義の 理論に 
精通す るた めには、 まず 第一に、 その 字句と 本質を 区別す る ことを 学ばなければ ならない。 

マルクス •レ ーニ ン 主義の 理論に 精通す る ことは、 この 理論の 本質を 会得し、 プロレタリァ 階級の 階級闘争 
のい ろい ろな 条件の もとで、 革命運動の 実際の 問題を 解決す る さいに、 この 理論を 運用す る ことを 学ぶ ことを 
意味す る。 

マルクス •レ ーニン 主義の 理論に 精通す る ことは、 f 運動の 新しい 経験で もってこの 理論を ゆたかに する 
ことができ、 新しい 命題と 結論で もってこの 理論を ゆたかに する ことができ、 理論の 本質に もとづき、 新しい 
歴史的 i に 適応す る 新しい 命題と 結論を もって、 そのす でに 古くな った 若干の 命題、 結論に とりかえる こと 
をた めら わず、 理論を 発展 させ、 前 11- させる ことができる ことを 意味す る。 
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マルクス •レ ーー ーン 主義の 理論は、 教条ではなくて、 行動の 指針で ある。 

第二次 ロシア 素 ( 一九 一七 年 二月) までは、 すべての 国の マルクス主義 者は、 議会 制の 民主主義 共和国 
が、 資本主義から 社会主義への 移行の 時期に おいて もっとも 目的に かなった 社会の 政治 組織の 形態 だとい うこ 
とから 出発した。 なるほど、 マルクスは、 七〇 年代に、 プロレタリア 階級 独裁の もっとも 目的に かなった 形態 
は、 議会 制の 共和国ではなくて、 パリ •コン ミ ューン 型の 政治 組織で あると 指示した。 だが、 残念な ことに、 
マルクスの この 指示は、 マルクスの 著作の なかで ひきつづき 発展 させられる ことなく、 人び とに よって 忘れら 
れて しまった。 そのほか、 エンゲルスが 一八 九 一年に、 H ル フルト 綱領 草案にたい する かれの 批判の なかで お 
こなっ た 「民主主義 共和国は …… プロレタリア 階級 独裁の ための 特有の 形態で ある」 という 権威 ある 声明は、 
マルクス主義 者が ひきつづき、 民主主義 共和国を プロレタリア 階級 独裁の 政治 形態と みなして いる ことにつ い 
て、 疑問を 残さなかった。 この H ンゲ ルスの 命題は、 その後 レーニ ンを ふくむす ベての マルクス主義 者に とっ 
て 指導 原則と なった。 だが、 一九 〇五 年の ロシア とりわけ 一九 一七 年の 二月 f は、 労働者 •農民 代表 
ソビエトと いう この 社会の 新しい 政治 組織の 形態を 提起した。 レ— ニンは、 ロシアに おける 二回の f の 経験 
の 研究に もとづき、 マルクス主義の 理論から 出発して、 プロレタリア 階級 独裁の もっともよ い 政治 形態は、 議 
会 制 民主主義 共和国ではなくて、 ソビエト 共和国で あると いう 結論に たっした。 これを 基礎と して、 レ ー ニン 
は、 | 九 一七 年 四月、 ブル ジョア 革命から 社会主義 革命への 移行の 時期に、 •プロレタリア 階級 独裁の もっとも 
よい 政治 形態と しての ソビエト 共和国の 組織と いう ス ガンを 提起した。 すべての 国の 日和見主義 者は、 議 
会 制の 共和国に しがみつきは じめ、 レ丨 - ンを 、マルクス主義から 逸脱し、 民主主義を 破壊す る もの だとい っ 
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て、 非難した。 だが、 マルクス主義の 理論に 精通して いる 真の マルクス主義 者は もちろん レ丨- ーン であって、 
日和見主義 者ではなかった。 なぜなら、 レーニ ンは 、新しい 経験に よって この 理論を ゆたかに して、 マルクス 
主義の 理論を 前進 させた からで ある。 ところが 日和見主義 者は、 この 理論を 後退 させ、 その 命題の 一つを 教条 
にして しまった。 

かりに レ 11 ンが 、マルクス主義の 字句の 前にし りごみ し、 ソビエト 共和国と いう 新しい 歴史的 環境に 適応 
した 新しい 命題を もって、 エンゲルスが 定式化した マルクス主義の 古い 命題に とりかえる 決心を しなかった と 
したら、 党、 わが国の 革命、 そして マルクス主義は、 はたして どう なって いたであろう か？ 党は、 暗闇の な 
かを さまよった であろうし、 ソビエトは 解体した であろうし、 われわれは ソビエト 権力を もたなかった であろ 
うし、 マルクス主義の 理論は 重大な 損害を こうむった であろう 。プロレタリア 階級は 敗北し、 そして プロ レタ 
リア 階級の 敵は 勝利した であろう。 

H ンゲ ルスと マルクスは、 帝国主義 以前の 資本主義を 研究し、 社会主義 革命は 単独の 一国に おいては 勝利す 
る ことができず、 社会主義^^は すべての、 もしくは 大多数の 文明 諸国に おいて、 同時に 突撃す る ことによ っ 
ての み 勝利す る ことができる という 結論に たっした。 これは 一九 世紀の なかごろであった。 この 結論は、 その 
後、 すべての マルクス主義 者に とって 指導 的な 命題と なった。 だが、 二〇 世紀の 初期に、 帝国主義 以前の 資本 
主義は 帝国主義的 資本主義に 成長 転化し、 上昇しつつ ある 資本主義は 死滅しつつ ある 資本主義に 転化した。 レ 
丨ニ ンは 、帝国主義的 資本主義に ついての かれの 研究に もとづき、 マルクス主義の 理論から 出発して、 H ンゲ 
ルス、 マルクスの 古い 定式は すでに 新しい 歴史的 環境に 適応せ ず、 社会主義 f は 単独の 一国に おいて 勝利す 
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る ことが、 完全に 可能で ある、 という 結論に たっした。 すべての 国の 日和見主義 者は、 エンゲルスと マルクス 
の 古い 定式に しがみつきは じめ、 レ ー ニンを マルクス主義から 逸脱して いると して 非難した。 だが、 マルクス 
主義の 理論に 精通して いる 真の マルクス 主義者は もちろん レーニ ン であって、 日和見主義 者ではなかった。 な 
ぜなら 、レ ーニン は、 新しい 経験に よって この 理論を ゆたかに して マルクス主義の 理論を 前進 させた からで あ 
る。 ところが 日和見主義 者は、 この 理論を 後退 させ、 それを ミィラに してし まった からで ある。 

かりに レー ニンが マルクス主義の 字句の 前にし りごみ したと したら、 かりに レ I 一ー ンに 、マルクス主義の 古 
い 結論の ひとつを すてさり、 それに かえるに、 社会主義は 単独の 一国に おいても 勝利す る ことができる とい 
う、 この 新しい 歴史的 環境に 適応した 新しい 結論を もっ てす る だけの、 十分な 理論的 勇気がなかった とした 
ら 、党、 わが国の 革命、 そして マルクス主義は、 はたして どうな っていた であろう か？ 党は、 暗闇の なかを 
さまよった であろうし、 プロレタリア 革命は 指導を うしなった であろうし、 マルクス主義の 理論は 衰弱し はじ 
めた であろう。 プロレタリア 階級は 敗北し、 そして プロレタリア 階級の 敵は 勝利した であろう。 

日和見主義は、 かならずしもつ ねに マルクス主義の 理論、 あるいは その 個々 の 命題 や 結論を 直接に 否定す る 
わけでは ない。 日和見主義は、 ときとしては、 マルクス主義の すでに 古くな りは じめ た 個々 の 命題に しがみつ 
き、 それを 教条に かえ、 こうして マルクス主義の ひきつづいての 発展を はばみ、 したがって プロレタリア 階級 
の 革命運動の 発展を はばもう とする たくらみ として あらわれる こと も ある。 

エンゲルスの 死後には、 もっとも 偉大な 理論家 レ ー ニ ンが 、そして レ I ニ ンの のちには、 スタ ー リン および 
その他の レー ニンの 弟子たち が、 マルクス主義の 理論を 発展 させ、 プ B レ タリア 階級の 階級闘争の 新しい 条件 
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の もとに おける 新しい 経験に よって、 マル， クス 主義の 理論を ゆたかに した 唯一の マルクス 主義者で あると いっ 
て も、 いいすぎでは ない。  ，：‘ 

まさしく レ ーニン および レー ーー ン派が マルクス主義の 理論を 前進 させた か ^ こそ、 レ ニン 主義は、 マルク 
ス 主義のより いっそうの 発展で あ ^ 、 ブ n レ タリア 階級の 階級闘争の 新たな 条件の もとでの マルクス 主義で あ 
り、 帝国主義と プロレタリア 革命の 時代の マルクス主義 であり、 世界の 六 分の 一の 土地に おいて 社会主義が 勝 
利を かちとった 時代の マル ダス 主義な ので ある。 

かりに ポリシ H ビキ 党の 先進 的な 幹部が マルクス主義の 理論に 精通して いなかった としたら、 この 理論を 行 
動の 指針と みなす ことを 学んで いなかった としたら、 ブロ レ タリア 階級の 階級闘争の 新しい 経験を もってこの 
理論を ゆたかに して、 マルクス主義を 前進させる ことを 学んで いなかった としたら、 ボリ シェ ビキ 党は r 九 一 
七 年 十月に 勝利す る ことは できなかった であろう。 

エンゲルスは、 アメリカの 労働運動の 指導の 仕事を ひきうけて いた アメリカに おける ドィッ人の マルクス 主. 
義者を 批判す るに あたり、 こうかい ている。 

「ドィッ人たち は、 その 理論を ば、 アメリカの 大衆を 動かす テコに 仕上げる ことができなかった。 多 
くの ばあい かれら 自身 もこの 理論を 理解せ ず、 •これを 教義 的に、 教条 的に とりあつかい、. 理論は 宙で暗 
記しなければ ならず、 また それだけで 実生活の あらゆる ばあいにたい し 十分で あると 考えて いる。 かれ 
らに とって、 この 理論は 教条であって 、行動の 指針では ない ので ある。」 (エンゲルス 『ゾルゲへの 手紙』 
一八 八 六 年 十一月 二十 九日) 
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レ ー ニ ン は、 一九 一七 年 四月、 すなわち、 革命運動が 前進し、 社会主義 革命への 移行を 要求して いたと き、 
労働者、 農民の 革命的 •民主主義 的 独裁と いう 古い 定式に しがみついて いた ヵ ー メ ネフと 若干の 古い ボリ シ * 
ビキを 批判して、 こうかいた。 

「われわれの 学説は 教条ではなくて、 行動の 指針で ある、 と マルクス •エンゲルスは いつも そうい 〇 
ていた。 かれらが、 『公式』 を そらんじ、 それを たんにく りかえ す ことを 嘲笑した のは もっとも であ 
る。 なぜなら、 『公式』 は、 もっともよ いば あいでも、 一般的 任務を 提起す る ことができる だけで ある 
が、 この 任務は、 歴史的 過程の なかでの それぞれの 特殊な 時期に おける 具体的な 経済的、 政治的 情勢に 

よって 形を かえる もの だからで ある。 . マルクス主義 者は、 いきた 生活を、 現実の なかの 正確な 事実 

を 考慮すべき であり、 きのうの 理論に ひきつづきし がみつ くべき ではない、 という あらそう 余地の ない 
真理を 会得すべき である …… 。」 (レ ー ニン 『戦術に ついての 手紙』) 

⑶ つぎに、 党の 歴史は、 労働者階級の 隊伍の なかで 活動し、 労働者階級の おくれた 層を ブル ジョア 階級の 
ふところに おしやり、 それによ って 労働者階級の 統一を 破壊す る 小 ブル ジョア 政党を 粉砕す る ことなしには、 
プロレタリア 革命の 勝利は 不可能 だとい うこと を おしえて いる。 

.われわれの 党の 歴史は、 社会 革命 党、 メンシ H ビキ 、無政府主義者、 民族主義 者な どの 小 ブル ジョア 政党と 
闘争し、 それを 粉砕した 歴史で ある。 これらの 政党を 克服し、 それらを 労働者階級の 隊伍の なかから 駆逐す る 
ことなしには、 労働者階級の 統一を 達成す る ことは できなかった であろう し、 労働者階級の 統一な く L ては、 
プロレタリア 革命の 勝利を 実現す る ことは 不可能であった であろう。 
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はじめは 資本主義を 維持す る ことを 主張し、 のちに、 十月 f 後には、 資本主義を 復活す る ことを 主張した 
これらの 政党を 粉碎 する ことなしには、 プロレタリア 階級 独裁を 維持し、 外国の 武力干渉に うちかち、 社会 主 
義を 建設す る ことは できなかった であろう。 

人民を あざむく ために 「革命」 党と か 「社会主義」 党と か 自称した すべての 小 ブル ジョア 政党、 すなわち、 
社会 革命 党、 メンシェビキ、 無政府主義者、 民族主義 者が、 すでに 十月 社会主義 革命 以前に、 反 f 叩 政党と な 
り、 のちには 外国の ブル ジョア 諜報機関の 手先に、 スパィ、 妨害 者、 謀略 者、 暗殺者、 祖国の 裏切り者に 化し 
たこと を、 偶然と みて はならない。 

レーニ ン はこう いっている。 

「社会 革命の 時代に お： ける プロレタリア 階級の 統一は、 ただ 極度に 革命的な マルクス主義の 党に ょっ 
ての み、 すべての 他の 政党にたい する 容赦の ない 闘争に ょっての み、 実現す る ことができる。」 (レ 11 
ン 『第 八 回 全 アジア •ソビ H 卜 大会』) 

⑷ 党の 歴史は、 つぎに、 自分たち の 隊伍の なかの 日和見 主義者と 妥協の ない 闘争を おこなわなくて は、 自 
分たち の 内部の 投降 主義者を 撃滅し なくて は、 労働者階級の 党は その 隊伍の 統一と 規律を 保持す る ことができ 
ず、 プロレタリア 革命の 組織 者、 指導者と しての その 役割を はたす ことができず、 あたらしい、 社会主義 社会 
の 建設者と しての その 役割を はたす ことができない、 という ことを おしえて いる。 

われわれの 党内 生活の 発展の 歴史は、 党内に おける 日和見主義 的な グル ー プ 、すなわち 「経済 主義者」、 メ 
ンシ H ビキ 、トロツキスト、 ブハー リン 派、 民族主義 偏向 者との 闘争と 擊滅の 歴史で ある。 
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党の 歴史は、 これらす ベての 投降 主義者 グル ープが 、本質的に いって、 メンシ ュビ ズムの われわれの 党内に 
おける 手先、 その 残党、 その 継続であった という ことを おしえて いる。 かれらは、 メンシ ヱ ビズム とおな じ 
く、 ブルジ ョア 的な 影響を、 労働者階級と 党内に 伝達す る ものと しての 役割を はたした。 したがって、 党内に 
おける これらの グル ープを 一掃す るた めの 闘争は、 メンシ ヱビ ズム ー掃の 闘争の 継続であった。 

「経済 主義者」 とメン シヱ ビキを 撃破し なかったら、 われわれは 党を 建設し、 労働者階級を プロレタリア 革 
命に みちびく ことができなかった であろう。 

トロッキストと ブハ ー リン 派を 擊破 しなかったら、 われわれは 社会主義の 建設の ために 欠く ことので きない 
条件を、 準備す る ことは できな かった であろう 9 

ありと あらゆる 毛色の 民族主義 偏向 者を 擊破 しなかったら、， われわれは、 人民を 国際主義の 精神で 教育す る 
ことは できなかった であろうし、 ソ連の 諸 民族の 偉大な 友好の 旗を 守りぬ くことは できなかった であろうし、 
ソビエト社会主義共和国連邦を 1 する こと もで きなかった であろう。 

ボリ シヱ ビキ は、 あまりに 多くの 時間を、 日和見主義 分子との 闘争の ために 割き、 ボリ シ H ビキは それらの 
分子の 意義を 過大評価した ょうにみ える かも 知れない。 だが、 それは まったく あやまり である。 健康な 身体の 
なかに 潰瘍の 存在を 許す ことができない ょうに、 自分たち の 内部に 日和見主義の 存在を 許す ことは できない。 
党は、 労働者階級の 指導 部隊で あり、 その 前方の とりでで あり、 その 戦闘 司令部で ある。 労働者階級の 指導 司 
令 部に、 信念の ない もの、 日和見 主義者、 投降 主義者、 裏切り者が 座を 占めて いるのを 許す ことは. できない。 
投降 主義者 や 裏切り者を、 自分たち の 司令部に、 自分たち のとり でのな かに おきなが ら 、ブル ジョア 階級と 命 
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がけの 闘争を する ことは、 前方から も 背後から も 射撃を うける 人び との 立場に おちいる ことを 意味す る。 こう 
いう 闘争の 結末が ただ 敗北の みだと いう ことは、 理解に かたくない。 とりでは、 内部から 奪う のが もっともた 
やすい。 勝利を かちとる ためには、 まず 第一に、 労働者階級の 党から、 その 指導 司令部から、 その 前方のと り 
でから、 投降 主義者、 脱走 者、 ストラィキ 破り、 裏切り者を 粛清す る ことが 必要で ある。 

トロツキスト、 ブハ ー リン 派、. 民族主義 偏向 者が、 レ 1 ーンと 闘争し、 党と 闘争した あげくのはてに、 メン 
シヱ ビキ党 や 社会 革命 党と おなじく 、ファシスト 諜報機関の 手先と なり、 スパィ、 妨害 者、 暗殺者、 謀略 者、 
祖国の 裏切り者と 化した ことを、 偶然と みて はならない。 

レーニ ンは こういって いる 0 

「自分の 隊伍の なかに、 改良主義 者、 メン シヱ ビキが いたら、 ブロ レ タリア 革命に おいて 勝利す る こ 
とはで きないし、 プロレタリア 革命を 維持す る ことは できない。 これは、 原則的に はっきりして いる。 
これは、 P シア や ハン ガリ I •の 経験に ょって あり •ありと 実証され ている。 …… ロシアには 何回も 困難な 
状態が あった が、 その さい もし メンシ H ビキ 、改良主義 者、 小 ブルジ ョア的 民主主義 者が われわれの 党内 
にと どまって いたなら 、ソビエト 制度は 必ずやく つがえ されて L まった であろう …… 〇」 ( レー ニン 『ィ 
タリア 社会党の 党内 闘争に ついて』) 

スタ ー リン 同志は こうい 〇 ている .0 ‘ 

「われわれの 党が 内部の 統一を つぐり あげ、 その 隊伍の かつてない 団結を つくりあげる ことができた 
のは、 まず 第一に、 党が 日和見主義 という 汚物を いちはやく 掃除す る ことができ、 党内から 解党 派、 メ 
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ンシ X. ビキを 追い払う ことができた ためで ある。 ブ P レ タリア 階級の 党の 成長 •強化の 道程は、 日和見 
主義者と 改良主義 者、 社会 帝国主義 者と 社会 排外 主義者、 社会 愛国主義 者と 社会 平和主義者を 党内から 
掃除す る ことと 通じる。 党は 党から 日和見主義 的な 要求を 追い払う ことによって 強固な ものになる。」 
(スタ I リン FVI-1 ン 主義の. 龍 題』). .... 

⑸ 党の 歴史は、 つぎに、 もしも 党が 勝利に 目が くらみ、 うぬぼれは じめ るなら、 もしも 党が 自分の 活動の 
欠陥に 注意す る ことを やめるなら、 もしも 党が 自分の あやまりを みとめを ことを おそれ、 その あやまりを 機を 
逸せず 公然と 誠実に 訂正し ないなら、 労働者階級の 指導者と しての 役割を はたす ことは できな J/' という ことを 
お L えてい る。 

もしも 党が、 批判と 自己批判を おそれないなら、 もしも 党が 自分の 活動に おける あやまりと 欠陥を ごまかさ 
ないなら、 もしも 党が 党 活動に おける あやまりの 例によって 幹部に おしえ、 これを 教育す るなら、 もしも 党が 
機を 逸せず 自分の あやまりを 訂正す るなら、 党は 不敗で ある。 

もしも 党が、 自分の あやまりを かくし、 面倒な 問題を もみけし、 天下 太平を よそおう ことによって 自分の 欠 
陥を おおいかくし、 批判と 自己批判に たえられず、 自己 満足感に ひたり、 うぬぼれに 身を ゆだね、 名誉に 安ん 
じて 眠りは じめ るなら、 党は 滅亡す るであろう。 

レ ー ニンは こういって いる。 

「自分の おかした あやまりにたい する 政党の 態度は、 その 党が まじめで あるか どうか、 また 党が 自分の 
階級 および 勤労大衆にたい する その 義務を 実際に 遂行す る. かどう かにつ いての、 もっとも 重要な、 もっ 
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とも 確実な 尺度の 一つで ある。 あやまりを 公然とみ とめ、 あやまりの 原因を あばき、 あやまりを うんだ 
情勢を 分析し、 あやまりを 改める 方法を 注意 深く 検討す る こと、 これ こそ、 まじめな 党の 目 じる しで あ 
り、 これ こそ、 党が その 義務を 遂行す る ことで あり、 これ こそ、 階級を、 さらには また 大衆を 教育し、 
訓練す る ことで ある。」 (レ i ーン 『共産主義 運動に おける 「左翼」 小児病』) 

ついでこう いつて いる。 

「これまでに 滅亡した すべての 革命 党は、 それらが 卜ぬぼ れて 、自分の 力が どこに あるかを みる こと 
がで きず、 自分の 弱点に ついて 語る ことを おそれた ために 滅亡した。 ところが、 われわれは、 自分の 弱 
点を 語る ことを おそれず、 弱点を 克服す る ことを 学ぶ ので、 滅亡し ないだろう。」 (レ ーニン 『ロシア 共 
産 党 (ボ) 第 十一 回 大会 中央委員会の 政治 報告の 結語』) 

⑹ 最後に、 党の 歴史は、 大衆との 広範な 結びつきな しには、 この 結びつきを たえず かためる ことなしに 
は、 大衆の 声に 耳を かたむけて、 大衆の 切実な 要求を 理解す る ことができず、 大衆を おしえる だけでなく 大衆 
から 学ぶ 用意がないなら、 労働者階級の 党は、 何百 万の 労働者階級と すべての 勤労者を みちびく ことので きる 
ほんとうの 大衆 的な 党になる ことは できない という ことを おしえて いる。 

もしも 党が、 レ 1-1 ンの いうと おり、 「もつ とも 広範な 勤労大衆と、 第一に プロレタリア 大衆と、 だが おな 
じく 非 プロレタリア 的 勤労大衆 とも 結びつき、 かれらに 接近し、 あるて いどまで、 必要と あれば かれらと 一つ 
に 溶け あう」 (レ ーニン 『共産主義 運動に おける 「左翼」 小児病』) ことができるなら、 党は 不敗で ある。 
もしも 党が、 そのせ まい 党のから のなかに とじこもるなら、 もしも 党が 大衆から 離脱す るなら、 もしも 党が 
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官僚主義の さびに おおわれるなら、 党は 滅亡す るであろう。 

スタ I リン 同志は こういって いる。 

r ボリ シ X. ビキが 、広範な 人民 大衆との 結びつきを たもって いる あいだは、 かれらは 不敗で あると い 
うことは、 法則と して 認めて よい。 これに 反し、 ボリ シヱ ビキが ひとたび 大衆から 離脱し、 大衆との 結 
びつ きをう しない、 官僚主義の さびに おおわれるなら、 かれらは いかなる 力を もうしない、 からっ ぼの 
人間に なって -L まう であろう。 

古代 ギリシャ 人の 神話の なかに、 アンチ ウスと いう 有名な 英雄が いた。 神話の 物語る ところでは、 か 
れ は、 海の 神 ポセィドンと 大地の 女神 ゲアの 子であった。 アン テウスは、 かれを 生み、 育て、 教育した 
母親に 特別の 愛着を 感じて いた。 かれ、 この アン テウスに とって 勝てない ような 英雄は ひとり もい なか 
った。 かれは 無敵の 英雄と みなされて いた。 かれの 力は どこに あった のか？ かれの 力は、 かれが 敵と 
め 闘争で 困難に おちいる たびに、 大地に ふれ、 すなわち、 かれを 生み、 育てた 母親に ふれ、 新しい 力を 
える というと ころに あった。 だが、 かれに もやは り 弱点が あった。 それは、 なんらかの 方法で 大地から 
ひき 離される という 危険であった。 敵は かれの この 弱点を 考えに いれ、 ひそかに かれのす きをう かがっ 
ていた。 そのご、 一人の 敵が あらわれて、 かれの この 弱点を 利用し、 かれに 勝った。 それは ヘルク レス 
であった。 では、 ヘルク レスは どのように して アン テウスに 勝った のか？ ヘルク レスは、 アン テウス 
を 大地から ひきはなし、 空中に もちあげ、 アン テウスが 大地に ふれられない ようにし、 こうして かれを 
空中で しめ 殺した ので ある。 
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ボリ シ H ビキは ギリシャ 神話の なかの 英雄 アン テゥスを おもいださせ ると、 わたしは おもぅ。 ポリシ 
H ビキ は、 アン テゥスと おなじょぅに、 自分の 母親、 すなわち、 かれらを 生み、 育て、 教育した 大衆と 
の 結びつきを たもつ ことにょって、 力強い ので ある。 そして、 かれらが 自分の 母親、 すなわち 大衆との 
つながりを たもって いるかぎ り、 かれらは、 不敗の 地位を たもつ 十分な 見通しを もっている。 

ここに、 ボリ シュ ビキの 指導が 不敗で ある ヵギが ある。」 (スター リン 『党 活動の 欠陥に ついて J} 
以上が、 ボリ シ X. ビキ 党の あゆんで きた 歴史の 道程に おける 基本的な 教訓で ある。 

(おわり) 


訳者 あとがき 


訳者 あとがき 


ソ連 共産党の 歴史に ついて、 ソ連で かかれた ものを 数えても、 けっして 少なくありません。 ごく 最近 (一九 
七〇 年) にで たもの もあります。 それな のに、 なぜ 三十 数年 も 前の 一九 三 八 年に でた 『ソ連 共産党 (ボリ シ H 
ビキ) 歴史 小 教程』 を、 ふたたび 訳して 出版す る ことにな ったの か。 そのこと に 簡単に ふれて おきたい と 思い 
ます。 

ソ連で かかれた 党史 は、 スタ ー リンの 指導の もとで 出版され た 本書 —— 『ソ連 共産党 c ホ) 歴史 小 教程』 
ほかに、 大別 するとつ ぎの 二種 類の ものが あります。 

その 一つは、 フルシチョフの 時代に かかれた ものです。 スタ ー リンの 死後、 奇襲 攻騍の やりかたで、 スタ ー 
リンを 訴謗 する 「秘密 報告」 を もちだし、 ソ連の 党と 国家の 大権を のっとった フルシチョフ 現代 修正主義 集団 
は、 プロレタリア f と プロレタリア 階級 独裁と いぅ 根本的 問題で、 レーー I ン 主義を 裏切り、 十月革命を 裏切 
りました。 かれらの かいた ソ連 共産党の 歴史は、 マルクス •レー ニン 主義を かかげて マルクス •レー ーー ン 主義 
を 骨抜きに する 修正主義の 路線に ょって かきかえられ、 歴史を 偽造し、 歪曲した ものに かえられて しまい まし 
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もう 一つは、 フルシチョフの 反革命 ク I デタ ー の 共謀者で、 その後 フルシチョフに とってかわった ブレジ ネ 
フ 現代 修正主義 集団の だした ものです。 かれら も、 レー -1 ン 主義を 裏切り、 十月革命を 裏切って、 ソ連 共産党 
の 歴史を 偽造し、 歪曲して いる 点では、 先 S フルシチョフと まったく 同じです が、 ただ、 かれらの 場合には、 
スタ ー リンの 評価に みられる ょうに、 「評価して いる 肯定的な 側面」 と、 「批判し 非難して いる 否定的な 側 
面」 が ある、 と うわべは 二つの 側面を 並列す る やりかたを とって、 実際には スタ ー リンを 全面的に 否定す ると 
いう、 ょり 修正主義 的な 手を つかっ ています。 しかも、 かれらは さらに、 中国共産党を 公然と B 謗攻擊 した 箇 
所まで つけくわえて いるので す。 

『ソ連 共産党 C ホ) 歴史 小 教程』 と、 そのほかの ソ連 共産党の 「党 史」 との 違いは、 これを 比較 対照して い 
ただければ、 いっそう はっきりす るでしょう。 

ソ連 共産党の 歴史を 見事に 総括して いるものは、 いまのところ この 『歴史 小 教程』 だと 考えて 本書を 翻訳す 
る ことにしました。 多くの 読者が この 『歴史 小 教程』 の 出版を 要望して おられる の も、 この 点に あるので はな 
いでしょう か。 


「『ソ連 共産党 (ボリ シヱ ビキ) 歴史 小 教程』 は、 ここ 百年ら いの 全世界の 共産主義 運動の 最高の 総 
合と 総括で あり、 理論と 実際の 結合の 典型 ' t:* あって、 いまのところ 全世界で 完全な 典型は この 一つし か 
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b い。」 

毛沢東主席は、 中国共産党の 整風 運動を はじめる にあたって 延 安の 幹部 会議で おこなった 報告 『われわれの 
学習を 改革し よう』 (一九 四 一年 五月) のなかで このように のべて います。 毛 主席は、 このな かで、 

「現職 幹部の 教育と 幹部 学校での 教育に ついては、 マルクス •レ 丨- ーン 主義を i 止 的、 孤立 的に i 究す 
る やり方を やめて、 中国 革命の 実際問題の 研究を 中心とし、 マルクス •レー ニン 主義の 基本 原則を 指針 
とする 方針を 確立すべき である。 マルクス •レ ー ーー ン を 義の 研究には、 ま 亡、 『ソ 皆 共産党 (ボリ シエ 
ビキ) 歴史 小 教程』 を 中心的な 文献と すべきで ある。」 

ともの ベて います。 

毛 主席は、 また 『党 八 股に 反対 しよう』 (一九 四 二 年 二月 八日)、 『農業 協同 化の 問題に ついて』 (一九 五 五 
年 七月 三十 一日) などで も、 この 『歴史 小 教程』 を 引用して、 そこから ソ連 共産党の 歴史的 経験 教訓を 学ぶ よ 
う、 中国人 民に よびかけて います。 延 安で おこなわれた 整風 運動のと き (『歴史 小 教程』 の 「結語」 は 整風 文 
献の 一つに 指定され ていた)、 新 中国 成立 後の 第一 次 五 力 年 計画の 当哼 この 『歴史 小 教程』 の 経験 教訓が 中 
国で もさかん に 学習され たようです。 

『歴史 小 教程』 は、 わたしたちが マルクス •レ ー ニ ン 主義を 学ぶ うえで も、 多くの 利点を もっています。 

本書が、 歴史の 具体的な 事実を とおして、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の 基本的 思想を のべて いるので、 マルク 
ス •レ ー ニ ン 主義の 実質を つかみとる のに 有利 だとい う 点。 

本書が、 理論と 実際と を 結合 させての ベて いるので、 理論と 実際と を 結合させる 方法を 学びと り、 日本 革命 
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の 問題と 結合 させながら 学ぶ のに 大いに 役立つ という 点。 

本書が、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の あらゆる 敵との 闘争の 歴史に ょって 貫かれて いるので、 反 マルクス •レー 
-1 ン 主義の あらゆる 思想、 とくに 日本に おける 反 マルクス •レ ー ニ ン 主義 思想を 批判す るのに 大いに 役立つ と 
ぃう 点。 

本書が、 各 章の 「要約」 で その 時期の 経験 教訓を しめくくって おり、 また、 巻末の 「結語」 で、 一九 三 七 年 
までの ソ連 共産党の 歴史の 全 過程を しめくくって 経験 教訓と して 簡潔に のべて いるので、 学んだ ものを 整理 
し、 深めて いくのに 大いに 役立つ という 点。 

こうした 利点を いかして、 ソ連 共産党の 歴史の なかから、 マルクス •レ 11 ン 主義の 基本的 原理と 革命の 方 
法を 学びと る ことができる わけです。 

『歴史 小 教程』 には、 プロレタリア 革命と プロレタリア 階級 独裁に ついての 多くの 問題、 なかで も 労働者 階 
級の 指導 権の 問題、 労農 同盟の 問題、 大衆 路線の 問題、 知識 分子の 問題な ど、 わたしたちの 学ぶべき 多くの 内 
容が ふくまれて います。 これらの 問題を 学ぶ 場合、 わたしたちは、 ただ 歴史的 事実と して 学ぶ のでは なく、 ソ 
連 共産党が そのと きどき に 問題を 処理した 立場、 観点、 方法を 学ぶ ことにょって、 それを 深く 身に つけて いく 
ことができます。 

三 

レ 1-1 ンは 、マルクス主義を うけつぎ、 守り、 発展 させて、 マルクス主義を 新しい 段階 —— レ 11 ン 主義の 
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段階に 髙 めました。 

スタ ー リンは、 レ 11 ン 主義の 事業を うけつぎ、 守って、 社会主義の 道を ひきつづき 前進 させ、 席 犬な 勝利 
を かちとりました。 

毛沢東主席は、 マルクス •レ 11 ン 主義を うけつぎ、 守り、 発展 させて、 マルクス •レ 11 ン 主義を まった 
く 新しい 段階 —— 毛 沢 東 思想の 段階に 高めました。 

レー ニン 主義は、 帝国主義と プロレタリア 革命の 時代の マルクス主義 であり、 毛 沢 東 思想は、 帝国主義が 全 
面 的な 崩壊に むかい、 社会主義が 全世界 的な 勝利に むかう 時代の マルクス •レー ニン 主義です。 毛 主席は、 マ 
ルクス •レ 11 ン 主義を、 ただ 単に 個々 の 問題で 発展 させた というので はなくて、 全面的に 発展 させて いま 
す。 だから 『歴史 小 教程』 を 学んで マルクス •レ ーー ーン 主義を いっそう 深く 理解す るた めには、 毛 主席の 著作 
を 学ぶ ことが どうしても 必要に なって きます。 

植民地 •半 植民地の 民族 民主 革命の 問題、 この 民族 民主 革命と 社会主義 革命、 社会主義 建設との 関連の 問題 
について は、 『新 民主主義 論』 をは じめ そのほかの 毛 主席の 著作を 学ぶ と、 いっそう 明確になる でしょう。 

毛 主席は、 プロレタリア 革命と プロレタリア 階級 独裁に ついての マルクス •レ ー ニン 主義の 理論を うけつ 
ぎ、 守り、 発展 させて、 プロレタリア 階級 独裁の もとで ひきつづき^^を おこなう 理論を 提起し ました。 そし 
て、 プロレタリア 階級 独裁の 時期 全体に わたって、 矛盾、 階級、 階級闘争が 存在す る こと、 社会主義に 敵 味方 
の 矛盾と 人民 内部の 矛盾と いう 性質の 異なる 二種 類の 矛盾が 存在す る ことを 提起し ました。 『人民 内部の 矛盾 
を 正しく 処理す る 問題に ついて』 をは じめ そのほかの 毛 主席の 著作を 学ぶ と、 この 問題を 明確に する ことが で 
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きます。 『中国共産党 第 九 回 全国 代表 大会に おける 報告』 も、 そのための よい 参考になります。 この 理論は、 
中国の プ a レ タリア 文化大革命の 理論的 基礎に なった 重要な 理論であります し、 『歴史 小 教程』 を 深く 学びと 
るた めに も、 かかせない 問題 だと 考えます。 

また、 『歴史 小 教程』 で のべられ ている 党 建設の 問題に ついても、 毛 主席の 著作 や、 中国共産党 第 九 回 大会 
の 報告と、 同大 会で 採択され た 中国共産党 規約を よんで 深めて ほしい ものです。 

哲学の 分野で も、 毛 主席は、 マルクス •レ ー ニ ン 主義を うけつぎ、 守り、 発展 させて おり、 とくに 毛 主席の 
五篇の 哲学 著作 (『実践 論』、 『矛盾 論』、 『人民 内部の 矛盾を 正しく 処理す る 問題に ついて』、 一 r 中国共産党 全 
国 宣伝 工作 会議に おける 講話』、 『人間の 正しい 思想は どこから くるの か』) の 学習は、 弁証法的唯物論と 史 
的 唯物論を 把握す るう えで どうしても 必要 だと 思います。 

四 

「レ 11 ン、 スタ ー リンが、 どのように マルク ハ 主義の 普遍的 真理を ソ連の 革命の 具体的 実践と 結合 させた 
か、 •また、 それに よって、 どのように マルクス主義を 発展 させた かを みれば、 われわれは、 中国 - C- どのように 
活動すべき かを 知る ことができる。」 

毛 主席は、 はじめに あげた 『われわれの 学習を 改革し よう』 のなかで このように のべて います。 

毛 主席は、 武力で 権力を 奪取 するとい う マルクス •レー ニ ン 主義の 普遍的 真理に もとづきながら も、 中国と 
いう 具体的 条件に あわせて、 十月革命のと きとは 違った 中国 革命 独自の 特徴の ある 道を すすみました。 (十月 
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革命は プロレタリア 社会主義 革命、 中国 革命は 新 民主主義 革命の 完全な 勝利を へて 社会主義 革命に 転化。 十月 
革命は 都市で 武装蜂起を おこなった のちに 革命を 農村に お L ひろめた。 中国 革命は 農村を もって 都市を 包囲し 
最後に 都市を 奪取して 全国的 勝利を かちとった。) 

わたしたちが 『歴史 小 教程』 を 学ぶ 場合、 そのな かにの ベら れて いる マルクス •レー -I ン 主義の 普遍的 真理 
と、 日本 革命の 具体的 実践と を 結合 させながら 学ぶ ことが 大切です。 

毛 主席が のべて いるょぅ に、 

「 -r« ルクス •レ i ーン 主義の 普 ® • 的 真理と 日本 革命の 具体的 実践と を 結びつける こと、 こかを 真剣に なし レ 
げさぇ すれば、 日本 革命 €>• 勝利は まったく 疑いない。」 (「日本の 労働者の 友人たち に 贈った 重要な 題辞」 一九 
六 二 年 九月 十八 日) 
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